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本 卷に收 むる ところ は 先生の 筆に なりし 傳道 及び 牧會に 

關 する もの  >- 中の 主要なる ものにして、 大體分 戴して、 

傳道、 敎會 内の 諸問題 及び その！^ 營に關 する もの を 類纂 

した。 短文 は片々 と 題した る ものの 中に 一束と した。 蓋 

し片々 なる 題 は、 先生が 好んで 屢々 用 ひられた もので 

あるに 由る C 


天文 永 祿の際 有名なる 天主 敎僧 フラ ン シ ス • ザヴキ H 吾邦に 渡来して 福音の 種を播 きしょり 以來 

基督 敎は 日本に おいて 如何なる 歷史 を經歷 したる 乎。 當時は 記錄の 甚だ 不完全な りしの みならす、 

概ね 反對 政府の 治下に 在る 反 對黨の 手に なりたる ものなる が 故に、 吾人 は 其 情況 を 確 知詳悉 する に 

由な きなり。 ^れ ども 其の 諸 書に 散見せ る もの を綜括 して 之 を 見る に當時 基督教の 日本 國に 於る や 

光榮の 顯 著なる 歷史を 遣 せりと 謂 はざる ベ からす。 

H= 'ヴ. ヱ 等 力 奉戴して 来れる もの は 天主 敎な るに もせよ、 吾人 は 彼等 傳道師 及び 諸の 言 徒が 上帝 

を 敬 信し 基督 を 愛する の 深く 且 切なり しょり、 水火の 艱辛を も辭 せす、 從容 死に 就ける を 見て 感激 

の 情 禁ぜす して 胸間に 溢れ、 思 はす 大 聲を發 ちて、 鳴呼義 なる かな 兄弟よ、 主の ために 惱 さる、 者 

は 福な りと 叫ばざる を 得す、 蓋應 仁の 頃 足 利 氏の 武威 漸く 衰へ 群雄^ 方に 割據 して 鹿 を 中原に 爭へ 

るより、 天下 麻の 如く 亂れて 干戈 常に 止ます、 倫理の 勢力 は頓に 地に おちて 振 はす、 君 ほ 相殺し 父 

子 兄弟 相 敵し、 强は弱 を 凌ぎ、 小 は 犬に 併せら るる 其狀宛 かも 修羅道 を 現出せ るが 如く 國中 を擧げ 

て 悉く 無道なる 腕力の 下に 呻吟せ り。 此の 時に 方り 浮 屠 氏の 徒 無き にあら ざり しか ど 何時の間にか 

曰 本 傳道論  1 


日本 搏道論  二 

法衣 を晚 して 武具 を 装 ひ、 平生は 口に 忍 辱 溫柔の 道を說 けりと い へ ども 忽ちに 修羅の 惡 鬼と 變 化せ 

り。 吁當時 は 吾 日本画の 晤黑 時代に 非す や。 然るに 數 名の 天， 王敎 ^渡来して 『w "ベて 疲れた る^に 

安き を與 ふる』 の 道 を宜傳 したる に 由り、 眞理の 光 漸くに して 日本 國を 照して 道理の 勢力 を 彼の 禽 

獸社會 に 現出せ り。 顿 ふに 當 世の 信徒 は 數年續 ける 暗黑の 中に 在りと 雖も、 領地の 爲に 非す、 利己 

榮 達の 爲 にも 非す、 亦 掠奪 復仇の 爲 にも 非す、 即ち 良心の 爲眞 理の爲 にして、 身 を 犧牲に 供し し 

く锋 鋩の 露、 火刑の 焖と 消えた る もの 前後 其の 數ー w に 千 百の みに 非るな り。 此れ 道徳の 光耀赫 * と 

して 深夜の 闇 を 照せ るに 非す や。 吾人 は應仁 以降 本朝 の *~ 傅 を讀む に、 冥 々 たる 雷 霧の う ち に 彷徨 

する の 思 を爲 し、 人世の 润 濁汚據 なる 終に 此の 甚 しきに 至れる を 嘆息せ 十ん ば あらざる なり、 斯る 

場合 において 天主 敎の 疵瑕 ある にも 拘ら. f 吾が 日本 國に傳 はりて、 人性の 最も 貴重す ベ きもの を發 

揮した る を 見れば、 妖氣 徐ろに 消盡 して、 作氣 幾分 か大 八州に 流行せ る もの ある を 知れり。 

其の後 寬 永年間に 至り、 政府の基督敎を禁制する"^^嚴酷にして、 肥 前 地方の 信徒 ク、 しく 信仰 を壓 

抑 せらる、 に 困し めり。 時に 浮浪の 徒、 人民に 此の 怨 §1- の 心 ある を 奇貨と して 之 を， -敎咬 誘惑して 終 

に 無謀の 戰亂を 企て、 天下の 大敵 を 引受けて 原 山の 孤城に 立て 龍り、 軍 收れて 殺戮に 遇 ふ. 者 男女 無 

慮 数 萬 人に 及べり。 此事 たる や 固より 吾人の 敢 て稱諧 する 所に 非す と雖 ども、 今日に おいて 世の 天 

草の 變を議 する もの は、 之 を 評する に 昔 人の ごとき 見解 を 以て せ. f 彼の 亂民も 亦穩當 なる 批判 を受 

くる ことと なるべし。 


寬永戍 子の 秋 。ゥマ の 人シラ ウテと 云へ る もの 我が 大 隅の 國 多禰ケ 島に 來る。 身 を棄て 死地に 入 

りて 十字架の 道を傳 へんが ためなり。 シラ ウテ は 方正 端莊の 君子に して、 意 氣懍然 人 を 敬服せ しむ 

るに 堪 たり。 當時 幕府に 其 人 ありと 知られた る 新 井 君 美の 如き も、 官命 を 奉じ て 之 を 韓 問 しける が、 

大に其 人物 を稱揚 して 措かす 聖人 も斯 くや あらん かとまで 言 はれたり。 白 石 氏が シ ラウ テを欽 仰す 

るの 深き 以て 想 ふべき なり。 然れ ども 斯の 若く 有 爲の才 を 具へ、 人 を 動かす の德は 有りながら 法禁 

の嚴 なる がた めに 十分に 其 志 を 伸す こと 能 はす、 剩へ身 は 執 へられて^ E1 のうちに 歳月 を經 過し { 仝 

しく 骨 を 異域に 埋めたり。 豈慨 する に堪 ふべ けんや。 

天主 敎の 人々 單に 口舌に のみ 依らす、 堂々 たる 文章 を 以て 其 敎說を 明らかにし、 就中 邦語 を 以て 

聖經 を反譯 し、 或は 本邦の 人士に して 頗る 虔 誠と 才學と を備 へたる 數 人の 有力者 を 養成した らんに 

は、 假令 百の 戰亂 を經 過し、 百の 迫害 を 蒙る こと ある も 其 道 全く 廢滅に 至らす して 今日まで 保續し 

来れるな らん。 然るに 此の 堅固なる 基礎の 立た ざり しのみ ならす、 邦人のう ちに 遠大の 謀 を 抱き、 

非凡の 學識を 具へ て、 專ら 布教と 內脩 とに 盡カ する 者な かりし と 見へ、 外國 人の 退去 亡命と 共に 其 

の 勢力 次第に 微弱に 成り ゆきて 後ち に は 剿滅の 姿 を 現 はせ り。 

基督教の 吾が 日本に 入る や 此の 如く 其れ 巳に 久し。 而 して 傳 道の 業 半途に して 阻 絡せられ、 殆ど 

その 痕跡 を 止め ざり しもの は 日本の 爲 めに 賀 すべき £ なる 乎、 將た书 すべき ことなる 乎。 吾人 は遽 

に 之 を 論 斷し能 はざる なり。 然れ ども 全智なる 上帝の 存 する あり。 天主 敎の當 時に 廢滅 を爲 せる も 

日本 It 道 論  三 
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« ^らす ^^にあらざる ならん。 

天主 敎 衰微して より 吾が 日本 國の傳 道 史はー 且中絕 する ことと はなれり。 然れ ども 上帝 は 已に日 

本國 より 8: の虔 誠なる 信徒 を 選出し、 之 をして 流血 以て 基督の 愛を證 せしめたり。 上帝 は 今日 ま 

で 種々 の 手段 を 以て 吾が 邦人の 心に 福音 を播 くの 準備 を爲 せり。 上帝 豈 吾邦 を 永く 冥闇の 中に 棄却 

しおく ものな らん や。 玆に嘉 永年 中米 艦浦賀 港に 来航し 一 發の 砲聲を 以て 邦人 長夜の 夢 を 驚かした 

るに 由り、 國 家の 形勢 頓にー 變し、 遂に 戌 辰 前後の 戰 亂を醒 成し 舊來の 制度 を 一 掃して 新に 社會を 

造 立 せんと 欲する の氣 運に 際 食せ り。 思 ふに 國 家の 多事 未だ 此の 時の 如き は 無 かるべし。 永 祿天正 

の 頃 天下 非常に 沸騰して 社會 の動搖 大方なら ざるの 日に あたり、 天主教 渡来して 一 時 隆盛 を 極めた 

るが 如く、 今や 明治の 一大 活潑 なる 歷史を 離く の 始めに 於て 純正なる 基督 敎は 業に 巳に 西國の 文化 

と 日に 開け、 駸々 乎と して 日に 盛に 月に 大 いならん とす。 世の 擧十 論客 は 最早 吾邦の 基督教 を 無視 

する こと を 得ざる なり。 然れ ども 吾 儕の 今 主唱 せんと 欲する もの は 昔日の 天主 敎に 非す。 蓋 明治の 

動搖、 及 其の 政治 上學問 上の 預望を 以て、 之 を 元 和 偃武、 德川氏 一統の 文明 を 胚胎せ る應仁 以降の 

擾亂に 比 ぶれば 其 優れる こと 萬. •< なる が 如く、 現 時 曰本國 に强大 ならん とする 基督教 (プロ テスタ 

ンテ ズム) の 性質、 及 將來の 結果 は 往時の 天主 敎の 得て 及ぶ 所に 非ざる なり。 

<lr の 基督 敎傳道 者 の 来航した る は 蓋 維新 以 前の 事な り しが 明治 五 年 撗濱に おいて 创め て 海岸 敎會 

を 設立して より、 爾來 東京に 大阪 に、 長 崎に 函 館に、 大小 數 十の 敎會踵 を 接して 辯與し 今年に 至り 


て は 其の 隆盛 赏に豫 想の 外に 出る もの あらんと す。 

噴 吾人 信徒 は 今此 の 盛時 に IP 遇せり。 天の 吾人 を 今の 時に 生れ しめたる もの は 決 して 偶然に 非 ざ 

る べし。 吾人 は 如何にせば 上帝の 負擔 せしめた る 此の 大任 を 盡すを 得 可き や、 此れ 最も 省察 を 深う 

すべき 一大 耍 3 曰な りと す。 余 は 不肖なる を も 顧みす、 見る 所 を 開陳して 讀 者の 淸誨を 乞 はんと 欲す 

るな り。 

天地の 理法に 關し、 人生の 綱紀に 係 はれる 一大 眞理を 看破した る 者 は、 宜しく 之 を 世間に 公示し 

て 百方 之 を發揚 する の 策 を 講ぜざる ベから す、 蓋 眞理は 之を發 見し、 若く は 非常に 之に 感激した る 

人の 心 上に 至大なる 責任の 念 を 生ぜし め、 自ら 天地神明に 對 して 負へ る 所 ある を覺 へしむ。 故に 孔 

子 は 大義 を唱 へて 天下に 周流し、 飢娥刀 劍の危 きを も辭 せす。 未だ 曾て 其の 席の 煖 まるに 遑 あら ざ 

り しなり。 又 幽かに 眞神を 認め 得た る ソ クラ テ スは覺 悟の 念 措く 能 はす、 ァ テ ン ス の 街 上に 立ち 大 

聲 疾呼し て 時人の 浮華に 流れ 、 迷妄に 陷 りた る を 警醒 し 狂 妄を已 倒に 回さん こと を 務め、 孜々 とし 

て^ます 遂に 殘 悪なる 刑罰に 權 りて 死せ り。 斯の 如き もの は擧 術に 政治に、 文擧 に宗敎 に、 古 來感 

史上の 類例 擧げ て數 ふべ からす。 吾人 信徒が、 福音の 道 を今ョ に傳播 する を圖 り、 前途 大に爲 す 所 

あらんと 欲する も 亦此に 外なら す。 保羅 曰く 『我れ 猶太 人に も X 布 利 尼 人に も 負へ る 所 あり』 と は 蓋し 

吾人の 心事 を 一一 百へ る ものな り。 況んゃ 吾人の 宣揚 せんと 欲する の 眞理は 人心の 最も 懇求 する 所、 永 

遠の 安危 亦此 に存 せりと 謂 はざる ベから す、 豈 非常の 奮發を 以て 之に 從事 せざる を 得ん や。 基督の 
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造 詔に 曰く 『爾ら 萬國に 住て 此の 道 を 萬 民に 傳 へよ』 と、 苟も^:^徒たるものは此の^3=を心肝に銘 

じて 1 日 も. y 心るべからざる なり。 

もこ 今日 ま 比し 如何なる 時ぞ。 往年 外交の 道 開けて より 國 家の 多事 最も^ しく、 世 は 頻りに 改良 

進歩の ラ路に 就きたり と雖 も、 其の 行路 は：^ して 危險 なる 峻坂 無き を 保す ベから す。 世人 へらく 

{q- しく 政令 を 改良し、 制度 を 新 創し 國 家の 富 源 を 培養し、 兵備 を擴 張して 敵國 外患の 虞を禦 ぎ、 敎 

育 を 齊 及して 人 知" の 開發を 謀らば、 則闽 運の C 盛 は 期して 待つ 可く、 人民の 福祉 は：^ して 疑 ふ 可ら 

すと。 是， -a- を 外 移の みに 注ぎて 人性の 深奥 を 究めす、 古今 列國 盛衰 史の 皮相 を 窺 ふて 其の 眞相を 

着 破せ ざるの 兒 解な り。 此の K. は 山 河 を踰越 すれば 行路 の 難 は已に 過ぎ たりと 妄想す る ものなる ベ 

し。 I 呼 行^の 難き は 山に あらす 又 水に も あらす。 たビ 人心 反覆の 間に 在りと、 お居 》 ^何 ぞ我を 欺 

か ん 。 論者 少 しく 猛贫す ベ きな り 。 

蓋 a ふ、 自由 は 人性の 執 一望す る 所な りと 雖も、 所謂 自由なる もの は 自由の 爲 にして 存 する ものに 

非す、 卽ち 人心の 發達を 便に し、 事業 を爲 すの 利を與 へんが ために 缺く ベから ざるの 要具な り 然 

るに ず 一人 は 此の 重大なる 展別 ある を 忘れ、 妄に 臆測 を逞 うして 國 家の 獨立及 人民の 自由 を 以て 其の 

終極の 目的な りと 誤認せ り。 此の 「i の 生起す る 所の 弊害 は 極めて 大 いなる もの あり、 吾人 は 之に 

反して 人民が 十分に 自由 を 得る の 日 至らば、 彼等 は 其の 自由の 區 域に 於て 如何なる 運動 を爲し 如何 

なる 發 達の 耿を呈 し、 如何なる 成績 を 現出すべき や を 探究せ ざるべ からす、 或は 一 個人に して 父兄 


の 束 總を脫 し罩身 孤立して 自ら 生を營 むに 當り、 資財 を 消耗し、 遊蕩に 耽り、 家 を 失 ひ、 名 を 汚し、 

終に 牛馬 一 般の 群に 入る 彼の 福音書に 見えた る 放蕩の 季子に 等しき もの あり。 此れ 豈 一 個人の みの 

謂な らん や。 社會 盛衰の 理も亦 之に 異ならざる なり。 之 を 要するに 先づ 心情の 自由 を 得、 意志の 獨 

立せ る 人民 國に 多から ざる 時 は 制度の 自由 遷む に 足らす、 且つ 人民に して 私利に 繁 がれ 汚 猿な る 慾 

念に 制せら る X 時 は、 設如ひ 外面に 獨 立を裝 ひ、 肉體 上の 自由 赫々 として 目 を 驚かす 程なる も、 危 

殆の 病已に 腹中に 在り。 早晩 腐敗の 徵候 外に 現 はれ、 死亡に 至らん こと 必 せり。 故に 若し 日本 をし 

て眞 正の 自由 國 たらし めんと 欲せば、 先 づカを 腹中に 用 ひ、 人民の 精神 を 培養せ ざる 可から す。 何 

となれば 自由の 制度 文明の 沿道 は 人民の 着用す る 衣服の 如き ものに 非す、 即ち 國 家の 生命が 漸次に 

發 達して 成す 所の 身 M なり。 此の 內 部より 構成す る を 要す ベ き 生命 的の 政治 體を 以て 衣服と 同視す 

るは陋 も亦甚 しからす や。 余 を 以て 容易に 散髮 洋装の 狀 に變ぜ しめたる と 同一 の 手段 を 以て、 自由 

の 制度 を 設立し、 輙く 其の 美 果を收 めんと 欲する ものな り。 人民の 風俗 及び 日常の 習慣 未だ 十分に 

變 化せす、 家屋の 製作 依然として 舊に 異なら ざるが 故に、 僅かに 身を掩 ふに 用うる 衣服 すら 今日に 

おいて 其の 不便 尠 からす、 んゃ攻 治 上の 制度に おいてお や 

(余 は 斯く論 するとい へど も 決して 政治 を 今日の 如くに して 滿足 するとい ふに 非す、 到底 國 家に 

眞 正の 元氣 なきと き、 有司 專制 及び 君民 同 治、 共に 多くの 害 を 生 出す る こと 疑 ふべ からすと いへ 

ども、 余 は 寧ろ 君民 同 治の 弊 を 甘受 せんと 欲するな り) 
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然 らば 何 を 以て 心情の 自由 を 全うし、 國 家に 獨 立の 元氣 を擴充 せし むる を 得べき や。 曰く 其の 方 

法 は 蓋し 一にして 足らす、 然れ ども 其の 最も 切要に して 至大の 力 ある 者 は 道義の 念な りと す。 ソク 

ラ テスの 曾て 嘆息せ る 如く、 今や 吾邦の 士人は 朝野 共に 德義の 麻痺 病に 擺り、 唯 名利 肉 慾の 間に 奔 

走す るが 故に、 德義の 論 を 迂遠な りと 思惟すべき なれ ども、 德義の 邦家に 缺く 可らざる 今日より 甚 

しき は 無き なり。 視ょ 世の 論者 は 道心の 麻摔 症に 罹りて 少しも 此事を 感ぜざる に 似たり。 是れ 病の 

至って 危險 なる 明證に 非す や。 今にして 之 を 救 治せ すん ば 其の 病 終に 癒し 難き に 至らん とす。 古よ 

り 世の 髙尙 なる 開化 は高尙 なる 道義に 基 かすん ば あらす。 武家の 横行せ る 天下に 於て は 之 を 士氣忠 

君と 稱し、 スパルタ、 E1 ゥマ 等に 於て は 之 を 剛毅 愛 國と稱 せし が 如く、 其の 名 稱と倾 向と は 大に異 

なりと 雖も、 之 を 要するに 凡そ 夭 下に 一 時 强盛を 致せる 邦國 は、 食な 其の 基本 を 道義に 取らざる はな 

し。 苟 くも 然ら す、 人民の 心に 自己の 一身 を 貴ぶ よりも 深く 之 を 貴び、 其た めに は 身命 をも拋 ちて 

惜 むに 足らす と爲す 程の 者 無く、 朝より 夕に 至る 迄 唯 利己 を是れ 事と し、 常に 動物の 嗜愁に 制限せ 

られて 夫婦の 大 倫を紊 り、 一 身の 修まら ざるより 一 家 も亦齊 はす、 全く 身 を 地上に 拘束 せられて 高 

尙の氣 節を懷 くこと 少く、 人々 互に 猜 忌して 上下 信 m を缺 き、 結社 を 久しき に 持つ こと 能 はす、 遠 

大な る 圑結カ に 乏しき 時 は 國家 の 前途 相 (像す るに 堪 へたり と 謂 はざる ベから す。 此の 如き 社 會に向 

つて 剛健 不 挫の 進歩 を 促す は 狂に 非れば 則ち 愚な り。 思 ふて 此に 至る とき は 日本の 現狀 について 如 

何なる 感慨 を 生起すべき 乎。 


善い 哉 H  メル ソン 氏の 道義 を 論す る や、 曰く 摩 西の 希伯來 人のう ちに 現 はれ、 ソクラテスの 希 利 

尼 國に現 はれ、 基督の 猶太 國に現 はれ、 ハス、 サ ヴォナ a ラ 及び ルゥ テルの 基督 敎國に 現 はれた る 

が 如き は新创 なる 感覺を 以て 人類 を 先^し、 人生 を 高尙の 程度に 進まし めたり と。 印 版 火 藥蒸氣 瓦 

斯等を 以て 此等 gl- 人の 力に 比較せば 健 全なる 道德 が社會 に 提起した る 安寧 自由 喜樂 の 旁 及して 生ぜ 

しめたる 一 小玩 器に 過ぎす、 決して 同日の 論に 非るな りと。 誠に 然り。 故に 吾國 目下の 要務 は、 人 

々 自ら 眞正 の 德義を 磨き 志氣を 高尙 にして 名利の 上に 駕し 主義の 爲國家 の爲に 身を惜 まざる の 精神 

を 盛なら しむる に 在り。 人 若し 己の 上に 擧 げらる、 能 はすん ば 其の 陋 なる HJ 果して 如何に ぞ やと は 

西國の 詩人が 曾て 朗吟した る 所な り。 今の 如く 人民の 擧 つて 名利に 汲々 として 端正 嚴肅の 念 慮に 乏 

しく 事 皆 輕卒に 出る 時 は 政治 上の 進歩 を 見る 可らざる のみなら す舉術 美術 文學 等に 至る まで 剛健 活 

潑 有爲銳 進の 氣象 を缺 き、 決して 泰西 諸國の 品位に 達する £ 能 はざる べし。 何と なれば 今日 吾が 國 

の 士人を 支配す る 所の 活動力 は 毫も 人 をして 己れ の 上に 駕 せしめ 能 はざる のみなら す 却って ハ 1^ 々固 

た ヒ 

K なる 地位に 下らし むる に 足れ， o。 且ゃ 前途の 危難 は單に 之の みに 非す、 世 は 追々 開明の 域に 進歩 

する に從 つて 罪悪の 力 も 非常に 强大 なる を 加 ふる は、 是れ 人性 自然の 情勢なる が 故に、 若し 他に 之 

を 制限す る 道義の カ存せ すん ば、 人民 は甚 しき 道德の 腐敗 を醯し 一一 ィ ボル 氏の 所謂 國 民の 自 盡を爲 

すに 至らん と雖 も、 基督教の 行 はる & 所に は 之 を. 制限す るの 感化 力 ある を 以て 漸々 に國 家人 民の 元 

氣を 維持す る こと を 得るな り。 今日に 至り 俄かに 開化の 事物に 接した る 野蠻の 人民 は歐米 人民と 同 
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一なる 文明の 雜 害を感 すれ ども、 之と 異なりて 防禦の 法 整 はす、 就中 强大 なる 道德 上の 感化 力無き 

を 以て 弊害の 浸漸 殊に 深く、 人 稲 を滅し 邦土 を 失へ る 者 少なから す。 吾が 日本 は间 より 野 蠻の國 に 

非す、 太平洋 諸島の 夷 族と 年 を 同して 語る 可ら すと いへ ども、 未だ 道 德上之 を 制限す るの 術 を 講ぜ 

ざるに f おに 已に 奢侈 輕 薄 競爭慾 等の 諸 罪悪 駸々 乎と して 民間に 蔓延し、 昔日 武門に 養成せられ たる 

淳朴 剛毅の 風 は將に 地を拂 はんとす るに 至れり。 其 名義 上に て は 罪惡を 制する の 本分 ある 從來 の敎 

法 は已に 其の 缺乏 せる 勢力 を も 消費し て \、 今 は 早 や 物の ffl に 立つべく も あらす、 身の 光 は 眼な 

に ^にして 其 光 を 失 は 其嗜 きこと 如何許り ぞゃ。 

吾が 國 の 情勢 は 已に是 の 如 きも の ある を 以て 基督 敎を傳 ふ る の 急務た る こ と 智者 を 待た す して 知 

るべき なり。 世の 形而下の 學問 のみに 熱心し 若く は國政 外交 を 以て 人生の 最大 目的と 做す が 如ぎ 輩 

は 吾 倚の 企圖を 迂遠な りと して 冷笑し 去る ことなき を 保せ す。 古へ より 民の 利 弊に 關し 其の 根本に 

溯りて 之 を 救 治せん と 謀る 者 あれば、 淺 薄なる 論者 は 毎ね に 之 を 愚な りと して 排斥す、 是の 如く 古 

今 を 通じて 贪な 同一 の 誤謬に 陷 るは豈 嘆すべき £ に 非す や。 昔 保羅偏 隅の 猶太 國 より 出で て 世人の 

蔑視せ る 十字架の 道 を 奉じ、 威武 赫々 文物 燦然た る羅馬 帝國に 周遊し 孜々 として 其の 傳播 に從 事せ 

り。 時に 政事 家 外交 家 學士理 肘 家の 聚は側 目 冷笑して 其の 迂澗を 喋々 せし ならん。 然れ ども 保羅は 

毫も 之 を 額 慮す る ことな かりき、 即ち 其 言に 曰く 『我 は 福音 を 恥と せす』 此の 福音 は ユダヤ人 を始 

め ギリシャ 人 凡べ て 信す る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 なれば 也と。 而 してお 時 天下の 士人か 一 迂 夫な 


けと て E 詈 嘲弄せ る 浮浪の 行 客 は 終に 一 世 を 傾 動せ り。 凛 乎た る 其 精神 は サイ プラスより ジブ ラル 

タルに 至る まで 歐亞の 一 一大 洲を猶 倒し、 後世の 歷史及 言論 思想の 潮 勢 を. 一 變 して、 其の 芳名 を宇內 

の =li:z 府倫敦 に 立てる 巨大なる 堂に 留めたり。 是れ 論者の 曾て 夢に だも豫 想せ ざり し 所なら す や。 

余 は 基督 敎を 以て 今日の 日本 を 危殆の 中に 救 ひ 出し。 靈 f.、 道德、 政治、 舉藝 等す ベて 世の 改良 幸 

福 を 堅固なら しむる 神の 大能 なりと 認めざる を 得す。 

論者 或 ひ は 余の 說を 聞て 左の 如き 疑惑 を壞 くもの あらん。 曰く 吾子の 論す る 所 盡く现 ならす とせ 

す。 然れ ども 吾が 日本人 民 は 素より 宗敎の 熱心 家た る を 期す ベから す、 吾子 等が 東奔西走の 勞も徒 

然に屬 せざる こと 無き を 得ん やと。 此の 思想 は 有名なる 某氏の 曾て 吐露した る 所に して 之に 雷同 附 

和す る 者亦少 からすと 聞け ひ。 諺に 言る 如く 極端の 意見 は 其の 差異 天 壤も啻 ならす とい へど も 其の 

歸結 する 所 は 即ち 一 なり。 往昔 吾が 邦の 人民 は 久しく 岐路に 彷徨し 迷信に 心醉 したりし が 次第に 其 

弊を覺 り、 知らす 識らす 宗敎を 厭 ふの 念 を 馴致せ り。 今日 も 尙宗敎 上の 迷信 全く 其 跡 を 絶ちた るに 

は あらね ど、 中以上の 社會に 至りて は 論者の 所謂 宗敎 上の 淡泊なる 思想 を 生 出した る 者 多し、 然れ 

ども 凡そ 事物 は 極端の 地に 安ん する ものに 非す。 其 優るべき 中正の 地 あらざる とき は 極端の 間に 往 

來 して 少しも 靜止 する 所 を 知らす。 此れ 现 勢の 然 らしむ る 所 止むべき に 非るな り。 今 吾邦 人 は宗敎 

上 淡 然思ふ 所な きが 如く なれ ども 終に は 反對の 極端に 向って 激動す るか 若く は 中止の 地 を 成せる 眞 

賨の 宗敎を 信す るに 至るな らん。 論者の 考察 は 失 まれり と 謂 ふべ し。 會て 天文の 比日 本に 来れる ザ 
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ヴヰ H がー 千 五 百 开- 十一 一年の 書翰に 曰く 『曰 本の 士人は 未 來の說 を 聞く 時 は號哭 して 止ます。 是れ 

せ、 親子 n=-f め 朋友 のために 救 ひの 望な きこと を 悼めるな り。 或 ひ は しきに 至りて は 父 母 愛子 のた め 

に悲慟して殆ど昏絕するもの間.*^之を見たり』 と。 显 移り 物換 りて、 明治の 世代と なりて は 斯る事 

も 其の 例し 少なく 人民 は 終 を 愼み遠 を 追 ふの 念 左まで 深切なら ざるに 似たり とい へ ども、 心の 深奥 

に 立ち入りて 見れば 靈难 上の 渴望 f ゆる もの あるな り。 之れ を 無しと 首 ふ 者 は 未だ 歷史の 事 實に通 

ぜす、 人の 情 性に 達せす、 叉 己の 何もの たる か を も 知らざる のみ。 豈與に 至 理を談 する に 足らん 

や。 吾邦 人の 有様 を 以て 之 を 人身に 譬 ふれば 飢 幾に 迫りた る 人 も、 睡魔の 犯す 所と なりて は 毫も 共 

の 苦痛 を覺 えざる に 異ならす。 然れ ども 一 旦 その 睡眠 を 驚 破 さるれば、 飢渴の 念は陲 眠の ために 一 

赞の激 切 を 加へ、 甘美に 非れ 即 はち 粗野の 食物 を爭ひ 求めん と 欲するな らん。 吾が 邦人の 宗教に 於 

けろ 亦. 何ん ぞ 之に 異ならん や、 苟 くも 目 を 世 道に 注ぐ もの は 思 を 此の 點に 及ぼさ、： >- るべ からす。 余 

曾て 之 を 物理 寧 者に 聞け り、 { や； 中 に 虚隙を 生 する こと あれば 四面の 大氣は 風力 を 極めて 其 所 に 突入 

す。 而 して 其 勢敢て 犯すべからざる もの ありと。 今や 我 固に- 宗敎 上の 虚隙を 生じた る は 事 實の蔽 ふ 

ベから ざる もの あり。 基督 敎は 此の 虛 隙に 向うて 果して 如何なる 通 動を爲 すべき や。 旣往は 將來の 

豫首 者な り。 基督教が 僅々 十有餘 年の 間に 現出せ る 成鑌を 見ろ とき は 將來の 事 知るべき のみ。 人民 

が 睡眠のう ちに 在りて すら 尙ほ ss っ是の 如し。 んゃ 一朝 事 ありて 人心に 非 $5 の 激動 を與 へ、 之 を 

して 儼然た る 霞 魂 上の 實況を 感ぜし めば 果して 如何な る 進歩 を 見 る ベ き 乎。 


前文に 說 ける 所に おいて 余は傳 道の 耍務 たる を 略 論せ り、 然 らば 如何にして 此の 目的 を 達する を 

得べき か。 

第 一 吾人 は傳 道の 精神に 注意せ ざるべ から や。 何と なれば 傳 道の 事業 は 元 來高明 正大なる 體面 

を 有する ものなる が 故に、 吾人 は 其の 事の 赫々 たるに 目 を 眩して 吾が 切要なる 精神 を 看過す るの 弊 

あり、 察せざる ベから す。 精神 は傳 道の 基本な り。 精神に して 其の 當を 得すん ば 吾人が 辛苦 經營す 

る 所 も 徒 勞に屬 せざる を 得す。 たと ひ 我 をして 預言の 賜 を 有せし むる も 愛な くば 何の 益す る 所 か 之 

あらん。 佛蘭 西の 學者 デブ レサ ンセ 一 麦曰 を 著述して 之 を佛國 天主 敎 論と 名 づく。 其 趣意の 大要 を擧 

れば加 特カ敎 の 形體上 に 復興せ る は大に 其靈な る 精力 を 損害す るの 起因と なれり と 云 ふに 在. y、 余 

其 卓見に 敬服せ ざる を 得す。 吾人 若し 基督の 世に 降れる 趣意と 同感の 情を懷 かす、 一 の會 社た るに 

過ぎざる 敎會を 盛大に し 其 規模 を 張り、 財政 を理 め、 擧校を 設け、 傳道者 を 養成す る 等總て 形體上 

の 改良 進歩に のみ 鞅掌せば、 吾人の 氣血淸 純なら す、 良し や 一時 は 盛大に 誇る？ J ある も 久しから す 

して 敗 壞の病 を 生ぜざる を 得す、 高尙の 成果 は 高尙の 目的 を 待ちて 發生 する を 得る ものな リ。 吾人 

若し 傳道 上眞 正の 昌盛を 致し、 力 を 十分に 伸 べん こと を 望まば、 耶穌が 十字架に 上る まで 畢生の 主眼 

としたる 所に 着目し、 吾 身 若く は 吾會を 以て 精神の 集點と 做す かが 若き こと ある 可から す。 其の 生 

命 を 愛する 者 は 之 を 失 ひ、 此世 におい て 其の 生命 を惡む もの は 之 を 保持して 永生に 至る べしと は、 

是 一 個人 救 を 得る の耍 道なる のみなら す、 傳 道の 秘訣 亦 此に存 すと 謂 ふ 可き な リ、 
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之 を 己れ に 無くして 妄りに 人に 求む 邪に 非れば 則ち 愚な り。 吾人 は 宜しく 自己の 心 上に 敎法 を實 

施して 其 美果を 養成せ ざる 可ら す。 吾人 は 福 昔 を融變 して 我れ 自ら 一 の 福 昔と なる を耍 するな り。 

若し 基督 を 愛し 人 を 愛する の 念 心中に 充盈 するとき は 身 を 挺して 斯道の 擴 張に 從事傳 道す ると 我が 

負 债を視 るが 如くし、 漆き 程に 痛切 懾肅 なる 精神^ 子に 溢る \ を 得 可し。 バウ。、 ジャ ス チン ，マ 

ル トル、 ルゥ テル、 ム ウディの 諸氏の 如き 是れ なり。 此の 輩 は 己れ の 至誠 を 推して 十字架の 語を述 

ぶる 者に て、 正氣 天下 を 動かす 者と 謂 ふべ し。 何故に 世 は 原動と 反動との 間に 漂 ひ、 善惡の 一進 一 

退 は猶ほ 海外に 潮汐 あるが 如くに して 正道の 全く 進歩す る こと 少き や、 曰く 至誠 を 推して 正義 を唱 

ふるの 人少 ければ なり。 今や 吾が 邦に おいて 基督 新敎を ¥ る もの 殆ど 六 千 人な りと 閜 けり。 是を 

以て 見れば 信徒の 數 甚だ 多し と 云 ふべ からす。 然れ ども 此の 少數 なる 信徒のう ちに 上文の 如き 精神 

を 發械す る とき は 其道德 上 の 勢力 洪大に し て 敢て 當る ベ きも の あらざる なり。 故に 吾人 は會 員の 少 

數 なる を 憂 ひす、 たに 精神の 乏しき を 憂 ふるのみ。 

吾が 全國の 諸敎會 はん r 年に 至り 頻りに 優 握なる 恩寵に 沐浴し 聖靈の 感化 著う して 傳 道の 功果 嬉ぶ 

べき もの 少 からす。 然れ ども 余 を 以て 之 を 見れば、 吾人の 感格は 大抵 一時の 激動 に^りて 生 出せし 

もの 多く、 其の 基づく 所 甚だ 深から ざるが 故に 勢力の 及ぶ 所 狭小に して、 終に 叉 往時の 形狀に 立ち 

回らん とする に 似たり。 古來敎 法が 著しく 進步 回復せ る 時代 を 見る に 信徒 中心に 非常なる 感慨 を 生 

じ、 之が ために 一身 を 犠牲に せんと 欲する 者ルゥ テル、 ウェス レイの 如き 輩出で たるに 由らざる は 


無し。 今や 吾が 國の傳 道 世界 を觀 るに 傳 道の 耍 具備 はらざる に 非す と雖 も、 進歩 心意の 若くなら ざ 

る 所以の もの は、 耍す るに 吾が 心中に バウ n を 動かし、 ルゥ テル を 鼓舞し ゥヱス レイ を 獎勵し をる 

感激の 情 痛切の 念 深から す、 吾人の 主に 忠誠なる は 古の 烈士が 其 君に 盡せ しものに 劣る 數 等なる が 

故に あらす や。 吾人が 是の 如くなる にも 拘ら す、 4< 年に 至り 聊か 主恩の 裕 かなる を 感じ、 主事に 鞅 

掌せ んと 欲する もの あれば 神 は 之 をして 預想 外の 成果 を 見る こ と を 得せし む。 余 は 今年の 形勢 を以 

て祌は 吾人 をして 將來 如何なる 事を爲 し、 如何なる 勢力 を 振 はしむ る や を 預言す る ものと 信す るな 

り。 地下 を 穿つ 數丈 若く は數 尺に して、 洋には 鯨波 を衝 き、 陸に は g 間 千里 を 行く 一大 機關 を運轉 

すべき 石炭 山 を 成せる が 如く、 吾が 六 千 人の 信徒 社會 にも 一 朝 基督の 愛に 由り て 其 端緒 を 開く とき 

は 日本 全國 を動搖 し、 反對者 をして、 視ょ彼 輩 は 世を頗 倒す るに 非す やと 叫ばし むる の 能力 充塞せ 

り。 吾人 は 熱心 鋭意して 上帝に 禱吿 し、 以て 聖靈の 恩 火 を 求めざる ベから す。 

余輩が 今日 本に 傳道 せんとす るに 方り、 靈 なる 賜 を 上帝よ ひ受 くるの 切要なる と 旣に斯 の 如し、 

蓋し 吾人 は 天性 靈なる 才力 を 以て 世に 生れた る 者な り、 之 を 以てする とき は 能く 祌靈の 事 を 悟り、 

能く 心 靈の事 を 愛し、 又 能く 人の 靈 なる 才能 を 動かして、 已に 吾が 感じた る 所 を 感ぜし むる 事 を 得 

可し。 獨 乙の ネアン デル 曰く 『神の 靈は 人の 靈に 符合せ り、 人の 靈は 神の 化育 を 受けて 之 を 人生の 

全部に 推し 廣む るに 適し、 a っ是の 如くな らんた めに 預定 せられた るな り』 と。 誡に 格言に して 至 

極 の 妙味 を 含める ものと 思 はる。 基督 が嘗 て 靈汝を 導きて 凡ての 眞理に 人ら しめんと 宣 はれた る 意 
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義亦 深く 察せざる ベから す。 古來 世に は 非常の 豪傑 多く 出で たり、 余輩 千歳の 下に 在りて 其の 光榮 

を 想 ふとき は 之 を 仰ぎ 瞻 るの fflH ら 起らざる を 得す。 然れ ども 此れ また 世の 所謂 尋常の 英雄と は 一 

種 異なれる 豪傑 ある を 記憶すべき なり。 試みに 聖書 を繙 きて 希伯來 書の 第 十一 章を讀 め、 彼の 文中 

に 載せた る は 何れも 異常 絡 倫の 人物に して、 其 事業 は特り 宗教の みならす 政治 威武 等に 涉 りて 其 功 

は 人世 を掩ふ ものと 謂 ふべ し。 此等は 食な 其の 靈 なる 才能 勢力に 由り て斯の 如き £ を 得た るの み。 

世の 思想 を 動かし、 天下の 形勢 をー變 したる 者 彼の 保羅に 勝れる 者 あり や。 保羅は 何に 由 ひて 此の 

極に 達し 得た るか、 威力なる 乎、 將た舉 術なる 乎、 唯靈 なる 才力に 由れ るの み。 第 十五 世紀の 歐羅 

巴を視 よ、 僧徒 權柄を 握りて 人類 を壓 倒す。 匹夫 ルゥ テル 奪 然として 起り、 靈 なる 勢力に 由り て 天下 

を倾 動せ り。 時 方に 英國 人民の 道德心 痴鈍に して li 義淸廉 の 風 地 を 掃へ るに 方り、 ゥ H ス レイす で 

に靈 なる 勢力 を 振作し 以て 5 に 死した る 道徳心 を 復活せ しめたり。 余輩 は 此の 勢力 を 以て 余輩の 事 

業に 就かざる ベから す。 已に 此の 勢力 を 培養し ば、 之 を 流通す るの 便益 を計畫 せざる ベから す。 

其の 便益と は 抑 も 如何なる もの を 謂 ふ 乎。 

此の 問題た る 頗る 重要の 事件 なれば 敢て輕 忽に說 くべ からざる こと 勿論な りと い へど も、 余が 初 

めて 此の 稿 を 起す ゃ此 くまで 長文に 成るべし と は 思 ひ 寄ら ざり しか ど、 論じ 去り 論じ 來 るの 際、 知 

ら す識ら す、 遂に 讀 者の 倦 腿を隨 すに 至れる を 恐る \ 程 になり ぬ。 故に 其の 要領 を 極めて 簡單に 略 

說し、 以て 此の 篇の 終と 做すべし。 


第」 本邦の 傳道は 外人 諸會 社の 手 を藉ら すして、 成る 可く 內國 人の 一 手に 引受く る こと。 

敎會の 幼稚なる 今日に 於て 直に 極端の 自給 論 を 主張す る は 一種の 架空 說 にして、 到底 行 はる 可ら 

ざるの みならす、 大いに 不利なる 所 あるべし と雖 も、 余輩 は 自給 獨立を 今日の 地位より 一 暦 激烈な 

らしむ る を 必要と 思考す。 思 ふに 歐 『 雜 巴の 基督 敎は 使徒の 時代に 於て、 巳に マ ケド II ャ 人が H ルサ 

レ ム の敎會 を 救援す る 程の 精神 を 養成し たれば こそ 今日の 隆盛 を 致した る なれ。 寄生木の 敎 會を以 

て 松柏 の 剛健なる に效 はんと 欲す る 亦 難から やや。 余輩 は 今日 よ ひ 深く 此 に 注意して 自給 獨立 の途 

を 講ぜざる 可ら す。 否な 其の 精神 を 養 はざる ベから す。 何と なれば 策 は 精神の 影の み、 精祌 立つ 時 

は 策 自ら 立つべし。 目下の 勢に て は 自給 論 も 一時 不便 を 来す ものと 見 ゆべ けれど、 余輩の 傳道 はた 

だ 今日の ための みに 非す。 吾が 日本 國に 剛健 進取の 氣 盛んにして、 美 果の累 々たる 基督 敎を 樹立せ 

んと 欲する に 外なら す、 余輩 は 一日 偷 安の 計 を 貴ぶ ことなく、 百年の 大計 を 貴ばざる ベから す。 

第二 宗派の 分立 は 人性の 理勢 避く 可らざる もの あらんと 信す、 然れ ども 其の 今日の 如く 甚 しき 

に 至れる は 最も 憂 ふべき ことなり。 佘輩は 眞理と 良心の 爲には 何 所まで も 分離して 姑息の 情に 制せ 

られす 吾 意 を 抂げて 他に 屈從 する は 基督 敎の 精神に 非す と 信す るな り。 遮莫 小異 を 咎めて 大同 を 忘 

れ、 基督の 一家 をして 分爭の 形狀を 現ぜし むる は聖 經の敎 育に 悸戾 する さ 疑 ふ 可から ざるな り。 吾 

邦の 信徒 は 未だ 敎會 遣傳 の爭、 及び 神舉 上の 戰に 慣れす、 米 W 等の 如く 人種 邦國を 異にする 人民の 

集合した るに も 非る が 故に、 今にして 全國の 諸兄 弟 心 を 合 はせ 小異 を棄て 大同 を 旨と せば、 一大 結 
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合體を 起す こと 難しと せす、 是 事と 第 一條と は實際 上の 關係 甚だ 親密な り、 二者 相 待ちて 全 成す る 

こと を 得べ し。 

璧 凡て 敎師傅 道 者た る 者 は、 內に 在りて 敎友を 勸誨詖 舞 慰藉して 常に 敎會 中の 血氣を 爽快に 

其の 述動 を活潑 ならしめ、 外に 對 して は聖 道の 侮 を禦 ぎ、 鋭意 進取して 主の 版 圖を擴 むる の 大任 を 

負 ふ 者な り。 豈に 容易なる 事な らん や。 . 然るに 目下 焦眉の 46 止む を 得ざる なりと て 說者は 其 辨解を 

試みら る、 ならん が、 余聚は 敎會の 巾に 聖役濫 S の 弊 ある を兑て 最も 憂 ふべき 事な りと 爲す。 何と 

なれば 聖役 濫用して 傳道者 其 人 を 得ざる の 弊 は、 敎 法の 根本 を 毒し、 其 元氣を 弱め、 最良の 制度 規 

律 を 無効に し、 不適 當の 例規 をして 益 其 弊 を 極めし め、 日本 將來の 基督 敎 ® をして 從來の 僧徒の 如 

くなら しめざる を 保せ す、 是 最も 怖るべき 害に 非す や。 故に 吾が 國の 諸敎會 において は 敎師傳 道 者 

を 置く に當 り、 務めて 其 人の 信仰 品位 道 德は首 ふ も 更なり、 知 曰 識學術 を も 精^せら れんこと 甚た肝 

要なる べし。 

以上 揭 げたる 三 項の 如き は 素より 傳 道の 方法 を 論じ 盡 せりと 謂 ふに あらす、 此の 外擧 校の 事、 救 

濟の 事の 得失、 著書 出版の 事、 傳道區 域の 事、 傳 道の 方略 上 東京 及 地方の 輕重等 論すべき もの 尙ほ 

許 多 ありと いへ ども、 余 は 前に 述べた る 事情 ある を 以て 此に筆 を 止めて 日本 傳道 論の 局 を 結ぶ こと 

爾り。 

一 八 八 三年 八 W (東京 毎週 新報) 
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十：： 今 天 下 何の 敎に 於ても 道俗、 緇素、 祭司 平 人 等の 區別 ありて、 平 人の 外に 祭司 僧侶 等と 稱 ふる 

1 沌 出世間の 植族 あらざる はなし。 往古 埃 及、 希臘、 羅 馬の 諸 宗敎、 印度の 『ブラ マ』 敎、 佛敎、 

问々 敎及 猶太 敎 皆な 然 りと す。 而 して 其 祭司 儈 侶に 世襲なる もの あり、 然ら すして 肉食 妻 帶を禁 す 

る もの あり。 叉 莫大なる 政治 上の 權勢を 有する 者 も ありて、 其 職務 其 趣旨 は 备敎に 於て 小異な きに 

あら ざれ ども、 其 要領 左の 數 項に 過ぎざる なり。  _ - 

第一 神人の 中保と なり 平 人に 代て 祭 供 を 行 ふこと。 第二 神 或は 佛の意 を 受け 繼 ぎて 平 人を敎 

誨誘 導す る こと。 第三 人民の爲め神或は佛に冥助を祈るを以て其重耍なる職務と爲す^_«少から 

す。 今日 我 國佛敎 の 僧侶の 如き は 死者 を 取扱 ふ を 以て 其の 最も 緊要なる 職務と 爲せ るが 如し、 偖て 

此 祭司 儈 侶なる 者 は 献身 或は 出家す ると 云 ひ、 世 を 出で 俗を脫 し、 世間の 係累 を 絶ちて 全く 世間 外 

の 人となり、 純ら 神 佛に奉 事す るを勉 む。 故に 其 衣服 風俗 自然 世人に 異り、 身に は 世人の 服せ ざる 

世間 外 一種の 衣服 を 纏 ひ、 口に は 世の 美味 好 食 を 嘗めす、 平 居 唯 淡泊 無味 を 以て 旨と 爲 すなり。 

以上 は 諸 宗教の 祭司 儈 侶が 平 人に 異なる 所に して、 此區別 は 至て 厳密なる ものに て妄 ひに 破る 可 
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ら ざるな り。 斯く 道俗、 線 素、 祭司 平 人 等と 嚴 重なる 151! 別の 起り し 原因 は何ぞ や。 其 原因 多く 有り 

と 雖も思 ふに 人類が 至上 者なる 上帝の 律法 を 破りた る 罪悪 の 念 は 其 の 最大な る 原因なる ならん。 夫 

れ罪悪 の 念 は 天下に 普く、 世間 一 人と して 之 を 感ぜざる 者な かるべし。 已に罪 惡の念 あり 復た 汚穢 

の 身 を 以て 淸淨 の祌に 近づく 能 はす、 且つ 神罰の 免る 可らざる を 知らば 如何ん ぞ。 更に 神人の 中保 

となる 可き 淸 淨と稱 する 一 種の 民族 を 擇んで 之 を 以て 神に 奉 事せ しめざる を 得ん や。 是れ 祭司 t 侶 

の 由て 起る 所以な り。 其 起原 斯の 如く なれば、 祭司 僧侶 等が 何の 國に 於ても 人民の 上等の 位置 を 占 

め、 殊に 太古に 於て 莫大なる 權勢を 有せし も亦怪 むに 足らざる なり。 諸 宗教に 於て は 道俗：^ g 素 祭司 

平 人 等の til 別斯の 如く 嚴密 なる も獨り 基督教に 於て は然ら す、 凡て 道 を 信す る もの は 平等の 位置に 

立ち、 皆な 兄弟 姉妹た るな り。 基督 曰く 『爾曹 ラビ (夫子) の 稱を受 る こと 勿れ、 蓋 はなん ぢ らの師 

は 一 人 即ち 基督な り。 爾曹 はみ な 兄弟な り。 また 地に ある もの を 父と 稱 ふること 勿れ。 爾曹の 父 は 

一 人 即ち 天に 在す 者な り。 また 導師の 稱を受 くる こと 勿れ。 蓋 は 爾曹の 導師 は 一 人 即ち キリストな 

り』 (^¥ ^一一 一一 §)。 保羅、 哥林 多の 敎會 に： 13 て 曰く 『我 儕なん ぢらの 信仰の 主と ならん とする に 非 

す 唯 爾曹の 嬉樂を 助けん とするな り。 蓋 は汝ら 信仰に 由て 立てば なり』。 ぺテ a は ボン ト、 ガラ 

テャ カパド キア 等の 諸 敎會の 牧師 を 警めて 曰く 『なん ぢら 托せられ たる 者に 主と 爲る 可ら す。 羊 

の 群の 式と 爲る べし』。 雅各又 重立た る 信徒 を 警めて 曰く 『わが 兄弟よ 爾曹 多く 師 となる 可ら す。 

蓋 は 吾ら.^ たる 者の 罰を受 くる こと 尤も 重し と 知れば なり』。 此 等の 言 に 據て觀 ればー 種 祭司 或 


は愤 侶の 如き 者 を 設け 置く は 基督 も 使徒 も 禁じた る こと i 知る 可し" 余 倚 聖書 を閱 見す るに 舊 約の 

時に 於て は 祭司 祭司 長な ど 最も 厳重なる IhM 別 ある こと を 見れ ども、 新約の 時に 至りて 神人の 隔離 障 

壁 は 崩れて 何人も 基督の 名に 由て 直に 神に 近づく こと を 得、 律法の 敎は變 じて 恩寵の 救と なり 凡て 

祭司 祭司 長 等の 區別は 廢れて 人々 神の 前に 平等 均一 の 位に 立つ を 見る。 元來 祭司 僧侶の 如き もの を 

置き、 之 を 平 人より lEil 別す る HJ ある は、 人民 尙 幼稚に して 人智 未だ 開發 せす、 文述 未だ 盛なら ざる 

時代に 於て 止む を 得ざる 所より 起る ものにして、 決して 好む 可き に 非ざる なり。 譬 へば 儒敎 にて 大 

學の敎 を爲す 前に 形體の 上より 教導す る 小 學の敎 あるが 如く、 上帝 天下の 人に 眞理の 道 を 降し 給 ふ 

前に 當り、 直接 或は 間接 を 以て 律法 を 明に し、 聊か 人に 善惡 正邪の IhM 刖を 知らし むる 所謂る 小學の 

敎 なる 諸 宗教 を 起せし なり。 今 天下 諸 宗教 は皆大 學の敎 たる 基督教の 準備 を爲 さん 爲め 起り し小學 

の敎 にて あれば、 皆 律法の 下に ありて 其 信徒に 道俗、 緇素、 祭司、 平 人 等の 區別 ある も亦怪 むに 足 

ら ざるな り。 

基督 敎の 他宗 敎と異 る所少 からすと 雖も、 此 祭司 平 人の 區別 なき 一 點は他 敎に駕 して 天 N€ 世の 

宗敎 たる 耍理と 云 ふ 可き なり。 此要理 の 影響の 及ぶ 所 容易に 究む 可から すと 雖、 今其耍 點を擧 ぐれ 

ば、 第一 獨 立の 精神 を 養成す る HJ  、第二 人民 平等の 義を 明に する さ、 第三 從て國 家の 進歩 自 

由を來す事等是れな.„^。 熟々 東洋 文明の 進歩せ ざり し 原因 を It るに、 東洋に は 人を師 とする の 慣習 

深く 人民の 骨髓に 徹し、 從て 古を尙 ぶの 精神 甚だ 盛な りしに 外なら ざるが 如し。 夫れ 人 は 不完全な 
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る ものな り。 聖人 大擧 者と 雖も其 知 極り あ ひ、 其德 全から す、 多少 過失な きを 保す 可ら す。 況ゃ如 

何なる 人 にても 一 國ー 世の 人た るに 過ぎ ざれば 萬國萬 世の 事情に 適應 する の通識 あらざる は 勿論な 

るに 於て おや。 故に 不完全なる 人を師 とする に 於て は 其 弊 人知 自然の 發達を 止め、 獨 立の 精神 を 消 

耗し 小成に 安 じ 進歩 を 嫌 ひ、 古 を 尙び今 を 卑しめ、 從て 文明の 退歩 を來 すに 至る や 論を俟 たざる な 

り。 今 基督の 敎へ給 ふ 所 は 全く 之に 反し 曰く 『人 を師 とする 勿れ 爾曹 の師は 一 人 即ち 基督な り』 と。 

基督 又 人 の 身を條 むる に 其 目的 を 示 し て 曰く 『天 に 在す 爾曹 の 父 の完 きが 如く 爾曹 も完 くな るべ し』 

と。 人 を 師 とする 事な し。 故に 其 目的 甚だ 高尙、 其 知識 は 荏 弱なる 人間の 意見に 依りて 拘束 せらる 

るの 恐な し。 其 精神 は獨 立なら ざる を 得す。 人 は 皆 兄弟な り、 故に 上帝の 前に は責賤 尊卑の 別な し 

皆 同等な り獨立 の 精神 あり 平等の 義存 す。 人民の 道 德高尙 にして 國 進歩せ ざる を 欲すと 雖も豈 に 得 

可ん や。 是れ 基督教の 行 はる &處に は 人民の 道 德高尙 にして 文明の 進歩 姑く も間斷 なき 所以な り。 

信徒 等 皆 同等なる の耍理 に付き 聖經の 示す 所斯の 如く 明白、 其 影響の 及ぶ 所斯の 如く 著しき も、 

人間の 愚なる、 斯の 如き 明白なる 要 理を變 じて 舊 約の 敎の 如く、 異敎の 如く 祭司 平 人と 嚴 重なる 區 

別 を 立て 基督の 賜 ふ 所の 自由 を 奪 はんとす る は 豈に浩 歎に 堪ゅ可 けんや。 彼の 羅馬舊 敎及希 醮敎は 

此の 基督 敎の耍 理を變 じて 平 人より 區 別し、 祭司 或は 僧侶なる もの を 置き、 叉 其 祭司に も 法王 僧正、 

大 監督 監督 長老 等 最も 嚴な る 階級 等位 を 立て 之を祌 人の 中保と 爲し、 凡て 祭事 敎事を 司らし むる の 

趣き 更に 猶太 敎 或は 異敎 に 異 るな し。 今斯 の 如き 誤 謹の 我 基督 敎 に 入來 りた る を It る は 容易 の 事に 


あら ざれ ども、 要するに 人の 荏 弱なる 十分 神意に 服從 する 能 はす、 人智 を以 つて 1K 眞 を作爲 し、 權 

勢 を 欲する の 心 之 を 助成した るに 由るな らん。 ルゥ テル、 カル ヴキ ン、 ノックスの 徒 起り て此 誤謬 

を 刪 除し たれ ども 舊敎 の勢尙 未だ 衰 へす、 其の 信徒 歐 州に 半ばす、 余 W は 再 ぴ宗敎 改革の 變動 あり 

て、 此等誤 護の 削除 せられん こと を 切望に 堪 へざる なり。 

或 曰く 『新敎 にも 亦敎師 或は 牧師と 稱 ふる 一 種の 祭司 あるに あらす や。 其 名 異なれ ども 其 實何ぞ 

異なる こと あらん 『。是 れ 一 を 知りて 未だ 一 一 を 知らざる 者の 言の み、 何ん ぞ 其れ 斯 くの 如き こと あら 

ん。 抑新敎 の敎師 或は 牧師なる もの は 其 趣旨 大に 舊敎の 祭司に 異なり 神人の 中保に あらす 神の 意 を 

受け 繼 ぎて 人民 を敎^ する 者に あらす、 人の 罪 を赦し 人の 爲に 幸福 を 祈る^ にあらざる は 勿論、 一 ■ 

として 他の 信徒に 異なる 權勢を 有せざる 者な り。 叉 他の 信徒より 位高き にあら す、 神に 近く も あら. 

ぬ ものな り。 さらば 敎師 或は 牧師の 他の 信徒に 異なる 所 は 何 所に ある。 全く 異なる 所な きに 北 ざれ 

ど 其 異なる 所 は權勢 位階の 差に あらす、 唯 其 職務の 聊か 異なる にある のみ。 信徒^ 聖經 神擧の 勉學. 

に從 事す る こと を 得す、 iJlE 敎會の 節 理禮式 等に 從事 する を 得す、 是に 於て 兼て 之 を專業 とする 者の 

必要 起る 是 なり。 これ 所謂 分業の 理に 基く ものにして 他の 業 を爲す ものと 更らに 異なる 所な し。 然 

るに 今 基督教の 敎師或 牧師の 實際を 見る に 間々 其權勢 職務 稍 々天主教の 祭司に 似た るが 如き もの あ 

る を 見る。 殊に ある 宗派に 於て は 教師 平 人の 別 甚だ 隔離せ る もの あり。 是れ 一は 自然の 勢 止む を 得 

ざるに 出づ ると 雖も、 亦 舊敎の 誤謬 汚 垢 未だ 全く 新敎 より 去らざる に 由るな らん か。 人性の 荏 弱な 
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る 甚だ 誤 謹に 陷り 易き 者 なれば 吾人 常に 深く 警め ざ る 可ら す、 然 らば 則 基督 敎には 祭司なる もの あ 

らざ るか。 曰く 『否な 然 らす是 なきに 非ざる なり。 され ど 其 祭司なる もの は 他の 宗敎の 祭司の 如く 

其 信徒 平 人より 異なる 者に 非す して、 凡て 道 を 信す る 者是れ なり。』 基督教に 於て は 男女 老若 を 問 

はす 貴賤 貧富に 拘 はらす、 叉 何國の 人た るに 論な く、 凡て 基督 を 信じ 之に 從ふ者 は 皆 同等の 祭司た 

るな り。 彼等 信徒に 勸め曰 ひける は 『兩曹 (中略) 潔き 祭司と なり ィ H ス。 キリストに 由て 神に 悅 

ばる る 靈の祭 物 を獻ぐ 可し』。 叉 曰く 『兩曹 は 選 まれた る 族、 王なる 祭司 聖き 民、 神に 馬る 者な り』。 

默示錄 に 曰く 『我 倚 をして 王と なし、 祭司と 爲し、 其 父の 神に 馬け しむる 云々』 此外此 意 を 示せる 

所少 からす。 今 聖書 を通讀 するとき は、 上帝 基督 をして 祭司 長の 職に 置き、 一た ぴ其身 を 以て 天下 

萬 民の 爲め潘 祭を爲 さしめ、 神人の 障壁 を 取り のぞき、 萬 民 をして 神の 前に 同等の 位に 立た しめた 

る 趣旨 全編に 貫徹せ り。 是を 以て 基督 敎の 信徒 は 神の 潔き 祭司た る や 明かな り。 

今 基 S5 徒た る 特權の 要領 二三 を擧 ぐれば、 第 I 信徒 直に 神の 前に 出る を 得、 第二 神に 悅. は 

るる 靈の祭 物 を 以て 神 を 祭る こと、 第二 天下 萬 民 を 誘導して 主の 版 圖に歸 せし むる こと 等な り。 

又 信徒 は 他の 祭司 或は 儈 侶の 如く 身 を 神に 獻 けざる 可から ざるな り。 

然 らば 則 基 KH 徒た る もの は異敎 徒の 如くして 可な らん や、 必す其 身 を 神に 獻げ、 祌の 意に 協 ふ 

潔き 祭司た るの 心 を 抱き 其 職 を 務めざる 可らざる なり。 

1 八 八 一一 一年 I  二  3 (東 一お 每 a 新報) 


旭日の 天に 冲 して 上る が 如く、 又 江河の 東に 決して 海に 注ぐ の 勢 ありし もの は、 維新 以來我 園に 

於け る 基督 敎傳播 の 有様な りと す。 若し 此の 勢に して 止む ことなくん-は、 我が 此の 偶像 國を 化し 

て、 基督 敎國 となす 敢て 難き にあらざる べしと は、 數年 以前に ありて 我 基督 敎 徒の 恐らく は豫 想し 

たる 所なる べし。 

顧れば 昨年 二月の 事な りき。 憲法 兹に 定ま ひ、 信教 自由の 法文 明かに 其の 中に 揭 げらる る ことと 

はなり ぬ。 これよ ひ 先、 邪宗 門 禁制の 標札 は 未だ 公に 撒 去せられ たるに あらす。 されば 人民 は尙其 

の 間 恐怖の 念 を 抱き、 敎敵は 之 をロ實 として 我を排 せり。 これ 布敎 上に とりて 實に 少なから ざるの 

障害な り。 一 日 も 早く 基督 敎 公許の 沙汰 ありて、 人民の 恐怖 を 除き、 敎 敵の 口 實を碎 かんに は、 布 

敎 上の 便利 之より して 大に 開け、 曆ー暦 敎勢を 振起す る を 得べ しと は、 多くの 人々 の豫 想せ しと こ 

ろなる が 如し、 旣に 一昨年の ことと か、 幾多の 基督 敎徒は 公許の 事に 關 して、 上書 建白す る處 あり 

たりと かや。 


然るに 今日に 於け る 我が 基督 敎勢 は、 彼の 豫 想と 全く 相反せ り。 初め 長足の進歩 をな し 來れる 我 

が 基督 敎は、 忽ち 此處に 一大 挫折の 運命に 遭遇す る 事と はなり ぬ。 試に 咋年 以来の 傳 道の I1I-:S、 及 

ぴ敎會 の 21 に 就て 考へ 見よ。 我 儕が 敢 てこ X に 精密なる 統計表 を 惜り來 る を 要せ. f して、 直に 我 

敎 勢の 今日に 於て 大に 蒸微 不振の 姿 ある を 知るべし。 それ 社會の 現象 は I として 彼の 彩雲の 根な き 

が 如き ものに あらす、 必す 其の 由り て 起る 所以の もの あり。 我 基督教の 今日の 狀 態に 陷 りたる 所以 

の もの も、 亦 其の 適當の 原因な くんば あらす。 吾人 何れの 所に 之が 原因 を 求めん や。 これ 今日に あ 

りて 我が 基督 敎 徒の 宜しく 攻究す べきの 一大 問題な りと す。 敎會の 衰微、 傳 道の 不振、 如何にせ-は 

之を擴 張す る を 得べき や。 これ 今日 少しく 思慮 ある 信徒の 焦慮 苦心す ると ころの 一問 題なる べし。 

況んゃ 其の 識見 ある 先輩 諸氏に 於る を や。 余輩 は 思惟す。 今日は 寳に 識者の 起って 大に 傳道擴 張の 

策を講 すべきの 日な り。 敎會 振起の 法 を 劃すべき の 時な り。 今にして 識者の 出で、 之を畫 策す る も 

のな くんば、 我が 國の 基督 敎は、 實に 危急存亡の 地位に 陷る ものと なるべし。 中 夜 眠ら. f 思 ふて こ 

i に 至れば、 感慨 胸に 迫り、 憂愁 腸 を斷ん とす。 默 せんと 欲して 默 する 能 はす 遂に 筆を驅 つて 卑見 

を陳 する の 止む を 得ざる に 至れり。 余輩 固よ ひ淺學 無識、 世故の 閱歷亦 極めて 少なし、 故に 其の 論 

すると ころ { 莨 を 離れ、 理に 走り。 正鵠 を 誤 まるが 如き こと 又 少なから ざるべし。 其の 然る を 知りて 

尙之 を爲す 所以 は、 只 從隗始 の 微衷に 出る のみ。 讀者、 請 ふ 之を諒 せよ。 


余輩 は 今敎勢 不振の 原因、 及び 之に 對 する 注意 を 述べん とする に當 りて、 之を敎 會の內 外に 分つ 

て 論す る あらんと す。 

I 敎會內 に 於け る 不振の 原因と 之に 對 する 注意 

敎會は 神の 眞理を 純粹に 保存し、 又 之 を宣傳 する の 天職 を 有す。 世に 神の 眞理の 明なる と 否と 

は、 外部の 事情 大に關 する 所 ありと い へど も、 主として 敎會の 性質 及び 其の 隆 巷に 歸す ベ きこ と 

は、 古今 敎會の 歴史に 徵 して 明かな りと す。 さらば 我國 今日に 於け る敎 勢の 不振 を 論ぜん とす、 豈 

その 原因の 敎會內 に 求むべき ものな からん や。 余 tf. は 其の 原因の 大に此 處に存 する も の ある を 見 

て、 憂慮に 耐 へざる なり。 昔 キリストの エルサレムに 人る や、 先づ 其の 神殿 を 潔め たりと かや。 今 

日敎勢 不振の 原因の 敎會 內に存 する こと ありと せば、 吾人 は 先 づ之を 討究 査察して、 而 して 此れに 

對す るの 注意 をな す爲 に、 熱心 我 を 蝕 はすして 可な らん や。 

今 敎會內 に 於け る 不振の 原因 を擧 ぐれば、 其 一 牧師の 缺乏、 開拓すべき 傳 道の 醱 野は漠 として 

實に 吾人の 眼前に 横 はれり。 四千 萬の 同胞 皆 彼岸に 立ちて、 救 を 呼ぶ の マケド 二 ャ 人なら ざる はな 

し。 この 光景 を觀、 この 聲を 聞く、 誰か 心の 熱せざる 者 あらん や。 然るに 顧みて 此の 聲に應 じ、 起 

はたらき びと 

ち て 働く 工人の いと も少 きを 思 へ ば、 吾人 の 遣憾實 に 禁 する 能 は ざる もの あるな り。 之に 對す る 吾 


人の 遣憾禁 する に堪 へたり と雖 も" • 之 を 彼の 旣に 開拓した る 田野に 種蒔き、 又 之 を牧穫 して 後、 空 

しく 鳥の 喙む ところと なり、 徒に 風雨の 暴露に 委す るの 慘狀に 比する 時 は、 尙 其の 遣 憾の少 きを 覺 

ゆ。 見よ、 今 曰 我國に 建設せられ ある 敎會 にして、 之が 牧者 を 有する もの 果して 幾許 か ある。 其の 

三分の 二 は 皆 これ 牧ふ 者な き 羊に ごとし。 宜 なり 敎會の 委應振 はざる や。 今や 基督 敎 各派 競 ふて 傳 

道の 擴張 を圖 り、 勉めて 其の 版 圖を廣 犬に せんと 欲する が 如し。 誠に 今日の 基督 敎は 瞬時 も 退 守の 

地位に 滿 足すべき にあら すして、 一 意 進取の 策 を 取るべき なり。 され ど 徒に 外に 向って 進む を 知り 

て、 內に 顧る を 知ら すん ば 不測の 禍 遂に 吾人 を 待つ に 至らん とす。 否 吾人 は實に 此の 禍に 遭遇し つ 

つ あるな り。 吾人 は 固より 新に 傳道 の擴 張すべき を 知る。 然れ ども 一方に 於て 旣に 成立した る敎會 

を牧 養す るの 尙ー 切要なる を感 するな り。 薪に I 個の 傳道 地を增 す、 進歩 は 即ち 進歩なる が 如し 

と雖 も、 顧みて 旣に 得た るの 人と 敎會と を 失 ふ あらば、 これ 却て 退歩に あらす や。 故に 進んで 一 の 

傳道地 を 加 ふる も必す 進歩に あらす。 留 つて 一 敎會を 守る も必す 退歩に あらす。 吾人 は 宜しく 進取 

の 名に 眩 じて、 退歩の 實を收 むる ことな からん を 要するな り。 惡鬼 人より 出で 》 旱 きたる 地 を 求め 

て 得す、 再び 元の 處に 還らば 其の 人の 裏 は 以前に 優りて 悪しき を 知る。 傳 道の 局に ある もの 深く 

思 はざる ベから す。 之 を耍 する は 今 曰の 急務と すべき は、 新に 一 個の 傳道地 を 開拓 せんより は、 寧 

ろ旣に 成立した る 一 個の 敎會に 牧師 を 得る にあり。 余輩 は當局 者に 望む、 爾今 神舉校 等より 出づる 

人々 は、 之 を 新なる 傳道 地に 送らん より は 宜しく 敎 きと 其 人の 間に 紹介 斡旋の 勞を 執りて、 I 敎き 


の 牧師に 就かし むべ きこと を。 これ 資に敎 會の赛 微を挽 II する に 於て 切耍 する 注意な りと す。 

其の 二 牧師と 敎 食の 不調和、 日本 基督 敎會 の歐 米と 異れる 特異の 現象 を 求 むれば、 牧師 更迭の 

頻繁なる が 如き は 蓋し 其の 一に 居らん。 聞く 歐 米の 敎會に ありて は、 牧師の 職 は 恰も 終身 職の 如 

く、 一生の 間 一 敎會に 働く もの 最も 多し と。 顧て 我が 日本に 於け る 敎會の 有様 を 見よ。 其の 建設の 

日尙淺 きに 拘らす 牧師 更迭の 頻繁なる、 恰も 芝居 役者の 舞台に 出 人す るが 如し。 更迭、 又 更迭、 短 

き は 半年、 長き も 二三 年の 上に 出づる もの 少し。 余輩 は必 すし も 更迭の 頻繁なる を 憂 ふるもの にあ 

ら づ 叉 如何なる 事情 ある も 不動 佛の 如く 敎會を 去らざる もの を 喜 ふ 者に あらす。 只 比の 頻繁なる 

更迭 を來す 原因に 就て、 犬に 憂慮す る 所 あるな り。 其の 原因と は何ぞ や。 牧師と 敎會 との 不調和 こ 

れ なり。 牧師と 敎會の 不調和、 其の 責 果して 何れに ある や。 余輩 敢て 其の 一方 を 咎めざる べし。 兩 

者必す 其の 責を 分つべき を 知れば なり。 鬼に 角是の 如き 不祥なる 現象の 敎 會に存 する あらば、 如何 

にして 敎會を 振起せ しむる を 得ん や。 喧、 一方に は牧ふ ものな くして 憐 むべき 有様に 陷 1 る 敎會頗 

る 多き 中に、 偶々 幸なる 有牧 の敎會 ありと 思へば、 叉 忽ち 是の 如き 不祥の 現象 を呈 せざる はなし。 

豈又慨 する に堪 ふべ けんや。 是の 如き 現象の 存 する 限り、 豈敎會 の 振起 を 望む を 得ん や。 而 して 此 

の 現象 を來 したる 原因に 至りて は 固より 種々 なるべし といへ ども、 (一) 尊敬 禮讓に 乏しき 日本人 

固有の 性質 (二) 最初より 敎會の 自給 主義 を 取ら ざり しこと (三) 牧師 及び 信徒の 牧師の 聖截を 重 

んぜ ざる こと 等 は、 其の 主なる 原因な りと 思惟す。 これらの 原因に 就いては 尙 詳細に 陳辨 せんと 欲 


する も 限り ある 紙幅の 許す ところに あらざる を 以て、 只 之 を略陳 せる のみ。 これ 後 來我國 敎會の 振 

起を圖 り、 其の 將來の 運命 を 憂 ふる 者の 宜しく 注意すべき 一 點 なりと す。 

祌學の 波 潤 今や 我 國神學 海の 波高く 棬 けり。 懷 疑の 雲、 異說の 風、 將に 益々 起り 來 らんと す。 

確信な きの 信徒 は 之が 爲に 捲き 去られ、 不信の 淵に 沈める あり。 異端の 流れに 漂 ふ あり。 其の 稍々 

信仰の 堅固なる 者 も、 尙且 趋趄 進まざる 如き 有様なる は 蓋し 此の すさまじき 光景に 其の 魂を弯 はれ 

たるに あらざる か。 敎會 不振の 原因 中、 其の 一は 蓋し 此點に 於て 數 ふる を 得ん。 余輩 は 孰々 我が 祌 

學界 今日の 有様 を 推して 將來を 察する に、 波瀾 乂 波瀾、 紛亂 また 益々 甚し きを 加 へんと する が 如 

し。 見よ 久しく 歷史の 下に 宗派 心 を 養成し、 啻に 其の 派の 祌學を 賴んで 金 甌無缺 となし、 苟も 之に 

違 ふ あれば 忽ち 異端 を 以て 之を觀 る。 是の如 き有樣 にて ありし 歐洲の 神學 界も旣 に 大波 瀾を 捲き 起 

せり。 殊に 彼の 童 詰 的の 思想と 議論 を 以て 名 ある 米國に 於ても、 祌學の 議論 將に 漸く 盛な らんと 

す。 餘波豈 日本に 及ば ざらん や。 汉ゃ 基督教の 我 國に傳 はる 日尙 深から す。 宗派 祌學の 議論 亦 未だ 

甚 しからす。 故に 之 を 研究 議論す る もの も 頗る 歐 米と 其 趣 を 異にし、 殊更に 新 說を競 ひ、 異論 を戰 

はし、 守舊 のこれ を 得 ざらん こと を勉 むる が 如き 傾向 を 生す る こと、 又 これな しとす ベから す。 而 

して 一 方の 普通 一 般の 信徒 を 見れば、 聖書の 知識に 暗く、 神學の 議論に 明かなら す。 恐慌 狼狽 爲す 


ところ を 知らざる に 至らん とす。 あ \ 此の 勢に して 底止す る 所な くんば、 日本 祌學、 否 敎會の 前途 

大に k 灰な き 能 はざる な b。 

夫れ 是の 如き 憂 あるが 故に、 神舉 の硏究 を束總 し、 其の 議論 を 抑 "離して、 以て 祌學界 の 平和 を 保 

つべき か。 何ん ぞ それ 然 らん や。 余輩 は 反って 望む。 我國の 信徒 殊に 傳道 師、 牧師 等 は 宜しく 着實 

敬虔の 心 を 以て、 聖書 及び 祌學の 眞理を 講究し、 一 小 恐慌に 逢 ふて 忽ち 其の 信仰 を 失 ひ、 或は 危疑 

狼狠の 中に 彷徨す るが 如き ことな からん を。 

以上 は 之 外部に 向って 顯 はれた る 現象に 就て 之 を 云 ふの み。 尙 一歩 を 進めて 此 等の 現象の 依って 

來る所 を 論 すれば、 n く 聖靈を 受けざる なり。 口 く、 キリストの 愛に 勵ま されざる なり。 C く、 信 

仰 薄き なり。 弱き なり。 愛に 乏しき なり。 余 辈も亦 實に是 の 如くなる を 信す るな り。 され どこれ 

みな 信徒の 鑲魂 上心靈 內に關 する ことなる を 以て、 余輩 は 今一 々之 を 指摘して 論す る こと を 好ま ざ 

るな り。 只 余輩 は 極めて 切に 我國の 信徒、 殊に 敎 役者の 大に 此邊に 就いて 猛省 せられん £ を 望む。 

余 S はこれ より 敎會 外に 存 する 敎勢 不振の 原因 等に 就き 聊か 論す ると ころ あらんと す。 其 一、 政 

治 熱の 昇騰、 我 日本 開 國以來 始めての 帝國 議會爱 に 開け、 千 有 餘年專 制 治下に 屈服し 來 りたる 吾 R 

本！： 民も渐 くにして 立憲 自由の 民と なり、 參 政の 櫳て ふ もの を 得て 初めて 國 政を議 する を 得る 所謂 

千載】 遇の 好 時節 は 正に これ 明治 二十 三年な りと は、 數年 前の 勒詔 によりて 明示せられ、 國民皆 首 

を 擧げて 一 曰 も 早く 其の 曰の 來れ かしと 待ち受け たりき。 宜な るかな、 昨年より 本年に かけ、 政 熱 


の 昇 騰實に 甚だしく、 日本 國 人の 腦裏眼 中には、 政治 國會の 外 一物 だ も 有する 無き の有樣 なりし 

は、 して 怪しむ に 足らざる なり。 夫れ 一方に 執 一 すれば、 他方に 冷 かなる は 蓋し 人性の 免れ 難き 所 

ならん。 され ど咋年 以来 政治 熱昇騰 の爲、 我が 宗敎界 の 冷 殺せられ たる は 明かなる 事實 にして、 殊 

に 地方 傢 道に 從 事せ る もの.^、 親しく 遭遇せられ たる 現象なる べし。 殊に 選擧場 裏に 志 ある ものに 

して、 折角 道 を 求めつ \ ありし もの i 中には、 或は 物議 を 憚り 衆論 を 恐れ、 卑劣に も 中途 之が 研究 

を 怠り、 或は 志 を 他に 轉 じたる が 如き、 叉 甚だ 少しと せす。 かくの 如くに して 我が 基督 敎傳播 の 上 

に 受けた る 障害 は 頗る 大 にして、 咋年以 來の敎 勢 不振の 原因 を敎會 外に 求 むれば、 先 づ指を 此の 現 

象に 屈する も敢て 不可な かるべし。 

然り、 而 して 此の 障害 は、 今年 を 以て その 終を吿 ぐべき か。 否々 彼の 選擧騷 動は豈 唯今 年に 限ら 

んゃ。 國 會の存 する かぎり.、 此の 選擧 騒動 も 亦 行 はるべし。 故に 將來我 國の傅 道 は、 この 選 擧の年 

と 選擧の 年の 間に 於て、 大にカ を 用 ゆるに あら すん ば、 W 道の 時機 を 誤る また 大 ならん とす。 當局 

4fq:{HLJ くこ 人に 注意して 可な り.。 

其の 二 佛 徒の 運動、 適 種 生存、 優勝劣敗の 道 现は獨 り 動植物 世界に 行 はる & のみなら す、 明に 

人生 百事の 上に あら はる。 <^wf はこの 理 によりて、 佛敎の 前途 敢て 長き にあらざる を 知り。 また 基 

督王國 の 建設 甚だ 遠き にあらざる を 知る。 然るに 佛敎の 我 國に傳 はる や 其の 年歷 極めて 古く、 幾多 

の 變遷又 沿革 を經、 尙 今日に 至りて 我國民 多數の 信仰 を 支配し つ、 あり。 佛敎豈 俄かに 滅亡す る も 


のな らん や。 況ゃ 近來大 に覺醒 すると ころ あるに 依る か、 彼等 あらゆる 智能と あらゆる 手段 をつ く 

し て 、之が 挽回の 策を講 する に 於 て を や。 固より 今 日 に 於け る 佛敎徒 の 運動 を 評す れ ば 、恰も 天 保 時 

代の^ 舍 翁が 明治の 舞臺に 飛び出した るよりも 尙 笑止に 兒ぇ、 其の 計畫 する 所 は 旣に數 世紀 前に あ 

りて、 泰西 諸 州に 於て 失敗した る 跡 を 繰り返しつ \ あるが 如し。 そ は 鬼 も 角 も、 佛敎徒 は 今日に 於 

て大に W 發 せり。 慷慨せ り。 而 して 其の 結果と して、 尊王 奉佛 大同 團てふ 怪物 は 旣に跳 出で たり。 

た にこれ のみなら す。 彼等が 陰陽 二様の 乎 段を盡 して 働く 種々 の 運動 は、 まことに 目覺 しく 見 ゆ 

るな り。 某日 某所に 無数の 愚民 基督 敎演說 場に 亂入 すと。 而 して 之が 發頭人 を 問へば、 曰く 佛敎 Is 

侶な りと。 某日 某所に 基叔  1 敎徒、 暴民の 狙 難す る 所と なる。 而 して 之が 煽動 者 を 問へば、 E く 佛敎徒 

なりと。 あ ふ 佛敎徒 また 勉 めたり とい ふべ し。 余輩 をして 公平に 如才なく 云 はしめば、 昨年 以來に 

於け る佛敎 徒の 運動、 殊に 尊王 奉佛 大同 圑の 如き は、 我 基督 敎傳道 殊に 地方 傳 道の 上に 少 からざる 

障害 を與 へたり と 云 ふべ し。 固より 余輩 は是の 如き 運動 を 以て、 彼等の 爲に 永久の 利益 ある ものな 

りと 云 ふに あらす。 これ 彼等に とりて 自滅の 策た るに 過ぎ ざれば なり。 叉 之 を 以て、 我に とりて 

永遠の 障害な りと 爲す ものに あらす。 其の 反動の 結果 大に 我に 利す ると ころ あらんと する を 知れば 

なり。 され ど 昨年より 今年に かけ、 運動 はとに かく 布敎 上の 障害と なりたる ことなれば、 我 基督 敎 

傳 道の 眼中、 常に この 現象 ある を 忘るべからざる なり。 

其の 三、 保守的 反動、 歐化 主義 一度 我國 を風麼 してより 以來、 此處に 忽ち 保守的 反動の 勢を來 


し、 殊に 昨年 條約 改正の 騷動 は大に 此の 勢 を 助成し、 其の 極 今日に 於て は我國 人中に 彼の 攘夷 的 精 

神の 勃興した るが 如きの 跡 また 見 難き にあらざる を覺 ゆ。 この 勢た^に 社交 上 政治 上に 其の 影響 を 

及ぼせる のみなら す、 餘波延 て 我宗敎 上に 及び、 爲に 基督 敎の 我が 社會に 於け る 地位の 如き、 大に 

數年 以前と 其の 趣 を 異にする に 至れり。 彼の 敎 徒の 運動の 如き は 蓋し 此の 反動の 賜と 云 ふ も 不可な 

かるべき 歟。 怫敎 徒よ ろしく 此の 保守的 運動の 大勢に 向って 感謝すべき なり。 彼の 奉敎 自由 明文 を 

して、 少しも 我傳道 進歩の 上に 其の 利益 を顯 はさし むる ことなく、 我國人 をして 依然 基督 敎を 敵視 

し、 叉 冷眼 視せ しむる 所以の もの は、 蓋し この 反動の 致す ところ 極めて 大 なりと 云 はすん ば あら 

す。 沛乎 たる 反動の 潮流、 固より 區々 の 人力 を 以て、 之 を 禁逷 する の 甚だ 容易なら ざる を 知る。 さ 

れど 余輩 は 此の 勢の 窮 して、 本に 復 るの 極めて 邇き にある を 知る。 唯今 日に 於て 我 基督 敎徒、 殊に 

當局者 の 注意すべき は 愼んで 此の 反動の 勢 を 助成す るが 如き 曾 行 を 避く るに ありと す。 

其の 四、 傳道 上の 平和、 1^ 敎 者の 灑 ぎた る 鮮血 は 基督 敎會の 種子な りとの テル タリアンの 言 は、 

て 世界 各國に 建設せられ たる 基督 敎會に 適用 せらる べきの 格 一 百な り。 され ど 余輩 は 感謝す。 我國 

に 建設せられ たる 敎會 の獨り 此の 格 一一 目に 漏る、 を。 然り といへ ども、 我- S 人間の 荏 弱なる、 天與の 

幸福 を變 じて 不幸の 賜と なす。 古來 人類の 歷史に 其の 類例 まことに 少しと せす、 我 國の敎 會は果 し 

て是の 如き 不幸の 境遇に 陷 りたる に は あらざる か。 余輩が 今日 傳道 不振の 原因 中 其の 一 を 此の 點に 

於て 數 へんと す、 非 敷。 稗 松 岩角に 生じ、 常に 風に 激す。 其の 幸に して 生長 を遂 ぐるの 日に 於て は、 


亭々 la 立、 暴風 暴雨尙 能く 之に 堪 ふる を 得。 之に 反して 彼の 腴 土に 生じた る 樹木 は 一朝 風雪の 犯す 

所と なれば、 忽ち 枝 折れ 幹碎 くるの 運命に 陷ら ざる はなし。 我國 今日の 敎會 信徒 は 前者に 類す る 

か。 はた 後者に 類す るか。 讀者 自ら 之 を 知らん。 余輩 は 決して 迫害の 我國に 起る を 願 ふ ものに あら 

す。 否 今日 傳 道の 平和なる を 感謝して 止まざる ものな り。 余輩 は 我國の 兄弟 姉妹に 向って。 ハウ 口の 

一首 を呈 すべし。 『神と 共に 勞く 所の 我倚汝 らに勸 む。 爾曹 神の 恩み を 徒に 受 くる ことな かれ』。 

敎會內 外の 狀態 それ 是の 如し。 日本 基督 敎會は 未だ 何 を 以て 此の間に 處 せんとす るか。 余 をして 

懐抱す ると ころの 意見 を 吐露せ しめん か。 大に 之に 處 する の途只 一 あり。 何ぞ や、 曰く 日本 基督 敎 

各派の 合併 これの み。 各派の 合併 固より 望むべし。 され どこれ 云 ふべ くして 行 ふべ からすと せば、 

請 ふ先づ 之が 先驅 として、 組合 一 致の 合併 を 今日に 於て 成就せ しめよ。 これ 余の 今 tn の狀 態に 處す 

る 唯 一 の 方法な りと 信す ると ころな り。 合併の 利益に 就て は 今更 喋々 する を 要せす。 夙に 諸君の 承 

認 する 所な り。 旣に之 を 承認 すれば こそ、 嚮 きに 早く 旣に 合併の 計畫 をな したる なれ。 然るに 悲し 

いかな 折角の 企圖 一 朝に して 忽ち 水泡と 化し 去り、 長く 失敗の 跡 を 曰 本 基督 敎會の 歷史に 留めん と 

は、 豈遣憾 の 極に あらす や。 況ゃ 其の 失敗の 原因 を尋 ぬれば、 敢 て正當 明確の 理由 あるに あらす。 

曰く 行 違、 曰く 情實、 た^に 之 等の ものにして 百 尺 竿頭 將に 一歩 を 進めん としたる 彼の 合併 相談 を 

立ち消えと ならしめ たる 原因た るに 於て を や。 あ \ 兩敎會 の 諸士、 諸 士は何 を 以て 後世 子孫に 此の 

不實の 失敗 を 謝せん とする や。 旣往の 失敗 は 如何に 云 ふと も 又 詮な かるべし。 然るに 余輩 は 獨り怪 


しむ。 彼の 當時 合同に 熱心な りし 先輩 諸氏が 今日 此の 切要なる 時機に 際して、 また 顧るな きを。 先 

W 諸氏の 嚮 きに 熱心 合同 を 主張した る は、 ロニ 時の 風潮に 浮かされて 騒ぎ 立ちた るに よる か。 抑々 

また 一 敗 忽ち 其の 志氣を 挫折した るに よる か。 さりと て は 先輩 諸氏の 舉動 として、 あまり 牟 怯の 沙 

汰 にあら す や。 千 挫 萬 折、 幾れ て 後 止む、 丈夫の 心事よ ろしく 是の 如くなる べし。 況ゃ我 倚 基督 信 

徒が 神の 聖 意と 信す ると ころ を 行 ふに 於て を や。 余輩 は 先輩 諸氏 を 信す る 篤し。 思 ふに 諸氏の 心事 

必す 前述の 如くなら ざるべし。 然るに 諸氏が 今日に 於て 毫 しも 之が 計畫に 着手す るな き は 抑々 何故 

ぞゃ。 蓋し 時の 不可なる による か、 余 K. 思へ らく 合同の 事 一 tn 遲く すれば これ 一 日の 機 を 失する も 

のな り。 且つ 一 挫折 を 以て 將來の 不成功 を 卜す、 大 早計と 云 ふべ し。 功の 成る と 成らざる と はた 

先輩 諸氏 の 熱心の 如何に あるの み。 

今日 とても 先輩 諸氏が 口に 筆に 論す ると ころ を 聞けば、 或は 宗派 心の 弊害 を數 へ、 或は 一致 合同 

の 利益 を擧 ぐ。 然れ ども 彼ら 率先 者と なりて 力 を玆に 致す 者 また 一 人 あるな し。 た に 之な きのみ 

ならす、 其の 左の 手に て は 宗派 心 を 排斥す る眞 似して、 右の 手 を 以て 之 を獎勵 する の { 莨 を 表す 如き 

行爲 をな す 者、 先輩 諸氏の 中に 於て 甚だ 少なから ざる を 見る。 古 者、 一 百 之 不レ出 恥 ニ躬之 不一 逮也。 

况ゃ言 行 全く 相 表裏す るに 於て を や。 先輩 諸氏 少しく 古人に 耻る ところ ありて 可な り。 余荤 をして 

白地に 之 を 云 はし めんか。 諸氏 は實に 不熱心な ひ。 不誠寳 なり。 諸氏が 日本の 基督 敎會を 思 ふ は 其 

の 所屬の 宗派 を 思 ふの 切なる に 如かざる なり。 故に 情實、 行懸、 此 等の もの は 常に 諸氏の 周 圍に纏 


綿して 諸士 之を斷 する 能 はす。 優柔 不斷 遂に 以て 此の 合同の 時機 を 失 はんとす。 余輩 は 此の 狀况を 

見て 實に 慨然たら すん ば あらす。 切に 願 ふ は 先輩 諸氏よ、 今少しく 其の 眼孔 を濶大 にし、 廣く我 日 

本 基督 敎の 利害 を考 へ、 遠く 將來の 得失 を 思 ひ、 深く 察し 切に 感じて 、而 して 此の際 身 を 挺して 合 

同の 事業 を擧 げら れんこと を。 目 を 擧げて 社 食の 狀態を 見よ や、 昨日まで 互に 分立 競爭 をな し來り 

たる 幾多の 政黨 も、 黨利を 圖るは 國益を 進む るに 如か じと なし、 途にー 致 合同の 實を 擧げ、 相携へ 

て 以て 一 政黨を 組織した るに あらす や。 組合 一 致 兩敎會 同じ 神 を 信じ、 同じ キリスト を 信じ、 一 つ 

靈 により 一 の バプス テマ を 受けた る 敎會、 其の 信仰 關 係に 於ても、 敎會 政治に 於ても 極めて 相 近き 

敎會 にして た i-fir 行懸 等の ために 合同 一致す る 能 はすと 云 は^、 彼の 世間 幾多の 政黨に 及ば ざ 

る 萬々 なる にあら す や。 今日の 敎勢を 振起し、 將 來の傳 道を擴 張し、 我 日本に 基督の 王 國を來 さん 

とす。 余輩 は 兩敎會 合併の、 今日に 於て 止むべからざる を 確信す。 主に ある 兄弟 姉妹、 殊に 先輩 諸氏 

よ、 願 はくば こ、 に 猛省す ると ころ あれ。 終りに 臨んで 余輩 は 今度 開設 せらるべき 一致 敎會 大會に 

向って、 大に 注意 を 請 ふべき こと あり。 他な し、 新 憲法の 議定 これな り。 余輩 新 憲法 をー讀 して、 

其の 信仰 個條 なり、 敎會 政治な り、 種々 の點に 於て、 大に 其の 不可なる もの ある を 知る。 今、 一 々 

こ、 に 之 を 論ぜざる べし、 た^ 大會 に來集 せらる、 諸君が、 この 新 憲法 を議 する の 時に 於て、 新憲 

法が、 他日 他派 敎會と 合同 一致 を 杜絶す るの 妨害物と なるべく、 却て 之に 向って、 充分の 餘 地を與 

ふるものたら しめん MJ、 これ 宜しく 諸君の 注意 を 要する 所な りと す。 一八 九 0 年  一 一 3:0 礎 音 週報 > 


基督と 教師  三 尸 

基督と 敎師 

敎師の 本領 は、 說敎 者よりも 其の 區域狹 隙な り。 說敎者 は 群集に 語る。 敎師は その 注意 を 或少數 

の 人に 集む るな り。 

耶穌 の說敎 をす る や、 聽衆千 を 以て 數ふ べし。 而 して 敎師の 位地に 立ち 給 ふ 時には、 對手は 僅に 

十二 人に 過ぎす。 され ど敎師 としての 基督 は說敎 者と しての 基督と、 その 事業の 結果 思 ふに 相 匹敵 

せし ならん。 

敎師職 は 基督 以前に 多くの 有名なる 人々 の 占めたる 位地に て ありき。 希 隨の哲 ソ クラ テ ス、 

プラト ー、 ァ リスト，' トル 及び 其の 他の 有名なる 人々 の その 弟子に 於け る關係 は、 即ち 耶穌の その 

弟子に 於け る關 係と 相等し。 猶太 國に ありても 亦 師弟の 關係 ありた る ものな り。 即ち 舊約 書中の 豫 

言 者の 諸派に ありて は、 『祌の 人』 たる 者 即ち 『豫言 者の 子』 の敎師 にて ありき。 叉 施 洗者ョ ハネは 

多くの 人に 說教 をな せし 傍、 隨 身の 弟子 を 有したり.。 

希臘 語に て は、 弟子と いふ こと を 云 ひ あら はすに、 その 周圍の 人と いふ 句 を 用うる を 常と す。 縱 


令ば ソクラテスの 弟子 を、 ソクラテスの 周圍の 人と いふ 類な り。 之 を 福 昔 *1 に は、 耶穌已 と共に 置 

かんた めに 十二 弟子 を 選ぶ と 云へ り。 此の 場合に 於て は その 狭き 意味より 見れば、 己が 弟子た る 者 

の數を 限りた る ものなら ざるべ からす。 蓋し 耶 穌に隨 はんがた めに、 その 家業 を 拗っを 得た る も 

の、 その 數 多から ざれば なり。 耶穌の 住所 は 不定に して、 之が 爲に 定業 ある もの は 止む を 得す 隨從 

する を 得 ざり き、 思 ふに 一時 假に 耶穌の 弟子たり し 人 も あり. しならん。 蓋し 或 時 は 百 二十 人の 弟子 

ありし とい ひ、 或 時 は 又 七十 人と も 記され たれば なり。 但しす ベて を棄 てて、 朝暮 その 側 を 離れ ざ 

りし もの は 唯 十一 一人 あるの み。 

され どかく その 數に 制限 を 立てた る は、 他に その 理 ある ことなり。 敎師は ひとり- /(- に その 弟子 

を 知り、 且觀 察し 置かざる ベから す。 彼の 良 母た らんと する に は、 一 々その子 供の 性質 を觀 察せ ざ 

るべ からざる に 同じ。 それ 說敎 家の 群集に 對 する や、 的 を 定めす して 弓 を ひく もの.^ 如し。 未だ 何 

人に 命中す る や を 知らす。 之に 加 ふるに 說敎者 は、 勉めて その 說 話の、 或 格段なる 人に 渉ら ざらん 

こと を 注意せ ざるべ からす。 之に 反して 敎師は その 談話 を、 あらゆる 問題に 及ぼし、 叉 單刀直 入、 

いふ 所 ことごとく 一 侗 人の 身に 適 中す。 これ を 以て 敎師 は、 その 談話の 性質 を 委しく 承知せ ざるべ 

からす。 

これ 十一 一人の 名 輪番に 記載せられ、 且 その 相互の 關係を も 示し 置け る 所以な り。 思 ふに 十一 一人の 性 

質 及び 經験 は、 迭 みに その 類 を 異にし、 自ら 十二 種の 特色 ありし なるべし。 され ど その 數は、 別々 
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の 取り扱 ひ をな し 難き 程に 多し とい ふに あらす。 而 して 主 は詳に その 性質 を 知り 得る まで、 その 1 

人 一人に 就て 觀察 し、 且 宜しき に隨 ひて その 處置 をな し 給 ひき。 主が 約 翰に 接する に 情 篤 かりし こ 

と は、 ^も その 性質に 適し、 トマス を 遇する に 忍容盲 一仁な りし こと も、 亦 その 氣 質に 投じた るな 

り。 只べ テロ を 待遇す るの 道に 至りて は、 師弟の 交際 を 垂示せ る もの A 最も 高尙 にして、 且粹 なる 

ものな り。 耶穌 のべ テロ を 知れる こと は 全くして 欠く ると ころな し。 强暴 にして 動き 易き 性質に 投 

する の 巧なる こと、 良 御者の 奔馬 を 御す るが 如し。 而 して 最も 滿 足なる 成功 ありき。 主 は 水の 如き 

變轉 常な き 性質 を變 じて、 之 を 岩の 如き 確然 不動の ものと なし 給へ り。 耶穌は 此の 岩の 上に、 新約 

の 敎# を 建^し 給へ り。 これと 同様なる 結果 は、 全 使徒 社會に 及べり。 只 一人の 反 者 を 除き、 使徒 

は 盡く師 の 導きに より。 皆 一様に 敎會の 柱石、 全世界の 權 力と はなれり。 

耶穌 は說敎 者の 職と、 教師の 職 を 兼ね 給へ り。 說敎 者の 職 は 極めて 樂 しきもの にして、 耶穌は そ 

の 時間と、 その 身心 を 舉げて 之に 費す こと を 得た るな らん。 群 民 は 耶穌を 見て 喧しく 騒ぎ立て、 a 

，ての 求む る 所 は眞に 基督の 心 を 動かしたり。 さは 云へ、 基督 は 十二 人 を 訓練す るが ために、 その 時 

間の 多く を 之に 用ゐ 給へ り。 法外に 只 人 數の多 からん こと を 好み、 之 を 以て 傳 道の 成^ をト し、 そ 

の 全力 を 之に 费す もの、 大抵の 敎 役者 比々 iJM 然り。 衆人 を 惜しむ は その 名 美に して、 その 實 さ 程に 

も あらざる ことなり。 凡そ 耶稣の 心 を 以て 心と せる 說敎者 は、 衆人 を^し むこと あるべ からす。 さ 

れ ど耶穌 の校範 は、 他に 尙 その 旨 ありて 存 するな リ。 或 人 曰く、 廣狹 の^は 沼と 川との 差な りと。 


知 言と いふべ し。 夫れ #: 通の 人間の 具へ 居る 程の 力 を、 法外に 廣き面 枝 上に 施し 用 ふること あらん 

か。 その 結 ra^ は寸 許の 深さなる 水の 沼に 於け るに 異ら す。 され ど その 力 を ー點に 集めた らんに は、 

消々 として 兩岸を 洗 ひ、 能く 水車 を轉す るの 川と なす を 得ん。 今 それ 多 數の人 を 集め、 之に 已がカ 

を 頒ち與 ふる 專 あらんに は、 その 人々 の受 くる 所の 分{是 に 僅少な らんの み。 され ど その 力 を 施す 

に、 或は 十二 人、 或は 六 人、 或は 一人 を對 手と なした らんに は、 その 結果 深く して a 永 かるべし。 

夫れ 少數の 人に は 敎を說 く を 得 るの 人に して、 多數 に對 して は 未だ 必 すし も然 る 能 はざる 人 あり。 

され ど歸す る 所 は 遂に 徑庭ぁ る ベ から ざ るな り。 

或點 より 見れば 基督の 十二 弟子 を敎 ふる 方法、 多數の 群集に 於け る ものと 相似た る 所 あり。 十二 

人 は 耶穌の 群集に 對 して 爲 せる 談話 を 聞け り。 蓋し 十二 人 は 常に 耶穌 と共に あり たれば なり、 之に 

反して 基督の 聽 者の 過半 は、 生涯に 一 兩 度の 外に 之を聽 きたる こと あらす。 その他 十一 一人の 弟子 

は、 私に 公 會說敎 とその 仕組に 於て 異る 所な き 多くの 議論 を聽 けり。 叉 弟子 等 は 基督の 至る 處に隨 

ひ往 きて、 その 奇蹟の 證を 立てたり。 され ど 多くの 人 は、 只  一二 處に 於て その 行 ひし 奇蹟 を 見し に 

過ぎ ざり き。 その 基督の 弟子 等の 面前に 於て、 特に 之 を 益す る 所 あらんが ために 大奋蹟 を 行 ひ 給へ 

り。 (縱 令へば 暴風 波を鎭 めしが 如き を 云 ふ) 此の 如き、 かへ すがへ す 及ぼし 給へ る大 いなる 感化の 

利益 は 決して 測り 易から ざるな り。 

基督が その 弟子に 與へ給 ひし 特典 は、 自由に 質問 を なすこと を 許し、 a 之に 答へ 給 ひし ことな 
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り。 若し 夫れ 公會の 演說に 於て 意味の 明かなら ざる ものに 遇へば、 は 私に その 意味 を 質し、 基 

督も亦 之に 答へ 給 ひぬ。 叉 基督の 述べし 眞理、 若しくは 智慧の ことに 關 して、 解し 難き 所 ある 時 

は、 自由に その 疑 點を吿 白す る こと を 得、 基督 は 之を說 明し 給へ り。 故に 基督の 傳道を 初め 給 ふに 

方り て や、 弟子 等 何故 譬喩 を 以て 說き給 ふやと 問 ひ、 その後 再三 領會し 難き 譬喻の 說明を 乞へ り。 

基督、 離婚に 關 して 厳酷なる 教訓 を 述べ 給 ひし 時、 弟子 等 曰く、 若し 人妻に 於て 此の 如くば、 娶ら 

ざるに 如かす と。 此の 首 更に 詳細なる 議論 を聽 くの 端緖 となれ り。 又耶穌 富者の 神の 國に 人る より 

とほ 

は、 駱駝の 針の 穴 を 穿る は 却て 易しと 宣 ふや、 弟子 等絕叫 『然 らば 誰か 救を受 くべき や』 と 問へ 

り。 此に 於て 耶穌は 一 歩 を 進めて 富の 問題 を 委しく 訓示し 耠 へり。 要するに 『ィ H ス その 弟子と 共 

に 居る とき 8- に 悉く 之 を 解き 明せ り』 と は 聖書の 明文な り。 

耶穌の 弟子に 對 する ことこれ に 止まらす、 即ち 質問 を なすこと を勵 まし 給へ り。 耶穌は 故意に そ 

の說を 婉曲に し、 以て 盛に 質問 を 起す の 誘因と なし 給へ り。 耶穌の 自體は 此れ 旣に、 譬喻 的の 談話 

をな し 給 ふの 習慣 を說 明す る ものな り。 譬喩 は 眞理に 被ら しめたる 幕の 如し。 聽者 自ら 之 を 褰げ、 

半 包まれ 半顯 はれた る 美 を、 看破せ ざるべ からす。 敎師 たる もの は、 能く 人 をして 獨立獨 行の 志 を 

起さし むる にあら ざるよ.：^ は、 將 何の 必要 か あらん。 敎師 若し 單に 受動的に て、 他人の 運動す る を 

待ち、 OH ら 進んで なすこと なくん ば、 眞 正の 敎育 遂に 成る ベから す。 進歩 發達は 自ら その 問題 を 

研究す るの 志 を 起し、 自ら 眞理 の解說 に 苦しみ、 遂に 滿足を 得た しと 思 ふの 念 切なる 時に 於て、 初 


めて これ ある を 得べ し。 基督の 言 は、 即ち 能く 弟子の 心 を 燃え立た しめたり。 その 意 蓋し 疑 迷の 

情、 默 示し 難から しむる にあり。 此處に 於て か、 弟子 等耶 穌に來 りて、 その 解答 を 乞 はざる こと 能 

はす。 

II 

敎 外の 敎師 中の 最 賢人なる ソクラテスの、 執りた る 方法 も 之に 同じ。 ソクラテス は 弟子の 至る を 

見て、 即ち 大切なる 問題、 例へば 義、 節制、 智慧の 如き、 弟子 自ら 充分に 承知せ りと 信じ 居る 所 を 

尋ねたり。 之に 答 ふる 時 は 次ぐ に 別問題 を 以てし、 以て 前 答の 當否を 自ら 判す るに 供す。 こ.. -に於 

て か ソクラテス は、 彼 處の側 此處の 隅より 問題 を連發 し、 弟子 をして その 持說は 全く 自家撞着の 失 

にある ものにして、 その 思慮 は 未消化の 塊圑 なる を 悟らし めすん ば 止ます。 

此の 兩法 その 目的 は 一な り。 即ち 獨 立の 識見 を挑發 する にあり。 され ど 叉 その 間に 一種 微妙なる 

差異 あり。 ソクラテス は 弟子の 答 へんと すると ころ を 問 ひ、 耶穌は その 弟子 を勵 まして 問題 を 出さ 

しめ、 已 自ら 之に 答へ 耠 へり。 要するに 哲擧 家の 目的と せる 所 は 思慮 を 練る に 在り。 問題に 對 する 

答案 は 多く 問 ふところに あらす。 哲擧家 は 公言す らく。 我等の 勉 むる は、 その 眼目、 眞理を 研究し 

て 知力 を 練る に 在りと。 或哲擧 家が、 若し 神 あり、 一手に 眞理の 研究 を 持ち、 一手に 眞理を 持ち、 

隨 意に その 一 を 執れと 云 は^、 余 は 直ちに 前者 を 執らん と 云 ひし こと ある は、 世人の 普く 知れる 所 
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なり。 此れ 哲學 社會 にあり て は 或は 明言な らん。 され ど宗敎 社會の 知者 は、 一人 も か.. る囈言 をな 

さざる なり。 

耶穌 は敎師 として 眞理を 擁護せ り。 眞理の 研究 は 思慮 を 練るべし といへ ども、 我等 は單に 研究 を 

以て 滿 足すべき にあら す。 靈 魂の 大 問題に 答 ふる 所な くんば あらす。 此を 以て ソクラテス は 問 ひた 

れ ども 耶穌は 答へ ぬ。 霧 性 上の 問題の 解釋に 苦しみ、 疑 難の 霧中に 彷徨した る もの は、 遂に 耶稣に 

來ら すん ば あらす。 

『主よ 我憐は 誰に 往ん や、 永生の 言 を 有る 者 は 雨な り』 

基督の 十二 弟子 を敎 練せ し 目的 は、 已が相 繽人を 作り la かんが ためなりと 5、 ふ は、 稍 々背 刻なる 

言な り。 蓋し 耶稣 一家の 最大 事業た る、 難み と 死により て 世 を 贖 ふこと は、 相續者 ある ことなく、 

叉 之 ある を 得 ざれば なり。 耶穌は その 事業 を 完成せ り。 他人 をして 之 を 補 はしむ るの 餘地を 殘し給 

はす。 

それ 然り。 然り といへ ども 耶穌 の敎師 たりし こと は、 その 相 綾人 を敎 練す るに ありし とい ひたり 

とて、 我等 能く 之 を 辯 解す る を 得べ し。 耶穌の 地より 擧 げられ し 時、 その 爲さ ざるべからざる 事、 

又 此の世に 在せ しなら ば 引き 辍き爲 し 給 ふべき 事 等、 全く 弟子 等の 肩に 落ち 来れり。 弟子 等 は耶穌 

の 糾合せ し 味方 を 保護し、 且 世に立つ の 嚮導 者たら ざるべ からす。 耶穌は その 業 を 始め 給 ひし 以 

來、 豫て 此の 事 を 承知し 給へ り。 故に 弟子 等 それぞれ その 業務 を 有し、 何時までも 之に 從 事したら 


んに は、 全く 耶穌を 忘却す るに 至るべき 勢な りしに も拘ら す、 耶穌は 自ら 進んで 熱心、 亡き 跡の 相 

縯者を 準備し 給へ り。 

耶穌は 最初の 問 は、 己が 事業の 下 働、 補助 者と して 弟子 を闲ゐ 給へ り。 その 一例 を舉 ぐれば、 聖 

ま 曰に ィ H ス 自ら パプ テ ス マ を 施せる にあら す、 弟子 之 を 行るな りとの 明文 あり。 彼等 稍々 久しく 耶 

穌 と共に 在り、 巳に 經驗 ある S 督敎 徒と なる に 方り て や、 耶穌 即ち 之 を 派遣して 隨 意に 働かし めた 

り。 彼等 は あまり 遠から ざる 旅行 をな し、 敎を宜 ベ、 病 を 癒し、 後 歸り來 りて 『行へ る 事と 敎 へし 

事』 と を 悉く 耶穌に 復命し、 更に 前途の 方針に 就て 敎を 乞へ り。 かくて 師の 未だ 永生の 種 を 蒔かん 

として 來り給 はざる に 先立ちて、 弟子 等旣に その 地 を 開 塾し！ a きたる こと も あり。 叉耶穌 自ら 至り 

給 ふの 暇な くして 打ち過ぎし 地方 もこれ ありし なり。 鬼に 角 弟子 等 自ら 進んで、 敎會 建設の 勞に當 

り、 邪穌の 名に 於て 世に 勝つべき 日の 來 らんと する を 望見し、 耶 穌の豫 想せ し 如く、 その 力 愈々 加 

はり、 その 信仰 愈々 進めり。 

我等の 意 を慝 くこと、 啻に 過去の 大事 件の みならす、 將來の 歷史も 亦 斯るカ ある ものなる こと 

は、 これ 眞 正なる 基督 敎のー 特性な り。 尋常の 人 は 殆ど 將來に 意 をと どめす。 これ ある は 只 子孫の 

計 をな す 位の ことなり。 己一 人樂 しくば、 後の世の 有様 は 毫も 痛痒の 感 なし。 基叔 S 敎は 然ら す、 

その 心の 信仰と 愛と は、 未だ 来らざる 聖徒に 結び付き、 死後の 世の 有様と 天國の 事に 意 を 止む る も 

のな り。 基督の 事業の 隆盛な らんこと を 望む は、 基督 敎 徒に， よりて は 死後と 死 前と 異る所 あるべ か 
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らす。 此を 以て 我等 我が 事業 を繼續 する ものの こと を も 慮る ベから す。 某 督は その 事業に 着手し 給 

ひし 曉 よりこれ を 思 ひ 給 ひたり。 是 決して 早き に 失し. たるに は あらす。 

人の 事 をな す や、 唯 己が 力に のみ 依顿 して、 その 時間と 勢力 を 費さん より は、 寧ろ 少壯の 徒 を 率 

ゐて之 を 訓戒す る 時 は、 その 功績 却て 多 かるべし。 醫攀の 歷史を ー讀 せよ。 許 多の 大家、 國 手频々 

として 史上に その 名を聯 ぬべ しとい へど も、 その 中 最も 人の 注意 を 促す もの は、 その 功鑌頓 る大な 

りしに も拘ら す、 尙 自ら 之 を已の ものなら すと 許せし 人なる べし。 而 して 此の 人 は 年若き 醫師を 多 

くその 側に 侍せし め、 熱心 を 以て 之 を 導き、 後疑點を示し^^ら決する所ぁらしむるを例となせり、 

此の 人の 學 術に 功 勞多 かりし こと は、 か /- る 研究の 結果な り。 現今の 甚督 敎會に 於て、 かく 壯年を 

導き、 その 勞を樂 しまし め、 その 方针を 示し、 その 天才 を 利 W する 人よりも 必要なる ものな し。 敎 

師 として かかる 職 を 執らば、 彼の バル ナパが バウ 口 をして 敎會に 人ら しめしが 如く、 却て 已が 働き 

よりも 立ち 優りた る 功業 をな し 5^ べき 人 を、 基督に 仕へ しむる を 得ん。 

思 ふに 近代、 敎師 として 耶穌の 事業と だ 相似た る もの は、 神學 の敎授 たる ことこれ なり。 今 神 

擧校 にある 生徒 諸氏 は、 十二 弟子が その 獨 立なる 働き をな すため に、 四方に 派遣せられ ざり し 時と 

同一 の 地位に 在る ものな り。 而 して 若し 基督と 十二 弟子の 交際 を詳に 研究す る 時 は、 敎授と 生徒と 


の 關係も 明かなる を 得べ し。 

基督と 十二 弟子の 關 係に 就て、 最も 貴 かりした と は、 その 某督 と共に ありて、 日々 に 驚くべき 性 

行 を 目 架し、 冥々 の裡に 架德の 感化 を受 くる 特植を 有した る ことこれ なり。 約 翰 は 他日 三年 問の 經 

驗を 顧み、 之 を 一言に 約して 闩く、 我 儕 その 榮光 を昆 ると。 此に m ひたる 首 (光) は、 贖罪 所より 出 

づる光 を 意味す るな り。 ベ -1 ケ 及び ペリ ァを經 て 寂しき 旅 をな せし 時、 ガリ ラャの 山邊に 於て、 首 

を鳩めて相？^=;?りし時、 弟子 等 皆至聖 所の 己が 爲に 開かれた る ことと、 又 名狀し 難き 美麗に その 面 を 

封し つ 、 ある こと を 感じたり。 

思 ふに 現今 神學の 研究 上、 重なる 缺點 は、 師弟の 間に 親密の 交際 を缺 くこと これな ひ。 大いに 此 

の 弊 を 改めた る敎授 は、 家 一々 指 を 屈すべし。 親密なる 交際 は 必らす や 其の 効 ある ものな り。 學 生の 

眼孔 ほど 鋭敏なる もの は 他に その 比 あるべ からす。 擧生 にして 若し 或 人に 親炙す る こと あれば、 著 

しく その 風を模 す。 その 敎授を 信任す る點 より 云へば、 彼等 は 英雄 崇拜 者に て あるな り、 され ど 一 

たび 其の 信 を 失 ふ 時 は、 彼等の 之 を 侮辱す る こと 測るべからざる もの あり。 彼等 は 名聲に 眩ぜら 

る。 然れ ども 何時までも 彼等 を 感化して 誤らざる もの は、 唯嚴 正と 明達と あるの み。 

近時 自ら 進んで 毫も 惲ら す、 親しく 舉 生と 相 交りた る もの、 余輩の 知る 所 只 一 人 あるの み。 その 

行 は 基督に 似たり とい ふべ く、 今 此處に 一 言し 置く も 亦 無 S ならざる 模範な り。 

嘗て 神 學に指 を 染めた る こと ある 程の 人 は、 少く とも 敎授ッ I  ロックの 名 を 聞き 居るな らん。 そ 

基 S と 教師  四 七 


基お と教 g-  巧 八 

の 註解 及び 辨證 に關 する 著 * 頗る 多く、 依て 以て 當 世紀の 福音 的 祌擧者 間に 高き 地位 を 占め 得た 

り。 され ど 敎授は 改革 的 勢力と して ー署 高き 地位に ある ものな り。 英 國の敎 會に對 する ゥ H スレ 

1、 蘇 國の敎 會に對 する チャル モ ルス、 瑞 西の 敎 會に對 する ヴ イネ I 等の 功業 は、 これ 敎授 が獨乙 

の教 會に對 してな せる 所の ものな り。 敎授は 舊偏现 派と 稱 して、 英國 の溫和 派に 相當 せる 一派と 戰 

ふて 之 を 破り、 义當 世紀の 初めの 十 年間に、 福 昔 的 基督 敎 をして 獨 立の 一大 勢力たら しめたり。 (讀 

者 或は シュ ライヘル マ ー ヘル を 此の 位地に 推さん とするな らん。 然り 彼が 勢力の 廣大 なること、 も 

とより 論な し。 され ど獨 乙に 於て、 幅 音 的 基督 敎の 復興 は、 その 實之 をッ la ックの 生涯に 歸せざ 

るべ からす。 シュ ライヘル マ ー ヘル は該 運動に、 道理 的の 分子 を 加へ たる 人に して、 即ち 感情に 逸 

れる もの を 理論に 導きたり き。 され ど 感情の 勃興して、 その 頂點に 達する までに は、 幾多の 下 捲へ 

を 要する ことなり) 。  . 

され ど 敎授が 此の 授業 を 完成した る 方法 は、 主として 神 の 敎會は 長く 彼 を 記念せ ざるべからざる 

一 事 ありた るに 由る。 敎授 の祌を 信じ、 中等 學校 敎師に 任ぜら る、 や、 直ちに 獨 乙に 於て 他に 比類 

なき 一種の 學 生と、 その 交際 を 求めたり。 敎授は その 椅子に 座して 講義す る を 以て 自ら 滿 足せす、 

學生を 基督に 導かん とて 一 々之と 相 交 はれり。 . 或 時 は相携 へて 歩し、 或 時 は その 室を訪 ひお とづ 

れ、 ー调. 兩回舉 生 を 已の窒 に 集めて 祈禱 をな し、 聖書 を 研究し、 傳道 策の 報吿 をな せり。 日 を經て 

その 舉 生の 加す るに 隨ひ、 その 勞も斟 きに あら ざり しとい， へど も、 その 熟 心 は 毫も 變 はる ことな 


かりき。 敎授は 許 多の 事業 一身に 輻湊 し、 敎 場に 充ち 溢る、 學 生に 講義の^ 意 をな し、 世界に 大名 

をな さしめ たる *: 絡の 出版に 從 事し、 然も 一 日 ra: 時閒學 生と 手 を 執りて 散歩す る こと を廢 せす。 加 

ふるに 交る 交る 學生 を、 晝食叉 は 晩餐に 侍せし めざる ことな かりき。 

此れ 輕卒に は あらす。 彼の 何の 用意 もな きに、 宗教 上の 問題 を 突 拍子に その 談話に 交へ たりと 

て、 深く 人の 靈魂 のために 苦心した りと 自白す る 人の なす 所と は 同日の 談 にあら す。 敎授は その 學 

生の 氣に 投じ、 本 問題に 談話 を 進む る 能 はすして 止みし こと も、 往々 にして これ ありき。 敎授は 快 

活 にして 諧謔 をよ くし、 奇怪なる 問題 を 出して 擧 生の 機敏 を 試み、 教授と 共に 散歩す るの 特典 を 得 

たる 者 は、 數 週の 後まで その 學 得せし 滑稽 諧謔 を 人に 語り 傳 へたり とい ふ。 敎授は 敏捷に して 能く 

人 を 導きて、 己が 得意の 問題に 立 人ら しむる の 方法 を 知り、 旦 書籍と 研究 法に 就て は賣 重なる 助 一 百 

を與 ふる を 得たり。 敎授は 八方より 人の 意志 を 奮勵 作興せ しめ、 才智と 靈 魂の 警醒、 敎授の 力に よ 

れる もの 齡し とせす。 さはれ 身 體の醤 養 を 度 外にす るに あらす。 貧困の 擧生を 憐れむ こと、 全ドィ 

ッに 敎授の 如き もの は 未だ 此れ あらす。 敎授 常に 眼 を 一 點に 定め、 之に 向って 着々 その 歩 を 進め 

ぬ。 即ち 曰々 に その 面 を 合する 舉生を 一 々救 はんと はなした りき。 

敎授は その 報 を 得たり。 生前 旣に その 大功 を 知られ、 死後 傳記を 公に せらる、 に 方り て、 その 功 

業 愈々 詳 になれ り。 擧生 及び 宣教師より 寄せ 来りし 書翰に、 敎授を 呼んで 靈 魂の 父と なし、 その 中 

には當 代の 獨 逸文 擧史に 大名 をな せし 人 も これ ある を 見る。 又 福音の 役者と して 獨 逸の 講壇に 立 
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ち、 若しくは 敎授の 職に ある 者に して、 敎授の 導きに 依れる もの 現 時 その 數百を 以て 數ふ。 

敎 授が喊 世の 人物た る 所以 如何" 官吏、 商人、 敎師、 擧校、 敎會の 間に その 比類な き理 如何" 蓋 

しッ ー n ックは 左の 一句 を 以て、 その 生涯の 關鍵 となした る ものな り。 曰く、 『我れ に 一 の 意 あり。 

基督 これな り』  一 A 九 一 年 A ミ Si 音 新報) 

預 一一 一 曰 者 

預言者な ろ 語 は近來 我が 邦人の 口に も、 筆に も、 ゐらる \ こと i なりたり。 然れ ども 明らかに 

其の 意義に 通す る もの 殆ど 稀な り。 フレデリック • デ 一 1 ソン， マ オリ スは 哲學 的の 能力 頗る 盛んに 

して、 ジョン， スチュ アルト • ミル の畏 る、 所たり。 其の 宣教師と して 福 昔 を說 くと き は、 幽髙謹 

儼な る肯論 能 く 聽者を 感動 し、 之 をして 帝 傍 に神馳 する の 思 ひ あらしめ た ひ。 彼 は 社會の 改良 者な 

り、 貧民の 伴侶、 勞働 者の 朋友な り。 其の 社會 的の 一 百 論 は 一世 を警 動し * 其の 勞働 組合の 施設 は 一 

人 運動の 端緒 を 開きたり。 彼は當 代の 人に 向 ひ、 熱血 を 注射して 其の 弊 を 警め、 其の 心 志 を激勵 

し、 大聲 疾呼、 常に 眞理 のために 明確なる を 其の 深奥なる 覺 悟の 底 蘊 より 吐出せ り。 彼 は 天下 

に 先き 立ちて 憂へ、 また 天下に 先き 立ちて 喜びた るが 故に、 S? 世人の ために 誤解せられ たり。 彼 は 


天下の 人 其の 意 を 了解せ ざる を 見て 大いに 憂悶せ り。 彼 は寶に 一個の 預言者に て ありし な ひ。 マオ 

リス 曾って 舊約全 1!;: 中 預言 及び 列 王の 卷を 解說 する の 書 を 著述せ しが 中に、 預首者 を 論す るの 一 文 

あり。 是れ 預言者 を 以て 預首 者を說 く、 最も 價値 あるの 議論な らん。 乞ふ讀 者の ために 之 を 略叙せ 

ん。 口  く、 プ n フ H ッ トは敎 育に. W りて 昇進す ろ を 得べき の 地位な り。 舊約書 を にプ a フェツ 

トの攀 校なる もの あり。 即 はち 預言者た らんと 欲する もの を敎 養す る 所と す。 蓋し ユダヤ 國の 預言 

者 は將來 を談じ 未然 を 說くを 以て 其の 特質と せす"  其の 未然 を 明示す るの 力 は、 旣往を 熟知 

する より 生じたり。 プ n フ - ットは 常に 上帝の 道 を 想念し、 ： 其の 趣 3s に 基き、 日夜 孜々 として 共の 

身 を 修めん と 欲す。 彼 は是を 以て 理義に 明らかに、 事物の 是非 曲直 を斷 する こと 果なり。 彼 は 冥想 

凝 思して、 上帝と 交 親す ろ こと. iV 得、 之 を 以て 己れ の師 とし、 嚮導と して、 事 ごとに 其の 指 使す る 

所に 遵 はんと 欲するな.^。 人の 心 志 行爲、 上帝の 意志と 相 投合す る 時 は、 即ち 正しく、 否らざる と 

き は、 即 はち 邪 まな.^。 プ。 フ H ット 此の 事 を 確信す。 故に 悖 逆の 罪 を 以て、 上帝 を 蔑 如す る 者 あ 

れば、 其の 結果 如何、 其の 終局 如何、 プ a フユ ッ トの 胸中に は 狡々 として 明らかな り。 其の 國家若 

く は  一 W 人に 關 して、 言 ふ 所、 時として は、 漠 として 汎 きこと も あらん。 また 時として は、 特に 其 

の 事物 を 明らかに 指摘す る こと も あらん。 何れに する も プロ フェツ トは、 上帝 を 中心とし、 其 意 旨 

に 通じ、 動くべからざる 神の 嚮導 を 確信して、 當代を {番1： し、 其 精神、 行爲、 邪 正を辨 じ、 其の 之 

より 産出すべき 結果 を 示し、 其の 當 さに 慕 ひ 求むべき 思想 を 明らかにして、 一世の 指南車と 爲るも 


のな り。 眞 正の 預言者 は 浮世の 出来事に 注目す。 返 守隱遁 して、 世上の 觀 察を忽 かせに する は、 預 

言 者に 非す。 彼 は已れ の 遭遇 見聞す る 事實の 中に、 上帝の 意 旨 を尋繹 し、 眞理の 指導 を 獲ん と 欲 

す。 プ 。フ H ッ トの務 むる 所 其れ 是の 如くなる が 故に、 彼 は 自ら 人 を敎 育す るの 任に 當り、 之 をし 

て 己と 等しき 天職 を盡 さし めんと はするな り。 プ 1 "フ H ットは 天縱 の別才 なる が 如しと 雖、 我等 は 

冥想 凝 思の 功、 事物 觀 察の カ大に 其の 敎養發 達に 與 かる もの ある を 記憶せ ざるべ からすと。 マオ 

リス 思へ らく、 己往の 事實と 目前の 狀況 とを觀 察し、 之 を解釋 する に 聖靈の 光輝 を 以てする とき 

は、 邦家 一 倘 人の 趨向 を 知る こと 難き に 非す と。 故に 彼 は 其の 身、 宣敎の 職に 在りし とい へ ども、 

政治 及び 社交 上の 細事に 注意し、 其の 微を 赛ら かにし、 其の 隱れ たる を 明らかに せんこと を 務めた 

ひ。 已往 現今の 敎誡 する 所 を解釋 し、 時務の 意味 を理會 して、 之を當 代に 宣傳 する、 是れ 預言者の 

本色に 非す や。 其の 通常の 政治家、 權略 家と 異なる 所 を 問へば、 彼 は 功利 を 主と し、 一時 を彌縫 

し、 便 5„ ^を 標準と して、 事物 を判斷 し、 是は 上帝の 意 3 曰、 天 國の榮 光 ある 成 達を歸 趣と して、 天下 

の 事物 を視 るの 一 事 あるの み。 然れ ども 此の 唯 一 の 差異 や、 南北よりも 甚 しく、 其の 懸絕 する 所 限 

り 無き に 達せん とす。 プ。 フェツ トと社 會學の 博士と 何の 相異 する 所 か ある。 擧 者の 天下 を觀察 

し、 社會の 事物 を 研究す る や、 之 を 以て 一個の 智識 的 問題と 爲す のみ、 數舉 者の 抽象的 數 字に 於る 

と 何の 異なる 所 か ある。 プ n フ H ットの 社會を 見る ゃ然ら す。 其の 天下の 事變を 究め、 往に 溯り、 

今 を 推す や、 大いに 之と 異なる もの あり。 彼 は 中心 神 を 愛し、 祌の國 を 慕 ひ、 神の 義を思 ふこと 切 


な £s。 最と 高き 所に ては聖 明なる 天父に 親近し、 下 は 同胞の 人類 を 愛する こと 甚だ 深き 心 を 以て、 

歷史を 探り、 目前の 世界 を 研究す。 預言者と 擧 者と 其の 同じから ざる こと 天地の 如しと 謂 はざる ベ 

からす。 プ n フユ ットは 至誠の 情う ちに 動き、 良心の 光、 燦然、 爛然、 上帝 攝理の 向 ふ 所に 循ひ、 

結 高なる 希望に 駕 して、 宇宙 を達觀 し、 能く 世上の 細事 微 事に 心 志 を 用ゐ、 寡婦の 淚、 孤兒の 泣、 

犬馬 牛 羊の 嘆聲、 能く 其の 魂の 底蘊を 震動せ しむる を 得。 大 いなる かな プ 。フ H ット、 5ー1^單純なる 

擧 者の 企て 及ぶ 所な らん や。  一  <  九 一年 八 月 (曰 本 評論) 

道德 上の 偉觀 

絲 毛の 金 錢に關 する 爭に、 權利 義務なる 美 衣を裝 はせ て 法廷に 相反 目す。 昨日の 因3 人、 忽 にして 

今日の 仇敵と なる。 獨り 一個人の み 然るに あらす。 坤輿 列國の 互に 交 はる 所の もの を 見よ。 己の 利 

を 進め、 己の 版 圖を擴 め 自己の 權カを 逞しう せんがた めに は、 其の 眼中に 前 程の 山も^ しからす、 

怒濤 渦卷く 海水 も 怖ろ しからす。 大は小 を 凌ぎ、 弱は强 のために 呑噬 せらる。 觀じ 来れば 列 國の交 

際は獸 力の 専らに する 所に あらす や。 た 此の 側面より 人生 を 見る とき は、 正義 を 信す る こと 能 は 

す。 權略を 以て 一身 を經營 し、 縦横の 術、 兵馬 銃 搶の利 を 以て、 國家を 維持 せんと 欲する の 外 無 
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し。 此に 於て か 殺氣を 含める 愛國の 世說を 震撼し、 悲歌の 士、 切齒扼 腕、 眼 血走りて 叱陀 する に 

至る。 

今の 一時 を視、 若しくは 我 を圍繞 せる 現在の 事物 をのみ 考 ふるとき は、 人生 ほど 虚しき もの は あ 

ら ざるな り。 然れ ども 蠻 族の 境界より 漸く 進歩し 來れる 人類の 歷史を 統べ、 其の 紛 ふべ からざる 發 

達の 跡 を達觀 するとき は、 吾人 大いに 感奮 興起す る 所 ありて、 此の 人生の 實に贵 重すべき を 知る ベ 

し。 蓋し 吾人の 事業 を爲す は. 今の 世に 在りと いへ ども、 之 を 行 ふの 活力 は、 遠く 理想の 境より 來 

るな り。 

古今の 歴史 を通覽 して、 人類の 趨向 を 察する まで もな く、 試みに 眼前の 世界 を諦視 せよ。 博愛 任 

俠 の美擧 一個人の 間に 行 はれ、 義理 を 旨と せる 企業、 漸を 以て 天下の 文明 諸 國に聯 結 せんとす る を 

見る。 道念の 光 を 放ちて、 遙 かに 人類の 去 向 を 望めば、 理想 境の 形隱顯 出沒、 宛ら 空中に 蛟龍 を瞥 

見す るの 心地 ぞ する。 何れの 曰か 鮮 かに 其の 形 を 見る を 得ん。 心意 此の 點に想 ひ 至れば 胸 跳り 心馳 

せ、 活氣 のうちに 充溢 せんとす るを覺 ゆ。 此の世 は 決して 魔力の 專領 する ものに あらざる なり。 

人類の 心 胸に 鈹動 する 義氣の ー顯 象と して、 紛々 たる 輕 薄の 世界に 於け る道德 上の 偉觀 として、 

吾人の 感嘆 措く 能 はざる もの を、 基督 敎 徒の 從 事す る 外國 傳道圑 とす。 英國 若しくは 北米の 聯邦に 

在て、 民間の 有志 者が 外國傳 道の ために 年々 支出す る 金額 幾千 萬圓、 彼らが^ 洋 南洋の 刖 無く.， 砂 

漠 にも 氷海に も 派出し 置く 所の 宣敎士 の數、 萬の 上に 出 でんと す。 歐 米に 渡航す る 人 は 熟知す。 凡 


そ 郵船の 出入す る 毎に、 その 乘 客の 中に、 東洋 諸國に 往来す る 外國宣 敎士の 在らざる こ と^ど 稀な 

り。 世人 は 種々 の 事情に 蔽 はれて、 此の 事の 甚だ 奇異なる を 思け ざるな り。 殺伐なる 愛 國の人 は、 

此の 感嘆すべき 顯象を 空しく 看過して 止まらん とす。 然れ ども 利の 世界、 植の 天下に 於て、 天涯の 

1 國 より 他の 天涯の 人民 を 愛し、 毫も 報 P を 求む るの 意志 無くして、 これが ために 淚を 以て 祈り、 

其の 至誠の 發 する 所 金と なり、 宣敎師 となりた る ものなる を 思へ。 誰か 事の 奇に. して 且 偉なる に 驚 

かざる を 得ん や。 數年 前、 本願 寺が 支那の 上海に 僧 を 派し、 別院 を 設けて、 置， 宗の擴 張を圆 りたる 

も、 今 は 其の 事の 絕 えて 世に 聞え すなり たる を 記憶せ よ。 外 國宣敎 の 事業 決して 容易に あらざる な 

り。 絕域 異境に 人 を 派し、 滿 天下 を敎 化して 人類の 靈魂を 救 はんとす。 其の 事旣に 偉な り。 之 を 人 

類 粉爭の 現況に 對照 すれば 其の 事 旣に奇 なり。 吾人 は 之 を 以て 第 十九 世紀の 一大 奇蹟な りと 云 は ざ 

る を 得す。 

哲？， - 知らざる 唯物主義の 人何ぞ それ 夥しき や。 表面に 現 はる、 事物に 籠絡 せらる \ が 故 

に、 たに 形體 上の 結 鬼 を 見る HJ を 知りて、 外國 宣教なる 偉業の 精神 を 看破し、 其の 道德 上の 怠義を 

了解す る Hi 能 はざる なり。 空しき 批評家よ、 汝ら 眼前の 事業 を 見る より は、 無爲 にして 其の の 

下に ある 道德 上の 意義 を 知る HJ を 務めよ。 甲乙 宣敎士 の 事業 を 難 じ、 其の 甲乙の 邦國 島嶼に 於け る 

成績 を 論ぜん より は、 寧ろ 此の 大 いなる 事業 を 起す に 至れる 原動力 を 論ぜよ。 暫く 汝の 功利的 唯 物 

主義 を 棄却して、 外國傳 道の 企業に 彰 はれた る靈 力の 不可思議なる を觀 察せよ。 此の 企業 を 爲し得 

道德 上の 偉觀  五 五 
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るの 人類 は 望み あるの 人類な り。 此の 企業に 迎 へらる A 第 二十世紀 は 望み あるの 世代な り。 機巧な 

る藝 術の 力 は、 旣に 宇內の 大勢 を 一 變 せり。 汽カ 電力 を驅 りて 巨大なる 機械 を運轉 し、 自然 利器 を 

活用して、 未曾有の 工業 を營 むは 吾人の 驚奇 すると ころな り。 然れ ども 今や 漸を 以て 其の 勢 を增加 

しつ ふ ある 靈カ は、 更に 大 いなる 變化を 人世に 與へ、 其の 舆起 する 所の 事業 は、 機械工 藝に 比し 

て、 最も 驚くべき もの あらんと す。 彼の 外國宜 敎の 企業の 如き は、 此の 時機の 到達 を 促が さんと す 

る 運動なる のみなら す。 此の 一大 靈氣の 人類 間に 充溢し、 其の 勢力の 現に 此の 社 會に現 はれ 来らん 

とする の 徵 候に あらす し て 何ぞ。 國會 の 蛙 鳴 蟫譟を 傍聽 せよ。 今 S の 《養 政治 は 最後 の 理 想な る 

か。 政治の 方向 は 更に 進化して、 I の 理想に 到達 せんとす る ものに あらす や。 此の 理想 如何。 此れ 

我の 得て 知る 所に あらす。 然れ ども 議院 制、 {養 政治の 完備せ る 英國に 於ても、 また 漸く その 門に 入 

らんと する 日本に 於ても、 凡そ 政治 上の 現狀は 永遠 保守すべき ものに あらす。 一 轉 して 更に 化成す 

ると ころ あらんと する は、 我らの 確信す る 所な り。 歐州 諸國、 兵 勇 を 養 ふ 者 一千 五 百 萬 人。 其の 交 

互の 關係 は、 雞犬隙 を 窺 ひて 相鬪 はんとす るに 異ら す、 武備の 歐羅巴 は 最後の 歐羅 巴なる か。 我ら 

は 知れり、 歐 州別國 相互の 制度 は、 早晩 一大 變化 を經過 せんとす。 而 して 其の 變 化の 原動力 は 漸く 

にして 仲 達せん とする 靈氣の、 發 揮す るに 基 かすん ば あらざる なり。 近着の 英國雜 誌に spiritlla- 

ll.zation  of  thought  in  Fram-C なる 一 篇 あり。 現に 佛國の 思想界 は 小說 より 法攀 政治 擧 等に 至 

るまで、 靈氣の 活力に 刺激せられ、 將に 非常なる 變化を 成 出せん とす。 千 七 百 八十 八 年の 佛蘭西 は 


世界の 政治 を激變 する の 震動 を發 起せり， 今や 黯 なる 活氣に 基け る道德 上の 震動 を、 人間 萬 般の事 

物に 及ぼし、 I の 新 時期 を 作興すべき 原動力 は、 彼の 特殊なる 怫 人の 頭 腦 中に 胚胎せられ つ、 ある 

にあら す や。 政治 擧、 社 會擧は 極めて 幼稚なる ものな り。 鶴 犬 主義の 議員 制度、 萬國 公法 を 以て 政 

治藥 終極の 發明 とする は W なり。 我ら は 更に 發 明すべき もの あらん を 知る。 ェ 8: 武の 文明、 權利 

の 制度、 旺盛 を 極めて 今や 其の 预點に 達したり。 世 はま さに 靈 なる 發 育の 時期に 向へ り。 天國 近づ 

きぬ。 試みに 思へ、 今の 政治 は 前人の 夢にも 見 ざり しと ころな り。 何ぞ 今日の 事に 拘 はりて、 將來 

の 變化を 疑 ふべ けんや。 ぁ\ 望み ある 世界なる かな。  I 八 九 一年 1 1 gsgl 新き 

宗教に 使用 せられよ  - 

ラスキ ン 曾て ミケ ラシ ジ H  B の 美術 を 論じて 曰く、 彼 は その 信仰す る 所の も のを顯 さんが 爲め 

に、 己の 高尙 なる 才力 を 使用せ り。 今の 美術家 は然ら す。 已の 才力 藝能 を顯 さんが 爲 めに その 信す 

る 所、 崇 むる 所の もの を 使用 せんと 欲する のみと。 豈唯だ 美術家の みならん。 宗敎 家の 陷り 易き 弊 

害 はもの 專 門の 職に 汲々 とし、 說 敎の爲 め、 辯 論の 爲め、 若しくは 文章の 爲 めに 宗敎を 使用 せんと 

欲する にあり。 その 初めより 斯る 意志 を 以て 演說、 文章 等に 從事 する にあら ざれ ども、 こ は 實にそ 

宗教に 使用 せられよ  五 七 
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の 免れ 難き 通弊の 一 つなるべし。 何故に 說敎 死した る もの." 如く 聞 ゆる や。 何故に 偉 道の 鋒遞 鈍な 

る や。 その 原因 は 吾人が 宗敎の 眞理に 動かされ、 主の 聖旨に 感じ、 辯 を 好む^ にあら すして 其の 心 

中. t むべ からざる もの あるより 口に 發し、 文に 顯 る... こと 少く、 久しく 牧師の 職 を 奉じ、 傳 道の 任 

地に 許 多の 歳月 を經 しょり、 說 敎の爲 めに 宗敎 を驅 使し、 第 I 流の 美術家 ミケ ラン ジュ a の 如き 精 

神 を 養 はざる に歸せ すん ば あらす。 敎會稍 や 年老 ひ、 牧師 渐く 功勞を 積み、 神擧の 修養 次第に 成熟 

し、 基督 敎の 制度、 禮典將 に 整頓して 大いに 見るべき もの あらんと す。 此の 時に 際して 頓て 起る ベ 

き 弊害 は、 宗 敎の爲 めに 働く にあら すして、 働きの 爲 めに 宗敎を mE ゐん とする ことなり。 

1 八 九 二 年 八 l«(8i 音 新報) 
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佐 久間象 山が 著せ る 省 侃 錄を讀 む に 曰く、 

人 所 不及知 而我獨 知 之。 人 所 不及能 而我獨 能 之。 是亦荷 天之寵 也。 荷 1K 之 寵如此 而惟爲 一 身 

計。 不爲 天下 計" 則 其 負 天之寵 也。 豈 不亦大 乎。 

象 山 は 日本 帝國 最も 多難なる の 時に 生れ、 他人の 多く 有せざる の 憂を懷 き、 己の ほかに は 同情 を 


表する もの 甚だ 稀なる 大略 を 胸に 藏し、 非凡の M 識、 超 群の 技倆 を 具へ たるの 人な り。 彼 は 世に 先 

き 立てる 識見 あり、 故 を 以て 其の 說、 人に 容れ られ 難し。 彼 は 非常なる 經綸を 行 はんこと を 心 懸け 

たり。 常人の 之に 反對 せし も 怪しむ に 足らす。 されば 佐 久間象 山 は 孤立. 寂寥の 感慨な きを 得 ざり し 

なり。 其の 詠 懷の歌 以て 之を證 す。 

こころみに いざや 呼ばん 山び この こたへ だに せば 聲 はおし まじ。 

思 ふこと 誰に か吿 げんます か^み 影なら で 聞く 人 もな き 世 は。 

たちばなの 香 をな つかしみ 後の世に 今 を もしの ぶ 人 や あるべ き。 

佐 久間象 山 は 此の 如き 憂 ひ を爲す 許りの 大計 雄 略 を 把持し、 1K 下に 孤立す るの 理想 を 有せり。 而 

して 彼 は 之 を 以て 天の 寵を 荷へ りと 自信し、 一身の 安き を 思 はす、 丹心 以て 天下の ために 計ら すん 

ば 1K に 背く こと 甚だしと 思へ り。 此の 眞 面目なる 觀 念に ま 配せられ て 世に立つ。 此れ 象 山の 本領に 

非す や。 彼 はまこと に盖 世の 英傑に て ありし なり。 彼 はまた 云へ らく、 

自古懷 忠而被 罪 者 何 限。 吾 無 怨焉。 但猶 可及爲 之時而 不爲。 將使 病弊 至 於 不可 復救。 是則可 悲已。 

主義の 爲に罪 を 被る も怨 むに 足らす。 大丈夫 只斷 じて 其の 主義 を發 表すべき 時に 禱 路 して 其の 出 

處を暖 味に し、 天下 をして 終に 救 ふ 可らざる に 至らし むる を 悲しむ べしと。 其の 期す る 所大に そ 

の 自ら 負 ふ 所 重し と 謂 はざる ベから す。 

夫れ 基督 敎 徒の 世に立ちて 抱懷 すると ころ 遙 かに 象 山に 優る。 吾等 は 世に 先き 立つ の 憂 を爲し 

鎮 道の 責任  五 九 
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世の 識り能 はざる の 大計 を 有す、 國 家に 對 しても 亦 一個人に 封しても、 天の 寵を荷 ふこと 大 なりと 

謂 はざる ベから す。 豈之を 空う して 天父に 背く ベ けんや。 天下の 事 日に 非な り。 渐 くにして 復た救 

ふべ からざる に 至らん とす。 傳 道の 責任 是の 如く 大 なり。 日本の 基督 敎徒は 大いに 責任 を 感じ、 其 

の 經營擧 作、 人類の 永生に 關し、 國 家の 輕重舆 亡を定 むる に 足る もの ある を 忘る ベから す。 

1 八 九 二 年 八 Ifl  (層 曰 新報) 
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上 

近時 傳 道の 不振 を 論じ、 其の 勢 ひ を 挽回す るの 方法 を說 くもの 頗る 多し。 或は 敎會の 內部を 反省 

し、 其の 信德 薄く、 知識 氣概の 乏しき を 指して、 切に 基督の 徒 を 警醒す る もの あり。 余 等 も 此の 說 

を爲す ものと 感を 同じう する こと 久し。 先づ 基督の 徒た る 自他の 內部を 修整し、 己れ を 正して、 而 

して 後に 之 を 人に 及ぼすべき は、 固より 當 然の理 のみ。 己れ の 手に 火を携 へす して、 徒らに 大言壯 

語 叱 陀厲聲 する のみ、 以て 千里 を延燒 する の 火勢 を 見ん とする は 愚の 甚 しきものに 非す や。 傳 道の 

不振 を 論ぜん と 欲する もの は先づ 今日の 敎 會が傳 道す るの 重任 を負擔 する に g へる ものなる や 否や 

を究 むる を 要す。 


或は 曰く. 今日の 俾道者 其の 人 を 得す。 傳 道の 功 思 ふ 程に 擧ら ざる 者 は專ら 此の 原因に 由る のみ 

と、 余 等 此の 曾に も 一理 ある を 認め すん ば あらす。 蓋し 日本 は 諸事 早熟の 弊 ある を 免れす。 未だ そ 

の 準備 完 からすして、 卒然 戰端を 開き、 千里 懸軍 重圍の 中に 陷り、 始めて 當 初の 無謀な りし を 悔や 

むこと 少 からす。 余 等 は 社會の 全面に 此の 弊害 充滿 する を 見る。 悲しい かな 基督の 敎會亦 此の 流 弊 

を 免る こと 能 はす。 妄 に不肯 者を驅 りて 傳 道に 從事 せしめ、 志操 識見と もに 陋劣なる もの を擧 用し 

て、 漫然 天國の 公職に 當 らしめ たり。 任贵 くして、 之に 從事 する もの 陋な り。 天下 不倫の 甚 しき 之 

,  ,  ふる  一一 ぼ 

に 過ぐ る もの 有る ベから す。 新しき 酒 を 故き 革囊に 盛る とき は、 其の 囊 破れて、 酒 空しく if れ 失す 

5 れひ 

るの 虞 あり。 人 を用ゐ て， 當を 得すん ば、 事の 害た るの みに 非す、 また 其の 人 自ら を 損 ふこと it 

きもの ある を 記憶せ ざるべ からす。 <fr や 傳道界 に 俗物 横行して、 敎會 の內部 或は 腐敗せ る 攻黨の 如 

きもの あらんと する を 恐る。 余 等が 敢て 曹洞宗 の 有 樣を笑 ふこと 能 はざる の 日旣に 迫り 來れ るに は 

非る か。 たと ひ缺點 ある を 免れざる にもせ よ、 志 氣高尙 にして、 神の 國 事に 赤誠 を 致し、 公共の た 

めに 身 を犧牲 にす るの 節義 を 持し、 基督に 事へ て 忠良なる の 人士、 果斷 決行、 區々 たる 情 實の弊 を 

破りて、 大いに 力 を 合せ、 此の 不完全なる 世に ありて 行 はるべき 限り 高潔 正義の 圑體を 結び、 以て 

新鮮に して 健全なる 元氣を 吾が 傳道界 に 注 人せ ざるべ からす。 傳道を 以て 自家の 事業と する もの、 

及び 天國 のこと を 忘れ 露 魂 を 救 ふの 大義 を忽 諸にして、 唯 吾が 敎會の 維持 擴 張に のみ 心 を 用 ふる も 

のの 如き は 共に 傳道を 論す るに 足らざる なり。 夫れ 士は志 を尙ぶ ものな り.。 傳道を 以て 己れ の 志と 
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爲し、 此れ 祌と 人と に對 する 己れ が大 責任な りと 確信して 僞 りなき の 心 を 有する 人に 非れば、 神の 

國 事に 提携すべからざる なり。 令の 傅 道界に 志士 を 以て 相 許し、 共に 神國の 大事 を 語りて 堅く 相 信 

する^ 幾人 か ある。 形式的に 同一 の 信 條を吿 白し、 同一 の 職 役に 從 事し、 同一 の敎會 に屬 する のみ 

にて は、 此れた だ 機械的の 集合の み、 吾人 は 生命の 結合 を slf^ ざるべ からす。 凡そ 者た る もの 

は 基督の 旗下に 同志と して 進退す る を 要す。 日本の 基督 敎徒 此の 理想 を 忘却す る こと 久し、 主に 忠 

誠なる 志士と して 楚起 する 者續々 w 出し、 健全なる 活力 を 盛んにして、 俗 分子 を排 し、 輕薄 虚偽の 

徒 を 斥けて 勇往 直進す るに 非 すん ば、 曰 本の 傳道 興起す る を 望む ベから す。 古 來敎會 の 新 時期 を 成 

し 信仰の 奮起 を來 せる 事蹐を 案す るに、 ルゥ テルの 時 を 想へ、 また ゥ H ス レイの 出處 進退 を 記憶せ 

よ、 其の 原因 は 常に 健全なる 有志 者奮發 し、 俗論 を排 し、 151! 々たる 情 弊 を 打破して 果斷 決行、 正々 

堂々 の 運動 を爲 したる に歸せ すん ば 非ざる なり。 

せき. J-., い  そ たい 

或は 曰く、 國粹 主義の 流行、 斥 外的 精神の 跌 扈は傳 道の 事業 を^ 滞せ しめたる 大 原因に 非す や 

と。 余 等は傳 道の 不振 を 此の 一事に 被歸 する の說 にも 同意す る 所な きに tt^。 然れ ども 之と 同時に 

左の 條件を 記憶す る こと 旰耍 なり。 石に 躓き 倒れて、 徒に 面 を 覆 ひ 聲を發 ちて 泣き 敢て 起つ こと を 

爲 さざる もの は 小兒の 所爲に 非す や。 曰 本の 基督 敎徒 世變の 逆潮に 遭 ひ、 た 時の 不幸 を 嘆 じ、 勢 

の 不可なる を 悔みて、 毫も 反撥の 志氣 なく、 また 此の 逆潮の 深意 を發 揮して、 自ら 其の 利に 與か 

り、 大いに 精神 を 奮 ひ 起して 前に 數 倍す るの 力 を 得來る ことなき は 宛 も 彼の 痴兒の 態に 類す る もの 


なき か。 世の 風潮 大いに 變 化せし は、 以て 我 を 精 良に すべく、 以て 我の 內部 を淸 むる の 媒介と 爲す 

べきな り。 彼の 偏 僻なる 園粹 主義と 斥 外 主義と は 余 蒙の 害 ありと 認 むる 所に して、 其の 說の 正し か 

ら ざる こと 論す るまで も 無しと 雖、 人の 怒り は 神の 榮光 を顯彰 すと 云 はす や。 此の 逆潮 は 日本の 基 

督敎徒 をして 思慮な き 外物 輸入の 是非に 注目し、 獨 立して 神學の 問題 を 講究し、 西洋 敎會の 信條俵 

式 悉く 神の 敎に 非ざる を 思 ひ、 基督 敎の 眞理 を發揚 し、 其の 無限なる 蘊蓄 を？ i 開す るに 付き 自ら 日 

本人と して 此の 大事 業に 與 るべき を 覺悟 せしめ、 外来の 思想に 對 して 健全なる 批評 的の 地位に 立た 

しめたり。 此れ 一方に 於て は 傳道上 御し 難き 氣勢を 作りた るが 如く なれ ど、 凡そ 獨立を 愛し、 國に 

も 個人に も 特別の 天職 ある を 信じ、 基督の 敎は 盲從を 尊ばす、 凡て 靈を 撿査 する を 要する ものなる 

を 知り、 眞理は 冥暗 を 喜ばす、 青天白日に 濶步 すべき ものなる を 認め、 大人の 如くに 步 むこと を 好 

め ひ 》 

む もの は、 此の間に 感謝すべき 神の 恩惠 ある を 認め すん ば 有らざる なり。 暫 の間傳 道の 進行 を阻碍 

せる 此の 悪 虱 潮 は、 日本の 基督 敎を養 ひて 健全なる 元 氣を增 さしめ、 他日 長足の 運動 を爲 すの 準備 

となりに き。 余 等は疾 くより 此の 偏 僻なる 國粹斥 外 主義に 反對 し、 文章に 演壇に 逮之 を排擊 したれ 

ども、 其のう ちに 亦 上の 如き 側面 ある を 忘る る こと 能 はざる なり。 余 等が 世人に 向って 試むべき 言 

論尙盡 きざる もの 多し。 國粹の 眞相を 明に し、 基督教と 曰 本との 關 係を審 にし、 國 勢の 遷 易すべき 

所以 を 究め、 愛國濟 民の 誠 を 推して、 福音 を宜傳 するとき は、 此の 逆潮に 勝ち、 其の 勢に 乘 じて 大 

功を樹 つる こと 能 はざる の理無 けん。 
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基督 敎徒 は 日本に 與 ふべき 多くの 珍寶を 懷 にせり。 邦人の 迷夢 破れて 之 を 歡 待す るの 日 遠き に 非 

ざるべし。 成熟 前の 少年 は 傲慢不遜な り。 ー轉 して 節 を 折り、 孺子敎 ふべき の 有様に 達する とき 

は、 以て 大人の 地に 進むべし。 此の 危機に 當り 一 轉 歩して 正路に 向 はすん ば、 凡席陋 俗の 人 を 以て 

終らん とす。 吾が 日本 國民 はま さに 今 此の間 ー髮 とも 稱 すべき 危機に 臨みつつ あり。 苟 くも 已れの 

國を思 ひ、 其の 開 達 を 希望す る 人士 は 深く 慮りて 此の 時期 を 正しく 經 過す るの 道 を 講じ、 政治、 敎 

育、 風俗 等の 事に 付き、 國家 人民の 大方 針 を 明に し、 日本 國 民が 謙に 居て 益 を 受け、 祖先の 餘烈を 

恢弘 して、 神 洲の光 を 萬 世に 輝かさん こと を 努めざる ベから す。 余 等 は 此の 心 を 以て、 今ョの 逆潮 

に 當り、 敢て 微力 を盡 して 社會 の： Sf 勢 を 啓 導 せんと 欲す。 中に 就き 基督 敎を擴 張し 其 主義 を 宜傳す 

る は 特に 靈魂を 救 ふの みに 非す、 亦 吾人の 列 組に 厨し、 同胞の 人民に 對 して、 愛國の 一大 要務た る 

を 信す。 

或は 曰く、 基督 敎 徒の 間に 內 外相 反目して 一致の 運動 滑 かならざる もの ある は、 傳 道の I 大 障碍 

なりと。 誠に 然り。 余 等 も 亦 之 を 憂 ふ。 日本の 基督 敎 今日 ある を 致せる は、 實 に外國 信徒の 功勞大 

なりと 謂 はざる ベから す。 余 等 は祌の 恩賜 を 祝 謝する と 同時に、 外國 諸兄 弟の 厚意 を感 佩すべきな 

P0 日本の 基督 敎徒 は今尙 微弱な り。 此の 大 いなる 傳道 地に 協力 I 致して 主事に 執 掌す る は、 內外 

諸兄 弟の 喜んで 爲 すべき 所に 非す や。 日本の 基督 敎徒 たる もの は 胸 II を披 き、 寬容 忍耐の 精 祌を以 

て 此の 事 を 務めざる ベから す。 外國の 宣教師 また 大いに 顧みる 所 ある を 要す。 日本に 傳 道す る各敎 


派 多し といへ ども、 其の 日本人 を 重んじ、 共の 協力 を 求めて 適當 なる 人士に 近付き 得た る 者 は 盛ん 

なり。 外人 自 から 用 ゐ るに 過ぎて、 曰 本の 同 勞者を 重用せ ざる もの、 赛微振 はざる は 明白なる 事實 

なり。 メソヂ スト 敎會は 本 多、 平 岩 等； H ハの 他の 諸氏 を 重用して 更に 盛んな り。 アメリカン *ボー ル 

ドの宜 教師 明敏な らんと 雖、 熊 本の 一 隊を ざり しなら ば、 浸禮 敎會、 監督 敎會、 福^1-::敎<##の如 

き 18 にて： S たりし ならん。 日本 基督 敎會 に關係 ある 諸派の 宣敎師 もまた 同様の 事實 ある を 認め 

ざる を ざるべし U 外 國宣敎 師は獨 力 以て 日本に 傳道 する こと 能 はざる ものな り。 協力 一 致の 事業 

望む ベから すん ば、 8- が 日本に 住居す る も 左した る 効能 ある を 望む ベから す。 故に 內外 協力の 運 

動 は 基督 敎を 奉す る 内外 識者 のま さに 務む ベ き 所， な り。 

余 等 思へ らく、 漫 りに 高談 放 論して、 空理に 馳せ雲 中の 摟閣 に心醉 する の 弊に 懲.^ 、 實 業を尙 

び、 生產を 重ん する の 精神 非常に 輿 起して、 社 會は靡 然として 農 商工の 方面に 倾 きぬ。 是れ 固より 

然るべき ことにて、 斯の 如くなる に 非 ざれば、 恒產を 有し 從 つて 恒心 を 有する 民 を 作る こと 能 は 

す、 世を擧 りて 虚浮輕 薄の 空想 世界に 陷り、 慎重の 風 地を拂 ひ、 世 道 人事の 害 を 醜す こと 甚し きも 

の あらんと す。 粒々 辛苦して 祖先が 積み 貯 へたる 財產 も、 權利 自由の 抽象的 思想に 熱中せ る 其の 子 

孫の 運動費に 雲散 1 する ことと はなり ぬ。 社會 改良の 聲 I たび 揚 ひて は 着實 なる 事業 を 忘却し、 
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自ら 天下の 厄介物と なりし もの 少 からす。 空想の 弊 實に斯 の 如く 甚し。 其の 反動と して 人心の 實業 

に 向へ る も 亦 自然の 理勢 のみ、 然れ ども 一 利 あるに 當り 之を愼 まざる とき は 一 害の 之と 伴うて 起り 

來 らんと する は 古今の 大患に 非す や。 今や 吾が 邦の 社 會は實 業に 向 ひて 其の 勢力 を 注射す るの 餘 

り、 知らす 識ら. f 其の 極端に 奔 ひて、 唯 物の 精祌 i 、に 社會の 全面に 蔓り、 五斗米 主義 男 兒の心 胸 を 

ま 配す るに 至れり。 無形 上の 事物、 靈 性の 利害、 精祌の 開拓 を 初めと して、 健全なる 政治の 根本に 

缺く ベから ざる 政治 上の 原理 等に 關 する 許 多の 問題 は、 漫然 迂腐 なりとの 誹の 下に 喑黑裡 に 葬らん 

とす。 製造、 殖産、 移民、 實業を 呼ぶ の聲大 にして、 形而上の 事物 棄 てられて 土芥の 如し。 吾が 邦 

人はパ ン のみに て活 くる ものに 非す との 敎誡を 要する こと 今日の 如く 甚 しきもの 有らす。 社 會の改 

良、 精祌の 開拓、 健全なる 政治 上の 運動、 其の 他 凡そ 人の 志氣 品性に 係 はり、 制度 施^の 根底た る 

主義に 關 する 人民の 官能 此の 唯 物的 精神の 跋扈に 妨害せられ しこと 實に 驚くべき もの あるな らん。 

財 祌のカ 盛んなる とき は、 祌を 顧みる もの 減すべし。 俗調の 散 文 詩 名 を 擅に すれば 詩祌雲 かくれ 

て 影 を 人間に 絶つ。 議員の 論爭も 目前の 利害 を說 くに 過ぎす。 選擧の 勝敗 も 夏の 金魚、 冬の 爐火 一 

般の 問題に 由り て 決せら る。 

新 日本 政治 上の 預首 者た る 板 垣 伯 も 今 は 三 田 翁の 門人と なりし 如き 奇觀 をぞ呈 しける。 日本 現今 

の大弊 此の 事な りと 謂 はざる ベから す。 地方に 至りて 見よ、 前年 有志 家の 名 を 以て 我も我もと 運動 

せる もの 今は存 する もの 少く、 憂 國の士 を 以て 自ら 任じ、 精神 を尙 び、 主義 を宣傳 し、 社會の 改革 


を 首唱 せんと 決する 者 稀な り。 故 を 以て 德 育の 論 ある も、 橋 風の 企て を 催す も、 凡そ 根本的の 動作 

は 凡て 微々 振 はざる の 姿 ありと 謂 はざる ベから す。 新くて は國 民の 元氣 萎縮して、 其の 結果 容易な 

ら ざる もの あるべし。 世の 風潮 旣に斯 くの 如し。 基督 敎の振 はざる も 大いに 此の 原因の 然 らしむ る 

ところなる を認 む。 傳 道の 不； i 斯の 如き もの ありて 存す。 然る を 基督 敎徒 自ら を 卑下し、 咎め を 己 

モ さう 

れに歸 して， 深く 警戒す る 所 ある は、 反省 自 新の 志 甚だ 可な りと 雖、 之が ために 志 氣沮裹 して、 其 

の 精祌の 純らん こと を 恐る。 自ら 顧る も 可な り。 己れ を 卑下して 其の 任す る 所の 重大なる に戰々 競 

々たる も 可な り。 然れ ども 吾人 は 片時 も 忘る ベから す、 唯物主義 勝に 乗じて、 傍若無人の 擧動 ある 

を。 徒らに 內 をのみ 顧慮す る 勿れ。 敵 は 城外に 充 ちたり。 何ぞ 氣を勵 まし、 鉢 先 を 列ね て 此の 大敵 

に 突懸ら ざる や。 此の 唯 物的 精神 は國 害な り、 人心の 賊 なり。 幾多の 害毒 之より 生じ 来らん とす。 

現に 其の 結果の 恐るべき もの ある を 見す や。 吾人 は國 家の ため、 靈 性の 救拯 のために、 神靈 主義の 

大旗を 祸げ、 全力 を盡 して 此の 强敵を 挫かざる ベから す。 基督 敎徒は 日本 帝國 のために、 此の 國敵 

を 除く の 重任 を 負へ る ものな り、 天下 此の 大任に 當 らん もの は 基督 敎 徒に 非す して 誰ぞ。 

叉 思へ らく、 今 は 回顧の 時代と はなり ぬ、 流行の 文學は 歷史に 非す や、 演劇 は 時代 ものに 非す 

や、 開國 進歩の 主義 は 有難き 聖詔 によりて 呼ばれた りと 雖、 世 は 退 守の 思想に て充 ち、 天下の 人士 

まっし ひら  ねむ 

雄心 勃々 大計 遠圖を 劃して 遙 かに 前 程 を 望み 驀地に 進む こと をせ す、 回顧の 睡り酣 にして、 保守的 

の 夢に 本心 を脫 かし、 路 遠くして 日の 漸く 暮れ 果 つる を 知らす。 苟も 志 を 抱き、 憂國の 精神 を 有す 
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る もの は、 慨然と して 異口同音 聖詔を 反響して 起ち、 奮って 革新の 事業 を 起し、 進歩の 旗鈹 堂々 と 

して、 大いに 運動 を 試みざる ベから す。 基督 敎の振 はざる は 進歩主義の 报 はざる なり。 進歩主義の 

振 はざる は 邦家 衰退の 兆な り。 吾. <r は 基督に 忠誠 を盡 すべき ものと して、 また 愛國の 志士と して、 

進歩の 號銪を 響かせ、 回顧 保守の 夢 を 破りて、 革新の 旗 を 進めざる ベから す。 徒らに 咎め を 自らに 

引きて 此の 保守的 大敵の 猖 厥なる を 忘る る 勿れ。 

內 外の 協力 は 望ましき ことなり。 然れ ども 殊に 望ましき は、 日本 基督 教徒の 相 協力す るの 一事に 

非す や。 吾人 は 深から ざる H 緣に. H り、 餘り 喜ばし からざる 行懸 りより、 分れて 種々 の 宗派と はな 

りに き。 之を搏 つて 一 團と爲 さんと 欲する は 不幸に して 空想の 一 たる を 免れざる べし。 然れ ども 汁 

敵 吾が 前に あり、 區々 il 壁の 中に 割據 して、 共に 努 むべき 事に も 同心 一致せ すん ば、 或は 大事の 去 

らんこと を 怖る。 大事 去らん と 云へ る を 怯む 勿れ。 基督 世に 勝ちぬ。 然れ ども 期に 後れ 悔改の 時 を 

しう して、 亡ぶべき 個人 も 邦國も 存在す るは歷 史上の 事實 なり。 日本 は 永久の 傳道 地な りと 思 ふ 

ベから す。 或は 時機 を經過 すれば、 大事 去らざる を 保せ す。 日本の 基督 敎徒は 此の 现 ある を 記憶す 

べき ことなり。 余輩 は 思 ふ、 日本の 基督 敎徒は 宗派の 別 あるに も拘 はらす、 大いに 協力す べきの 餘 

地 其の 間に 起りつつ あるな り。 四 五 萬の 基督 敎徒 氣脉を 通じ 勢力 を 併せて 運動す る 時 は、 唯 物、 保 

守、 退歩、 攘夷 等の 敵勢 を 挫き、 內外 協同の 道を講 明し、 傳 道の 元氣を 振作し、 祌國 の擴張 を圖る 

に 於て 少 からざる の 結 3^ を收め 得ん こ と 必然な り と 謂 は ざるべ か らす。 今日 に 於て 各派 を 代表す \ 


き 人士 會 同して、 主の 前ず： に 胸襟 を 開き、 意 衷を 傾倒して、 目下の 時務 を談 じ、 傳 道の 大事 を議 

し、 大 にして 結果 あるべき 議決 を爲 して、 之 を 天下に 公示す る は、 敎會の 志 氣を鈹 舞し、 兄弟 姉 

妹の 意を强 うして 氣焰萬 丈なら しむべき のみなら す、 一 種の 道德的 表彰と して 敎 外に 向 ひ 一 大勢 力 

を 加 ふるものに 非す や。 或は 云 はん。 明年の 福音 同盟 會を 期して、 之を爲 すまた 晩から ざるべし 

と。 然れ ども 余 等 は 此の 活潑 なる 世界に 在りて 左る 氣 長き 處 置に 滿足 する こと 能 はざる なり。 此れ 

必す しも 非常なる 難事に も 非ざる ベければ、 一日 も 早く 中央の 地に 全國 各派の 有志 者、 代表者 を會 

同して 此の 會議を 開く に 於て 何等の 差 支 へ ある を 見出さす。 其の. |e 議に 於て 討論 審議すべき 問題 は 

蓋し 左記の 如き ものな らん。 

一 毎年 一 回 各派 傳道 局の 當事 者、 其の 他 有志 者を會 して 傳道 上の 打合せ 等 を爲す 聯合 會を 設立す 

る こと 0  . 

一 傅 道 上の 時勢 を觀 察し、 其の 利害得失 を 討究して 運動の 大方 針を畫 する こと。 

一 唯 物、 退歩 等の 國敵 及び 敎 敵に 對し、 如何なる 運動 を爲 すべき ゃを議 し、 成るべく 一 齊の 働き 

を爲す こと。 

一 基督 敎文 學の會 社を舆 し、 殊に 諸派 合同して 基督 敎を辯 護說明 宣布す るの 良 著述 を爲す こと。 

一 如何なる 場合と 手績 きに 於て 傳道 上實 地の 聯合 を爲し 得る や を 研究す る こと。 

一 內外 基督 敎 徒の 關係。 

日本 傳道論  六 九 


横 牲の念 盛んなら ざれば 傅 道心 起らざる な り  七 〇 

一 外國の 基督 敎 徒に 向 ひて 大いに 日本 傳 道の 事 を 申 送る こと。 

好 問題 は 此の 外に も少 からざる べし。 余 等 は 此の 食議の 必要 を感 する こと 切なり。 其の ！ 曰 も 〔十く 

催されん こ と を 望む こ と 深し。 同憂 同志 の 兄弟 姉妹 熟慮 精 察して 余 等の 議を 容れら れん こと を 祈る。 

1 八 九 EI 年 E  H;(i 曰 新報) 

犠牲の 念 盛んなら ざれば 傳 道心 起らざる なり 

諺に 云 はす や。 己が 腹 を 痛めざる 兒は 可愛から. f と。 之が ために 身 を權牲 にす る 所 あり。 之に 由 

りて 其の 愛 重す ベ き 所以 を 知る ベ し。 

額に 汗して 而 して 後に 精勤の 農夫た る を 得べ し。 身代 を 悉く 其の 4. 業に 注入す る もの ま、 宛ら 水 

そ-ひら 

を 背に して 陣を 布き たるが 如し。 其 の 勇往 奮 進 の勢當 るべ からざる もの あるべし。 

吾等 つらつら 日本の 傳道界 を 見る に、 其の 事業 多く は是れ 外人の 企つ る 所、 其の 資本 は 外人の 醵 

金す る もの 最も 多し。 傳 道に 從 事す る もの 多く は 身 を 犠牲に する の 必要に 迫られす、 $t 初より 若干 

の 俸給 を 受け、 恰 かも 富 人の子が 行 遊の 途に 上る に 等しく、 大小の 宫 吏が 懷溫 かにして 公務 を 執る 

に異ら す。 傳道 者の 行路 艱難な きに 非す。 然れ ども 之 を 切言 すれば、 彼等の 生涯 は 其の 口に 說き勸 


むる 程に 犠牲 獻 身に 非ざる なり。 日本の 傳道は 傳道 者の 腹 を 痛めた る愛兒 に 非 ざ るな り。 

然り傅 道 者の 然るに 非す。 凡そ 日本の 基督 敎徒 たる もの は 男女 老若の 別な く、 皆と もに 傳 道の 責 

任 を 負へ る ものな り。 然るに 日本の 基督 敎徒は その 最も 優れたる もの にても、 僅かに 自己の 屬 する 

敎會の 維持に 盡カ する のみに て、 福音 を 萬 民に 普及せ しむる て ふ 基督の 大計 畫には 其の 同情 を與ふ 

る こと 少く、 傳 道の 事業 を 度外視 せんとす るに 非す や。 甚だしき は已の 敎會を すら 顧ざる もの あ 

り。 斯くて 日本の 傳道は 過半 外人の 事業た るの 有様に て、 邦人 は 見苦しく も 其の 尻 馬に 乗り、 徒に 

. ^勢 を 張る に 過ぎす。 吾が 國の 基督 敎徒 は、 己の 愛兒 たる 傳 道の 事業 を 外國の 53- 母に 托し IS きて、 

少しも 之 を 顧る こと をせ ざるな り。 此の 故に 二者の 關係 益々 冷淡 疎遠に して、 日本の 基督 敎徒傳 道 

を 顧ざる こと 久し。 

故に 思 ふ、 傳道者 は 大いに 發奮輿 起して、 主の 事業の ために 身 を 犠牲に する こと を 務め、 必要な 

る 場合に 於て は 有力なる 傳道會 社と 關係 を絕っ こと を辭 せす、 彼の 天幕 を 製して 糊口せ る 使徒の 精 

祌を學 ばざる ベから す。 また 凡そ 基督 敎徒 たる もの は、 一日 も 早く 傳道 事業の 愛兒を 母の 手より 

引き取りて、 自ら 之 を 守り立てん こと 肝要な り。 事此に 出です、 ただ 乳母の 手に 專 任し 置きて、 徒 

に 理窟 詰めに 傳 道心 を 獎働 せんと 試みる は、 人情に 迂遠なる ことなり。 日本の 基督 敎徒碌 々人に 依 

りて 事を爲 すに せんする 間 は、 傳 道心の 奮起 せんこと 思 ひも 寄らざる ことなり。 

1 八 九 K 年 七 月 (福音 新報) 

犧牲の 念の 盛んなら ざれば 傳 道心 起らざる な h  七 I 


宗教 上 曰 木の 勢力  七 二 

宗敎上 日本の 潜勢力 

世の中の 事物 は 常に 皮相 論者の 意外に 出る 者少 からす。 或る 一 派の 人々 は 吾が 國人を 以て 宗敎に 

冷淡なる ものの 如くに 見做せ り.。 常識 の 預言者 福 澤論吉 氏の 如き は 常に 斯か る 意見 を 主張 せらる る 

に 似たり。 然れ ども 此は 全く 皮相の 考へ にて、 事實は 明かに 其の 反對の 證據を 示すな らん。 若し 不 

幸に して 日本人 民 は 宗教に 疎遠なる ものな りと 假定 せよ。 是れ 人類の 天性 を完 具せ ざる ものに て 其 

の 心性の 正格 を 破り、 當然 なる 開發の 軌道 を 離れたり と 云 はざる ベから す。 然れ ども 吾が 日本人 民 

は诀 して 宗敎に 冷淡なる を 以て、 其の 眞 面目と なすべき ものに 非るな り。 其の 今日に 於て 或 ひ は是： 

の 如き 評言 を受 くるに 至る は、 蓋し 在来の 宗敎大 に 權カを 失 ひしょり 生じた る 一時の 假相を 誤解せ 

られし を 以てな り。 吾が 日本 國 民の 祖先 は 如何に 敬虔の 念に 富みし よ。 佛敎は 如何に 肥へ たる 土 を 

吾が 帝國に 見出した るよ。 永 fi 天 正より 懸けて 寬永 時代に 至る まで、 基督の 誇 者と なりて、 血 を 流 

したる 十數 萬の カトリ ッ ク敎徒 は 日本人が 如何なる 堅 信 剛勇の 精神 を 以て 宗敎に 熱心す る を 得る や 

を顯 はせ しに 非す や。 其れより 降りて 今日の 基督 敎を 奉す る 日本人 民の 有様 を 熟 察すれば、 吾が 國 

の. 宗 敎的膨 脹カは 意外に 強大な る もの ある を 見るな らん。 


基^^敎に反對するものは福昔の進步遲々 たるを見て、 日本人 民 は 宗敎に 冷淡な りと 速 了し、 基督 

敎中 の 人々 も 其の 目前の 成功 意の 如くなら ざる に. E り て 希望 d 念 甚だ 盛んなら ざる もの の 如し。 此 

等 は 雨ながら 皮相の 觀 察に 惑 はされ て、 日本人 民の 宗教心 を觀破 する KI 能 はす、 其の 潜勢力の 大な 

る を 忘却した る ものな り。 此の 國 民の 胸中に 滿ち たる 宗敎的 潜勢力の 豐 富なる を 想 ひ、 基督 敎將來 

の 版 阓實に 偉大な る ベ きを 知ら ば、 吾等の 心 胸 は 希望 を 以て 踊らん とす るな り。 

日本人 民 は 宗教に 冷淡な りと 常に 主張せ る 時事 新報 記者 は 其の 近刊の 紙上に 彼が 素 論と 矛盾せ る 

事 資を祸 載せり.。 彼 は 日 支の 葛藤に つきて 大いに 軍費 を醣 出せん と 云へ る 社說に 論じて 口  く、 

日本 國 民の 资カ 乏しから ざる も 一 時に 何千 萬圓の 軍費 醵出 は實 際に 成り 難しとの 說も あらん か 

なれ ども、 金の 多少 は 唯 だ 人心の 冷 熱 如何に 存 する のみ。 苟も 熱心 誠意 を 以て 國の爲 にせん とす 

る 時 は 金 は 不思議の 邊 より 湧出して、 然も 之が ために 毫も 國 家の 經濟上 に變動 を 見ざる の 事例 こ 

そ 多 けれ。 例へば 近年 成功した る 六條東 本願 寺の 普請に は 凡そ 一千 萬圓を 費し、 叉 去年 は 同 寺の 

會計 整理の 爲め とて 門 末 信者より 醵出した る 金額 は 凡そ 一 筒 年の 間に 百 五十 萬圓に 上りたり と 云 

ふ。 東 本願 寺の 門徒 を 一 一 百 萬 人と して 一 筒 年に 百 五十 萬 圓は毎 一 人に 付き 七十 五錢の 出金な り。 

彼の 本堂の 千 萬圓は 一 人 五圓づ つの 割合にして、 隨分輕 からざる 負擔 なれ ども、 信心の 熱度 高け 

れば 醵金の 道筋 誠に 滑 かにして 各地 方の 經濟に 何等 異動 ある を 聞かす。 左れば 今 我が 國 民が 開闢 

以來金 甌無缺 の 大日 本國に 生れ、 其の 國の 浮沈 榮 辱に 關 する 今日の 此の 大事 件に 當り、 國を 愛し 

宗^ 上 H 本の！ Isa! 力  七三 


宗教 上 日本の 潜勢力  七 四 

國を 重ん する の 一 念 能く 眞宗の 門徒が 本願 寺 を 思 ふの 熱度に 等し からん に は 四千 餘 萬の 人口に 割 

合して 何千 萬圓の 軍費 は 一 朝に して 辨 する こと 易し。 資金の 有無 如何 は 論す るを耍 せす、 唯 だ 愛 

國 心の 如何 を 問 ふの み。 殊に 今度の 戰爭は 國內の 內亂に 非す。 文明 世界の 表面に 演じて 文明 國人 

の 耳目に 觸れ、 日本 國は恰 かも 外戰の 初陣に して 俗に 云 ふ 晴れの 勝負 なれば、 海 ii 軍人の 勇武 を 

振 ふべき は 無論 なれ ども 全國 一般の 人民が 誠心 正意、 思 ひ を 込めた る 資金 を 出し、 其の 國を思 ふ 

の 熱心 如何 を も 示して 以て、 ますます 國威 を發揚 せんこと を 切！ 1!- に堪 へす。 百萬圓 の奮發 も十錢 

の 酸 出 も 身の 貧富に 應 じて 熱心の 度 は 1 なり。 其の 醵出の 方法 は 次に 讓り、 本日 は 唯 だ 我輩の 微 

意 を 吐露して 豫め國 中 同感の 人に 謀る のみ。 

日本の 宗教心 その 包 圍の惡 しきた め衰 へしに 相違な しと 雖も、 迷信の カ尙ほ 上文の 如き もの あ 

り。 I お 勃た る 此の 宗教心 は、 迷妄なる 信仰に 使役せ られつつ あり。 之 をして 其の 正當 なる 君主に 歸 

順せ しめんが ために、 勵精舊 起す る は 基督 敎 徒の 責任に 非す や。 西洋の 宗敎 盛んな り。 然れ ども 吾 

等 は 知る、 基脊敎 徒の 耕耘收 環_ を 待ちつつ ある 日本の 宗教 的 潜勢力が 敎會の 維持 は 愚か、 海外 傳道 

の壯 圆 を も負撸 する に餘り ある を。 日本の 基督 敎徒 至誠 を 以て 同胞 兄弟の 靈性を 喚起し、 之 をして 

1 旦 豁然 宗敎の 眞理を 悟らし めば、 其の 勢力 を 以て 東洋の 傳道を 引き 受 くるに も 足るべき なり。 

1 八 九 四 年 八 月 (福音 新報 ：> 


徒に 傳道を 將大勵 する 勿れ 

基督 敎 徒の 手に 由り て 成立せ る雜誌 は、 割合に 多き に 過ぐ る 程な り。 而 して 其の 殆ん ど專ー の 業 

として 從事 する 所の もの は傳 道の 獎勵 なり。 彼等 は 現今の 傳道を 批評し、 宛ら 支那 國に 喧しき 御 

の 如く 其の 局に 當る 人々 の 精神 を彈 劾し、 誰が 許せる にや 宗敎界 の 預言者 審判 者と して 自己の 筆と 

舌と を 推薦 せんと 擬す。 其の 膽の太 さに は 喫驚せ ざる を 得す。 吾ら は傳 道の 現 狀を辯 護せ す。 當局 

の 人士 悉く 其の 當を 得たり と 一一 目 はす。 吾ら も 亦 時として は、 此 らの點 に付きて 憂 ふる 所 を 論ぜし こ 

とも ありし なり。 然れ ども 漫然 他 を 批評 激勵 する のみに て、 自ら は 少しも 實 際の 傳 道に 從事 せす、 

人の を 救 はんがた めに は、 主の 名に 於て 冷水 一杯 だも與 へしこと 無き が 如き は、 志 ある 者の 深 

く *p づる 所に 非す や。 遠き^！！の山上に安坐して、 進め 懸れ とのみ 罵り 噪ぐ も、 左した る 効能 を奏 

すべから す。 基督教の 文 學と稱 する もの を觀 察する に、 多く は傳 道の 批評 獎勵 のみ を 務めて、 傳道 

的の 文字 を毘る こと 極めて 少 きを 覺ゅ。 獎勵 の聲を 揚げ、 批評の 筆 を 弄する もの 夥しき 割合に、 實 

祭に 道の 文字 を 活用し、 若く は 人 を 救 はんがた めに 舌を鈹 する 者 乏しき は 現今の 憂に ます や 只 

管に 獎勵 する 人々 をして、 眞 實に傳 道の 精神 を 有せし めた らんに は、 道の 隆興 久しき 以前に 在りし 

お £ 

徒に 傳道を 獎© する 勿れ 


傳 道の 目的  七 六 

もの を。 批評 もせよ。 獎勵 もせよ。 然れ ども 之に 優りて 大切なる は、 筆 を 以て また 舌 を 以て 俾 道す 

る ことに 非す や。 吾ら 不敏な りと 雖、 此の 心 を 以て 世に立 たんと 欲す。 

1 八 九 五 年 七 月 (ii 報) 

傳 道の 目的 

、王 签督は 如何なる 目的 を 以て 世に 降られし や。 其の 苦 を 受け、 十字架の 死 を 遂げられし は 何のた 

めな ひしゃ。 請 ふ 主が 自ら 之に 答 へられた るを聽 け。 曰く 夫れ 人の子 は 喪 ひし もの を 尋ねて 救 はん 

ために 来れり と。 罪の ために 全く 神 を 離れて 亡びん とする 靈魂を 愛惜す るの 愦 切なる 是れ耶 穌傳道 

の 大目 的に 非す や。  ， 

使徒のう ち 最も 廣く 基督 敎を 傳播 し、 其の 成功の 他に 比して 最も 顯 著なる もの を保羅 とす。 彼 は 

何 を 目的と して 俾 道に 從 事し、 之が ために は 世の 芥、 萬の 物の 塵 垢の 如くに 待 さるる を も顿は ざり し 

か。 自ら 其の 目的 を ァグ リッパ 王の 前に 陳述して 曰く、 世人の 目 を 啓き、 喑 きを 離れて 光に 就き、 

サタンの カを脫 して 神に 歸 せしめ、 叉 之 をして 基督 を 信す るに 由り て、 罪の 赦 しと 潔め られ しもの 

、なかに 於て 業を受 くる こと を 得せし めんが ためなりと。 


唯 国家に 對 する の觀 念に 勵 まされ、 社會 改良の 手段と し、 勸善 懲惡の 利器と して 俯 道す るが 如き 

は、 签督の 意 33、 パゥ a の 理想 を距る こと 遠し と 謂 はざる ベから す。 

然れ ども 敬虔 は 凡ての 事に 益 あり。 耶穌の 聖旨 を 奉戴し、 バウ a の 精神 を繼 承して M 正なる 傳道 

を爲す は、 即ち 國 家に 對 して 亦大 いなる 責任 を盡す ことなり。 

日本の 將來 は、 此の 帝國が して 基督 敎 主義の 文明 を融變 同化して、 基督 敎 主義の 道德を 受け 容 

るると 然ら ざると に 依りて 定まらざる を 得す。 宇內の 形勢に 通じ、 優勝劣敗の 理に 於て 國家 興亡の 

歸着 する 所 を 察する の 明 ある もの は、 必らす 痛切なる 憂慮 を 抱きて、 此の 大 問題に 注意し つ k ある 

ことならん。 

今や バウ n の 所謂、 神な く 望な き 四千 萬の 同胞 は、 昏々 蒙々 唯 だ 物質的の 功利 快樂に 汲々 たり。 人 

類 を 愛する の 赤誠に 乏しく、 周陋 なる 理想に 魔醉 し、 虛榮の 外に 有力なる 刺激物な く、 迷信に 惑溺 

し、 鬼神に 媚び、 憫 笑すべき 祭祠に 狂奔す る もの 豈に 夥多し からす や。 昨 は 蓮 門 敎に歸 依し、 今日 

は 野 狐 禪を修 す。 牧ふ ものな き 迷 羊の 狀態は 眼前の 事實 なり。 夢に マケド ャ人 起ち、 請ふ來 りて 

我ら を 助けよ と哀 呼す るの 聲を聽 く は、 豈 にた 古への バウ 口 其の 人の みならん や" 

凡て 主の 名 を龥び 求む る もの は 救 はるべし。 然れ ども 未だ 信ぜざる もの を、 如何で 翻び 求む る を 

を 得ん や。 未だ 聞き も 知らざる もの を 如何で 信す る こと を 得ん や。 未だ 宜 ぶる 者な くば 如何で 聞く 

こと を 得ん や。 偉 道の 必耍此 に 於て か 生す。 平安なる 言 を宣 ベ、 善き 事を宣 ぶる 者の 足 は 美 はしき 
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かな。 傳 道の 事業 甚だ 貴し と 謂 はざる ベから す。 奮って 之に 任す る もの は誰ぞ や。 感謝して 之を黉 

くる もの は誰ぞ や。  一 八 九 六 te- 三 HJ(SI 音 新報) 

傳道 上の 新 運動 

或は 新選 祖 傳道會 なる もの を 設け、 所謂 短刀 直 人の 傳道を 試みん とする もの あり。 その 詳細 は 社 

友 湯 谷 氏の 記された る^ 項に 就て 見るべし。 關西 にも 有志 傳道隊 なる もの を 組織せ る もの あり。 隊 

長 を 川經輝 氏と す。 その 計畫 前者に 比すれば 稍大 なる ものにして、 事業 も從 つて 手廣 きこと なら 

ん。 而 して 有志 傳道隊 の 趣意書 を 見る に、 冒頭 第一に 喝破して 曰く、 『近時 敎 勢の 萎微 として 振 は ざ 

る は 基督 信徒の 皆浩 嘆に 堪 へざる 所』 と。 凡て 是 等の 新 計 畫は傳 道の 振 はざる を 慨嘆し、 新に 機軸 

を 出して 之 を 救 はんがた めに 起り しもの なる を 知る。 

是等 運動の 得失 利害に 付きて は 我等. 难 かに 兎角の 斷言を なすこと を 好ます。 然れ ども 此に 敎勢不 

振の 原因と も 見るべき ものの 一 二 を 開陳し、 同志と 之に 處 すべきの 道 を 講ぜん と 欲す。 蓋し その 本 

に 立ち 歸 りて 源の 弊を淸 めざれば、 如何に 火 出づる 程の 激勵を 加 ふる も、 僅に 花火 を 揚げた ると 異 

ら ざる 結 栗の みに て 止むべき なり。 


化： 道 不振の 原因 一 にして 足らざる べし。 中に 就き 我等が 此に 一 言して 同志の 注意 を 喚起 せんと 欲 

する は、 現今の 宗敎界 に 飜然志 を 立て、 道に 歸す るて ふ靈性 上の 激變 乏しき 一事な り。 西 人の 一一 一一 口に 

ていへば コン ゲル ジ ョ ン 即ち 之な り。 コ ンゲ ル ジ ョ ン とは靈 魂の 革命な り。 凡て の^^は急激の性 

質 を 帯び すん ば あらす。 革ん S. と 同 一 の 方向 を 取り、 その 處置. S 渐 進-王 義 にして、 運動 稍遲々 たる 

もの を 改良と いふ。 所謂 リフォ ー ム是 なり。 外人 渡来して、 開港に 引 核き 幕府 倒れ、 皇 政與隆 したる が 

如き は 革命な り。 案 を 議會に 提出し、 一 非 ー是、 辯雞 討論の 間に 數 回の 運動 を 重ね、 議事の 進行、 投 

票の 多寡に 由り て 漸く 決行 せらる る を リフォ ー ム とす。 今の 基督 敎界に 專ら行 はるる もの は isKg. な 

るか、 將た 改良なる か。 その 傳道 は學校 的の 敎 育なる か、 將 たべ ンテ コ ステの 時に 於る ベ テ 口 等の 

運動の 如き ものなる か。 -1 コ デモと 對論 懇話せ る 如き ことのみ 行 はれて、 ピリ ピの 典獄が 一夜 俄に 

節 を 折り 志を飜 して 基督に 歸し、 その 家族と 共に パプ テス マ を 受けし 如き もの 極めて 稀な り。 今の 

敎會に は 漸進的の 運動の み 行 はれて、 急激の 變動は 夢に だ も 之 を 期せざる の 48 なりと 謂 はざる ベ 

からす。 傳道者 は、 使徒 を はじめ ゥ H スレ ー、 ノック ス 等に 學 びて 人の 靈 性に 向ひ大 突貫 を 試みる 

の意氣 なく、 寧ろ その 法 を 悉く ダ ー ウイ ンに 取り、 進化、 敎 育の 語 を 並べ立てて、 その 影に 屏息 蟄 

居し、 大いに 望み 高く 期す るの 心なく、 唯 人の 力 を 信じて 神の 力 を 信ぜす。 反復 討論して 人 を 動か 

すの 策 を 用うる のみに て、 上よ ひの 力 以てん を 生れ 更ら する に 足る もの ある を 忘却す るに 似たり。 

今の 傳道は 革命的に 非す して 所謂 議會の 討論な り。 議案 を 以て 霊性の 改革 を 期し、 投票 を 以て 人 を 
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天國に 生れし めんと 擬す、 我等 その 智愚 孰れなる や を 疑 ふ。 或は 一一 コ デモの 如くして 敎に 進む もの 

あり。 或は トマ スの 如く 担 否 又 担 否、 終に 確證に 接し、 語 塞がりて 之 を 信す る 者 あり。 或はべ テロ 

の 說敎に 心 刺さる るが 如く 感激し、 我等 救 はれん ために 何を爲 すべき やと 問 ひっつ、 即 坐に バプテ 

ス マを受 くる 者 あり。 或は 基督教の 家庭に 生れ、 何時と なく 福音の 珉に養 はれ、 知らざる 間に 基 

督者 となる 者 も あり。 ベ テ a はョハ ネの 如く 基督に 從 はす。 ョ ハ ネも 亦べ テ n の 如く 靈性 上の 波 ii 

多き 間に 基督に 從 はざる 也。 人 皆 リバイバルの 仲間に 非す。 傳道者 悉く ム ウディた る こと 能 はす。 

叉强 いて 之 を 望む こと も 宜しから ざるべ し。 

斯の 如く 道に 進み、 敎に 人る の 形狀は 時に より 場合に 隨 ひて 異る もの あり。 叉 人 毎に その 模様 同 

じからざる もの あらん。 故に 我等 は 凡ての 傳道を 同一 の 模型に 當て 後め て 論す る こと を 好まざる な 

り。 然れ ども 今日の 敎會に 於る 如く、 信徒の 生活 平穩 無事に 過ぎて、 信仰 上の 波瀾 少しも 揚ら す、 

痛 悔の淚 唯 稀に 流れ、 三重の 天に 到る の歡喜 胸に 充 つるの 例 甚だ 少く、 皆 舆味簿 き 信仰の 生涯 を 昨 

日と 送り 今日と 暮 して、 所謂 薰陶、 感化、 敎育 等の 美 はしき 語の 下に 密閉せ る 因循姑息の 穴 S 氣に呻 

吟し、 果は 呼吸 迫りて 死亡 を遂 ぐる こと 無くん ば 幸な り。 その 敎會の 外に 向って 述動 する を る 

に、 凡て ハ 進突擊 する を 忌み、 一回 二回の 談話に 由り て 人 を 基督に 歸 せしめん と 欲する の 氣概な 

く、 押 川方義 氏が 記者に 語りし. 如く、  口 を 開きて は 纔に福 昔の 片端 を 語り、 書類 會 社の 餘り價 値な 

き 雜害を 貸し 與 へて 閑暇の 時熟讀 玩味して、 また 機會も あらば！ $ 會を 期せん とい ふ。 是れ 靈 性の こ 


と を. E ら 閃問题 とし、 之 を 閃 問題と して 人に 紹介し、 問题 として 之に 處 せしめん とする ものに 非 

す や。 儿れ 3Di 人の 將に 亡びん とする を 救 ふ 者の 所爲 ならん や。 バプ テス マ を 要求し、 漸く 進んで 敎 

會に 人る 者 を 見る に、 その 性 上に 割然 たる 段落 をな す 程の 變化 なく、 唯ズル くべ ッ タリに 基督 

に從 ひ、 大 洞 を廢し 遊蕩 を 止め、 一 迎 りの 进德 家と なり、 錢 55 に赘 成し 一 夫 一 婦の 建. IZ に 調印す る 位 

にて、 罪を悲 みて 我 まさに 何 をな すべき かと 絕叫 する ことなく、 基督の 救 を 思 ひて 神の 恩寵に 感激 

する ことなく、 舉 校に 人舉 すると 同様なる 有様に てバプ テス マを受 くるに 至る。 神武 天皇の 紀元 を 

有せざる 日本 歴史 を兑る こと あらん も、 上より 再び 生れざる 靈 魂の 天國に 成立す る を 期す ベから 

す。 性界に 於て は、 生れざる 者の 成長 夢にも 望むべからざる を 知れ。 敎會の 內務に 於ても その外 

に 向へ る 働きに 於ても、 基督 敎 徒の 氣風 態度 前に 述ぶ るが 如し。 その 此に 至れる 原因 は 罪と その 救 

とに 闢 する 確信の 純り たろ なり。 聖靈の 感化に 由り て 更生す と 首 ふ 如き 大變化 あるべき を 疑 ひ、 信 

仰 も 改心 も 漸進すべき ものと 識め、 百事 餘 りに 落着き 桃へ る ことなり。 從 つて 人の ために 號 泣して 

祌に 祈らす、 天の 力に 賴 りて その 志の 改まらん こと を 求めす、 唯 教育家 を氣 取りて 事 を その 所謂 自 

然に 委せん とする ことなり。 今の 傳道は 百 戰百勝 を 信じて、 進めば 必す 取る とい ふ 如き 志 を 抱か 

す、 氣魄 精祌に 乏しき 靠^ を 制度の 惰力に 由り て繼繽 しつつ あるの み。 時として 驟附 の臻る 如く 猛 

然として 窗起 する 觀 ありと 雖、 肺忠 者の 頓に 漲る 紅潮に 等しく、  して 健全なる 兆に 非ざる なり。 

傅 道の 振起 は 罪と そ の 救に 關す る 確信 を 盛んなら しむ るに あり。 聖靈の 力 を 疑 ふこと なき 精 祌を與 
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起せし むる にあり。 自ら 說く のみなら す、 之 を 神に 求め、 人 問 以上の 力に 賴 ゆて 萬 難に 打 勝ち、 戰 

へば 必す 勝つ の 意 氣充盈 する にあり、 我等 は 同志と 共に この 根本 を 修め、 以て 大いに 傳 道の 氣勢を 

振起せ しめんと 欲する ものな り。 

山間の 流れ 激して 岩 _v 嚙み 石を轉 ばし、 勢ひ悽 まじく 直下して 奔 飛す。 故に 泥濘 汚物 河 心に 停滞 

する こと を 許さす。 渐く 進んで 平原に 至り、 千 百の 支流 を 合して 大河と なるや、 水勢 大いに 緩み、 

寅 さ 次第に 加 はりて 速力 益 々減す、 爲に 泥土 水底に 滞りて 徒に マラ リャ 熱の 媒介 をな すの み。 敎會 

のこと また 之に 同じ。 察せざる ベ けんや。  一 八 九 七 年 三 gag 曰 新報) 

傳 道の 尊き 所以 

羅馬書 第 一 章を讀 みて  . 

耶穌 基督の 僕 バウ 口 召れ て 使徒と なり 神の 福音の ために 選ばる (_fff)。 人生の 事業 何もの か 神の 

權 威の 下に あら ざらん。 而 して 傳道は 特に 神の 選びに 由る ものな り。 今日の 傳道者 を 見る に、 傳道 

を 以て 其の 志と なし 畢生の 目的と なす は 多く 之 を 昆れ ども、 祌の 特に 我 を 選み 給へ る を感覺 し、 知 

遇に 酬 ゆるが 如き 決心 を 以て 詹發 之に 從ふ もの は 甚だ 稀に 見る 所な りと す。 昔 者祌、 地の駕 の 中 


- リ、 特に イスラ H ルを 選み 給 ひて 神 を拜し 神に 事 ふるの 特性 を賦與 し、 其の 周 圍に墻 を 築きて 之 

を 保護し、 之 を 維持し、 之 を 涵養し、 又發 達せし め 給へ り、 希 職 は 舉問藝 術の ため、 羅馬は 政治 法 

律の ため、 各々 世界 歴史の 上に 貢獻 する 所淺 からす。 而 して イスラエル は 獨り是 等の 間に 在って 特 

に 祌を拜 事す るた めに 選 まれた る を光榮 とし、 常に 歡 びて 之 を 感謝したり。 使徒 バウ El は 人よりに 

非す、 又 人に. E らす、 祌に. S て 立てられ たる 使徒 (Iff) なりと 自信し、 此の 權能を 疑 ふ 者と は 何 所 

迄 も論爭 し、 此の 事 を 主張したり。 傳道 者の 傳 道に 從ふ は、 我が 志たり、 我が 目的た るの みなら 

す、 人の せ. 5 以上に、 神 多くの 事業の 中より 特に 傳道を 選み 給 ひ、 多くの 人の 中より 特に 我 を 選び 給 

ひて 此の 聖 なる 事業に 當ら しむ て ふ觀 念に 由ら すん ば ある 可 らす。 

我 は 福音 を 恥と せす、 此の 福音 は 凡て 信す る もの を 救 はんとの 祌の大 能 たれば なり (ff§ 一)。 當 

時 羅馬は 世界の 首都 文明の 中心たり。 擧者 雲の 如く 才人 星の 如く 簇る。 斯る 人民に 向って 敎育 高く 

才識 優に 一代 を壓 倒す るに 足るべき。 ハウ P が 十字架の 單 純なる 福音 を說く は、 聊か 氣恥 かしき 如き 

心地した るなる 可し。 然れ ども 尙ほ之 をし も 忍び、 侮られ 嘲らる &をも ig みす、 必す羅 馬 を訪 うて 

福音 を 宣 ベ すん ば あ る 可から すと せ しも の は何ぞ や。 唯 だ 此の 福音 は 凡 て 信す る 者 を 救 ふ ベ き 神 の 

大能 たるが 故な り。 福音 を受 くると 受けざる と は、 人間 生死 存亡の 岐る乂 所な り。 此の 故に 祌は傳 

道の 愚なる を 以て 信す る 者 を 救 ふ を 善しと せり。 神の 國と 其の 義とは 人生 最高 最大の 物たり。 是れ 

あらば 生き、 是れ 無くば 死す。 而 して 此の 活？ 权のカ は 一 に傳 道の 事業に 紫る を 思 はば、 豈に 福音 を 
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傅へ すして 已 むべ けんや。 

夫れ 神の 怒 は 不義 を 以て 现を抑 ふる 人々 の 凡ての 不虔 不義に 向 ひて 天より 顯 はる。 そ は 人の 知 

る 可き 所の 神の 事情 は 人に 顯^ にして、 旣に神 之 を 人に 顯 はし 給へば なり。 旣に神 を 知りて 尙之を 

祌と 崇めす 亦 謝する こと をせ す、 反って 其の 思念 を亂 し、 其の 愚なる 心 蒙昧 なれり (？ 偶? y 一の  1 一)。 此 

邊の 記事 は 使徒 バウ が、 人類 祌に從 はざる もの A 末 遂に 如何に 成り 行く 可き かに 付て 恐る 可き 

結 を 叙せ る ものに 非す や。 我が 愛する 父母 同胞、 我が 親しき 友人 知己、 我が 緣故 深き 國民 にして 

祌の 怒より 脫 かれす、 益々 其の 心 蒙昧な り 行く を 見る 者、 何人 か调 然として 悲しみ、 奮って 福音 を 

說く心 を 起さ らん や。 日本と いふ ことに； k て も 我等 は 此の 事 を 感じて 深く 憂へ すん ば あらす。 基 

督敎 徒た る 者に して 其の 信仰 尙ほ 幼稚に、 其の 品性 德行 未だ 甚だ 高から す。 却って 敎 外の 士に 劣る 

者 g 々なきに 非す と雖 も、 彼 は 心に 願へ ども 唯 だ 至らざる 者に して、 眞實 基督 を 信じ、 其の 達すべ 

き 至善 を 仰ぎ 望む からに は、 旣に救 はれた るな り。 國 家に 於て 亦然 り。 今 B 基督 敎國 と稱 する も 

の、 或る 點に 於いて 必す しも 日本に 優らす。 然 かも 基督 敎國 といへば 旣に救 はれた る國 とい ふ を 意 

味す。 

今 3 支那の 如き、 土  50 の 如き、 所謂 非 基督 敎國の 運命 を 見れば、 日本の 前途、 其の 形體 上に も 

精祌 上に も、 亦 深く 思 はざる ベから す。 曰 本の 今日は 祌を 知りて 之に 事へ すと いふのお 様な り。 基 

必す しも 悪から す、 唯 だ已は 之に 從 ふの 要な しと は 今 03 人 * の 言 ふ 所なる が、 は： 理に從 ふに 不 


忠なる、 何もの か 之に 及ばん。 羅馬窨 一章 十八 節 以下に 照し 考 ふれば、 我等 は資に 慄然と して 身の 

震 ふを覺 ゆるな り。 斯る 時代に 當て、 我等 基督 敎 徒が 旌旗を 揃へ て傳 道す 可き は、 正に 其の 務めに 
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贅澤傳 道 

試みに 地方 傳 道の 實況を 視察せ よ。 K の 所に 信徒 十數 名、 道に 入らん と 志す 者 五六 輩 あり。 此所 

に は必す 一人の 傳道者 居 を 定めて、 運動し つ-" あり。 然れ ども 其 都邑の 人口、 左まで 多から す、 信 

徒の 數少 く、 訪ひ往 きて 敎 ふべき 求道の 人 も 稀 なれば、 其の 事業の 151! 域 極めて 狭し。 斯る 事情なる 

にも 拘 はらす、 傳道者 は 此の 一 所に 籠城し、 一 生 懸命た 此所 を專途 と盡カ せんと 欲す。 然れ ども 

{ 仝 室の 一人 劍術 永く 堪ふ ベから す。 無事の 月日 を悠々 消 過して 人 も 救 はす、 我 も 振 はす。 能く 之に 

堪 へて 辛抱す る 人 は 非常なる 人物に 非れば、 非常なる 痴漢な り。 此の 籠城の 地 を距る 僅かに 數里、 

大 さも 稍 前者に 匹敵す るの みの 一 都邑 あり。 此所 にも 亦 閑居の 英雄 時 待ち 顔に 臥龍 を氣 取りつ." あ 

り。 多く は 臥龍の 意氣 さへ 拔け 果て、 山中の 枯木 空く 横 はりて、 行人の 邪魔 を爲 すに 過ぎす。 傅 道 

の 田圃 實に廣 く、 之に 耕し 耘る もの 甚だ 少き 今日 傳道界 に 閑 遊の 逸民 多き もの は何ぞ や。 現在の 傳 


道 地 は 現在の 傳道 者の 三が 了ダ 以て 其の 需要に 應 する こと を 得べ し。 傳道 地の 151! 域を廣 め、 遊說を 

專ら にし、 幾 箇所と なく 小 圑體を 作り、 傳道者 中央より 間斷 なく 巡回 するとき は、 運動 も目覺 しく 

傳道 者も活 くべき なり。 外資 山の 如く、 外國 宣教師 多く は 動かざる こと 或る 意味に 於て 岩の 如し。 

傳道者 (日本人) 或 ひ は 模範 を 外國宣 敎師に 取り、 敎會或 ひ は 其の 雜形を 外國の 富裕なる 敎會 にと 

る もの あるな きを 得ん や。 今の 傳道は 僅々 數 人の 囚徒に 必す 一人の 押 丁 を 要すが 如き 觀 あり。 而し 

て 傳道者 は 五 人 長 十 人 長の 如き 有樣 にて、 其の 百 人 長た る もの 殆んど 稀に して、 其の 千 人 長た る も 

のは絕 えて ある ことなし。 前日 吾ら は 大農 論なる もの- -唱 へられし を 聞け り。 其の 利害得失 は 吾ら 

之 を 知らす。 然れ ども 大傳道 論に 至りて は、 其の 急 要 火を睹 るよりも 明かな り。 人 を 活用せ しめ 

す、 財 を 徒費し、 世人に 疑惑 を與 ふるの 虞れ ある (傳道 者の 有様に 付きて) 現行の 傳道 組織 を更め 

て、 事業の iHil 鍵 を廣め 使徒 時代に 於け る 如く 頻りに 巡回す るの 方法 を 用 ふるに 非 すん ば、 日本の 傳 

道 興るべき に 非す。 郡 は 知事 を 要せす、 縣は 大臣 を 用 ふるに 及ばす。 小傳 道は大 いなる 才能 を 要せ 

ざるな り。 性し むな かれ 基 5^ 敎 會の傳 道士に 人物の 拂 底なる を。 是れ 需要に 應 する の 供給と して 適 

當 なる を 見る のみ。 一 敎會 (然 かも 小に して 發 達の 望み 少なき) に I 牧師、 一 町村に I 傳 道士、 是 

傳道 軍の 伍長 軍曹 を 集む るに 足らん のみ。 日本人の 日本 傳道は 財 用 乏しければ、 固より 此の 如く 贅 

澤 なる を 得べ からす。 此の 賛澤 組織 を 襲用して、 尙ほ 且つ 獨立を 期す、 油 を 注ぎて 火 を 消し止めん と 

する よりも 無謀な り。 何れの 點 よりす る も贅澤 j» 道は廢 せざる ベから す。 吾ら は 叉 大傳道 は 小人 物 
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誇りが に 己が 德を 吹聽 する は 其の 心の奥 行の 狹 きこと 見え透きて 賤 しけれ ど、 さりと て 己が 所有 

する 德を 耻ぢ、 また 之を隱 すの 理由 ある 可ら す。 保羅は 決して 自己 を 中心として 人に 接した る 者に 

あらす。 され ど 至って 淡泊に、 大膽に 己が 有する 美德を 語る を撣ら ざり き。 彼が 训 る- -に 臨みて. „^ 

ぺソの 長老た ちに 吿げ たるが 如き 即ち 其の 一例な り。 曰く、 『我 凡ての 事に 謙遜、 また 淚を 流し、 ュ 

ダャ 人の 詭謀に より、 試練に 遇 ひて 主に 事 ふ』 と。 我等 は 彼が 自白せ る經 驗を讀 みて また 世の 牧師 

として 仰ぎ 尊 まるべき 人 も、 斯る美 はしく 優しき 心を懷 ける 者 なれ かしと 望む こと 切なり。 今保羅 

の 語に 基づきて 思 ふ 所 を 記さし めよ。 

『凡ての 事に 謙邏』 此は心 靈界に 於け る 偉人 物た るの 根底な り。 神と 天地との 奥義 を 窺 ひ 見ん と 欲 

せば、 先づ 其の 心の 態度 を 改めて、 凡ての 事に 謙遜なる を 努めざる 可ら す。 大 いなる 解 釋カを 有す 

る 者 は、 概ね 心虛 うして、 思 ひ 邪な き 人な り。 說敎の 用語の 妙を盡 し、 其の 辯說の 巧み を 極む るに 

は あらね ど、 謙りて 碎 けたる 靈魂 もて 切に 神の 臺 前に 進み 行かん と 欲し、 彌增 しに 神に 接近して 他 
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界の 光に 觸 れんこと を 望む の 熱心 ある 者 こそ、 眞に頼 母し く 進歩す る 牧師に して、 いかで 又 神と 人 

とに 愛せられ ざらん や。 人 はー曆 謙遜れば 一 歷學に 進み、 心碎 くれば 益々 活ける 神の 幽玄なる 秘義 

を 知り、 日に 新に 其の 聖旨 を覺 り、 其の 愛も隨 つて 深き を 加 ふるもの なり。 

『また 淚を 流し』 淚は 物事 を 讀んで 透徹す るの 活力な り。 淚に 暴り て は 信書の 行文 も 定かに 見え 分 

かぬ こと あらん。 され ど 其の 精神 を 看破す るの 力に 至って は實に 驚くべき もの あり。 我等 は 自ら 眼 

を閉ぢ たる 時 に却 つ て 有ら ゆ る物|6^- の 眼中 に 映じ來 る. を覺ゅ る が 如く、 我等 の 心は淚 の 露 まく 服に 

滿ち たると き、 却って 見る 所 深く 且つ 細かなる な ひ。 淚の洗 禮を領 したる 牧師 こそ 眞の思 遣り ：3t き 

牧師 なれ。 淚 なき 牧師 は 輝け ひ、 嚴 かなり、 能く 鼓吹し、 能く 面白がら する こと を 得べ し。 され ど 

懷 かしく 謙りて 人に 近づき、 其の 心を捉 ふる 點に 至って は淚 脆き 牧師の 如くなる を 得す。 我等 は學 

識 才能 さまでなら すと も 深き 同情 を 有し、 人の 靈 魂の 狀態を て 自ら も 亦 心 を 痛め、 泣いて 神に 祈 

るの 牧師 を 慕 はしく 思 ふなり。 論- 现 整然として 亳も 犯す 可らざる の演說 よりも、 却って 論理 上 如何 

はしと 思 はる、 點 なきに あらね ど、 溫 かき 心の奥より 迸り 出づる 中に 眞の雄 辯 を 見出す と 多く、 

高らかに 一語 鋭く 論證 する よりも、 極めて 穩 かに 優しく 語る かた 人の 疑 を 解き 己が 所論 を 貫く にカ强 

きもの 概ね 然り。 電眼雷 舌、 時に 人 をして 靈 縮せ しむる こと ある 牧師 も、 亦 搖籃の 側に 立ちて 靜か 

に 幼 兒の爲 に 祈りし、 おく は 墓の 傍に 花を植 うる 如き 典雅なる 心 を 有した らんこ そ 望まし けれ。 

『試練に 遇 ひて』 是れ 牧師た るの 敎 育の 要 を 摘まめる ものと いふべ し。 試練なる 語の 中には 極々 の 


艱難と 苦惱 と、 誘惑と、 怒らしめ、 泣かしむ る こと 等の 悉く を 含めり。 牧師が 全く 俗念に 蔽 はれて 

更に 天の 音 樂に耳 を 傾く る餘 地な く、 よし 聞きたり とも 其の 妙味 を 感ぜす、 全く 十字架の 敎を受 く 

るの 心なき 者に 接する は、 實に大 いなる 誘惑な り、 苦惱 なり。 され ど斯る 様々 の 試 鍊を鞋 たる こと 

なき 牧師 は 決して 我等に 稗 益を與 へ、 我等 を 心服せ しむる こと 能 はす。 大 いなる 說敎者 は 我等の 力 

の堆ぇ 難う 思 はる、 望き 輙を 自ら 負 ひ、 又 我等の 刃 向 ふ 能 はじと 躊路 する 恐ろしき 谷 に 獅子と 相 

鬪 ふの 勇氣 ある 人たら ざる 可ら す。 實驗 より 出で たる 沈 重なる 音調に は 聽く者 自ら 首肯せ ざる を 得 

す。 同 より 發 する 深切なる 言 辭には 聽く者 誰か 其の 心 を 動かされざる 者 あるべ き。 

1 九 0 〇 年 三 R-(sl 新報) 
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昔 バウ 口が ァグ リッパ 王の 前に 立ち、 1 個の 囚徒と して 裁判せられ しとき、 彼 は 段々 論じ 進んで 

王の 基督教に 入らん 事 を 促し、 之に 悔 改め を勸め るかの 如き 語氣が 盛んであった。 王 之が 爲に 少し 

たや ナ 

く氣を 損じ、 『汝 容易く 我 を 基督 敎徒 たらし めんと 欲する か』 と。 丁度 汝の 如き 分際で、 それし きの 

議論 を 以て 我 を 基：！^ 敎 などに 引き 人 れんと する か。 慮外 千 萬な 奴で あると 言った やうな もの だ。 パ 
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ゥ 口， 答へ て rn く、 『容易き にせよ。 容易から ざるに もせよ、 余 は 雨の みならす 此 所に 列座の 人々 が此 

の 鎖の 外、 ゆ H 余が 如くな らんこと を 願 ふ』 と 言った。 彼が 自ら 縲 練の 身で あるに 氣が 付て、 此の 鎖 

の 外と 言った 所な ど 其の 稚 量が あ つて 禮 儀に 教ぃ 所に 感服 せざるを得ない。 然し 彼 は 王侯 贵紳の 前 

にあり 乍ら、 基督の 御藤で 自分の 持って 居る 所の ものが 非常に 虫只 く、 囚人で あるに も拘ら す、 其の 

眞 正の 富 彼等 を 凌ぐ 程で あると 確信して 居った。 王公で も 誰でも、 バウ n の やうに ならねば 實に愍 

むべき ものであると は 彼の 確信した 所で ある。 其の 自ら 任す るの 篤い こと 驚く の 外 はない。 彼が 持 

つて 居る もので、 王公の 手に ない ものが あった。 それ 故 線 戟の耻 辱 を 受けて 居る うちに も、 自尊の 

精祌は 天を衝 くば かりの 勢で ある。 謙遞 であって 紳士的 禮滴を 重ん する 風と、 此の 自尊の 念が 調和 

して、 實に 立派に、 奥床しく 見える の は バウ 0 の 人格で ある。  - 

斯の 如く 自身に 有って 居る もの を、 大 いなりと して 之 を 人に 傳へ るので あるから、 其の 傳道 は氣 

魄 充溢して 堂々 たる 威風 を 具へ て 居った。 羅馬は 文武と もに 盛大で、 全世界の 中心と 仰がれ、 一一 ーーロ は 

ば パレス ティナの 邊陬 から 出て 來た 田舍 SI のパゥ 口 が、 之に 對 つて 傳道を 試みる は、 宛ら 檔螂の 

斧 を胺り 廻す と 同じ ことで、 見込の ない 戰を 始める やうな 理^ だと は 誰でも 首 ふこと であ つたら 

う。 然し 彼 は 『我れ 幅 昔 を 恥と せす、 此れ 信す る 者 を 救 はんとの 祌の大 能 なれば なり』 と 宣言し 

た。 バウ D は 己が 宜傳 する 福 昔に 無限の 信任 を 置いた。 其の 中には 全世界 を 征服す る 力が あると 信 

じた。 之に 依ら ざれば 文明 も 進歩 も、 又 兵馬の 盛んなる も、 眞の 救を與 ふること が出來 ない と 深く 


思 ひ 込んだ。 それ 故 『我れ カを盡 して』 云々 と 首った やうに、 其の 有らん限りの 勢力 を 之に 注いで 

目覺 むる 程の 働き を やった ので ある。 羅 馬の 榮 華と 盛大と は バウ 口 を 萎縮せ しめない のみ か、 此の 

人民に して 神 を 知らな いと は、 此の 强大 にして 祌 より 出 づる眞 の 靈的 賜物 を 受け て 居らん と はと、 

遣憾 遣る 方な く、 益々 齊發 せしめた ものと 思 はれる。 

天下の 事業 甚だ 繁多で 世人の 慾 望 を 動かし、 其の 功名心 を 刺激す る 事物 は算 ふるに 遑 がない。 然 

し リヴィ ングス トンが アフリカに 傳 道し、 ダッ フゃケ レイが 印度に 福 昔 を 宣布し、 其 他 多くの 宣敎 

師が 南洋諸島の 敎化 を經營 した ことな どを考 へて 見る と、 世に 傳 道程 偉大な 盛事 は あるまい。 古の 

志士 は國 家の 事に 奔走して 其の 事業の 立派なる に勵 まされ、 家 も 生命 も、 犠牲に 供す る を も 厭 はな 

かった。 然し ザヴィ ェゃ リヴィ ングス トンの 胸 を 躍らした 神 國經營 の 大計 畫に較 ぶれば、 其 等は殆 

んど言 ふに 足らん ので ある。 

傅 道 は 神の 聖旨 だ。 九十 九の 羊 を 措いて 迷った 一頭 を 野に 山に 尋ね 出し、 之 を 求め 得た 喜び 言 は 

め A- 

ん方 なき は、 罪 ある 人に 付て 神の 恩み 深い 思 召しで ある。 神 は その 愛より 逸し 去らん とする 者 を 何 

處ま でも 追跡して、 尋ね 出す 所の 愛で ある。 神が 父で あると いはる X 1 つ は、 即ち この 愛の 溢れる 

やうで あると ころ を 指す。 我々 の傳道 は、 畢竞 この 神の 聖旨に 聊かで も 同情 を 寄せたい と 志す ので 

ある。 偉 道 は 神の 聖旨の 反響 だ。 是れ 神の 志で あると 信す るが. r: 外傳 道の 動機で ある。 其の 勢力の 

生す るの も此 所で ある。 

傳道 何の 爲ぞ  九 1 
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バウ n がグ リシ ャの ァテ ンス に傳道 をした 時、 舉者 なぞが 大勢 ァ レオ 山に 集って 其の 話 を聽ぃ 

いろく 

た。 彼 は演說 の 首め に 斯ぅ霄 つた。 『ァ テンスの 人民 は餘程 宗敎 心に 富んで 居る。 間違 ひ 乍ら も 種々 

と！^^んで居る。 しき は 何となく まだ 飽き 足らない 所が あるから して、 尙ほ 外に 拜 むべき 祌 あり は 

せぬ かと 氣 遣った か、 或は 望ましく 思った のか、 遂に 知らざる 神と 言 ふ もの を 想像して 之 を 祭る に 

至った。 ァ テンス 人が 祌を慕 ふこと 至れり と 言 はねば ならぬ。 其處で 余が 傳 ふる 基督 敎は、 ァ テン 

ス 人の 飽き 足ら. f 思 ふ 宗教心 を滿 足させ、 其の 切に 望んで 居る 所の もの を與 へ、 未だ 知らないで 阁 

中 物 を 摸索す る やうに 富 目 矢 露に 拜んで 居る 祌を、 明かに 宜傳 する 趣意で ある』 と。 之が バウ 0 の 

傳 迸に 川 ゐた序 論であった。 今日 我々 が傳 道す る も 同じ ことで ある。 我が 國 民が 衷心 待ち望む の は 

祌 である。 其の 信仰に 隨分 おかしい 所の ある は、 斯く 迄に 神 を^# ふので あるか、 之 を すら 忍んで 宗 

敎心 を滿 足したい ので あるかと 考 へれば、 却て その 切迫せ る 有様に 同情 を 動かさねば ならない。 祌 

は 之 ほど 迄に 埶 一心 要求され て 居る の だ。 日本 は 基督 敎を俟 つて 居る。 それと 氣が附 かすに 俟 つて 居 

るの だ。 して 見れば 傳道は 急務で あるの みならす、 實に快 心の 事業と 一一 一一 II はねば ならぬ。 

我國は 祌國と 一一 一一 ：！ はれた。 神 を 長れ 敬 ふが 國粹 である。 宗敎 上の 無帕 着は國 民の 異端 だ。 して 其 

の 統的氣 風で ない。 唯物論 を唱 へたり、 宗敎 無- 1 着に 安ん する の は、 祖宗 以来の 大精 祌を輕 蔑す 

かん  一一と あ  -  のど 

ると 言 ふ もの だ。 殊に 此の 祌 ながら 事 論げ せぬ 習俗 を 考 へて はられよ。 天眞、 爛漫の D.a を 尙んで 寛 

やかに 人格 を發逹 させ、 旭に， ふ 山 櫻の やうな 自然の 美 を發树 すろ が 大和民族の 氣象 である。 迸德 


€； 器械 的 工夫に 拘泥して、 ^屈な 修養な どに 齷齪す るの は、 R; 本 風で ない。 贺 茂の 淵の 書いた 

『圃意^!„？』 を！跋むと、 孔孟 流の 道德的 窮屈に 反動して、 大和魂が 擗勃 その 頭 を 擡げ 出し、 天ぽ、 爛漫 

の ^卯に りたい とい ふ >^ 望が 彰れて る。 共の 方針 は 結構で あるが、 古事記 だの 萬 紫なん かの 天 

爛漫で は、 局 恐るべき 弊 寄 を 免れない。 ^屈の 極端 を 免れて 近樂な 極端に 陷る氣 遣が ある。 剛 

健な 日本的 氣象 は、 ％ ^敎の 福 ifl;: を 得ねば、 健全に 發 達する ことが 出來 ない。 蓋し 人類の ft. 想的發 

逮は、 一方に 服從す K> 所 あると 同時に、 精祌 上の 自. m を 保全し、 心の 快活 を 維持して、 是 等の 諸耍 

素 を 調子よ く镇 へて 一致 させねば ならぬ、 基 叔 敎に 律法と 恩寵と いふ 意味の 深い 反 對が敎 へられて 

居る。 德 と宗敎 が相異 るの も、 結局 此の 反 對に歸 着す るので ある。 某 将敎は 其の tj- 法 を 完了う す 

る 所の 以て、 大和民族の 眞面 目 を發 揮し、 其の 天賦の 氣象を 一 歷高尙 な 所へ 持 つて 行く 唯一 の 

^力で ある。 我々 は 非 日 木 的なる 坑德 修養 談を排 して、 某 螫敎の 自由 を 主張した いと 思 ふ。 之が 傅 

逬に從 すろ 趣意の 一 つで ある。 

武十： 道 は 何で あるか。 物質 上の 利害に 制せられす、 一身の 得失 を 後に して * 天下 公共の 爲に獻 身 

する の 大義に 外なら ない。 今や 商工の 世界と なって 世 碌に 安んじ、 飮 食の 方法に 心配す る こと を耍 

しない 武士が 無くなる と 11^ 時に、 武士道 も 無くなりつ」 ある。 r# が 失せて 其の 魂も脫 けて 仕舞 ふか 

も 知れぬ。 此際 如何なる 方法で、 武士道に 含まれた 美風. を 保存すべき であらう か。 人生が 昔よりも 

頻繁で 物質的の 慾 望 更に 猖厥を 極める 有様で あるから、 理想的の 氣風、 事に 臨んで 一 身の 利 寄 得失 

德 S 何の ar-v  九 一一- 
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を 度 外にす る 事の 出来る 精神 を强 めねば ならない。 故に 昔の 武士道 位で なく、 もっと 强ぃ 立派な 精 

祌が 必要と認められる。 たと ひ 今 武士道が 昔の 儘に 保存され た 所で、 弓矢 や 刀鎗と 同じく、 本當の 

役に立たぬ かも 知れない。 基督教の 傳道は 此の 點に 於て 非常に 大切な ものである。 福音 新報が 度々 

說ぃ たこと であるが、 基督教で 敎 へる 罪惡と いふ 觀念 は、 其の 實曰 本人 民の 古くから 有って 居った 

思想 を 徹底し、 其の 意味 を 深く し、 其の 內容を 大きく した ものである。 我が 國 民の 古文 擧を 研究す 

れば、 先祖 等の 罪に 關 する 觀 念が 餘程 基督 敎の 趣意と 一 致して 居る に 驚く。 佛道ゃ 儒 敎の敎 育が 罪 

悪に 付ての 正しい 考を、 餘程 味ました 様に 思 はれる。 基督 敎で說 く 罪と 其の 救 は、 全く 大和民族の 

知らす 識らす 其の 一 端 を 窺 ひ 知った 所と 一致す る ものである。 此點は 他日の 說敎に 於て、 尙ほ 巨細 

に說 明す る ことと して 今日は 略して 置く。 

現今 日本 國は 宗敎 上に 於て 如何な る 有様で あるか。 其の 亂暴 極ま つた 有様 は 言 ふ に 忍びん 程で な 

いか。 道德は 盛んに 論じられ、 多く 說 かれる けれど、 其の 實 際の 効力 は 如何で あるか。 道德 上の 國 

防は^^た手薄でぁる。 全然 明つ 放しと 言 はねば ならぬ。 是等は 問題と して は陳裙 であるが、 何時 ま 

でも その 解決が 出來 ぬ。 凡そ 偉大なる 國民は 偉大なる 人生 觀を 有って 居らねば 成立つ もので ない。 

我が 國民は 如何なる 人生 觀を 有って 居る か。 口 を 糊し 名利 を 貪る を 以て 最上 乘 とする 人生 觀 ではな 

いか。 唯 物的の 人生 觀 ではない か。 五十 年と いふ 短期の 人生観で はない か。 地球と いふ、 否、 ：ffi し 

きは國 とい ふ淺 墓に 狭い 水平線の 人生 觀 ではない か。 奇偶 を 尊び、 僥倖に 賴り、 天 を 畏れす 人 を も 


敬 はざる 人生 觀 ではない か。 罪惡に 恐るべき 意味 ある を 忘れ、 死ぬ るに 希望 を 認めざる 人生 觀 では 

ないか。 之で 偉大な 國 民に なれる ものなら ば、 翼がなくて 天に 翔る こと も 出 來る害 だ。 日本 今 曰の 

社 會には 基督の 道 を 宜傳 する 程 急務 は ある ま い と 思 は れる。 

故に 世人 は 何と 思 はう が、 我々 は 基督 敎を傳 へす に 居られない。 是れ我 國を救 ふ 神の 大能 であ 

る。 少しも 耻づる 所ない のみ か、 圃を擧 つて 我々 と 同じ 信仰に ならねば 片時 も 安心が 出來 ぬ。 今度 

玆に數 日の 說敎會 を 催す の も辨此 の 现. S である。 諸 I^f; も そ の 精り で 熱心 御來聽 あら ん こと を 希 上す 

る。  一九 0  二 年 九 a;(ii 報) 

日本 基督 敎 徒の 傳道 事業  - 

日本の 傳道は 日本 基督 教徒に 依て 經營 せられざる 可ら す。 外 國敎師 の 日本 傳道は 余 の 感謝する 

所 なれ ども、 傳 道の 目的 を 健全に 成就し、 帝國に 於け る 基督 敎の 根據 堅固な らん 事 を 期せば、 今や 

五 萬の 上に も 出た らんと 覺 しき 日本の 基督 敎徒 奮然 起って 自國 の傳道 を負檐 せざる 可ら す。 新 敎 

各派の 敎會兹 に 見る 所 ありて、 日本 基督 敎徒 自ら 傳道 事業 を經營 する もの 漸く 增加 する は、 近來の 

快事な り。 

日本 基 ほ 教徒の 偶 道 事業  九 五 
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殊に 此點に 於て 衆に 卒先して、 獨 立の 精神 甚だ 盛んにして、 進取の 氣 象に 富める もの を、 日. 14 基 

督 及び 組合 兩敎 舎の 傳道 事業と す。 兩者 ともに 日本 基督教 徒の 計畫 として 其の 發達 大いに 見るべき 

もの あるな り。 昨年の 末に 至り 日 本 基督 敎會傳 迸 局 は 事業 案外 に 膨張せ るた め 其の ま 出の 豫算に 超 

過せ る もの 數百 圓、 多少の 負債 ありと 傳 へられし が、 ^項に 見 ゆる 如く 其の 會 計の 締切に 至りて、 

殆んど 之を惯 却し 得たり と 聞く。 赏局 者の 苦心 盡 力せられ し を 多と し、 日本人の 經營 せる 傳道 事業 

が 着々 進歩せ る 事 實に滿 足し、 深く 神に 感謝すべき なり。 各個の 敎會を 維持し、 自給 獨立を 獎勵す 

るに 急なる 敎會 にして 傳道 のために 一年間 五千圓 以上 を獻 金せ る は、 最も 喜ばしき 現象な りと 謂 は 

ざる 可ら す。 此の 勢に て 進まば、 日本 基督 敎會傳 道 局 本年の 豫算 なる 七 千 五百圓 も、 過大の 計畫に 

あらざる べし。 

日本 基督 敎 徒の 外 國傳道 

明治 二十 七 八 年の 日淸 戰爭、 帝 國の光 榮に歸 して 終局す る や、 之に 伴隨 して 各方 面に 企業心の 勃 

舆 せる もの ありき。 海外 傳 道の 企ても 其の 一 つなり と 記憶す、 有志の 士相 謀りて 海外 傳道舎 なる も 

の を 設け、 大同 團結 以て 朝鮮の 傳 道に 着手 せんと 企てた るな り。 其の、 王義 及び 組織に 付て 疑惑 を 懐 

くもの 少 からす、 a つ 共の 信仰 上の 旗 機 一 明な らんこと を 要求す るの 聲稍 高まりし かば、 共の 

方針 を轉 じて 普通 敎育 のみ を 海外に 及ぼす 計畫と はなり ぬ、 現今の 海外 敎育會 なる もの 此れな り。 


.^-^リ本港！$!敎徒の問には朝胖及び淸阔傅道の計赛漸ゃく北ハの跡を絕ちて、 殆んど 七 年 を 經 過せ 

り。 然れども"€„^紬亜の傅逝、 殊に 淸韓の 敎化は 其の 責任 日本 基督 教徒の 肩に 懸れ りと 謂 はざる 可ら 

す。 臍 日彌久 その 志 を { 仝 うする は 慨嘆の 至りな り。 故に 余輩 は 新 領土 豪 灣の傳 道に 着手して 幾分の 

成功 をな せる m 本 基督 敎侖. ： が、 本年 春 を 待ちて 淸 國 に 傳近を 開始す べしと 聞きて、 喜 悅に堪 へ 

す。 此の 志を與 へられた る祌に 感謝す る こと 切なり。 新年 早々 此の 報道 は 全國の 基督 敎 徒の 歡迎す 

る 所な らん を 疑 はす。  一九 0 四 年 1 nrcsi 報) 

If 故に 等 道す る.^ 

傳 道すべき 理由 如何 

ます 

燈火を 升の 下に 隱す ものな し。 基督 敎徒は 其の 胸中に 一大 光明 を與 へられたり。 之 を 四方に 發揮 

せざる を g: んゃ。 

基督 を 信す る 者 は 其の 發 見せる 眞理を 喜び、 其の 救 はれた るに 感泣し、 其の 平和に 安んじ、 其の 

祝福に 謂 歌す。 己の 欲する 所 を 人に 施す は 基督の 精神に 非す や。 豈に 之れ を 天下に 普及せ しめ ざら 

んゃ。 

何故に 傅 道す る や  九 七 


何故に 瞎道 一， る や  九 八 

基督 曰く、 离^ に往 きて 斯の 道を傳 へよ と。 傳道は 主 耶穌の 命ぜら る、 所、 之 を實行 する は 北ハの 

臣僕 たる もの ム 責任に 非す や。 

今や 社 # は 傅 道 を 催促す る こと 急な り。 新年の 初 週の 祈禱き は、 何れも 比較的に 盛んな りしと 傅 

へらる。 龠堂に 狼る もの 渐く增 加し 道 を 求む る もの 次第に 多し。 請 ふ來 りて 助けよ と 呼ば はる 聲は 

內國 何れの 所よ.^ も 聞 ゆ、 ま那 よりも 聞 ゆ。 此れ 傳 道の 時期 熟せる ものに 非す や。 

傳道 は敎會 の 進歩 を 意味す。 基督教の 板 ふは傳 道に あり。 廣く福 昔 を宣傳 する の 精神 は 敎會の 生 

命な り。 馬 太傳の 末節 を 見よ。 基督 は 世の 終りまで 爾曹と 偕に 在るべし と 約束せられ たり。 基督と 

共に あるに 於て 信仰の 兩 全し と 謂 ふべ し。 然れ ども 此の 約束 は 萬 國に往 きて 福音 を宣 ぶる ものに 與 

へられし ものなる を 記憶せ ざる 可ら す。 傅 道 の 熱誠 切なれば 基督 偕に 在す との 意識 愈 々深く 且つ 鮮 

かならん。 此を 以て 見れば 實に傳 道 は 敎會の 生命な り。 自家の 敎會 を經營 する に 各 ^ なりと 謂 ふ を 口 

實 として、 傅 道 事業に 冷淡なる は、 自ら 其の 語る 所 を 解せ ざる ものに 非す や。 

或る人 n く、 貧民の ために 働く 事業の 魂 は、 魂の 爲 めに 働く ことなりと。 人の 魂 を 重んじ 其の 救 

に 熱中 する は 凡て 慈善 事 業 の 根本な りと 謂ざる 可から す。 豈に只 だ 貧者 を 救 恤し孤 兒を撫 育す る の 

みならん や。 社 會萬般 のこと 魂の 救 を 以て 其の 基本と す。 我れ 福音 を 恥と せす、 こけ 救 を 社 會の全 

面に 及ぼすべき 祌の大 能 たれば なり、 日本 基督 敎傳 道の 動機 また 此の 點 にも 存 すべし。 敎科書 事件 

の 如き 現象に 接して は 此の 感轉た 切なる を覺 へ ざらん や。 


バウ：！ が トロア スに 船出し、 海 を 越へ て歐羅 巴に 傳道 せし 時、 ユダヤ は 已に敎 化せられ しゃ、 小 

亞.！ 亞の傅 近 は {兀 成せり や。 余輩 は その 成 綰 今日の 我阈傳 道の 結果に 比して 遍 ありし ならん を 恐 

る。 然も バウ B は鋭寇 して 其の 力 を歐洲 にまで 延長 せんと 試みたり。 日本の 敎化 未だ 洽 ねから すと 

唱ハ 時^ n 十し と (n ふ をロ實 として、 ま 那の傳 道に 黉成 せざる もの は、 使徒 バウ 口に 於て 強大なる 

反對 論者 を 見出し、 彼が 精神に 對 して 自ら 恥る 所な きを 得ん や。 

バウ B 曰く 『終りに 我 之 を 言 ふ、 兄弟よ、 雨曹 我等の 爲に 祈り、 主の 道 をして 疾 くひろ まり、 榮 

を受 くると 爾曹の 中の 如くなら しめよ』 と。 然れば これ バウ 口が テサロ  一 I ケ 人に 向 ひて § めし 听な 

り。 基 骨 敎徒は 傅 道の ために 執 一切なる 祈り を獻 ぐべき なり。 斯の 如く 祈る もの 多からば、 偉 道の资 

金 も 立地に 辨じ、 傅 道に 身 を獻 ぐる もの 績々 W 出せん。 傳道は 祈禱を 以て 其の 生命と なす ものな り。 
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或る 友人の 臺 灣に傳 道す る や、 社友の 一人に 告げて 言 ふやう、 等 は 今日 使徒 行 傳の幾 頁 かを自 

ら書 きつつ あるので ある。 餘 程奮發 せねば ならぬ と。 實に 我々 は 日本 基督 敎史 使徒 行傳 中の 働き手 
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である。 此の 抱负を 以て 進まねば ならぬ。 

然るに 現在の 狀態は 如何で あるか。 傳 道の 事から 敎會の 有様に 至る まで、 とても 然ぅ言 ふ 振り 合 

ひに は 進んで 居らぬ。 耶穌が 三人の =fl5- 子 を 引き 伴れ て、 變貌の 山から 下って 見られる と、 麓に 居た 

外の 弟子た ちは惡 鬼に 苦め られる 若者 を 救 ふこと が 出来す、 多くの 人々 に 瑗り圍 まれ、 學者 等に 論 

からか は 

じ 付けられて 居った。 彼等 は 世人に 侮られ、 揶愉れ て 居った。 敎育 ある 信徒の 敎會に 遠ざかる 理. S 

に 付いて、 諸方から 意兑を 集める 護 敎の思 ひ 付き は、 至極 時勢に 適切な 企で ある。 大聲 疾呼して 

も、 喇叭 吹いても、 上 を 下へ と 運動しても、 又た かと 言 はれる やうな 事で は， 致し方がない。 基督 敎 

からか は 

の 傅 道 は社會 環視の 巾に 在って、 揶揄れ つつ あり はせ ぬか。 

敎<$1はカぁる^<?とならねばならぬ。 日本の 基督 敎は モッ ト 盛んな 氣 カを發 揮して 天下 を 席捲す る 

ほどの 勢 ひ を 持たねば ならぬ。 古への 使徒 等 は汝等 能力 を受 くるまで エルサレム に 止り 居れと 命ぜ 

られ た。 彼せ t は 之に. E つて 靜 かに 思 ひ、 切に 祈り、 熟 心に 待ちつつ 一堂に 集って 居った。 燥 急なる 

ぺ テ 0、 熱血 性なる ャ コ ブ、 ョ ハ ネ、 疑 ひ 深き ト マ ス、 打算に 忙 はしき 着實 なる マ タイ を 始めと し 

て、 各 其の 氣を 抑へ、 己に 克ち、 謙虚 交讓、 一心 一意、 只 だ 主の 命じた まふ 方針に 向って 進まん と 

決心して 居った。 共 L!^ 敎 徒の 問 にも、 今日 是れ 位の 精神がなくて は 日本の 傳道覺 束ない ことで あ 

る 0 

明治 十九 年 か 二十 年の 頃で あつたと 覺ゅ、 組合 敎會と 日本 基督 敎會 (當時 一致 敎會) との 問に 合 


併の 相談が あった。 着々 步を 進めて 十分 成熟す る だら うと 思 はれた が、 不幸に してせ、 の 事が 審： 餅に 

歸 した。 まだ 出来さう に 兄え て 居った 頃、 或る 有名な 政治家が 之 を 聞き 驚いて 言った。 ®^ 敎と言 

ふ もの は 不思議で ある。 現に 改進 黨、 自. E 黨 など 主義から 言 ふと 餘り逮 つて 居らぬ が、 妙な 行き 懸 

りから 双方 相對： t して 爭 論が 止まぬ。 到底 一 致な ど 出來る もので ない。 然るに 一 致 糾合の 兩敎^ を 

さ へ 合併す るに 至らし むる と： H ふ は、 驚くべき 力で あると。 右の 政治家が 基督 敎に 入た の も 多分せ、 

れ^の 195- に 感心した 結 * であった らうと 思 はれる。 

若し 基督 敎が眞 面目に 信ぜられて 居るならば、 是れ しきの 事の 成就され る は ：！： ん でもない。 宗派 

の 分立に も 已むを得ない 现 由が あるで あらう。 主義 も 信仰 も 構 はす、 漫 りに 調和 呼 はり をす る は. S 

しくない。 併し 信仰の 結 菜、 出来ない 堪忍 も 出來、 世 問の 人情から 言 ふと むべ からざる 企も實 行 

される と 言 ふ 勢に ならなければ、 社會を 大きく 動す こと は 出來ぬ 話で ある。 祌の國 や 人の 救より 

も、 各自の 事業と か 宗派と か を 本尊と して 居り、 是れに 未練 を殘 して 情寶を 打破す る こと も、 行き 

懸りを 一 掃す る こと も 許さざる 程度の 1^ 仰で は、 精 祌界に 勢力 を 振 ふこと 思 ひも 寄らぬ。 

我々 に は 何故 悪鬼が 追 ひ 出せぬ かと =Bi ^子た ち は 問 ふた。 主の 答 へらる る やう、 廿 ：( れは斷 食、 祈り 

でなくて は 行かぬ と。 斷 食と は 手 短 かに 一一 一一 c へば 克己 を 意味す るので ある。 敎會が 勢力 を 上から 賜 は 

るに は、 我 を棄て 利己主義 を 離れ、 肉 慾 を 抑へ て厕に 神國の 大事 を專 ら心隨 ける ものと ならねば な 

らぬ。 克己の 必要 を 感ぜす、 献身 もせす、 外 國の资 本に 依って 傳 道され るに 滿 足し、 基 蓊敎の 士官 
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擧校 たる 祌學 校は敎 へ られ賃 を 取つ て勉强 する 人の みで 埋められ、 敎會 には傳 道の 爲 めに 身代 を 失 

つた ものが 殆んど 兌 出され 難く、 太平 樂の 問に 帝 國の救 ひが 成就され ると 思 ふの は間逮 である。 さ 

う 事が 簡單に 容易く 行く もの か。 十字架 を 以て 創立され たも の を 十字架な し に 遣り 缘げ ると 一一 一一：： ふ 

は、 蟲の好 過ぎた， \ である。 傳 道の 事 は 第二 流 以下の 人達に 遣らせて 只 だ 会-儲けと 戰 と名譽 とにば 

かり 走る 有力者の 多い 敎會 は精祌 上に 於て 巳に 失敗して 居る。 不眞 面目 極る と 言 はねば ならぬ。 

ツイ ンッ H ン ドルフ 伯、 一一 コ ラウス • ル ウド ウイ ヒは 偏理說 横暴の 餘を 受けた る國に 生れ、 靑年 

の 時 志 を 立て 献身 傳 道に 從 事して、 モラビア ン 派の 光 榮 ある 偉 蹐をプ 口 テ ス タント 傅 道史に 留め、 

大いに 某し 督敎界 の 信仰 を覺^ した 人物で ある。 年 十九、 或る時 圖らす も 救 主 受難の 圖を 見た。 題し 

て 『我 之 を 凡て 汝の爲 めに 爲 せり、 汝 我が 爲 めに 何を爲 さんと する や』 と 記して あった。 仙 は ち 

かね 

に 此の 問に 答 へ 難る 心地が した。 『假令 之 を 好まざる こと あらん も， 强 ひて 其の 御 苦み に與る こ と を 

S!: しめ 給へ』 と 救 主に 哀願した。 之が 伯 等の 傳 道の 振 ひ 起った 動機で ある。 其れ故 彼等が 傳 道の 方 

針 も、 我々 のと 同じ やうな 譯 であるが、 何となく 趣きが 逮 つて 居る。 毫く とも 政治家 然 たる 所がな 

たまし ひ 

い。 CI く 『我々 の 全世界に 行き、 勉めて 倦まざる べき は、 我々 の 鐘 魂の 爲 めに 其の 生命 を捐 てた ま 

へる 彼 を 愛すべき 多くの 心 を獲來 らんが 爲め なり』 と。 彼等 は 基督 を 愛すろ の餘 り、 人 をして 之 を 

,  バヅシ m ン 

愛せし めんと 熟 巾した ので ある。 伯 また 曰く 『我 は 只 だ 一 つの 愛情 を 有す。 其 は 只 だ 彼のみ、 彼の 

み』 と。 我々 の II に斯の 如き 精神が 起らねば、 ；？？$勢の振起到底$^^^、へからざることでぁる。 


終りに 憶すべき は、 や^の 一 車で ある。 祈禱に 熱心なる は 好い が、 して 祈りの 如くな りても 

^し 支へ なき か。 ゼべ ダイの 二子、 邪穌に 求む る 所 ありし^、 汝 ゆせ 我と 共に 盃を飮 み 得る やと 問 は 

れた。 n 本の 傅 道に つきて 祈る もの も、 矢張り；^ じ やうに 問 はるる こと を覺 悟すべき である。 我が 

國を救 ひた まへ、 傅 范を报 起した まへ と 祈る も Q は、 之に 伴 ふ を飮み 干す の 決心 をな さねば なら 

ぬ。 祈りに 無责 任なる は {n: しくない。 祈り は 肉ら して 献身す るの 意 を 含む ものである。 之な 

I ち  ， 

くして 漫 りに 祈る とも、 嗚る錡 饗く欽 に 過ぎぬ。 日本の 某： 智敎 徒が 責任 を 負 ひ、 キ： 招き 給 はば 何 所 

まで も、 又 何事に てもと 一一 =2 ふ 決心 を 以て 祈るならば、 人も资本も何も彼もtf^^が如く與るでぁら 

う。 主 を 愛する 心と 克己 献身の 精神 さへ あるならば、 忽ち 現 はれ 出 づ べき 潜勢力が 充滿 して 居る。 

ふくさ  あしきし もべ 

我れ 手 巾に 裹 みて 藏め 置け りと 首 ふ もの は、 .惡 僕よ、 我れ 汝の 口に 因りて 爾を鞫 くべ し， 爾 我は嚴 

しき 者に て sjs 一かざる 者 を 取り、 播 かざる もの を 獲る と 知る、 然るに 何 ぞ我來 ると き 本と 利 を 得ん が 

爲 めに 我が 金 を 免 錢肆に 預け ざり しゃ、 と 宣言せられ たので ある。 一 九 C  H liMl ほ i 音 新報) 
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行 傳第十 一 章 十九 節 以下に、 ステパ ノ の證 死して より 迫害 愈よ 激しくな り、 信徒 i: 方に 散 じて、 
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ピー 1 ケ、 クプ 。、 及び アン テオ ケ等 に傳 道した ことが 赛 いて ある。 殊に アン テ オケの 敎勢 甚だ 盛大 

に 赴き、 斯道 を：^ する 者 は クリス チア ンと 呼ばれる の 端 を 開いた など、 當 時の 有様 は 如何に 懾 快で 

あったら うか、 . ろに 昔し が^ばれる。 是れ から 暫 らくの 間 アン テ オケの 敎勢を 回顧 せんと 欲する 

ので あるが、 然 うする と自 から 其の 傳道當 初の 首領た るバ ル ナパ の赛 から 說き 起さねば ならぬ。 

た はた  も  あし.； -と 

『他人 m 疇 ありけ るが、 共の 金 を 挈ち來 り、 使徒た ちの 足下に 置け り。』 

と は、 行 傳第四 章に 於け るバ ル ナパ に 就ての 記事で ある。 彼 は レビの 族で、 クプ n に 生れ、 共の 名 

な ひ さめ 

をョセ フと言 ひしが、 使徒た ちに はバ ルナ バと 呼ばれた。 之を譯 けば 『慰藉の 子』 と 言 ふ 意味で あ 

る。 彼が 基督の 道に 從事 する や、 時勢の 必要に 感 する こと 深き より、 其の 產業を 傾けて 之 を 使徒た 

ちの 足下に 置いた と 首 ふ。 其の 人物 は 此の 一事 を 以て 推測す る 事が 出来る。 斯の 如き 人が 主と なつ 

= とわり 

て傳 道し、 所謂 同氣相 求む るの 道理に 漏れす、 アン テ オケに 立派な 敎會が 設立 せられた。 H ルサレ 

ムの敎 が 此の 人 を 選んで、 アン テ オケに 行か しめたの は 誠に {nj しき を 得た 思 ひ 付きで ある。 凡て 

傳 道に 着手す る は斯の 如き 工合で なければ ならぬ。 創立 に與か る 信徒の 精神が 萬 事 の 土臺 とな る。 

16 つ JJ  たまし ひ ひゃく 

三才 兒の魂 性、 百 歳まで もで、 多くの 敎會 が碌々 他に 依れる 存在 を 醜く 維持して 居る の は、 皆な 此 

の 理由に 基づく ものである。 我國プ n テス タント 各團 體の傳 道と 其の 成 鑌とを 調べて 兑 ると、 此の 

事實が 紛れな く！： 然として 居る。 

始めて クリス チア ンと 呼ばる 


常時 5^ 太 人 は 耶穌の 信徒 を ナザレ 人と か、 が リラ ャ人 とか 呼んで 居った。 また 信徒 自身の 方で は 

兄弟、 聖徒、 弟子な どと 呼ぶ のみで、 まだ クリス チア ンと雷 ふ 名 は 用 ゐられ なんだ。 異邦人 は 之 を 

辆太敎 の 少し 色の 異っ たもの 位に K- へて， 居って、 全 く 別な 稷 類の 信仰と は 思 ひ 寄らなかった ので 

ある。 併し信徒の勢カが次第に^,1?<延り、 共の 精神 振 ひ 立つ に隨 ひ、 彼等 は隱れ もな き 一勢 力と 認め 

られ、 決して 猶太 敎 でもな く、 在來の 他の 信仰と も 異なる ものであると 言 ふこと が 判って 來た。 共 

所で 口さがな きァ ンテ オケ 人 は 是れが 遂に 何れ 程光榮 ある 名稱 となる や を 夢にも 知らす、 基督 者 

流、 基^ i^- 中と 一 百 ふ 意味の クリス チア ンてふ 徒名 を タツ 付けた ので ある。 けれども トレンチが 『詞 

の 研究』 に 論じて 居る 通り、 此の 名稱の 起原と 其の 流行 は 福音の 道が 世界的の 述命を 持って 居る と 

言 ふ 確信 を 意味す る もので、 決して 摘 太 一 國 民の 中に 止る もので ない と 首 ふこと を 明かに したので 

ある。 アン テ オケの 耶穌敎 徒が、 此の 名 稱を用 ゆるに 至った と 同時に、 基督 敎は^ 太 民族の 宗敎か 

ら 一躍して 世界的の ものと なった。 其れと 是れと は 異なる 點も 多い が、 日本 基督 敎會 の濫艇 また ァ 

ふる ごこ 

ンテ オケの 故事 を 思 ひ 合 はせ て 趣味 深く 感ぜられる。 明治 五 年 三月 横濱に 創立され た敎會 は、 世界 

何れの 宗派に も屬 する を 好ます、 主耶穌 基督 を 信す る 者 を 以て 皆な 兄弟と する 主義 を 堅く 取って 動 

かす、 外 國の敎 派で なく、 日本の 基督 敎會 だと 首 ふ 精神 を 發 表する 爲 めに、 自ら 呼んで 日本 基督 公 

會 と 1=1! つた。 M 移り 物變 つて 三十 三年 を經た 今日、 日本 基督 公 會當初 の 精神 は 無慘 にも 中道 にして 

寶 行され 難く、 紛々 たる 宗派 分立の 形 を 現出す るに 至った が、 基督 敎は 今や 明らかに 日本の 基督 敎 
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である。 往年 頻りに 流行った 洋敎 或は 外敎 など 首 ふ名稱 が、 新聞 ゃ雜 誌の 上に 殆んど 其の 跡 を 絶つ 

に 至った ので も 判る ではない か。 日本 基督 敎會傳 道局獨 立の 第 十 年 を 祝す るに 當 つて、 何卒 此の 日 

本の 基 将敎、 常時の 猶太 的と 對 Eii すべき 外 國宗敎 でない 所の 福 昔の 道が、 〔仗々 健全に 發 達し 日本 傳 

道の 振與 する 様に 祈り 且つ 盡カ する は、 御 同様の 一 大 責任で ある。 

ァ ンテ才 ケは對 岸の クプ a を 始め、 小- 亞 細亞、 歐羅 巴に 至る まで 道を傳 ふるの 起點 となりぬ。 

ァ ン テオ ケは羅 馬帝國 第三の 首府 を 以て 目せられ、 西に は渺茫 たる 地中海 を 擁し、 北に はァ マ ヌ 

ス山 雲に 紫え、 南 は リバ ナ ス の 山脈 長く 引いて 猶太の 國と境 を 接し、 首 は^ 小 亞細亞 は 固より、 是ょ 

り 西の 世界に 通す る 咽喉で ある。 基督敎は此所を起點とし地中海の^l?嶼ゃ對岸の各地に傳播され、 

ガラテ ャも ピリ ピもコ リ ン トもァ テ ン スも ゆ：： な此 所から 傳 道され たので ある。 其の 勢 破竹の 如く、 

羅 Hit 帝 國が上 を 下へ と擾ぎ 立つ 程の 有様と なった。 此の 點 日本の 基督教 は 酷だァ ンテ オケと 似て 居 

るで はない か。 我國の 東洋に 於け る 地勢、 共の 外交 上の 位^、 近來頻りに起りっっぁる出來|8^-の行 

き懸 り、 國 民の 性格 抱^ 等、 何の 點 から 考 へて 2=- て も 支那 朝鮮 は 愚か、 束洋 全體に 健； なる 茶督敎 

を 扶植す ベ き 使命 は、 我々 の 上に 懸 つて 居る。 

アンチ オケと エルサレムの 對峙 

基^ 敎は H ルサ レム を起點 として 傳 へられた ので あるが、 アン テ オケの 信徒が 然 頭角 を顯は 

し、 ^太 的 宗教から 割然 l5i 別され て、 基督 者と 言 ふ 世界的 名稱の 下に. N つに 至った 頃、 已に H ルサ 


レ ムの基 #敎 と は？ t 稗 共の 趣き を si- にす る 所 を 生じ、 割禮 など も廢 して 了う と 首 ふ 工合で， 大いに 

新機軸 を し、 全く 新 局面 を 打 問した の である。 玆に エルサレム の 人.々 と 行き 遠 ひ を 生じて 八签し 

い 會議も 開かれ、 容易なら ぬ 騒動 も 持ち 上った。 加拉太 書な ど を 見る と當 時の 模様が 手に 取る 様に 

想像され る。 H ルサ レムと アン テ オケの 對立 は、 我等 日本の 基督 者に 取って 小，' なからぬ 趣味 を 催さ 

せ、 稷々 の 聯想が 群がって 起り 來る を感 する。 日本の 基督 敎は アン テ オケの 昔し と 同じく 必す しも 

歐 米の 模做者 を 以て 滿 足すべき 道现 がない。 保羅 等が 慨然と して 猶太 的 陋習 を 打破し 福音の ぽ、 味 を 

I 取 も 深く 且つ 鮮 かに 叽 し、 基督教の 正義 を 主張した 如き 抱負 は、 日本の 基督 敎 にも 無くて 叶 はぬ 

ことで ある。 强 いて 平地に 波瀾 を 生じ、 漫り に應史 を蹈み 潰して 何んでも 新奇なる が 好い と 首 ふの 

は、 せし くない ことで ある。 けれども 日本の 基督 敎は 信仰 上の 胸襟 を披 き、 神の 聖靈の 導く 所 何 所 

へな りと 邁往直 巡す る氣 概を懷 きたい ものである。 アン テ オケと エルサレム の對 時 して 居った 事實 

は、 我等 をして 頻りに 西洋 基督 敎對 日本 基督 敎 問題 を 聯想せ しめる。 孔子 も 生れ、 釋 迦も說 法し、 

多くの 政 變を甫 ね、 世界に 最も 古い 經驗を 積んだ 東洋が、 基督の 道に 就いて 何も 貢獻 する 事が 出來 

す、 新たに 耶穌 の宗敎 を解釋 する 所 もな く、. 只 だ外國 基督教の 御蔭 を 蒙 ひて 居る だら うと は、 如何 

に し て も考 へられない 事で ある。 祌は 日本 の 基督 敎に 向つ て大 いな る 賜物 を 準備 さ れつつ ある もの 

と 信ぜねば ならぬ。 

アンチ オケ、 エルサレム をぎ ふ 
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アン テ オケの 敎會と 日本の 基 g 教  10=； 

カイ ザル • クラウ デォの 時、 年 大いに 娥 えたと 錄 して ある。 猶太の 基督 敎徒は 之が 爲 めに 非常な 

る 困窮に 陷 つた。 其の 時 アン テ オケの 信徒 各々 の 力量に 從 つて 金品 を 集め、 遙に 猶太に 住める 兄弟 

を 救 はんが 爲 めに 之 を、 而 かも バルナ バ とサゥ a との 手に 托して H ルサ レムの 長老に 送った。 寳に 

其の 美事の 移 ひ 香 は 今日に 至る も 尙ほ盡 きせす、 我々 の 志を勵 ますに 餘り あるで はない か。 基督 を 

信す る 者 は 世の 光で ある。 光 は 散じ擴 がる もので 八方 を 1 一して 毫も 惜氣 なく 輝く。 只 だ 自分の 頭上 

の 蠅を拂 ふの み で 能事 了 ると 考 へ る は 基督の 精神で ない。 今日 の 敎會は カ相應 に 遣 つて 居る と 信じ 

て滿 足す るか も 知れぬ が、 熟々 考へ るなら ば尙ほ 遣らす に濟 まして 居る 事が 澤山 にある だら う。 

アン テオ ケ 人材 を 招致す 

殊 に 愉快 に 感ぜられる は アン テオ ケ の 信者が 人 材を 擧げ、 傳道上 の 英物を 薦め 舉げ た こ とで あ 

る。 使徒 時代に は 彼 得、 約 翰、 保羅が 必要で ある。 中世の 基督 敎はァ シジの フランシス や、 明溪の 

ベルナル ドを 待って 振った。 宗敎 改革 は ルゥ テル、 カル ビン の S 出 を 要求した。 敎舍に は 力 ある 靈 

的の 人 村が 裱々 起らねば 如何に 騒いでも 駄目で ある。 行傳第 十一 一章に ァ ンテ オケの 敎勢 頻りに 振 ひ 

起て 夥多の 人が 主に 加 はった とき、 『バ ルナ バは サゥ 口 を 尋ねん 爲に タル ソに 赴き、 彼に 遭て 之をァ 

ンテ オケに 携へ 来れり。 新く 彼等 一年の 間 共に 敎會に 集りて 多くの 民を敎 ゆ』 と ある。 是れ 敎會に 

人 村 を 招致した 甚だ 美しき 手本で はない か。 頻にァ ンテ オケ を 聯想せ しめる 日本の 基督 敎も 願く は 

此點に 於て ァ ンテ オケの 如く あれ かし。 兄： 姉妹 等 はせ：： 1. なバ ルナ バ の 如く サゥ n を 尋ね 出さねば 


ならぬ。 冬く のサゥ a は 各敎會 より 招きに 應ぜ ねばならぬ。 我々 は 神 學の敎 育に 深く 意 を 用 ふるの 

必要^ はだ 急なる を感 する。 日本の 基督；^ はバ ルナ バを 以て 滿 足し 居る に は 非す やと 氣遣 はれて な 

らぬ。 

百 尺 竿頭 尙ほ 一 歩 を 餘せリ 

ァ ンテ オケ は斯の 如く 多くの 點に 於て 神の ES 龍に 沐浴し、 發 達の 準備 を 調へ て 前途 望み 多き もの 

であった。 行 傳の笫 十三 章に 曰く、 アン テ オケの 敎 會に數 人の！ » 言 者と 敎師 あり、 即ち バルナ バ及 

び 一一 ゲルと 呼ばる るシ メォ ン、 叉ク レネの ル キヲ、 分封の 君 へ 口， テの 乳兄弟 マ ナ ェ ン 及び サゥ 口な 

さま 

りと。 人材 ni- の 如く、 英雄 雲の 如しと 言った 様な 狀態 である。 併し まだ 基 5^1 敎は アン テオ ケに能 城 

して 居る。 傅 道の 規模 は 小さく、 辛うじて H ルサ レムの 錢謹を 救 ふが 關の 山であった。 所が 祌は之 

を？ 3- いて 更に 偉大なる 企て を爲 さしめ た。 曰く 『主に 仕へ て斷 食な せる 時 gi? 靈言 ひける は 我が 爲め 

にバ ルナ バ と サゥロ を 選び 別ちて 我が 彼等に 命ぜし 所の 事 を 行 はしめ よ。 玆に 於て 斷 貧し、 祈り を 

爲し、 手を兩 人の 上に 置きて 之を往 かしむ。 此の 兩人は 聖靈に 遣 はされ て セル キヤに 下り、 彼 よ 

り 船出して ク プロに 赴け り。 …… 遂に パ ボスより 船出して パンフ リャの ペル ゲに 至る』 と。 小亞細 

亞の傳 道、 歐羅 巴の 敎化 此の ー擧に 依って 着手せられ たので ある。 彼等よ 主に 仕へ、 寢食を 忘れて 

祈って 居った 時、 聖靈の 導きに 依り 傳道 上の 飛躍 を 試みる 事と なった。 何卒 此の 點に 於ても 日本の 

基督 敎 をして IJ^ も 好く ァ ンテ オケに 類似せ しめる 様に したい ものである。 日本 基督 敎會傳 道 局の 第 

アン テオ ケの 敎會と He 本の 基 5» 敎  一 〇 九 
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十 年 は 醵金 三 萬 五 千圓、 獨立敎 會.； ハ侗。 是れは 感謝すべき 事に は逮 ひない が、 大局の 上から 言へば 

猶太の 窮迫 を脤恤 した 位に しか 當ら ぬ。 努是 れで滿 足す ベから す、 經營 すべき 事業、 着手すべき 企 

て は、 地中海 ゃ歐 羅 巴が アン テオ ケ の 前に 横 はって 頻りに 其の 奮發を 待って 居った と！： じ 事で あ 

る。 我々 は 主に 仕へ て斷貧 を爲 しつつ あるか。 何故に バルナ バとサ ゥロを 選び 別ちて 我が 彼等に 命 

ぜし 所の 事 を 行 はしめ よと 言 ふ 聖靈の 聲が閜 えない か。 加拉太 書に 依つ て 見る とァ ンテ オケの 敎會 

に は 間違 もないで はなかった が、 何分 其の 精神と 抱負と は實に 羨し い。 願く は 我々 をして アン テオ 

ケ の 敎， &と ：：： 本の 基督 敎 を 聯想 する の 敎訓を 深く 味 はめし よ。 

日本 基督 敎會傳 道 ：！？ 第 十一 一年 祝賀 會の 說敎 

1 九 0 四 ii- 1 二  HJ^^Sn 新報) 

時代の 要求と 敎會の 要求 

時代 は 基お M 敎を 求めて ゐる。 日本 國 民の 靈は幅 音に 向って 憧憬れ てゐ る。 併し 『若し fB? を 啓 導す 

,  さと 

る 者な くば 如何で 曉る こと を んゃ』 で 彼等 は 神より 遣 はされ たる 人、 立派な 人格に 由り て、 基督 

と 其の 敎と を傳 へられたくて 耐 へられな いので ある。 


今 rn の敎 含の 倚 道 者に 向って 求める 所、 矢張り 社會と 同じで あるで あらう か。 余輩 は 矢張り 同じ 

苦で あると 思って 居る。 牧師たり 俾道 者た る 者に 向って は、 其の 信仰の 篤く して 活 きて おる こと、 

其の ni 格の 商く して 淸ぃ 事、 其の 舉問 も、 敎會を 導き 社會 の木驛 たるに 足る 事、 何よりも 是 等を耍 

求し なくて はならぬ。 若しも 敎會の 傅 道 者に 要求す る 所が 是 等であるなら ば、 傅、 お 者と ならん と 志 

す 者 も、 初ょり^§格ぁり志操ぁi^氣節ぁり能カぁる人でぁるは明かなのでぁる。 旣に傳 道して K る 

者 も、 只管 神に 充ち 基督に 化せら れんこと を 祈って 次第に 發 達し、 次第に 上界し、 確かに 敎會を 率 

ゐて 行き、 一代 を 指導して 行く ことの 出来る 人格と なる に 違 ひない。 然 すれば 敎會の 俾道者 は、 乂 

た社會 の 求めて 居る 俾道 者で あるから、 此の 社 會を神 に 引く に 於て 非常に 大 いなる 力 を 有する であ 

らラ。 

併し乍ら 今 苗 際の 敎會の 有様 は 如何で あるか。 信徒と 稱し、 會 員と 稱 する ものが、 ー體 敎會： i 

就いて どんな 现 想 をお つて 居る か、 牧 師傳道 者に は 如何様 にあって もら ひたいの であるか。 

所謂 牧 ふ 者な き 羊と なつ て 居る 敎會が 、 牧師 を聘 すると 云 ふ 場合 に當 つて 共の 人選の 標準 を兒る 

と、 して 高い とも 健全 だと も 言 はれない。 是 では 社會と 並行して、 進んで 社會の 要求す る 所を飽 

かせる こと も出來 まいし、 叉 有 爲の靑 年、 才能 學カ ある 輩が、 勇んで 傳 道の 事業に 志さう 普 もな 

い。 何と なれば 其の 様に 奮發 して 從ふ 程の 高い もので ない。 どんな 人で も 出來る こと、 見える か 

ら である。 

時代の 要求と 敎 の耍求  1 1 1 


時：：：： の 求と 教 <i!- の 求  1 ニー 

或る 觀 察の 鋭い 雜誌 主筆な ど は 言って ゐる。 『日本 は 早 かれ 晚 かれ 基督教 國 になる ので ある。 それ 

でなくて は 文明 國の 間の 仲 問 交際が 出来ない から、 自然 上下 何時の 問に か 基督 敎徒 となって 仕舞 ふ 

ので あらう。 敎食 はあって も 無くても それ は 同じ だ。 事に 由ったら 敎會は 却って 邪魔になる かも 知 

れな い』 と。 是はー 面の 觀察 である。 或は こんな 事になる かも 知れぬ。 併し さう 云 ふ 場合に、 敎會 

の 邪魔になる のが 社 會の廢 物と して 邪魔になる 様で は 情ない 話で ある。 余輩 は 敎會が 社 會のー 方に 

莉を ip へ、 北ハの 中には 堅. S 信仰が 充ち、 健全な 道 德が備 はって 居る ため， 浮薄な 社 會が唯 勢に 推さ 

れて 形ば かりの 基督教に 流れて 行く の を 或は 遮り、 或は 堰き止め、 斯くて 邪魔になる であらう と 信 

する。 是非 かう いふ 地位 勢力に 致さなければ ならぬ ので ある。 敎會 は何處 まで も 骨格で ある。 柱で 

なめく ぢ  . 

ある。 敎 食が 邪魔に ならない 基督 敎社會 は、 海月の 如く、 蛇餘の 如く、 否、 堙の 如き ものである。 

今日 の 敎食は 先づ敎 舎に 就いての 理想 を 確りと させ、 高い ものと させなくて はならぬ。 敎會は 神の 

國 である。 神の 充 つる 所、 神の 心の 遣憾 なく 行 はる」 所、 耶穌 基督の 在す 所、 其の 精神の 活動す る 

所、 此の 理想に §i して 敎食は 生きて 行き、 立って 行くべき ものである。 牧師 俾道 者に 求む る 所 も、 

もっと 立派な こと を 求める 樣 にならねば ならぬ。 若し 左様に.,？. i るなら ば、 確かに 社會を 指導す る こ 

とが 出來、 社 侖.： の 要求 を充 たせて やる ことが 出來、 社 會を敎 會に吞 み 込む ことが 出来る と 信す る。 
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敎 役者と 自省 

今日から 三日 問此 所に 集會 する 目的 は 巳に 諸 の 知らる- -所 であらう。 ヶネは 日本に 傳 道が 開始 

されてから； A 十 年に 相赏 する ので、 諸敎含 とも 取り-^ に 之 を 祝す る 準備 を爲 して 居る。 五十 年と 

云へば 此に 居らる、 人のう ちに はま だ 生れなかった 人 も ある。 何ん にも 考へ の 無い 少年であった も 

の も ある。 共の やうな 時から 巳に 我が 國の傅 道 は計畫 され、 叉實 行され て、 今 口に 至った ので あ 

る。 不 E 心議な 話で ある。 燈臺下 暗し で 其の 局に 當 つて 居れば、 其の 事業の 大 いなる こと を 感ぜぬ か 

も 知らぬ が、 考 へて 兑れ ば實 に大 いなる 事で ある。 此際傳 道の 任に 當 つて 居る 者 は 皆な 十分に 活動 

の 出来る 力 を 得、 また pir! の 間に 聯絡が 出來、 相呼應 して 基督の 爲 めに 盡す こと を 望まぬ もの はな か 

らう。 此の 集會は 何ん な 事 をす ると 決定った こと は 無い ので ある。 只 だ 相 集って 精神 上の 結合 を圖 

り、 神の 示し を 待って 何事 を か 爲すを 得る に 至らば 幸で ある。 今日の 祈り や 話の 趣意 は敎 役者が 自 

らおみ ろ ことで ある。 然 かし 或る 新聞に は 『敎 役者と 自醒』 と 書いて あった。 自らお み、 a つ 自ら 

醒める ことで あるから、 相 待って 今日の 趣意が 全うせられる 譯 である。 

『神よ 願く は 我 を 探りて 我が 心 を 知り、 我 を 試みて 我が 諸々 の 思念 を 知りた まへ』 (f 一一 一一 一一 一一"^) 

教 役者と 自省  1 1 =1 
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我々 は 自ら 省みて 覺醒 せんとす る 目的 を 以て 此 所に 集って 居る。 長い間 床に 就いて 居る 病人 は自 

ら脈を 取ったり、 打診 をして 見たり する。 然 かし 自分の 打診 位で は 病狀は 十分に 解らない。 矢張り 

借すべき 醫 者に 吟味して もら はねば ならぬ。 之と 同じく 我々 は 自ら 省る のみで は 足らぬ。 最も 大切 

なの は 神に 吟味して 貰 ふこと である。 單の 人なら ば已が 病氣の 有様 を 話しても 益に ならぬ。 然 かし 

1:!:^ する 醫者な らば 遣憾 なく 見ても らふ。 我々 に は 精神 上の 癇疾が ある。 痛みが ある。 耻 しく 思 ふと 

ころが ある。 或は 之 を 敵に 見せたならば、 其の 隙 を 狙って 我々 を 苦しめる かも 知れぬ。 然 かし 今日 

は 神 に 見せる ので あ る 。『神よ 願く は 我 を 探りて 我が 心 を 知り、 我 を 試みて 我が 諸 々 の 思念 を 知りた 

まへ』。 汚れて 居る ところが 解らねば 掃除す る こと は 出来ぬ。 塵 や 埃の あると ころ を 吟味して 貰 は 

ねばならぬ。 是れが 第一の 必要で あらう。 

『大 なる 家の 中 に は 金と 銀の 器 あるの み ならす、 木と 土の 器 も あ り。 彼 は 貴き に 用 ひ、 此れ は賤 きに 

W ふるな り。 人 もし これ 等 を 離れて 己れ を 潔くせば、 貴き に 用 ひらる る 器と なり、 潔くして 主の 用に 

合 ひ、 諸て の 善事 を 作す こと を 得るな り。』) fjfg ほ ff 一一 一一) 

ま 一 ひ 

我々 のうちに は 或は 銀の 器 も あり 或は 金の 器 も ある。 1 つの 靈 魂のう ちに も 其の やうな- が あ 

る。 然 かし 此 所に は 誰でも 貴き 器と なること が出來 ると 書いて ある。 實 に：^" 决な ことで ある。 我々 

は 大きな 利 殿のう ちで 如. 何なる こと を爲て 居る 巧 或は 失 sl^i すべき こと を爲 して 居る かも 知れぬ。 

過去 五 十 年 ii に 於け る 日本の 敎會の こと を考 へ て も 余； と 銀の 器が あ るの み ならす、 木と 土の 器 も あ 


る u liS 分 ハ浙懸 りな 話で ある。 然 かし 如何に 弱く とも、 少 さくと も、 詰らなくても、 鬼に 角に 潔 めら 

れる とき は、 大きな 用に 供せられ 得る に 至る ので ある。 聖別され て祌の 用に 立つ ので ある。 惡ぃ/ U 

と、 汚ない こと を 離れて 祌の 用に 潔 めれ やうと する 志が 高まれば 貴き に 用 ひらるべき 器と なる。 是 

れは 今日までの 經應に 鑑みても 心強く a つ 偸 快に 感する ことで ある。 

『兄弟よ、 汝ら 主の 名に 依りて 語りし 預貢者 を、 苦み と 忍びとの 式と すべし』 (ffg^v 

此 所に は 預言者 を 式と する ことが 苦み と 忍びと に 限って ある。 然 かし 之に 限る 必要 はない。 主の 

名に 託 ひて 語 りし 預 一一 R 者 を 式と する こと はす ベての 點 に 於て 大切で あ る。 我々 は 前の 聖句 により、 

祌の 用に 立つ こと を 心 懸ける ときには、 遂に 其の 志が 成就せられ 得る こと を學ん だ。 それに は 古へ 

の 預言者 を 手本に せねば ならぬ。 預言者と は 何ん な もので あらう。 古から 预ー百 者に ついて 色々 な 名 

稱が與 へられた。 即ち 神の 人と も 云 はれた。 眞に 神に 屬 する 人の 意で ある。 神の 僕と も 云 はれた。 

神に 屬し 之に 事へ、 全身 全力 を 獻げて 其の 用に 立つ ので ある。 また 神の 解釋 者と も 云 はれた。 神の 

通 辯、 祌を現 はす ものである。 神の 旨 を 窺 ふて 之を彰 はし、 之 を解釋 し、 之 を 宣言す る もので あ 

る。 然 らば 何う して 其の やうに 神の 旨 を解釋 する ことが 出來 るかと 云 ふに、 预 一一 一一 C 者 は 見者であった 

からで ある。 Sccr 即ち 見る 者で ある。 祌を 見る ものである。 又 以賽亞 書に は 斥候と あり、 以西 結 

書に は 守 防 者と ある、 稱の上 を 巡邏し、 また 群の 外に 張 番をして 居る ものである。 要害 好き 城 或は 

邑を 巡邏し、 之が ために 斥候し、 用意 厳重に 手ぐ すね 引いて 張 番をして 居る。 十 ：！ へ武 田と 德 川との 

！ S; 役者 i<n 省  一 一 五 
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合戰 例へば 味方 ケ 原の 戰に、 斥候の 兵が 武勇 を 現 はした 話が 書いて ある。 之が 言 者の 務めで あ 

る。 時勢に 對し、 今 曰の 敎會の 有様に 對し、 此の 名稱の 意味 は 如何に 我々 の 心に 映す るか、 斯る職 

責を 有する ものが 如何に 考 へて 居る か。 叉 預言者と は 水 を 充分に 注ぎ 人れ る、 それが 盛り 溢れ、 溢 

れ てまた 流れる ものと 云 ふ 意義 も ある。 ャ コブ はすべ て 基督 者た る もの は 男 も 女 も 皆な 主の 名に 託 

りて 語りし 預言者 を 式と せねば ならぬ と 云って 居る。 祌の 人、 神の 僕、 神の 解釋 者、 見る もの、 斥 

候、 水 を 注ぎ 人れ られ、 溢れて 流れる。 斯の 如く 預言者の 意義 を考 ふれば 何 所と なく 戒められる こ 

と 舉 ぶべき ことが 甚だ 多い。 我々 は 神の 人、 神の 僕で ありながら、 勝手な W 向 をす る こと 多く、 怠慢 

に 流れ、 神 を 知る ことが 甚だ 竦 略で ある。 斥候の 職責 を 負 ひながら 居 眠 をして 居る こと はない か。 

我々 は 言で なく 靈魂を 以て 傳 道して 居る か。 考へ 来れば 我々 は 罪人で ある。 ヤコ ブは 我々 に對 して 

手痛ぃ^^を加へたものと思はれる。 

最後に 但以理 書 第 九 章を讀 んで考 へたい。 是 れはダ -1 H ルが遙 かに 異鄕に 抑留され て 居た 間に、 

故鄕 M ルサ レムの 荒れ果てた 有様 を 懐 ひ、 之が 恢復 を圖 らんと すると ころで ある。 曰く 『その 世の 

はじめつ とし  さと 

元年に 我ダ -1 二 ル、 ェ ホバ の 言の 預 一一 一一 C 者 H レ ミヤに 臨みて 吿 げたる 其 の 年の 數を 書に よりて 曉れ 

り。 - 即ち その 一一 r に H ルサ レム は 荒れて 七十 年 を 經んと あり。 是 において 我 面 を 主 H ホバに 向け- 斷 

食 をな し、 麻の 衣 を 着、 灰 を 蒙り、 祈り かつ 願 ひて 求む る さ をせ り』。 面 を N ホバに 向けて 求む る こ 

と は 耶^の 傳 にも 兌え て 居る。 一 心 不亂に 非常な 決心 を 以て、 所謂 金剛 心 を很ひ 起して 或る 事に 向 


つて 進む ので ある。 ダ -1 H ルは赏 に斯の 如き 熱心 を 以て 祌に願 ひ 求めた。 此の 求む ると いふ は 或る 

题：： ： を 執へ て、 之 を 成就 せんが 爲に熱 切に 願 ひ 祈る の 意で ある。 『即ち 我 わが 祌 エホバに ts り、 懺 

悔して； おへり』。 此禱 りに は 懺悔が あった。 『嗚呼 大 にして 畏 るべき 神なる 主、 自已を 愛し， 自己の 誡 

命 を 守る ものた めに 契約 を 保ち、 之に 恩惠を 施した まふ 者よ。 我ら は 罪 を 犯し 悖れる 事を爲 し、 悪 

を 行 ひ、 叛逆 を爲 して 汝の誡 命と 法挣を 離れたり。 我ら はまた 汝の 僕なる 預言者た ちが 汝の名 を も 

て 我らの 王た ち、 君た ち、 先祖た ちお よび 全國の 民に 吿 げたる 所に 聽き從 は ざり しなり。 主よ 公義 

は お  さ- . 

は汝 におし、 羞辱は 我らに 歸 せり。 その 狀 今日の 如し。 即ち ュダの 人々、 N ルサ レムの IH^ 民お よび 

イスラ H ルの 全家の 者 は、 近き 者 も 遠き 者 も 皆な、 汝の逐 ひやり たま ひし 諸の 國々 にて 羞辱を 蒙れ 

り。 是は 彼らが 汝に 背きて 獲た る 罪に よ ひて 然るな り、 主よ 羞辱は 我らに 歸し、 我ち の 王た ち、 君 

たち、 および 先祖た ちに 歸 す。 是は 我ら 汝に向 ひて 罪 を 犯し たれば なり』。 神の 潔 齋く義 しきに 對 

あはれ； * ゆるし 

して 自身 は耻 辱ば かり 搔 いて 居る ので ある。 『憐憫と 宥赦と は 主たる 我らの 祌の衷 にあり。 そ は 我 

ら 之に 叛 きたれば なり。 我ら はまた 我らの 神 M ホバ の 言に 遵 はす、 M ホバ がその 僕なる： g 言 者た ち 

によりて 我らの 前に 設けた まひし 律法 を 行 は ざり しなり。 抑 も イスラ H ル人は 皆汝の 律法 を 犯し 離 

れ去りて汝のー百に；^!5はざりき。 是を もて 神の 僕モ ー セの 律法に 記した る 呪詛と 誓詞 我らの 上に 掛ぎ 

わざ は ひ 

か、 れり。 是は 我ら これに 罪を璲 たれば なり。 即ち 祌は大 いなる 災害 を 我らに 蒙らせた まひて 其の 

さ き と 

前に 我らと 我ら を鞫 ける 士師 とに むかひて 宣 ひし 言 を 行 ひとげ たまへ り。 かの H ルサ レムに 臨みた 

敎 役者と 省  一 一 七 
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る ことの 如き は 普 天の下に 未だ 曾て 有ら ざり しなり。 モ ー セの 律法に 記した る 如くに この 災害す ベ 

て 我らに 臨みし かど も 我ら は その 神 エホバ の 面 を 和 げんと も爲 す、 その 悪 を 離れて 汝 の眞现 を曉ら 

ん とも 爲 ざり き。 是を もて H ホバ 心に かけて 災害 を 我らに 降した ま へ り。 我らの 神 M ホバは 何事 を 

なした まふ も、 すべて 公義く いますな り。 然るに 我ら は その 一一 一一：： に； f は ざり き。 主たる 我らの 神よ、 

汝は强 き 手 を もて 汝の民 を H ジブ トの 地よ ひ 導き出して 今日の 如く 汝の名 を 揚げた まふ。 我ら は 罪 

を 犯し 悪しき 事 を 行へ り』。 ダ II H ルは以 色 列の 歷史を 思 ひ 起して る。 『主よ 願く は 汝が是 まで 公義 

^ォぎ  ハか り  、きど- H リ 

き 御行 爲を爲 した まひし 如く、 汝の邑 エルサレム、 汝の聖 き 山より 汝の 忿怒と 憤^と を 取り離した 

まへ。 其 は 我らの 罪と 我らの 先祖の 悪の ために M ルサ レムと 汝の民 は 我らの 周圍の 者の 笑 柄と なり 

たれば なり』。 以色列 人 は 他の！； の 人の 笑 柄と なった。 或は 今 r" の 基督 敎に ついても 幾分 か然 うで あ 

るか も 知れぬ。 『然れ ば 我らの 神よ、 僕の 禱と 願を聽 きた まへ。 汝は 主にい ませば かの 荒れ 居る 汝の 

聖 所に 汝の面 を 輝かせた まへ、 我が； t よ 耳 を 傾けて 聽き たまへ。 ほ. 啓きて 我らの 荒， 蕪た る狀 を 

觀、 汝の名 を もて 稱 へらる、 邑を觀 たまへ。 我らが 汝の 前に 祈禱を たてまつる は 自己の 公義に よる 

に 非ら す、 唯 汝の大 いなる 憐惻 によるな り』。 自己の 力で 傳 道が 彼な つたり、 斯うな つたり す もの 

ではない。 只 だ 祌の大 なる 憐澗 によるの である。 『主よ 聽 きいれ たまへ。 、王よ 赦し たまへ。 主よ 聽き 

いれて 行 ひた まへ、 この 事を遲 くした ふなかれ。 わが 神よ 汝みづ からのた めに 之 を 爲し たまへ。 其 

は汝の a と 汝の民 は 汝の名 を もて 稱 へら るれば なり』。 是 れがダ 一 1 H ルの 祈りで ある。 立 5^ な |k りで 


ある。 更に 此に 愉快 極まる ことが いて ある。 『我 祈 禱の首 をのべ をる 時 我が 初に 異象の 中に 見た る 

かの 人ガ プリ H ル脇 i に 飛びて 晚の祈 禱を獻 ぐる 頃 我 許に 達し、 我に 告げて 云 ひける は ダ-ー エルよ 

今 我 汝を敎 へて され i を 5 おせしめん とて 出で 来れり』。 祌は 彼が 祈る 問に 巳に ガブリエル を 送って 力 

を a  、へた。 不思議で あるが、 また 喜ばしい。 耍はダ 一 1 H ルの 祈りの 心、 即ち エルサレムの 祌殿を m え 

ふこと 切に して、 懺悔に 滿ち、 神の 榮光を 輝かさん-と を 欲する 熱心 を 以て f..! に 祈るべき である。 凡 

て 0 こと は北ハ れに歸 着す ると 思 ふ。 市內 t 敎 役者 祈禱會 の 席上 講演 一九 0 九 年 九 n§R 報) 

傳道 者の 反省 を 要す 

ウェス レイ！^ に 言卬に 進まん と 欲する の 志 あり。 ケン ビスの 『基督の 模倣』、 ラオの 一一、 レ イリヤ 

ス • コ オル』 など を讀 みて、 其の 靈的 修養 を 怠らす。 然れ ども 未だ 確信 を 得る に 至らす。 一 千 七 百 

三十 五 年、 隊道會 社の 聘に應 じて 米國に 赴任す。 一千 七 百 三十 八 年、 故 ありて 英 國に歸 る。 歸國の 

航海 中、 其の 日記に 書して 曰く 『余 は 印度人 を悔改 せしめん が爲 めに 米國に 行けり。 然れ ども 鳴 呼 

誰か 余 をして 眞 に悔改 せし むる も のぞ。 此の 不信仰の 惡 心より 余 を 救 ひ 出さん もの は誰ぞ や』 と。 

五月の 或る 夜 倫敦 にあり しが、 ヲ ウル ヅケ エト 街に 催された る 宗敎的 一 集會に 列す。 或る人 

iSt 道 者の 反省 も耍す  一 一九 
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の ル ゥ テルが 羅馬書 註解の 序に ロハ だ 信仰に よりて 義 とせら るる を說 きし 文章 を朗讀 する を聽 き、 豁 

然 悟る 所 ありて 此 所に 自ら 救 はれた るの 確信 を 感得し、 { 氷に 歸 りし 後 其の 日記に 書して 曰く 『余 は 

之 を 知る。 余 は 今 神と 和ぐ こと を 得たり』 と。 

比の 時より 彼 は 新なる 心 を 以て 傳 道に 從 事し、 重に 馬上に て 旅行せ しもの 少なくとも 一 一十 五 萬 

哩、 說敎^ 萬 间.、 時として は 一 问 の 聽者ニ 萬の 多き に 上れり。 其の 事業 は 今日に 至る まで 其の 勢力 

を 維持しつつ あり。 然れ ども 此の 大 なる 成功 は 彼が 傳道 者と なりし 後の 悔改に 基く ものなる を 忘る 

可ら す。 

^.1^0 1 人が 久しき 以前に、 一 讀 深く 啓發 する 所 ありし 書に、 『コ ムプ リイ トニア ュ チイ • ォ 

ブ •  メ ン』 と 題す る も Q あり。 基督 敎倫现 書の 種類に 霧す。 著者 を へ ン リイ • ヴ ュ ン (ウェス レイ 

の 友人 ホヰッ トフ ヒ ルドと 友たり) とい ふ。 記者が 傳 道心 を獎勵 せられ、 此の 事業に 身を投 する Q 

志 を 堅めた る は、 ヴェ ンが 著書の 賜 ものな りしと いふ。 頃日 其の 傳 記を讀 みて 懷舊 の情禁 する 能 は 

すと て 口く、 へ ン リイ *ヴュ ンは傳 道 者と なりし のち、 其の 信仰 不健全なる を 顧み、 如何にもして 

眞 正なる 靈的狀 態に 達せん ものと 心 縢け、 ウェス レイの 如く ラオの 一 「シ イリ ヤス • コ オル』 を讀み 

て 益す る 所 少なから す、 煩悶 四 年 遂に 光明 を認 むる こと を 得たり。 彼が 斯の 如くなる を 得し は、 ハ 

ン チン グ トン 夫人の 懇切なる 勸め による 所 多 かりし とい ふ。 爾來 其の 說敎 全く 前日と 異なりて、 到 

ると ころ 夥多の 靈魂を 基督に！ 35^ きて、 傳道 者と して 大いに 成功す る こと を 得たり。 記者 はヴニ ンの 


傅 記 を みて、 故人に 遇 ひたる の感 深く、 特に 傅 道 者と なりて 多少の 年月 を經 たる 自他の 信仰に 就 

きて^る ところ 多く、 思 ひ轉た 切なる もの ありと 語り 居たり。 

トマス • チャル モ ルス の 傳を讀 みし もの も、 此の 偉大なる 說敎 者に 之と 同 一 なる 經験 ありし を 記 

憶す るな らん。 彼 は 牧師と なりし のち、 重き 病に 罹りし とき、 眞の 信仰に 達する こと を 得たり。 此 

時より 北ハの 說敎は 內容も 調子 も 全く 前 曰と 異なりて、 靈的 活力 遠近に 振 へ り。 

今や 我 邦 傅 道の 計畫 多端に して、 人 を 救 ふの 用意 1^ くなる 折 柄、 最も 大切なる は 傳道者 自身 

の 反^し 悔改 して 健全なる 信仰に 進まん ことなり。 然ら ざれば 如何なる 計 畫を爲 す も、 決して 神の 

祝福 を 得難 かるべし。 

反^すべき は 啻に 傳道 者の みに あらざる べし。 倫敦の マイヤ 曰く 『聖書 的 リヴァイヴァル は敎會 

身のう ちに 起らざる ベから す。 一た び活 きしこと ある ものに あら ざれば、 復興す る ことな かるべ 

き 苦な り』。 信仰な きもの を 基督に 導く 動因 は、 聖靈 なれ ど 彼 は淸く 且つ 從 順なる 敎 會を經 由して 活 

動す。 敎 含は曠 ひの 事業 を 成就 せんが 爲 めに 聖靈の 選み たる 機關 なり。 聖靈の 偉大なる 事業 を爲さ 

ん とする の 紛れな き徵候 は、 神の 人民が 自己の 冷淡 無感覺 にして、 不忠 實に 且つ 世俗的なる を慨 

き、 露 的 新生 命 を 振起す るに あり。 リヴァ イヴ ァ ルの 順序 は ェゼ キエ ル 第三 十六 章 一 一十 五節 以下、 

特に 三十 三、 三十 w、 三十 七、 三十 八 等の 諸 節に 見 ゆる ごとくなる を 要す。 今日は 敎會 の覺醒 すべ 

き 時 X り。  一 九  一 0 年 一一 一 m(：s"s 報) 
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傳道 者の 反省 

『汝等 は舊き 穀物 を 食 ふ 間に、 また 新しき もの を 獲て、 其の 舊 きもの を 出す に 至らん』 (f?fti)。 

我々^ 道す る もの は 何う か 此ぅ云 ふ 心 持で 事に 當 りたい。 此の 集會に 於ても 我々 は 新しい もの を 

得、 古き もの は 別の 形と なり、 旺ん なる 氣カ を與 へられて、 どん/ \ 之れ を 活用す るに 至らねば な 

らぬ。 

『山 を 下る 時 …… 彼等多くの人の11^^るところに來り.しに或人耶穌に來り跪き云ひけるは、 主よ 我が 

子を憐 みたまへ。 歸癎 にて 屢々 火に 倒れ、 水に 倒れ、 甚だ 苦め り。 之を汝 の. 子に 携れ往 きたれ ど 

翳す こと を 得 ざり， き。 耶穌 答へ て 云 ひける は 噫 信な き 曲れ る 世なる 哉、 我 何時まで 汝等 とともに 居 

いまし 

んゃ。 我 何時まで 汝等を 忍ばん や。 彼 を 我が もとに 携れ 來れ。 遂に 耶穌鬼 を 斥めた まへば 鬼 出で て 

其の 子 この 時より 癒えたり.。 其のと き 弟子 ひ そかに 耶穌に 來り云 ひける は 我 倚 之 を遂ひ 出す こ と 能 

は ざり し は 何故 ぞ、 耶穌 彼等に 云 ひける は汝等 信な きが 故な り。 我 まことに 汝 らに吿 げん。 若し 芥 

稷の 如き 信 あらば 此 山に 此 所より 彼 所に 移れと 命 ふと も必す 移らん。 叉なん ぢらに 能 はざる ことな 


力るべし。 然れど 此の 類 ほ 祈りと 斷食. ^にあら ざれば 出る づ ことなし』 (|"?/ 一 fj。 

『我等 之 を 遂 ひ 出す こと 能 は ざり し は 何故 ぞ』。 是れは 長い 間條 道し たものの3^1;な問はんと欲する 

Ki であらう。 去年の 今顷 我々 は此 所に 粲 つて 大いに 祌の 恩寵 を 感じ、 力付いて 傅 道 を 遣った ことで 

あるが、 今日までの 經驗に 於て、 此の 問 ひ を銘々 の 心に 持って 居る。 是れ寳 に 神の 前に 深く 考 へね 

ばなら ぬ ことで ある。 耶穌は 『汝等 信な きが 故な り』 と 云 はれた。 キ 日の 集會は 何う か銘々 が 此の 

問 ひ を 懸けて、 愼ん で耶穌 の敎を 受け、 『此の 類 は 祈りと 斷 食と にあら ざれば 出づる さなし』 と ある 

に 心 を § 出て 之を實 行す る やうに したい ものである。 『斯 時より 耶穌 初めて 道 を宜べ 傅へ、 天 國は近 

けり 梅 改めよ と 云 ひ 給へ り。 耶穌が ガリ ラャの 海演を 歩みて ぺテ n と 云 ふシモ ン、 其の 兄弟 ァ ンデ 

レと 二人に て 海に 網うて る を 見たり。 彼等 は 漁 者な り。 之に 云 ひける は 我に 從へ、 我 汝らを 人に 漁 

る^^とたさん。 彼等 やがて 網を棄 てて 耶穌 に從 ふ。 是れ より 進みけ るに、 叉 外の 兄弟 二人 即ち ゼべ 

つく 3  U  、 

ダイの 了ャ コ ブと 其の 兄弟 ョ 、ノ ネ父ゼ ベ ダイと 偕に 舟に て 網 を 補へ る を 25^ て 之 を 召び しに、 彼^も 

顿て 舟と 父と を 置きて 耶 穌に從 へり』 Ci ぶ嘈？ ji づ。 

一方に はべ テロ 兄弟が 網 を 打って 居る。 彼方に はゼべ ダイの 二人の 子が 網 を 緩って 居る。 打つ も 

の も あり、 繕 ふ もの も ある。 我々 の 務め は靜 かに 守る 牧會の 事業の みで はない。 進んで 失 はれた も 

の を 尋ねば ならぬ。 九十 九の 羊 を 守る の は 牧師の 務めで あるが、 之と 同時に 一疋の 迷へ る 羊 を尋ぬ 

る； i 背 宜悔 者の 務め を 忘れて はならぬ。 牧師と して 敎.^ CJ を 守る のみなら す、 多くの 人民に 對 して 幅 
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育 を說 き、 之 を 悔い改めし ねばならぬ。 此の 集 は牧. などの こと も 研究して 互に 祈る ことで ある 

が 我々 は 新しく 人 を 捕 へても 之 を 取り 週す さが 多い。 何う 云 ふ现. E であらう。 拔 けたと ころが ある 

のか。 何 か 引から まって 居る か。 不都合な ところで もあった か。 天候 潮流の 工合が 悪る かった か。 

色々 な 說明も あるで あらう。 何う か 此ぅ云 ふこと もまた 神の 前に 自問自答したい。 何ん と考 へても 

是れは 天候 や 潮流の 工合の 悪い 爲め ばかりで はない。 網に 何處か 破れ 目. が あり はせ ぬか。 或は 網の 

目が 大き 過ぎ はせ ぬか。 何處か 緩んで 居る ところが あり はせ ぬか。 一方に ベ テロ 兄弟 あり。 他方に 

はョ ハネ 兄： が ある。 其れ は 宛が ら此 所に 集って 居る ものの 實況を 描いた ものの やうに 思 はれる。 

網 を 打つ ^古 を 镜んで 北ハの 破れ目 を も 緩 はねば ならぬ。 我々 は 牧師た るの みならす、 ^^进ぃ^？でぁ 

る。 守る のみでな く、 獲らねば ならぬ。 1^3 げて 行く <P 一 を 獲らねば ならぬ。 此の 精神で 遣れば 確かに 

• 大 なる 漁獵が あるに 逮 ひない。 

『わが 劍は 天に てうる ほひたり。 よ エドムの 上に 下り、 滅亡に { えめた る 民のう へに 下りて 之 を， 轆 

=? パレ n へ以 KSSSY- 

牟 力ん』 _01ョ の 五 J 

此 所に 書いて あるの は、 以色列 人が 其の 敵なる ヱ ドムの 人民と 戰 ふに 當り、 神赫 として 愤リ、 天 

に 於て 使ひ惯 らし、 ^に 血の 儒って 居る 劍を 板り かざして 敵軍 を 打ち； 小一-げら るると 云 ふ、 物^く ま 

た 勇ましい 文 •snf である。 之 を 我々 の 上に 適用 すれば 敎を受 くる ことが 多い、 然 かし 今 は餘 iE^ に 及ぶ 

がない。 我々 は戰 ふに 當 りて； 大 にて 儒った 劍を 取る こと を 第一と せねば ならぬ、 此の 戰 ひが 只 だ 


人間の 慧ゃ 工夫へ 品を替 へて 遣っても 到底 駄目で ある。 ^々の 戰は 祌の戰 である。 それで 他の 方 

法で は往 かぬ。 天に 儒った 劍 でなくて はならぬ。 々な こと も あるが、 何よりも 先づ 天に て濡 ひた 

る 劍を祌 から 賜って 此の 戰 ひに 從 ひたい ものである。  一九 1 0 年 三 nr  (福音 新報) 

基督 敎と 社會 

t^- 督敎は 新たなる 生命の 宗敎 なり。 ^人の 更に 生れて 神の 國の 公民と なるべき を敎 ふ。 個々 の 人 

格の 底 深く 新生 命 を 扶植し、 之 をして 神の 子た るの 本領 を 全うせし めんと 欲するな り。 然れ ども 神 

の 子た るの 本 鍋 は、 天父の 家族の 一 人と して、 同胞と 相 親み、 兄弟 和 協して 愛の 聯交を 完成す るに 

あるな り。 故に 基督 敎は恫 人の 救 ひなる のみなら す、 社 會の救 ひとなら すん ば 止ます。 廣く世 を 救 

はんとす るが、 其の 目的な りと 知るべし。 『御國 を 来らせ 給へ、 御き の 天に 行 はる、 如く、 地に も 

行 はれし め 給へ』 と 常に 祈る。 然れば 基督教 は 社 會に對 する の 使命 を 有す。 世界 は 其の 進歩 改善に 

つき、 耶穌の 救 ひを俟 たす して、 効果の 全き を 期す る こと 能 はざる な ひ。 

はたらき 

律法と 恩寵と が^ 人の 救 ひに 於て、 其の 作用 を 異にし、 其の 結果 遂に 雲泥の差 を 生す るに 至る が 如 

く、 社會の 諸^題 を 解決 せんとす るに も、 兩 者の 差異 甚 しきもの あり。 法律 的の 勢力 及 人間の 制度 

.  ニー 五 
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を 以て 社 會を救 はんと 欲する は、 其の 起點に 於ても、 其の 歸 結に 於ても、 福 昔の 活ける 力 を 之に 應 

用して、 根本的の 解決 を與 ふると 大いに 異なり。 例へば 身 體の病 を 治し、 健康 を 保全す るに 當 りて 

內 外科の 手術 治療 を 要する は 論 を 俟た す。 然れ ども 加餐 攝 養して 根本的に 活力 を 旺盛なら しむべき 

手段 を 取ら ざれば、 完全 に 其の 目的 を 達す る こと 能 は ざ る ベ し。 

社#を 救 ひ、 其の 亂れ たる を鎭め 其の 安寧 幸福 を 全うし、 其 成立の 目的 を 遂げし めんと 欲せば、 

咸履を 以て 共 特徴の 一 つと なせる 法律制度に のみ 專ら 依賴 する： は 甚だ 不可な り。 外的の 手段 を尙 

び、 法律 及び 制度に のみ 重き を 置きて、 內 的の 工夫 を 忘れ、 根本の 解決 を 怠る が爲 に、 或は 力 を 

揎 にし、 ^^しきは弑虐掠奪をさへ行ひて、 漫 りに 社會を 改良し、 理不盡 に 抂屈を 仲べ、 强 いて 其の 

所謂 理 想 を實現 せしめん と圖る もの あるに 至るな り。 是れ暴 を 以て 暴に 代 ふるもの、 社會 の 害毒 遂 

に 共の 底止す る 所 を 知る ベから す。 彼の 無政府 共產 主義の 如き 即ち 是れ なり。 禁慾 主義が 道 德を修 

むる の 目的に 適 はざる と 同じく、 角 を 培-めて 牛 を 殺す が 如き 不自然なる 手段 は、 總て 人間の 害惡を 

除かん と 欲して、 結 nj? 無効に 了り、 後の 有様 却って 前のより も悲慘 なる もの あらんと す。 

此に 於て 基督 敎は 如何にして 社會の 問題 を 解決す るに 貢獻 せんとす るか。 其の 根 本義 は 要する 

に、 

基督 敎の靈 的 活力なる に 在る 也。 法律の 力よりも 人格の 力 を 重ん す。 威壓 よりも 感化 を尙 ぶ。 手 

術 を 施す よりも 攝養 を勉 むる を 心 懸けし む。 基督 敎は 社會內 住の 活力た らんこと を 期す。 其の 作用 


は內 的た .=。 茶齊敎 の！：^ 健に して 自由なる、 且つ 三 斗の 粉 を 膨らます 麪酵の 如き 勢力 を 加へ すん 

ば、 社 會の救 はれん こと 得て 望むべからざる な ひ。  一 

上下？^: に 利 をのみ 相爭 ふ。 各 主我 的の 本 城に 立て籠りて 割據 せる 狀態 なり。 權利 思想の み 張りて 

ll:;^. 任の 觀念 薄く、 義務 を負擔 する の 志 鈍し。 世 は 訴訟 人の 勝 欧を爭 ふの 外餘念 無き 法廷な り。 富め 

る は 时ャ： の 冬 血. おに 棍 ひて 脂肪 過多の 人の 如し。 貧しき は 貧血 病に 艱む ものに 似たり。 漫 りに 多 血 

者の 動脈 を 割き、 共の 血 を 流したり とて 必す しも 貧者の 健康 狀 態に 復 する を 期す ベから す。 彼 は 多 

血、 此は贫 血 なれと て、 漫然 對症 療法 を 事と するとき は、 社 會の病 を 救 ふこと 能 はざる なり。 故に 

^督敎 は 其の 愛の 福 昔 を宜傳 す。 即ち 神の愛に S き、 十字架の 意義に 於て 顯彰 せられ、 全世界に も 

換へ 難き 人格の 惯 値に 滴 當 せる 愛の 大道 を、 最も 明白に 根強く 力強く 敎 ふるな り。 基督 敎に. S ひて 

raffi せられ、 扶持せられ 擴張 せらる、 愛の 道、 獻 身の 大義の 常に 宣傳 せらる」 社會 は、 法律と 形式 

的 制度の 外 依り 賴 むべき もの 無き 社會 と、 其の 精神 氣風 大いに 異なり、 根本的の 生命に 於て 同じ か 

ら ざる こと 明かなる べし。 

經濟界 を 整理 する に 貨幣 の 本位 を定む る こと 必要な る 如く、 人生 も 亦價値 の 本位 を 明かに せ ざれ 

ば、 其の 秩序 を 保ち、 其の 健全なる 發逹を 期す る こと 能 はす。 何と なれば、 人生の 價 値は實 際に 於 

て 冠 履 其の 所 を 代へ、 玉石 混 清顚 倒の 甚 しきもの あれば なり。 社會は 其の 習慣 制度 法律に よりて 人 

生の 價値 を亂 しつ-. あり。 萬 物の 靈、 神の 子た る 人の 天性と 其の 組織と を 無視せ る 制度 行 はれて、 
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民 其の 依る 所 を 失 ひ適從 すると ころ を 知り 難し。 基督 敎は 此の 點に 於て 人生の 價値 本位 を 最も 適當 

に定 むる 者な り。 其の 禮拜は 即ち ゥォ ルス シップ (價 値の 義) なり。 神々 しく 靈 的なる を 以て 人生 

の 金貨 本位と 爲す。 神は靈 なり、 之を拜 する もの も- II と 眞とを 以て 拜 せざる ベから す。 物 體は靈 的 

なる ものに よりて 價値を 有す。 世界 は 神の 國の發 現、 其の 村 料、 其の 順序と して 贵 きものな り。 基 

督は靈 的の 狀態 如何に 由って 萬 事 を評價 したり。 靈的 金貨 本位に 照らせば、 富 も 貧に 如かす、 學者 

も不舉 者に 劣る。 幼兒も 限り無き 價値を 有すべし〕 一 人の 富める 靑 年は窮 無き 生命 を 全うせん が爲 

に、 其の 肘產を 盡く棄 つべ しと 命ぜられ しに 非す や。 人の 生命 は 所有物の 多き に存 せす。 生命 は糧 

よりも 貴く、 肉體は 衣服よりも 重し、 全世界 を 得る とも 其の 靈魂を 失 は 何の 益 あらん や。 祌の子 

として 其の 活動 を遂 ぐべき 理想的 狀態 こそ 貴と けれ" 基督 は 世人の 夢の 如く 感す る 此の 理想 を以 

て、 何物よりも 確實 なること、 見られたり。 之に 依賴 する もの をして、 亦 然か兑 せし むる の 感化 力 

を 有す。 人生の 惯値 本位 基督に 由り て 定まらば， 世 は 杜會の 秩序 を 回復し 其の 幸福 を 全うする の 順 

路に 向へ りと IS はざる ベから す。 

基督 敎は义 所有 横の 意義 を 明かに したり。 肘產は 神の ものな り。 天地の^ 一  つと して 神の 所有に 

非るな し。 吾人 は 之 を 神より 委 托せられたり。 之 を 使用す るに 於ても 神の mi 的に 從ひ、 其の 規定に 

則るべき のみ。 吾人 は產 業に 於て 責任 を 神に 負へ り、 妄りに 之 を 使^す る を 許されざる なり。 與へ 

られ たる もの は 己の 爲に與 へられた るに 非す。 世の 爲、 衆の 爲に與 へられた るな り。 所謂 神の 選擇 


が 被 選者 自己の 爲に 非す しして、 他に 祝福 を 及ぼさん が爲 なる が 如し。 基督 は 神の 選み を 受けた る 

長子 なれ ど、 此の 特 横が 纏て 十字架の 任務 を 意味した るに 非す や。 神の 攝理 に. e り 富を與 へられた 

る もの、 之に 鑑みて 其の 责任を 學ば すん ば ある 可ら す。 

某. 督敎は 是れら の 根 本義 を 世に 官； 傳し 之を實 現せし むる によりて、 其の 社會的 使命 を 全うする も 

^.s^o  一九 一 一年 三 H-  Ci 音 新報) 

M 言 者  . 

『汝ら は 基督の 體 にして 又 各々 其の 跤 なり、 神 は 第一に 使徒、 第二に 預言者、 第三に 敎師、 その 次 

ここなる わざ  ちから  ほど 1 一し  つかさどる もの 

に 異能を 行 ふ 者、 次に 病 を 醫す能 を 受けし 者、 施濟 する 者、 治理 者、 方霄 をい ふ 者を敎 龠に& 5- きた 

まへ り』 (fll? 一  1§)。 他 は 姑く 措き、 今日 基督 者の ために 必要なる は、 傅 道 者な り、 牧師な り、 敎會 

の治理 者な り。 而 して 此ら 人物 を 養成すべき 擧 校の 設備せられ しもの 其の 數 少しと せす。 或は 其の 

多き に 過ぐ る を 非難す る 者 すらな きに あらざる べし。 吾人 は 力 ある 傳道 者の 出 でん こと を 望む。 基 

督 敎の眞 理を講 明し、 理義 整然 之れ を解釋 すべき 擧 者を渴 望す る 今 曰の 如き もの 少 からん。 政治的 

の 力量 群を拔 き、 粉々 たる 異分子 を統 一 して 之 を 指 する チヤ ル モル スの 如き 人 村 も、 日本の 基督 


敎には 無くて 適 ふま じき 一 つなるべし。 牧者の 群羊に 於け るが 如く， 己の 羊 を 知り、 また 己の 羊に 

も 知られて、 基督 者 を 守り 育つ るに 堪 ふる 良 牧師 多し と 云 ふべ からす。 敎會の 盛大なら ざる を 見す 

や 。 然れ ども 今日 に 在りて 何も のより も 最も 痛切に 其の 必要 を 感ぜし むる もの は 預  1  一一 C 者な るべ し。 

預言者 は 神の 心に 通じ、 攝理の 趨勢 を 察する を 以て 或は 事 を 未然に 預言す るの 力 あらん。 然れ ども 

其の 最も 長す ると ころ は、 世界に 神の 現在す る こと を鮮 かに 覺 知し、 其の 儼然として 活動 せらる 

を 明白に 認識し、 時代と 其の 事物と を靈 的に 解釋 し、 天来の 威力 を 以て 耶穌 の證を 立て、 以て 天意 

人道 を 明に する に 在り。 『耶穌 の證を 立つ る靈と 預言の 靈と殊 なる さ なけ』 れば なり。 (f^fi) 預言 

者 は 神に 近く、 基督と 共に 生活し、 人の 靈 魂に 通す。 彼 は學究 的に あらす。 他人の 聲に應 する の 反 

響に あらす。 名 もな き 一輪の 草花 詩人に 由り て 驚くべき 趣味 を發 揮す るが 如く、 靈魂 のこと すべて 

預言者に 由り て目覺 しく、 耳新しく、 心 刺さる.. I が 如く、 人の 胸に 徹底すべし。 預言者 は 開 創 的な 

り。 彼 は 新なる 時代 を 作る。 古へ は 彼に 由り て 新に 繼 承せられ、 來者は 彼に 由り て 其の 端 を 開く。 

由来 基督 敎の 歷史 は、 預言者に 由り て 新なる 時代 を 劃し、 其の 舆起を 促進せられ しなる に、 俥 道 日 

尙ほ淺 き 我國の 基督 敎は、 已に單 調なる 時期に 入りた らん を 恐る。 是れ 預言者 を 要する の 時に あら 

す や。  一九二  二 年 六 nri 音 新報) 


日本 基督教の 峠 

『その 名に 託り て悔 改と赦 罪と は ヱルサ レムより 始まり 萬國の 民に 宣べ傳 へられん。 汝ら は此ら 

の 事の 證 人な り。 我 わが 父の 誓の もの を 汝らに 遺らん。 汝ら 上より 權を 授けら る ム迄は ^1 ル.サ レムに 

留まれ』 の) 

見. えせば、 世界に は 悪しき 空氣が 漲って 居る。 忌ま はしき 問題に 紛擾 を 極む る 議會は 云 ふ も更な 

り。 さて は 本願 寺の 騷動 など、 何れも 日本 國 民が 道 德上 身代限り を 申 渡されねば ならぬ やうな 心地 

だ。 然るに 他の 一方に 於て は 昨年の 末から 傳 道の 機運 餘程 熟した る やの 兆少 からす、 道に 進む もの 

镇々 お 一り 來る。 大いに 人 意を强 うする に 足る。 此の 時に 當 つて 全 國 協同 傳 道の 計 畫を實 行 せんと 

す。 全國 の諸敎 派を聯 ぬるの みならす、 內 外の 協同 事業で も あり、 其の 影響す ると ころ、 東洋 全體 

の 隊道は 云 ふまで もな く、 延 いて 全世界の それに も 及ぶべき を 疑 はぬ。 旁々 以て 吾人の 感興 を 刺激 

す る 甚だ 多大 で あ る。 自ら 之 に 多く の 希望 を屬 せざる を 得ぬ 。 

ユダヤ 民俟の バビロンに 俘虜と なるや、 國を 愛する の 志士 恢復の 謀に 肝 瞻を碎 くもの 多し。 預言 

者ゼ カリヤ も 其の 一人な りしが、 其の 成功の 曉を 夢み、 理想の 實 現せら る A こと を 確信し、 回天 興 

日本 基 ® 敎の 一三 一 


日本 基？ ass の at  ニー 一一 一 

ひ 

國の韋 業、 空中の 樓閣 ながら も 宛 かも 之 を 手に 取る 如くに 感じて 曰く、 『玆に 我 目を擧 げて觀 しに 一 

S の 人、 SiJS は を 手に 執り 居け ち は、 汝は何 處へ往 くやと 問 ひしに エルサレム を 量りて、 その 廣 さと 

も Q ハ 

長さの 幾何なる を觀ん とすと 我に 答 ふ。 時に 我に 語 ふ 天の 使 出で 行きたり しが、 又 一箇の 天の 使 出 

で來 りて 之に 會ひ、 之に 云 ひける は 走せ ゆきて この 少き 人に 云へ、 エルサレム は 其の 中に 人と 畜と 

顧なる によりて 野原の 如くに 廣く百 一るべし』 (V^EI)。 預言者の 爲せ しと は 未だ 生れざる 子の 年齢 を 

數 へて 賴 母し く感 する に 異ならす。 然れ ども 其の 希望の 滿ち 溢れた ると、 其の 確信の 牢乎 動かす 可 

からざる こと 斯の 如く 甚だしき ものであった。 此の 盛んなる 意氣を 以て 事に 當 らば、 決して 望み を 

失 ふ HI は あるまい。 IM、 天の 使が 『エルサレム は その 中の 人と 畜、 饒 なる によりて 野原の 如く 廣 

く 百 一るべし』 と 云へ るに 注意せ よ。 エルサレム 勃舆の 結果と して、 人口の 增加 夥しく 之を數 ふるに 

增 へす、 卞 街つ 砂茫 たる^ 原の 如く、 とても 之 を 測量す るに 由な き ほどなる べしと あるが 如く 傳道 

の 結果 は 只 だ 統計表 ゃ數字 上に 之 を 現 はし 得る もので ない。 より 深く、 より 犬なる ものが ある。 吾 

人が 道 を計畫 する も 亦斯の 如く あらねば ならぬ。 信仰に 於て 空中 樓閣の 夢に 憬れ、 殊に 數字 以上 

の 効果に より 深き 望み を屬 し、 精神的の 成功に ついて 最も 多く 滿足 する やうで なければ ならぬ 

ぺ  一一 H ルに 於け る ヤコ ブ のこと を 思へ。 流浪 二十 年、 錦 を 衣て 故 鄕に歸 る。 忽ち 之 を 震駭せ しむ 

る 報 S こ. 接した。 兄 エサ ゥ逞兵 四百 を 率いて 舊怨 忘れ 難き ヤコ ブを擊 たんと す。 妻子 や 家畜の 足 手 

纏 ひ あるの みならす、 戰 ひに は 慣れす、 長途の 旅行に 疲れた 身 を 以て 此の 大敵に 遭遇した こと 故、 


苦痛 y.- しかりし を怪 まぬ。 之に 備 ふる 爲め彼 は 一行 を 二 組に 分ち、 牛 の 家畜 を 幾 細かと なすな 

ど 用意 を さく 遣 漏な く、  ^らん 限りの 智 術を盡 して 此の 難關を 切り 拔 けんと 試みた。 然し 彼は遂 

に 相手 は與 みし 易き M サゥ のみなら す、 神と 己との 問に 解決 を 待てる 大 問題 ある を發 見し、 煩悶 夜 

を 徹して 曉 天に 至る。 彼 は 神の 事に つきて 今までに なき 實験を 得、 其 信仰生活に 一大 變化 を來 し、 

玆 に精祌 上の 革命 を 遂げ 得た。 事 は 創世記 第三 十二 章なる 暗示 深く、 興味 溢れた 記事に 詳 である。 

ヤコ ブは 精神 問題の 解決より 起ち 上って、 堂々 兄に 對 する こと を 得た。 而 して 其の 難問題 も 案外 易 

々と 解かれた ので ある。 

全國 協同 專道も 之と 似寄った ところが ある。 我々 は 容易なら ぬ 仕事 を 目前に 控 へて 居る。 之が 爲 

めに 東部 部の 一 一 乎に 分る 么 など 用意 取り々 々劃策 拔 目な きを 期して 居る。 然し 其れの みで は 足り 

ぬ。 吾人の 衷を 顧み、 信仰生活に 於て I 大覺 醒を來 し、 靈的 實驗の 上に 新面目 を 開かなければ なら 

ぬ。 此 たびの * 首 一は ヤコ ブの 場合に 於け る 如く、 精神 上の 峠で ある。 余 は 度 * 引用す る ことで ある 

• が、 ゆ はたむ けで、 日本 國 民の 先祖が 遠く 旅立つ 人 を 送り、 山上と ある 所 迄 之 を 伴ひ往 き、 其 所に 

て祌を 祭りて 別る \ こと を 常の 習 はせ としたので、 遂に 峠と 云 ふ 語が 出來 たので ある。 ヤコ ブは大 

敬に 逢 ふて 精神 界の 峠に 差し 懸 つたこと を 感じ、 悶えつ、 祈りつ、 靈 的の 力競べに 夜 を 明した。 彼 

は る 精神 を 得て、 然る 後 其の 難局に 處 したので ある。 精神 上の 勝利 を 得て 後に 目に 見 ゆる 敵 を 

迎 へた。 我々 も 之に 做 はねば ならぬ。 

B 本 基お 教の峠  ニニ 一一 一 


日本 基 w» の峙  ニー 1EI 

『汝ら その 石垣に 登りて 滅せ。 され ど 悉く は 之 を滅す 勿れ。 その 枝 を截り 除け。 N ホバの ものに 有 

ら ざれば なり』 GS^TS) 三 里の 城、 七 里の 郭、 其の 堅固なる を 誇る であらう が、 N ホバは 云 ふ、 ヱ 

ホバ の ものに あらざる 石垣 は 之 を 毀ち 棄て よと。 14 ホバ の ものに あらざる 戰備 は、 吾人に 於て ら 

の 用 もな し。 敎會の 設備、 俥 道の 機關、 其の 構へ 嚴 重に 見 ゆれ ども、 之 を 精神的に 點撿 すれば、 M 

ホバ の ものに あらす と認 むべき 種類な きを 保せ す。 是れ 大いに 注意すべき ことなり。 

ほろ J5 

『我が 劍は 天に てうる ほひたり。 視ょ エドムの 上に くだり、 滅亡に. 定めた る 民の 上に くだ. りて 之 を 

審 かん』 OillSr へ ブライ 人と エドム 人との 間に 起れ る 小 迫り 合、 是れ しきの 戰 ひと 侮り もすべき 

ことで は あるが、 之に 用 ふる 劍は、 『天 にて うる ほひた る もの』、 決して 地上の もので はない。 況んゃ 

全 同 協同 傳 道に 於て を や。 吾人 は 如何なる 武器 を 佩び 居る や。 地の ものなる か、 將た 天に てうる ほ 

ひし 劍な るか。 今 は 古への 武士の 如く、 各自 腰の もの を 吟味すべき ときで ある。 漫然 浮 足の ま&で 

出かけて ならぬ。 是れ實に信仰生活の修養^^必耍とする理由でぁる。 

3,,  L ぶな り  まちまちし よしよ さき 

『此後 主 また 七十 人 を 立て 之 を 兩個づ つに 分ち 自ら 至らん とする 諸 邑諸地 へ 前に 遣さん とて 彼等に 

かリ いれ も Q  は たら く，？ Q  かリ ^  f 

曰 ひける は- 収獲 は 多く、 工人 は 少し、 故に その 稼 主に 工人 を， ^1 種 所に おくらん さ を 求むべし』 

(なヌ 一一 〇)。 げに牧 横 は 多い。 翁に 十二 人 を 派遣せられ たが、 此度 はまた 大擧 して 七十 人 を 出 ださん 

として、 此の 仰せが あった。 全國 協同 傳道 また 斯の 如き 意味 を 有って 居る。 之に つきて 深く 思 ふべ 

き は、 主耶穌 其の 弟子 を 派遣 せらる A とき 與 へられた る 他の 訓戒で ある。 『汝 ら價 なしに 受け たれ 


ば、 亦 m なしに 施すべし』 (fsw?) 。受 くると ころあって 而 して 後に 之を與 ふべき である。 吾人 は 先 

づ 受けねば ならぬ。 恩寵の 實 驗を與 へられ、 欺靈の 賜 を 授からねば ならぬ。 是れ傳 道の 順序で あ 

る。 『願 はく は祌 我ら を憐 み、 我ら を さき は ひて、 その 聖^ を 我らの 上に 照らし 給 はんこと を。 此 

は汝の途の遍く地に知られ、汝の救ひの諸の國に知られんが爲めなり』(11"1„^の)。聖顏の光を仰ぎてこ 

そ祌の途を遍く地に宣べ傳ふることを得^^なれ。 故に 耶穌 最後の 訓示に 云 はす や、 『汝 らは此 等の 

事の 證人 なり』 と。 又 此の 汝らと 云へ るに 對し、 『我 わが 父の 誓 ひの もの を 汝らに 送らん、 汝ら上 

より 權を 授けら るム まで は エルサレムに 止れ』 と。 ゴォデ H は 此の 文 を 解して 曰く 『此に 我と ある 

は、 後の 汝らと 云へ るに 對 して 相關 的の 語な り。 汝らは 地に 在りて 證 せよ。 我 は 天より 斯く行 ふべ 

き 權を與 ふべ しとの 義 なり』。 赏に然 り。 吾人 は 基督の 言 を 信じ、 其の 誓 ひの もの を 送られん こと 

を 期待し、 上より 權を授 けらるべく M ルサ レムに 止まらざる 可から す。 全 國の傳 道 は 古への 如く ヱ 

ルサレ ムを 以て 其の 中心と なさねば ならぬ ものであるから。  - 

全國 協同 傳道 修養 會 にて 

一九 一 四 年 三 BTQS 音 新報) 
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•  複活 聖日と 樓滇  1 三 六 

復活 聖日と 傳道 

東京 巿 Q 協同 博 道. H 來る 八日 を 以て 開始 せらる。 其れが 復活 聖日の 週間に 相當 する の は、 何とな 

く 意味 深き 暗示に 充 たされて 居る。 『徧く 世界 を經 廻りて 總 ての 人々 に 福 昔を宣 べ傳 へよ』 と は、 復 

活られ たる 主の 命令で ある。 復活 節に 於て 基督 者の 心に 往來 する 事の 主耍 なる もの は、 傳 道と 其 責 

任で ある。 東京 市の 諸 敎會は 新たに 此の 命令に 接し、 復活の 力 を 受けて、 此の 大 いなる 傳 道に 着手 

すべきで ある。 宛も當 初の 弟子ら が 復活の 前後に、 目覺 ましき 相異を 示し 得た る 如く、 覺醒 したる 

態度が 鮮 かに 見られ、 總 ての 方面に 於け る 活動の 盛んに 興らん こそ 望ましき さで ある。 

八日の 夜靑 年會 館に 催さる &敎 役者 並びに 有志 打合せ 祈禱會 は實に 大切なる 集會 である。 其の 昔 

弟子ら が 門 を閉ぢ 集り 居た るな かに 基督の 現 はれて 『汝ら 心安 かれ。 父の 我 を 遣 はし X 如く 我も汝 

らを遣 はさん』 と 吿げ給 ひし を聽 きて 大に 喜び、 主 『氣を 嘘き て 聖霞を 受けよ。 汝ら 誰の 罪 を赦す 

とも 其の 罪赦 され、 誰の 罪を定 むる とも 其の 罪 定めら るべ し』 と 宣り給 ひしと ころの、 現實 に經驗 

せらる べき 機會 でありたい ものである。 

i»i 二. 從事 する 者 は 勿論、 基督 者 は總て 祈り 深き 心と、 大 いなる 期待と を 以て 八日の 集會に 臨む 


べきで ある。 デドモ と 云へ る トマスの 如き 缺席 者の なき 様に ありたい。 東京 市の 協同 傳 道は斯 くの 

如き" に WW 的の 桀會を 以て 始められねば、 決して 主の 喜ばる k 如き 効 菜を牧 むる こと は 出来ない。 世 問 

の審 業の 如くた r 委員の 相談 や、 周旋の みに 依りて 經營 せらるべき もので なから う。 

共丄 1$;- ォが聖 の 力 を 賜 はり、 世の 罪 ii 對 する 驚くべき 其の 威力 を發揚 して 主より 命ぜられ たる 職 

務を適 當に行 ひ 得ん さは、 結局 復活 節の 意義に 靈魂を 浸し、 其の 與 ふる 新生 命 を 振作す る 結 たる 

の 外、 其の 途は斷 じて 無い。 吾人の 睡れる 如き 信仰生活、 此の際 復活して 天晴 協同 傳 道の 责任を 全 

うしたい。 今 は敎會 の覺醒 期で ある。 之 を 催促す る 神の 御聲を 聞き捨て にして はならぬ。 

『それ 我 は 世の 終りまで 常に 汝らと 偕に あるな り』。 世の 終りまでと は 事の 全く 成就す るまでの 意味 

である。 興亡 盛衰 定まり 無く、 浮沈 常 無き 世の中と は 云 ひながら、 基督の 復活 は 吾人 をして 終局の 

勝利 を 確信せ しめて 尙ほ餘 り ある。 基蝥者 は隐病 もの X 如く、 氣遣 はし 氣に、 出陣す るを耍 せぬ。 

傳道は 必勝の 事業で ある。 最後の 勝利 は眞に 基督 を 信す る もの ム手 にある。 要は 基督と 偕に ある や 

否や を^み るの 一 事に 歸す。 敎會も 個人 基督 者 も、 全く 基督と 偕に あらん こと を 心 懸けて、 深く 其 

の 1! 的 態度 を 修整せ ねばならぬ。 

復活の 夜、 主 は 弟子ら の 堅く 門 を 閉鎖せ る 所に 入り 来られた。 自由自在 である。 堅城 鐵壁も 之 を 

遮り 止む る さ を 得なん だ。 此れ 實に 愉快なる 記事で ある。 基督 者の 勇氣 之に 依りて 十倍 百倍す る 心 

地す。 敎會は 如何に 其の 門戸 を 閉鎖し 居る とも、 社會は 如何に 無頓着な りと も、 人の 心 如何に 唯 物 
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的に ならう とも、 主 は 其の 神 通 不思議なる 力 を 以て 之 を 動かし、 之に 徹して、 對 面相 接する に 至ら 

よ へ 

しむる MJ を 得る ので ある。 基督 者 は 復活れ る 主に、 此の 確信 を 以て、 熱心 祈り 求むべき である。 自 

己の 無能に 呆れ、 社會の 冷淡なる に 喪心し、 社會の 非宗敎 的なる に落瞻 し、 從來の 努力 甲斐 無 かり 

しに 意氣 消沈せ る 基督 者 は、 主の 復活 を 信ぜす、 其の 神 通 不思議なる 力 を 忘却し、 如何に 閉鎖せ る 

門に も 入り 得 給 ひし を 記憶せ ぬので ある。 『汝ら 疲れたる 手 弱りた る 膝 を 健かにせ よ。 足蹇 たる 者 

の 迷 ふこと なく 療さ れんが 爲め、 汝らの 足に 平 直なる 徑を備 ふべ し』。 

諸敎會 にして、 大 いなる 力 を發揮 せんと 思 は i -、 宜しく 根本的の 信仰に 覺醒 すべし。 利己心 を捨 

てて、 大局に 着目し、 他の 敎會 と共に 利害 休戚 を 共に する こと を心懸 くべ し。 決して トマスの 如く 

悄然 孤立して 其の 僻み 心に 從ふ まじき ことで ある。 深く 信じ、 大いに 望みて、 猛勇に 期待す ると こ 

ろ は 無くて はならぬ。 長短 相補 ひ、 强 弱相扶 くるの 精神 を發 揮し、 主に 於て 共に 進退す る KJ を努む 

べきで ある。 

東京 市の 基督 者 は 協同 傳 道の 譜 集會に 相 競 ひて 參 加し、 豫定の 事業 を豫期 以上 に實 現せし むる 

# 且 祈り 且 活動せられ たきもの である。 之に 就きても 責任の 最も 大 いなる は 各敎會 の傳道 を負擔 

せらる る 兄弟 姉妹ら である。 聖靈の 恩 化 其の上に、 其のう ちに、 裕 かならん こと を 祈る。 

1 九 1 五 年 四 月 (福音 新報) 


協同 傳道 所感 

協同 傳道 次第に 其の 執：： 度を昂 めて 来た。 基督 者に して、 謙 適、 節制の 精祌を 保ち、 『勒 めて 怠ら 

す』 熱心 神に 事 ふるの 態度 を 守り、 此の 滿 潮の 勢に 乘 じて 進まば、 今年 は餘 程の 進歩 を 見る ことで 

あらう。 

去る 一 日祌田 靑年會 館に 催された る 感謝 食 は、 其 精神的の 深さに 於て 喜ぶ 可き もので あつたが、 

集 會の大 いさ は 案外に 昆 劣りせられ た。 其の 理由 は 種 * あるに 相違ない が、 感謝と 云 ふこと に疏略 

なろ 氣風 も、 其 原因の 一 つに 數 へられね ばなる まじと 思 ふ。 苦しき ときの 神顿 みと やらで、 他の 場 

合に は 然し も タク 数の 集會を 昆るさ を 得る が、 感謝と 云へば、 比較的に 何となく 閑却せられ 易き 倾き 

が ある。 實に 感謝の 心 厚ければ こそ、 有つ もの は 更により 多く を與 へられるべき 资 格も此 に 出 

來る 次第で ある。 然るに 其れ を 忘る る やうで は、 其の 有つ もの をまで 奪 はるる やうになる かも 知 

れぬ。 過ぐ る 一日の HJ は 後の 好き 鑑、 勝ちて 胄の緒 を 締めよ だから、 深く 注意したい ものである。 

『然 ども 惡 鬼の 汝らに 服し し Hi を 喜と する 勿れ』 (一一 g の)。 之が 註解 は 馬太專 七の 二十 I  、 丄 一十三 

,  I  J ひ 

である。 『我 を 召て 主よ、、 王よ、 と 云 ふ もの 盡く天 園に 入る に 非す、 唯 之に 入る 者 は 我が 天に 在す 父の 
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旨に 遵ふ 者の みなり。 其 日 我に 語りて 主よ、 主よ、 主の 名に 託て 敎へ、 主の 名に 託り て 鬼 を 追 ひ、 主 

こと！^ る わざ  しら 

の 名に 託り て 多く 異 能 を 行し に 非す やと 云 ふ 者 多 からん。 其の 時 彼らに 吿げ我 嘗て 汝らを 知す 惡 

を爲す ものよ 我 を 離れ 去れと 云 はん』。 東京 巿 協同 傳 道の 一 段落の 着いた 昨今、 多くの 人 は 其の 間に 

祈の 機會を 與 へられ、 基督の 爲、 人の 爲に少 きら 爲す HJ を 得た る を 感謝し 疲勞を も 忘れて 居る であ 

よ そ め  へりくだ 

らう。 餘所 In! にも 眞に 美しき HJ である。 然し 尙ほ 此の 點に、 より 深き 注意 を與 へて 自ら 省み、 り 

て 一段の 精神的 進境 を兒る 心懸が 自他の 必要で ある。 吾人 は 己が 名の 天に 錄 された る や 否や を檢し 

轉 ばぬ 先の 杖、 骨 を 折って、 最も 恐るべき 意味の 損失 を 来さぬ やうに ffl 心すべき である。 

『テ ョ ピ 口 よ 我旣に 前書 を 作りて そ 耶穌の 始て行 へ ると ころ 敎 へ しと ころ を錄』 す (§f 一)。 『始め 

て 行へ る』 は 行ひ始 むる の義 で、 基督の 事業、 後になる 程 末廣に 大きくな り 行く 意味 を喑 示す る 言 

と 思 はれる。 今回の 傳道も 同じ こと だ。 傳道は 基督 自らの 事業で ある。 主 をして 其の 爲す ところ を 

自ら 爲 さしめ なば、 後の 前よりも 大 いなる を 見る であらう。 東京 市の 傳道も 基督 者の 精祌狀 態に し 

て、 之に 適當 であり さへ すれば、 期待 せらる る 以上に、 大發展 を 示す であらう。 

其れ故 愼 むべき は 精神 界の 事業に 於て 蛇足 を 添 ふるさで ある。 工夫 倒れと 云 ふ HJ も あるから 深く 

思 はねば ならぬ。 バウ。 は 其の 傳 道に 基督と 十字架に 架けられ たる 事の 外 何 を も 知る まじと 決心し 

たでない か。 然るに 此の 力 ある、 常に 勝つ ところの 基督に 一任す る Hi を 恐れ、 之を危 みて 無 ffl の 心 

配に 囚 はれ、 凝って は 思案に 餘る もの か、 思 ひ 煩 ふの 結果、 太陽 を 照らす に 蠛燭を 以てする やうな 


愚を演 する かも 知れぬ。 準備 も 必要、 手段 を 運ら す も 然る ことながら、 其れ も 程々 にせぬ と、 大 いな 

る 罪と なるや も 測られぬ。 『もし 彼を此 儘に 棄 置かば 人 皆な 彼 を 信ぜん』 (！ -^li)。 『彼』 と は 基督の 

ことで其の爲すがま/^ に放任せば、 天下 靡 然として 之に St 依して 了 はんと 氣 遣った 君 だ。 之 を 信仰 

の 側に 活 W すれば、 味 ひ 甚だ 深き 敎 となる。 即ち 若し 基督の 力に 信賴 し、 彼 C 身 をして i ^(の 爲 すと 

ころ を 充分に 爲 さしめ なば、 世界 は 忽ち 基督に 從 ふやう になる であらう。 之に 人 問 の 工夫 を 餘り多 

く 添へ て 世 燒 きに 過ぐ る 結 栗、 最貭 の曳き 倒し、 却て 基督の 事業 を妨 ぐる かも 知れぬ。 傳 道の 妨 

害^！^は基替者だと云はれても、 辨 解の 出来ぬ 場合 も あらん。 吾人 は 基督と 其の 十字架の 力に、 より 

多く 信顿 して、 道と 精神の 勢と に 一任す る こと を舉 ばねば ならぬ。 傳 道に 飛行機 を 利して 『天から 

福 昔 を 降らす』 と 云 ふ 奇拔な 計 畫に對 して、 大阪 毎日 新聞 (K 月 三十日) が 其の 社說に 於て 

『韓摯 なろ 熱心 を 過ぎて 狂 燥的奇 培に 移れる もの、 世間 一様のお 祭 騷ぎを 以て 道念の 覺醒 に资せ 

ん とするな り。 旣に 此の 如くん ば、 某： 番敎 亦何ぞ 進んで 本願 寺の 如き 大本山 を 築きて 以て 圑參的 

信徒 を吸牧 せざる』 云々。 

と 書き立て たの は 酷評の 嫌 ひ は あるが、 他山の石、 逆 を 順に 用 ゆれば、 又 一種の 良樂 ともなる で 

あらう。 精 祌界の 蛇足、 工夫 仆れ は氣を 着けたい ものである。 一 九 一 五 年 五 Aiiis 
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ネ へ ミ ャ記は H ルサ レムの 復舊 されし 顚末を 記せる 興味深き 物語で ある。 長き 間國 破れて 山河 在 

りの 愁 へに 鎖され た 人民が、 復舊の 業 成りて、 靑天 白 日の 心地す るに 至った ので あるから、 其の 滿 

足、 歡喜譬 ふるに 物 無き 程で ある。 

然し 隨 分骨の 折れた 仕事で、 種々 の 曲折 を經て 漸く 成功す るに 至った 其の 事柄 は、 我々 の爲、 殊 

に 協同 傳 道の 樣な 事業に 就て は參考 ともなり 勵 みともな るべき 點 頗る 多い。 深く 注意して 之を讀 

まば、 傳 道に 就て 種々 の敎 訓を與 へらる るで あらう。 

な 「其のう ちから 次ぎ の 一 一件 を 擧げて 參考に 供した い と 思 ふ。 

第 七 章の 三 節に 曰く 『我 彼らに 言 ふ。 日の 執 一くなる 迄 は エルサレムの 門 を 啓く ベから す、 人々 の 

立ちて 守り 居る 間に 門 を閉ぢ させて 汝ら之 を 堅う せよ。 汝らヱ ルサ レムの 民 を 番兵に 立て 各々 に 其 

の 所 を 守らし め、 各々 に 其の 家と 相 封 ふ 所 を 守らし めよ』 と。 械 門の 開閉から 其の 時刻にまで、 拔 

け 目 無く 注意して、 事の 手順 を 充分に 整へ て懸 つたので ある。 さも 無い と油斷 大敵、 寓事 水泡に 歸す 

る樣な 結果に ならう かも 測られぬ。 殊に H ルサ レムの 民 悉く 兵で、 各自 警備の 任に 當る ことにな つ 


て 居た が、 其の 持ち場が 『各自の 家と 相 對ふ所 を 守』 ると 云 ふ 手 害で あつたと 云 ふが 甚だ 面白い。 

言 は 三 ニ軒兩 隣り に對 する， 備の 任に 當る 道理で 遠交近攻の 兵法から でも 割り出し たかの 如く、 協 

同 倚 道に は 頗る 好き 手本で ある。 甚督者 は 各自 其 の 近親者す ベて 緣故 ある ものに 傳道 する を 目的と 

し、 所謂 向 ふ 三軒兩 隣り に對 する 任務に 從 事すべき である。 敎會が 此の 趣意に 基き て傳 道の 手配り 

をな すなら ば、 新 H ルサ レムの 工事 も 思 ひの 外 渉 取る に 違 ひ 無い。 

然し 傳道は 手配り や 方法の みで 往 くもので 無い。 精神的の 事業で ある こと を 忘れて はならぬ。 其 

所で 本書 四 章の 六 節に 曰く 『斯く 我ら 石垣 を 築け るが、 石垣 は 皆 旣に相 連り て 半ばまで 及べり。 そ 

は 民 こふろ を 籠め て 操作き たれば なり』 と。 新 都の 石垣の 高さ 計畫の 半に 達する に 至れる は、 何が 

其の 原因で あつたか。 『民 こふろ を 籠め て 操作き たれば なり』 である。 民 其の 仕事に 興味 を 寄せ、 堅 

き 志 を 之に 傾注し、 所謂 一生懸命に 努力した からの 結果で ある。 此の 精神な きとき は 何の 方法 も 其 

の 役に立た す、 皆 徒然に 歸 したで あらう。 我々 の 傳道も 志 第一で ある。 其の 事 を 重んじ、 靈 魂の 救 

はる.^ を 切に 願 ひ、 御 國の發 達 を心驟 くる 精神が 振って 居らねば ならぬ。 皆擧 りて 心 を 籠め ねばな 

らぬ。 

然し 志 は 如何にして 傳 道に 倾注 せらる 人様になる であらう か。 論語に 『父 在せば 其の 志 を觀、 へ乂 

すれば 其の 行 ひ を 見る』 と ある。 此れ は 儒敎の 道德に 於て 大切な 條 目の 一つで、 孝子の 心ば え を 

表 はした 言 だ。 子 は 父が 如何なる 志 を 持って 居る か を 熟考し、 其れ を 尊び 重んじて 自己の 方針 を定 
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むべき である。 基督 敎は 此の 道 を 最も 深く、 最も 健全なる 方面に 進 達せし めた 根本的の 孝道で あ 

る。 傳 道の 志 を 養 はんと 欲する もの は 神の 志 を觀、 深く 之に 同情す る こと を 心 懸け、 神の 招き を敏 

捷 に感覺 し、 忠誠 を抽ん でて 之に 應す るの 態度 を 常に 維持す るので ある。 我等の 志 は 品格が 低く、 

趣味が 淺く、 調子が 俗で ある。 俺. 道と 云っても 牧師と しての 職掌 柄と 云 ふ 程度に 迂路つ いて 居る か 

も 知れぬ。 宗派 根性に 驅られ たり、 敎會の 維持に 汲々 たる 位が 關の山 かも 知れぬ。 斯 ばかりの 志で 

は、 未だ 傳 道の 基礎が 成って 居らぬ。 人の 靈魂を 救 ひ、 義を 遂げん が爲 めに、 其の 獨り子 を 降され 

た 神の 深き 御 心 を 思 ひ、 『我に 何を爲 さし めんと 欲せら る-" や』 を 謹んで 問 ひ、 敬虔の 念、 謝恩の 

精祌 盛んにして 、 |c 時 も 神の 志と 共鳴して 居る ようで ありたい 。 

斯の 如き 志 を 立て、 之 を日增 しに 深大 ならしむ る は 祈禱の 力で ある。 言 ひ 難き 嘆き を 以て 祈る 聖 

靈の 祈りと 共鳴し、 實に 神の 同志と なり、 神の 計畫と 歩調 を 共に する 態度 を 整へ る ことが 傳 道の 秘 

訣 である。 H ルサ レムの 復 舊は斯 くも 心 を 籠め た 結果であった。 協同 傳道も 神の 聖靈と 共鳴して、 

心 を 籠む る 結果と して 成功す る 外 は 無い。 

おしへ 

詩の 第 百 十篇は 基督の 勝利 を 詠 じたので あるが、 從 つて 斯敎の 進歩、 傳 道の 成功に も 適 m する こ 

との 出来る 文字で ある。 此の 歌の 様な 勢 ひで 勝利 を 得たい ものである。 第三 節に 曰く 『汝の 勢 ひの 

わかき もの 

日に 汝の 民は聖 なる 美しき 衣 を 着け、 汝は 朝の 胎 より 出 づる壯 者の 露 を 持てり』 と。 協同 傳道は 日 

本に 於け る 勢 ひの 日で ありたい。 勢 ひの 日と は 軍よ そ ほひの 曰、 陣容 を 整へ て、 威武 堂々 敵 を壓す 


る 有様 を 言った ものである。 其の 勢 ひ 朝の 胎 より 出る 壯 者の 露に 等しく、 新 なる 氣 分に 充 ちて 居 

ら ねばならぬ。 敎會の 衆 員^ 蛮 なる 美 はしき 衣 を 着け、 恰も 祭司の 如くなる を耍 す。 敎會員 悉く 祭 

司と ならねば ならぬ。 彼等 は 『心より 喜びて』 進む。 『心より 喜びて』 と は 前に 言った 神と 志 を 同う 

すると ころから、 之と 意氣相 投合し、 直： ぴ 勇んで 進む の 意で ある、 協同 傅 道は斯 くの 如き 精神から 

義勇兵の 績々 出て 來る勢 ひで 行 はるべき ものである。 扉 兵 や、 強いて 徴發 された 志の 無い 徵兵 では 

精神 界の戰 に 於て 勝利 を 得べき 見込が 無い 。傳道 は 神の 國の 有志 者から 組織され た 義勇軍の 引き 受 

くべき 戰爭 である。 『已 を獻 げん』 と は、 即ち 義勇、 神の 園の 事に 從ひ、 獻身 犠牲の 精神に 充 たさ 

れ たもの なりとの 意味で ある。 敎會員 悉く 皆 祭司と なりて、 神の 御 心 を 承け 、喜び勇んで 身 を 獻げ、 

あした 

皆 朝の 胎 より 出 づる壯 者の 露の 如き、 意氣 溢る." やうで なければ 協同 傳 道の 成功 は 期し 難い。 此所 

が 即ち ネ へ ミヤの 言った 『心を籠めて 操作く』 と 云 ふこと である。 一九 一六 年 九 „„?38;き新 報 ^ 
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ふろ し 

來 週の 水曜日 はルゥ テルが 宗敎 改革 の 狼煙 を 揚げ て よ り 第 四百 年 の 其 日 に相當 すと 云 ふので 日本 

でも 東京 を 始め 多くの 場所に 於て 紀 念の 集會が 開かるべく 豫 期せられ て 居る。 或る 敎會 では 其の 週 
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の 日曜日の 禮拜に 於て 之に 因め る 說敎が 一 齊に 講壇から 演 ベら る、 ことにな つて 居る と 聞く。 

何故に 宗敎 改革が 斯 くの 如く 取り扱 はるる ので あるか。 其れに は 多くの 理由が ある。 取り分けて 

今 此處に 注意 を 促した く 思 ふ こと は. の 諸 項で あ る。 

第一 宗教改革 は羅馬 帝國に 基督 敎の 樹立せられ たる 以来の 最大 出来事で、 敎會の 面目 を 一 新 

し、 人類の 文明と 其の 進歩と に 甚だ 大 いなる 寄與 をな した ものであると 云 ふが、 初頭に 揭 げらる ベ 

き 其の 理由で ある。 信仰生活の 狀 態を更 め、 思想の 線路 を轉 じ、 生活の 理想 を 新に したる は 云 ふま 

でも 爲く、 社會の 各方 面に 一旦り て 非常に 大 いなる 影響を及ぼした 此の 出来事 は、 最も 深き 注 の 事 

項た る ベ き 價値を 充分に 具 へ て 居る。 

第一 一 の 理由 はル ウテ ル の 信仰と 其の 人物で ある。 其の 天眞 爛漫、 人情 S る、 が 如く 誠實忠 ¥義 

を 見て 恐る 所 無く、 神 を 信じて 總 てのもの を 敵と する を辭せ ざり し 雄 々しき-ま 魂 は 永遠に 尊重せ 

ら るべき ものである。 罪に 關 する 其の 深 酷なる 經 験と 基督の 十字架の 力 を 深く 味 は ひ 知りた る 其の 

信仰 は、 何時までも 基督 者の 指南車で ある。 輕 薄なる 偏 理的倾 向に 醉ひ、 專ら 耶穌の 敎訓を 記憶し 

て 基督の 救 ひ を 忘却 せんとす る 現代の 基督 者 も、 ルゥ テルに 接して 反省 を 促されざる を 得ぬ であら 

う。 之と 共に 聖 走曰 を讀 みて 彼の 靈魂 を啓發 せる 力に 觸る、 もの は、 新たなる 目 を 以て 此の 不朽の 經 

典を讀 むに 至る であらう。 研究の 自由 も、 進んで 止まる £ なかるべき 基督 者の 意氣 も、 『萬 物 は 我が 

ゎっ  々だ け M  た ち 

有な り』 と 信仰的の 雄 誥を揚 ぐる 性質の 精神 も 皆ルゥ テルと 深き 緣故を 有って 居る。 彼と 其の 經驗 


やや  -リナ 

とに親しむにょりて動ともすれば淡れ勝ちなる己が信仰の色を濃くし福音的1^«験の死灰を再燃せし 

めねば ならぬ ので ある 日本。 の 基督 者 は ルゥ テルの 改革 四百 年 の 紀念日 を 以て 雄大な る 信仰 の 復興 

を 圖 るべき 笞 である。 

第三 は 今の 日本に もル ウテ ル の 世界と 同じ やうな 誤謬 や 弊害が 充滿 して 居る。 所謂 宗敎 者の 有様 

は 更に も 言 はす、 種々 の 方面に 迷信 や 壓制ゃ 腐敗が 世に 娶 つて 居る。 日本の 基督 者 はルゥ テルの 戰 

を 自ら 戰 はねば ならぬ。 ルゥ テルの 動機、 勢力、 及び 武器に 依ら ざれば 此の 戰を 首尾 好く 終了す る 

こと は出來 難き ことで ある。 

第 四 改革と 云 ふ 言が 旣に 多くの 事 を 現代の 基督 者に 語り、 催促し、 獎勵 し、 忠吿 しつ.. あるが 

如き 心地 せらる &の である。 基督 者 改革の 精神 は 近來稍 鈍りつ k あり はせ ぬか。 十月 三十 一日 は 神 

の 前に 於て 祈り 深く 此の 點 を檢閱 反省す ベ き機會 である。 

「； 第五 日本の 基督 者 は 世に 於て 政權の 援助な く 富の 後循 なく 多數に 根據を 有つ と 云 ふ 利益 を も 占 

めて 居らぬ。 然し ルゥ テルの 改革 は 平民の 試みの 成功で ある。 匹夫の 力の 勝利で ある。 確信 必 すし 

も 政 横 や 富に 譲らねば ならぬ と 云 ふ 必要な き，， 0 の證 明で ある。 支那 歷史 の陳 勝の 故事の 如く 『一 夫 

難 を 作して』、 さし も 子孫 帝王 萬 世の 業と 誇りし 泰窒 の、 一 朝に して 全く 瓦解した と 同じ やうな 出來 

事が 今日 精神 界に 於ても 眼前 見る 事が 出来る であらう。 支那 の 近時 や 露西亞 の 現在 の 有様 を 見聞 

し、 賈誼の 過秦論 を讀む もの は 四百 年 前の ル ウテ ル の 事と 聯想して 思 ひ 半ばに 過ぐ る もの 多き £ を 
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感す るので あらう。 世界 は 決して サ アベ ル 主義の 威力 や 保守 精神の 積弊の みの 獨り 際限な く 支配す 

べき ところでは 無い。 十月 三十 一 日 は ガリ ラャの 漁夫 や 天幕の 製造 人な どと 緣故 深き 人々 の 自ら 氣 

强き を覺ゅ る 愉快なる 紀念日 である。 

第 六 人 或 ひ は 謂 ふルゥ テルの 事業 はルネ H サン スの結 であると。 され ども 四 f:: 年 前の 歷史を 

仔細に 硏究 する もの は 其の 然ら ざる を 見出す ことが 難 かしく 無い。 ルネッサンス の 子 は エラスムス 

である。 靈的 經驗の 結果と して 生れ 出で た 福音の 子が ルゥ テルで ある。 宗敎 改革 は舉 問の 仕事で は 

無かった。 宗敎の 事業であった。 信仰的 力の 行って 退けた ことに 外ならぬ。 宗敎 哲學の 研究 や 思 

想の 歷史の 調査 や 高等 批評 や 聖書 祌學の 講釋で 日本の 改革 を 望む こと は、 H ラス ム ス をして 歐羅巴 

を 救 はし めんと 期待す るよりも 甚だしき、 出来ない 相談で ある。 曰 本 はルゥ テルの 如き 信仰に より 

て 救 はる V の 外な きを 覺 悟すべき である。 然し ルゥ テルの 改革に も 短所 は ある。 カル ビン も 必要で 

ある。 他日 其の 點を 研究したい。  一九 一七 年 1 OS  (福音 新報) 
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に 牧師の 必耍 なること は 申す まで もない。 N べソに 於る ヨハネ や、 バウ 口が 宣傳の 後 を 承け 

たる チ モテ の 如き は 牧師の 標本で ある。 敎 會が靈 的の 生命う ちに 充實 せす して 福音の 宣傳 にい そが 

はしき は、 無资 本で 商店 を 開く やうな 者で ある。 然し 四方に 使 ひして 福音 を宣 ベ、 たと ひ 自ら は バ プ 

モ ス マ を 行 はす、 永く 一 所に 在任し、 牧師の 務 に當ら すと も、 至る ところ 多數を 悔改と 信仰と に 導 

き、 強大なる 敎，^ s を 建設す るに 必要なる 材料 を 盛んに 供給して、 其 修整と 熟達と を 牧師に 委任し、 

常 に 的 の 開拓 や 核 民の 事業 を 創始す る を 以て その 專務 とする 宣傳 者も甚 だ 必要で ある。 使徒 バウ 

口の 如きが 其れであった。 所謂 基督 敎國に 於て すら 其の 必要 は 明白で ある。 況んゃ 日本の 如く 基督 

敎の 未だ 十分 に 宣傳 せられ ざ る 所に 於て は 其の 必要 更に 切迫 せる もの あ る は 何人も 之 を 疑 はな い で 

あらう。 牧師 其 人に 乏しき は、 吾人の 毎に 痛嘆す ると ころで あるが 適當 なる 宣傳者 を 見出す こと は 

其れよりも 一 暦 困難で ある。 『聽く 耳』 なきもの にも 人り 易き 時事問題、 社會 事業、 其の 他 やれ 倫 

理、 やれ 敎育 などと 如何なる 人に も 解せられ て、 容易に 聽 衆の 同情 同感 を 喚び 起すべき 題目 を揭 

げ、 商業なら ば 宛 かも 緣日 商に 等しき 一 種の 宣傳を 行 ひ 興行 的の 仕事 を爲て 行く 人 は 得難き ことで 

shells の 者  1 四 九 
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あるまい。 然し 眞 正の 福 昔宣傳 者 は 稀に 之 を 見出す のみで あらう。 またき の メソヂ ストの やうな 敎 

# の狀 態に ありて は、 外に 向って 福 昔 を宣傳 する ことに 從事 する 人物 を 要する のみなら す、 寺々 之 

を 訪問して 敎會 のうちに 信仰の 活力 を 振作し、 繫 的の 氣分 を充實 せし むる 宣傳 者が 必要であった。 . 

ウェス レイの 如き は 此の方 面に 於て 最 とも 好き 模範で あらう。 此の 種類の 宜傳者 は 現今 曰 本に 於 

る 基督 敎の發 達 に 極めて 必要で あ る。 もし 斯の 如き 宣傳 に 其 の 人 を 獲な ば 、 多くの 牧師 は大 いな る 

援助 を與 へられ、 敎會 のうちに 活力 復興し 苦しき は 死灰 再び 燃え、 枯木 また 花唤 くが 如き 氣； 連に 向 

ふ もの も 少なからぬ であらう。 『牧. g あり、 使徒 あり、 豫言 者』 ありで、 敎會に は 種々 なる 奉仕が 必 

耍 である。 善き 牧師 出で よかし。 敎會 は牧ふ ものな き 羊の 群に 然も 似た る狀 態で ある。 力 ある 使徒 

的で、 豫言者 風の 宣傳 者の 現れ 出 でん こと は 焦眉の急 である。 田 畠 は 色つ きたれ ど、 如何にせ ん牧. 

獲の 任に 當る ものがない ので ある。 別項 社友 光 小 太郞氏 に 由り て 推薦せられ たる 金 森 通 t 氏 の 如き 

富に I 個の 有力なる 宣傳 者で あらう。 彼が 救の 確信 を 獲せ しめ 聖書 を讀 むこと を獎勵 し、 獻 身を鈹 

吹し より 深き 祈に 人ら しめ、 すべての 基督 者 をして 大いに 傳 道の 責任 を 負 ふに 至ら しむべく 諸敎 

會の 間に 宣傳的 巡回 を 試みん とする は、 實 際の 必要に 應 じた 仕事で、 現今の 急務で あらう。 氏の 巡 

回 が 少なくとも 傳 道の 一大 勢力た るに 至るべき は 之を豫 言して 何の 危險を も 感ぜぬ であらう。 比の 

ほか 基督 敎の 思想 を 開拓す る 敎師も 必要で ある。 斯の 如く 種々 なる 賜 を する の 人物が 必耍 であ 

る。 ！ K 〈正の 敎. g のこと も 忘れて はならぬ。  1 九 ニー  年 一 1 was 新報) 


一切の も s よ" 出づ。 彼れ キリスト によ" 8 をして 己と 和が しめ、 f の 和が しむる 職 を g にお 

、 。 ち I., スト こおりて 世を 己と 和が L め、 其罪 を 之に 負せ ず、 且 和が しむる 一一 一一 is に 委ね 給 ヘリ 

くきち-,. キ、 ス.， -- i  (哥林 多 後 ¥s 五の 一八、 一九) 

神 S を 傅へ、 人 を I の もとに 導かん と 欲する 者の 精神 は斯 くこ そ あらま ほし けれ。 

路加 傳第 十五 章 は 基督 敎の 縮圖 とも 見ら るべ し。 基督 者 は祌無 かりし 旣往の 我 宛 も 失 はれ U 

もの i ハら す、 極言 すれ I したらん が 如き 狀態 なりし を 記憶 し、 神の 限りなき 墨に より 5 「ね 

t  g め 出された る 有難 さに 感泣し、 總 じて 路加 傳第 十五 章の 如き 氣 分になる こと を 力め、 已カ 

身に 引き くらべて、 世の 未 I 仰 if 味 ひ 知らざる 人に 同情し、 神の 心 を 已が心 ともなして 

之に 近 を M- ふること を心懸 くべ し。 

第一 神の こと  -. 

引用 聖書 行傳 一七の 一三— 一一 二 約 翰 傳四の 二 四 及び 其の 前後、 馬 li 丄四 i 一馬 太傳六 

の 二 五 I 三 四 彼 得 前書 五の 七 路加 傳ー五 


； t は靈 にして 人格 的な り。 吾人と 意思 を 通 はせ、 朋友の 間に 信す る ことの ある 如く； t と 人との 間 

に 信仰 即ち 最も 高尙な る 友 道行 は る 。 之 を 宗教と 謂 ふ 。 

； t は 吾人の 父な り、 吾人の 本源、 保護者、 教育者、 命令 者、 審判 者、 救 者な り。 人生 は 天の 父の 

fir 其の 儼 かにして 最も 懇切なる 訓戒の 行 はる \ 所 とす。 神 は靈な り。 靈と眞 と を 以て 『拜 する 

もの を 要め たま ふ』。 吾人の 信仰と 奉仕と を 歡び迎 へ、 祈り を 促進し、 無論 好んで 之に 耳 を 傾け、 悔 

改、 主義に 移りて 神に 歸順 する を 待ち設けた まふ。 斯くて 之が ために は 如何なる 犠牲 を も麼は せら 

れ す。 實に 天に 在す 吾人の 父に て 在すな り 

說き 進みて 此 所に 至 ひ 主の 祈 を 略說す る を 便宜と す る 場合 も 多 からん。 

第二 人 

引用 聖書 馬 可傳ー 〇 の一三 —一六 馬太傳 一六の 二 六 馬太傳 一二の  一二 馬 太 悼 四の 四 行傳 一七の 二 

八 哥林多 前書 二の 七 路加 傳ー五 羅馬書 三の 二三 七の 一四 以下 詩 五一 路加 傳 一九の 一 〇 ,^ 

翰傳 三の 六、 七 羅馬書 八の 一 四 

if^I: 人はパ ン のみに て 生きす。 功名、 富責、 總て 物質 界の 快樂を 以て 滿 足すべき に 非す。 本來 限り 

なき 世界の ものな り。 永遠 を 期待せ すん ば あらす。 然るから に. づ 神の 國と 其の 義とを 求む る を 要 


す。 ！ は 神の 子と して 其の 家に 落ち着き。 求 順の 道に 安んじ、 同胞の 親 を 厚 ふし、 忠資に 奉仕 

し、 神 を 樂むを 最上の 歡喜 となし、 其の 聖德を 身に も 他人に も 反射せ しめて 常に 之 を 1 彰し、 理想 

ふさ は 

を；. H: 現し、 1^ の 子た るに 相應 しき 人格 を 全うする が 本分な り。 此れ 人 を 神の 子と 稱 する 所以な り。 

而 して 斯の 如き は 永遠の 關係 なり。 人生の 歸趣、 抱負、 期待、 希望、 所 志 は 到底 人生 五十、 七十 古 

來 稀なる 此の世界に 限 局 せらるべき にあら す、 實に 祌國の 嗣子な り。 

然れ ども 人生の 事實 は现 想の 如くに は あらす。 子に して 奴隸と 異ならす。 蕩兒 其の 家 を 去りて、 

さす ら 

親 を 忘れ、 父を棄 てて 遠く 流離 ひ、 天 を 信ぜす、 其の 命令 を 奉ぜす、 孤兒の 如く、 放浪者の 如く、 

祌 なく & .1 なく、 主我 利己の 計に 耽り、 眼前の 利害 榮 辱に のみ 溺れ、 窮境に 陷： 》v、 煩悶 遣る 所 を 知ら 

す、 甚だ なる 境界に 沈淪 せり。 爲 さんと 欲する 赣を行 ふこと 能 はす、 爲さ ざらん と 欲する 所 を 

もと 

行 ふ。 一人と して 罪な き はなし。 不信仰の 陰 暗く して、 凄 恰險惡 を 極めたり。 素 此れ 池 中の ものに 

非す して 妄りに 身 を 池 中に 投じた るな り。 憂苦 屈辱 何ぞ堪 へん や。 然れ ども 天父の 家に は斯の 如く 

ならす。 『食物 餘り あり』 て、 自由 を享 け、 平和に 生活せ る 傭人 數人 あり、 吾が 飢 ゑて 死なん とする 

愚か さよ。 いざ 起ちて 父の もとに 歸 らん。 

第三 主 耶蘇 基督 

引用 聖書 馬 太 傳 一 六の 一七、 一 八 約翰傳 一の 一四、 一八 約翰傳 三の 一四、 一六 同 六の 五三 馬太傳 

二 〇 の 二八 同 二 六の 二八 加 拉太書 三の 一三 哥羅西 二の 一四 哥林多 後書 五の ニー  羅馬書 八 


傳 道の s{  1 五 H 

耶穌 基督の 人物 を略說 し、 之に 接近せ る 如き 想 を 抱かし むる を 要す。 

基督 は 基督教の 中心、 其の 實質 なり。 其の 倫理 は 卓越して 世界に 冠たり。 其の 品性 高潔に して、 

ちと 

少しも 罪 惡の痕 なし。 神に 接して 些の 間隙 ある を覺 えす。 其の 流れ を 酌む もの は、 道念の 感覺敏 

捷、 罪惡の 煩悶 轉た 切に して 常に 赦 罪の 祈 を 絶つ ことなし。 然れ ども 基督 自身に 至りて は 一 點 とい 

へど も 己の 罪 を 告白す るの 必要な く、 未だ 赦罪を 神に 求めた る ことなし。 主 は 明かに 神の 子た るの 

實を 具備せ り。 疑 ひもな く祌の 子な り。 然るに 吾人 は 神の 子 たるべく 生れて、 其の 心を缺 き、 自ら 

棄て \ 不信仰 不從 順の 淺間 しき 狀 態に 陷 りたり。 唯 だ耶稣 基督の み 能く 神の 子たり。 之 を 祌の獨 り 

子と 稱し 奉る。 此の世界に 斯の 如き 人格の 存在せ る は 最大の 奇跡に して、 甚だ 不可思議なる 事實な 

り。 吾人 は 所謂 親の 心、 子 之 を 知らす、 の 諺の 如く、 神の 實在を すら 疑 ひ、 少しも 其の 心 を 知ら ざ 

るな り。 然れ ども 耶穌 基督 は 確かに 天の 父 を 知り、 自ら 其の 子たり て ふ 意識 鮮 かにして、 其の 愛 を 

徹底的に 味 ひ、 罪 ある 人類に 對 する 其の 苦痛と 憐 みとに 共鳴して、 之が ため 恐懼 身 を 措く に 所な き 

が 如くな りき。 十字架 は 基督が 罪の ために 自ら 眷 めら れ たる 苦痛 其が 絡 頂に 達した る ものな り。 人 

の 1 しく、 其の 悪逆 莨 盈 せる を 深刻 痛切に 感覺 し、 其の 結果 慘毒を 極めて、 甚だ 恐るべき 禍害の 

之に 伴 ふべき を證 明し、 之 を體驗 し、 死に. 至りて 毫も 天 を 怨みす、 妄りに 人 を 咎めす、 結えて 自暴 

自泰 に陷ら す、 全然 罪に 對 する 祌の 審判に 一致し、 遣な く 之 を 承認し、 何 所まで も 天の 父の 義と愛 

と を 信じて 疑 はす、 最後に 至る まで ひたすら 之に 賴ひ紘 りて 瞬間 時 も 離れ ざり しなり。 自ら 罪な く 


かく ごと 

して 此の 若き は、 liof に 人類に 代りて 罪と 其の 苦痛と を 身に 負 捲せられ たるな り。 吾人 若し 自己の 罪 

惡 にっきて 基督の 如くなる を 得ば、 如何なる 罪 を も 救され、 靑天 白日の 身と なり. て、 新生 命に 進む 

こと を へし" 然れ ども 人 誰か 能く 斯の 如き を 得ん や。 た、. - 吾人の 能くす る 所 は. 王耶穌 基督の 十字 

架の 上に 於る 至 愛と 高義 とに 感激し、 彼の 苦痛 は當に 我が 受 くべき 所、 彼の. 赦 罪の 祈 (^y 一一 一) は 己 

が 當然爲 すべく して 爲し 難き 所、 彼が 罪の ために 神の 前に 恐 權堪へ 難 かりし は、 我が 理想 なれ ど 

も、 自ら 之を實 現し 能 はざる 所、 彼が 如く 苦み、 彼が 如く 神 を 信じ、 罪惡と 苦痛との なかに 在りて 

彼が 如く 神 を 慕 ひて、 之に 憧 憶るべき は 神の 子 たるべく 造られし 我が 志た るべき 道理なる も、 此は 

罪 ある 身の 企て 及ばざる 所な り。 彼は總 ての 點に 於て 吾が 能 はざる 事の 實現 なり。 吾が 爲 すべき こ 

と を爲し 了り たるな り。 現在の 我 は 虚偽な り。 本然の 我、 眞の我 は 十字架 上の 耶穌 基督な り。 薄志 

弱行に して 虚偽なる 我 を 担 否し、 排棄 し、 耶穌 基督と 其の 十字架と に 引き 著つ けられ、 ひたすら 之 

» かげ 

に： t 依し、 たに 其の 御影に 寄るべく 全然 之に 身を投 す。 換言すれば 吾人の 能くす る 所 は 主耶穌 基督 

と 其の 十字架と を 信す る 事 あるの み。 斯く 信す る もの は 未だ 耶穌 基督の 如く 行 ふ 能 はすと い へど 

も、 旣に 其の 罪を赦 されて、 新たなる 生命 を 受け、 神の 子た るの 精神 を 授けられて、 神 を アバ 父よ 

と 呼び 奉る に 至 ひ、 着々 耶穌 基督に 同化 せられて、 日々 聖域に 進む こと を 得べ し {s^ls。 之 を 救の 

始、 中、 終と 謂 ふ。 

斯くて 洗 S を說 明し、 之 を獎勵 して、 敎會の 事にまで 論及す。 . 

傳 道の 1 五 五 


齒 道の 1 五六 

第 四 信仰生活 

救の 次第 第一 基督 を 信じ 罪を赦 されて 神の 子た るの 意識 を 抱く もの は 旣に救 はれた るな り。 

提多書 三の 五。 以弗所 書 二の 八。 

第二 然れ ども 罪 惡のカ 未だ 全く 消滅せ す。 吾人 之と 戰ひ、 基督の 聖霊に 由り て 打ち勝ちつ.^ あ 

り。 此の 點ょひ 觀れ. は、 吾人 は 常に 救 はれつ 、あるな り。 羅馬 害. 五の 一 〇 馬 太傳事 一 一の ニー 

彼 得 前書 一 の 二八。 

(改譯 を 看よ) 第三 死して 基督に 見え、 全く 罪 を 除き 去らる るに 至らん とす。 希伯來 HE 九の 二八 

彼 得 前 I の 五 羅馬誊 ニニの 11 此の 點ょ りすれば 吾人の 救 は將來 なり。 

常に 祈るべし。 馬太傳 六の 六 共に 祈るべし。 馬太傳 一八の I 九— 二 〇 基督の 名に 於て 祈る ベ 

し。 約翰傳 I 四の 一 三 斯くて 主の祈り 等 を 研究す る も 可な り。 聖書 を舉ぴ 神の 聖旨に 通 する こと 

を努 むべ し。 主に 於る 親しき 交り を 心 態くべし。 

基督 者 は 主の 證人 なり。 路加 傳 一 一四の 四 七、 四 八 哥林多 後書 五の 一八 、一九 

奉仕の 生活。 馬 太傳ニ 〇 のニ六 以下 羅馬書 九の II 五 吾人 は 善き 家 司たら すん ば 有る ベから 

す。 彼 得 前書 四の 一 〇 以下  - 

基督の 治世の 實 現せら る、 を 平生の 志 及び 努力と すべし。 國民 生活 及び 家族 生 活に 於ても。 


聖餐式 其の 由来と 意味と を說 明し、 此の 機會を 以て 基督に 於る 生活 を 論す。 約 翰 偉一， -、 ， り，.， 

多 前ぶ C  一  I の 1 一三 以下  ■ 

家族 禮拜。 日曜日 を聖 曰と 爲す 事。 

富士 兑町敎 S! 別傳 道用リ ー フ レツ 卜と して 特に 起草せ しもつ 
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信條 制定に 關 する 意見 

或 人 曰く、 神擧は 進歩す る 者に 非す と。 その 之 を 云 ふ ものに 甲乙の 二種 あり。 甲種の 意 蓋し 思へ 

らく、 神學は 太古の 遣 物にして 其の 狀 生命の 元氣 なき 化石に 異ら す、 何 を 以て 其の 進歩 を 期す ベけ 

ん やと。 乙 論者の 見る 所 之と 違へ り。 曰く、 神學は 天啓の 聖書に 基づく， 聖書 已に 一 定不變 なり。 

之に 根ざす 所の 祌學 のみ 豈 能く 進歩す る を 得ん や。 此の ニ說 とも 誤れり。 余 «* 實 によりて 之を考 

ふるに、 使徒 時代より 今日に 至る まで、 基督 敎 徒の 意識 は 世を經 るに 從 つて 大に變 遷增 長し 來れる 

を 見るべし。 聖書 は 死 書に あらす。 實に 生ける ものな り。 世の 進歩と 基督 敎 徒の 意識 は、 其の 中に 

包藏 せる 無限の 眞理 を開發 し、 吾人 をして 益々 其の 廣大 なる に 驚かしむ。 其の 著述の 端を乇 ウセに 

開いて より 此に數 千年の 星霜 を經 たりと 雖も、 常 磐 木の 常に 色 を 改めざる がごと く 日々 に 新に して 

又 日に 新な り。 聖書が 是の 如く 生命の 力に 富み、 新鮮の 靈氣 之 を 研究す る 者の 心 を 動かす もの ある 

は 余輩の 喜ぶ ところに 非す や。 

有限の 心智を 以て 無限の 存在者 を 知らん と 欲す。 有限の 時に 住して 無始の 世旣に 定まれる 彼の 至 

大 なる 敬虔の 秘義を 極めん こと を 企つ。 何れの 日 かその 究極に 達する こと を 得べき。 之 を 愈々 究む 


るに 隨 つて 益々 其の 新奇なる 側面に 達し、 更に 絶妙の 境に 遊ぶ が 如き 心地す る は 勢 免る 可らざる と 

ころな りと す。 加 ふるに 世上の 舉問 日に 改進して、 前人の 是 とすると ころ、 今人の 非と すると ころ 

となり、 考古舉 に、 人類 學に、 新なる 事 實を發 見せる もの 少なから す。 知識の 世界 は 一日と して 同 

i の 位 を 保たざる なり。 江河 流れて 間斷 なし。 吾人が 常に 同 I の 水に 濯 はんとす る も 亦た 難から 

す や。 

然る を 妄りに 古人の 定めた る 神學に 泥み lEll 々たる 信條に 束縛せられ、 宗敎の 議論に 至りて は 百事 

保守の 地に 立ち、 頌然古 を 仰望して 敢て 進歩の 途に 就く を嫌惡 す。 余輩 未だ 其の 可なる を 知らす、 

凡そ 3 典 正の 進歩なる もの は 健全なる 保守と 相伴 ふべき ものな り。 改良と いひ 革新と 云 ふも膂 是れ歷 

史の關 係に 基づき 已往の 事蹟と 相因緣 すべき ものな り。 吾人の 神擧亦 此の 理に 外な らん や。 全世界 

の 公 同 敎會に 於て 認識せ る 基 5^ 敎の耍 點及ぴ 其の 大 端に 至りて は、 數舉 派の 公理に 於る と 一 般 にし 

て 余輩 は 之 を 改革す るの 必要 ある を 見す。 基督 敎は 事實に 基づけ り。 令 や 事實の 議論 旣に盡 きた 

り。 余 楚は之 ^#實 の 問題 を 改造す るの 必要 ある を 知らざる なり。 然れ ども 有神論の 證據の 如き 罪 

悪の 由来、 其の 延 及の 性質、 基督 贖罪の 解說、 聖書、 『インス ピレ ー シ 3 ン』 の說 明の 如きに 至り 

て は、 日に 增 加す る擧 問の 光と、 常に 聖靈の 恩 化の 下に 成長す る クリスチャンの 意識に 照し、 崇敬 

の 念と 謹慎なる 精神と を 以て、 聖書、 殊に 基督の 行實と 其の 訓誨に 本き 以て 新に 開拓すべき 神舉の 

荒 田 少なから す。 歐 米の 祌學 世界に 此等 議論の 頗る 喧しき は 其の 故 ありと 云 ふ 可し。 近 來信條 改正 

信 制定に Si する 怠 見  一 五 九 


信條 制定に 關 する 意見  一六 〇 

の議、 英に 米に 各派 敎會に 起り て 辯 難 攻守の 最も 盛なる も 亦 怪しむ に 足らざる なり。 蘇國の 所謂 自 

由 長老 敎會に は、 往年 敎授 口べ ルト ソン • ス ミス を 異端者な りと して 之 を し、 久しき に 百 一れ る 

大 紛議 を 生じた る こ と ありし が咋 年の 末に 至り、 同 國グラ ス ゴ ー に 有名なる 博士 マ ルカ ス .、ド ッヅ 

氏の 基督 論、 贖罪 論 を 以て、 信 條に逮 へる 異端な りと して、 こ、 に 一場の 葛藤 を 生じて 議論 頗る 沸 

騰 せり。 

余輩 は 此 等の 事實を 見て な る信條 の 弊 、狭隘な る 神 擧の害 怖るべき もの ある を 知れり。 舊來の 

信 條には 不都合の 點少 からす、 之 を 改正す る は 今日の 急務な りと て、 其の 說歐 西に 盛なる に 漫然 其 

の 疑 題た る 信條を 其の 在る が 儘に て、 我 邦に 採用 せんこと を 主張す る もの あり。 余輩 其の 道理 を 解 

する に 苦しま. f んば あらざる なり。 余輩 日本の 基督 敎徒 たる もの は、 神學の 新田 を 開拓し、 歐 米の 

短 を棄て 其の 長 を 採る に 於て 最も 都合よ きものな りと 謂 はざる ベから す。 日本 神 學の基 礎々 立 て 、 

其の 方針 を定 むる 實に今 曰に 在りと す。 漫 りに 外國の 糟粕を 輸入し、 また 好んで 之を甜 らんと する 

に 至りて は 余輩 深く 之 を遣憾 とせざる を 得す。 今日の 日本 は傳 道の 日本な り。 ァ ゥグス ブル グ、 ド 

ルト 若く はゥ H スト ミンス テルの 會 議定 盟を 必要と する ものに 非るな り。 今の 日本 は 開 國以來 僅々 

三十 年な りと い へ ども 實に第 十九 世紀の 文物 知識と 馬首 を 並べて 進歩 せんこと を 期す る ものな り。 

此の 理由 あるに も拘ら す、 化石 然 たる 信條を 固守し、 將來 に爭を 起し、 分裂 を 生す るの 種子 を、 此 

の傳 道の 春に 播き 置ん とする に 至りて は、 余輩 益々 其の 不可なる を 知る 故に、 曰く、 日本 國 基督 敎 


徒 は 其の 信條を 成 る ベ く 自由 寬大 にして、 十分に 進歩の 餘地 を與へ 協和の 根 S を 固う せざる ベから 

す。 今日に 於て 妄りに 信條を 細密に し 孑孑 を 漉して 驗駝を 呑む が 如き は 敎會に 不利 を 遣す こと 少々 

二 あらざる Is.* り。  一 八 九 〇 年 三 SCSI 音 迎報) 

明治 學院の 邦語 神學部 

明； 15 學院 にて は 昨年 邦語 神 學科を 魔す るの 議を 決せられ しが、 近頃の 會議 にて、 來 秋より 再び 之 

を設 くる 事に 決定せられ しと 聞く。 

今や 牧穫 多くして、 工人 常に 乏しき を吿 ぐ。 外國 語の 神學 科の みに て は、 とても 傳 道の 需要に 應 

じ 難し。 此れ 邦語 科の 再 置 を必耍 とする 所以なる べし。 今年 再 置 せらるべき 邦語 科 神 學部は 以前の 

ものと 大差 無るべし といへ ども、 課程 は 前に 較べて、 稍々 高尙 なるべく、 敎则 等に 改良 を 加へ、 新 

築の 講堂 も 日なら す 落成 を吿 ぐべ ければ、 修學の 便 頗る 多 からん とす。 余輩 は 此の 邦語 科神學 部の 

成功 を 期し、 其の 隆盛 を 祈る こと 厚し。 此處に 聊か 所思 を 記して、 敎會の 有志 會に吿 ぐる 所 あらん 

とす。 

第一 各 敎會は 傳道者 及 教師の 養成に 注意せ ざる 可ら す。 敎會 中に 傳 道の 職 を贵 重す るの 風 を 養 
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ひ、 福音 傅 捲の 責任 を 深く 會員 各自の 心 胸に 銘 する を 怠らす、 靑年有 爲の士 を 誘 被して、 傳 道の 志 

を 起さし めざるべ からす。 神 は 最も 精選なる 兵士 を 以て、 十字架の 戰を爲 さしむ る を 好み 給 ふな 

り。 敎會は 最も 良き 人物 を 傳 道に 獻 げざる ベから す。 世 問の 屑 を搔き 集めて、 之 を神學 校に 送る 

は、 神に 對 して 不忠 之より 大 なる は 無き なり。 余 M は 此の 點に 就きて、 各敎會 有志 者の 深く 注意せ 

ら れんこと を 希望す。 

第二 信徒の 中、 自家の 资 財を擲 ちて、 或は 翳 を 修め 法を修 むる もの あり。 何故に 神 學を修 むる 

ものに 自費の 生徒 少 きか。 何故に 富裕なる 信徒 は 其の 子弟の 神學 を修 むる を 鼓舞せ ざる か。 何故に 

资カ ある 信徒 は 自ら 奮って 傳 道の 學を 修めざる か。 蓖 しこれ あらん。 然れ ども 十 中の  一 二に 過ぎ ざ 

るべ し。 余 wf は 此の 奇異の 現象 を 以て、 一は 貸費生た るの 容易なる に歸 し、 一は 會員 一般に 傳 道の 

重き を 知らす、 其の 責任の 大 なる を 感ぜす、 從 前の 傳道 者の 地位 才舉 共に 卑しき を兑 て、 知らす 識 

らす之 を 蔑視す るの 風 あるに 歸せ すん ば あらざる なり。 其の 原因 は 何れに 在りと する も、 凡そ 基督 

を 愛し、 其 の 國 の 隆盛 を 企圖せ ん もの は 此の 事實を 以 て 最も 慨嘆す ベ きものと 爲 さざる ベ からす。 

切に 望む 各會の 11^老 及び 右 志 諸兄の 務めて 此の 弊 を 一 洗し、 說敎に 祈に 實 例に あらゆる 正當の 手段 

を 用 ひて 傳^ を审： んじ、 其の 任に 當るを 喜ぶ の 氣風を 盛なら しめん こと を。 

第三 萬 止む を 得ざる 場合 に 於て 有爲 の 士を 補助し て 修學 の 便利 を 得せし むる は 必す しも 不 可な 

りと 謂 ふべ からす。 然れ ども 斯 くの ごとき 學生を 助く る は资カ 稍々 備 はれる 敎會 若しくは 富める 一 


個人の 務 なり。 余き 此の 1 事 を も各敎 令-及び 有志 諸兄に 勸吿 せんと 欲するな り。 

第 W 余輩 はまた 神 學部を 管理す る 各位に 向って 希望す る 所 あり。 祌學校 をして 一 の 職業 學抆た 

らしむ る 勿れ。 外 岡の 模型 を ありの ま \ に ゆる 勿れ。 日本の 圃 情に 適した る 敎育を 施すべし。 生 

徒 を 待遇す るに 小學 校の 兒案； に 於け る 如くす る 勿れ。 規則 は必耍 ならん。 然れ ども 寧ろ 道德 的の 裁 

判 を 重んぜよ。 機械的の 敎 育を棄 て、 薫陶の 法に 據る べし。 自由に 曰 本 語 を 使 W し 得ざる 外人 をし 

て敎 校たら しむる 勿れ。 從 前よりも 信仰的の 分子に 注意せ よ。 一 _< 九 0 年 S  Ms§ 

一 致敎會 憲法の 改正 

昨年 東京に て 開かれた る 一 致敎會 の大會 は、 委員 を 擧げて 從來の 憲法を改正す るの 草案 を 作らし 

めたり。 委員 は 此の頃に 至り、 渐く 其の 稿 を脫 して 改正の 草案 を 各 敎會に 頒布せ り。 余輩 之 をー讀 

する に 信仰の 筒條に 於て、 敎會の 憲法 規則に 於て、 前の ものと 異れる 所 一 にして 足らす。 概して 進 

歩 改良の 途に 登れる ものと 斷言 する も 可な り。 蓋し 一 致敎會 にて 憒 用し 来れる 憲法なる もの は、 共 

の始日 本敎會 の 極めて 幼弱な りし 頃、 外國の 宣敎師 が 自國 の 憲法 規則 を そ の 儘に 移植し たる ものに 

て、 之 を 翻譯 憲法と 名 付く る も 決して 不當の 言に あらざる なり。 故 を 以て 事情に 適せざる 筒條 多く 
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其の 繁 文に 苦しみた る こと も 少なから ざ.^ き。 就中 彼の 信仰の 简條の 如き は、 數 百年 以前に 成 ひた 

るゥ H スト ミ ン ス テル 信 條を始 とし、 今日 の 時勢に 不 釣合なる ものに て、 到底 日本 國 基督 一 致敎會 

目下の 信仰 を 代表し 得る ものに あらす。 是 れ早晚 その 改正 を 必要と する 所以な り。 

今や 一 致 敎會の 教師 を 始めと して 其の 信徒 は、 委員の 調製した る 改正案 を 落手せ り。 是 より 六ケ 

月 を歷て 其の 當否 を議 する の 大會を 開かる k ならん。 余輩 は 之に 先立ち 豫め 憲法の 改正に 關 する 意 

見 を縷述 して、 識者の 注意 を 乞 はんと 欲するな り。 

今玆に 吾人の 注目すべき 問題 數ケ條 を褐げ て、 注意の 燒點を 定め、 各會 有志の 精細なる 研究 を 求 

むる こと 左の 如し。 

第 一 憲法 の總體 より 云 へ ば 繁簡 其の 當を 得た る ものなる や。 

第二 各會の 代人より 成りた る議 含の 權は强 弱 其の 當を 得た る や。  • 

第三 敎會に は 長老 執事の 二 職 を 兼ね 備 ふるの 必要 あり や。  ■ 

第 四 憲法 中 西洋 諸國敎 派分爭 の 歷史を 日本に 輸入し 軋 櫟の統 脈 を 我に 傳 へんと する が 如き 分子 

幾何 か ある や。 

第五 日本 國 基督 一致 敎會は 草案に 見 ゆるが 如き 信條を 要する や。 

一 致 敎會の 新 憲法 草案に 就て 

本案の 可否 を 論す るに 當り、 先づ 吾人の 着目すべき 要點 は、 今回の 草案 を 以て 曩にー 致 組合 兩敎 


會 合併の 議 ありし とき、 委員の 手に 成りた る ものと 比 ぶれば、 其の 精神 如何、 共の 優劣 如何 を考ふ 

るに ありと す。 

余 W の 見る 所 を 以てすれば、 前者 は 後者に 比して 頗る 繁 なる を 覺ゅ。 新 憲法の 草案 は、 合併 說の 

盛な りしと きに 提出せられ たる ものと、 稍々 異るは 自然の 勢な らん。 然れ ども 其の 異る所 は 以て 進 

歩と 見做すべき や。 之 を 目して 改良と 稱 すべき ものなる や。 將た退 守 頑固の 倾を 免れざる ものなる 

や、 是れ 最も 緊要なる 疑 題に あらす や。 余輩 は 新案と 合併 案との あ ひだに 異同 ある を 非と せす。 唯 

其の 異る 點、 して 進歩の 方向に ある を 希望す るの み。 彼の 合併 案に つきて は、 非難すべき 筒條往 

往 して 之 無き にあら すと いへ ども、 其の 大體 は實に 立派な りと 謂 はざる ベから す。 一致 敎會 の大 

會は 討論 審議の 上 旣に之 を 可決したり。 其のう ちに 吾人 基！^: ^教徒と して 受け 難き もの 無 かりし こと 

知るべき なり。 

余輩 新 憲法 草案と 彼の 合併 案 を 照し 合せて、 其の 異同 を觀 察する に、 合併 案は簡 にして 新 草案の 

繁 なる を 知る。 其の 繁 なる 所 は 以て 基督教の 要旨に 欠く ベから す。 敎會の 秩序 を 維持 せんが 爲に必 

要なる ものな りと せんか。 余輩 また 何の 非難 を も 加 ふべき にあらざる なり。 然れ ども 試に 思へ、 使 

徒 信經の 如き、 簡單 にして 耍點を 網羅せ る もの を棄 て、 之に 代 ふるに 二十 四條 より 成立せ る 信條を 

以てした るが 如きに 至りて は、 余輩 未だ 其の 可なる を 知らす。 一 致 敎會の 諸兄 は、 曾て 合併 案の 信 

條を 以て 滿 足した る 人々 なり。 諸兄 は 之 を 以て 基督教の 耍 3 曰 を 一括し 得た る 者と 做し、 自餘 の筒條 
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は 各人の 取捨に 任す る も 可な りと 思 ひたる にあら す や。 仔細に 觀 察し 来れば、 新 草案の 信 條は曩 に 

諸兄が 各人の 取 拾に 一 任すべし と 決議せ る 要旨 外の 筒 條をも 含める にあら す や。 要旨 外の 筒 條に加 

へ、 其の 取捨 を 各人の 自由に 任ぜざる が 如き は、 基督教の 利益 を 害する こと 甚 しく、 敎 * の 發達を 

妨 ぐる こと 小少 にあらざる なり。 余輩 は 深く 諸兄の 注意 を 此の 點に 集めら れんこと を 希望して 止ま i 

ざるな り。 

基督 敎 徒の 進退 は 公明正大なる を 要す。 其の 眼中に は 9; なる ものな くして、 唯 神の 眞理 ありて 

存 する のみ。 合併 を 企圖 する に當 りても 眞理、 新 憲法 を 作る に當 りても また 眞理 なり。 ん：： 併の 爲に 

も眞 理を賣 るべ からす。 余輩 は 信す、 合併 案の 信 條は眞 理を賨 りたる ものに あらざる なり。 合併 成 

ら ざるの 今日、 信條を 制定す るに 當り、 吾人の 眼中た 眞理 あるべき のみ。 區々 たる 81 に拘は 

り、 事物の 大小 輕重 を顚 倒し、 妄りに 繁多なる 信條を 作らん とする は、 後の 大害 を來 すべきの 因た 

らんこと 必 せり。  - 

新 ま 1 の 1^ 條は外 國敎會 の 信條な り。 其の 已往に 分派 軋櫟の 藤史を 積み重ねた る 敎會の 信條な 

り。 余 sal. は 我が 日本の 敎，^ I が 悉く 外國の 敎會に 模擬す る こと を 好ます。 その 祌擧 分爭の 脈絡 を 受け 

嗣 ぐに 至りて は、 余聚の 最も 恐る  >- 所な り。 今や 祌舉 上の 議論 i 曰： すしく、 其の 爭端 一にして 足ら 

す、 此の 時に 當り、 余輩 は、 傳道者 も 普通 信徒 も 其の 去就 を 決する に 困難なる を 知る。 然る を 若し 

未だ 基督 敎 徒の 間に、 一致の 運びに 至らざる 爭點を 揚げて、 之 を 以て 敎會の 旗 章と 爲す とき は、 是 


信徒 をして 疑惑の 怒 15$ に 沈まし むる ものな り。 疑似の 雄^ 翩翻 として 四方 八面に 飜 へり、 E 心 ひ 忍 ひ 

の 號稱环 に 聞 ゆ。 信徒 は 之が 爲に大 に 惑 ひ、 犬に 恐怖し、 驚慌 して、 其の 行 手 を {. ^むる こと 能 は 

す、 Ek 、は 仰 を も 失 ふに 至らん とす。 歐米 备敎， ^目下の 流 弊實に 此處に 在りと IS はざる ベから す。 

一致 敎 は 基督の 敎< ^なり。 必らす 堂々 たる 旗幟 を樹 て&、 北ハの^祌主義を發^；^せざるべからす。 

然れ ども 北ハ の旃 幟た る 信仰の 简條は 明確に して 動かす ベ か らざ る の 性質 を帶 び、 旗 下の 將士を し て 

半：：：^ 半 疑の 弊な く、 充分に 其の 眞理 たる こと を 感銘せ しむる ものなる を 要す。 之に 反して、 」，：^, りに 

籠な る 信條を 作り、 論 駁辨難 の 衝 に當れ る 耍 3H 外 の 事項 を も 旗 幸に 揭 ぐると き は、 徒らに 北ハ の 辦 

色 を瞹昧 にし、 傳道者 及び 信徒の 鋭 氣を害 ふこと 少 からざる べし。 に愼 しまざる ベ けんや。 nz 下 

基！^ 敎會 の急耍 は、 確固 不拔 なる 要點を 明かに 表出して、 51 くまで 之 を 主張し、 其の尙^^點となり 

居る ものに 至りて は、 飽くまで 之 を 研究し、 其の 取捨 を 自^にす るに ありと す。 新 憲法 を il ぜんと 

欲す る もの {且 しく 此 の點 こ， 注意す ベ きな り。  一八 九 0  iiH へ、 セ 月 S 曰 新報) 

信 條講解 

我らの 中に 抱懐す る 希望の 理由 を 公示す る は 有識なる 信徒の 義務な り。 且 今日は 宗敎の 議論 紛々 として、 4 
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部の 人 は 頗る 不安心なる 位置に 立つ ものの 如し。 佘は 不肖 を揣ら ず、 敢て 使徒 信條講 解なる もの を 作れる も 

，さ It かこ 、に 見る ところ あれば なり。 


明治 廿 三年 九月 二日 


福音 週報 編輯 室に 於て 

植村正 久識す 


條の 本文 

我々 は 全能の 父、 天地の 造成 者なる 神 を 信す。 また 其の 獨 子なる 我らの 主、 耶穌 基督 を 信す。 彼 は. 

聖靈 によりて 孕 もられ、 處女 マリアより 生れ、 ボン テオ たヒ ラトの したに 苦 を 受け、 十字架に 釘 けら 

ま K へ 

れ、 死して 葬られ、 瞎府に 降り、 第三 日に、 死者の 中より 復 生り、 天に 昇りて 全能の 父なる 神の 右 

さま かれ 

方に 座す。 彼處 より 来りて、 活ける ものと 死せ しものと を. 港. 判ん とす。 

我 聖靈を 信す。 

我れ 聖 なる 公 同 敎會、 則 はち、 聖徒の 交通、 罪の. 赦免、 

肉體の 復活 

および 限りなき 生命と を 信す るな り。 

I 第一章 . 我 は 神 を 信 > 


祌の存否は基^^敎の根柢問題なり。 反對 論者が 鋭を盡 して、 此の 點を攻 摩する も、 また 怪しむ に 

足らす、 純粹 なる 有祌 論に して 確定 せらる X を 得ば、 基^^敎に關する群疑、 顿に 消散す るに 至ら 

ん。 共 丄将敎 は 宛 も 有神論より 生す る 自然の 結 菜 なれば なり。 n に 有祌の 主義 を唱 へて 未だ 基督 敎を 

奉ぜざる もの は、 論理 上 自家撞着の 弊 を 免れす、 其の 地位 は 頗る 安固なら ざる 平稱點 にして、 早晚 

必す 一 變 すべき ものと す。 未だ基^_ぉ权に到逹して、 其の 自然の 平面に 歸 せざる 有神論 は、 着々 進ん 

で 基！^ 敎に 人る か、 若しくは 退きて 凡 祌說、 無神論 等の 境に 近づく か、 二者 其の 一 を 出で ざるべ 

し 0 

是の 如く 觀來れ ば有祌 論の 確定 は、 基督 敎 徒の 要害と して 固守すべき 所たり。 故に 余輩 は 先づ此 

の 攻守と もに 頗る 便利なる 勝地に 據ら ざるべ からす。 乞 ふ 簡略に 基督教 徒 有祌の 信仰 を說明 せん。 

ヘルベルト • ス ペン セル 口く、 宇宙の 性質に 付きて は 余輩 避くべからざる 結論 を 受け入れざる を 

得す。 吾人が 意識の 現象 も、 周圍に 存在す る 事物 及び 働 作 も、 之が 原因な くんば あらざる なり。 吾 

人が 原因 を 探る や、 開 端 最初の 原因 ありと なすに あら ざれば 止む 能 はす。 また 此の 開 端 最初の 原因 

をば、 無限 絶體 なりと する の 他、 吾人が 出づ べきの 路 ある ことなし、 云々。 

流石 は 識者の 高見、 能く 哲攀の 歸趣を 認定し 得たり と 謂 はざる ベから す。 生々 相嗣 ぎ、 々相承 

け、 因緣の 連鎖 上下に 通じ、 古今 を 貫きて 四時 行 はれ、 萬 物 育 はる，^ を 得。 然れ ども、 細に 之を觀 

察すれば、 吾人 は 開端最 首の 一大 原因、 即ち 他より 生み出され すして 獨 立の 生存 を爲 し、 他より 動 
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かされす して 然も 凡て の 動作 を 起す の 活動力 ある 實在者 を 得る にあら ざれば、 到底 理性の 耍 求を滿 

足せし むる こと 能 はざる なり。 或は 口く、 現今の 因 は 往時の ra^ のみ。 原因結果 は 環の 廻轉 する がご 

とし、 孰れ を か 端と し、 孰れ を か 末と せん。 開端最 首の 原因 得て 知る ベから すと。 然れ ども 開端最 

首の 原因に あら ざれば、 萬 物の 眞 源に 達したり とい ふべ からす。 或 人の 說の 如き は、 天地に 眞 正の 

原因 無しと する の妄 見なり。 原因結果の 眞理 を猱躪 する の 一一 一一：： は 取る に 足らす。 一 去 人類の 理性 は 天 

地 變邀の 由り て 来る 所の 原因 を 要求す。 啻に 子の 親、 親の 親を耍 求す るの みに あらす。 所謂 親の 初 

を耍 求す。 今の 生物 は 古の 生物より 進化し 來る。 ダル ゥヰン の說、 もとより 善し。 然れ ども 吾人の 

理性 は 此に滿 足せす して 進化の 原因 を 要求す。 進化の 手 1^ を 明に する 罔より 可な り。 唯 更に 進んで 

その 然る 所以の 原因 を 極めん と 欲するな り。 宇宙 萬 物 をして 今日の 如くなら しめたる 開 端 原因の 存 

在す る こと は、 上に 論じた るが ごとし。 此の 原因 は 如何なる も のぞ。 

ス ペンセ ル また 論じて 曰く、 是の最 首 開 端の 原因 は 人智の 得て 探究すべき ものに あらす。 若し 宗 

敎と 科舉と をして 和合せ しめんと 欲するならば、 最も 深く、 最も 廣く、 最も 確實 なる 事實を 以て、 

和合 の 基本 と爲 さざる ベから す。 是 宇宙が 吾人 に顯 示す る 所の 力 は 到底 知 る こと を 得べ からすと 做 

す を 以て、 之が 基本たら しむる に 如かざる なりと。 

思 ふに ス ペン セルの 云 ふ 所、 一 應は 其の 理無 きに あらす。 ス ペン セルに il^ き 立つ こと 數 千年の 

昔、 約 【日 は旣に 明言して 曰く、 祌は 探り 知らるべき ものに あらざる なりと、 英國の 者 中、 知見 殊 


に 精 明の M え 高き フ ッ コル はス ペンセ ル より 以前に 在 ひて、 疾 くに 左の 言 を 吐きたり。  - - 

人類の f 任 弱なる 頭腦を 以て、 あまり 上帝の 行事に 深 人 ひする は危 し。 神 を 知る は 生命な り。 北ハの 

名を稱 ふる は歡 なり。 然れ ども； t を 在る がま、 に 之 を 知る は 人の 能くす ると ころに あらす。 比の 缺 

點を知るは；^^も精確なる知識なり。 神の 事に 關 して 最も 安全なる 雄 辯 は沈默 にあり。 神 は 上に 在 

す、 吾人 は 下に 在り。 故に 神の 事 を 論す るに、 言を愼 しみ 語 を 塞う する は、 吾人の 注意すべき 所な 

りと。 然れ ども 極端なる 不可 識論は ひとり 宗敎 のみなら す、 凡ての 辜の 大敵な り。 

若し 神の 事 は 知悉すべからざる が 故に、 之 を 知る こと 能 はすと 云 は、；^、 天下の 事， 勿 細と なくた と 

なく、 人の 知り 5^ たりと 謂 ふべき ものな からん。 何と なれば 人 $1 我 知 ありと 云 ふといへ ども、 之に 

向って、 汝 能く 一滴の 水 を 知りて 毫も 餘蘊 なき を 得る やと 問 は、 に、 必らす 云 はんとす、 有名なる 

理 sr すら、 之 を 知悉す る こと 能 はす。 秘義の 雲 は 物 體を蔽 へり。 其の 性質 は 究竞明 知す ベから ざ 

る ものに 屬 すと。 水の 悉く 知るべからざる こと 斯の 如くな りと い へど も 井 を 掘りて 之 を飮 むこと を 

知り、 堤 を 築きて 之 を 防ぐ こと を 知り、 運河 を 通じて 舟 楫の便 を 開く こと を 知る、 また 何の 害 か 之 

あらん。 物體の 知悉すべからざる に拘ら す、 吾人 は物界 諸種の 舉問を 研究す。 然るに 祌の 高大に し 

て、 詳に 探り 得べ からざる がた めに、 幾分 か 之 を 知る こと さへ も ベから す。 宗敎 のこと は 擧げて 

不可思議の 領分に 屬 すと 主張す。 豈 以て 通論と 爲すを 得ん や。 上帝 は 無限な り。 共の 性德 至りて 高 

し。 人智の 得て 測量すべき ものに あらざる なり。 然れ ども 吾人 は 之 を 敬し、 之 を 愛し、 之に 事へ 得 


る ほどに 之 を 知る こと を 得べ し。 ス ペン セル 曰く、 吾人が 萬 物のより て 来れる 無限 永 在なる H ネル 

ギ ー の 前に 在 こと は、 斷乎 として 疑 ふべ からざる なりと。 旣に 此の エネ ルギ ー ありと 云 ひ、 之が 

性質 を 叙して、 無限 永住な りと 說く、 何 を 以て か 全く 之 を 知らす とする や。 一片の 1< リを 見れば、 解 

剖 sp、 能く 其の 全 體の 骨格 及び 構造 を 推知す る を 得るな り。 哲學に 通じ、 理性の 運用に 明なる も 

の、 また 是の ごとく、 ス ベンセルの 所說を i して、 着々 基督 敎冇神 論の 全 斑 を 窺. ふこと 敢て 難き 

にあらざる なり。 

フランスの パ ストア 曰く、 無限 者の 存在 を 公言す る 者 は 此の 斷 言のう ちに、 超自然的の 分子 を蓄 

積せ る こと、 凡ての 宗敎に 記載した る 奋蹬に 比 ぶれば 更に 甚 しきもの あり。 無限 者の 觀念は 二重の 

お-リブ か 

性質 を帶 ぶる ものに て、 其の 事た る 自らに して 明かなる と 同時に、 また 測り 知るべき ものに あら ざ 

るな り。 此の 觀念 にして 吾人の 心 を 占領す るに 至れば、 唯跪拜 して 之を崇 むる の ほか あるべ からす 

と。 (右 は 氏が ァカ デミ ィに 人會 する 時の 演說に 見 ゆ) 。ハ ストアの 一一 目 頗る 道理に 適へ りと 謂 ふべ し。 

ス ペンセ ル 氏の 所謂 無限 永 在なる -1 ネル ギ ー の說は 吾人 をして、 超自然の 境に 達 せし むる ものと 

す。 旣に 此の H ネル ギ ー あり。 更に 一 歩 を 進めて 之に 附す るに 意志 及び 智識の 性 を 以てする も、 敢 

て 背理の ことなりと 斷ー 一目す ベから す。 單 純なる 勢力の みに て は、 到底 理性の 要求 を滿足 する こと 能 

はざる べし。 また 已に 知識 意志 を 有すと 爲 さば、 何 を 苦しんで、 之 を 一個の ペルソ ナ (有心 者) と 

謂 はざる。 然も 云 ふべ からざる の 理は萬 之 ある まじき ことならん。 更に 之を考 ふるに、 有心 者 は 社 


交の 性 を 有す。 無限なる 有心 者の 社交性 は、 結局 完全なる もの あるに あら すん ば， 之 を？：，； ん VL  . リ 

るに 由な かるべし。 斯く 論じ 来れば ス ベンセル 氏の 無限 永 在なる H ネル ギ ー は、 一個の^ 心 者た る 

ベく、 また その 中に 一つより 多き ペルソ ナリ チイの 同時に^ 立す るを耍 する ものな り。 是の 如く 不 

可識 論者 は 其の 開 端 原因の 解釋 により、 吾人 をして 意外に も 基督教の 三位 一 體說に 近寄らし めんと 

はするな り。 

懊疑^ は 如何に 辯 論を逼 うして、 萬 物 を 疑 はんとす る も、 詭辯 者 は 如何に 言語 を 弄すれば とて、 

我 Gi: 身の 存在に 至りて は、 能く 疑惑 を 貫徹す る を 得べ からす。 天下 何者か 己の 存在の 如く 確 1赏 なる 

もの あらん や。 懷疑者 は 何ぞ。 自己の 心中に 疑惑 を懷 ける を自 知せ る 一 個の 我なる のみ。 彼 は 疑 ふ 

ところの 我の、 實に 存在す る こと を 疑 ひ ralf^ こと 能 はざる なり。 或 一 種の 科擧者 說を爲 して 曰く、 

我 科舉を 修め、 天地 を 研究す といへ ども、 未だ 曾て 之 を 創造した る 心の 存在 を發 見す る こと 能 はす 

と。 吾人 は今敢 て 此の 言の 當否を 論ぜざる べし。 然れ ども 此の 天地 を觀 察し、 其のう ちに 造 物 者の 

心を發 見せす と 論定せ る 科擧者 其の 人の 心 は、 確に 存在し つ」 あるな り。 彼 は 萬 物の 間に、 造物^|<； 

の 心 を 發見 する こと 能 はすと 主張す。 然れ ども 余輩 乞 ふ、 彼が 心に. E りて 有 神の 根據を 明に せん。 

何が 故に 自己の 存在 は 以て 有 神の 根 據と爲 すに 足る か。 蓋し 我 は 知識の 性 を 有し、 また 自らの 限 

ある を 知る。 我が 存在 は 限 ある ものな り。 限 あるの 存在 は必す 其の 原因 ある を 要す。 我 を 生じた る 

原因 は、 我 を 生す るに 相應 しき カを冇 せざる ベから す。 我 は 知識 あるの 存在 をな す。 我 は 思想の 力 
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を 有す。 知識 無く、 思想な きもの 果して 之が 原因た るに 相應 しきものなる や。 た 5> 思想 ある ものに 

あら ざれば、 我の 原因た るに 堪 へざる のみに あらす。 無限の 思想 者に あら ざれば、 理性の 要求 を滿 

足す る こと 能 はざる べし。 何と なれば 我の 存在 限り あるが ために、 其の 原因 を 要する こと 此の 如く 

ならば、 終に 無限の 智者に 達する にあら すん ば、 我の 眞 源に 達したり と 謂 ふ を 得ざる なり。 

熟々 わが 方寸のう ち を 顧み、 此の 虛靈 不味に して、 ェ 用の 微妙なる 心性 を 察する に、 其の 原因 は 

有識の 思想 者た る を 知る。 更に 細に 之を考 ふれば、 此の 思想 者 は 無限の 一 大 原因たら ざ るべ から 

す。 これ 上文に 略述せ しと ころな り。 眼 を 我が 心の 外に 轉 じて、 有形なる 物界の 現象 を諦視 する 

は、 我が 心性に 就きて 其の 存在 を 想起せ る 上帝の 有無 を 明に する 證左、 別に 一生面 を 開きた る を 見 

るべき なり。 彼の 焕乎 たる 天の 文章、 秩序 森嚴 なる 地の 條理を 見よ。 昔 人 之を奇 しみ、 今人 其の 妙 

に 驚く。 思想 精細に して 能く 微を 穿ち 幽に 通す るの 學者、 螢雪の 學を 修めて 怠らす、 研究の 功 世 を 

かさね 人 を めり といへ ども、 天地の 秩序 及び 宇宙 萬 物に よりて 表示せられ たる 思想 は、 超然と し 

たゴ 

て 人智の 上に 卓立し、 到底 之 を 縛ね つくす こと 能 はざる な.^。 此の 天地の 現象 は 其の 原因 無くん ば 

あらす。 其の 原因 はまた 知識 思想 無くん ば あらす。 然 なき 時 は、 吾人が 學を 愛し、 問 ふこと を 好む 

の 天性 は、 宇宙 を觀 察して 其 の 適當な る說 明な きに 失望せ ざる を 得す。 

また 視ょ。 物 界には 熱 力の 作用 著しく 彰れ たり。 迅雷 風 烈必す 色を變 す。 吾人 は 宇宙 を觀 察する 

と 同時に、 非常なる 有能 者に 接する を覺 ゆ。 蓋し 勢力た る 思想 は 我が 心の 作用に より、 意 を 動かし 


氣を _ ^ひ、 志を發 起す る を $ ^知す るに 根ざす ものな り。 外物の 現象 を兒、 之 を 類推す るに 吾が 心き 

の 作用 を 以てす。 此 において か 勢力なる 思想 を 起す に 至る。 吾人が 最も 早く 知り 初め、 また 最も 

密に 知れる 作 因 は、 我と いへ る 一 筒の r ヘル ソナリ チイ』 なり。 勢力の！ g 形 校範は 各人の 有する と 

ころの， お 志 即ち 之な り。 宇宙の 現象 を觀 察して、 非常なる 大勢 力に 接する に當 り、 之 を 一大 ペルソ 

チリ チイ に歸 する も 亦 故な きこと にあらざる なり。 誰か 之 を现 にあら すと 云 はんや。 

E 然 法の 統；！ 化、 GI 然界の 劃一 は、 科 辜の 進歩と ともに 益々 明かな り。 然れ ども 之 を 以て 上帝の^ 

在 を 否決 せんと 欲する は、 未だ 思想の 精 明なら ざる もの ある を 以ての み。 自然法 は 勢力の 活動す る 

一定の $ のみ。 之に よりて 現象の 起れ る理. E を說明 せんとす る は 通論に あらざる なり。 朝令暮改 

は 思想 精細なら ざるの 徵 なり。 變更 して 止ます、 紛雜 常に 究 まりなき もの は 智の徵 なる か。 將た奇 

遇の 微な るか。 無限の 智は 秩序な り。 造化の 思想 者 は 自然法に 出り て 益 々其の 威德 を顯彰 する にあ 

らす や。 吾人 は 此の 無形なる 我の 存在 を 確 知し、 また 其の 原因の 有智 有心なる を 知れり。 旣に 此の 

知識 を 懐きつ A 大地の 秩序 を諫視 す。 其の 妙ェ 驚くべく 其の 目的 や 深遠 不可思議 なり。 共の 勢力 や 

您々 發 して 無究 なる を 見る。 カント 云 はす や、 天地 は啞 者の み。 而 して 其の 雄 辯 は 堂々 として 常る 

ベから す、 誰か 之に 驚かざる もの あらん や。 此の 天地の 現象より 推究 して、 永 在 無窮の 有心 者に 尋 

ね 到る、 誰か 之 を 不可と する も のぞ。 ナボレ オン 第一 世 は 平生の 事業 全く 宗敎と 相反す。 然れ ども 

彼 は 事物 を IS? 破す るの 服、 極めて 鋭き 者な り。 其の 宗敎 に關 する の 言、 時として 世人の 長く 忘却す 
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ベから ざる ものな きに あらす。 曾て 遠く 佛 軍に 將 として 埃 及 を征 する や、 船に 駕 して 地中海 を 越 ゆ 

る に當 り、 一 夜 1 士 甲板に 會 して 宗敎の 事 を 論す。 無神論 最も 其の 勢力 を 逞しう せる もの 、 如 

し。 力 ー ライルの 英雄 崇拜 論に 曰く、 諸將士 ロジックの 法 を 以て 無祌說 を證し 得たり となし， 各 得 

意の 色 あり。 ナボレ オン 星 を 見て 答へ て 曰く、 諸君の 論す る 所 1* だ 善し、 然れ ども 誰か 彼の 總てを 

作れり やと。 ナボレ オンの 一一 一一 口により 無 祌說の a ジック は 水の 如く 流れ 去り、 只 誰か 總てを 作れり や 

と 云へ る 著 名な る *5 其 の顏を 注視め たるの みと。 

我 全能の 父 を 信ず  • 

前章 說 ^れる 所に より、 萬 物の 大原 は實に 存在す る も の なる こと を 略 知せ り。 森 羅萬象 を 見 

て、 其の. E 來 を推究 せんと 欲する 我等の 智性 は、 稍々 之 を 以て 滿足 する ことならん。 然れ ども 人類 

の 愛 及び 良心 は、 單に 天地の 造化 主 ありと いふ j 事 を 以て 滿 足すべき にあら す。 蓋し 人 は 智力の み 

を 有する 存在者に あらす。 他 を 愛しよ く 他に 愛せら る、 を耍 求す。 世人 動 や も すれば 即ち 曰く、 獨 

立す るに あら ざれば 人た る こと を 得すと。 然れ どもつ く/^ 之 を 思 ふに、 人類の 幸福 は 百事 己の 思 

ふま.^ に爲 し、 獨立獨 歩して 敢て 他の 制 抑 を 被らざる に 在りと する は大 なる 僻說 なり。 獨り三 一 の 

神の み、 能く 己に 足りて 外に 待つ ことなく、 純.^ f 獨立 する こと を 得る のみ。 祌は 愛な り。 愛の 性た 

る や、 己を與 ふること を 主と す。 受 くるよりも 與 ふる は 幸な り。 神の 幸福 は、 他に 依頼す るの 必耍 


ある を 以て 萬 物 を 造りた るに あらす。 愛の 德ぁ ふれて こ に 至りた る ものと す。 

然れ ども 凡そ 被 造の もの は 上は大 天使より 下 は 地 を 這 ふ蟲に 至る まで、 共の 幸福 を 己より 外の も 

のに 求む。 人 各々 自家の 心 を 省みな ば、 此の 理 おの づ から 明白なる もの あらん。 元始 人 之 を 透りた 

る もの 宜 I 百して 曰く、 人獨 居す る は 不可な りと。 世に 獨 居の 如く 不愉快なる もの は あら じ。 食前 方 

丈、 數奇林 cl^ の歡娱 至らざる ところな きも、 相愛す る 者な くんば、 其の 心の 髌を 解く に 足らす。 相 

知り 相 語り、 思想 を 交換し、 感情 を 通す る もの あるに あら すん ば、 人生 を 幸に なすこと 能 はざる な 

り。 時として は獨 居の 苦しみに 耐へ かね、 生命な きもの を 以て 生命 ある ものに 擬し、 せめても の 心 

遣りに せんと 欲する に 至る。 空行く 雲、 風 そよ ぐ 松、 岩う つ 波、 凡そ 生命 あり 氣に見 ゆる もの あれ 

ば、 何 にても 之 を 歡び迎 へて、 共に 親しみ を 結ばん と 欲するな り。 菅 原道眞 其の 罪に あらす して、 

配所の 月を眺 むる の 厄に 權り、 將に 左遷の 路に 上らん とす。 住む もの 多き 都の 天 も、 宛然 無人の 孤 

島に 等しく 感ぜられ、 陽を斷 つの 哀聲を 放ちて 曰く、 

東風 吹かば 句 ひお こせよ 梅の 花 

あるじな しとて 春な 忘 すれ そ 

花 は 生命 あり。 之 を 愛で 育 つれば 榮ぇ、 之 を棄て i 顧み ざれば 即ち 凋む。 狀 恰も 人類の 愛に 應答 

する もの  > 如し。 之 を 金石に 比すれば 人心 を滿 足せし むる こと 稍々 深し とす。 動物に 至りて は、 人 

と 交際す るの 度、 遙に 植物の 上に 出づ。 故 を 以て 之 を 愛する の 念 も、 更に 深切なる を 得。 草木 ゃ禽 
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獸ゃ人 之に 接して 幾分の 滿足を 取るべし とい へど も、 唯 それの みに て 到底 不幸なる 感覺を 免 かれ 能 

はざる なり。 人類の 侶と し 交 はらんと 欲する 所の もの は、 少 くも 已と對 等 匹敵なら んを耍 す。 なる 

ベ くんば 已に 優る もの を 獲る に 若 かす。 人類 は獨立 せんとて 生れ 出で たるに あらす。 强て獨 立 せん 

と 企てた ろが ため、 一類 を 擧げて 沈 倫す るに 至れるな り。 貴き 事 天子た ひ、 富 ra 海 を 保ち、 威勢 草 

木 を も 靡かす といへ ども、 其の 中心の 欲望 を尋 ぬれば、 他 を 有し、 他 を 支配し、 他 を 推し 靡 けんと 

欲する にあら す。 己の 信愛 委任すべき ものに 慰められ、 統 卒せられ、 占領 せられん と 思 ふの 念、 

隱微の 中に 切なる を 見るべし。 綸言 汗の 如く、 其の 意思の むか ふ 所、 天下の 法律と なり、 生 殺與奪 

其の 專 裁に 出づ。 以て 暴君の 心情 を滿 足せし むる を 得べき か。 彼 は 己の 意志に 反抗す る もの あらん 

こと を 求め、 自ら 膝 を 屈めて 拜崇 すべき 人 あらん こと を 望む。 是れを 以て 暴君の 朝に は、 寺 人 宦官 

志を恣 にし、 妻妾 後宮に 在りて 時に ー國の 政令 を 左右す。 億兆 臣民の 君主、 俳優の 如き もの、 ため 

に 奴隸の 如く 使役 せらる &に 至る。 

人類 は 他の 己に 類した る ものと 交 親す るに あら ざれば、 共の 性分の 發達を 完了う する こと 能 は 

す。 其の 最も 高貴なる 志望 も 才能 も、 之と 交 親す る 者 あるに あら ざれば、 其の 功^ を 全うする こと 

能 はざる べし。 慈愛、 節義、 公平、 正直、 同情 等 は 同 明 相 照し、 同類 相 求め、 人 互に ffl 親交す るに 

あら ざれば、 意義な きの 言の み。 嗚 る鎵、 響く 餓と 何ぞ擇 ばん。 交 親の 度 を 計らん と 欲する とき 

は、 鎖ら く 其の 深廣 長の 三つに 注意せ ざるべ からす。 或は 1* だ 狹！^ なる もの あり。 或は 博く 衆に 及 


ぶ もの あり。 交 親の 愛情、 之に よりて 其の 惯 俯 を 異にす。 或は 愛の 活動 僅に 皮相の 上 を 往来し、 微 

風の 平原 を 吹き 急ぐ が 如く、 其の 親しみ を 淡々 として 人生 を 過ぎ行かん とする 者 ある を 見る。 若し 

交情 愛 の 博 からん こと を 求めな ば、 眼 を 擧げて 人類の 社 會を瞰 よ。 兑 渡す 限り、 耕さざる の 田野 

なり。 博愛 任 俠の心 を 推し ひろめて、 道 を 天下に 行 はんと 欲せば、 到る 所と して 共の 事業 で 丘 

の ごとし。 能く 時世の 必耍を 看破し、 社會の 傾向 を 察知し、 科舉の カを藉 り、 精細なる 統計に 據 

り、 现时衞 生の 大法に 則り、 世を濟 ひ、 民 を 助けん と 志さば、 世界 は 義士 仁人が 共の 意 を 達すべき 

企 圖 計畫の 無盡藏 にあら す や。 

若し 交 親の 廣博を 主と せば、 吾人の 望兹に 於て 旣に滿 足せり と 謂 はざる ベから す。 偏 私利 己の 溝 

路に 生命 を 限られ、 志 を 固陋に して、 日月 を經過 せん 5 は、 是の 如く 交 親の IH^ 域を廣 め、 愛情 を 衆 

に 及ぼす の高尙 なる に 如かざる なり。 然れ どもた 1^ 是の 如きの みに て は 人類の 愛情 未 だ 其の 底蘊を 

盡 さざる もの ある を 免れす。 空漠と して 廣ら かなる 人間 社會に 運動す る もの は、 志士 仁人の 心 胸と 

全部に あらす。 其の 一 小 刀に 過ぎざる のみ。 人情の 最も 切なる |S<R は、 治の 機 を 得すして、 空し 

く 胸中に 埋 i 乂.. ^果てな しとす。  一 八 九 0 年 九、 一 0  HJOSi 報) 
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日本 基督 敎會と 云 へ る名稱 及び 其の 由來 

明治 五 年 一 月 初 週の 祈禱食 を 横濱 海岸 百 六 拾 七番館 石造の 小會 堂に 開く。 會 する もの は 米 國宣敎 

師バ ラ氏を 首と して 日本人 數名 稍々 堂に 滿っ。 余が 英學 を學 ばんがため バ ラ氏 の 學校 に 人り たる 

は、 恰 かも 該 祈り 會の 最中に て ありき。 舊 一 致 敎會中 最も 古くよ ひ傳 道に 從事 せる 小川 義緩氏 は、 

當時バ ラ 氏英學 校の 幹事 様の 事 を爲し 居られし が、 人 舉の時 余 を 誘引す るに 基督 敎の講 席に 列 せん 

こと を 以てせら る。 余諾 して 其の 日の 午後 四時 頃會 堂に 至れり。 ジ， - 1 ム， ス* バラ 氏 使徒 行傳 ペン 

テコ ステの 章を講 解して 聖靈 火の 舌の 如く 各人のう へに 止まり 云々 と 熱心に 說 話せられたり。 < ^は 

其の 何の 事なる や を 解せ ざれ ど、 心のう ちに 宗敎 上の 感覺 をう けし こと 少小 にあら す。 竹 尾忠男 

氏、 故 條崎桂 之 助 氏 等の 祈禱を 聞きて 奇異の 想 をな し、 時々 噴飯に 堪 へざる こと ありし かど、 程 も 

なく 余 また 祈す る 人と はなり たり。 獨り 余の みならす、 押 川方義 氏の ごとき、 熊 野 雄 七 氏の ごとき 

も、 相 先 後して 眞 神に 呼び 求む る 身と は なられた るが 如し。 當時を 回想 すれば 邦語の 聖書な く、 敎 

會 なく、 讃美歌な く、 祈り 會 なく、 日本人に て傳 道に 從事 する 人な く、 封建の 夢 未だ 覺め やらす、 

偶像 敎の 迷信 あるかな きかのう ちに 吾人の 胸中に 徘徊せ り。 是を 今日の 2^ に 比 ぶれば、 轉た 感慨 


に 勝へ ざる もの 多し。 バラ 氏の 熱心に 傳 道し 居られた る 彼の 石造の 小舍堂 は、 余 等が 魂の 產所 なり 

しのみ ならす、 寶に 日本に 於け るプ n テス タント 基督 敎會 の產 所に て ありき。 f あれより 先き、 外 同 

穴 敎師數 名 日本に 在留して 宜敎を 試みし こと、 年 ありし とい へど も 未だ 一 の 敎食を 結ぶ にも 至ら ざ 

りき。 明治 五 年 一 月 初 週の 祈禱會 は、 當時バ ラ 氏が 說 敎の题 とせられ たる ぺ ン テコス テの 使徒 敎會 

に 於け るが 如く、 實に 日本 敎會の 萌芽に して 其の 熱心なる 祈り 會に 湧き出 だせる 活ける 水 は 永遠に 

^きす、 流れくて 今日の 隆盛 を 見る ことと はなり しなり。 初 週の 祈躊 終りた る 後 も 余 等 は 日毎 會 

堂に 集りて、 バラ 氏より 聖書の 講解を 受け、 聞く 毎に 初 世界に 遊ぶ が 如き 心地したり。 斯くて 程な 

く、 竹 尾 氏、 篠崎 氏、 押 川 氏、 櫛 部 氏、 の 人々 洗禮を 受け、 是れ より 先き 受洗し 居た る 小川 義拔、 

鳥屋 だい、 粟津 高 明、 鈴 木 貫 一 、 等の 諸氏と 相 謀りて 一 敎會を 設立せ り。 其の 趣意書に 日く、 我輩 

は 軍に 基督 を宗 とし、 聖書 を 標準と し、 毫も 宗派に 偏せ す、 又 宗派 的の 名 稱を用 ひす、 自ら 稱 して 

日本 國基 督敎 食と いふ 云々。 斯 くの 如く 設立せられ たる 初實 の敎會 は、 政治 簡易に、 信條？ Ef 純に し 

て、 其の 組織 極めて 自由 寛大なる ものに て ありし なり。 舊 一致 敎會が 今般 其の 名稱を 改めて 日本 基 

督敎會 となれ る は、 敢て 其の 舊に復 せんと 欲した る ものに 非す といへ ども、 此の 名稱 は、 日本 初實 

敎會 の名稱 として、 昔 ゆかしき 心地 せらる、 ものと いふべき なり。 一致 敎會 は、 其の 名稱を 改めた 

るの みならす、 其の 精神に 至りても 大いに 自由の 方向に むかひて、 堅固なる 進歩 をな したる ものと 

いふべき なり。 
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明治 六 年、 同 七 年に 於て 今の 東京 新榮 敎會、 神戶 敎會、 大阪 敎會相 踵いで 設立 せらる。 皆 橫濱の 

初 i 莨 敎會と 主義 を 同じう し、 無宗派の 精神 を 抱き、 簡易 信條の 規約に 基け る ものな り。 是 等敎會 

は、 相 約して 日 木. 某， 督敎會 なる 名稱を 用ゐ、 自今 我が 國に 外國 宗派の 成立 を 担 絶 せんとの 覺悟 にて 

ありたり。 此の 事に 付き、 其の 公平無私なる 處置を 長く 日本の 敎會史 に 記憶 せらるべき 人 は、 バラ 

氏、 タム ソン 氏、 今の 組合 敎會 のグリ ー ン氏、 當 時大學 の敎授 たりし グリフ キス 氏 等な り。 本邦の 

信徒の 奮發し 居た るに も拘ら す、 是 等外 國 宣教師の 艱難 を 忍びつ、 盡 力した るに も拘ら す、 日本の 

傅 道 好 景況な りとの 報知、 外國に 達する と 同時に、 宗派 的の 宜敎 師、 頓 みに 增 加し、 東西 各地に 宗 

派 的 敎，^ "を 設立したり。 此 所に 於て 宗派 を 却け、 日本 純粹の 基督 敎會 のみに なさん との 志 を 抱け る 

輩 は 大いに 其の 鋭氣を 挫かれた ひ。 さらぬ だに 前途 茫々 たる もの を、 此にー つの 手酷き 鞭 を 加 ふる 

出来事 こそ 起り たれ。 其 は 他に あらす、 明治 七 年、 新 島 襄氏歸 朝す。 予等は 同氏 歸り來 らば、 必定 

無宗 1^ の、 王 義を贊 成し、 非常に 大 いなる 援助 を與 へらる、 ことな らんと 樂 しみ 居た るに、 豈圖 らん 

や、 氏 は 大いに 無宗派 主義 を 非難し、 外國の 宗派に 馬す るに 非 ざれば 事業 擧ら す、 傳 道の 前途 望み 

なしと て 飽くまで コ ン グリゲ ー シ 3 ン 主義 を问 執し、 宗派 的の 運動 をな すべし と 明言せ り。 神戶、 

大阪 の諸敎 會是れ より 渐く 約束 を 解き、 純然たる コ ン グリゲ ー シ 3 ンの 旗幟 を褐 ぐるに 至れり。 

新島襄 氏 の 尙ほ米 國 に 在 り しと き、 横濱 の 基督 信徒 書 を 氏に 寄せ て歸朝 の 日 は橫濱 海岸 敎會 の牧 

師 たらん こと を 乞 ひ 求めたり。 蓋し 其の 文 は 奥 野昌綱 氏の 立案に して、. 衆議 祈禱を 以て 之 を 可決 


し、 遙 かに 之 を 新 島 氏に 送れり。 然るに 月を累 ぬる も 余輩 其の 返書に 接せす、 望 天の 懷、 幾分 か 失 

0 の SE な きを 得 ざ り き。 

氏が 歸 朝せられ しとき 海岸 敎會員 は 之に 質す に 彼の 書面の 要領 を 以てし、 其の 横濱に 止まりて、 

牧師た らんこと を 求めたり しとき、 思 は ざり き、 彼の 書狀は 未だ サて 新^ 氏の 手に 達せ ざり しとの 

i^ii を 確め 得たり。 新 島 氏の 精神 は 前に 褐 げたる が 如く、 外國の 宗派に 關係 なき 敎會を 不可と する 

たと 

に 在りし を 以て 設ひ 其の 書狀に 接したり とする も 到底 横 濱敎會 の 牧師と なり、 長老 派に も あらす、 

合 衆 派に も あらざる 日本 基督 敎會の 牧師と は なられ ざり しならん。 海岸 敎會の 有志 者が 氏に 面し 

て、 敎會の 前途 を談ぜ しとき、 氏 は寶に 確乎と して 宗派 說を 維持せられ たるな り。 

新^：^氏の歸朝後直に上州安中に歸省し、 間もなく 上京 せらる」 や、 當時 東京なる 日本 基督 敎會の 

有志 者 中 其の 人 ありと 聞へ たる 高 橋亨、 戶田忠 篤 等の 諸氏 之と 會 して 敎會の 事 を 論じたり。 新 島 氏 

の 意見 甚だ 底强く し て 動かす ベから す、 且つ 其 の 宗派 說 をば 道理 あゆと 思 ひ 取りた る にゃあらん、 

髙橋戶 田の 諸氏 之より 飜 然として 宗派 論者と なり 幾く 程 も 無く 今の 新榮敎 會を脫 して 築地 六番 館の 

長老 敎會 (今の 芝 敎會) に 加入せ り。 其の 頃弘 前の 本多庸 一 氏 また 宗派 論に 感染し、 其の 管理せ る 

弘前 基督 敎會を 率ゐて メ ソヂス ト 監督 敎會に 投じたり。 基督 敎會の 有志 者 は 翁に 神 戶大阪 の 同盟 を 

失 ひ、 次に 築地 南 小 田 原 町敎會 (今の 新榮 敎會) に 分離 を 生じ、 第三に 陸 奥の 本 多 氏 亦 之 を 去りた 

るが ために、 大いに 其の 氣勢を 殺 がれた る もの、 如く 見えたり。 加 ふるに 今日まで 無宗派 主義 を唱 
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へ、 日本 基督 信徒の 渾ー を 主張せ る 外國諸 牧師 及び 之に 眤近 せる 日本 信徒、 時の 利 あらざる がた め 

か、 將た 他に 見る 所 ありて か、 稍 其の 旗の 手 を 動し、 さし もに 堅固な りし 獨 立論 も 色めき立ちて ぞ 

見えに ける。 東京 基督 敎會 にさる もの ありと 聞え たる 海軍 敎授故 粟津 高 明 氏、 大いに 之 を 憤激し 甚 

だ 言 ひ&斐 なしと や 思 ひけん、 二 川 一 騰氏 等數十 名と ともに 袖を拂 つて 新榮敎 會を脫 し、 其の 麻布 

仲 之 町の 邸 內に會 堂 を 建て、 曰 本敎會 なる もの を 設立せ り。 日本 基督 公 會は此 に 至りて、 最も 困難 

を 極めたり と 謂 ふべ し。 

此の際 日 本 基督 敎. st: と 協力せ る 宣 敎師ブ ラウ ン、 バラ、. ァ メルマン、 タム ソン、 ミ ラ ル 及び 米國 

長老 敎. S ぼの 宜敎. g ィム プリ、 グリ， ン、 ノックス、 ヘボン 蘇國 の同敎 會の宣 敎師ヮ デル、 フ十， -ル 

ズ、 ダビ ッド ソン 等の 諸氏の 間に 敎會 合併の 論漸 やく 熟し、 委員 を擧げ て從來 一致 敎會に ffl ゐゐた 

る U 鎖の 草案 を 作り、 之を譯 出せし めたり。 其の 信條は 何ぞ、 ドルトの 敎窘、 耶穌敎 略 問答、 ゥ H 

ス ト ミ ン ス タ ー 信仰の 告白 即ち 是れ なり。 憲法の 緒言に 曰く、 凡そ 日本 基督 一 致 敎會の 敎師傳 道 者 

たらん 者 は此等 信條に 違反 せる こと を說 く を 得す、 また 主 張す る こと を 得 ざ るな り。 

一致の 論 出づる や、 米國 及び 蘇^の 長老 敎會に 附属せ る 築地 大番町 長老 敎，^ / 下總 法典 大 森の 二 

敎會、 品 川 敎會、 横 濱住吉 町敎會 * 及び 三 沛徹、 重 富 柳太郞 氏^  I 群の 信徒 は 素より 此の 草案に 不 

同窓 を唱 ふべ くも あらす。 基督 敎會中 一派の 人々 も 亦 之に 反抗すべき とも 兒ぇ ざり しが、 多 數の冇 

志 者 は 大いに 激昂して、 之に 不同意 を唱 へ、 築地 病院に 集，^ して 激論 三日、 殆んど 分裂の 態に て あ 


りし かど、 所 li 溫和 派の 調和 論 (若し 之 をし も 調和 論と 謂 ふべ くんば) 終に 勝 を 制し、 此に 一 致敎 

會 なる § たる 外國 宗派 的 の敎. を 形造る ことと はなり ぬ。 に 明治 十 年の 春な り。 

n:.! の 時日 本 基^ 敎舍は 全く 其の 旗 を 撤去し、 全國 悉く 宗派 的の 敎會 のみと なりし が 如し。 神戶大 

阪はぽ 〈先に 會 衆 派の 敎會 となりぬ。 ^京 横濱 上田 長 崎の 基督 敎會は 一致 敎.^ ：; となりたり。 弘前は 

疾 くに メソヂ ストの 旗 章を揭 げたり。 然るに 此の際 依然 其の 意志 を 維持し 日本 基督 敎<|:3 の體裁 を 保 

てる 者 を 押 川方義 氏と す。 氏 は 當時傳 道して 越後の 新 潟に 在り、 明治 十三 年轉 じて 仙臺に 移る。 氏 

は 明治 十七 年頃 一 致 敎會に 加入せられ たるまで は、 何れの 宗派に も屬 せす して ありし なり。 

以 上述ぶ る 所 は 明治 十 年 前の 日 本 基 蝥敎會 の履歷 及び 其 の 運命な り。 日 本 基督 敎會 の 左ぬ ® 0 に 

分立して 一宗 派 をな す、 之 を 今の 組合 敎會 也と す。 其の 右 東に 旗幟 を樹 てた る もの を I 致敎會 

とす。 余 擎旣往 を 顧みて、 之 を m ャ かに 或ひは 嘆息すべき ことなき に 非す といへ ども 攝现の 指導す る 

所、 日本 儺 道の 上に 於て 其の 利 ハま少 から ざり し を 見るな り。 舊 時の 日本 基督 敎龠は 一 致した るが た 

め 如何なる 失 を 受けたり や。 また 如何なる 利 を 拾得せ る や。 其の 失へ る 所を擧 ぐれば、 曰く 簡易 信 

0、 簡易 政治是 れ なり。 然れ ども 巳に 簡易なる 政治 信條 にて 養 はれた る自. S 獨 立の 精 祌は名 稱の隱 

浚と \ もに 消へ 失せし に 非す。 一致 敎# にあり て、 常に 進歩的の 地位に 立ち、 信仰の 自由 を 主唱せ 

る もの は 之 を 要す るに 曾て 舊日 本 基督 敎會 に屬 したる もの 若しくは 之 に 緣故ぁ る ものに 非る は 稀れ 

なり。 明治 十 年 以前の 曰 本 基督 敎き は；^ して 徒然の 死 を 遂げた る ものに 非るな り。 其の 得し 所 如何 
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と尋 ぬるに， 傳 道の 便利 を擴 張した る こと、 稍 見る に 足るべき 祌擧校 を 設立し 得た る こと、 敎會の 

お 台に つき 健全なる 經驗を 獲た る こと、 イン プリ ー、 ノックス、 マクラレン、 フォ ー ルズ、 田 村、 

三 浦、 石 原 等の 如き 內 外の 有力なる 同 勞者を 獲た る こと 等 其の 條項 I にして 足らざる なり。 殊に 吾 

人が 忘る まじき 一 つの 利益 は、 十 年の 一致が 進歩と 保守と を 調和して、 變 化と 堅固と を 兼ぬべき 改 

良の 地盤 を 作り、 基礎 を 設け しめたる ことなり。 一 致 敎會の I 裁 は輕忽 なる 變化 を遮斷 する の 溝渠 

なり。 一 致の 敎 # を組錄 せる 分子と 其の 藤史と は頑然 たる 保 {t:^ 神藥 をして 永く 其の 勢 を 逞しう せ 

しむべき ものに 非るな り。 

明治 十 年の 一 致 聯合 はプ レス ビ テリア ン 主義の 一 團體を 形造りた る ものな り。 然れ ども こ は 自然 

の發 育に あらす。 また 日本 基督 敎 徒の 經 験と 覺悟 とより 来りし ものに あらす。 せ 〔の祖 織の 上に 於て 

早晚變 動を來 すべきの 徵 候は疾 くに 敎會 の內 部に 顯 はれたり。 明治 十二 年の ことかと 覺ゅ。 一致 敎 

會 の中會 に、 信仰 筒條の 議論 起り て、 舎議の 模様 頗る 激昂せ しこと ありき。 また 傳道 者官ー 教師の 職 

に 就かん とて、 試験 を 受けん とする もの ある 時 は、 宣教師と 受験者との 間に 多少 見解 を 異にする も 

の往々 にして これ あり。 原罪の 說、 噴 罪 論、 小兒 の洗禮 等の 如き は 其の 尤も 著る しきもの にて あ 

りき。 一致 敎食內 の 宣敎職 志願者に して 一致 敎會に 於て 養成し 敎 育せられ たる もの、 殊に 純然たる 

カルビ ン 派神舉 を敎授 する 一 致 敎會の 神 學校を 卒業した る ものにして 受驗 の時斯 くの 如き 異論 を 現 

はし 來れる は 抑 もこの 敎 會に變 動の 生す ベ き徵候 に あ ら すして 何ぞ や。 當時 今水戶 に傳道 せらる る 


官： 敎士 高木 信士 〔氏が 5^ 師 就任の 試験 を 受けて 一 度 は 及第す る こと 能 は ざり し 理由の 重なる もの は 同 

氏が 主張せ る 原罪 論の ゥュ スト ミンス タ ー 信仰 筒條と 異なる もの ある を 以てな り。 同氏 はせ、 の 後の 

試験に及第したれど其、の時に常り予^^^«敎#のために此の處5!?1を遗；^に思ひ、 中 食の 議場に 於て 其 

の 事 を 論じ たる 事 あ る を 記憶す。 然れ ども 高木 氏 の 如き は殆ん ど 前後 異例 のこと にて 祌學上 の 議論 

ゥェ スト ミンス タ ー 吿 白と 異なる もの あるが ために 及第し 得 ざり しもの は 此の 他に 其の 例 ある を 知 

らす、 蓋し 異 主義 異分子の 勢 ひ滔々 として 甚だ 強く、 沖 一 も 規則 を 以て 之 を束禪 牽制す る こと 得て 望 

むべ からす。 カル ビン 的なら ざる 敎師も 傳道者 も 長老 も 執事 も 次笫に 其の 數を增 しぬ。 兹を 以て 雨 

. ^神舉 の試驗 にはゥ H ス トミ ン スタ ー 告白の 制裁な く、 一  致敎會 の講壞 一は カルビ ン 主義の 占領す る 

處と はなら ざり しなり。 明治 十二 三年 頃の 改革 論 其の 功 を 奏せ ざり しに も枸ら す、 永く 其の儘に て 

持轿 せんこと は 勢 ひの 許す 所に あら ざり しこと 明らけ し。 

かくて 傳道 のこと も忙 はしく、 議論に 時 を 費すべき にあらざる を 以て - 言 はす 語らす 信仰の 自 

.E を 保ち、 祌舉上 研究の 公道に 濶 歩し 得た る 限 は、 實 際に 於て 何の 差閊も ある まじと て 改革 論は殆 

んど 眠りた る ものの 如く 靜 かに 活動の 期 を 待ちつ & ありき。 

世人 は往々 一致 敎. I" を 以て：^ だ 頑固 不自由なる 敎會の 如く 思 ひ 過 まれる ものの 如し。 然れ ども 實 

際に 於て は 其の 信仰 上の 自由 寛大な りし こと は 福音 主義の 許す かぎり 敢て 0 餘の 敎會に 譲る 所 ある 

ベ しと も 見 えす。 其のう ちに ありて 牛耳 を 執れ る 日 本 宣敎師 は 何等の 人々 なる を 記憶 せば この 言 の 
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翁なる を 知り 得べき なり。 然れ ども 憲法より 云 ふ 時 は、 一 致敎會 は：？^ だ 頑 罔なる カルビ ン祌 學を以 

て 名義 上に 支配せられ たる ものと はい はざる ベから す。 隴を 得て 蜀を 望む は. n 然の 人情な り。 憲法 

信仰 简條 の改 li- 論 早晩 起り 來ら ざる.. V- 得 ざり しなり。 かくて 明治 一 一十 年に 至り 糾合 一 致 兩敎食 合併 

の議 出で たり。 此の 事た る や 日本 國傳 道の 歷史に 於て 早くより 多少の 關係 ありた る 三敎會 のこと と 

いひ、 其の 長短 相 同じから す、 之 を 合する 時 は 傳道上 其の 便利 蓋し 少々 にあらざる こと は 識者 を 待 

たす して 知るべき なり。 此の 故に 兩敎會 の 有志 者 は 頻りに 其の 問に 周旋し 殊に 會に 在りて 自由の 主 

義を 取れる 人々 は 熟 心に 之 を 成就 せんとて 頻りに 盡カ せり。 これ も 亦 以上 說き 來れる 歴史上の 事情 

ょり考 ふれば 其の 輝. 由 を 知る こと 難から ざるな り。 組合 一致 合併 は 如何に なれり と 云 ふか、 また 其 

の 計畫は 何の 故 を 以て 破れた る や。 乞 ふこれ を 次 篇に說 かん。 M 者 註、 SI なし。 1< 丸一年 isisg 

日本 帝國最 首の プ 口 テス タン ト敎會 

三月 十日 は横濱 海岸 基督 敎會の 設立 後 第 1 一十 年の 當日 なれば とて 其 日 午後 1 一時より 會堂 にて 盛大 

なる 祝 會を催 ふせり。 其 日 の 模様 は 敎報欄 內に詳 かなれば 此 處に贅 せす。 

合衆國 の水師 提督 ペルリが 浦 賀灣に 其の 艦 を 率 ひ 来りし 後 四 五 年を經 て、 彼我の 條約を 締盟し、 


外國 私人の 日本に 居住す る を 准許せられ たる は、 千 八 百 五十 七 年の 事な り。 開港の 報、 かの 國に傳 

はる や 機敏なる 商人 は 奇利を 博 せんが 爲に、 日本に 渡航 せんこと を 企てたり。 文明 人に して 東方 

諸國 及び 南洋諸^の 事物に 注意す る 者 は、 唯 利に 敏き 商人の みに 非す、 公平無私 博愛 同仁の 心を以 

て 魂 を 救 ふの 道 を 宣布 せんと 企つ る 基督 敎徒 及び 其の 設立した る 外 國傅道 會社も 亦 大いに 斯る事 

に 注目し、 機 を 外さす、 時 を 誤た す、 逸早く 傳 道に 着手 せん 事 を心懸 くるな り。 これ を 文明 國 人の 外 

邦に 對 する 一 偉觀 なりと す。 日本 開國の 報の かの 國 中に 傅 はる や、 米國の 基督 敎徒は 日本に 傳道者 

を 派遣 せん 事 を 謀れり。 就中 ダ ゾチ • リフ. ' ー ム ド敎會 及び プ レス ビ テリア ン敎會 の 如き は 早く も 

準備 を 整へ て數 名の 宜敎師 を、 日本に 遣 はせ り。 

即ち プ レ スビ テリア ン敎會 より は醫學 博士 へ ボン 氏、 一 千 八 百 五十 九 年 (今 を 去る 事 三十 四 年) 

の 十月 を 以て、 祌奈 川に 上陸して 或る 寺院に 假り 住居せ ひ。 其 年 十一 月、 故 博士 ブラ オン 氏 及び 醫 

舉 博士 シ モン ズ氏 は、 神奈 川に、 博士 フルベッキ 氏 は 長 崎に 來られ たり。 後の 三 氏 は、 ダ ツチ， リ 

フ ナ ー ム ド敎會 より 派遣せられ たるな り。 シ モ ン ズ 博士 其 妻女と 信仰 を 異にする の 故 を 以て 止む を 

得す 其 職を辭 せられた るが 爲、 宣教師 ジ H 1 ムス • バ ラ氏其 後任と して 來朝 せらる。 是は 一 千 八 百 

六十 一 年の 事な りしと いふ。 博士 ダヴ イツ ド • タム ソ ン 氏の 渡来せられ たる は それより 一 一三 年 を經て 

後の 事な らん。 

以上の 數氏は 何れも 日本 最 首の プ 。テ スタン ト敎會 なる 横濱 海岸 基督 敎會の 創立に 與 りて 力 あり 
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し 人々 なり。 此の 數氏傳 道の 志 矢猛に 逸れ ども、 時 利 あらす 機 未だ 熟せざる 者 ある を 以て 唯 邦語 を 

擧び、 心 長く 傳 道の 準備 をな しつ、 歳月 を 送れり。 此 間にへ ボン 氏が 其 和英 辭典 を 著述し、 ブラ 才 

ン、 バラ、 タム ソンの 三 氏が、 日本の 人士に 英語 を敎 へ、 フルべ ッ キ 氏が 長 崎に ありて、 伊藤、 井 

上、 副 島、 大隈 等の 人々 に敎 育を與 へたる が 如き、 又 村 田若狹 守、 天 野 某 等の 三 四 名が、 私 かに バ 

プ テス マ を 受けて 基督 敎徒 とな ひたる が 如き、 皆 後の 事業 を 胚胎せ る 伏線に あらざる はなし。 諸氏 

が 傳道上 大いに 爲す こと 能 はすして 經過 せる 歳月 は、 決して 徒費せられ たるに あらす。 余輩 は當時 

を 追懐して 諸氏の 苦心 を 想像し、 切に 懷 古の 情に 堪えざる なり。 

ァレキ サン ドル 大帝の 征服、 希臘 語の 流行、 羅馬 帝國の 宇內を 統一 せし こと 等 は、 基督の 所謂 時 

充ち 神の 國 近づける 徵候 なり。 宣敎. 師が 日本に 來 りて 十數年 を經 過せ しとい へど も、 準備の 時機、 

未だ 熟せざる もの ありし を 以て、 其の 辛勞 みな 徒然に 歸す るが 如く 見えたり。 然れ ども、 彼等が 傳 

道の 成績 を 見る 可き の 時機、 渐 くにして 到來 せり。 こ は 基督 敎の 初代に 於け るが 如く、 國民 及び 政 

治の 部面に、 一大 變動を 生じた るに よりて 来れる ものな り。 之 を 維新の 大 革命と す。 

今 維新の 當 時を囘 顧す るに、 日本の 國情、 此儘 にて は、 到底 安全 を 期し 難し。 今にして 大果斷 を 

決行す るに あら ざれば、 神州の 陸 沈 せん 事、 鏡に 掛けて 見る が 如し。 故に 全 國のカ を 併せて 日本 帝 

國を 改新せ ざるべ からすとの 精神 は、 朝野の 間に 蔓延せ り。 大政の 返上 も、 麼 藩置縣 も、 廢刀令 

も、 共 他 陰 輕を廢 して 太陽暦に 改めた るが 如き、 諸 藩の 名士 を徵 して 衆議院 を 開き、 大いに 公議 輿 


論に 訴へ、 詔に いは ゆる 萬 機 公論に 決せん としたる が 如き、 $1 此の 精神よ ひ 出で ざる ものな し。 當 

あまね 

時士 人の 問に 今日の 權利 義務なる 語の 如く、 洽く 通用せられ たる 套語 あり、 曰く、 因循、 曰く、 姑 

息、 曰く、 海外 諸 國と併 立せ すん ば あるべ からすと。 人を稱 して 因循姑息と 呼べば、 其の 人 盜と呼 

ばれ、 狂と 罵らる i よりも 大 なる 恥辱 を 蒙りた るが 如く 感じたり。 今の 新聞紙 を 読み、 S ？、 政治 

家の 演說を 聞く に、 因循姑息の 四 字 ある こと 稀な り。 是れ 時勢の 非常に 替 りたる ものに 非す や。 維 

新の 人 は 非常なる 精 祌を發 揮し、 果斷 決行の 力 を 以て、 日本 改造の 大事 業に 着手し、 百難 を 冒して 

まっし ひら  れ i  ,  i  . 

面 も 振ら. f 蕃地に 進歩の 途を 歩めり。 故に 口 を 開けば 因循 を嗤 ひ、 ； g 息 を 嘲け りたるな り。 今や 然 

らす、 人々 小康に 安んじ、 裔進 勇往の 氣概 なく、 志氣 甚だ 衰 へて、 徒らに 旣往の 歷史を 省り み、 囘 

顧の ff- しくして 前 程 を 見る 事 甚だ 疎略な リ。 此處を 以て 海外と 併 立 せんと 欲する が 如き 希望な 

く、 只 K 々たる 目下の 經營 にの み 熱心す る ことと はなれり。 これ 大に 日本 帝國 維新の 歷史に 背反し 

たる ものに て大體 の國是 より 見れば、 最も 厭 ふべき 異端者に あらす して 何ぞ や。 

おさま 

明治の 初年 は、 干戈 全く 敛ら す、 百事 未だ 整頓の 緒に 就かす、 四民 安堵の 思 ひ をな す 能 は ざり し 

かば、 靈魂 上の 運動 を 見る 事 能 は ざり しも、 亦 怪しむ に 足らざる なり。 國勢 大いに 定まり、 民選 議 

院の 設立 を 促す の聲、 初めて 聞え、 森 i 氏の 妻妾 論、 西 周 氏の 羅馬 字說の 如き、 社會 改良の 號 

鏡、 日本人 民の 注意 を 喚起し、 中 村 敬 宇 氏が 泰西 人 某に 凝して 西敎を 採用 せんこと を建霄 したる が 

如き、 其の 他 西 氏の 敎門 論、 津田眞 造 氏の 外 國宣敎 師と儈 侶と を對 論せ しめて、 國敎を 一定せ しめ 
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ん との 奋策を 建てた るが 如き- 皆 維新 改造の 事業、 骨格 皮膚 巳に 成りた る を 以て、 善良なる 血液 を 

注 人し、 其の 元 氣を收 用 せんとの 方向 を 取りて 着々 進歩し 来れる ものな りと 云 はざる ベから す。 是 

明治 五六 年に 於け る社會 の狀況 とす。 實 に時充 ち、 神の 國開 くるの 時機 切迫した りと いふべ し。 

德川 氏の 末に 方 ひ、 和 蘭の 醫學、 長 崎に 人り 來 りしより、 日本人 民の 肉 體を 治療す る醫舉 上の 一 

大變化 を 生ぜざる を 得べ からざる 時節 到来せ しこと 疑 ふべ からす。 日本 國を 改築す るの 端、 兹に開 

け 一 轉 して 國 家の 組織 を 改め、 再變 して 廢藩置 縣てふ 政治 上の 改革と なりたり。 時勢 は 更に 方向 を 

轉 じて、 制度の 變革、 工業 上の 進歩 を 見る に 至れり。 論理 上の 順序と して 此 次に 起るべき 改革 は、 

心靈 上に 關 する ものに 非す して 何ぞ や。 

海岸 基赞 敎會 は、 社會の 狀況斯 くの 如くな りし 最中に 生れ 出で たるな り。 明治 參 年の 頃より、 ジ 

ェ， - ムス • バ ラ氏、 家塾 を 開きて 英舉を 敎授し 居られし が、 其の 門に 出 人す る もの 尠 からす、 蓋し 

當時 橫濱は 英學の 中心に て ありし かば、 諸 藩の 士人、 此處に 集りて、 多くの 外人に 就きて 語 學を修 

あま 

めたり。 バラ 氏の 門に 出入した る 人々 にして、 今朝 野の 間に 名 を 知らる、 に 至りた る官 人、 紳士 許 

多 あり、 中に も數 名の 少年 等 は、 英 擧を修 むる の餘 暇、 時々 基督 敎の 講談に 耳 を倾け 居たり。 此輦 

大いに 感 する 所 ありて、 明治 五 年 li: 月 (舊曆 ) バラ 氏に 乞 ふて、 西洋人の なすが 如く、 初 週の 祈禱 

會を 開けり。 是 日本 國に 於て、 祈禱舎 を 催 ふす の 初めな り。 之 を 開く の 日、 パラ 氏 如何なる 事に 感 

じたり けん、 壁 上の 黑 板に 以賽亞 三十 一 一章 十五 節の 一 句 を 取り、 00 の濺 がる 云 * の 文字 を 記 


し、 使：^ 行 傅 を し、 おも 熱心に ベ ンテ コ ステの 章 を；^ 明せ り。 すろ 者 凡て 一一； 十 名、 今まで 祈 

禱のゃ it を發 す. ろ ことな かりし 屮 祈り、 乙 之に 次ぎ、 或 ひ は 泣き、 或 ひ は 叫びて 祈りす る 者、 互 ひに 

前後 を (卡 ふが 如くに て ありき。 バラ 氏 は 豫て傳 へ 聞きた る リバイバルの 事 を 羨み、 親しく 其の 時 

ま 。おに 

節に 遇 ふ 事 もがな と 希望せ しこと なきに 非 ざり しが、 面り に 一 大 リバ ィバ ルを 見た る 心地せ りと 云 

ふ。 證し朱 だバプ テス マ も 受けし 事な く、 公然 祈り をな せし ことなく、 其の 問 際まで は 如何なる 宗 

敎 E (-想 を 抱きつ 、 ある や を 知ら ざり し數 名の 少年が、 俄然自ら希望して斯る有^：^に立ち至りしもの 

なろ を 以て、 北ハの 驚愕 一方なら す、 時として は 茫然と して 之に 處す るの 途を兒 出す に 苦め る 場合 も 

ありし 程な り。 初 週の 祈禱會 終り たれ ど、 求道者の 心 は 毫も 飽く 事. を 知らす、 日々 午後 四時より 集 

りて 聖書 を讀 み、 祈禱を 梓げ て 其の  一 3^ に 到れり。 バラ 氏 は 之が 爲に體 力 大いに 表へ、 疲勞茶 だしき 

が爲 止む を 得す、 授業 を 停止し、 偶々 タム ゾ ン 氏の 米圃 より 歸り 来れる を 幸 ひに 暫 らくの 間 之に 委 

托する 事と はなれり。 

初 週の 祈 禱會に 列した る 者の 內、 九 人 は 明治 五 年 二月 二日 (新 唇の 三月 十 曰) バラ 氏より バプテ 

スマを 一 ^{ け、 共の 以前に 受洗し 居た る 小川 廉之助 (義綏 ) 氏と 共に 敎會を 設立し、 名 づけて 日本 

闽某督 敎會と 云へ り。 共の 假 牧師 は、 ジ" ー ムス たハ ラ、 其の 最初の 長老 は 件ん の 小川 氏に て あり 

さ。  一八 九 二 年 三 月 (i 曰 新報) 

IE 木！ Ift^la 首の プロテスタント 敎 S  一九 111 


:s 道に つきての 所 ほく さぐ  一九 四 

傳 道に つきての 所感くさ-^ 

一 吾辈須 らく 傳道 上の 宿命 說に惑 はさる k 事 ある ベから す。 

人の 露 魂 を fflK^ は祌 なり。 福音の 世に 推し 廣 がる は 神の 力に 由る。 神の 愚 は 人の 智に 優り、 其の 

弱き は 人の 强 きよりも： 迥 かに 大 なる 力なり。 吾輩 W より 基督教が 人類 以上の 活力に 由り 萬 難 を排し 

て、 天下に 行 はる &を 信す。 然れ ども 其の 力 は 基督の 精神に 充 さる、 健全なる 敎會 及び 其の 高潔な 

る 諸 聖徒の 奮起す るに 由り て發 現せら る。 此の 點 より 考 ふる 時 は、 福音の 宣傳、 天 國の擴 張 はまた 

人爲に 出る もの 少しと す 可ら す。 あ V 我が 邦 今 日 の 傳道は 人爲 の 足らざる が爲 に 盛大な る こと を 得 

ざるな り。 云 ふ 勿れ、 灭 なり 命な りと。 無 乃 今日の 如く 傳道 事業の 遞々 たる 所以の もの は、 敎會惡 

しきが 故な り。 當路 者の 志 鈍き が爲 なり と 云 ふ こ と を 務め よ。 

思 ふて 此に 至れば 吾輩 豈に 心に 愧づる 所な きを 得ん や。 敎會の 有様 を 以て 一 に 止む を 得ざる の 勢 

ひに 歸し、 言 ひ 甲斐 もな く 一種の 宿命に 屈服す るが 如き は 甚だ 不可な り。 吾輩 は 宜しく 神の 力、 眞 

理の勢 ひ を 信す るの 心 を 以て 大いに 人爲の 作 用 を 務 め 、 天國は 爭 ふて 取る ベ しとの 實を 舉 げざる ベ 

からす。 今や 敎會 の.：^ 志 者 は 次第に 其の 志 を 失 ひ、 宜 教師、 傳道者 は 稍々 其の 氣勢を 挫きて 宛も漠 


然 たる 時勢て ふ 魔力の 前に 膝 を 屈せん とする 者の 如し。 是 目下の 大忠 なり。 進んで 爲す所 ある を務 

むる は 最も 肝 .=§|;1 なること なり。 故に 吾 a. は 大いに 傅 道の 人爲に 由る 所以の 现を 講ぜ すん ば ある ベ か 

らす。 

二 救 ひの 曰 ある は豈 にた 一個人の 上の みならん や。 之 を 小に して は 一郡 ー縣、 之を大 にし 

て は 一 國 にも 救の R ある こと を 記憶し、 此の 日 をお」 しく 過す とき は 一 個人 も 一 國も救 はる \ こと 

難き を 忘る 可ら す。 

架害に救の日なる^11ぁり。 即ち 靈 魂の 救 は 宛 も 播種 收穫に 自然の 時節 ある 如く、 其の 救の 好 時期 

を 失する とき はまた 如何ん ともす 可らざる に 至るべき を肆： 戒す るの 意義な り。 聖 靈に對 する 褻の 罪 

と は何ぞ や。 i ぶ 性 の 墮落 或る 程度 に 達する とき は 全 能 者と 雖も之 を 救 ふこと 能 はざる を 痛 首し た る 

ものに 非す や。 基督せ て H ルサ レム 城を悲 みて 曰く、 若し 汝だ にも 今 此の 汝の 日に 於て 和平に 係 は 

れる KJ を 知らば 幸 ひなる に 今汝の 目に 隱れ たり。 汝の 敵汝の 周りに 壘を 築き、 四方より 圍み 攻め、 

汝と汝 の 中なる；： 儿女を 打 滅ぼし、 石 を も 石の 上に 遣 さ るの 日來 らんと。 是 H ルサ レムが 救の 日 を 

穴に うせる 結 5^ に 非す や。 一 個人 も 一 國も救 ひに 就て は 之と 同 一なる 嚴 しき 理法に 支配せ られつ \ あ 

り。 信徒よ 雨の 親戚 朋友 は、 何時 にても 救 はるべし と 思 ふ 勿れ。 傅 道 者よ、 爾の 說敎を 聞く もの 或 

は 之が ために 永生に 至り、 或は 之が ために 永 死に 至りつ \ あるな り。 醫士  t,^ りて、 忠者を 不治の 症 

に陷 らしむ る こと あり。 此の 理身體 の 上に のみ 行 はれて、 靈 魂の 事に は 行 はれざる か。 實に 戰慄に 
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堪えざる 眞现 なりと 雖も、 吾輩 は 基督教 徒が 怠りて 傳 道の 時期 を 過 まり、 多くの 靈魂を 救 はれ 難き 境 

禺 J に陷 らしむ る こと ある を 切 首し、 他人に も 自家に も 深く 誡 むる 所 あらんと 欲するな り。 彼の 學問 

を 見す や。 靑年舉 ぶべき の 時 を經過 すれば、 復び學 ぶべ からざる に 至る。 語學の 如き 數學の 如きす 

ら尙ほ 且つ 斯の 如し。 1:;2^獨り靈性のことのみ然らざるの理ぁらん。 時期 を 失する の 機、 ー膦の 間に 

生 りて 存 するな り。 吾輩 夢にも 救の 時期 ある を 忘れす。 又 其の 時期の 去り 易き を 忘る 可ら す。 一個 

人の ことに 就て は 道 を 聞く こと 數年、 而 して 終に 其の 悔改を 望むべからざる に 至れる が 如き 人 多き 

は、 明白なる 事實 なり。 一 町村 一 縣 下亦然 なり。 傳 道の 方法 {HtJ きを 得す、 或は 一 齊 に奮發 して 大 

いに カを盡 すべきに 運動の 怠慢な りしが ために 今や 容易に 傳道 すべ からざる に 至れる 筒 所 少な 力ら 

ざる は爭 ふべ からざる 事實 なるべし。 若し 其 等の 場所に して、 到底 基督に 歸 する こと 能 はざる 程の 

有 5*^ こ 立ち至ら すん ば、 大 なる 傍 倖な りと 謂 はざる ベから す。 二十 年間の 傳道 は是の 如き 悲境に 陷 

りたる 個人、 及び 地方 を 生 出せし こと 枚 擧に遑 あらざる なり。 豈に思 はざる ベ けんや。 

然. - ども 此の 如き もの は 決して 一 個人 若しくは 1 地方の みに 非るな り。 曰 本 帝 國も亦 同一 の 運命 

こ 向って 進みつ V ありと 覺吾. iJ ざるべ からす。 日本が 基督 敎國 となるべき 時節 は 永遠に 繼 核す， 〈し 

と 1タ 想す る 勿れ。 一年 *E に卷 ならす。 纖を播 くこと も、 收穫 する こと も、 施す に 詮方な かるべき 厳 

夂 -VH やがて 来らざる を 得す、 日本 は 何時 にても 基督 敎國 となり 得 可べ しと 思 ふ 勿れ。 吾輩 は傳 道の 

尿 化お-」 於て、 終に 救の 曰 を 空う して 基督の 國 となり 得 ざり し 諸 邦が、 無 淺 にも 衰滅の 慘 狀に陷 りた 


ると 少 からざる を；：^ る。 吾輩の 切愛す る 日 木 帝 も、 今日の ま、 にて 傅 道せられ たらん に は、 fs; 底 

救 はる 可らざる に 至らん とす。 日本の 基督 敎は し 近き 數 年間に 一 の 有力に して 堅！； なる 程度に 達 

せ すん ば、 口 本 は、 水く 基 2^ 敎！： となる rj 無くて 止まん とす。 基 2^ 敎阔 とならす して 終る と は 如何な 

ごと 

る 意義 を 含 茶す るか。 トルコの 若く、 坟 及の 如き 有様に 陷る べしと 云 ふに 外なら す。 換言すれば 日 

本 帝闕の 未來は 近き 數ハキ 間の 傅 道に 依りて 定まる ものな り。 敎會 よ、 傅 道お よ、 汝が 友人 親戚 鄕里 

は 何時 にても 基^ を 信じ 得べ しと 思 ふ 勿れ。 また 汝の 愛する 此の 我國は 近き 數年を 今日の 如き 傳道 

の 有様に て 經 過す る も 必す基 5^ 敎國 とな るべ しとの 迷夢に 執着す ベ か らす。 救の 日 ある を 記憶す る 

は斯の 如くに 大切なる ことたり。 

之と n: 時に 者 ふべき は、 今の 基鲁敎 徒が、 神の愛、 基督の救ひ等の^^^に僻して、 」」 び、 永 死、 外 

面の 晤き 等の 嚴肅 なる 訓戒 を 忘却す る W なり。 此れ 最も 恐るべきの 大忠 なり。 傅 道の 精祌 痴鈍た る 

は 此の 聖書の 眞现を m 心 ふこと 淺 きを 以てな り。 救の 日 を {41 しく 經過 する 一 侗人も 一 國も 亡ぶべし。 

此の 现 吾輩の 紳に 書して、 心に 銘 する を耍 す。 

三 傅 道 者が 舉問 修養の こ と を 専らに する は 今日 の通幣 なり。 

世の中 は 曰々 に 進みつ \ あり。 獨り傳 道 者の み 其の 舊 態に 安ん すべきに 非るな り。 殊に 今俾 道に 

從事 する 所の 人々 にして 稍々 完全なる 敎育を 受けし もの 甚だ 稀なる が 故に、 其の 傅 道の 餘カを 以て 

祌學を 修め、 知識 を 養 ひて、 其の 準備の 缺點を 補 ふべき は 最も 必要なる ことならん。 此の 點に 至り 
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て は 吾輩 深く 自ら 顧る 所 ある を 以て、 怠る こと 無く 共に 之 を 務めん こと を 期す。 然れ ども 學問 修養 

の 必耍て ふことの 傳道 者の 間に 傳唱 せらる i や、 或は 之が 爲に 一 截の 魔力に 襲 はれた る もの \ 如 

く、 傅 道の 專業 殆ど 手に 就かす、 只 如何にして 攀問 せんかと 云へ る 疑問に 窘 しめられ、 人の 靈魂を 

救 ひ、 in 本の 社 會に存 する 病根 を斷 たんと 欲する の志銷 磨して、 宛 がら 精神の 拔け 去りた るが 如く 

氣 €6 奄々、 辛うじて 機械的の 傅 道 をな すの み。 

汝ら何 を 着、 何 を 食 はんかと 思 ひ 煩 ふ 勿れとの 訓戒 は獨り 肉體の 事を戒 むろと のみ 思 ふべ から 

す。 大義 を 以て 自ら 任じ、 眼前に 多くの 減 びんと する 靈魂を 置き、 主の 恩寵 を 荷 ひて 其の 羔を牧 す 

るの 職に 在る 人 は、 自ら 知識 を 修め、 神舉を 研究す るの 一 點に過 慮すべき に 非す。 何を學 び、 如何 

に讀書 せんかとの 烦 ひに 束縛 せられて、 己の 任命 を 怠り、 先づ 第一 に 神の 國と 其の 義 しきと を 求む 

る こと を爲 さすん ば、 彼の 生活に 汲々 として、 靈 なる 事 を 忘失す る ものと 何ぞ 揮ばん。 其の 差異 僅 

かに 五十 歩 歩の 間の み。 吾輩 は讀 書の 人に 非す。 傳道 者な り。 吾輩 は攀 問の 爲に 成立せ す。 主の 

福 昔を傳 へんが 爲に 選ばれたり.。 若し イスラ H ルの救 はれん ことに 必要ならば 我が 魂の 主より 離る 

るも娠 はじと は 保 維の 精神な り。 況んゃ 舉問を や。 讀書を や。 傳 道の 急 を吿 ぐるに あたりて 之を棄 

る も 何 か あらん。 吾輩 は舉問 修養の fe> 肆 となる 可ら す。 行って 餘 力.^ らば、 以て 之 を 舉 ばんと 欲す 

るの み。 吾輩 は舉問 修養 を m んす。 然れ ども 之に 比すれば 最も 俥 道 を 直ん す。 故に 傳道 者が 其の 任 

命に 對 する 述動を 第一に 務めん こと を §1;; む。 生命 を 得ん と 欲する；^ は 之 を 失 ふ、 只 正義に 從ひ、 任 


俠 博愛 以て 己の 利 ハ發： を 忘る X 者の み 之 を 全 ふす。 傳道 者の 修養 舉問 また 何ぞ 此の 理と異 る もの あら 

んゃ。 殊に ましき は、 傅 道 者 中に 自立 自修の 人 多く W 出せん ことなり。 人の 德を 建て、 後進お の 

精 祌を練 1^ する を 以て 自ら 任す る 條道者 は 克己 忍耐して.^ ノ しの 餘カを も 利 川し 以て 忙中に 舉を修 

め 奔走の 間に 知 Sfl を 茶へ、 自ら 助く るの 好投 範を 示し、 所謂 自得の 人た るの 實を擧 げすん ば ある 可 

らす。 佛 道：^ は 婦女子の 如く 碌々 人に よりて 靠を 成す ベから す。 何故に 敎師舉 校に のみ 賴 らんと す 

るか。 S ふ に 道 者 としての 讀書も 研究 も 任地 に 在り て 忙 * 之 を 心懸 くるに 如く もの 無 かるべし。 

然れ ども 千 &: 懸軍 久しく 任地に 在りて 傳道 する 人々 に對 して は、 敎會傳 道會社 及び 神攀 校が 深く 

同情 を 表して 之に 應援 する の 仕組 を 設けな ば、 其の 方法 一 にして 足らす。 吾輩 は 此の 點に 於て 遗憾 

の 念に 堪えざる もの 多し。 此は 別の 問題と して 他日に 於て 論す る こと あらんと 欲す。 

四 敎會 を； t 架なら しめ、 之に 進み 或は 之 を 退けら る、 を 以て 非常に 寅大 なる 事たら しめざる ベ 

からす。 

洗 禮は輕 き 儀式と なりたり。 敎會 員た らんと 欲せば 數 倚の 問答 を 記憶し、 安息日に 會 堂に 行きて 

讃美歌 を唱 へ、 幾分 か 敎现を 知る を 以て 足れり とす。 含 n ほたる 餘り 貴ら す、 之より 斥けら る \ も餘 

ひ耻 しからす。 或は 無賴 なる 生徒が 神 田の 私立 學 校に 出入す るが 如き 精祌を 以て 敎龠に 出 人す。 此 

を 以て 主の 名を污 すの 所謂 基督 敎徒 多く 輩出し、 敎會の 神聖 を 保つ こと 殆ど 難し。 如何にせば 此の 

弊害 を 救 ふ こ と を 得 ベ きか。 
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宜 し く敎き に 關係ぁ る もの を 分って 二 St; とほす ベ し。 こ の 一 種 は 監督 敎會 の 『力 テキ ウメ ン』 の 

如き 組織 を^ ゆ。 然れ ども 彼の 如く 只洗禮 志願者と して 敎现を 研究す るの， 王 意に 束縛せられ す、 凡 

そ 上帝の 存在 を： じ、 基督の 敎會に 志 を 通じ、 其の 事業 を黉 成し、 應 分の 義務 を ft 鍵し、 着々 道に 

進みて、 後に は 敎龠员 たらん との 希望 を 抱 くもの なら んには 皆 之 を 網羅して 乙種 の うちに 編入す ベ 

し。 之 を 編 人す るに も相當 の 手 繽ま 及び 儀式 無 か るべ か らホ。 然らす んば 今日の 洗禮 志願者 の 如き 

ものと なる に 至らん。 敎會は 此の 乙種の 人 をして、 成る 可く 敎會の 義務 を負擔 せしめ、 成る 可き 限 

り 其の 他の 敎會 の述 動に 與り、 主の 事業 を 共に 務め しむべし。 敎 现を敎 ふる は t= ^だ 肝要な りと いへ 

ども、 此の 如く 寳際 主の 事業 (敎 會は說 敎を聽 くの みの 趣意に 非す、 世 を 救 ひ、 人 を 利す るの 攝き 

一 にして 足らす) に從 事す る は 洗 禮の最 好 備、 基督 敎徒 たらん とする に た 都合 善き 階級 なれば 

なり。 他の 敎會 より 轉じ來 る もの も暫 らく は 此の 乙種のう ちに 編入して、 龠員と 親しみ を 結び、 敎 

會の 事業に 對 する 同情 ある を 明らかに したる 上に て人會 せし む る を 善しと す。 

次に W- 穩 なる もの は、 乙稷 のうちより 選 まれて 敎會 の：. i-DE となり、 主の 名に 於て バプ テス マを領 

せし ものより 成る ものと す。 洗 禮は容 = ^に 行 ふべき ものに 非す、 之 を 最も 嚴 正に 執行せ ざるべ から 

す。 敎會の 正 nj« たる は 非常に 大 いなる 道德 上の 榮春 たら すん ば あらざる なり。 其の 然ら ざる もの は 

人 會の手 精き、 會 員の 紐總 {几 し きを 得 ざれば な. ひ。 

K 傳近 に從 le?- す る 人 士 に き て 。 


耕地^だ^ くして、 斜夬 乏しき を *: ぐる は、 傳 道の 現狀に 非す や。 幾多の 神 蔡生を 養成し、 幾多 

の敎 役者 を 就職せ しむろ も、 決して 今 0! の 需要に 供給して 遗憾 なき を 得 ざろ なり。 信徒のう ちょり 

有爲 なる 才咨、 及び 人に 傑れた ろ 能力 教識 あろ 人、 殊に 最も 重ん べき 德 望の 人 を拔擢 して、 專ら W 道 

の 大任に 常ら しめざる ベから す。 此の 點に 就きて、 M 〔翬は 日本の 基督 信徒が 存外に 無感覺 なる を 

怪しま すん ば 有らざる なり。 基 信徒 は 政治に も、 文學 にも 心 を 用うべし。 然れ ども 人の 驟魂を 救 

ひ、 祌の國 事に 勞 する を sl^J む の アム ビシ ョ ンを尙 ほ 一 曆鸾 起す るの 必要 ある は、 疑 ふ 可く も あら 

す。 何^£^を爲すも傅$5ーなりとの道现めきたる麼醉劑を服して、 之 を 等閑に 附し 去り、 傳 道の 志 を 挫 

折す ろ もの ある は、 吾輩の 殘念に 思 ふところ なり。 食 ふに も、 飲む にも、 神に 仕 ふるの 志 あるべき 

は 蓋し ##信 徒の 精祌に 非す や。 然れ ども 飮 食の ほかに 祈禱 もせす、 讚美 も 歌 はす、 禮 拜の 席に も 

列なら す、 唯 飲食に のみ 奔走す る は 善き ことなる や。 農工 若しくは 商人と な ひて、 正直 誡實に 共の 

業を營 めば 國民 たるの 義務 を盡 すの 事、 おの づ から 其の 中に 存 する に相逯 なし。 然れ ども 農 は 其の 

家業の みに 注意し、 ェ商 ともに 其の 俩々 の 小天地に 限られて、 其の 爲す所 悉く 政治 上に 多少の 効果 

ありと 云 ひつ A、 阈 家の 事 を擧げ て、 之 を少數 なる 專門 政治家に 委 托する は 善き ことなる や。 傳道 

のこと また 之と 異 るの 现 有らす。 吾輩 は 今日の 基督 敎 徒が 大いに 此に 注目 せられん こと を 望む。 傳 

道の 精； t を 以て 何事 を 爲すも 可な り。 唯 之 を 以て 通例の 所謂 俥 道 を輕ん じ、 之に 從事 する もの を 蔑 

視す るが 如き は、 吾輩の 取らざる 所 也。 
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秩序 ある 學問を 務めす、 ： お 落潘洒 とか 云へ る 性質 を帶ぴ たる 學生は 文 學に從 事す。 坐禪 とか、 粹 

樣 とか 云 ふこと とを模 做ひ覺 えて 隱士の 如く 又 豪傑の 如き 奇骨 を氣 取れる 人士 は 自ら 稱 して 余 は 文 

舉の 人な りと C 今の 文擧は 容易なる 營業 なり。 數 事を好ます、 精細なる 舉問を 厭 ひて、 一躍 人の 師 

とならん と 欲する の 野心 ある もの も 相 率ゐて 此の 危 くも 亦 疑 ふべき 蓬萊 山に 蟻 集 せんとす。 三文 文 

學是に 於て か 起れ り。 學資 なく 依る 所な く擧 問の 忍耐力な くさりと て 粒々 辛苦の 汗に 至りて は 何事 

よりも 最も 嫌 ひなる 青年 は 政治 上の 寄生 蟲 となりて、 世の 厄介物た らんと す。 政治 上の 壯士此 に 於 

て か 起る。 今の 世、 文 學者及 政治家と なる は 水の 低き に 就く が 如くに 容易な りと す。 近来 は 之と 同 

様なる 他の 厄介物 を 現出す るに 至れり。 此の 輩 は 慈善 博愛 を 口にし、 砜兒を 助け 貧窮 を 救 ひ、 矯風 

の 業を舆 し、 酒 を 禁じ、 娼を暖 せんと 揚言して、 終に 之 を 一種の 營業 として 之に 衣食 せんとす。 而 

して 此の 輩 は 規則正しき 擧問及 事業 を務 むる の志銷 きものな り。 此の 輩の ために 慈善 博愛の 事業 を 

害した る こと 少しと せす。 思 ふに 文擧 政治 慈善 等に 是の 如き 事業の 附着し 居る は 由々 しき 大事な 

り。 中に 就きて 憂 へても 餘り ある もの は宗敎 上の 寄生 蟲 なり。 料理人、 給仕 役、 ^^^書行 商人、 日本 

語敎 員、 外國 人の 案內 者、 敎會良 となりた る 世の 所謂 結構 人 を 始めと して、 屍の 周 園に 於け る靑蠅 

の 如く  (鷲の 如しと は 云 ふべ からす)、 雲霞と 群がり 来れり。 此の 輩 は^して 外人に 珍重 せらる" を 

以て. S 个 ゃ教會 のうちに 一種 族 を 形造らん とす。 雜草生 ひ 茂りて 五穀 熟ら す。 此 輩が 眞 正なる 敎 役者 

の 進歩 を妨 ぐる こと 少 からざる べし。 文 學攻治 慈善 宗敎 ともに 目下 此の 流 弊の ために 困 めら る、 に 


似たり。 吾 楚は之 を 救 ふの 方法 を 講ぜざる ベから. f。 其の 宗敎 上に 於け る 弊害 を 救 ふの 方法と し 

て、 

お 一 に、 專ら 宗敎の 事に 身 を 委ね、 他の 業 を 執ら. f して、 只管ら 侮 近 牧會の 事に 盡カ する もの > - 

资格 及び 程度 を 高めざる ベから す。 是、 多く は神舉 校、 及び 中會 其の 他 官敎師 志願の 人 を 試験す る 

所の 委員 會 やうの もの.. > 責任に 歸 すべき ことなり。 當路 者の 一考 を 煩 はすべき ことならん。 

第二に、 報酬 を 受け チ、 有志 者と して、 使 道す る もの を 興さ るべ からす。 凡そ 世の 高贵 なる 事 

業に して 報鬧を 取る 人の 手に 由り ての み 進む もの ある を閜 かす。 無報酬. の 有志 者 其の 間に 立ち交り 

て 大いに 其の 運動 を 利し， 其の 事業 を 助けつ」 あるな り。 雇 はれ 人の 如き 文擧 者の みに て は、 文擧 

舆 起す る こと 能 はす。 報酬 に 心 を 留む る 政治家の みに 由り てま 配 せらる，, 國家は 危急存亡 の 地位に 

立てり と 謂 はざる ベ からす。 勞 する もの は 之が ために パ ン を 獲る の價爐 あり、 こ r.- 世の teif? 二し 

て、 主邪穌 基督の 明らかに 善しと 宣 はれし 所な り。 吾輩 は敎 役者なる もの.，、 若しくは 牧師が 定額 

の 報酬 を受 くる を 不可な りと は 云 はす。 之 を 不可と なす もの は、 事现 人情に 喑き迂 人な り。 吾輩 は 

報^ を受 くろと き は 精神 高貴なら す、 犧牲獻 身の 心 薄 く、 十分なる 牧師た る こと 能 はすと 思 ふ もの 

に 非す。 古今の 敎會史 は 此の 如き 妄想 を 否決す るの 材料に 供すべし。 吾輩 は 報酬の 必要 を說 き、 其 

の 貴む 可く して 少しも 輕ん すべから ざる 仕組みた る を 知る。 然れ ども 敎龠 のうちに 報醐を 受け、 有 

給の 地位に ある 人の み傳 道に 從 事し、 自餘の 人 は 之に 心 を 用 ふること なきが 如き こと あらば 如何。 
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此は 古羅馬 末路の 國 民が 勞働を 屑し とせ すして、 之 を 奴隸の 手に 一 任した ると 同じく 甚だ 憂慮に 堪 

えざる 弊 事に 非. f や。 已は傳 道せ す、 人に 金を與 へて 傳 道に 從 事せ しむと は、 如何なる 精 祌ぞゃ 

朝野と もに 今日の 政治 は 大いに 腐 收 せリ。 然れ ども 其の £1 にも 自ら lEI! 別 ありて、 彼の 宫權黨 なる も 

のに は 報 酬 を受 くる 民 政治家 最も 多し。 所謂 民 黨には 報 なくして 運動す る 有志 少 からす。 此を 

以て 自由 黨の 如き 政 常-間に は 吾輩の 知れる が 如き 一種の 面白き 氣節、 腐敗の 中に 存立せ り。 彼の 官 

權黨の 如き は然ら す、 彼等 は 悉く 冇 給の 壯士 なり。 報^ を受 くる 策士な り。 此の15^別の由て起る 

所以 を 講ぜ すん ば あるべ からす。 

府縣の 首府に も、 其の 町村に も、 若 千の 俸給 を受 くる 傳道者 を 滞在せ しむる もの は、 外 國の傳 道 

會社、 资を 投じて 之 を 助 くれば なり。 然れ ども 憐れむべし、 此 等の 微力なる 町村の 基督 信徒 は 到底 

己の 力に 由り て 彼の 傳道 者が 現に 受けつ \ あるが 如き 俸給 を 支出す る こと 能 はす、 其の 敎，^ S は 永遠 

に 寄生 樹 たるの 不運 を 免る X こと 能 はざる べし。 大いに 奮發 して、 自給 獨 立の 實を擧 げんと 試み 

る も、 事と 力と 樓衡を 失する を 以て、 敎.^ は建德 修養の ことより は 無 乃金錢 上の 維持に 心 を 專らに 

し、 何 を 着、 何 を 食 はんかと、 浪 りに 明日の 計に 苦慮す るに 至らん とす。 斯くて は 迚も 靈 性の 發達 

を 望む ベから す。 

何れの 町村に も^ 給の 傅 道 者 を 置き、 凡べ ての 敎會及 信徒の 團體に 牧師 を くこと を 必要と する 

は、 1^ の 妄想に 非す や。 五 十 年 百 年の 後 はい ざ 知らす へ r 日に 於て、 斯 くの 如き こと を爲 さんと 欲 


する は大 いなる^ 逮 ひならん。 其の 资 力無き がた めに 前項の 如き 弊害 を 生じ、 また 適任の 人少 きが 

ために 不 都べ nvl" 萬な る牧. 1 傳道者 日 に增 加し 來 らんと はするな り。 ， 

1:^村僻地の村长助？：：^^は名#職にして、 少しの 給料 を も 受けす して、 隨分 繁多なる 事務に 任す る 

に 非す や。 其の 小 樂校敎 ：：： は 大抵 共の 地に {キ：^ 及び 多少の 產葉を 有する ものより 成り立ち、 殆んど 

名義 上の みの 給料 を 一 けて、 敎 に從 事す るに 非す や。 村役場 や 小 舉校ゃ ii: 斯 くの 如き 組織に て 維 

持 せらるべし。 獨り 基督 信徒の 團體 のみ は然ら す。 必す しも 有給の 傳道 者、 而も 無藥固 W なる 營專ぶ 

說敎^ を推滅 して、 辛くも 其の 存在 を 維持せ ざるべ からすと せす。 此の 現 狀は理 の 當然に 適へ りと 

あらな 

謂 ふべ からす。 今にして 此の 弊を更 めすん ば、 共の 害毒 遂に 救 ふべ からざる に 至らん とす。 

故に 小なる 町村に 起れ る 信徒の 團體 にて は、 共の 土地に 住みて 多少の 资產を 有し 今の 傳道 者の 如 

く 俸給に 露命 を繁 ぐの 必要な き 有志 者 をして、 其の 傳道牧 ノ％1 の實 務に當 らしむべし。 而 して 此の 如 

き 數圃體 が 協議して 智德號 備の良 牧師 を 招き、 之 をして その 151! 內を 巡回せ しむる とき は、 布 敎牧會 

の 卜； に 毫も 差 支 へ を 生ずる こと ある ベ からす。 是の 如く するとき は、 今日 の 如き 不都合なる 傳道者 

を廢 する を 得べ く、 傳 道の 事業 を 貴く する を 得べ く、 傳 道の 志 氣を 振作す る を 得べ く、 有力なる 牧 

帥傳道 者の 起る を 期すべき なり。 

論者 曰く、 是： ふべ くして 行 はれざる の說 なりと。 あ \十室 の邑、 必す 忠信 あり。 基督 敎を 信す 

る もの 》 團體に 上に 記す るが 如き 有志 者の 奮起す る こと 無しと すれば、 世に 基督 信徒の 如くに！ a 下 
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げ 5^ てた る もの 無しと IS はざる， 可ら す。 其の 獻身 犠牲と 云 ふ は 虚飾の み、 其の 傳 道の 必要 を唱 ふる 

は大 一一 一一 C 壯語 たるに 過ぎす。 是鹽 にして、 其の 味 を 失へ る ものな り。 外に 棄 てられて、 足 もて 踏まれ 

ん のみ。 之 を 維持す るの 必要 何 所に か ある。 

BJ つ 此の 說の 容易に 行 はれ 難き もの は 現行の 傳道法 根柢より 誤 まれる を 以て 也。 有志 傳道 者を擎 

出せし めんと 欲すれば、. 宜しく 布敎の 方針 を I 變 せざる ベから す。 人 は 人 を 生む。 志士 は 志士 を 産 

す。 有志 傳道者 は、 志卨く 信仰に 富みて 智德 大いに 勝れた る 人の 門に 出づ るな り。 水 は 其の 源より 

高き に 上る 可ら す。 傳 道の 事 また 何 そ 此の 理に 外なる を 得ん や。 故に 余が 說の行 はれ 難き は 今 曰の 

傳道 宜しき を 得ざる の 明證に 非す と 言 ふべ からす。 然 らば 之 を 如何 にせば 可な らん か。 曰く、 

一 新たに 傳道地 を 開かん とする 時 は、 成る 可く 有力に して 德望 ある 人 を 選任す る を 要す。 或る 

場合に 於て は、 今日の 傅 道 者に 數 倍す るの 報酬 を與 ふる も 可な り。 妄りに 傳道地 を II きて、 半可通 

の 說敎者 を 派出す るの 害 甚だ 犬なる を 忘る 可ら す。 二 傳 道の 方法 は 信徒 を 起し、 入會 者の 數 多き 

を 期す る を 先にせ す。 先づ 第一 に 基督 敎の 根幹 をして 其の 土地に 堅から しめざる 可ら す。 之 を 堅 か 

らしむ るの 方 案 は、 其の 土地の人 にして、 信仰 篤き は 固より 云 ふまで も 無し、 略 ぼ 宗敎の 要旨に 通 

じ、 祌學の 大意 を 明らかに したる 人物 を 養成し、 自ら 其の 土地の 基督 敎を 維持し、 之を擴 張す るの 

カを蓄 へしむ るに 在り。 今の 傳道 は然ら す、 芝お 興行の 如く、 政談 演說會 の 如く、 先づ 多くの 聽衆 

を 集めて、 種 々雜 多の \ぼ： ほ を 葬 集す る を專務 とす。 是 故に 多數の 信徒 起る も、 其の 割合に 根幹 堅 か 


らす、 宛 も 風に 吹き 去らる V 粃櫬の 如き 外觀 ある を 免る、 こと 能 はざる なり。 新たに 傳道地 を 開か 

んと 欲する もの は、 此の 大任に 常る の 用意 無くん ば あらす。 彼 は 小なる 祌學校 を 作る の 準備な かる 

可ら す。 三 巳に 成立せ る敎會 若しくは 傳道 地に 於ても 上の 如き 方針 を 取りて 運動す る こと 肝要な 

り。 四 备你道 # 社 (内外の 別無く) は 半可通の 傅 道 者を廢 する こと を猶豫 すべから す。 余 は 所謂 

レイ メン (甚だ 好まし からざる 名稱 なれ ど) にして 傅 道に 從事 する ものに 報酬 を與 ふるの 特例な し 

と 言 はす。 然れ ども 通常 は 純然たる 有志 者と して 傳道を 助け しむべし" 成る 可く 給料 を 要する レ 

ィ. プリ ー チヨ ルを S ふべ からす。 假令 試補 者、 准 允 者の 名稱 ある ものと 雖も、 其の 多數は 此の 趣 

意に きて 處置 する を 要す。 是のー 事 は 有志 傅 道 を 起す に 於て 甚だ 肝耍 なる 條件 なりと す。 

日本 傅 道の ことに 就きて は： 合 人の 注目すべき もの 一 にして 足らす。 然れ ども 上文に 陳述せ る傳道 

者 問題の 如き は實に 焦眉の々 にして、 一 日 も 之を忽 かせに する を 得べ からす。 當路の 志士 之に 留意 

して、 其の 方針 を 明かに し、 日本 基督教の 前途に 對 して 百年の 大計 を定 むべき なり。 吾輩の 說く所 

餘蘊 なしと せす。 唯 之 を 議題と して 提出した るな り。 其の 是非 得失に 至りて は 十分に 討議 せん 事 を 

期す るの み。 讀者 若し 淸歸 を吝 むな くんば 幸甚。 

傳道 につきての 所感-； 1: ほく さ <,\ - あれ ど、 之に て 一 と先づ 其の 揭載を 見合 はすこと. - せり。 (筆者 白す) 

一 八 九 二  J ^八、 九 月 (一 &昔新 報) 
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『敎會 論』 を 讀み て 

近刊の 『評論』 に 巖本善 治 氏の 『敎 會論』 を 戦す。 此れ 現今の 必要に 由り て、 呼び 起された る 文 

字、 自ら 事情に 適切なる を覺 ゆ。 余楚 また 之に 應 じて、 同一 の 方向に 於て 聊か 盡カ する 所な かるべ 

けんや。 

人 は 社交的 動物な りと いへ る 語 は 千古の 確 I  一  なり。 宗敎 のこと に付きて、 同志 相 集り、 同 主義者 

相 倚りて， 敎舎を 形成し 以て 各自の 靈 性を完 うせん こと を 期す る は、 人の 自然に 發し、 理性の 然ら 

しむる 所たり。 孤 獨の人 は 人に 非す。 社交の？ に 依ら ざれば 何 を 以て か 能く もの、 哀れ を 知り、 何 

を 以て か 能く 天性の 全き を仲暢 する こと を^ん や。 良心の 發達、 德 性の 進歩より、 知識 ェ藝 のこと 

に 至る まで、 人 11 萬 事、 人孤獨 にて 居る の 化しから ざる を 示さ.^ る ものな し。 た、 => -靈 性の こと 何ぞ 

此の 理に洩 る、 を W んゃ。 余輩 各自が 初めて 道を舉 びし 所 は 何れなる か。 敎會に 非す や。 宗敎上 余 

楚の 生れた る 所 は 何^なる か。 これ また 敎會に 非す や。 <^輩が不平ぁるに拘らす、 共の 缺點を 歎く 

を 免れざる に拘ら す、 敎. t.; は 此れ 基 條敎ぉ 志 者 (た，. -バプ テス マ を 受領して、 人會 したる ものの み 

を 云 ふに 非す) の 生れし 所、 勸誘、 慰 薪、 鼓舞、 作與 せられし 所な りと 謂 はざる ベから す。 眞 正な 


る 信仰 は 上より 生る。 然れ ども 敎# は 五门 人の 信仰に 取りて 所謂 アル マ • マ ー タ ー、 お 二の 母に 非 

す や。 敎會は 不完全なる ものな り。 故にた.、 眼前の 敎# に： S 結 托する のみに て、 ist の 教訓 を 謹 

み、 共の 天来の 導き を 顧みす、 獨り祌 と相對 する の 習 惯を養 ひ 得ざる とき は、 靈 性のお 様 因循 间陋 

に陷ら ざる を 得す。 然れ ども 若し 此等 のこと を努 むる と 同時に、 自敎會 に 在りて、 心 を す 所 ある 

に^て は、 自他の 利益 測るべからざる もの あり。 基督 敎は愛 を 以て 本と す。 同 を 不具者に 通じ、 

强 i 助けて、 丌； ひに 他人の 重き を 荷 ひ、 キリスト 降 世の 精神 を發^ する は 基脊敎 信徒の 本領と す 

る 所に 非す や。 而 して 此の 目的 は、 敎會に 於て 最も 善く 成就 せらる、 を 得べ し。 バウ 口 は M ぺ ソ書 

第 四 章に 於て 基督 信徒の 完成に 至る は敎 食と ともに 相 結びて 離るべからざる こと を說 けり。 其の 言 

に 曰く、 其の 賜 ひし 所 は 使徒 あり、 预 言 者 あり、 傳道者 あり、 牧師 あり、 敎師 あり。 此れ 聖徒 を 全 

うし、 服 從の事 を 行 ひ、 基督の 體を 建て、 我ら をして 皆 同じく 神の 子 を 信じ、 また 之 を 知り、 全き 

人 即ち 基督の 充ち 足れる ほどに 成る までに 至らし めんが ためなりと、 (自十 一 至 十三)。 敎舍の 設け 

られ しこと 及び 否 人の 之に 加盟すべき こと は 實に斯 の 如く 止むべからざる の 事情に 起因せ り。 

然るの みならす、 之 を 基督の 歷史 及び 使徒 時代の 事實 に徴 すれば、 敎會 のこと 更に 明白なる もの 

あり。 基督 は 漫然 天下に 傳 道した るに 非す。 即ち 健全なる 一 團體を 其の 周圍に 集め、 之 を 薰陶敎 育 

して 特殊なる 結社と 爲し、 之 をして 基督の 聖 名を吿 白す るに 基き たる 會を 立て、 此の 奸惡 なる 世に 

於て 天國を 代表せ しめたる に 非す や。 基督が パプ テス マ 及び 聖晚餐 の禮を 設けられし 如き は、 此の 

『敎售 論』 も： a みて  二 0 九  - 
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給 社 が 其 の 再臨の 日に 至 る ま で 簾と して 目に 見 ゆ る 組織 を 維持し、 主 の 身よ り 流出す る 所の 靈な 

る 生 命 を 寓 せしめん との 趣意なる こと 明かな りと 謂 はざる ベから す。 使徒の 時代に 至りて は 比の 結 

社 益々 繁 固なる 組織と なりて、 基督 敎 信徒た る は 此の 團體 の. 一 人た ると 殆んど 同様の 觀を呈 する に 

至れり。 祌は 此の 形式 上なる 團體の 外に 選民 を 有する こと 疑 ふべ からす。 豈 にた 當 時の コル ネリ 

才 のみな らん や。 然れ ども 此の コル ネリ ォも 終に ぺテ n を 招きて、 パプ テス マ を 領せ しこと を 記憶 

せよ。 目に 見 ゆる 組織に 列ら す、 彗星の 如き 有様に て 孤立 獨 歩す るが 如き 基督 信徒 は 未だ 全く 其の 

奉 する 道の 本意 を 守りた るに 非す。 少 くも 此れ 變 則の 基督教 者な りと 云 ふ を へし。 敎會の 制度 は 

人性の 自然なる のみに 非す、 基督の 聖意 こ. -に 在り、 使徒 時代の 歴史 また 其の 肝要なる を證 する こ 

と 明かな り。 

某 5^ 復活の のち 其の 門徒に 告げて 曰く、 吾が 父 我 を 遣 はせ る 如く、 我 も 亦 汝らを 遣 はさんと。 蓋 

し 敎師な る もの は 神の 基督 を 遣 はせ ると 同様な る资 格. tVi 以て 世 に 遣 は さ れ しなり と 云 ふ。 然 らば 基 

督は 如何なる 资格 にて 世に 遣 はされ しぞ。 之 を 知れ. ば、 敎會の 任命 资格 またお のづ から 知るべきな 

り。 (ゴ ー ル 氏の 新著 『敎會 論』 を 見よ) 

つと » 

^=#督に三っの職《11ぁり。 曰く 預首 者、 E く 祭司、 曰く 王と。 預言者と しての 彼 は 天理 人道 を 明か 

にして 祌 を顯彰 し、 其の 聖 S3I を 人類に 示め せり。 祭司と しての 基督 は 神と 人との 間に 立ちて 一 致 契 

合の 實を擧 げんこと を務 むるな り。 王と しての 基督 は 横 成 ある 王者の 如く 其の 眞理を 以て 吾人の- % 


性に 5|f; 臨し、 共の 敵 を征 し、 寇を郤 けて、 露 なる 自由 を 保た しめ、 一人 を 統御し、 また 人類の 歸 

趣まで を も 統御す。 所謂 天圃の 治世 祌 と共に 無窮な り。 其 ^ 督は 此の 三つの 聖職 を帶 びて 世に 遣 はさ 

れ たり。 おし 敎，^ の 任命 また 之と 類 を 同じう せりと 云 は i -、  に 畏れて 愼 しまざる を はんや。 

敎會は 15 一一 一一：： の 職 を 格 守せ ざるべ からす。 今や 慕将敎 者の 注意 近德に 赛ら にして 人 北ハの 信す ろ 所の 

眞理 を！： んす るの 弊な きを 保せ す。 此れ 预 一一 一一 t: の 聖職 を濟す もの に 非す や。 基督 は 共の 性行 一一 一一；： 論に 於 

て 父なる 祌に關 する の 露理は 世の 無神論、 汎神論 及び 生命な き 折 C 奥-に 對 して 敎 會の斷 乎と して 主張 

すべき 所に 非す や。 人 は 其 に 由り て、 己の 露 相 を 露出せ り。 祌 世に 降りて 人？ i に寓 り、 以て 其の 

贵 きを 敎へ、 其の 歸趣を 明かに し、 人生の 希望 を發 揮せ り。 天地の 意義た めに ー變 す。 然 のみなら 

す、 茶.！^:: の 生 1^ 及び 死 は 人類の 忘却 せんとす る 罪悪 を 著 はせ る ものな り。 此の 人類の 希望 を危く 

し、 祌と 人との に大 いなる 懸隔 を 生じた る 罪悪 を 如何せん。 敎會は 世 問 幾多の 唯物論、 現世 的 生 

命 論に 對し、 また 守錢 奴、 其の 他 ての 俗論 者に 反抗して 人の 貴き 所以 を 維持し、 祌の國 及び 其の 

義の 理想 を 固執し、 滔々 たる 罪悪の 證 人たら 十ん ば あらざる なり。 神 は 基督に. m りて 世 を 噴 ひ、 人 

の 罪 を 救 ふ。 敎舍は 救 ひの 眞理、 贖 ひの 道を唱 へざる ベから す。 

敎舍は 眞理を 宣傳す るの みに 非す。 また 祭司の 職 ある を 記憶す ベ きなり。 蓋し 神の 國は 言に あら 

す、 能力に 在り。 某督の 救を實 とし、 祌と 人との 關係 をして 其の 正しき に復 せしめ、 人 をして 祌を 

愛せし むる は 此れ 敎會が 幾分 か 基督の 職に 與る こと を 喜ぶ 所に 非す や。 敎會の 働き、 た、.^ 眞 理の宣 

『教<?1 論』 も 5 ほみ て  二 1 1 


『敎き 論』 も 請み て  ニニ！ 

おの ヴ か 

傅に のみ 忙 はしく、 其のう ちに 靈 なる 生命 盛んにして、 之に 加 はる もの をして 自ら 神に 接する 人と 

ならしむ る 程の 感化な くば 是れ. E く 塗りた る 填 菜の み。 味 ひ を 失へ るの if た 外に 棄 てられて 人 

に 踏まる るに 適せり。 

敎會は 己れ また 基督の 如く 王た るの 務 ある を 忘る ベから す。 自然の 感化 を 施し、 眞理の 宣傳を 事 

としても 會 中に 秩序な く、 惡 あれ ども 之れ を懲 さす、 邪 說橫行 すれ ども 之 を處 置せ すん ば、 王た る 

の 職に 列す るの 榮 何れに か ある。 人の 心 術 意思 を 支配す るに 眞理の 力 を 以てし、 厚く 勸懲 の實を 擧 

げ、 其の 各 he: も、 全體も 擧 りて 基督に 從 ふの 忠僕たら しむる は 敎會の 要務な り。 十：： の 王者 は 其の 

化育 八荒に 洽 ねく、 德澤 夷狄 禽獸に 及ぶ を 期し、 時として は 遠征 攻 伐の 勞を も辭せ ざり き。 基督の 

王た る资 格に 參列 せんこと を 期す る敎會 はた 自己の 境域 を 守らす、 信徒の 社中に のみ 局齪 せら 

れす、 進んで 道 を 天下に 布き、 風化 を 社 會全體 に 及ぼさん こと を 期せざる ベから す。 近來歐 米諸國 

に 於け る 基 螫の 諸敎會 が、 鋭意して 社會 的の 事業に 力 を盡す もの は、 覽し 漸くに して 其の 眞 面目 を 

著 はすの 時節 到来した るに よるな きを 得ん や。 

t^, 督 の社舍 は、 此の 如き 任命 を 有する ものな り。 其の 期す る 所 高大な りと 云 はざる ベから す。 日 

本に 於け る 基督 の敎 會は此 の 三つ の 職 司 を 有する 結社の 勢力 を 以て 、 遠大な る 惠業を 心驟け つ」 あ 

り。 其の 成績 を 顧み、 其の 現狀を 察すれば、 心に 充 たざる もの も あらん。 然れ ども 主 n: く、 我 世に 

勝ちぬ と。 余 M. は旣往 及び 今日の 敎會 にっきて 神に 感謝し、 其の 將來に 向って 大 いなる 希望に 充た 


さる、 なり。  一 八 九 三年 E  CTSg 新報) 

名 古屋に 於け る 基督 敎徒 同盟 會 

同盟.^: に付きて、 余 は： ffi だ 熱心なる 黉成 者に 非 ざり き。 名 古 S に 行く こと は、 余の" 2i; く 希望せ し 

所に 非す。 其の 初めは 殆ど 義理に 迫られて、 止む を 得す、 其の 會 合に 赴け り。 然るに 名 古屋に 到り 

て、 同盟 會の 席に 列し、 久しく 相 a ざり し 兄弟の 顏を 見、 四方より 來 りし 人々 の 談論 を 聞く に當 

り、 余 は 忽ち 其の 熱心なる 會員 となり、 不肖ながら、 一個の ァ クチ ブ •  メ ン ボルた らんと 欲する こ 

とと はなり ぬ。 溫厚 にして、 其の 笑顔に は 能く 有らゆる 敵 を 味方に 變す， るの 魔力 を 具へ たる 本多庸 

一 氏、 二十 有餘 年の 知己 親友なる 彼 は、 議長と して 會場 を總理 せり。 余が 滿足 知るべき なり。 朿京 

靑年會 に 於て 典に 六合 雜誌を 編輯せ る 同志 社の 小 崎弘道 氏の 如き は、 其の 說敎に 言へ る 如く、 人 は 

事業 を 共に する に 由 ひて 益々 親しき ものなる に 由り、 余と 甚だ 親密なる 關係を 有する 人な り。 近年 

氏 は 西 京に 行かれ、 且つ 種々 の 事情に 由 ひ 事業の 間に 提携す るの 機會 稀なる が爲、 大いに 疎 濶に打 

ち 過ぎ たり。 幸 ひに も 今回の 同盟 會は 聊か 此の 舊情 を溫む る の 機會を 與 へたり。 其の 他 雄 辯 に し 

て、 基督 敎の 大演 說會、 殊に 反對 者の 騒擾 を 極む る 演說會 に 欠くべからざる 宮川經 輝 氏の 如き 人の 

名 古屋に 於け る 基 g 教徒 同盟 <s  1 ニー 一  一 


名 古屋に 於け る 基お 教徒 同盟 倉  ニー  K 

臨.^ せられし は戰 場に 一大 勇將を 獲た る 心地 せられき。 事に 望み、 其の 場に 於て、 奇想 湧く が 如く、 

耳 を 傾くべき の 語、 ロを衝 いて 出 づる横 井 時 雄 氏、 十數年 § 横濱^ 岸 敎會の 牧師と して、 霞に 富 

み、 其の 實際 的宗敎 にっきて、 語る 所： W だ價値 ある 稻垣信 氏、 北ハの 思想の 筋道 何となく 奥床しく、 

宛然 『ミス チ" ク』 の 様子 を 具へ たる 海老 名彈正 氏、 機智 鋭利に して 辯才得 易す からざる 少 壯の牧 

師服部 綾雄 氏、 第二 回の 同盟 會 席上より 顔に 見覺ぇ ある 大阪の 寺 澤久吉 氏の 如き、 其の 他 敬愛すべ- 

き 人士  四方より 來會 せらる。  會 場に 人り て 恰も 春風に 吹かる、 の 心地せられ しも 理 無しと 謂 ふべ か 

らす。 且つ 名 古屋は 余が 曾て 前後 二回 傳道 のために 居住せ し 所、 尾 三の 地 は 種々 の 記憶に 伴 はる、 

古戰 場に て あるな り。 相識る 人も少 からす。 其の 地方に 傳道 せらる、 南 小 神、 古澤、 加 藤. 細 川 等 

の 諸氏 或 ひ は、 同窓に 舉を 修め、 食な 共に 同一 の 敎會に 在りて 傳 道に 從 事す るの 人々 なり。 今年の 

同盟 會は 其の 開かる、 場所 は 名古屋 なる に 山り、 余が ために 一 歴 イン テ レ スト を增 したりと 謂 は ざ 

る ベ か らす。 名古屋 の 諸 敎會は 同盟 會 のために 準備す る こと 甚だ 熟して、 用意 至 ら ざる 所な かりし 

は、 余 擎 の 記憶して 感謝すべき 所で ある。 同盟 會に 臨みて 滿 足に 感ぜられ しもの、 實に之 を 以て 其 

の 一大 原因と 爲 さすん ば あるべからざる なり。 た^ 此 等の 事情 ありし のみなら す、 名 古屋の 佛敎徒 

が カを盡 して 同盟 會に 妨碍 を 加 へ んと 試みた る は、 適 以て 此 の 成功と 滿 足と を 来せる 原因と はなり 

しなり。 ^報 關內 にも 見 ゆる 如く、 佛敎徒 は 非常に 骨 を 折りて、 基督 敎を 攻撃せ り。 之が ために 同 

盟， の 諸氏 は、 共の 何の 敎 派に 稀す る を 問 はす、 主 一、 信 一、 バプ テスマー にして、 共に 相聯り 


て、 外に 當 るの 必要と 道理と を 感じ、 基督 敎徒 一致の 精祌 大いに 喚發 せられた りと 云 はざる ベから 

す。 人の 怒り は、 祌の榮 光 を顯彰 する に 至る と、 其れ 之 を 謂 ふか。 . 

名十：I!i^の：Ii;i，1:^=^(れE身が2:;ilの如く好：：ぉH;^ぁりしのみならす、 亦將 来に 向 ひ二大 進歩 を爲 すの 段 

階 を 形造れり。 蓋し 名 古 屋の同 は、 敎 報のう ちに も 載せし 如く、 新たに 本會の 規則 を 整頓せ 

り。 之 を從. ^の ものに 比すれば、 大いに 改良せ りと 謂 はざる ベから す。 初 週 祈禱、 教舍の 統計、 

茶 啊敎的 慈善、 北 (の 他社 會 上の 事業の 調 布、 傳道 進歩の 報告 やに 關 すろ 決議の 如き は、 ^^^敎派聯帶 

事業 發述の 萌芽と して 見る 可き ものに 非す や。 

名 十！： ees 同？ は、 大いに 將來を 胚胎せ り、 次の 同盟 會は 明治 二十- < 年 西 京に 於て^ かるべし と定 

めら れ たり。 帝！； が 物質 上の 進 步を爲 せる こと 幾何なる や を 示し， 以て 將來の 方針 を定 むる の 好機 

會を與 ふる は、 ュ山ー 一十 八 年 西 京に 開設 せらるべき 內國勸 業 博覽舍 にあら す や。 其の年：^：^ハの所に於 

ける ®^ 敎徒 同盟 會は、 饞性 上の 帝國が 幾何の 進 步を爲 せし を 示すべき か。 此れ 人の 共に 祈りて、 

おの： を 求む ると ころな り。  一 八 九  一一！ 年 E  pcss 新き 


名 古！ a に 於け る a 督 教徒 同盟 會  一二 五 


ass 局の s 立  二 一 六 

等 直 III? の P 立 

口 本 某 督敎會 の 傳道局 は 是れま で 內外 聯立 の 組織に て、 其 の 局員の 半數は 必らす 外 國官； 教師た る 

べき 定めに て ありし が、 先般 大食の 決議に 由り、 斷然獨 立す る こと、 はな. ひぬ。 

基督の 名に 於て 金品 を 寄附す る もの あれば、 其の 出づる 所の 内外人た る を 問 はす、 神に 感謝し 喜 

んで之 を 受納すべし。 外人に して、 主の 榮ぇ のために 協力 せんと 欲する もの あれば、 喜んで 之と 提 

携 すべし。 然れ ども 日本 基督 敎# の 新 傳道局 は 之が ために 他の 約束す る 所と なる を 好ます、 故ら に 

交渉す る を^し とせす。 獨立獨 行、 其の 理想と する 所に 赴かん こと を 期す。 

新傳道 局が 目 下 盛大な る 運動 を爲す こ と 能 は ざ る ベ き は 言 ふま で も 無し。 然れ ども 其 の 起業の 精 

祌を愼 み、 其の 成し 得る 所 を 忠實に 務め、 眞 個の 自立 を 期し、 獨 立なる 敎會を 設けん が爲 めに 盡カ 

するとき は 神の 祝福に 由り 其の 事業 着 * 進みて、 意外に 早く 良 結果 を 見る に 至らん こと 必 せり。 新 

傳迸： IS は 一 錢の貯 へ もな くして 起れ り。 故に 如何なる 運動 をな すに 至るべき か、 此は 未決の 問題に 

屬す。 日本の 基督 信徒が 之に 對 する の精祌 如何に. S りて、 此の 問題 は 或 ひ は 立派に 或 ひ は 見苦しく 

解釋 せらるべき なり。 大食の 新 傅 道 ali は斯 くの 如く ー錢の 用意な しと 雖も、 局員 は.^ いに 意して 


大阪市 中 傅^に 協力す る ことに 一決せ り。 之 を 手 初めと して， 、の 事業の 大いに 舉 らんこと は. 五：： ら 

の 切に 祈る ところな り。 

外人と 交涉 する こと を廢 し、 彼 やが 酸 出せる 金力に 伴へ る椎 利の 約朿を 開放し、 獨 立して 帝國の 

傅 近 をれ 擔 せんと 欲する もの は 此の 新 傅 道 局に 非す や。 日本の 基督 敎徒 5^ して， a: 國の傅 道 を ft 擔す 

る を i:: るか。 =H 、の 權牲の 精祌、 甘： (の 基督に 對す るの 忠誠 は 如何なる 程度に 迄 進みた るか。 新 傳道局 

の 將来は 日本 基叔 H 敎會の 獨立を 胚胎せ り。 假令產 の 苦み を爲す も、 之に 由り て 健全なる 愛お の 成育 

を：： ：=- る を 得ば 如何に 嬉しから す や。 新傳道 局の 失敗 は 日本の 敎會獨 立に 取りて 第 一 着の 失敗な り。 

せの 成- V； は 此の 獨 立の 半 を 成就す る ことなり。 ああ 新傳道 局の 將來 如何。 此れ 天國の 問題な り。 日 

本 革新の 11;®.^!^ り。 邦人の 體而 之に 關 する もの 大 なり。 故に 此れ 愛國氣 節の 問題な り。 吾^ は全國 

の 兄弟 姉妹が 深く 感窗 して 新傳道 ：IW を 助けら れんこと を 望む。 一 八 九 S 年 七 巧 CSI 普 新報) 

內外傳 道の 擴張 及び 日本 基督 敎會の 傳道局 

茶 将敎の 有志 者に して、 朝 傅 道 を 企つ る もの ある は 吾ら の 夙に 知る 所な り。 其の 當 局が 之を發 

表せざる に 先き 立ちて、 之 を 世に 廣吿 する が 若き は 吾ら の 好まざる 所な り。 然れ ども 日本の 國カ大 

内外 道擴 sgl^b- 日本 基ほ敎 S の！ gsjl?  一二 七 


内 M^ls 道擴 IS 及び 日本 基督教 會の傳 道 局  ニー 八 

いに 張り、 國 民が 大膽 にも 朝 を 開明の 域に 誘導す るの 任務 を 引き受け たるの 今日、 邦人に して 其 

の 露 性の 革新 を負撸 せんとす る もの ある は 誠に 慶賀すべき ことなり。 たと ひ 規模 は大 なる 能ばざる 

力く 

も、 また 直に 着手す る を 得ざる にもせ よ、 本邦の 基督 信徒に 此の 如き 心懸 無くて 叶 ふ 可ら す。 余輩 

は 一 團の 有志 者に 朝鮮 傳 道の 計 畫 ある を歡ぶ ものな り。 幸 ひに して 其の 事業に 着手す るに 至らば、 

日本 基督教の 體面を 一 新し、 東洋の 傳 道に 一 生面 を 開く こと、 なる べし。 

吾ら は 曰 本 基 I^c 敎の 勢力が、 よし 微かなる にもせ よ、 外國 にまで 及ばん とする を 聞く と 同時に、 

此に 內圃傳 道の 事業の 從 前と 異なりた る體 面を帶 び、 大いに 獨 立の 精神 を 振 ひて、 新たに 着手 せら 

れんと する を讀 者に 報道す る を 喜ぶな り。 今年の 七月 日本 基督 敎會 の大 會は遂 に 外人の 资 力に 依 

らす、 日本 基督 信徒 ssf 獨の 力に 頼みて 傳道局 を 設置せ り。 新敎 各派の 俾道 事業 多し といへ ども、 其 

の 內外 合併 の 方法 に 依らざる もの ある を 聞かす。 獨立 の 傳道 局 は實に 日本 基 督敎 食の 創始す る 所な 

り。 故に 日本 基督 敎會 の傳道 局に して、 着 々其の-事業 を擧 ぐる こと 能 はすん ば、 獨立傳 道の 事業 は 

=Ji 、の 先陣に 於て 敗 を 取る ものな りと 謂 はざる ベから す。 其 成敗 利鈍の 關 する 所 極めて 大 なり。 是れ 

たに 日本 基督 敎會 諸氏の 注目すべき ものなる のみなら す、 全國 基督 信徒の 手に 汗 を 握り、 溫 かき 同 

情 を 以て、 諦視 すべき 一 大 奮闘に 非す や。 .  • 

日本 基督 敎會は 其の 成立の 精神に 於て、 其の 今日までの 歷史に 於て、 其の 現今の 抱負に 於て、 獨 

立傳 道の 先陣た らんが ために 神の 特選 を 被 ふりし ものな り。 吾ら 薄志弱行 にして、 此の 敎會 固有の 


天職 を嘛 うしつ、 年 巧 を { 仝 過 せんとす るに 當り、 慈愛なる 攝现は 端無くも 日本 基 #敎# をして、 此 

の 重任 を 共の 雙 肩に 負 はしめ たり。 汝の 財產を Iw; り、 之 を贫！ ^に與 へて、 我に 從 へとの、 m 命 を 被 ふ 

り、 之が ために 或 ひ は 非常なる 高所に 上る かがた 益々 俗 魔のう ちに 握め 去らる、 かの 機 < ^さ 一賜 はり 

じょ II ん  ち 5.,.>し 

し 富 少年の 地位 は 如 今 まさに 曰 本 基督 敎會の 地位な りと 謂 はざる ベから す、 上る か、 下る か、 冡子 

の 權を齊 りし エサ ゥ たらん か、 將た 神と 角力せ る イスラエル たらん か。 二者の 分る k 所北ハ ii 俺 かに 

1 髮を容 る k のみ。 日本 基督 敎會 n ほたる もの は 危坐 戰慄 して、 此の 時機に 處 せざる ベから す。 彼れ 

もふ^ マ A1 

らは 多くの 觀場 者の 前に、 又 今から 始 せらる べき 日本 基督 敎の 膀 史を繼 承す る 後進の ために， 殊 

ふさ は 

に 此の 重任 を 校け て、 北ハの 精神 を誘掖 し、 ほ大 いなる 賜を受 くるに 相應 しからし めんと 欲する 神 

の^ 盧に對 して、 公明正大なる 運動 を爲 さざる ベから す。 區々 たる 各部の 利害に 拘泥して、 大局の 

趨勢 を 看破す るの 明 無く、 此の 傳道 局の 設立 を 度 外に 置く もの は、 日本 基督 敎會の 罪人た るの みに 

非す、 健全なる 基督 敎發 達の 罪人な りと 謂 はざる を 得す。 

且つ 夫れ 今日は 如何なる 時ぞ。 國 民の 氣カ 大いに 仲び、 東洋の 先進 を 以て 自任す るの 意識 漸く 明 

かにして、 日常の 改革 を 必要と 做す の感覺 益々 深 からん とする の 今日、 否な 此の 意識に して 尙ほ明 

かなら す。 此の 感覺 にして 尙ほ 深から すん ば、 基督 敎 徒が！： 家の ために 自ら 奮って 之 を 深く し 又 明 

ら かにす る を 務めざる 可から ざるの 今日に 方り て、 天 此の 獨立傳 道 を 日本 基督 敎會 に負擔 せし む。 

あ.' 此れ 千載の 一 時に 非す や。 加 ふるに 日本 を 東洋 傳 道の 中心と 認め 以て、 海外の 傳 道にまで 着手 

内 傳道擴 張 及び 日本 基 e 敎售 の！ S 道 局  ニー  九 
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せんとす る もの あるの 今日に 於て 內國傳 道の 振起せ ざる は浩 嘆の 至りに 非す や。 

或 ひ は 外人と 協力して 傳 道す るの 一 法 あり。 何ぞカ を揣ら すして 獨立傅 道 局 を？." 置す る やと 難す 

る もの あり。 吾ら は 旣往に 於る 日本の 傳道史 を 眼前に 置き、 且つ EI 下の 形勢 を觀 察しつ、、 從來の 

小作人 的 (外國 宜敎師 のために) 傳 道に 依賴 して、 此の 人民 を 救 はんと 欲する もの あるに 驚愕し、 

其の心なきも^*だしきを慨嘆せすんばぁらざるなり。 死者 をして 死者 を 葬らし めよ。 吾ら は 此の 輩 

と論爭 する こと を 好まざる なり。 

聞く 所に 據れ ば、 日本 基督 敎會の 俾道局 は、 其の 第一 着手の 事業と して、 信 濃に 一 ケ所、 北海道 

に 一 ケ所、 九州に 一 ケ 所の 傳道地 を 開かん とする の 結構な り。 吾ら は その 局員が 時の 需求 を覺 り、 

責任の 重大なる を 感じ、 勵精發 憤して 獨立俾 道の 旗 章 を 高く 標揭 し、 北に 南に 又た 中央に 神の 聖 3 曰 

に 適 ふべき 成績 を擧げ て、 秋風 落寞 の感、 轉た 切なる 今の 傳道界 に、 生 氣を添 ふること あらん を 祈 

るな り。 

吾ら は 信す、 日本 基督教 食の 宜 敎師、 長老、 執事 其の 他會員 諸氏が 滿 腔の 同情 を 以て， 此の 傳道 

局を迎 へ、 義金 を 寄附して 其の 出費 を 援助 せらる」 ならん。 上文に 說 きし 如く 實に大 いなる 抱負、 

希望 及び 責任 を蒂 びつ、、 世に 打って出で たる 傅 道 局の 前途 は、 一 に 諸兄 姉の 同情と 援助と に 依ら 

ざる を す。  一 八 九 S 年  一 0 音 新報) 


明治 廿八 年の s 督敎界 

:n 本傳 道の 應史に 於て 故老の 地位 を 占む る 天主 敎會の 如き も、 近來 世の中に 乘り 出で て、 稍々 活 

礎に 述動 せんとす る 模様 見えたり。 其の 高 橋 五郎 氏に 依頼して 聖 害の 日本 譯に 着手し、 久米 邦武氏 

に嘱 して、 基 齊俾を 編 袋し っ& ある 如き は、 世人の 殺 も 注目すべき 異象と す。 露 人に 對 する 感情と 

力く 而. IE からざる に 依ろ か、 11 コ ライ 氏 一派の 傳道 少しも 起 色を兑 す。 秋風 落寞 の感 あるに 似た 

け。 然れ ども 救世軍の 來 りした め、 日本の 宗敎界 は 意外に も娠 やかなる 有様と はなり ぬ。 

基督教の 思想界 

明ュ H4= 八 年 は 基督 敎の 思想界に 著る しき 活動 ありし を 見す。 共上督 敎に關 する 著^に して、 此ぞと 

忍 はる & もの 一 つも 出です。 昔 は 基督 敎 徒の 思想 を 代表して、 文壇に 雄視 せる 六合 雜 誌の 如き も、 

^f: 敎 思想 の 仲 縮 消長に 關係を 有す る こと 甚だ 淺 小な る に 至れり。 祌舉 の潮流を.：^1^す る に 法外な る 

亂 調子 大いに 減じて、 着寳 なる 方向 を 取りし に 相違な し。 然れ ども 大勢 は 旣に愼 lial,: なる 進歩主義に 

it したり。 彼の 米國 に践扈 する 保守 論の 如き は、 吾が 帝國の 基督 敎徒 間に 一人の 有力なる 黉成者 を 

も 有せざる べし。 一 一三の 人士 頻りに 基督 敎と在 來の宗 敎とを 抱着融 化せし めんと 試みたり 或は 基督 

明： 廿八 年の 基 ほ SJ 界  .  ニニ 一 


明治 廿八 年の 基督教 界  -  ニニ 二 

敎 徒にして、 數年前 大內靑 I 山が 首唱せ る 尊王 主義 を 講ぜん とせし 者 も ありき。 此 は宗敎 思想界の か& 

花、 幾 s^: もな く 散りて、 昨年 は 殆ど 其の 跡 方 を 止めす。 之を耍 する に 基督 敎 徒の 思想界 は沈靜 不振 

の 一年 を經 過せ りと 謂 はざる ベから す。 吾ら は 基督 敎 徒の 思想 今年 は 世論に 向って 大いに 進攻の 態 

度 を 取り、 共の 文學 上の 勢力 著ろ しく 張らん こと を sli.: む 切なり。  . 

傳 道の 獨立 

組合 敎會 が外國 の 资金 と 關係を 絶ち て 、 其 の 傳道會 社 の 獨立 を斷行 した る 如き、 叉 日本 基督 敎會 

がー 昨年 旣に獨 立せ K? 傳道局 を (名 古屋の 大會に 於て) 更に 擴 張した る 如き は、 日本人の 日本 傳道 

に 於け る 一進 歩な りと 謂 はざる ベから す。 傅 道の 獨立、 發逮 して 健全なる 基督 敎の 基礎 を堅间 にす 

べき 時機 まさ に 熟す。 吾ら は 今年に 於て、 此の 獨 立の 氣勢 頗る 見るべき もの あらん を 期す。 

外國 宣教師 問題 

獨立傳 道 の 勢力 增 進す ると 同時に 起る ベ きも の は 外國宣 敎師 の 問題な り。 彼ら は 當否相 半す る內 

外の 批評に 惱 まされ、 其の 日本 基督 敎 徒に 對 する の 地位 關係 にっきて、 苦心 一方なら す。 吾ら は 其 

の 心事の 同情に 堪 へ ざる もの ある を認 む。 此の 難題 は 信州輕 井澤に 於け る外國 宣教師の 會議を 催促 

せり。 議に與 りし もの fc: 有餘 人、 殆ど 滿場  一 ：=^ して 木 國の當 局 者に 申吿辯 明す る 所 ありき。 日本 基 

赞敎， $: に關係 ある 《ほ 一 敎師の 一 部の 如き は 之に 添 ふるに 長文の 陳情書 を 以てし、 漫に H 本 基督 教徒の 

fi;? 點 を摘發 し、 誤謬 失 曾 多き 報告 を 作りて、 己 等の 地位 を强 めんこと を 企てたり。 共の 處 置の 陋劣 


なる- .ff セ士の 愧づろ 所と す。 彼の ブラ ッ ト フ ォ.' ド以ド の 员米阔 より 特派 せられて、 机 合敎， の 

諸氏、 特に 同志 社と 交^ 談判 を 開きし は、 此の 難題の 切迫せ る證據 なり。 其の 談判 良好の^ * な 

く  12?^ 愈々 而倒 ならん とする に 至りて は、 外闲 {ー1； 敎師 問題の. 第に. W 難なる べき もの を 示せる も 

のに 非す や。 糾合敎-^旣に然.^。 日本^ #敎# 旣に然 り。 美以も 監督 も 長く 桃. の 無事 を樂 しむ こ 

と 能 は ざ る ベ し。 經綸 の 才力 を M ふ る人 3^ で快 刀 >て 以て、 此の 亂麻を 絡 つの S 近き に 来れよ か し。 

此れ らの 切ます る 所な り。 

基督教の 諸機關 

^#敎 主義 の 諸壞校 は 去年に 入りて 少しく 好運に 向 ふの 兆 見えし かど、 終に さした る 事な く！ f ぎ 

ぬ。 基 傅敎の 害籍販 13： の 事業 は 最も 不景氣 なる 一年 を途 りたり。 東京 神 田の 靑 年き 館 は 幾分 か 生き 

たる 色な きに 非らざる も、 全國を 通じて 之 を 見れば、 基督 敎靑 年き は萎微 不振の 有様 を ロ卞； せり。 共 

勵會は 殆ど 昔 もせす。 聖書の 友會 員の 非常に 減少せ る は、 日本の 基督 敎 徒が 聖 洗！： を輕ん する に 至り 

し 徴と兑 做すべき か。 將た 彼らが 更に 善き 方法 を 取 ひて 聖害を 研究す るに 至りし ものと せんか。 吾 

らは聖 の 友の 方法に 重き を 置く ものに 非す。 然れ ども 大いに 此の 減少の 现を 探究して、 聖余 H 研究 

を獎勵 すろ の 方 案 を 求め すん ば あらざる なり。 日曜 舉校は 之 を運轉 する に 道 を 以てすれば、 障 首ー の 

利器な り。 之 を 善 E= すろ とき は德育 上の I 大勢 力と して、 普通 敎 育の 容 a? ならざる 欠 點を補 ふに 足 

れり。 1^^" ら は 日 曜 壌校 が 去年 少 しく 進歩 改善す る 所 ありし を 喜 ぶ 。 

明治 廿八 年の 基 gsj 界  ニニ 三 


基督 教徒の 社會的 事業 

魔娼滞 j 動 は 失敗せ りと はざる ベから す。 禁酒 會は 幾分 か 歩 を 進めつ、 あり。 孤 w 救 濟の事 は 依 

然として 舊の 如し、 海外 敎育會 の 遝動は 如何。 去年 十二月より 毎月 若干 圓を 支出して、 他の 有志 者 

と共に 在韓、 小島 今朝 次郞 氏の 敎育 事業 を 助けつ i あり。 其の 企 11 漸を 以て 緒に 就く ものな らん。 

家庭 改良 は 世の 渴望 する 所な り。 基督 敎 徒に 非す して 誰か 能く 之に 任す る を 得べき。 去年 は 之に つ 

きて 基督 敎 徒の、 大いに 遝動 せんこと を 呼ばる、 の聲 頻りに 聞え たり。 今年 は 之に 應 じて 起つ の活 

動 を 見るべき か。 迷信 排斥 も 基督 敎 徒の 社會的 活動 問題に あらす や。 

之 を耍 する に 明治 廿八年 は 日本 基督 教徒の 潜勢力 大いに 仲 張せ し 年な り。 共の 表面に 露れ て、 有 

効の 遝動を 見るべき は、 此の 明治 廿九 年なる べしと 信す。 吾ら は 感謝 祈念して 此に 新年の 初 刊を同 

志なる 愛讀者 諸君に 配布す。  1  <  九 六 年  一 報) 

臺 灣の傳 道 

熹灣 島の、 日本人の 手に 51 せし は、 將來に 於け る 一大 責任の 日本人に 歸せ しなり。 吾が 國人は 如 

何なる 精神 を 以て、 此の 責任 を 負檐 しつ ゝぁ ろか。 臺灣の 開 發と敎 化と に 由り て彰 はるべき 其の 技 


涵は、 の 前. 列國 環視のう ちに、 日本人が 試験 を受 くる ことなり、 吾が 闽人は 異人 種 を 包容 同化 

し、 己の 勢力 威 横 を 以て 人類の 進歩 幸 幅に 一大 寄附 を爲 すの 资 格 を 具へ たる 乎。 淸韓の 野 を 染め、 

北 A 海の 波に 注れ し 血 は、 此の 答の 如何に 由り て義 とせら るべ く、 また 其の 罪 を 問 はるべし。 a ふて 

此に 至れば 日本人 民た る もの、 焉んぞ 天父 上帝の まへ に戰慄 恐懼して、 ソ ドムの ために 祈りし アブ 

ラ ハ ム とともに、 神の 恩惠 を哀 呼せ ざる を 得ん や。 

日本の^„^^.螌敎徒は人數も多からす、 朱 だ 其の 勢力 も 十分に 發 達せざる なり。 然れ ども 精神的 事業 

を 引き受 くべき 自己の 責任 を 感じ、 進歩の 前面に 挺身して、 義を唱 へ 眞理を 主張す るに 至りて は、 

四千 萬の 同胞 誰か 之に 比すべき もの あらん や。 彼等 は 夙に 臺灣の 前途に 目 を 注ぎ、 憂悶と 希 と を 

神の まへ に訴 へて 仁義の ため、 眞理 のために 種々 の 計 畫を爲 しつつ あり。 然れ ども 吾ら の 頭上に 懸 

れる 最大 責任 は、 某. 督の道 を 彼の地に 宣傳 する ことに 非. す や。 喜： 灣の傳 道 は、 日本 某- i^a. 敎徒 のみが 

ともに 熟 巾すべき 所、 たに 基督の 愛 我ら を 働ます のみに 非す、 愛國 奉公の 點 より 之 を視る も、 此れ 

一 日も錢 漫に附 すべき ことに 非ざる なり。 

名付けて 臺 灣の傳 道と 云 ふ。 然れ ども 今日の 狀態 にて は、 先づ第 一 に 彼の 島に 在る 日本人 間の 傅 

道に し、 而 して 後 徐ろに 歸 化ま那 人土蕃 等に も 及ぼさざる ベから す。 縱 令目覺 しき 運動 を爲す こと 

能 はざる も、 裏 灣島宫 民の なかに 某 督の證 人 を 送り、 人類に 事 ふるて ふ 十字架の 大義 を唱 へ. 煙れ 

る 麻を熄 さす、 曲れ る萆を 折らす、 一視同仁の 精神 を 1^ 吹し、 ^！由平等の主義を發揚し、 傲れる 强 
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者に 杭す るに 上帝の 名 を 以てし、 凌； t 侮蔑に 泣く もの を 慰撫す るに 耶穌 某督の 同情 を 以てする は、 

喜ばしき ことに 非. f や。 規模の 大小 は 一 W ふ を 要せす、 此の 精祌を 以て、 せめて は 今日の 場合に 成し 

得べき だけ 傳 道に 着手す る は、 日本 基督 敎 徒の 責任と す。 我ら 若し 所謂 小事に 忠 ならば、 神 は 更に 

大 いなる 事業 を 托せら るるな らん。 

聞く 所 に 據れば 日本 基督 敎會 の 傳道 局 は 愈來る 六月 を 以て 臺灣 の傳道 に 着手す ベ し。 自 餘 の 各大 

會も 遠から す 之に 着手 せらる べしと 信す。 吾ら は 感謝 を 以て 此の 吉報 を 傅へ、 之が ために 神の 祝 |Si 

を 祈る こと 切なり。  一 八 九 六 年 五 H:(i 曰 新報) 

基督 敎 徒の 內外 協同 

内外 協同の 問題 は 漸く 基督 敎 徒の 注目す る 所と なりぬ。 凡そ s 本に 傅 道す る 者 は、 其の 內國 人た 

ると 外人た ると を 問 はす、 敎 外の ものに 對 して は 共に 毀眷 褒貶 を 負檐 し、 宛 がら 連帶責 住の 組織に 

て 運動す る ものに 異ならす。 且つ 如何に 內 外相 爭ふ も、 彼の 外 國官； 敎師等 は 基督の 聖旨 を 奉じ、 我 

が 日本人 民に 對 して 非常に 親切なる 心 を 以て 傳 道に 從事 せんと 欲する もの、 吳 越の 相 見る 如く 之 を 

Is する は 志士の 恥づる 所、 况んゃ 基替敎 徒の 深く 恥づる 所に 非す や。 日本の 僧侶が 朝鮮に 傳 道せ 


ん とする も、 精神 は问 より、 力に 於ても 到底 其の 能くせ ざる 所な り。 敎徒中 有志 者の 主唱に 係 

る 海外 敎育會 の 如き も、 ：！： 故に 行 歩 困難 を感. f る やと 問 ふに、 敎外 有. 志 者の 赞 助に 賴 りて 之 を 成功 

せんと 欲すれ ども、 彼等 は自國 にも、 ：® しき は 自身に も 利益 少 くして、 一見す る 所 茫漠たる 不生產 

的 事業に は问情 を^す る こと 甚だ 難 かしく、 一 日； 同 を懷 くも 之 を 維持す る こと 能 はざる、 是れ海 

外敎 Jt;!: 會の 成立 を 困難なら しむる ものな りと 云 ふ。 日^ 基督 敎 徒の 乎に て 企 11 せられた る 傅 道 事業 

の 困難 は何ぞ やと 問 ふに、 當局者 之に 答へ て 曰く、 日本の 基督 敎 徒が 倾 別敎會 的精祌 激甚に して、 

鬼 角地 方 的の 感情に 支配せられ 易ぐ、 己の 所 屬團體 若く ば已に 近き 地方に 直接な る 利益 を與 ふる 

(例へば， 々巡回 傅 道 をな すが 如き) に 非 ざれば 同情 を 表し 難しと する、 此れ 困難 を 生す る 最大 原 

因 也と。 博愛 寬容 の 主義 を 奉す る 基督 敎 徒す らも 其 の 素養 日淺く し て 敎外者 流の 陋態 十分に 晚し雞 

きょり、 尙ほ斯 く 狭隘なる 精神 を 以て 傳道 事業 を 見ん とす。 是れー つに は 敎會の 維持 困難に して 各 

々自. M の 成立 を 計る に 汲々 たるに 原因す る 所 も あるべき かなれ ども、 精祌 上の 品位と して 如何にも 

殘念 なる 次第に 非す や。 此の 陋 S 野鄙なる 精神 を 以て 傳道 事業 を 批評す る を 許し、 好んで 之 を聽く 

如き 牧師 傅 道 者に 至りて は、 我等 其の 精神の 所在 を 看 出す に 苦まざる を 5^: す。 斯の 如き 有様に て は 

迚も 雄大なる 傅 道 事業 を經營 する こと 能 はざる 可し。 一 轉 して 外國官 • 敎師の 事 を 見よ、 海外 敎 友の 

精神 は少く とも 此の 點に 於て 非常に 雄大なる もの あり。 彼等 は 莫大の 资を 投じて 海外 遠征の 傅 道 を 

企て たり。 幾 百の宣 敎師を 日本に 送 遣せ る傳道 事業 の 奥に 潜める 德義 敬虔の 大精祌 を 看破し 來れ 
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ば、 己の 國に斯 る 事業の 未だ 起ら す、 叉 起り 難き を 慨嘆す る 我等、 奚ん ぞ謙遞 して 感服せ ざる を 得 

んゃ。 多くの 缺點 あるに も拘 はらす、 外國 宣敎師 は實に 此の 雄大 博洽 なる 精神の 代表者な りと 謂 は 

ざる 可から す。 外國 宣敎師 をして 其の 勢力 を濫 S せし むる とき は、 曰 本に 於る 基督 敎の發 達 を 害 

し、 健全なる 精祌の 樹立 を妨 ぐる こと 齢少に 非ざる べしと 雖も、 彼等が 歷 史的の 信仰、 ^惯、 組 

織、 禮典等 を 代表して 曰 本 基督 敎の 將來を 擁護して 亂 暴なる 弊に 陷 らしめ ざる 保險的 一 大勢 力 あり 

と 謂 はざる 可から す。 今日 外國 宣敎師 にして 悉く 日本 を 去り、 內國の 信徒 をして 全く 其の 批評と 同 

情と を受 くる こと 無き に 至らし めば、 日本の 敎會は 言 ふに 忍びざる 有様に 陷る ことならん。 斯の如 

く 種々 の點 より 之を觀 察する に、 日本の 基督 敎徒は 妄りに 外國宣 敎師を 疎外すべき ものに 非す。 自 

家の 利益より 見る も、 まして 道義め 點 より 見る も、 厚く 之 を 待遇して 成る 可く 彼等の 事業に 便利 を 

與 へざる ベから す。 

然れ ども 內外 協同 は 決して 英國の 殖民 地に 對 する 政略の 如きの 謂に 非す。 外 國宣敎 師が自 國の殖 

民 地 管領 政策 を ^襲 し て 之 を 傳道 事業 に 及ばさん とする は大 いな る 聞 違 ひなり。 8- は 明白 に斯る 

處置を なすの 意 あるに も 非 ざ る ベ きが、 實 際に 於て 彼等 の爲す 所斯の 如き 疑念 を 招く 材料と なりし 

もの 少 からす。 內外 協同 は 日本 基督 教徒の 自治 獨立を 明白に し、 朋友 相携 へて 帝 國の敎 化に 從 事す 

る を 一一 一一：： ふなり。 ii 昔 新報 は 成るべく 公平なる 地位よ ひ斯 る, 】 と を 論ぜん と 欲する もの、 漫然 內を重 

くして 外を輕 くす るの 弊に 陷ら す。 基督に 在る 兄弟の 精； t を 以て 宣 敎師對 日本 基督 敎 問題 を 論ぜ ん 


こ とみ-期す。 而 して 外國 宣教師に し て 內外 協力の 名 を 以て 彼の 贩ふ ベ き 殖民 地 管領 政策 を 行 は ん と 

し、 叉 內！： 基 敎 徒にして 斯る 組織に 屈從 する が 如き もの あらば、 力 を 極めて 之 を攻擎 する の 決心 

なり。 此點に 於て はメソ ディ スト 監督 敎會、 英派米 派の 聖公會 外國宜 教師の 所爲、 及び 之に 屬 する 

日本 恶 J ^教徒の 地位に 付き、 我等の 論ぜん と 欲する もの 少 からす。 他 諸派の 外 闲宜敎 師に對 しても 

大 い に 北ハの 反^ を 促が す ベ きも の 少 から ざ るを覺 ゆ。 

田 川 氏の 說を證 むに、 日本の 商業 家が 外 國の资 本と 協力す るの 實況 より、 基 ！！^は 敎 徒の內 外 協力 を 

獎勵 せし 一 飾 見えたり。 此の 論 甚だ 道理 ある 如くに 感ぜら る。 然れ ども 之 を 誤解 するとき は、 恐る 

べき^ を 生す るの 氣遣ひ あり。 例へば 銀座 街頭の 商店 をして 悉く 横濱の 外人に 維持せられ、 其の 

商標 も 管理者 も內實 外人 の 運轉 使用す る 所なら しめば 如何。 日本 の 商植 地を拂 つ て 去れり と 謂 は ざ 

るべ からす。 s 本 基督 敎 徒の 事業に して 獨 立の 實を 有する もの 少く、 一 も 二 も 悉く 外圃 基督教 徒に 

頼りて 成立せ しめば、 何の 面目 を 以て 同胞の 敎外 者に 對し、 日本 基督教の 名 を IP ふること を 5 付ん 

や。 敎會の 自給 獨立 擧ら す、 日本人の 日本 傳道 着々 として 歩 を 進めす、 百事 外 國の资 本と 勢力と に 

頼る とせば、 是れ 日本に 基督 敎 なきな り。 其の 所謂 基督 敎 なる もの は名實 ともに 外敎 なり。 日本に 

は 未だ 日本 內 地の 梳 物と なりし に 非す。 外人の熱心に助けらるる煖窒.i^?の盆栽に過ぎざるの觀ぁ 

りと 評せら る \ も、 何 を 以て 之 を 辯 解す る を 得ん や。 敎會の 自給 獨立 を遞 緩なら しめ、 日本人の 日 

本傳道 を攻艱 し、 日本 基督 敎自 家の 勢力 を顯彰 する の 事業 を 非難す るの 聲は、 傳道者 をして 日本人 
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.4 に 面目 を 失 はしめ、 自家の 地位 を辨 護す るの 辭に窮 せし むる 所以な りと 知らす や。 故に 我等 は內 

外 協力 を li,- 當に 主張す ると 同時に、 日本人の 日本 傳道を 大呼し、 敎會の 組織 等 に 日本 基督 敎 徒の 

自治 を 表彰す るに 至らん こと を 期し、 凡ての 屈從 主義 を 打破 せんと 欲する ものな り。 我等の 所謂 内 

外 協力なる もの は、 以上 說明 せし 如き 精神と 主義と に 由り て外國 基督 敎 徒と 提携 協力す る を 謂 ふ。 

而 して 內外 協同の 界域 及び 其の 方法 は 如何にせば 可な り や。 . 一八 九 六 年  一二  新報) 

基督 敎會 の 三 潮流 

日本の 某 督敎徒 は、 神 票の 旗 章、 及び； ！：！ 仰の 性質に 依って 區別 すろ こと を 得べ く、 又 其の 傅 道の 

方針 の ャ； 異 に從 つて、 其の 色分け をな す こと を も 得べ し。 

な， 傅 道 の 方針 を 標準 として 日 本 基督 敎徒を 類別 せんか。 我. 伞.^ はま さに 三^の 潮流 あ る を認 む、 

第 一 は汎く 闽 の 力に 依りて 運動 せんと 欲する ものな り。 外國 人の 資力に 倚らん は 好ましから 

す。 さりとて日本基督；^^徒はカ尙ほ微弱にして依頼するに足らす、 寧ろ廣く國民の同愦に訴へ、 己 

と 相 近き 敎外 者と 結 托して 事を爲 すに 如かす と は、 此^の 人士が 抱 持す る 所の 窓兒 なり。 明かに さ 

る^5!„-5識を有し、 公然 さる 目的 を 以て 爲 したる 次第に は ある まじと 雖、 斯る 弁. 5 兒を 抱く もの は 自ら 所 


謂 日 本 化 を 力め 、 在來 の 思想 辨惯を 迎 4：： して 結托に 便な らんこと を 力む るに 似たり。 基 1^ 敎は 自今 

政治 { 永に 倚り、 奥 象と 結び、 敎 外の 力 を 薪り て 大いに 北ハ 勢力 を仲暢 せざる ベから すと なすの 說、 

一 部の 人に はな かく 勢力 あるが 如し。 

第二 は 外 國の敎 友と 結び、 其の カを藉 りて 事 を 共に 爲 さんと 欲する ものな り。 此 派に 馬す る人數 

頗る 多 かるべし。 然れ ども 內 外の 關係ト ： 種々 の變を 生す るより、 何時までも 斯くて 安堵す べきに 非 

す。 は っ俾 近の 成績に 付ても 深く 慮るべき 點も少 からざる を 以て、 此 種類に 屬 する の 內には 近 米 

何となく  id めく 所 ある を 見る。 

第三 は 日本の 基督 敎徒 を眞 丸に 備へ、 微弱 乍ら 其 力に 倚り、 武器よりも 精神 を尙 び、 着實に 乎 を 

摘げ、 次第に 功 を 遂げん と 期す る ものな り。 此 種類に 屬 する もの は、 基督の 十字架の 外 は 知る まじ 

との 決心 1^;  く、 基督の 死 を 措き 他の 事情に 功を歸 せんこと を 恐る るの 念 深く、 Ij^l 線に 眞 正の 基督 

敎を 宜べ傳 ふべ しと 主張す。 其の 弊 や 經綸に 乏しく、 進んで 取る の氣カ 鈍く、 動もすれば 城 中に 飽 

り て 守戰を 事と し 、 化石 の 如くなら ん とする の 氣遣 ひ あ り。 

日本 井お：^ 敎 徒の 動靜は 祌舉 上の 見解に 支配せられ、 基督 を 誰と かなす との 問に 答 ふる 所 如何に. H 

りて、 離合 進 返す る ことなき に 非す と雖、 以上 三つの 潮流が 或は 相 合し、 或は 相 激し、 或は 相 分れ 

ん とする より t ！々 の 現象 を 起せる もの 少 からす。 是れ 我等の 心して 觀察を 怠る まじき 所と す。 

1 八 九 七 年 八 月 (SI 音 新報) 
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日本の 基督 敎徒 果して 共に 爲 すに 足る か 

余輩 は曩に 基督 敎會に 三の 潮流 ある を說 きたり。 叉 ！&{ に 細心 之 を 吟味し 來れ ば、 その 內に 一 ^^の 

旋風 吹きて、 波瀾 を 起しつ ^ ある を 見る。 一派の 論者 あり、 頻に 現在の 基 il^I 敎を 非難し、 その 制度 

に 不平 を 抱き、 その 信條を 罵|ー& し、 敎會を 悪口し、 信徒の 精神 を 非難す るな ど、 唯晤黑 なる 側面よ 

り fn 事を觀 察して、 覇氣 勃々 圭角 梭々、 漫 りに 改革 呼 ほり をな して 驀地に 新奇なる 事業に 走らん と 

す。 余輩 は その 精 祌の輕 快に して 進取 的なる を嘉 みせざる に 非す、 唯 傅 道に も敎會 にも、 最早 新奇 

なる 方法のお すべきに 非ざる を 記憶し、 wm さ して 盲動 1}V 擧せ ざらん こと を 祈る のみ。 

現今の 基：^ S 敎， は その 弊 を 矯め、 その 短 を 補 ひ、 渐を 以て 之 を敎 |!リ し、 之 を 极據 として 主の 御 軍 

に 赴くべき か。 將た之 を破壤 して 一切 新に する に 非 すん ば 不可なる か。 此 問題 は實に 基督 敎 徒の 間 

に 動搖を 生す る 阿波の 略. 戶 なりと 謂 は ざ るべ からす。 

1 八 九 七 八 月 (SI 音 新報) 


『n 本 基 w 敎會 歷史』 を 請む 

『日本 基 Igl 敎舍應 史』 なる もの は、 同 敎會の 大食が 委員に 托して 編 せし ものな， o。 頃日 印刷 成り 

て 我等の 手に 到達せ り。 日本の プロテスタント 敎會 は旣に 二十 五 年の 膝史を 有し、 其 傅 道 は 殆んど 

十 年の 波瀾 を經 過し 終れり。 此際其 事實を 詳記して 後世に 傳へ、 完全なる 敎會史 の 村 料 を 整頓し 

置く は、 最も 適當 なる 事業と 謂 はざる ベから す。 聞く が 如くん ば、 日本 メソ ディ スト 敎會に 於ても 

其 瞎史を 編 m しつ，， ありと、 他の 敎會に 於ても 必す 同様の 企て を なすこと なるべし。 我等 は 感謝し 

て 曰 本 基督 敎會歷 史を閲 し、 今昔の 感に堪 へ ざる もの 少 からす。 

其 第 八 頁に 口 く、 『安政 六 年より 明治 五 年に 至る までの 間に、 邦人の 新教に 歸せ しもの は、 >^^,:んど 

以上の 十數 名に 過ぎ ざり き』 と。 あ \此 僅々 數 十の 文字 具に 其 含蓄す る 所 を 味へば、 ^斛 の淚、 無 

量の 感慨、 熱 切なる 感謝 希望、 其 間に 溢る る を 見る。 安攻六 年より 明治 五 年に 至る まで、 年 を經る 

もr^十^叉.^f^、 其 間 東京、 長 崎、 横濱、 神戶、 新渴 等に 於て、 傳 道に 從 事す る外國 男女の 宣教師 決 

して 少しと せす。 而 して 其牧穫 せし 所の 結果 は、 殆ん ど十餘 名に 過ぎす と。 我等 は此 間に 處 せる 宣 

教師 等の 苦節 を 想 し、 其 煩悶 慨嘆せ しこと 如何ば かりなる や を 推し測りて、 其德を 頸へ、 特に 斯 

『日本^^！^教^歴史』 も讀む  二三 三 


『日本 基 s 教き s 史』 も讀む  二三 gl 

る 苦心に 堪 へしめ たる 基督の 力 を諧 美せ すん ば あらざる なり。 十五 年間 數 人の 勞カを 費して、 十餘 

名の 信お を 獲し に較 ぶれば、 我等の 傳道は 幸運な りと 謂 ほざる ベから す。 2jr 日傳 道界に f. 吟し、 所 

謂敎勢 不振の 嘆聲 を：^ しつ i 左顿 右^、 邁往 直前す るの 勇な き 輩 は 此感史 を 讀んで 大いに 悟る 所な 

かるべ からす。 斯の 如く 着手せられ、 斯の 如く 忍耐せられ、 而し て果を 結ぶ こと 斯の 如く 遲々 たり 

しも、 敎會 不振の 聲 四方に 喧しき ^e: に 着々 その 根 を 岡め、 敎會獨 立の 企ても 盛んなる に 至れる 日本 

基督 敎、 プ P テス タント 各派の 前途、 望 多し と 謂 は ざる ベ けんや。 

次に 最も 十：： く 曰 本に 傳道 せる 外國 宣教師 諸君の 中に 公平なる 考を 抱き、 別項 タム ソ ン 氏に 馬せ ざ 

る 日本の 敎會を 設立す る を 賛助せ しもの ありし は、 我等の 感 佩す ベ き 所な り。 『日本 基 # 敎會感 史』 

を 讀んで 我等 益々 此點の 明かなる を覺 ゆ。 タム ソ ン 氏の 如き は、 渐を 以て 緻密なる 信條を 造らん と 

の 下心な りしと 雖、 此 一 事に 對 する 我等の 不同意 は、 毫も 氏 及び ジ ー ムス • バ ラ 氏 等の 赤誠と 公 

平と を 尊敬す るの 念を滅 する ものに 非ざる なり。 組合 敎會に 於ても、 亦 日本 基 鲁敎に 於ても、 獨立 

自給の 精祌 他と 異り て 早く 發 達し 、 外國の 宗派に 屬す る を 好まざる の 意氣欝 勃た る 所以の もの ほ、 

蓋し 之と 關係 ある 外國 宣教師 等の 薰陶 誘掖 せし もの、 其の 重なる 原因の 一 つなり と 謂 はざる ベから 

す、 他の 諸派に 於て 斯の 如き 事 實少き 所以の もの は 之と 關係 ある 宜敎師 等の 主義 方針 大いに 異るも 

の ありし を 以てに 非す や。 

然れ ども 明治 五 年 横濱に 於て 敎會に 人り しもの、 其 他 粟 律 高 明 等 諸氏が、 如何に 熟 心に 外 國の宗 


派に 腐せす、 『眞 (寶に 基督 耶穌を 信す る もの は 悉く 一  の 全 公會』 たるべき を 主張し、 日本 獨 立の 敎き 

て ふこと を，；^ んじ、 叉此 帝！： 內に 宗派 的 分爭の 起らん こと を 恐れ、 一 の 大敎會 を糾錄 して 成るべく 

統一 の mi 的 を 達せん と 心 懸けし こと、 歷々 として 见る べし。 我等 は 日本と いふ 文字、 獨 立と いふ 懸 

け 團結ー 致とぃふ^^が、 如何に 當 時の 壯年共 上俘敎 徒に 歡迎 されし や を 想 はして、 自ら 心中 快然 

た る の 念禁す ベから ざる もの あり。 叉 之と 同時に 我等 の贵任 費に 重大なる を感 す。 前 程 尙ほ遙 かな 

り、 豈辦 起せざる ベ けんや。 本書の 附錄を 見る に 稍 整頓せ る 日本 基督 公舍條 例なる もの あり。 此は 

祌^:^K阪の紐合敎會に於ても之を承認して、 其 敎會に は 該條 例に 規程せ る 如く、 長老 執事 を 置き、 

^京 横濱 等の 日本 基督 公會 とともに、 一 個の 圑體を 形造り 居 ひし こと 明かな り。 其 後 新 島；？ _ ^、氏の 歸 

朝せ し 頃より、 渐次相 分る k の 傾向 を顯 し、 先づ 長老の 名 を 改めて 會長 とし、 終に 會長 をも廢 めて 

唯 執事の み を 置く ことと なりし など、 次第に 隔離して 今日に 至れるな り。 『日本 基督 敎會 歷史』 が此 

點を 記す る や、 日本 基督 敎徒 東西の 一 一 圑體が 形式的にまで 一 致し 居りし とい ふ 事實を 分明に する こ 

と 不十分なる は、 我等の 遣憾 とする 所な り。 我等の 記憶す る 所 を 以てすれば、 當初 形式的に も 一致 

し、 大體の 制度 組織に 於ても 同一 なりし ものが、 何時の間にか 種々 の 愦實を 生じ、 誤解 を 生じ、 行 

懸ひ のために 瞹昧 模糊の 中に 分離し 終りた る ものと 謂 はざる ベから す。  . 

我等 は 前項に 於て、 日本 基督 公會條 例の 上に 稍 整頓せ るの 數 文字 を 加へ たり。 其 故 は 未だ 此條例 

の 出来ざる 前、 横濱 及び 東京の 日本 基督 公會 信徒 は、 公會 規則 及び 內規條 なる もの を 有せり。 其體 

『：a 本 基お 敎食 歴史』 も 讀 か  二三 五 


『2: 本 基 g 教食 歷 お』 も 請む  二三 六 

裁 茶 だ燕雜 にして 文字 も 整 はす、 實に 不完全なる ものな りしが、 余輩 は 之を讀 んで當 時の 信徒が 如 

何なる 有様に て ありし や を 想 見し、 その 醇朴 眞摯、 信仰と 德 行と を 重ん する ことの 厚 かりし を ttt 

せざる を 得す。 公會 規則の 內に は純粹 なる 敎理 上の こと を列擧 したる 後、 第十條 以下に 曰く、 . 

十 我輩 凡て 偶像 を拜 すると、 肉 體の外 慾と は 悉く 之を棄 てん。 

十一 我輩 生命 を 失 ふと 雖も、 獨ー の 救 者を諱 むま じきな ひ。 (記者 曰く、 諱 むま じきと は 蓋し 主 

を 知らす と 言 はじと の義) 

十二 敎師 長老の 勸 導に 從 ふと、 兄弟 眞實に 親睦す ると、 道の 勸 むべき ことと、 聖晚餐 を 守る と 

は、 生涯よ く 謹んで 之 を 守らん 

十三 最も {且 しく 和平 端正に して、 人を敎 へ、 君 長 を 尊敬し、 父母に 孝順に、 公法 を 守るべきな 

ひ。 

十四 諸事 眞 神の 前に 勤勞 して、 人の i せ 迫 を 厥 ひ、 己 を 枉げて 利を權 るべ からす。 

十五 凡て 此の 條を 全く 成さん がた め、 主 耶穌の 恩 慈 我輩の 心 志 を 庇 祐し給 はんこと を 願 ふな 

hvo 

其 內規條 を 見る に、 曰く、 

八 凡ての こと 會中議 旣に定 つて 後 は、 人々 之に 從 つて 行ぶべし。 面に 從 つて 背に 議 すべから 

す。 


九 聖書 中の 疑 はしき こと 未だ 詳に せざる もの は、 妄りに 敎 外の ものに 說く ベから す。 蓋し 人 を 

導かん と 欲し、 却て 人 を 疑 はすれば なり。 故に 先 づ敎師 に 就て 質し、 或は 敎會に 於て 論定す 

べし。  . 

十 #中の兄^J^疾病f^»lに相憐み、 艱難 N に 相 救 ひ、 疎んじ 侮る ベから す。 き 者 を 助けて 共に 道 

に 進む ベ し。 

何ぞ その 懇切 K. 摯 なるや。 唯 だ敎理 をのみ 其の 規約に 揭 げす、 曰く 『生命 を 失 ふと も獨ー の r?::C 主 

を むま じ』 曰く 『君 長 を^ 敬し、 父母に 孝順に、 公法 を 守るべき なり』 曰く 『諸事 神の 前に 勤勞 

すべし』 曰く 『疾病 相憐 み、 艱難 相 救 ふべ し』 曰く 『多数決 を 重ん すべし』 と。 我等 は是 等の 事が 敎 

舎の 規約に 特寄大 飾せられ て、 It" 條と 並べ 置かれし を 深く 喜び、 又 今日の 時勢に. 付き 大いに 顧み 

て、 幾分 か 悟る 所な き 能 はざる なり。 特に 當 時の 日. K 基督 公會 信徒が 其の 內規條 の 第 十一 に 、『招 助 

の 術 は 衆人 各 紫の 十分の 一 を 以て 會に納 るべき なれ ども、 今 暫く.！ HI 便に 任せて 毎 初めの 安 <& 日に 

於て 金 を 執事に 托し、 救 濟の法 を 行 ふべき なり』 と あり。 我等の 先輩 諸氏 は、 明かに 牧人 十分 一 の 

献金 を 以て 现想 とし、 之 を實行 せんこと を 力めし ものな り。 我等 は 彼等の 多くが 久しく 之 を 奮 行し 

たる を 知る。 

又 その 所謂 日本 基督 一 致敎會 時代 を 記す る や、 緻ー おに 過ぎて 祌學發 達の 自由 を 束縛す るの 嫌 ひ あ 

る 彼の 四つの 信條 が、 如何にして 採用 さるる に 至りし や、 其 間に 如何なる 波瀾 を 起せし や 等 を 詳記 

『日本 基 g 教會 歷史』 も 請む  二三 七 


i. 日本 基 s 敎會 Is 史』 も a む  ニー 二八 

せす。 宛 も 和 熟して 此に 至りし ものと なすが 如き 筆法 あり。 我等 は 『日本 基督 敎舍 史』 が 其 問の 

事情 を詳 にして、 且つ 一旦 漠然の 間に 之 を 受け 容 るる も、 其後疆 々變 更廢棄 の議、 集會の 席上に 沸 

騰 せし 顚末を 拐げ、 終に 明治 一 一十三 年 十一 一月の 大會に 於て 之 を 改正し、 今日の 稍滿 足すべき 信條を 

作る に 至りし 次第 を 一 層 明白に なさ ざり しを惜 む。 

我等 は 本書に より 明治 八 年 十月 奥野昌 綱、 小川 義 緩の 一 一翁が、 武藏 及び 上 總下總 地方に 傳道 せし 

を 見る。 是れ 邦人 傳道 旅行の 嚆矢 なりと 附記し あり。 實に然 り、 然れ ども 此は實 際 は 外國宣 敎師等 

の 派遣せ し 所な りし を 忘る ベから す。 我等の 記憶す る 所に よれば、 明治 七 年 七月 『横 濱公會 の 信徒 

數人 近傍 地方に 傳 道す、 即ち 篠崎桂 之 助、 押 川 方義の 二人 は靜 岡に 、古田 信 好、 井深 梶之 助の 二人 

は 野 州に、 本 多 m 一、 雨 森 信 成、 .江 頭 信 太郞の 三人 は總房 地方に、 熊 野 雄 七 は 箱 根に 赴きたり』 

(郞^!81讀5>とぁるを以て邦人の&1ら計畫して、 內地傳 道に 從 事せ る噤矢 なりと 謂 はざる ベから す。 

其の 傳道者 を 派遣す る ゃ先づ 信徒の 舎議を 催し、 趣意書 を 作り、 募金に 手し、 -2： 外人より 七十， 餘 

圓を 5£ て 、以上の 數名を 各地 に 派遣 する こと-^ なりし なり。 日 本人 の 曰 本傳道 此 に 始ま る と 言 ふ も 

不可な からん。 

我等 また 本 n 曰を讀 みて、 明： _5 十 一 年 十月の 中會は 海外 傳道委 なる もの 六 名 を選擧 し、 先づ朝 

に 傳道者 を 派遣 せんこと？ 一定め、 傳道 事業の ため 先づ 一 人の 生徒 を； t 學 校に 入 學 せしめし こと ある 

を 兌る。 是 より 先 明治 十 年の 末に、 內國 傳道會 社なる ものの 設立 を計畫 せし こと ありて、 若干の 金 


を 募集せ しこと あり。 是等內 外に 對 する 二つの 計 戴 は、 無論 幼稱 にして 左した る 結 なかり しと 

雖も、 ：^、抱^^の 一端 を も 見るべく、 我等 は 今の 日本 某お" 敎舍 信徒が 益 規 校を大 にし、 唯 だ n 家 

侗^^ の！^ 營維持 にの み m 龊 せす、 攻的傅 道の 方針 を 取 ひ、 大 i にに (地歩 を擴 むる の氣カ 盛ん 

ならん こと を 望む。 

此. f '冊子 を 請み て感 する 所、 及び 論すべき もの 少 からすと 雖、 そ は 他日に 讓る こと、 なしぬ。 ^ 

等 は 此小邶 子が 世に W づ るの 好機 を 得、 且つ 日本 基督 敎 含の 精 祌を發 採す るの みならす、 全 體に利 

益を與 ふること 少 からざる べき を 喜ぶ。 此の 書の 編 t おに 與 かりし 井深、 田 川の 一 ゆ 氏、 其 他出 版 ゃズ： H 

諸氏の 勞を 多と し、 厚く 感謝 せんと 欲す。  1  <  九 七 年 一 月 ii 報) 

新舊 三派傳 道 上の 現狀 

北 ハの外 構へ を 立派に し、 社會の 耳目に 觸れ、 世人の 注意 を 喚起 せんこと を 力め、 百方 廣吿 的の 技 

うして 傳 道に 從事 せんと 企つ る 者 あ ひ。 眞理 を宜傳 する に當 り、 適 直 の 方法 を 設けて 世 ii に 

>^號 し、 以て 人の 耳目 を惹く 程の 吹聽 をな す、 必 すし も惡 しき ことに 非す。 基督の 如き も ガリ ラャ 

の 湖畔に 門徒と ともに 靜 かなる 生活 をな しつ k 道を傳 へしの みならす、 阈 祭の 時節 を 利用し、 都に 

『 曰 本 基 g 敎會 展史』 も 請む  二三 九 
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上りて 天下 の 舆論を 喚び 起さん と 試み、 疾風 電光 の 如き 擧動 甚だ 目醒 しきもの あ ひしな り。 

然れ ども 廣吿 的の 事業 其の 適度 を 超え、 有らゆる こと を傳 道の 方法、 人心 を 牽き 寄す る 廣吿的 手 

段と なすに 至りて は、 妄に 街頭に 叫ぶ こと をせ ざり して ふ 基督の 本意に 背く こと 甚 しと 謂 はざる ベ 

からす。 或は 此 意味に 於て 慈善 を 行 ふ 者 あり。 施療 院を 設けん とする もの あり。 水害、 震災 を 好機 

會 として、 娠恤を 因みに 傳 道の 門 戶を 開放せ しめんと 計る もの あり。 敎育、 社會 改良 等、 唯 だ 其の 

事 自身の ために 之 を計畫 する に 非す して、 一 つに は 世人 をして 基督教の 勢力と 効驗 とに 感服せ しめ 

んと 欲する に 出づる ものな しとせ す。 或は 道德 上の 美事、 佳言、 善行 をまで 利用して、 廣吿 の資に 

供 せんとす る 者 あり。 廣吿 的傳道 も斯の 如く 甚 しきに 至りて は、 何人も 其の 不德義 なる を 憎む こと 

ならん。 

プロテスタント 派の 基督 敎傳道 者が、 日本に 於て 襲用し 来れる 所謂 傳道 策なる もの を 見る に、 上 

文の 如き 惡 しき 意味の 廣吿的 外觀を 張る こと を 力めたり となす は、 餘り殘 酷なる 批評た る を 免れ ざ 

るべ し。 然れ ども 概して 之 を 言 ふに、 彼等 は 大いに 外 觀を壯 にし、 其の 勢力 を 公示す る こと を 第一 

に 心 懸け、 社會の 前面に 我玆 にあり と 言 はんば かりに 立ち はたかり て、 示威運動の 方略 を用ゐ たる 

なり。 プ a テ ス タント 各派の 中に 就きて、. 此の 種類の 働き をな すに 最も 多くの 力 を用ゐ たる もの を 

組合 敎會、 及び 之と 關係 ある 外國官 ー敎師 等と す。 其の 他新敎 各派の 傳道は 多少 示威 的の 耍素を 含ま 

ざる ものな かるべし。 彼等の 力 ある 所 ここに あり。 其の 弱點 また 此 にあり。 プ n テス タントの 中に 


もプ レマス • ブ レズ レ ン の 如く、 一一  コデ モと 談話す るの みの 方法 を 以て 窃かに 運動す る ものお る は 

<$^眾の忘れざる所なれど、 大體 より 觀 察し 去れば、 斯く斷 おする も 不都合に 非ざる べしと 信す。 

西 _亞 派 ギリシャ 敎舍の 如き は、 駿河 察に 天 を 凌ぐ ばかりの 高 塔 を藥く 如き、 傅 道の 方法 を 用 ゆ 

る ことなき にあら ね ど、 示威 的 運動に 至りて はプ 。テ ス タント 基督 敎 徒に 比して 一 一の 町に 位すと 謂 

ふべ し。 加特カ 敎舍は 日本の 傅 道に 於て 水火の 中 を經來 り、 社會の 繼子极 ひを受 くるに 馴れし 者 ゆ 

ゑ、 其の， 運動 何となく 戰々 兢々 として 畏縮す る 者に 似たり。 彼等 は 親に 愛せられざる 子が 自由に 濶 

歩す る 有様な く、 食客が 女主 人 を 悼る も斯 くや あらんと 思 はるる 様に て、 社 含の 隅々 に跼 り、 狐嚴 

々々と 述動 しつ」 ありき。 ゼス イット 派 は 何れの 阈に往 きても *  ： お々 ii!^ 々の 舉動少 く、  ^陰 險の氣 

味を帶 びた る 像 道 方法 を 取る を 習慣と なす ものの 如し。 彼等 は 秘密 運動に 長 じ、 大手の 方 は 遠卷き 

にして搦^^の攻雕、 夜襲、 -调跃 け、 反問、 流 首 等 を 最上の 戰略 として 戰に從 itH- る 大將の 駅 引 をな 

すに 酷似す と誚 はざる ベから す。 プ B テス タン ト 各派、 ギ リ シ ャ敎會 及び 加 特カ敎 徒の 傅 道 方法 を 

大別 すれば、 以上 三種の 色分けと なる。 

ほ 二 さき 

近來プ n テス タン ト敎徒 は 其の 示威運動に 於て 稍 鋅尖を 鈍らせた る ものの 如し。 彼す-は I  &唐實 

な る 方法 を 以 て ^ W な る傳道 をな さんと 試みつ A あり。 彼等の 中には バ ベ ル 塔 的 の 事， を 中 心と し 

て-大下を！^^！動せしめ、 一 舉 して 成功 せんと 企つ る 豪傑 尙ほ 其の 跡を絕 ちしに 非す と 離、 耍 るに 何 

時の^に やら 彼等の 氣 風に 變 化を來 し、 或は 老成と E^, ゆる 因循の 弊に 階り しゃの 疑 も あれ ど、 着實 

新 港 三 派傳道 上の 現狀  二 四一 


新 Ism 傳道 上の 現狀  二  KMl 

なる 极本的 の 事業 を 志す もの だ 多くな しと 思 はる。 露 西 亞派ギ リシ ャ敎會 の 如き は 其の 傳 道の 方 

針に 別 K の變更 ありし とも 兑ぇ す、 鬼に 角 伽藍の E 大 なると 報告の 嚴 しきに 比 ぶれば、 共の 勢力 甚 

だ 微弱なる を認 む。 加 特カ敎 派に 至りて は 其の 傳道 事業 次第に 方針 を更 めつ、 あり。 彼等の 計 « 或 

る點に 於て 新 S を 開墾しつつ あるに 似たり。 其の 聲を 低う し 其の 鋒 を藏 めて 密々 の 働きに 滿 足せ 

し 彼等 は 、 近來 其の 洞竊ょ り 這 ひ 出で て 社 # の 表面に 立ち 現れん と 欲する ものに やと 思 はるる 點少 

からす。 新約 寧 害の 飜譯を 公に したる が 如き、 高 橋 五郞、 久 米邦武 なんど 云へ る 文 藝者を 語ら ひて 

;ti 々の 著譯を 企つ る 如き、 呰 此の 線路に 沿 ひて 彼等が 進行せ る 跡な り。 特に リギ 3 ルと 云へ る 4? 力 

なる 宜敎. S が、 『日本 主義と 世界主義』、 『唯物論と 靈性 論』、 『警醒 時論』 等、 共 他 多くの 讀 むに 足る ベ 

き 著 をな して 公然 挑 戰狀を 社 會に發 表した るが 如き、 最も 注目すべき 所と す。 雜誌 『天地人』 の 

如き も 加 特カ敎 の機關 なりと 嘴す る もの あり。 プロ モス タント 者 流の 發行 する 新聞 雜 誌の 如く、 正 

面より 傳道的 の 態度 を 取らす と雖、 隱然 加特カ 流の 思想 を 吹き込まん とする ものなる は、 紙面に 紛 

れも. なき 事 S ならん。 近顷 『天地人』 の 紙上、 其の 發行 所に て 文舉、 宗敎、 哲舉 等、 諸般の 西洋 書 

籍 を販齊 すとの 廣吿 あり。 試みに 其の 書目 を 取り寄せて 之 を 兒 るに、 史、 文舉、 哲舉、 祌寧 等に 

於て 加特 力の 主張 を 基礎 とせる ものに 非ざる はなし。 涕蘭 -€! より 派 遣 せられた る {1 敎 § の關 係す 

るに 似へ：： はす 、『天地人』 の發行所なる三才社の取极ふ-^^=籍は、 大抵 英語に て 書かれし ものな り。 な 

かな か拔： Z なき 仕方と ii ふべ し。 此の 勢に て 推し 行かば、 加 特カ 派の 俾道は 追々 活澄 になり、 其の 


：: 小 威 的 ig*: の 働き、 ^^時のプ 口 モス タント 派 外 宜敎師 を も 凌ぐ に 至らん とす。 

プ B  スタン ト派 の外阔 ぉ敎^ が敎 有の 方面に 於ても 乎 を 縮め、 諸般の 示.^ 的述 動に 於て 01 却し 

つ. - ある 今日、 怫國の 加 特カ敎 徒が 之に 代って 问 様の、 否、 之に 比 ぶれば iria 巧緻なる 方法 を 取り 

て 社 <w に 打って出 でんと する は、 宗敎界 の新现 象に 非す や。 余^ は^ 目して 其の 成り行き を 兄ん と 

乂す 0  一八 九 八 年 八 H;Q 音 新報) 

基督 敎會の 根 題 

i.;^ 二十世紀 を迎 ふるに 常り、 木 世紀の 行き 懸り ト、 凡ての 基督 敎！ 一:^ 者、 殊に 余輩 基督 敎文 攀に從 

^す る^„?の前に横はる>13|耍なる問題は、 

一 耶穌^ 督の 性格、 及び 其の 位 1W1 なり。 今や 基督 傳の 批評 的 研究 漸く 精に 入り、 ^極 的の 結 3^ 

稍々 心 を 安ん する に 足る もの あり。 基督 敎 者の 思想 は 之より 巡ん で 恶督は 誰な り やとの 問題に 向 

ひ、 一 ah 明白なる 解：^ を與 へざる：？ らす。 基督 を 中心とす るの 祌攀の 基礎 を 益々 堅 ならしむ る .L 

是れ第 二十世紀の 劈 頭 第一 に從 奉すべき 祌擧 問題な り。 福 昔 新報 は從 前の 如く？ M 者と 共に 此の 點に 

.5, 亩與 する 所 多 からん を 期す。  * 

^ぉ敎 食の 宿題  二 H 三 


基 s 敎售の 宿題  二 四 四 

二 哲擧 上の 唯物主義 は 討論の 結果、 最早 頭を擡 ぐる こと 能 はざる に 至れり。 物質 上の ことに 溺 

れ、 ェ^_.;^貿=^の利に心醉して靈性を忘却する唯物的精祌は、 ；1^然として其の0^_,^カを逕ぅ し つ \ あ 

り。 後者の 如き 唯物主義 は 最後まで 基督 敎の對 敵な り。 然れ ども 思想 上の 唯物主義 は 世界 共 主 M 敎思 

想の 目下 專 一に 心 懸 くべき 緊急 問題に あらざる が 如し。 然れ ども 超自然の 事物 を 否定し、 何事 を も 

.w 然 的に 曲解す る 傾向 は 益々 其の 氣焰を 高め、 縱 ま、 に 基督 敎の 本領 を tL" 略しつ  >1 あり。 堂 々たる 

牧師 も此 の點に 於て は 僻 易し て 屛息 の 有様な り。 是れ 基督 敎 の 死活 問題な り。 凡ての 奇跡 を 

し、 基督の 復活 を も 疑 ひ、 祌、 人と 爲 りしと いふ 秘義 にあら す もがな の 待遇 を與 へ、 遂に は 祈禱の 

Is 行 を も 疑し、 北 ハの他 超自然の 事物に 對 して 冷淡なる、 否、 反對の 姿勢 を 取る 者 多き は 今日の 倾 

向に あらす や。 然 れ ど も此 の 弊漸 く 極まりて 其の 正當 なる 見解 に 立ち 復へ るの 兆候 頻 りに 現 はる。 

第！ 一十 世紀 は 基督 敎の 思想が 此の 問題に 就いて 大 いなる 勝利 を 博すべき 時代な りと 思 はる。 其の 連 

戰 連勝の 功 を 奏すべき 第一 の 着 歩 は、 神が 現に 聖靈 によりて 人の 鍵 魂に 活動し、 敎， ^3 に 其の 力 を 現 

はしつ、 ある を 明かに し、 靈的 活力 基督 敎 徒の 問に 滿ち 溢る 么 ことなり。 現在に 於け る 祌の超 M 然 

的 活動 明白に 寶 験せられ す、 また 思想せられ ざる 限り、 基督 敎の 超自然的 側面 を 發揚し 得ん こと 思 

ひも 寄らす。 

三 基督の 救 は 何 を 意味す る や。 基督の 死と 吾人の 救 はる A と は 如何なる 關係 あり や。 近來 基督 

敎界の 思想 は社會 問題に 熱し、 人 皆 倫理的と なりて、 一個人の 靈魂を 救 ふに 至りて は 甚だ 冷淡に 流 


れ、 救て ふこと を 然解釋 し 去りて、 新約聖書の 精神と 日に 遠ざかり 行かん とす。 第 二十世紀の 祌 

^は將 に 此の 點に向 ひて 一大 進歩 を爲 さんと する もの、 如し。 英！： に 於て はフ + 1 'サ イス 氏の 如き 

人 卜-、 此の 新たなる 倾向を 代表して、 盛んに 基 俘の 救 を 論究し。 せ： ハの駕 意義 を 新たに 發揚 せんと 試 

みつ、 あり。 余带は 此の 115 類の 研究 益々 成く 行 はれて 基！^ 噴 罪の 大道 明かになる は、 第 二十世紀^ 

始 の出來 事なる べしと 信す。 

此等は 世界に 於け る 基督 敎 會の大 問題な り。 然れ ども 余 まほ 殊に 曰 本に 於け る 基 2^ 敎-ォ の 問題の 

別にお する を記惊 せざる 可ら す。 此の方 面に 於て は 基 督敎的 文 明 及び 東洋 的 文 明の 異同 ある 點を明 

かにし、 其の 相影簿 する 所 を 示し、 其の 衝突すべき 點と是 より 生すべき 利害 を 調 木：^ し、 束洋を 基督 

敎 化する の 大方 針 を 確定す る は、 我が邦基^_3^敎者の前に横はる大問題とす。 基督の 僕と して， 帝國 

の 臣民と して、 余辈ば 今後 此の 問題に 注意 を 怠る 可ら す。 隨 つて 神の 人格 的なる を證 明し、 佛の凡 

祌的 誤？？ S を 打破し、 儒の 散文的 世俗的なる 人道 敎の淺 薄なる を 指摘し、 傍ら 圃家に 於け る 上帝の 主 

權を 唱道して、 祌官奢 流の 阈體論 を破碎 する を 努めざる 可ら す。 余 ffi. は 第 二十世紀に 於け る 日本 基 

^敎. の 戰線頗 る 長 遠な るを認 む。  1 九 0  0 年  一二  mjs 音 新報) 


s 木添敎 牧師 就任式に 於て  一； 四 五 


教 食の 宿題  二 四 六 

日本 橋敎會 牧師 就任式に 於て 

余 は 今 曰 東京に 在る 日本 基督 敎會の 講壇に、 一 勢力の 加 はりし を 喜ぶ。 

曾て 或る 傳道者 其の 任地に 赴きし が、 經驗に 富みた る吉岡 弘毅氏 一 見 之 を 評して く 、『まし 傳道 

の 任務た る や 極めて 重大な り。 今 彼が 赴任す る を 見る に、 任務 を 長れ 愼 しむの 色な し。 事 も なげに 

就任す。 恐らく は 失敗に 終らん』 と。 此の 傳道者 raf^ して 失敗せ り。 

十二使徒の 職に 就く や、 耶穌 祈らん が爲に 山に 登り、 終夜 祈りて 後 之 を 任命せ り。 使徒の 職 は 如 

何なる 困難 を 意味し、 如何なる 责任を 負 ひ、 如何なる 戰爭を 胎し、 如何なる 勝利 を 期す る ものな 

る や、 彼等 自身 は 之 を 知覺せ ざり しなり。 然れ ども 主 は 明かに 之 を 知れり。 故に 畏れ 愼 しみて 神に 

祈りし なり。 使徒 等の 就任に つき、 彼等の 戰爭、 惑、 成功、 勝利 を豫 想して 終夜 祈られし 主の 聖 

慮 を 思 ひやり て、 之に 切なる ァ 1- メンを 加 ふる は、 凡そ 傳 道の 職に 就く 者の 忘る まじき 事な り。 

基督 はせ ハの 使徒 等の 爲に 此の 如くな せし のみに あらす。 曾て 自ら バプテ ス マ を 受けて メ サイ ャの 

職に 就かる k や、 其の 任命の 如何なる ものなる や を自覺 し、 其の 戰 (者の 意味 を 深く 了解せられ、 .f^ 

.亞. わなる 世に 立ちて 其の 志 を 遂 ぐるの 方法 を 選 まる i など 感慨 無甭、 も想も 溢れて 林； f する こ と 能 は 


す。 0-かれて荒^-に..？^り、 四十 日 E 十 夜 砍食を 忘れて、 思想と 祈と に 努め、 能く 悪の 勢力と 戰 ひて 

^4、の！|^^惑を挫き、 大 いなる^ 祌的 勝利 を 得て、 其の 任命 を 奉ぜられたり。  - 

『余 は搭 IT と H 、の 十字架の 外は汝 め.； 7 の 中に ありて 何 を も 知る まじ』 と斷 一一 一一：； せし パ ゥ u が 任職 式を舉 

げし 常時 を问 ra せよ。 ァ ナ 一一 ャ はパゥ a の 心事 を 疑 ひて itgg せり。 主 n く、 『，订 けよ、 彼 は 異邦人 及 

び 上と イスラ H ル の：^ 孫の 前に 我が 選びし 器な り。 彼 は 我が 爲に 如何ば かりの. 苦み を受 くる か、 我 

之 を 彼に 示さん』 と。 パゥ の 任命 は 甚だ 重大な り。 ユダヤ人 にも 異邦人に も 基督 を 傅へ、 王の 前 

にも 十字架 を 以て 誇と 爲さ るべ からす。 彼 は 此の 光榮 ある 任命 を 奉 T るに 當り、 如何ば かりの 苦 

難 ルの前 路に横 は， リ つ、 ある や を、 豫 ねて 覺 悟す る を 必要と認められた ひ。 

•1= てセォ ドル • カイ a ル が 牧師 として 就職して より 一 一十 五 年 を 經 たる 紀念 日に 說教 せる を聽け 

り。 闩 く、 『余 は 此の 講擅が 横木な き 一枚 ガラス 板の 窓な らん 事 を 期せり。 唯 之 をして 天 光 を 充分に 

注射せ しむる の 媒介たら しめんと 欲せし のみ。 余 は 其の 頂 を 見るべからざる の 天と、 其の 底 を 知る 

ベから ざる 陰 府とを 信じ、 基督 を說き 揚げ、 罪 惡を說 き 倒す を 以て、 己が 主義と し來れ り』 と。 彼 

の 神 學に對 して は 同意し 難き もの 少 からす。 然れ ども 其 の 牧師と し ての 主義に 至りて は 感服す るの 

外な し。 

< ^は 新任 牧師が 基督の 福音 を 全く 宣傳 せられん 事 を 望む。 其の 講壇に 己が 性癖、 嗜好、 ノ t 衆の 趣 

味 等の 横木 を 添へ て 基督に 在る 眞现の 天 光 を遮斷 せし むる 勿れ。 牧師 は 凡ての 人に 凡てと なり、 ィ 

曰 木 橋教售 牧師 就任式に 於て  二 四 七 
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ン カル ネ ー シ ョ ン の^を 講壇の 模範と し、 己 を 空しう して 會 衆に 同化す る の 大義 を 奉す ると 同時 

に、 自 から 基督の 使節た る を 意識し、 固陋に して 淺： t なる 社會の 好尙、 及び 趣味の 奴隸 となる ベ か 

らす。 

牧師の 任務 は 動もすれば、 其の 趣味、 お 風、 品性等を墮落せしめんとする輕々 の^?„|惑に圍繞せら 

る。 戒愼 せざる ベから す。 上に！ t けよ、. 下に 導かる、 勿れ。 牧師の 心すべ こと 尙ほ 多し。 余 は 此の 

席に 於て は バウ P の^f^iを引きて、 此の 演說を 終らざる を 得す。 曰く、 『人 宜しく 我 倚 を キリストの 役 

者 の 如く 祌 の 奥義 を 司 ど る 家宰の 如く 意 ふべ し。 又 此の世に 在りて 家宰に 求る 所 は 其 忠信な らんこ 

はか  はか 

と 也。 われ 爾曹に 評ら れ、 或は 人に 評ら る、 こと を 尤も 細事と なす。 我 も 自己 を 評ら す、 我 自ら 小 V 

るに 過 ある を覺 えす。 然れ ども 此に 因りて 義 とせられす 我 を 評る 者 は 主な り。 然ば 主の 來 らんと き 

はか リ ごと 

まで 時 末 だ 至らざる 間 は. 審判す る， めれ。 主は幽 li にある 隱れ たる を ii i し 心の 則 詩 を Si さん。 甘 パ時 

各-： m 神より 譽を S: べし。』 .  1 九 0 1 年 Ai 曰 新報) 

福音 同盟 會と大 擧傳道 

^^京に行はれたる大擧傳道に就きて 、 苴 (の 常 3li 者 問に 意兒の 異なる もの ありし は、  < 水 wi. の 聞知す 


る 所な り。 之 を 明 地に 貢へば、 京 橘： Hi: に 於て 大擧傳 道 を計畫 せし 人々、 一 W 主義なる もの を標 

榜 して、 或 一 派の 人士 を 排斥し、 ；^^教を依頓せざるは勿論、 全く 之と 無關 係なら しめんと 5^ めら れ 

たる を 始めと し、 祌田、 小石 川、 本縱、 牛 込 等の 聯合 區に 於ても、 之が 爲 多少の 紛議 を 生じたり。 

此の 事が 起 K となり、 福音 同盟 會の 役員 中に も 問題 を 生じて、 其の 解決 を 要しつ、 ありと 聞け り。 

<：^^^ は 先づ此 かる 紛議の 生じた る を 悲しむ。 基督 敎 信徒が 旗鼓 堂々 一 齊に大 擧傅道 を 試みる に 常 

"、 ft! に異兑 を 生じて 味方 同士 相爭 ふが 如き 觀を 世^！に示すは^^だ 心外 千 is?: なりと  一一 一 n はざる 可ら 

す。 まし 是 ^ の 紛議 は 糾 織の 不完全な るより 來り、 到底 共 にすべからざる もの を 共に せんと 企て た 

る 過失に 基く。 此の 外に 誤解 も存 すべく、 行き 逮 ひも あるべし。 兎に角 余輩 は 今後 此 かる 不都合の 

生 せざる 様 注意せ ざる ベ か らす。 

右に 就き 第一 に 解決した き 問題 は、 東京の 大擧傳 道 は si- して 一 i 音 同盟 會の 事業な りし や 如何の 一 

事な り。 今更 此 かる 問題 を 提出す る は 時候 遲れの 如き 感 あれ ど、 余 は稷々 の事實 よ" 之に 就きて 

疑 を 生ぜざる を 得ざる 事情 あり。 此極 福音 同盟 會 よりと して 地方に 派遣せられ たるお の 巾に、 C 己 

の 地位 を辦 明して、 <^wi は 福音 同盟 會 より 遣 はされ たるに 非す、 靑年會 館に 集會 せる 聯合 大祈禱 含 

より 派遣せられ たるな りと； 一一 一 11 へる もの あり。 此れ 福 昔 同盟會 の機關 なる 『大擧 傅 道』 の 報す る 所と 

相 一致せ ざる 事な り。 余 M. は 其の 是非 を 判別す る こと 能 はす。 然れ ども 此の 外 種々 の 事情 を 綜合し 

て 之 を^ ふれば 、 過般 の 運動 は 福音 同盟 會の計 畫と云 ふ は 名のみ に て 、 其の 實 有志 の 敎. 0" が 思 ひ 思 

S8 音 同 S 售と大 St 道  二  EI 九 
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ひに 八 止て し 事に あ らざ る や を 疑 ふ。 而 して 福音 同盟 會が 凡て の 事 己が 所爲な るが 如く 呼號 せし に拘 

らす、 せ、 の實は 大いに 之と 相逮 する 點 ありし に 非ざる か。 幅 昔 同 の 大擧傅 道と は 嘗て 辯 士を諸 

方 に 靈 せし 時の 如く  、基督 の 福音 を官 傅す ると 云 ふより は、 寧ろ 基 ST" 敎を加 味し たる 道 德 く は 學 

術演 お： を爲 さしめ しに 過ぎす。 ^^京の各區に起りて地方に波及せるものと劃然區刖有るに似たり。 

H 、の 故に ゃ此度 の 傅 道 は 福音 同盟 舍從 となり て 他の 人々 主たり しが 如き 觀も 有り しなり。 故に 余牽 

は 此 に來京 の 大舉傅 道 は 2^ して 福音 同盟 食 の 事業な りし や 如何の 疑問 を 提出した るな り。 若し 實際 

に 於て 福 昔 同 明 g 會の 事業に 非す とせば、 傳 道に 就て 或る 一 の 理想 を 有し、 仰に 就て 或る 一 の 主義 

を懷 抱す る 者 共が、 せ： (の 主義 理想と 一 致せざる 他の 一 部の 人々 を 排斥したり とて 敢て 非難すべき 事 

に 非るべし。 甘： (の 主義 理想の 異 るより 生す る 事 なれば、 又 如何と もす るに. 5 なし。 實に 止む を 得 ざ 

る 次 に あらす や。 然れど も 余 し て 福 一 W 问盟會 の 辯 明 若く は 他の 手より 出 づる講 論に 依りて、 

東京 の 大舉傅 道 は實に 福音 同盟 會 の 事業な り し を 認識 せしめよ。 此に页 に 次ぎの 問題の 生す るを禁 

する こと 能 はす。 n く、 福音 同盟.^ の 事業た る 京の 大擧傅 道が 海老 名 氏 を 始め、 普及 福音 敎會を 

排斥 せんと 試みた る は^して 常なる 所爲 なりし か。 

一 兀來福 昔 同盟 會は 曖昧な る i& 、會 なり。 共の 結合 の 基礎 は 福 昔 主義な り と稱す れ ども、 所 15 福 昔 主 

義と は何ぞ や。 其 性質 及び 範圍 頗る 曖昧な り。 英國 監督 敎會に は 一 稷の福 昔 派 あり。 我國 にも 基督 

を ：t と 認めざる 獨 逸の^ 及 福チ 一；：： 敎き あり。 所謂 基督に 立ち返れと 呼！ ：ル する 極 端自. E 神 學者 も 、 福音 


主義と は 我が；^ く 所の 如しと 斷 首す。 福せ n 主義と は何ぞ や。 此 かる 瞹 味なる 徽^の 下に りて、 基 

1^ の； t 性、 救 ひ に 就て の信仰などを嚴^3-に首ひ立 つ る は 抑も大 なる 問 違 ひに 非す や。 

ns つ 企 sl^ の 傅 ira すろ 所 をして 誤り 無 からしめば、 及 福音 敎會は 旣 に 福音 问盟會 に 加入し る も 

のな りと。 旣に之 を 命 たらしめ たろ にも 枸ら す、 其の 計畫の 傅道裹 業に 關係 すべから すと する は 

tr た不 常な りと 謂 は ざるべ からす。 企荤 をして 不幸に も 排斥せられ たる もの i 地位に 立た しめん 

か、 必す 北ハの 不當を 鳴らし、 其の 不公平 を咎 むる ことならん。 福 昔 n: 盟會の 事業た る 大擧傅 近 は、 

海老 名 氏 等 を 排斥す るの 權 利 無 きものな り。 之 を 排斥した る は t„ ^だ 不公平な りと 霄は ざ る 可ら す。 

殊 に む ベ き は 海老 名 氏と 福音 同盟 會と の 間に 成り立て る從來 の 關係 なり。 氏 は 同 明 尹 la に 於て 選 

舉 せられた る 辯士の 一人な り。 而 して 氏 は疆々 福 昔 同盟 會の 依頼 を 受けて、 is-ffl 各地 方に 派^ せら 

れ、 至ろ ところ 共の 雄 辯 を 以て 歡迎 せられ、 其の 主義と する 所 を 宜傳 したるな り。 然るに 福 昔 同 E 服 

會の 事^なる 束 京の 大擧傅 道に 從事 する 輩が 之 を 排斥した る は、 矛盾 之よりも ^しきもの 有る ベ 

力ら す 

斯く 論じ 來れば 束 京の 大擧傅 道が、 海老 名 氏 等 を 排斥した る 不都合 明. In なるべく E や はる。 

此に 於て 第三の 問題 自然に 生じ 來る を覺 ゆ。 曰く、 此の 如き 性 IS なる 福音 同盟 會は、 ra^ して 傳道 

の機關 たるに 適する か。 企 輩 は 此の 問に 對 して 否と 答 ふ る を禱路 せ ざ るな り。 

福音 同盟 會は 全國 基督 信徒の 親睦 會を 催す の 機關た る 事 を 得 ベ し。 親睦 決し て 輕ん す ベ きこと に 

音 同盟 售 i 大舉傳 道  二 五一 
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非す。 ^に 成 大 なろ 親睦 會を 開く も 不可 無 かるべし。 新教 各派の みならす、 カトリ ッ ク、 及び ゲリ 

シャ 兩敎會 を も 集めて 親睦す る は 甚だ 美 はしき 事な り。 福 昔 同盟 會は 其の 機關 たるに 適當 なる 机 織 

な る ベ し。 

福音 同盟 會は世 問 の 淫祠 迷信 に對 して 十字軍 の 如き 總攻 め を計畫 し、 之 が 爲には 萬 朝 報と も极携 

する まで 紡 合の 門 戶 を廣 ふして 可な り。 或は 廢娼、 禁酒、 勞働者 保護、 日曜日の 休暇 ，共の 他 多く 

の 社. 問題に 就きて、 基督 敎 徒の 聯合 會邀動 を計畫 する も、 福音同盟舎洽好の*^^業なるべし。 譬へ 

ば 海外 敎育會 の 如き も、 福音 同盟 會に 於て 黉成 する も、 敢て 不都合 なること 無し。 

或は 全闕 基督 敎 徒の 統計 を 調^して、 緻密なる 報 吿を爲 し、 或は 信敎 自由 等に 關 すろ 問題の 起る 

に 際し、 、王と して 齡旋し 計 畫し盡 力す るが 如き は、 福音 同盟 會の 事業と して 最も 歡迎 すべき ものに 

非す や。 

然れ ども 人 を 基督に 導きて、 其の 救 ひに 與ら しむる を 期す る傳 道の 事業 は 福音 同盟 會 の 負擔す る 

に 堪へざ る 所な る ベ し。 其の 信仰的 基礎 は 曖昧な る 福 昔 主義 にて、 ュニ テリアン も 包容す ベ く、 プ 

ライ デレルの 徒 を も歡迎 せざる ベから す。 漫然 基督に 事 ふると 首 ふの みに て は、 基督に 就ての 有ら 

ゆる：！；； H 仰 を 包含すべし。 基 脊敎の 超自然的 耍素を 否定し、 其の 復活 を 信ぜす、 唯 だ 之 を道德 上の 模 

範、 古今の 大敎師 と爲す 位の 程度に ある もの も 悉く 之 を 受け 容れ て、 共に 傳道 せざる を 得す。 否 之 

に 傅 fi^ を 托せざる を 得す。 彼が S 督の祌 性 を 非難し、 或は 基督教の 根本的 耍點に 就きて 反對の 肯說 


を はす も、 之 を歡迎 すべく， 之と 提携すべく、 之と 進退 を 同 ふせざる ベから す。 n.E、 寬容、 博愛 

を 名と し、 雅：；气 大度の ロ赏の 下に、 此 かる 不自由 を 忍び、 時として 窮屈に 堪へ、 此 かる 猶 制に 苦 

しめられ、 時として は 己が 设も ん する 所の 主義 眞现を 排斥 せらる、 を も、 こ は 基督教の 耍點に 非 

すと て 辛抱せ ざる を 得す。 福音 同盟 會の傳 道 亦 困難なる かな。 余 Slsf は： t 人となりて 世に ドり、 卜卞 

果に 死して 人 の を 贖 ひ た る を 信す。 而 して 企 wi- の 信す る耶穌 基督 は 活け る 神の ひ とり子に して 、 

人類の 祈り を 受け、 禮 拜を受 くべ き 者な り。 基督 は 人類より 此の上 無き 崇敬と 愛と を受 くべき もの 

なり。 此の 信仰 を 主張し。 此の 信仰 を 人に 傳 ふる を 以て 主義と する は < ；;、 輩の 傳道 なり。 此の 點にま 

で ゆせ かざれば 傳道 の 目的 を 逢す る こ と 能 は ざ る ベ しと は、 余 まの 確信す る 所な り。 - 福音 问盟舍 は 此 

點に 就きて 確かなる 立ち 場に 居らす。 否、 此兩信仰をー1|«みするものにも傳道を托せざるを5^^。 此 

の 故に 余 a. は斷肯 す、 福音 同盟 會は傳 道 の 機關た るに 適せざる ものな りと。 

此の 傳 道に 不適 當 なる 同盟 會が、 自らの 分際 を揣ら すして 傳道 せんと 試み、 他の 人々 が 此の 问盟 

の瞹 味なる 旅 幟の 下に 傳 道す るに 賛成し、 而して^;I仰の正就不正統を揚ーーーーGす、 兩者 共に 非な りの 

霧 は 问盟 會は已 の 適當な る範圍 分際に 安ん ぜ ん こ と を勸 告 し、 大舉傳 の 如き を 企 つ ろ も。 

は、 更に 旅 幟 ゆ 明なる 組織 を 救-へ、 堂々 運動 せん 事 を 希望す。 

秋期傳^^の時節到來せり。 大擧傅^;^>な>0ものは如何なる程度にまで成功せしゃ。 傳道は 如何にし 

て はすべ きものな り やや ザの 問題 は 余輩の 研究すべき ところな り。 一九 0 一年 九 月 cii 報 ：> 

福音 同盟 <|: と大 if^sa  二 五三 
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福音 同盟 會と 其の 決議 

先週 e: 曜日に g 會 せる 福音 同盟 # が、 大に 日本 基得敎 徒の 注意 を惹 き、 其の 第ノ t: 凡て 何となく 氣 

色 さちて 見えし 现 ^蓋し 一 一 つ あり。 第 一 は 福 昔 同盟 會が 一 昨年の 決議に 依り。 全國 大擧傳 近なる *、 

の、 盟主と なりて 成 瓶に 遝 動せ しに 起因す。 從來の 福 昔 同盟 會は、 问盟て ふ 厳しき 名目 をお へ ろに も 

拘ら す、 全國 信徒の 懇親 を 通す るの 外、 熱心 之に 從事 する 者 もな く 荏苒 歳月 を 送りたり。 然れ ども 

大舉俾 道の 旗 條を报 げて實 際の 計畫 をな すに 常り て は、 忽ち 四方の 注目 を惹 き、 批評の 中心と なり 

て、 大に活 氣を帶 ぶる に 至れり。 玆に 知る、 倚 道 は 福 昔 同盟 舎の 生命なる を。 是 本年の 大\ゅ が近來 

稀なる 成 M 祝な りし 理由の 一 とす。 

共の 第一 一は 福 昔 主義の 問題な り。 大擧傅 道の 主義 頗る 暖昧 にして、 甚督の 神格 を む 如きき を も 

共の 傳道 者と して 特派す るな ど、 漸くに して 物議の 種と なりし は、 傅逬 開始より 隱れ なき 事實 にて 

ありき。 殊に 京 橘 lEll の 傳道を 始めと し、 祌 本郷其 の 他が 四區の 聯合 をな すに 當 りて は 火の 乎 〔俊々 

盛に なりて、 福音 非 福 11:: の 問題 は 基督 信徒の 問に 頻りに 討究 せらる、 ことなりぬ。 然 のみなら す、 

海老 名彈 1^ 氏が 新人 誌上に 於て、 福音 新報に 向 ひ 其お E の 神格に 關 する 討論 を 挑まれて より 以來、 基 


^^敎の文^^之がために黉否の薛啶しく、 說敎に 演說に 之 を 辯 論す る もの 舉て數 ふべ からす。 所 li 福 

せ： r 同 EM< ^な る ものが 從來の 如く 基督 敎 の 根本的 信仰 を瞹味 に 付し 去りて、 敢て 全 阔俾道 の 盟主た る 

を 得る や。 "だ 何分に も 本年の 大會に 於て 解決 を 待てろ 大 問題に て ありき。 今後 之 をし も 曖昧の 中に 

放任し S かば、 同 gs: の 生命た ><?傳 道 を繼^ せんこと 思 ひも よらす。 EEms: は 進んで その 信仰の 主 

義を 明に す ベ きか、 將傅道 の 盟主た る こと を 退 譲 し て 全國 信徒 親睦 \ きの 發起人 た る に 止 る べき か。 

此の 大 問題 は 本年の 大 舎に 其の 解決 を 促しつ 、ありき。 其の 決定の 如何によ りて 福 昔！！ E 盟.^ に對す 

る 各自の 熊 度 を 明に せんと、 大 に意氣 込みし 人々 も t= ^だ 多 かりし 様に 見受けら る。 之 を 本年の 111； 盟 

. ^が氣 色ば みたる 第二の 现. e とす。 

此に 於て 同盟 會 本部の 役 n ほ は、 聖害 に關 する 第 一 條と、 其」 督 の！. 格 を 明言せ る 第一 一條と より 成れ 

る规则 修正案 を 提出せ り。 赘 否の 聲交々 起 ひて、 議場 何となく 沸騰す る もの \ 如く昆 えたれ ど、 是 

とする 者に も 否と する 者に も大 議論 を 吐く ものな く、 さしもの大問題は^^！だ平凡に議せられて探決 

の 程度に 人れ り。 投票の 結 raK、 規則の 修正 を 可とする 者 は 之 を 非と する 四十 四 名に 對 する 八十 一 名 

の 大多数に て ありし かど、 規則 修正に 必要なる 三分の 二に 達せ ざり しため、 敢な くも 廢 案に 歸 した 

り。 "：儿 は 十一 一日 午前の £來 事な りしが、 午後に 至り 基督の 神なる を認 むる ものに あらす ば 同盟 會に 

加 尺す る こと を 得すとの 決議案 を 提出せ る 者 ありて、 稍々 議論 活潑 ならん とせし 時、 午前の 採決に 

焚權 せられた る 本 多 魔 一 氏が 五名の 委員に 附 托すべ しとの 說出 だされ たれば、 忽ち 議場の 波 は 一 先 
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づ收 まること、 なりぬ。 かくて 十四日の 朝に 至り、 彼の 決議案 を附 托せられ たる 委員の 報吿 如何 あ 

らんと、 片唾 を^み て 耳 を 側て しに、 思 ひき や 前日の 棄權 者た る 本多庸 一氏 は、 前日の 规則 修正案 

を 共の 儘 決議案と して 提出せられ たり。 二三の 問答 ありし 問 もな く、 美 以敎， の 相 原英賢 氏、 最早 

討論す るの 必要なければ お」 に 之 を 採決す べしとの 動議 を 提出せ り。 議場の 大多数が 相 原 氏に 贊 成せ 

し は、 閉會の 時刻 切迫し ゐ たると、 前日 以來 議論 旣に盡 きたりと 認めた るに よるなる べし。 然れど 

も 反 對 者に 取りて は、 これ 甚だ 遣憾千 萬な りし は 云 ふまで もな し。 故に 之に 黉 成す ズ J 者に して 相 原 

氏の 動議に 反對 し、 十分 討論の 機 會を與 ふべき こと を&ュ み、 之 を 非と す る 方に 與 して 起立せ し 者 も 

少なから す。 外國 宣教師の 冬 數が相 原 氏の 動議に 反對 せし は tr たま 派な りしと 覺ゅ。 然れ ども 議場 

の 大勢 如何と もす ろ 能 はす、 相 原 氏の 動議 は 可決せられ たり。 樓 きて 本 多 氏の 決議案 は 六に 對 する 

に：： 六十 幵.、 即も 叫 十一 名の 棄權者 ありし 割合な ひ。 此等棄 權者を 合して 悉く 反對 者と ろ も、 此の 

案に 赞 成せし 者 は 優に 三分の 一 一 以上に 達す。 況 ゃ棄權 者は必 すし も 之に 反對 する 者に 非ざる なり。 

^督の 神格に 對 する 決議案に、 全く 不同意 を 表する 者 は 棄權者 四 分の 一 にも 達せざる ベ しと 信す。 

日本 福音 同盟 會は、 是の 如く 大多數 を 以て 福音 主義 を 明白に 宜言 せ. =•。 バプテ スト 敎.^ の 宜敎. 師 

と かく 

某の 如き は 即座に 長文の 電報 を 本國の 新聞に 送りたり。 右左 此の 決議が 々の 方面に 多大なる 感 n 见 

を與 へしこと 疑 ふべ からす。 管に 多大なる 感覺 を與 へしの みたら す、 寶 際の 影響 また 少なから ざる 

べしと 11H す。 論. か 、 る 議場 は 基督 を 祌 とする こと も、 祌 ならすなら しむる こと も 能 はざる なり。 


然れ ども E 本 基督 敎徒 大多數 の 福音 的 態度 は、 此處に 於て 確に 表明せられ たり。 福 1: せ 同盟 會の傳 

道 は、 今後 確資 なる t^: 礎の 上に {赏 行 せらるべし。 危疑、 憂慮の 雲霧 は、 多くの 方面に 於て 掃淸 せら 

れ たり。 日本 基督 敎 徒の 信仰的 寇識は 大に覺 酷せ り。 其の 基督 を宗 とし、 之に神11^^するの精神、 之 

が爲に 確め られ たる 如く 覺 えて、 新に 勇氣を 添へ し 者 は 少なから ざるべし。 此の 決議 ありし 爲、 口 

如何にして も 等閑 に 過すべからざる 問題 を與 へられて、 眞 面目なる 研究 に 着手せ し 者 も あ るな らん。 

此の 問題の 議事、 及び 決議 は、 種々 の點に 於て 殘念 なりと 忍 はる、 節な きに あらす といへ ども、 

其の 結 5^ は 大體に 於て、 滿 足すべき ものな りと 思 はる。 

終に 一 言すべき は、 此の 議事に 與 りし 敎會 及び 個人の 態度な り。 聖公會 の 諸派 は折惡 しく 京都に 

總會の 催され 居る 最中と て、 同盟 會に 出席す る もの 甚だ 少な かりき。 彼等に して 參會 したらん に 

は、 修正案の 通過 は 勿論なる ベく、 本 多 氏の 決議案 も 更に 大 なる 多數を 制した るな らん。 美 以敎會 

は 其の 年會に 出席す る 序 を 以て、 同盟 會に列 ひし 者 殊に 多 かりし 様に 見受けられたり しが、 其の 足 

並 四度路 に、 投票 區々 にて ありき。 斯る 問題に 思想 を 用 ひざる 向 も あるべく、 種. の 誤解 を 抱かれ 

し 者 も あるべし。 とにかく 此の 大敎會 多數の 態度 こそ 遺憾に 思 はれたり。 日本 メソヂ スト 敎# の 代 

表 者 中には、 其の 信仰に 於て 此の 決議に 反對 する 向、 或は 之な きに あらざる べしと 懸念 せらる- - 1 

1 一 の聲 ありし と 思 ふ は 聞き 僻めな らん を 望む。 最も 歩調の 整へ る は 日本 基督 組合 兩敎會 の 代表者に 

て ありき。 前者 は 議場に 最も 多數を 占めたる もの、 一 な ひしが、 一 人の 敎職者 及び 一 敎會の 代表者 
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二人の 外 悉く 修正案に も 決議案に も赘 成したり。 後者 は 同じく 三 四 人の 外 悉く 歩調 を 一 にして 之に 

反對 せり。 其の 反對 せる 者の 中に も 自ら 二種 ある を 見る。 一 は 海老 名 氏 等の 如く、 其の 信仰に より 

§ かせざる を 得 ざり し 者 あり。 他の 最も 多數 なる 一 派 は 其の 信仰に 於て 何の 不都合な きも、 自派 

敎會の 平和と 統一 と を 保つ の 必要より 便宜上 暫くの 間、 反對の 側に 立ちし 人々 なり。 其の 苦心 察す 

るに 4*1 へたり。 此の 如く 仔細に 此の 問題に 關係 せし 人々 の 性質 を 調査し、 精密に 之 を 分類せば、 極 

めて 有益なる 結果 を 得る ことならん。 然れ ども 今 此處に 論究す るの 餘 地な きを 遺憾と す。 

^ に 信仰 ヒの 立場 を 明かに せる 同盟 會は、 更に 進みて 大擧傳 道 繼續案 を 可決せ り。 是れ 自然の 順 

序な り。 然れ ども 此の 案 は 前年と 大に 其の 趣 を 異にして、 本部 は 中央に 傳道費 を 集めす、 たぐ 時期 

を 選び、 敎を俾 へ、 傳道 を獎勵 し、 各 傳道區 の 報 吿を徵 して 之 を 公に する の 外、 大擧傳 道に つきて 

實際關 係す る ことなく、 凡て 各敎 一!ll に 一任す る こと" なせるな り。 此は 本部の 事務 を 簡易に し、 傳 

道の 進行 を圖 滑に し、 各 敎會傳 道 機 關の發 達を妨 ぐるの 危害 を 免れ、 運動 を 共に すると 同時に 各敎 

會固冇 の 勢力 を 伸張す るの 機會を 保全す るの 案な り。 日本 基督 新敎 諸派 を 打って 一 丸と なし、 各傳 

道 機關を 合併して 一 大會社 を 組織す るの 雄 圖を實 行す るの 氣運 熟せざる の 限り、 是 最も 思慮 深く し 

て 賢き 方法なる べしと 思 はる。 去年の 如き 計畫は 到底 永繽 すべき ものに あらす。 漠然たる 運動の 問 

に 種々 の 方面に 不測の 妨害 を與 ふるもの 少なから ざるべし。 大擧傳 道繼績 案が 稍々 穩當 にして 賢き 

ものと なりたる は、 余輩の 黉成 する 所な り。  一九 0 三年 s  a 


東京 市の 傳道 

福 昔 同盟 會の 首唱に 由り、 東京 市中の 諸 敎會は 部署 を 定めて、 大いに 道す る 所 あらんと す。 思 

ふに 此は 大阪の 基督 教徒が 博 覽會を 機と して、 頻りに 傳道 しつ、 あると、 束 西呼應 して 起つ もの、 

其の 正當に ぼつ 智く實 行 せられん こと は、 基督の 王 國に志 を 寄す る ものの 熱 切に 祈る ところな り。 

傅 は 多く 奔走して 多忙 を 極む るの み を 以て、 滿 足すべき ものに あらす。 如何に 說き、 如何にし 

て勸 め、 また 何を傳 ふべき か、 此れ 傳 道の 最大 耍 件な.^ と 謂 はざる 可ら す。 濫りに 世の 好奇心に 投 

じ、 人の 弱點に 阿り、 一時の 客 氣に乘 じて、 砂の 上に 家 を 築く に 類した る傳道 を爲す は、 道の ため 

に 喜ばしから す。 昔 基督 神の 國の 福音 を宣 ベ、 其の 祝福 を稱 道し、 其の 特植 を說 き、 其の 責任 を 論 

じたる のの-ち、 切に 人の； t 國に 加盟して、 各 其の 民と ならん こと を獎勵 せり。 然れ ども 決して 人の 

濫りに 之に 加 はるを 喜ばす、 即ち 儼 かに 敎 へて 曰く、 夫れ 亡びに 至る 路は廣 く、 其の 門ゃ大 いな 

り、 而 して 之に 人る もの 多し。 生命に 至る の路は 窮屈に して、， 其の 門 や 狭し、 而 して 之 を 見出す 

もの 少し。 汝らは 宜しく 狭き門より 人らざる ベから すと。 基督の 傳道は 水の 低き-に 就く が 如き 種類 

に 非す。 聽 くもの 上咼尙 なる 點に訴 へ、 其の 靈性を 促し、 其の 道念 を 鼓舞し、 其の 慨然 義に 赴かん 
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とする の氣 節に 乘じ、 頻りに 其の 向上心 を 動さん とせられ しに 似たり。 此れ 難き を 人に 責む るの 傳 

道に 非す や。 人 を 尊敬す る こと 深し と 謂 はざる ベから す。 人類の 野鄙なる 點を目 懸け、 之 を 奇貨と 

して 傳 道の 目的 を 達せん とする は、 人 を 蔑視し、 基督 及び 其の 十字架の 力 も 頼む に 足らす と爲 すに 

始まり 終に 淺 薄なる 結果に て 止む。 起 點の陋 しき 如く、 其の 着點亦 見る に 足るべき もの 無 からん と 

す、 幅 昔 的 を 標榜して、 專ら 人心の 弱點を 迎合す る こと を 務め、 基督の 神性 を唱 へつ \、 其の 傳道 

の 精神 を蹂躏 する は、 最も 悪しき 異端なる べし。 唯 だ 多忙に して 大聲 疾呼して 傳 道の 能事 了れ りと 

爲す 勿れ。 傳道 は精祌 なり。 傳道は 其の 說く 所の 正き を尙 とぶ。 傳道は 其の 用うる 所の 方法 高 明 正 

大 にして 健全なる を 重ん すべし。 

外に 向って 傳道 する 大いに 可な り。 然れ ども 近来 敎會の 狀態を 顧み、 其の 內 部の 信仰 如何ん と 察 

する に、 今日は 敎會に 向って 盛んに 傳 道して、 旣に 基督の 名を稱 へつ \ ある もの k 間に 信仰の 復興 

を 促す の必耍 甚だ^なる を認 むるな り。 今回の 東京 巿傳近 は敎會 の道德 を振肅 し、 福音 的 信仰 を 明 

確に し、 熱 切に して、 基督 敎 徒の 精祌的 膨脹 を 圖るを 以て 其の 最大 要目と 爲 さ，. -る 可ら す。 傳道 此の 

點に 欠く ところ 多き は、 徒らに 人 を 疲れし め、 失望せ しめ、 後日 事 あるに 臨んで 自ら 起つ に 禱蹉せ 

しむる 所以に 非す や。 今日は 殊に 此 所に 注意して 盛んに 敎會 の傳道 及び 傳道 者に 對す るの 傳 道に 盡 

力す ベ き 時期な りと 謂 はざる ベ からす。 此れ 福音 同盟 會の 極力 奮って 自ら 當 るべき 責任に 非す や。 

一 九 〇 三年 五 m (福音 新報) 
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本紙に 重襄 I する 文が 出た 所、 其の I が 諸方 I つて、 泣く もの も あり、， I る もの も 出 

來た。 死後 十 有餘年 |た今曰尙 ほ S 如くで あるきれば、 新 I 生ま 人？ 勢力， 力 大き 力つ 

たこと を 知る に 足る。  i  )  51 

4 敎 世界 は 一 I 新報 記者に 對し、 君 父の 仇で も 報 ゆると 首 ふ 様 I 幕で、 公開 書樣 の もの を P 曰 

いたへ 矢 i きため に I 新報の 暴 を 酷く i つた ものと 兑 える。 烈火の 様になる の は 御 S; 

III 齧に 反對 者を I したり、 人身 攻菅 類した 文字な ど I ゆる は、 餘りぜ d け 

來ぬ。 意見の 相 I らば 警と戰 ふが 良い。 無闇に 對手の動 機と か、 人格と かきり 5 力ならぬ 

辭を 出す は、 自家の i を 霞す I 者の 籠で は あるが、 奪 ff 者の 爲に は蓄惜 むこと 

\1j ある 0 

If して 裏 I 執せ り やと 題して、 初の 曰 本 奪公官 8 し S . あ I 報に 

まこ こき， C て盟 つて 居らぬ。 明治 七 年頃 東京、 横濱、 神戶. 大阪の 襲會が 日本 II 

と 首 ^ 圑 f  .H- に、 名實 とも 相聯 なって 居った と 云 ふこと を 知らぬ は、 謹 下 暗し で、 I 敎 世界 

三へ 一 
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記者 等が 祌戶ゃ 大阪の 敎會歷 を 忘れて 了った からで ある。 便利の 爲め之 を 151^ 據 立てる 多くの 事實 

の 中から 左の 點 だけ を 揚げる。 

當 時横濱 東京の ニ敎會 及び 祌戶 大阪の ニ敎會 (今の 組合) は 日本 H# 公 會と言 ふ 名稱の 下に 聯結 

一 致して 居った。 基督 敎 世界 記者 等の 關係 ある 敎會の 記錄を 調べたら 分る であらう。 

名の 一 致 は 明白 だが、 其の 實に 至って は 如何で あつたか。 此れ も 疑 を容れ ない。 東西と もに 日本 

基督 公會條 例と 言 ふ 簡單な 規約 を 遵奉し、 祌戶 大阪の ニ敎會 にも、 橫濱 東京 同様に 長老 執事と 言 ふ 

役員が あった。 神 戶敎會 の 長老 は 一 人 を 前田泰 一 と 云った。 大阪 敎會の 長老に は 高木 玄 3 典と 首 ふ 名 

も 見えた。 其れで 是 等の 長老 は 唯 だ 一 侗敎會 のこと に關 する ばかりでなく、 聯合 體の 上に も 關係を 

持って 居った。 其れ故 京濱、 阪神の 長老が 集會 して、 今の 日本 基督 敎會で 一一 目 ふと 中會の 如き もの を 

組織した ので ある。 前田泰 一、 高木 玄眞の 二 氏 は 代員 長老と して 横 濱の會 議に來 たこと も ある。 横 

濱 から は 奥 野昌綱 氏が 代員 長老と して 神 戸に 催された 同種類の 會議に 出席され たと 記憶して 居る。 

是れ で 日 本 基督 公 會と言 ふ圑 結が 名ば かりで なく、 實 をも備 へて 居つ た 證據と 言 つ て 不都合で ある 

まい。 

所が 何時の間にか 神 戶大阪 に は 長老と 1 一目 ふ 名稱が 消えて 了った。 初めの 中 は 食 長と 云 ふ 役が 祌戶 

公會 などに は存 して 居った が、 是れも 終に 無くなって、 今の 組合 敎會の 如く 執事ば かり を 置く こと 

に 改まったの である。 て 此の 順で 名實 とも 聯合が 薄くな り、 果は 全く 分立の 狀 となった。 


之に は 種々 の 原 w も あう けれど、 <;^輩は新1£2襄の反對が確かに其の有カなる 一 つで あると 斷ー 一一 〔す 

る を禱^ せぬ。 彼が 之に 反對 した だけ は寨實 として 誰も 疑 ふ もの は あるまい。 如何な^^ 敎 世界 

者で も 疑 ふこと は出來 まい。 北へ 所で 其の 原因 は 何で あると 一一 一一 I： ふ 問題が 起る。 此 所が 議論の 子と な 

る 事で あらう。 新 島が 米國命 衆敎會 のお 惯を间 執して、 何でも 彼で も 其の 通りに 遣 ふとした 其の 一 

つか も 知れぬ。 然し 曰本甚 将公會 は！^ 國の 宗派に 屬 せぬ、 叉 何敎會 とも 專 一の 關係を 付けす、 凡. そ 

iii 得 を 信. f る 者 を 包含す ると 言 ふ 主義で は、 何分 一 宗派の 熱情 を 引 寄せて 思 ふ ほど 事 戴の 經營は 出 

来 ま いと 一一 一一！： ふ 恐れ-か 確かに 新 島の 心 を 動かした ものと 思 はれる。 彼が 歸 朝す ろと 人物の 乏 きに 悩ん 

で 居る 京濱 問の 某督敎 信徒 は、 新 島 を訪 ひ、 其の.； Si 志 に 賛成 を？ i て 、無宗派、 王 義獨立 敎會の 頭^ に で 

も卬 ぎたいと 思った ので ある、 然るに 彼 は 此の 提言に 反對 をした。 其の 明言した 理由 は、 圃の强 

大 なる 宗派と 成るべく 關係を 親密に せねば、 其の 計賽 中の 事業が 出來 ぬと霄 ふこと であった、 其の 

時 新 岛と談 利 をして、 此の 反 對說に 刎ぬ 付けられた 人 は、 一人 や 二人で 無い。 本社に も 其の 一人 位 

は ある。 ^に 新 島の 首 ひ 分に 感服し、 成程 其れで はと 考 へて 宗派 的敎 會に轉 じた 謀反 人が 束 京の 敎 

會 にも 出来た 程で ある。 人の 行爲は 其の 原因 や 動機が 複雜 であるから、 此の 新 島の 熊 度 も る 方面 

に 依って 色々 に 理解され る でら あう が、 余輩の 見て 居る 方面 は、 確かに 其の 最も 重大なる もので あ 

ると 思 ふ。 基赞敎 世界 記者 は 唯 だ 新 島の み を 張本人と して、 外 國官： 敎師 等の HJ を 雷 はぬ は、 事實を 

:m 解す る もの だと 一一 目った が、 余輩 は 此れ 何の 意味で 有る か、 一 向 了解が 出来ぬ。 新 島 一 人 を 非難す 
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る は 悪い。 何故：^國人のことをも悪ロせぬかと實はぬばかりに；！^？問せらろるは寳に閉ロでぁる。 外 

圃宣敎 師の關 係 も あるに は逮ひ あるまい。 然し 組合 敎會 は：^ 圃 人の 勢力 次第で あるまい。 其の 進退 

は 所謂 >?獨 立 自治の、 王 張に 誇る 曰 本人に 依って 決せら ろる のでない か。 斯く毘 たが 全く 買 ひ 被り 

で、 外圃 人の 勢力に 依って て 決せられた ものと 做す が常然 であろ か。 企 は：^ 國 {In: 敎師の 態度 は 

^問題と して 考 へたい。 之 を 一緒に 論じな いの を 非難す る は 1„ ^だ 不當 である。 議論に 事 を 缺き斯 る 

ことまで 持 出す と は、 近頃 笑 4- 千 萬で ある。 明治 十九 年より 二十 年へ 驟 けての 合併 問題 を 破壞 した 

の が、 日本人で ある こと は、 基叔 5! 敎 世界 記者 も旣 に事實 だけ は 許して 居る、 其の 原因 論になる と 矢 

張り 異論 を唱 へる であらう。 企 輩 は 新 島が 前の 反對 と、 後の 反 對とを 全く 同一の 原因て 歸 する を敢 

て 必要と は 思 はぬ。 然し 彼が 日术 H ぶ E 組合 兩敎會 の 合併に St: カ反對 したの は事寳 で、 此の 反 對が基 

赞敎 世界 記者 等の 常に 唱道 せんとす る敎. の 聯合 を 難 依なら しめ、 大いに 敎派 分立の 勢力 を激 成せ 

しめたに 逮 ひない。 彼 は 宗派 主義の 人であった。 彼の 生. 1 は 之 を 以て ー贯 して 居る。 若し 事 實を擧 

ぐる こと-か 議誣 ならば、 断の 如き 誣 は- しい ことに 理解され ねばならぬ。 之. V 纔誣と 一一 一 C ふ 護誣こ 

そ 茶 だ 謂れな き 悪 霄 なれと 中さねば ならぬ。 

1::^ながら霄ふ可き ことがある。 明治 1 一十 年 日本 基督 組合 兩敎會 の 合併が 破れた の は、 無論 組合 派 

の：^阔人中に反對者も有りはしたが秉に日木人の反對から起ったことでぁ^^。 是れは 甚督敎 世界 記 

者が 彼 の 合併 案 を K: 決した 祌厂 總會 の 校 様に 就て  一一 一一 I； つて 居ろ 所で も！？ 據 立てられて 居る。 日本に 於 


け ろ 派の 分立 は外圃 宜敎師 に 起因す る 所 多い に逮ぃ 無い が、 n 木 人の みならば い 吐きに 合併す る だ 

らうと 一一 n ふの は、 輕 々しく 信じられない 話で ある。 年月 を經 るに 從ひ、 口木 人の 宗派 的 板 底 が^く 

なって、 一： かハ .Is 難に なりつつ あろ。 大 聯合 を II るなら ば 今の 中に 遣らねば 行くまい。 旣に； i い 

かも 知れぬ。 然し 金 華 は 日本^ ^|1敎<^： 創立 時代の 精神 を贳 いて、 简 易なる 信條、 簡！ 3? なる；^ 會 制度 

の 下に、 成る 可く 廣く 聯合の 出來る こと を むので ある。 福 昔 的 信仰 を 基礎と して 大同 盟を 組織す 

る こと は資に ましい ことで ある 

叉 組合 敎 が 明治 1 一十 年 合併 案 を 否決した にも 拘 はらす、 其の 實は 敎會の 紐 織が 追 * 合併 案の 様 

になり、 制度 の 上から 一一 K ふと 日 本 基督 敎會 と 大差 なきに 至った。 今の 組織が！？ ：4J^ 岡な いものな らば、 

當時 の 合併 案 を實行 しても 大 なる 相 逮は 無かった であらう。 

日本^ 齊敎會 の 方 は、 其の 信條 を簡單 にして 大抵 當 時の 合 件 案と 同じ様に なって 居る。 其の 信條 

の 如き は 一 署簡單 にしても 不都合 は 無い かも 知れぬ。 然し 今の 程度まで 信條 を簡單 にす るので も 中 

々喧 ましい 骚 ぎであった。 

是れで a ると 聯合な どの 故障 は 多く 感情的で、 若し 冷 靜に考 へる ことが 出來 るなら ば、 容 に 纏 

まるべき ものである。 案じる よ. 0 も產 むは 易い。 此の 點大 いて 熟慮すべき ことで ある。 

一 九 0 三年 九 B; (福音 新報) 
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敎 参 と 其の 浪人 

先日 國民 新聞に、 無敎龠 基お： E 敎徒を 集めて、 何 か 相談 をしたい と 言 ふ 催しの 廣吿が 出た。 餘程而 

白い 集 食で あるから 其 結果 は 深き 與味を 以 て 觀 察す るの 使が ある。 閜く 所に 據れ ば隨分 多く の 端 書 

を 出した さう だが、 會に 列した もの は 三十 七 人であった。 有名な 速 中 は 多く 欠席し、 來 たもの は大 

抵 靑年學 生の 類に 過ぎなかった。 而 して 彼等 は 何 を 論じ、 何を爲 したと 尊ぬ るに、 各自 思 ひ/ \ に 

敎會に 出席せ ざる 譯ゃ 其の 他意 見 を 開陳した 計りで、 別段 取り留めた 結果に も 達せす、 近日 再 命 を 

催す 約束に て散會 になった と 言 ふ。 浪人が 寄り合って 結局 何 を 仕出す か、 餘り 多くの 望 を EI くも 如 

何が であるが、 眞 面目に 懇談 を 試みたら ば、 色々 有益な 點も あるに 逮 ひない。 成るべく 好結果に 至 

ら せたい ものである。 該集會 に 出た 某氏の 話しに、 彼等の 述べた 所 は lEil 々である けれど、 之み 要す 

る に 次の 理由から 敎き に 離反した と 言 ふ に歸 着す る。 

宗派 分立 の 弊害 を 厭惡す る こ と。 

牧師の 說敎聽 くの 値 打な きこと。 

講壇 の 調子 も 敎會全 體 の 空氣 も道德 上！^ だ踐 劣で 誠實に 乏しく、 何となく 瞞着され る やうに 感じ 


々是れ は 馬鹿げたと 失望す る 場合 多き こと。 

若し 獨ー义 自由の 敎會が 新たに 出來 でも するならば 喜んで 入會 したいと 言 ふこと。 

其の 言 ふ 所 は 大抵 此んな ものであるが、 其れで 見る と 彼の 集會に 列した 人々 は、 淸淨敎 徒の 精祌 

に 富んだ 品性の 高い 執 一心なる 信者の みで、 世 は 皆醉ひ 我獨り 醒めたり と 嘆息して 居る かと 相：： 像され 

るが、 實際斯 の 如くな らんこと は 我々 の 切に 希望す る 所で ある。 

無論 信者 は敎會 外に も あり、 禮拜 の集會 などに 疎遠で あっても、 靜 かに 信仰 を 養って 居る 人 も あ 

る。 自分と 一所に 出入し ないで、 悪鬼 を 追 ひ 出すな どと は 不埒で あると 力んだ 弟子 達 は、 基督の 叱 

り を 受けた ではない か。 無敎會 主義で も 善い 信者 は 尊敬せ ねばならぬ。 

併し 今まで 見聞した 事實を 綜合す るに、 敎會に 遠ざかる 連 S に は、 熟 心な 信仰 を 保って 居る 人が 

餘り 多く 兑 えぬ。 中には 其の 品行 すら 保ち 難ぬ る 向き も 少なくない。 敎會 から 脫線 する こと は 汽車 

の それと 一 つで 餘り 安全で なから う。 牧場 を 離れた 羊 は 狼に 喰 はれ 易い ので ある。 

其れに 敎會 のこと を 兎や角 非難す る 人々 の 記憶せ ねばならぬ こと は、 御 自分 等が 福音 を聽 かせら 

れ、 遂に 基督の 許に 迄 導かれた は 敎會の 中で あつたと 言 ふ事實 である。 彼等が 今の 敎 會に不 滿を懷 

く 程、 精神的に 成り 得た の も， 敎會に 於け る傳 道の 結果と 謂 は ざろ を 得ない。 彼等の 如き もの を產 

み 出した 敎會を 無効と 詈り、 駄目と 呼ばる は、 自家撞着で あるまい か。 此の所 一考 を 煩 はしたい も 

ので ある。 
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もつ とも 

敎會の 仕向け や 牧師の 遣り方に 不平の ある も 道理で あるが， 併し 餘り受 くる 方に 秦 中して 自 から 

與 へる こと を勉 めす、 他に^«^せることを好んで已れは責任を避け、 人 を 役 ふこと を 知って 役 はれる 

こと を 知らぬ から 原 H する 所 も あり はせ ぬか。 一 概に然 りと は 言 へ ぬが、 斯う 一一 一一 II ふ 連中 も 大分 ある 

だら う。 

是らは 浪士の 面々 に 篤と 熟考 を 願 ひたい 所で あるが、 さて 敎會の 方 を 見る と 大いに 警戒 を 加 へ ね 

ばなら ぬ點が 明白に 存 して 居る。 多くの 傳道 者の 才學、 識見、 品性 、及び 信仰の 餘り 立派で ない こと 

は、 實に志 ある 人 を 離反せ しむる 了 K 原因で ある。 地方な どへ 行って 見る と、 高の 知れた 中 寧 校 位 

の 立って 居る 町な どで も、 とても 傅 道の 出來ぬ 人が 頗る 多い。 もっと 良い 傅 道 者が 起らねば、 我が 

國 基督 敎の 前へ：^ 甚だ 覺 束ない と 言 はねば ならぬ。 其れ も 其の 苦、 令の 傅 道界は 役人 的 傅 道 を 以て、 

露 的の 要求に 應 ぜんとす る ものである。 敎會 は宗敎 職人に 依って 管现 されて 居る。 若しも 役人 的に 

遣る より 外に 仕方の無い ものなら ば、 寧ろ 役人 的 をす つと 絕. TO: まで 持って行き、 高い 月給と 潤澤な 

る 仕 や、 一り で 成るべく 一流の 人士 を 集める が 好い。 三 井 や 岩 崎に も 負けぬ 様に。 所が 實際を 見る と 職 

けちく さ  、 ， 、 

業 的に 打算した 傳道 事業が、 無 資本の 商責 見た 様に 甚だ 吝 臭い 金の 使 ひ 方で あるから 底^ 目な 

の は 又 致し方がない 話と 諫めねば ならぬ。 外 國宣敎 師は會 社の 支店 員の 様な もので、 傳道は 凡べ て 

社風に 遣られて 居る。 金の 事ば かり 會 社風に せぬ と 言 ふ は、 不調 子 極まる 虱^で ないか。 何う せ 

會社 事業の 手振りに 隨ふ のなら、 三 井 や 岩 崎が 舉士 など を ドン/ \ 使 ふ 樣に. 敎會 でも 傳道會 社で 


も 高い 給料 を拂 ふように したら 奸 からう。 安物 買 ひの 錢失 ひとは、 宗敎 にも 適 m されない 近！ 1 は あ 

る ま い。 

併し 到底 會社 事業 見た 様 に 精祌界 の 事 を 遣って は、 共の 結果が 良から う 害が ない ので あるから、 

特に 今の 贫乏 な敎會 では もっと 傳道 事業 を 信仰的に 遣れる 様な 事に し、 俾 道が 有志の 事業と 成る 様 

な 仕組 を 立てねば なるまい。 其れ かと 言って 金を拂 はすに 濟む もので もない。 其う すると 傅 道 職の 

出來る 形になる と、 此 所が 甚だ 難 かしい 問題で、 之 を 適當に 解：^ する の は 目下の 与 6 務 である。 是れ 

は 非 $c な 難事で あ るから 基 # 敎界の 浪士達 も、 大 い に 奮發せ られて 其の 解決に 向って 自ら 貢獻せ ら 

れては 如何 か。 只 側から" ャヮャ 言 ふだけ では 濟 まない と 思 ふ。 

今の 敎會は 己れ を 維持す る爲 めに 出来て 居る。 牧師 は 敎會を 保つ 爲に 信者 を 製造 せんと 焦慮って 

居る。 敎會員 は 自給の 村 料で ある。 傳道は 人の 靈魂を 救 ふと 言 ふよりも、 敎會 維持の 勸化 である。 

其れ故 敎會に 出席せ すと も 所謂 會費 (獻 金と は 言 はれまい) さへ 出せば、 立派な 會 員と 成って GW ら 

れる。 牧師 も 會吏も 知らす 識らす 此の 俗調 極まる 點に墮 落して、 是れ より 以上の 理想 ある こと を 忘 

れて Dig る 如く 見える。 斯の 如き 次第 故、 敎會の 道德的 調子 は 低く 基督 敎 倫理の 取締が^ だしく 弛ん 

で、 品性 を鍛谏 する 場合 も 少なく、 倫理と 離れた 宗敎が 病的に 蔓延り、 十字架 拔 きの 安心に 睡り、 

1 週に 一 度 說敎を 道 §K に聽 き、 甚 しき は 一年に 一回 『くりす ます』 に參 集して ャァ 面白い と 言 ふだ 

けの 組織に なって 了った。  . 

教 食と 其の 浪人  二 六 九 
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故 に^し 敎會 をして 眞に 有力なる ものたら しめたい と 思 はば、 其の 設立の 目. 的 を 明かに し、 會員 

の 道徳的 理想 を 高め、 使徒 保 li が 其の 逢 § に 示して 居る 如く、 基督 敎 倫理の 實 際的應 m を 熱 切に 緻 

密に 工夫し、 信徒の 團體 をして 改革の 源泉たら しめ、 世の 光、 地の >M たるの 實を舉 げしめ る 様に 盡 

力せ ねばならぬ。 今の 様に 敎會 員が 一個人の 品性 や 家庭の 道德、 之を大 にして は社會 一般の 道德に 

て 相 戒め、 相 諫め、 制裁 を嚴 かにす る こと を 怠って は、 とても 世間から 尊敬 も 得られす、 心 あ 

る 會員も 呆れて 脫走 する 様になる。 逃げ出す 者 も 善くない が、 逃げ出させる 樣 にして、 自 から 顧る 

所 を 知らぬ 敎會も 甚だ 惡ぃ。 

日本に は獨立 敎會も 幾恫か ある 様 だが、 其の 多 數は外 國の會 社 的傳道 事業の 延長した もので、 敎 

會の發 達が 正則に 出て 精神的に 進歩す る ことが 難儀で ある。 之 を 救 ふ 一 つの 方法 は敎會 が獨立 自.^ 

の 方針 を 執り、 奮って 信仰の 上に 立ち、 靈 的の 力に 由って 漸次 伸長す るに 滿足 する 様にならねば、 

萬 事 仕樣が あるまい。 敎會が 立派に 樹立した 曉は兎 も あれ、 創業 時代に ありて は、 もっと 革命 時代 

の 有志 家風で あるの が 必要と 考へ られ る。 

紀； 兀百 六十 年 小 亞細亞 の ウル ギアに モ ンタ ナスと 言 ふ 人が 起って、 大いに 當 時の 敎會を 攻擊し 其 

の 弊 を 暴いて 之 を 矯正す る ことに 盡 力した。 其の 徒 を 名付けて モ ン タニス ト、 或は カタ ブル ギア ン 

と霄 ふ。 彼等 は當 時の 敎會 が、 社會の 風潮に 捲き 込まれ、 內 部の 紀 綱弛廢 して、 聖 潔の 風 乏しき を 

憂 ひ、 爾を旣 倒に 回へ さんと 試みた。 彼等の 宗敎は 餘り他 を 裁判す るに 過ぎ、 漫 りに 自ら を 高し 


として 偽善 的の 行 爲に陷 つた 痕跡 も ある。 加 ふるに 其の 所 說餘り 極端に 過ぎ、 とても  一^ を 救 ひ 5^ 

すの^， に は 適しなかった 樣に兑 える。 丁度 今日の プレ マス *ブ レズ レ ンと 同じ 様な 趣きが ある。 

モンター 一 ストの 跋愿が 或は 敎會の 致命 症に ならない とも 言へ ない 勢 ひであった 故. 極力 之 を 撲滅し 

様と して ！ 方に は 共 運動が 頗. ろ激 であった。 モンタニス トは 到頭 遣っ付けられて 第五 世紀 頃に は 

全く；^ の 姿と なった が、 敎會の 組織 は 漸次 堅固に なって、 遂に 羅 馬 加特カ 敎會を 現出す るに 至つ 

た。 ：i 端なる 破 敎會徒 滅亡して、 其の 代りに 羅馬 敎會が 現出した と來て は、 靈界 の掼失 之より 大ぃ 

なる ものが 無ら う。 テ ル ト リア ン 等に 由って 代表され たモ ン タ 一一 ストに も 實に棄 てられぬ 善い 所の 

有る にも 拘ら す、 玉石 共に 碎 けたの は殘 念で ある。 彼等の 攻 難した 敎會も 必要で、 人閒は 到底 其の 

惠に 頼らねば ならぬ ものであるのに、 モン タニ ズムの 健全な 刺激 を 受け 容れ なかった 結果、 羅馬敎 

會如 きものに 成り 了った と 言， ふの は、 藤 史上の 恨事で ある。 日本で も敎會 派と 無敎會 派との 輒輟が 

起った 今日、. 兩者 衝突の 結果 此 所に 健全なる 敎會を 建つ る 様に する のが.' 眞實 基督 を 愛し、 其の 敎 

食に 忠義なる ものの 責任で あらう と 思 はれる。 今週の 二 六 新報に 敎會 派の 甚督敎 と、 書齋 派の 基督 

敎と を對抗 せしめた 文字が 見えて 居る。 矢 張 十：： い 問題なる モ ンタ 一一 ズ ム 事件の 形 を替へ たものに 過 

ぎぬ。 之 を 解決す るの が 焦眉の^で ある。  一九 0  s 年 五 月 il 報) 
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『頓 て耶穌 衆人 を SI さんと して 其の 弟子 を 強て 船に 乘せ、 向 ふ 岸へ 先に 渡らし む。 斯くて 衆人 を 

わ だな か 

しければ 祈禱 せんとて 密かに 山に 上り、 日暮れて 獨り其 所に 在せ り。 舟 は 海中に 在りて 逆風の 爲め 

に 浪に漂 はさる。 夜の ffi 時 頃耶穌 海の 上 を 歩みて 之に 至りし に、 弟子 その 海の 上 を 歩める を 見て 驚 

き、 此は變 化の 物な らんと 首 ひ懼れ 叫びたり。 耶穌.蛾 て彼|^^にロけるは心安かれ、 我な り懼 るる 勿 

れ。 ぺテ 口答て 口 ける は、 主よ 若し 雨なら ば 我に 命じ 水 を 履み て爾の 所に 至らし めよ。 來れ、 と 一一 一一 I： 

ひ 給 ひければ ベ テ p 舟より 下りて 耶穌の 所に 至らん とて 浪の上 を 歩み たれ ど、 風の 烈しき を 見て 懼 

れ沈 みか かりければ、 主よ 我 を 助けた まへ と 言 ふ。 耶穌頓 て 手 を 伸べ 之 を 執へ て in ける は 信仰 薄き 

者よ 何ぞ疑 ふや』 (njf  一一 一？ の 7 

芝敎會 が已往 三十 年の 經驗は 甘き 苦き、 種々 異様で、 其の 浮きつ 沈みつ 今日に 至った 跡 を 顧みれ 

ば、 感慨に 堪 へぬ 心地が する。 會 員に 於て は 一人 其の 感 する 所が 深い ことで あらう。 風波 三十 年の 

歷史に は 感謝すべき 事、 懺悔すべき 事、 猛贫 すべき 事、 志 を 立つ るの 機會 となるべき 事、 必す 多く 

is せらるべき を 疑 はぬ。 唯 此の 敎會の みならす、 日本 基督 敎會の 已往 三十 年 も 之と 同じ 事で あ 


る。 歐化 主義の 風潮に 伴 はれて、 今にも 天に 昇る かと 思 はれた る 基督教が 忽ちに して 不人氣 の 底に 

陷 つたこと も ある。 リバイバルの 運動 や、 大擧傳 道の 催しな ど 中々 の 騒ぎであった。 祌學 問題の (サ 

ひで も、 隨分 iH- ましかった 時代 も ある。 ：^も耶穌五っのパ ンとニっの^5;、を以て五千人の人を飽かし 

めた ので、 人氣が 非常に 引き立ち、 之 を 擁して 王に 爲 さんと 犇めき 合 ひ、 弟子た ち も 風雲の 會御參 

なれと 野心 内外に 相呼應 して、 精祌 上： だ危ぃ 場合と なった。 此の 時耶穌 衆人 を歸 へらしめ、 弟子 

たち を强 いて 向 ふの 岸へ 渡ら しめたの は、 氣勢 挫けて 折角 得た 人望 を 空しく 棄 てて 了 はれた 狀 であ 

るが、 今から 顿 みると 是れは 耶穌の 素志と 弟子た ち 精神 上の 發展 にも 甚だ 必耍 な處 置で、 斯の 如く 

なくて は 叶 はぬ 次第と 分明す る。 曰 本 基督教の 歷史 にも 之と 同様な 事が あ つたら しく 感ぜられる。 

彼等 は 日の 暮れ 合に 舟 を 出した ので あるが、 約 翰 偉に 據れば 大風 吹き出し 高 浪に漂 ふて、 曉 近く 

. ささ 

なっても 舟 は 僅かに 一里 十 町ば かり 進んだ のみで ある。 海上 難 風に 遭へば 一寸 も 前に 進む こと 能 は 

す、 水夫が 死力 を盡 しても 同一 の 所 を 守る だけで、 後へ 吹き付けられ、 海岸の 巖に當 つて 碎け ぬが 

モ ッケの 僥倖で ある。 斯る 場合に 同一 の 所 を 保守す るの 骨折 は 非常な ものである。 順風に 帆 懸ける 

時分の 大成功と^ 敵す る も耻ぢ ざる 出來榮 えと 見ねば ならぬ。 芝 敎會の 三十 华も 之と 同じで、 せ、 の 

牧師 長老 會員 諸氏が 變り 行く 社會の 雲行き や 風 濤の爲 めに、 辛苦せられ たこと を考 へれば、 敎會の 

形體を 維持し 得た のみ か、 渐次 進歩す る ことの 出來 たの は、 實に 容易なら ぬ ことと 言 はねば ならな 
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一方に は浪 風に 惱 まされ、 喘ぎ/ \ It を 滴しながら 船 を 漕. S で 居る。 木の葉の やうに 浮きつ 沈み 

つす る 舟。 何程 氣を 焦燥ち 力瘤 を 出しても 舟 を 進ませる ことの 出来ぬ 弟子た ち。 終夜の 勞働は 辛 じ 

て 一 里 十 町の 進行 を 買 ひ 得た に 過ぎぬ。 是れは 湖 t の慘澹 たる 殺風景で あるが、 目を轉 じて 他の 一 

方 を られ よ。 耶 穌祈禱 せんとて 竊に 山に 上り 獨り其 所に 在せ り。 雨 者の 對照は 趣味 無限で ある。 

精神 界の發 達 は 汗 を 滴らせる 勞働 のみで は 行かぬ。 一方に 山上 獨り靜 かに 祈りす る ことがなくて 

は、 成功す る もので ない。 古 來敎會 の 事 や 傅 道の 進退 は 如何に 此の 湖上の 舟の 如くで あっても、 目 

に 見えざる 邊 りに、 山上 獨り 祈り せらる る 耶穌の 在す こと あるが 其の 顿み である。 人 意を强 くす る 

は 只 之 あるが 爲め である。 我々 は 此の 事實を 記憶す るの 必要 を 折に 觸れて は 甚だ 深く 感 する ことが 

出来る。 

曉の霧を透ぅして舟の難^^する體を見られた耶穌は、 之 を 救 はんが 爲め 海の 上 を 歩んで 来られ 

た。 耶穌は 常々 斯る 場合に 人に 近く 寄りた まふ。 窮境 は 神と 人との 面接 所で ある。 人力の 極る 所に 

神の 力 著しく 感ぜられる のが 常態で ある。 湖上の 弟子た ち はカ盡 きて 倦疲み 某て た 時、 折よ く耶穌 

の 來援を 得た。 併し 湖 を 立ち 蔽ふ 濃霧の 爲 めか、 將た柬 方渐く 白み かかった 頃の 光線の 工合に より 

て か、 水 を 踏んで 来られた 耶穌の 姿 何 か 異様に 見えた もので あらう、 彼等 は 驚き 此は 變怪 ならん と 

霄 つて 恐れた と 書いて ある。 兎角 斯の 如き 誤解が 屡ば 起る。 耶稣の 近く 寄られた にも 拘ら す、 之 を 

然と 氣 付かす、 却て 怪しんだり 叉 は 似 もっかぬ ものと 見間逮 へる。 是れ 深く 慎まねば ならぬ 所で、 


拨け に來ら れた耶 穌を排 けぬ やうに 注意す べきで ある。 此の 樣子を 見て 耶穌が 我な りと 叫ばれた 爲 

め、 弟子た ちはホ ッ と 息を繼 ぎ、 ^な 生き返 へ つた 心地 をした。 

耶稣 に接觸 すれば 自然と if 想が 高まって 進歩 を 望む 精神が く 如く 起る の は 規則の 樣 である。 又 

せ ハの恩 til 深く、 威力 熾ん なる に 感激して 何となく 自か らも 力付きた る 如く s: 见ぇ、 宛 がら 龍の 雲 を 得 

たらん 心 持に も 似て、 意氣 頻りに. 膨 帳し 偉大なる 企ても 敢て 及び難き もので はない と 思 ふに 至る。 

外の 偉人 物に 近づいても 之に 類した 感化が ある。 所謂 彼 何人 ぞ、 我 何人 ぞ、 我 も斯く 成らば やと 慨 

然志を 立てる。 宗教に 於て は 此の 感化が 最も 深い。 禮拜と 道 德の關 係 は 此點に 於て 最も 密接で あ 

る。 ぺテ 0 は 耶穌が 悠然 水 を 踏んで 来られた の を 見、 其の 風雲 を 支配し、 自然の 勢力に 駕 する 有様 

の氣 高さに 感じ 人り、 何とかして 耶穌の 許に 行きたい と 言 ふ 一念 を 生じた。 基督の 風采と 精神と が 

磁石の 鐵を吸 ふ 如く、 ベ テロの 魂 を 惹き付け たので ある。 彼. は堪 りかね て 主よ 若し 爾 たらば 我に 命 

じ 水を^んで 爾の 許に 至らし めよ。 彼 は 今まで 浪 風に 閉口した にも 拘ら す、 耶 穌を兒 て 一??S かに 元氣 

付き 別の 人間に でもな つた かの 如く、 水 も 浪も物 か は、 主の 一言 だに あらば 之.. V 一路んで 行かん とい 

ふ 勢 ひに なった。 實に 其の 精神 は 盛んだ。 基督と 親密になる 時 は 侗人も 敎會も 5<1な 斯の 如き 變化を 

爲 すので ある。 ルゥ テルの 宗教改革 は 基督教 徒が 主 耶穌に 甚だ 近く 接した 結果、 大いに： 理想が 高 

まり、 意氣 乾坤 を 呑む 勢 を 生じ、. 非常に カ强く 感じた ので ある。 ァ シ ジ の フランシスコ、 クレ H ヴ 

r ゥ のべ ルナ ルド、 ジョン • ゥ H ス レイ 等の 如き 皆な 耶穌が tlw 界の波 を 踏んで 悠然 來臨 せられし に 
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遭 ひ、 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らす、 シ 力と 理想 を 仰ぎ見、 主俱に 在す、 何に とて 之に 及び難き 理 

由 あらう ぞ とて 奮然 志 を 起した 人 々である。 

芝 敎會は 三十 年を經 た。 我々 の屬 する 日本 基督 敎會も 創立 以來已 に 三十 三年。 其の 進歩 著しな ど 

と 言 ふ もの あらん かなれ ども、 其の 實を首 へば 一 里 十 町の 成功に 過ぎない。 三十に して 立つ と 孔子 

は 言った。 是 からが 男子 四方の 志 を 伸すべき 時期に 人る ので ある。 若し 三十 年を紀 念す るば かりで 

新しい 理想 を 目が けて 進む 企てがないならば、 精神 上の 落、 三十の 若隱 居、 到底 何の 役に も 立た 

ぬ。 自ら 老成ぶ つて 着實鎮 愼を氣 取り、 已れが 三十の 若隱 居に なりつつ あるに 氣 付かざる 牧師 ゃ敎 

會の 多い にも 困る ではない か。 芝 敎會は 一 里 十 町 を 漕ぎ 付けた 今 曰、 耶^の 恩惠を 感じ、 之に 近く 

接した と 云 ふ 實驗が 最も 鮮か であらねば ならぬ 次第で あるから、 ベ テ 口 の樣に 痛切に 其の 理想 を 刺 

激 せられ、 非常に 力 味 出して、 主よ 水 を 踏んで 爾の 許に 至らし めよ と絕 叫すべき である。 是れ だけ 

の氣 力がなければ 三十 年の 紀念は 其^ 葬式で あるか も 知れぬ。 啻に 芝敎會 のみなら す、 日本の 基督 

敎は 今や 丁度 此の 時期に 遭遇して 居る。 爾の 許に 至らし めよ と 呼ば はるべき 時に、 前後左右 を 顧 

み 、 因循姑息 只 だ 舊態を 保守す るに 止る は 甚だ 续念千 萬で あ る。 

舟 中の 人々 は 如何にべ テ 口の 霄 を 聞いた か。 疑 ひ 深い トマ スは額 を 顰めて ぺテ 口の 血氣 爆ん なる 

に 困却した であらう。 主觀 的なる ョ ハネは 手に 汗 を 握って 戰 つて 居った かも 知れぬ。 其の 他の 面々 

は復 たしても 例の 突飛 男の 片腹痛 さよと 私 かに 蟠 いたで は あるまい か。 憐む べし。 决 男子の 理頃、 


なる 冷評の 下に^ 倒されん とした。 世の中 は 何時も 斯うで ある。 

所が 耶穌は 之に 答へ て 来れと 仰せられた。 或 人 曰く 是れは 其の 請 ふに 任せ、 水 を 踏まし めて 彼奴 

一 つ 徵 らし て n_ 犬れ んと云 ふ 思 召に て、 出來難 いこと と 知られ つ つ 斯く 一一 ーーロ は れ たも ので あると。 ^ 

さう では あるまい。 信仰 薄き ものよ 何ぞ疑 ふやと 。ヘテロ を 叱られた の を 見られよ。 此の 時ぺ テロ は 

彼が 一時 思 ひ 立った 如く 信仰 さへ あったならば、 必す 耶穌の 許に 行く ことが 出來 たので ある。 決し 

て 懲らす 爲 めに 出來ぬ 事と 知りつつ 来れと 言 はれた ものと 思 はれぬ。 耶穌は 寧ろべ テ n の意氣 込み 

を 喜ばれた。 せ 〈の 壯烈 なる 無邪氣 なる 天眞 爛漫なる 請求 は耶 穌の滿 足せられ た 所であった らう。 ザ 

ァ カイの 如き 老人が 木 昇りまで して 耶穌を 見ん と心懸 くる 少壯の 元氣を 喜ばれて 、 我れ 今 3 汝の家 

に 宿らん と 言 はれた 耶穌 は、 ぺテ P の 様な 精神が 好きで ある。 耶穌は 決して 保守的で ない。 鹿 を 追 

ふ 者 山を兒 すの 心 持で、 ドンく 進む のが 耶穌の 喜ばれる 所で ある。 耶 穌の來 るの を て も 或は 變 

怪 ならん と 誤解し、 變怿 ならざる を 知っても 茫然 手を懷 にし、 汽車に 乘り 後れた 人の 如く 呆れて 居 

る 速 中の 腑甲斐な さは； „ ^して 耶穌の 喜ばれる 氣風 ではない。 

さ さ 

さし も 意 氣豪壯 なる ぺテ D も實際 足が 波に 觸れた 時 は、 前 刻に 耶穌を 望んで 居た 目 も 下向きに な 

つて、 浪に心 を 奪 はれ、 露 魂 を 風に 吹き飛ばされ、 足元し どろに なって、 忽ち 浪 間に 沈み かかつ 

た。 前の 勇氣に 引き 替へ、 彼 は 慌てて 主よ 我 を 助けた まへ と 叫んだ。 人生の 矛盾 玆に 至って 最も 悲 

しむべき である。 ぺテ 0 の 矛盾 は 厘ば 我々 の 矛盾で ある。 士 《を 立てる こと は 易く、 之 を 遂行す る こ 

生活の 矛盾  一一 七 七 
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とが 困難で ある。 是れ 理想に 富める ものの 常に 自ら を戒 むべき 所、 我 々はべ テロの 覆 轍 を 踏んで は 

ならぬ。 

ふるま ひ 

さても 怪しむべき はべ テロの 舉動 である。 彼 は 湖上 を 家と せる ガリ ラャの 漁師で はな. S か。 水練 

は豫て 自慢の 技倆であった らう。 何故に 彼 は 水 を 恐れた か。 先日 大會の 席上 議長の 說敎を 聽 いて 居 

ら れたジ - ムス • バ ラ 先生 は 後で 此の 點を 奇妙で あると 語られた。 成る 程 面白い所に 心 付かれた も 

ので ある。 常日頃 水 を 陸と せる シ モン • ぺ テロ 今に 及んで 如何 なれば、 風波に 悸 へたので あるか。 

無論 其の 事情 は 詳しく 判らぬ。 けれども 此際 己が 手の ものなる 水練 術 を 忘却して 了った の は、 非常 

ま 二 と 

に 味 ひが 深い。 靈界の 大事 は 只管 目 を 耶稣に 向けて 信仰 を專ら とせねば 眞 正の 成功 は 出來ぬ もので 

ある。 由 來傅 道界に は游： 冰 術が 流行る。 外國 條道會 社、 宣敎師 ミツ シッ ン • スク ウルの 行き 懸り其 

の 他 彼是の 事情、 區々 たる 遠慮の 間 を 巧に 潜り 行き、 其の 波間 を 游： 冰 して 祌の國 を 建設 せんと 欲す 

る は、 とても 出来ない 相談で ある。 牧師、 教師、 敎會 の當局 者が 游： 冰術を 忘れぬ 裡は、 敎 會の發 達、 

俾 道の 進歩、 教育の 成功 等 決して 立派に 行く 氣遣ひ はない。 ：冰 ぐので はない。 波の 上 を 悠然 丈夫の 

如く 步 むので ある。  一九 0  SE 年  一 0  nr(si 報) 


n 本は獨 立の 茶 敎を 要す。 獨 立の 基督 敎は獨 立の 敎會 を耍 す。 日本の 某 5^ 敎は 基督と 其の 靈と 

に顿 るの 外、 少しも 他に 待つ 所な く、 己れ に 足りて 自 から 立つ の覺悟 を 懐き、 着々 此の 现想を 凡て 

の 方面に 實 現せざる 可ら す。 

日本の 恶赞敎 が 外國宜 教師の 力 を藉ら す、 其の 资 力に 仰ぐ 所な く、  粹 なる 自已の 經營に 依りて 

神舉 思想 を 修め、 傅 道の 重任 を帶 ぶべき 人物 を 養成す るの 學校を 有せす して、 今 曰に 至れる は、 已 

に 久しく 其の 時機 を 失した るの 感 なくん ば あらす。 ？^^會の獨立を企圖するものは、 祌舉 研究に 於て 

も 之と 同じき 必要 ある を 忘る 可ら す。 

社員 械村正 久氏等 同人と 相 商り て 東京 神擧 社なる もの を 設立せ り。 其の 背後に 資力な し。 其の 設 

かたす 

備は 小なる 會堂 の 片隅 を 以て 其の 講義 窒 に充 つる ほ ど不 整頓な らざ る を 得す。 之 に 從 事す る 者 は 無 

報酬に て 時 と勞 力と を獻 ぐ。 來 學の士 亦た 一 人と して 他の 神學 校に 於け る 如く、 外國 ミツ ショ ン 

等より 舉资を 供給 せらる る ものな し。 R だ 時勢の 必要に 依り、 有 爲の才 を 神の 國に 貢獻 せんと 欲す 

る 靑年 信徒 の 熱誡を 後援と し、 此の 企て を爲 さしむ る 基督の 恩寵に 賴る のみ。 

東京 神 社  二 七 九 
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其の 祌學科 は 高等の 敎育 ある 學生 と共に 神學を 研究す るの 目的な り。 其の 婦人科 は 例へば 赤十字 

社の 特志 看護婦 を 養成す るが 如し。 市中の 營業看 婦會の 如く 所謂 バ イブ ル • ゥ 、メン を 造る ものに 

あらざる なり。 其の 神 擧俱良 部 は 敎師傳 道 者、 其の 他 平素 神學の 研究に 從事 せる 者の、 相俱 に眞理 

を 討究す るの 結構な りと 言 ふ。 基督 を 愛する 者 は必す i% 京神擧 社の 健全に 發 達せん こと を 神に 祈ら 

る べしと 信す。  一九 〇 5" 年 一 〇 月 (S 音 新報) 

敎會 時事 問答 

問 日本 基督 敎會 では 去年の 大 會に獨 立論と 首 ふ 非常に 排外 主義の 決議案が 出で たる 由 である 

が、 Mi^ して 然ぅ であるか。 排外な どと は穩 かならぬ ことで は あるまい か。 

答 第 十八 回 大食 議事 錄を 見れば 解る。 所謂 獨 立案なる もの は、 原案と 修正案と 二つ あるが、 大 

體 は變ら ない。 其の 原案と 言 ふの は 左の 如くで ある。 

補助 を受 くる 敎會は 規則 第 六條第 一 款に 依り 當然 敎會 たる 资格を 失 ふ ものと す。 

但し 此の 決議 は 明治 四十 年 一 月より 有効と す。 今後 傳道 上の 必要より 補助 敎會の 意義に 當る敎 

會を 設立す る 時 は、 之を區 別して 『日本 基督 敎會某 地傳道 敎會』 と稱 す。 明治 四十 年に 至り 尙ほ 


, つ 立 の 運びに 至ら ざ る 敎.^ も此 の 例に 準す。 

此れが 原案の 骨子で ある。 要するに 內外を 問 はチ、 傳道 局と か 傳道會 社と か 一一 目 ふ ものから 補助 を 

受けて 禮拜ゃ 傅 道 を爲し 居る も の は、 日 本 基督 敎會 の 斡 部に 伍して 獨立 敎會と 同じく 其 の 政治の 柄 

を 執るべき もので ない。 一一 目 はば 未丁年 者で ある。 敎會は 自治 自立の もので、 丁年の 资 格を備 へて 居 

ら ねばなら ぬと 言 ふ 必要 を 認めた るに 過ぎぬ。 是れ ほど 公平な 考へは あるまい。 其の 中に 少しも 排 

外の 意味な ど は つて 居らぬ。 其れ を 排外 思想で あると 言って 排斥す るの は 一 向合點 が參ら ぬ。 何 

か爲 にす る 所あって 殊更に 斯る說 を附會 する ものと 思 はれる。 

問 日本 恶督 敎會の 或る人々 は外國 人と 力 を 協せ る こと を 全く 拒絶して 宣敎師 を 放逐す る考へ で 

あると 風說 する 人 も あるが、 其 所 は 如何で あるか。 

答 外國 の 宣敎師 が 日本に 傳道 する に對 して 故障 を 一 百 ふ の 、 邪魔 を する のと  一一 一一 3 ふこと はなから 

う。 少なくとも 福音 新報な どに は 其ん な 事 はない。 啻 だ外國 宣教師と 日本 基督 敎會 との 關 係に 就い 

て 名分 を 明かに し、 其の 所謂 協力が 健全なる 方法に 由って 行 はれる やうに せねば なるまい。 無暗に 

感情的 になって 何んで も 協力が 宜しい と 言 ふ は 間違 切 つて 居る。 獨立 自治に して 健全 に發達 し 居 る 

日本が 英國と 同盟す るの も 一 つの 協力で ある。 朝 t. が由來 事大主義で 獨 立の 精神な く、 日本と 輔車 

相 倚るな ど體 よく 一 百っても、 郵便 も 遣って 貰 ひ、 鐵道も 懸けて 貰 ひ、 餘り 多く 世話 を燒 かれ、 助け 

を 受けて 居る の も 一 つの 協力で ある。 朝鮮の 如き 國柄 では 仕方 も あるまい。 併し 同じく 協力す るな 

教會 時事 問答  二八 I 
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らば 誰れ でも 日英 同盟の やうな もの を 選む であらう。 日本 基督 敎會の 有志 者が 外國宜 敎師と の關係 

に 就きて 八 签敷言 ふの は此點 である。 同じ 日 本 基督 敎會で も 九州と か 東北と か 一一 目 へ ば 或は 朝鮮 の 有 

様に 近く は あるまい かと 疑 はれる。 メソヂ スト 諸派、 聖公會 其の 他の 如き は 全然 朝 i ^同様の 有様 か 

も 知れぬ。 斯 くあって は 甚だ 殘念 である。 して 將來 の爲 めに ならぬ。 今日に 於て 内外 協力の 關係 

を 明かに し、 其の 名分 を 公明正大なら しむる は 一 大急務 である。 

問 其の 協力 問題に 就いて s 本 基督 敎會 の大會 にて は、 何 か 議論で もあった ので あるか。 

答 否な。 昨年の 大會に は 少しも 無かった。 彼の 獨 立案と 言 ふ ものに は 些とも 之に 關 係した こと 

はない。 併し 協力 問題に 付いても 何と か^を 開けて、 將 來の爲 めに 禍を 防ぎ、 現今の 弊 を める こ 

と は 必要で あると 思 ふ。 

^ 此の 論 を 主張 せられる 人々 は、 凡て 外！： 人の 寄附 金 を も 謝絶す る考 への 由なる が、 して 然 

るか。 

答 寄附 金 も與へ 方と 受け 方に 依って 非常に 害が ある。 故に 餘程 其の 方法 を 吟味せ ねばならぬ。 

正しい 賢い 後腹の 病めぬ 健全な 美 はしい 寄附なら ば、 亞米利 加 だら うが、 天竺 だら うが、 主の 名に 

於て する 愛の 寄附 は 受けて 差し まへ ない。 之 を 非と する 馬鹿者の あらう 道理が 無いで はない か。 併 

し 寄附と 言っても 一概に は 論ぜられぬ。 隨分考 へ もの も ある。 又勞 力の 寄附で もズル くべつたり 

何んだ か 解らぬ もの は、 其の儘に な し 13 く べきで ない。 現に 宜敎. 師 の 金 ゃ勞カ を漫ゥ に 寄附 さ れ て 


ほる 敎會に は、 其の 弊が 現 はれて 或る もの は病啻 ぼに 人って 救 はれ 難い もの も ある やう だ。 故に 何 

ん でも 彼で も 寄附 を 謝絶す ると は 一一 目 はぬ。 併し 今の 寄附 を 凡て 受く べしと も 一 百 はぬ。 是れ から は呤 

味して 寄附の 取捨 をす るので ある。 之に 何ん の 不都合が あるか。 

問 獨 立論 を、 王 張 せらる る 方々 は 組合 敎畲と 合併す るの 見込で あると 閒 くが、 如何の ものに や。 

答 是れ も事愦 に通ぜ ざる 外國 宣敎. 師ゃ、 無邪氣なる長老其の他心配性の人々を^^ゃかす爲めの 

流言で ある。 其ん な 話 は 我々 の與ひ 知らぬ 所で ある。 併し 日本で は 組合 敎 * と 日本 基督 敎會と は 其 

の 昔 一 つの 敎 舎であった し、 前年 も 合併の 相談が 出來 かかった こと も ある。 若し 適當な 方法で 其れ 

が 出 來れば fli 構な ことで はない. か。 組合ば かりで ない、 皆ん な 一 つに なれたら 尙ほ 好から う。 日本 

基督 敎舍は 其の 成立 の 趣旨に 於て、 之 を歡迎 せねば ならぬ 性質 を帶 びて 居る。 斯る こと を 嫌 ふの は 

日本 基督 敎會の 異端で ある。 無論 一大 聯合が 直ぐに 行 はれ やうと も 思 はぬ。 轨合敎 含との 聯合 も容 

易に 成立す る もので はなから う。 併し 正しく 出來 たらば 實に懾 快で ある。 我々 は 現に 然賺な 運動 を 

して "お らぬ。 けれども 斯く言 ひ觸 らして、 何の 罪 もない 獨立 問題 や、 關係 もない 協力 名分 論の 邪魔 

をす る こと は 甚だ 好まぬ ことで ある。 

問 曰 本 S 督敎會 は プレス ビ テリアン 敎會 であるか。 カル ビン 主義で あるか。 

答 曰 本 基督 敎會 は外國 の プレス ビ テリアン 敎會と 一 つもので 無い。 日 本 基督 敎會で あ る。 然し 

其の 敎會 政治に 於て 長老 を 置く から 此の 點に 於て プ レス ビ テリア ン政體 である。 併し 信仰 简條 や：； 4、 
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の 他の 事から 言 ふと 西洋の プ レス ビ テリア ン敎會 と 同じで ない。 又 日本 基督 敎會は 何時までも 此の 

儘で 居る と霣ふ 約束 をした 覺ぇ もない。 政體に 於て は是 から 何 所まで 變 つて 行く か、 其 所 は 我々 の 

保 15^ する 限りで ない。 聖靈の 導く 所 何 所へ でも 進んで 行く と 言 ふ 主義 を 尊ぶ。 プレス ビ テリアン 政 

體に何 所まで も コビリ 着く 考へ の 人と は 全然 反對 である。 併し 目下の 所 俄かに 之を改 むる 必要 も感 

じて 居らぬ。 斯る こと は 活殺自在、 進退 意の 儘に する が 即ち 一番 善い と 思 ふ。 カル ビン 主義で ある 

かとの 問 ひに 對 して は、 日本 基督 敎會の 信條を 以て 之に 答へ る。 日本 基督 敎會の 信仰 は カル ビン も 

なく、 アルミ-一 ュ ウス もない。 現に 使徒 信條 である。 之に 對 して カル ビン 主義で あるかと 問 ふが 旣 

に 可笑しい。 

問 福 昔 新報 社の 人の 中には、 外國 宣教師 は 本 國に歸 つた 方が 好い と 主張す る 者 も ある 由で ある 

が、 其の 邊 如何で あるか。 其れでも 排外的で ない と 一一 目 ふか。 

答 先日 或る 外國宣 敎師が 社員の 許 を 訪ねて、 日本に 於け る外國 宣教師の 事業 困難なる こと を述 

ベ、 色々 泣 首を陳 ベて 打ち 開けた 助言 を 求めた。 社員 は 友人と して 親切に 先 づ外國 宣教師の 傳 道が 

困難なる 事實を 語った。 其の 大意 は 日本人が 外 國人を 嫌ふ譯 ではない けれど、 昔の 様に 外國 宣敎師 

の 方で 日本人 を 指導して 行く ことが 難 かしい。 現に 說敎 ゃ演說 でも 外國 宣敎師 にして 感服され る 人 

は 殆んど 稀で ある。 彼等 は 精神 界の 指導 權を失 ひっつ ある。 其の 理由 は 日本人の 知識が 一般に 進ん 

だので、 好い加減な もので は 感服され ない。 學校 でも 何んでも 其の 通りで ある。 昔 は外國 人と 言へ 


ば 豪かった が、 今では 其う は 行かぬ。 實 力が 無くて は 何ん ともならぬ。 外 國人は 日本人と 平均して 

來た。 大^な どの 事 を 見ても 解る ではない か。 同じ 程度の 力なら ば 事業に も 通じ、 言に も 便利なる 

日本人の 方が 成功す るに 極って 居る。 宗敎も 此の 救に 漏れべき 道理がない。 前日 勢力の あった 外國 

in- 敎師の 多く は 今 無勢 力で ある。 其れ だから 多 數の宣 敎師は 事業が 出來 ないで 苦んで 居る。 甚だ 氣 

の 毒な 有様で ある。 

其れで 外國宣 敎師は 自然 傅 道 工夫の 請負師 見た 様な 形と なり、 銀行の 支拂方 同様な 形で、 或は 下 

受 人の 監督な どす る 計りで、 自 から は 餘り傅 道せ す、 人に 遣らせて 其の 成鎮を 本國 に報吿 する 様な 

結 になった。 传な然 りと は 言 はれまい が、 確かに 多數は 此の 通りで ある。 英語 を敎 へたり、 西洋 

料 现を敎 へた.^ する 方に は、 隨分 成功す る 向き も あらう し、 建築 を 監督したり、 會計 簿記 を擔 任し 

たり、 報告書 を 作ったり する に は、 中々 拔け目 も あるまい が、 傳 道に 勢力の ある 人 は 甚だ 少なから 

鬼に 角外國 宣教師の 日本に 傅 道す る は 困難で、 水 を 山に 上げる 様な 事情 も あらう し、 寳に氣 の 毒 

である。 中には 日本に 居って 死ぬ るまで 遣った 方が 好い と 思 はれる 人 も あるが、 見渡す 所 多 數は前 

申す 様な 次第で 甚だ 氣の 毒な 境遇に 立って 居る。 之が 爲 めに 精神 上の 害に もなる。 信仰の 爲め にも 

ならぬ。 人 村の 節儉 法に も 背く。 だから 多くの 宣敎師 中には 本 國に歸 つて 自分の 好く 遣れる 仕事 を 

した 方が 賢い と 思 はれる 向き も 少なくない。 君の 如き も 其の 一 人 だ。 朋友と して 考 へれば 米 國の方 
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が 發達も 出來、 仕事 も 懾 快に 出來 る。 斯う 一一 目 ふ 所に マゴ /\ して 居る の は、 氣の毒 千 萬で ある。 

斯の 如く 言った の は 誰れ が 聞いても 親切な 話と 思 はれる だら う。 然る 所 何う 間違った もの か、 社 

員 は 異人 打拂 ひの チヤ ンピ オンで も あるかの 如くに 言 ひ 觸らす さう だが、 之が 爲 めに 神經 過敏に な 

つて 種々 心配され る は 更に 氣の 毒で ある。 

問 併し 濱の眞 砂は盡 きる とも、 日本に 宣敎. 師 の渡來 する こと は 中 々減少すまい" 外國 宣敎， 師は 

獻身 樣牲の 時代 を 過ぎて、 今や 職業の 時代に 差し 懸ひ、 其の 弊 を 極めつつ ある 次第 だから 致し方が 

無い。 早晩 外國宜 敎事 葉に 大 改革 を 来さねば なるまい。 併し 其れまで は先づ 今の 儘と 諦め、 成る ベ 

く 之 を 利 導す る 工夫が 大切で ある。 先づ 如何 致したら 宜しから うか。 

答 御 尤な御 問 ひで ある。 外！： 基督 敎 信徒が 日本に 傳道者 を 送る 博愛の 精 祌に對 しても、 我々 は 

責任 を 以て 此 等の 問題に 忠實 なる 解 釋を與 へねば なるまい。 其 所で 考へ るに 外 國宜敎 師が傳 道の 請 

負師 見た 様な 事 を 止めて 各自が 直接 傳道を 遣り、 妙な 下職 人 を 使 ふこと を廢 止して 自身 傳 道の 戰線 

に 立つ ことにしたら 好から う。 其れが 最も 正直な 方法で ある。 ブラ/ \ して 居って は 宣敎師 顏の出 

來ぬ譯 になる。 自然淘汰で 役に立ぬ 人 は 止める だら うし、 存外 有力な 人が 出來、 ザビ M 如き 聖徒の 

出現せ ぬに も 限らぬ。 若し 日本人 を賴 むた-らば、 本局から 直ぐに 之 を依頓 する 樣 にしたら 尙ほ 好か 

らう。 今の 組織で 一番 好まぬ 事 は 下職に 靈魂を 救 はせ る 方法で ある。 之 を 極言 すれば 奴隸 使役が 主 

人の 睛 落に 了る 如く、 今の 方法 は 宜敎師 の 精祌的 自殺で ある。 現に 死に 懸 つた 人が 澤山 ある。 先づ 


外阔 敎師の 齊齋を 調べて 見よ、 直接に 俾 道して 難 戰苦鬪 をし ないから、 知識 上の 刺激 も 少なく， 

可惜 有望 の靑. 年 日本に 來て 的 怠惰 漢 とな つて 了う U 無論 立派な 例外 の 有る は 感謝す ベ き ことで あ 

るが、 多數 は是れ だ. - 彼 は 日本の 氣 候に 咎を =ni5 せる けれど、 資は俾 道の 悪方 法から 來る ^rai- に 相 

诧 ない。 若し 彼等が 自ら 進んで 日本人と 親しく 交際し、 其の 懐疑 者と 議論し、 共の 苦悶 者 を 扶掖す 

る ことに 直接 龜 力 するならば、 恰 かも 高山に 昇って 活潑な 穴」 氣を 呼吸す る 如く 元氣附 くに 相 遠た 

おと 

い。 是れが {ー=； 敎. 師を活 す 唯一 の 方法で ある。 親切 倒しに 餘り穩 なしく 之に 駆り 使 はれ、 甚だしき は 

博愛 振って 其の 金錢を 利用す る 如き は、 外國 宣敎. 師を 毒殺す る 大罪で ある。 外に も 方法が あるで あ 

らう、 併し 之が 最も 斗. -務 である。 

問 話 は 別の 方面に 移る が 去年の 大會で 日本 基督 敎會に は 大分 內輪 揉の した 様子で ある。 右 は 如 

何なりし や。 

答 成る 程 何 か ゴタ附 く 者 もあった らしい。 併し 大した 事で ない。 此程稻 垣、 石 原、 贵 山、 永 井 

(以上 投出 者) 井深、 有 馬、 秦、 松 永、 福 田 (以上 赞成 者) の 連名で 本年の 大會に 提出すべき 議案 

様の ものが 配布され た。 其れ を 見る と、 去年の 大食に 出た 所謂 獨 立案の 趣旨 を 全然 採用して 立案し 

たものと 思 はれる。 之に 依って 察する に、 去年の 異論. 者 も 皆な 賛成者に 成ったら しい。 此の上 如何 

たる 苦情が 出る か 知らぬ けれど、 我々 愚かな ものに は 其の 理由が 見出されぬ。 決して 心配 は 耍るま 

い、 先 づ御安 心あって 然るべき だ。  1 九 0 五 年 六 HKiiKD 
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日本 基督 敎 徒の 自信 

近頃 獨 逸より：！ 朝せ る 某と 云へ る 紳士、 其の 敎 友なる 一人の 夫人に、 彼の 國の敎 勢 を 語りけ る 中 

に、 祈り 會の振 はざる こと、 寧ろ 其の 存在し 居らす との 事實 ありき。 這 は獨逸 宗敎氣 風の 致す 所、 

英國 及び 合 衆國の 慣習と 異る ものに て、 强 ちに 之の み を根據 として 其の 信仰 を 薄弱な りと は斷言 す 

べきに 非す。 然れ ども 祈り 會の廣 く 行 はれざる は、 獨逸 宗教の 一大 損失なる は 確かな り。 此の 外 諸 

種の 事情 を 綜合して 之を考 ふれば、 獨 逸の 基督 敎は、 殘 念に 思 はる.^ 所少 からざる を 恐る。 

钟士の 話 を 聞きし 彼の 夫人 は、 其の 夜 敎會の 集りに 祈りて 曰く、 『獨 逸の 敎會に は 祈り 會 なしと 聞 

くに 反し、 我が 日本の 基督 敎徒 は斯の 如く 相 集りて 多くの 惠みを 受けつ i あり。 是れ 我等の 感謝す 

る 所な り』 と。 

基督教の 本國 なりと 稱 せらる X 歐 米に 遊ぶ もの、 彼の 國の敎 勢 案外なる に 驚き、 或は 信仰の 眞面 

目 を 失 ひ、 或は 信仰に 進む こと を 躊躇す るに 至る もの 少 からす。 彼の 國の 思想 云々、 信仰の 趨勢 云 

々なる を 見聞して、 時として は 歡天喜 地、 時として は 失望して 其の 膽を 冷やす。 實に 精神 上の 獨立 

なきものと 一一 一 E はざる ベから す。 昔の 船が 海面 を 眺めて 日和見 を 事と し、 大膽に 航海す るの 氣カ なか 


りしと 一般、 斯の 如き 日和 兑の 信仰 は、 其の 债依 見る に 足る ものな かるべし。 

此の 1；；3 仰 厚き 夫人の 祈り こそ、 志 弱行なる 人々 に對 する 好き 敎訓 にて ある なれ。 我等 は 神の 賜 

はりし 千金 を 重んじて、 自任 自重し 大いに 活動して、 之 を倍蓰 すべきに 非す や。 日本の 基督 敎は新 

進 "夙 鋭の 勢力 を 以て、 袋も眞 面目に 自己の 特色 を發掷 し、 神舉 思想の 狀態、 信仰の 熱誠、 奉 敎の習 

惯、 及び 敎會の 制度 等に 於て、 一生面 を 開く こと を 期す る を 得べ し。 

旣に之 を 開きつ X あるな り。 日本の 基督 敎は歐 米のに 勝る こと を 得べ し。 歐米 人に 傅 近せられ た 

る 東洋 は、 其の 趣 を 新たに せる 基督 敎を 以て、 西洋に 酬 ゆる こと 無しと 一一 目 ふべ からざる なり。 日本 

の 基督 敎は獨 立の 自信 を逞 うし、 『我が 一 i 音 は 人よ ひ出づ るに 非す。 我 之 を 人よ ひ 受けす 叉敎 へられ 

す、 唯 だ耶穌 基督の 示しに 由り て 受け たれば なり』 と 言へ るパゥ a の抱懷 こそ あらま 欲し けれ。 

一 九 〇 六 年 二  nT(sl 音 新報) 

幅 音 同 盟 會 

多少の 希望 を 以て 待 たれた る 福音 同盟 食の 大會 は、 - 去る 一 一日 午前 九 時 東京 青年 # ^に 開かれた 
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り。 同日 來會 せる 議員 は 約 百 八十 人。 當局者 は數に 於て 豫想 外の 成功な りと 云 ひつ、 ありき。 

之 を 一 個の 親睦 會とな さば 可な り。 苟 くも 責任 重き 事 案 を經營 し、 庭 接に 傳道 せんとす るに 常り 

て は 第 1、 其の 信仰の 基礎に 於て 漠然たる、 第二、 議員の 资格 漠然として 其の 代表に 責任 を 重んぜ 

られ ざる、 福音 同盟 會の 如き もの raj^ して 適當 なり や 否やと は、 多くの 人の 疑惑に て ありき。 本年の 

福音 同盟 會は 之に 對 して 如何なる 解 を與 ふるや。 之に 答 ふる j つと して、 請 ふ、 福音 同盟# の實 

况を 報ぜし めよ。 

二日 午前 九 時 石 原 保 太郞氏 司會、 バ ン コム 氏の 獎勵、 出席 員 十數 名の 祈禱 あり。 右 終りて 會長小 

崎弘， 近 氏歡迎 の 辭を述 ベ ら る。 

福音 同盟 會の歷 史を尋 ぬれば 一 盛 一 衰 今日に 至れり。 宗派 を 異にせる ものの 中に 於け る 同盟 は 

極めて 難事に して、 大會の 開かる」 度に、 吾人 は 同盟 會の 葬式 を營 むかの 如き 感を 以て 望む を 常と 

せり。 然れ ども 其の 維持 準備に 於て 艱難なる も、 大會 催さ るれば 叉 一 極の 精神 湧き起り、 今回の 

如き も斯く 多く の 諸 I^f; の 出席 を 見 る は 喜び に堪 へざる 所な り。 而しー 一 從 來大會 は 常 に 全！： 各敎會 

信仰 復興の SH< と なれる は事實 なり。 十六 年 京濱に 起れ る 信仰 復興、 年 京都に 於け る もの、 復 

た 近く は 三十 叫 年の 大舉傳 道 等 か M 同盟 會大會 に 因せ る もの、 如し。 之に 山り て觀 れぱ、 各 敎會ー 

大剛體 とな り て 動す るの 有力-」 して 利益 ある は 明かな る事寶 たりと す。 元來 我！： に 於け る 宗派 

分離の 狀態を 察す れば、 唯 だ 徒 は 便 {且 上自 已の 導かれた る 宗派 敎會 に屬す る と 云 ふ の 外 何等 の 


なく、 歐米^^^阔の如く、 其の 分立に 1: 史的 關係 を^す る ものと は 大いに 北 ハの趣 を 異にせり。 

然るに 今 n に 於て 歐米諸 岡に 於て すら 合同の 述動 盛んなる 時に 於て、 ；.^:人 は 闲 難と 不便と を 忍 

び、 無意義なる 宗派の 分立 を 保つ は大 いなる 不幸な りと 一 百 はざる ベ からす。 今日 に 於て 最大なる 

は： ぽ に 各派 合 同 の Si! 題な り と ；；^ す。 

と。 次に 議 e; 總代 として、 明ュ 5 十年冏 g ス a:: が^ ほ 親睦 會と稱 したる 時代より 盡 力せられ たる 服 部 章 

藏氏答 辭を陳 ベら る。 氏 は 十 年 以来の 歷史を 簡單に 述べ、 左の 語 を 以て 結ばれたり。 曰く、 

キ耶穌 基督の 十字架に 釘かん とし 給 ふや、 共の 古き 上衣 は 之 を兢ひ 求む る羅 馬の 兵-」 與 へ 、 m 

EZ なき 褒衣を も 彼らの なすが 儘に 委ね、 自ら 赤裸と なりて 十字架 上に 贖罪 を 成就し、 共の 復^に 

おりて は 光^く 白 衣 を 纏 ひて 現れ 給 ひぬ。 今や 宗派 分立 は 吾人 に 取りて 一 侗の 古びた る 上衣の 

み 。 之 を 得ん と して 兢ひ 騒ぐ 悪魔に 之を與 へ 、縫目な き 一 圑の 如くに して 、然も 幾多 の 編 E あ る 11； 

i 规をも 之 を 欲する 所の もの に與 へ 、 吾人 日本の 基督 敎徒は 全く 復活した る 1： く 新 衣 を 纏 はざる ベ 

からす。 願 はく は 私情に 拘 はるの 弊 を 避け、 陋 なる 宗派 心を棄 て、 速 かに 合 11： 一 致 を 計らん こ 

と を。 

と。 .f^、で議長選舉を行ひ、 小 崎氏當 選せられ、 休會 す。 午後 二 時 再び 開き 議事に 人る。 

本 同盟 會を 改造して 基督 敎會 同盟と なすの 件に 就きて、 井深 梶之助 氏發題 者と して 登擅說 明して 

EE  く、 
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予は 同盟 會 準備 委員の 指名に 依りて、 敎き 同盟と なすの 件に 就きて 說明 する こと k なれり。 然 

れ ども 規則 草案 は 今日 始めて 手に せる ところ、 之に 就きて は 詳細に 知る を 得すと 雖も、 前に 小 崎 

會 長の 歡迎 の辭、 及び 服 部 氏の 答 辭に陳 ベら れ たる 如く、 分立せ る 各派の 同盟す る は 至難な り、 歐 

米に も 此の 種の 同盟な しとせ ざれ ども、 是れ單 に 萬國初 週 祈 禱題を 、選定す る 等 些少 の 件 を議す る 

に 止ま ひ、 未だ 共同 傳道 をな すが 如き こと を 聞かす" 然るに 從來本 同盟 會の爲 し 来れる 所 を 見れ 

ば、 是等 英米に 於け る ものよりも 一歩 を 進めた る ものにして 又 甚だ 有効なる を經驗 せり、 之に 由 

りて 觀れば 吾人 は 更に 進んで 全く 一  個 合同の 大敎會 として 活動す る は、 正に 今日 世界の 大勢に 鑑 

みる も 最大の 務 なりと 信す。 我國の 宗派、 素よ ひ 因りて 起れ る 所 ありて、 合同 必す しも 容易な 

りと 一一 目 ふべ から ざれ ども、 須く 冷靜に BK して、 能 ふべ くんば 一日 も 早く 合同の 事實 となりて 現 

る 、 に 至らん こと を 希望す。 

と。 斯の 如く 會長も 合同の 必要  > て！？ へ、 來. V ず. 者 を 代表して 答 辭を陳 ベら れ たる 服 部章藏 氏の 如き は 

口 を 極 め て 之 を 主張し。 敎き 同盟 の 發題者 た る 井深 梶之助 氏 も 却って 敎會 合同 の 更 に 可な る を說か 

れ たり。 敎# 合同 を 希望す るの 精神 議場に 盛んなる を 知 る ベ きなり。 此 の 時 福音 同 盟會長 si 野 光多 

かね やす 

氏 は 網 島 佳吉、 石坂龜 治、 石 原 保 太 郞、. 堀 幾 一、 高木 壬 太郞、 平 岩惶保 等の 諸氏と 述 5. せして 大意 

次の 如し 

日 の敎 化と 東洋 俾 道の ため、 各派の 合同 は 至極 望ましき ことなり。 故に 議長の 指名に 依り 各 


派より 二十 名の 委 s: を 舉げ、 此の 問題 を 調^し、 適當 なる 方法 を 案 せ しむべし。 

との 決議案 を 提^せられ たり。 議場 は 之 を 採りて 直に 議題と なさん とせし に 山路 彌吉、 ぉ地^„^氏、 

北 (他の 反對 ありした め、 先づ敎 \ti 同盟 規則 草案より 議 する ことと なけぬ。 議長 選擧の 時より 此の 議 

iaii- に 至る まで、 議場 は基齊 信徒 を 代表す る集會 にある まじき 不節制の 曾 論、 ？ J 依な き 態度 を 以て 蹄 

躏 せられたり。 實に痛 歎すべき ことにて ありき。 斯くて 次の 規則 草案 は 些少の 修正 ありし 上、 殆ん 

ど 漫然と も 評すべき 有様に て 議決せられ たり。 

B 本甚 督敎會 同盟 规則 草案 

第 一條 主義 及 目的 

木 111： 盟は、 业=迎 に 福音 主義と 稱 する 諸敎會 相互の 交誼 を 厚う し、 共同の 事 紫 を經營 し、 基骨敎 

& 一  般の 利害に 關 する 事件に 付き 適宜の 處 を爲し 以て 基督の 粘 神 を 社 會に發 表する を 目的と す。 

第二 條 事業  - 

本 同 は， 王と して 左の 事業 を爲す ものと す 

一 社 會道德 問題に 關し、 時に 其 意 兒を發 表し、 之が 爲め 適當の 運動 を爲す こと 

1 一 各派 共同の 傳道 を爲し 各地の 依 賴に應 じ 說敎者 並に 演説 者 を 派出す る こと 

三 ；s 年初 週 祈禱會 目錄を 調製す る 事 

SI 音 同盟 耆  一 一九 一一 一 
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四 慈 4-、 敎育、 傅 透 其 他 基督教 信徒の 事業に 關し適 當の入 を 選び、 之 を 調 术：； せしめ、 次の 大會に 

報告せ しむる 泰 

五 (母 年 各敎ノ ゆの 諸 統計と 內外敎 師及傳 道師の 名簿 を 調製す ろ les- 

六 问盟 支部 を 組織す る lea- 

第一 一； 條 組 織  • 

一 本 ：！： 盟は^ 一條の 主義 目的 を 賛成す る 某： 督敎會 を 以て 組織す 

1  一 . ^同盟に 加 人せ る 基督 敎會は 1 母 年金 或 圓の龠 費 を ft 嬉し 本 问 盟の大 會にー 一名の 代！： ほ を 出す べし 

第四條 事務所 

本；： E 盟は 本部 事務所 を 東京に 置き ま 部 を 全 國の耍 地に 置く 事 

第 五條 役 員 

役員 は 本部に 會長、 副ノ t 長、 各 一 名、 常議 n 〈十 名、 ！ 一 一名 (内 一 名 を 有給と す)、 Nt 計 一 一名 を 

置き 録大會 改選す る もの とす。 ffi し次會 迄 に缺 n ほ あ る 時 は常議 委員 會 に 於て 補缺す る こ と を 得 

第六條 役員の 職務 

一 會長は常議员會の議長となり外は本同盟を代表し、內は本同盟の|5^^務 一 切を統 する ものと し、 

副會 長 は 兪長を 補佐し、 會長 事故 ある 時 は 共 代理 を爲す ものと す 

1  一 謹 は 本 同盟に 關 する 大體の 赛務を 協議し、 轮 1* は 其 事務の 執行 を 潜 〈：5 し、 會計は 本 同盟 一 


切 の 龠計察 務を司 ろ も の とす 

第七條 大 會 

1 本：！： 盟 は少く とも 三年に 一 冋大/1:>て|1き、^^^務報吿、論文朗請、 役 0; 選舉、 蒙、 懇談、 演說、 

？^^敎、 樂晚餐 式 を 執行す、 

二 大會は (母 會 次回の 年月と が" 所と を 議定す 

第八條 き  計  . 

大， 々場の^ 川 は開會 地の 諸 敎會之 を魚擔 し、 通常の 事務 費 は M 盟敎ノ けの れ 機 出金、 並に 有志 者 

の 寄附 を 以て 支辨 する ものと す。 佤し傅 道 其 他 特別の 事業に 關 する 費 金 は、 共 都度 特別の 募金 をな 

すの もとす。 

第丸條 修 正 

此规則 は大， $2 出席 議員 三分の 二 以上の 黉成 あるに あら ざれば 改 むる を^す 

之に 次で 合同に 關 する 星 野 光多 氏 等 提出の 決議案 は 議題と なれり。 

責任の 重大なる 此の 案 も 同じく！： く、 擧手 大多數 にて 可決せられ たり。 議長 は 明日 二十 名の 委員 

を 指名すべし とて、 此 日の 會議は 玆に閉 ぢられ たり。 若し 二日の 如き 有様に て 進行せば、 余輩 は 福 

昔 同盟 合の ために 歎息す るの 外な し。 日本の 基督 敎徒 は、 斯る 集會に 依りて 代表 せらる るを耻 しく 

感ぜざる を 得ざる べし。 

Si 音 同 S  二 九 五 
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二 

三日の 議場に は 敎會 同盟 組織 の 時期と 其の 手 綾と に 就きて、 多少の 議論 あり しが 結局 福音 同盟 會 

は敎會 同盟 成立す るの 日まで 其の 餘命を 保つ ベく、 而 して 後者 を實 現せし むる に 必要なる 手 績を爲 

すべき こと を、 福音 同盟 會の 役員に 一 任すべし と 云 ふに 決議せ り。 蓋し 今回 福音 同盟 會に 於て 議決 

せられた る敎倉 同盟なる もの は、 其の 基礎と 組織と に 於て 從來の 福音 同盟 會と 大同小異 なれば、 後 

者の 弱點は 依然 前者に 引き 繼 がるべく、 迚も 責任 重き 事業 を負擔 する に堪 へす。 常設の 傳道 事業の 

如き は 無論、 其の 負擔し 得ざる 所な り。 敎食 同盟 を 組織す べしとの 意見 通過せ しに も拘ら す、 思慮 

ある 人々 が 之に 重き を 置く 如く 見え ざり しも 怪 むに 足らざる なり。 滿韓傳 道の 議に 上らす、 聖書 改 

譯の 極めて 淡泊に 可決せられ、 日本 基督 敎 徒の 肩に 些 との 責任 だも殘 さす、 共同 出版 事業 も 內外十 

名の 委員に 調杳を 托した るの みに て 終局せ しも 其の 害な り と 言 は ざるべ か らす。 敎會 同盟 は 多く 論 

ぜられ すして 形式的に 可決せられ たり。 新の 如き 種類の 決 lif を爲す は、 誡を 重ん する 基督 敎 徒の 行 

動と して 不 似合な りとの 批評 を 免る、 は、 幾分 か 困難なる べしと 想像 せらる。 寧ろ 之 を 否決す ベ か 

りし 富り 0 

博士 グリ ー ンの發 題に 係る 聖書 改譯の 案が、 五名の 委員 をして 英米 glsH 會 社と 協議せ しむべし と 

«^|^野光多氏の提議せるに落着せるは、 唯一 の 可能 的 解決な り しゃも 知れす。 然れ ども 遠慮なく 之 を 

言へば、 余 は敎 派の 關 係と 均衡と に 煩 はされ、 兩， $： 社の 聯立に 伴 ふ 多くの 不便 を 有する S で 書會社 


は、 此の 改譯を 成就す るに おも 適 常なる 機關に 非す。 從 来の 飜譯は 之が ために 非常なる 不便の 下に 

辛うじて 完了せられ しもの なりと ira く。 外國 各派 宣敎師 の 問に 横 はる 多くの 面倒 あるに 加へ て、 獨 

立 を 审： ん する 祌經 過敏なる 日本の 學 者の 持ち込むべき 厄介 を 以てせば、 改譯の事業^^^た困難なるべ 

き は 、 多く の S- わ 慮を费 さすし て 推測す る を 得べ きなり。 最初 の §s ロ飜譯 が外國 書會社 によりて 成 

就せられ、 之 を 出版し、 之 を販資 する の權利 (假令 法律 的に は然ら すと する も) が、 外國 人の 手に 

ある は餘り 喜ばしき 現象に 非す。 改譯の g^sn をして 同一 の 運命に 催ら しむる は^ん ど 忍ぶ ベから ざ 

る 不幸に あらす や。 日本の sl^ 書 は 情實、 氣 兼ね、 及び 行掛り 等の 不利益に 惱 みつ- "着手 せらる &ょ 

り も、 寧ろ 志 ある 學 者が 祌の 使命 を侗 人的に 感じ、 慨然 起ちて 之に 從事 する を も 勝れり と爲 すべ 

きに 非す や。 余辈は 聖書の 改譯 が、 日本人の 资カ により、 主として 其の 統督の 下に 寶行 せらるべき 

ものなる を 信す る ものな り。 其の 聖書 を外國 人に 譯せ しめて 恬然 顧慮す る 所 無き が 如き は、 日本 基 

督敎の 光榮に 非ざる なり。 

合同 問題 は 多く の 思慮 を も 費 さす、 基 だ 容易に 可決せられ たり。 日 本 基督 敎含 六 名、 組合 敎會 六 名 

メソ. チ スト 諸派 六 名、 他の 諸派 七 名、 合せて 二十 五名の 委員 は 議長の 指名に て選擧 せられたり。 可 

決せられ たる 如く 容易な り と 思 ふ ベから ざる 此の 困難なる 然も 切 に 望ま し き大 問題 は 、 此の 委員に 

よりて 如： 1： に 運ばるべき か。 彼等 は 委員 會に 於て 合同の 基礎 案 を 提出せ しめんた めに 本 多、 小 崎、 

海老 名、 高木、 植 村の 五 氏 を選擧 せりと 聞く。 信仰 は 成るべく 輕滅を 主張すべき 重荷に 非す。 基督 

SS 音 同盟 畲  二 九 七 
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の 旨に 從ひ 如何に 多く 信すべき かと 問 ふ を 要する のみ。 信仰 は 私有物の 如く 漫 りに 取捨 增 減すべき 

に 非す。 爭 ふべ くんば 何 所まで も爭 ひ、 分る ベ くんば 唯 だ 一人と なる まで 分る」 も 可な り。 K い、 分 

れ ざるべからざる なり。 二十 五名の 委員 は 正 * 堂々 として 合同の 基礎に 一致す る こと を 得る か。 五 

名の 特別委 良 は 多くの 異色 あるに 拘ら す、 從來の 行掛り を排し て 立派なる 合同 案 を 起草す る A 一 と を 

FC: べき か。 彼^に して 之 を 能くせ すん ば、 日本の 基督 敎は 將來 永く 分裂の 渦中に. GT らを投 する に 甘 

んす るの 外な かるべし。 ま、 の 進退の 影 饗する 所 極めて 大 いなり。 若し 道の ため、 主に 於て 正常に 相 

一致す る を 得ば、 世界 の 某.， 督敎 にまで 多大なる 祝福 を 及ぼ すに 足る ベ き出來 事な り と 言 は ざ る ベ か 

らす。 日本に^ 立せられ たる 最初の 敎舍 は、 無宗派と 獨 立と を 以て、 王義 となせ しもの なり。 爾来 年 

を經る こと 三十 五、 天運 兹に 回りて 諸派 或は 少 くも 其の 主要なる もの を 合一 せし むる を 得ん とする 

か。 之 を 夢な りと 肯は 三百へ。 夢にも あれ、 大 いなる 夢な り。 決して 耻づる こと を 要せす。 斯の如 

く 夢み しむ る 基督 靈活 の 氣敎會 の に 働きて 之 を實現 せ しむ る ことなし と 首 ふ ベ か らす。 現代 の 基 

督敎徒 は 今 あるが 儘に て、 紛々 たる 宗派 を 後世に 傳 ふる を 恐る 、 の 誠意 無くん ば あるべからざる な 

り。 此の 精 祌を懷 き、 主 耶穌に 祈りて 虚心 坦懷、 鋭意 之に 從 事せば 合同の 計畫 案外 容易に 渉る を 見 

て 一驚 を i< する ことなしと せんや。 日本の 基督 敎は祌 に 期待 せらる、 所 重し。 ！？： ： 人の 意志 は將 来に 

於け る靈的 發展を 支配すべき 框機 なり。 吾人 は敎 勢の 分水嶺に 立ちて、 流れの 方向 を定 むる の 責任 

を负 へり。 余 wf は 希望と 危疑との 交々 相 生す る 胸 を is- ら せつ- -、 委 H: の 上に： t の 祝福 裕 かならん こ 


とを祈らざるを5;^す。 

日本の 共」 傅敎 をして 二 千年 問、 王 耶穌の 感化に 沐浴し、 其の 聖靈 指.！ 3- の 下に 發逑 せる 敎龠の 精祌的 

魔^ を 無視す る 傲慢 の 罪悪 を 犯す こと 無から しめよ。 余輩 は 合同の S 礎が 信仰に 於て 健全 に 歷 史的 

ならん を 希 す。 ^赞は 日本に 於て 之 を 信す る ものに 尙ほ 多くの 示すべき もの あるべし。 共の 約束 

せる 纖活 の； 敎會に 臨み、 之 を 導きて 總 ての 眞理に 達せし めんと はするな り。 日本の 甚 5^ 敎は 逸歩 

的なら ざるべ からす。 基督に 於て 益々 發 達せん こと を 期す るの 志 堅固なる を耍 す。 基督 は 西洋に： & 

て 盡 きたる にあら す。 其の 滿ち 足れる 中よ . ^東洋 の 基 1^ 敎は 新た に 受く る 所 あ るべ しと 信ぜら る。 

して 歷 を 繰返し、 先人の 遣 產を株 守して、 精 祌界の 化石た る 勿れ。 故に 合同の 基礎 は發 M の餘 

地を裕 かなら しめ、 规校 宏大、 主に 於て 膨暖 する の途 を廣く 開放せ ざるべ からす。 敎 會の攻 治に 於 

て 屈 仲 自在 にして 極めて 彈 力に 富め る 組織 を ^け て、 此の 戰鬪 的敎會 に 最も 適當 なる 制度 を 採 W す 

べし。 < ^輩 は 合同の 基礎が 信仰に 於て 叉 制度に 於て、 現在の 必要と 將 來の發 放と に對 して 最も 健全 

に 敷設され るよう、 委員の 上に 神の 指導 あらん こと を 切に 祈るな り。 

福 昔 问盟會 の 議場に は 往年の 大擧傳 道 を 追想して、 其の 再現 を 希望せ しもの 少 から ざり しゃう に 

見受けられたり。 然れ ども 多數は 之に 反對 せり。 傅 道の 意義 稍 正しく 解釋 せらる." の 絡に 就きし も 

のか。 俥 道の 方法 も 其の 深さに 於て 幾分 か 進みつ.." あるに 似たり。 福 昔 同盟 食が 漠然たる 大舉像 道 

を 否诀せ る は 、 消極的な が ら 其の 中 に 聊か 滿 足す べき もの Mi きに あらざる なり。 

^  S 同盟 倉  二 九九 
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滿韓傳 道の 議 にだ も 上ら ざり し は、 事の 惯値 なきが ために 非ざる べし。 然 らば 何故に 此の 議題 は 

沈默に 葬られし や。 蓋し 現在の 宗派 を 其の儘に 存し、 各自 分立して 思 ひ々々 の 事業 を經營 する を餘 

儀な くせられ つつ、 滿韓の 傳道は 勿論 其 他總て 常設の 事業 を企圖 する は、 現在の 敎勢之 を 許さ ざれ 

ばなる べし。 譬 へば 辛うじて 自己の 商業 を 維持す る ものが 相議 し、 资を 合せて 共同の 商店 を 開かん 

と 欲する に異ら す。 自己の 營業稍 繁昌して 外に 投資す るの 餘カ 幾分 か 生す る を俟た ざれば、 共同の 

商 寶を營 むこと 能 はざる なり。 寧ろ 一 切の 资本を 合して 一 個の 商店 を 設立す るに 若 かす。 一 家 ま へ 

難き 程の 资本を 以て、 自己の 營業を 維持す るに 加へ、 更に 共同の 事業に も 投資 せんと 試みる は 無謀 

甚 しきもの なり。 滿韓傳 道の 如き は敎派 合同の 結 菜と して 適當 なる 議題と なるべし。 宗派 分立の 今 

日 は、 之 を 議決すべく して 實行 する こと 能 はざる 企に 過ぎ チ。 故に滿^^傳道の問題が議に上らすし 

て 葬られ、 人氣の 却 つ て 合同に 傾注 せられし を 怪しまざる なり。 

大舉 I は 立 の 件 は 福 音 同盟 會 の 問題と して 嚴め しく も揭 げられ しも、 議場に は 毫も 其 の 反響 を 聞か 

す。 如何なる 見込み ありて 斯る 議題 を發 表せられ しか。 余輩 は 之よりも 更に 急務に して 然も 其を實 

行す るの 力なき にあらざる 問題 は、 傳道者 を 養成す る學 校の 設立なる ベ しと 考 ふるな り。 福 昔 同盟 

會 自身 は 斯る ことに 實際 着手すべき 機關に 非ざる は 明白な りと 雖も， せめて は 之 を 議場に 紹介し、 

獎勵 して、 其の 設立 を 促す は 其の 容易に 爲し 得べき 所に て ありき。 余輩 は 日本の 基督 敎 徒が、 基督 

の帝國 主義に 缺く ベから ざる 士官 養成の ^備に 就きて、 熱心 講究す るの 程度に 進み 居らざる を慨 


す。 福音 同盟 會が 此の 點に 心附 かざりし は、 遣憾の 一 つなり と 言 はざる ベから す。 

基督と 社 會の關 係、 基脊敎 徒と 世の 風俗 習慣、 敎會に 於け る 基 Jg? 敎 倫理の 發逹、 現行 敎育 制度の 

I 卿 ^ 的 進歩に 及ぼす 影響、 日常の 生活に 發揮 せらるべき 基督 信徒の 特色、 是 等は團 結の 茶 礎 茫漠たる 

福： 同盟 會に 於ても、 有益に 議 する を 得べき 好箇の 問題に 非す や。 敢て 安藤 太 郞君を 煩 はして 禁酒 

問 题を說 かしむ べしと 言 はす。 矢島楫 子女 史を聘 して 矯風 會の 報吿を 聞く を 要せす。 余輩 は 是等以 

外に 多くの 好 問題 を 有するな り。 福音 同盟 會は 之を議 する に 最も 適 常なる 演壇 を 供給せ り。 日本の 

基督 敎は斯 の 如き 研究 を 要する こと 久し。 其の 忘れられ たる は 余輩の 遺憾に 更に 一 つ を 加へ たるに 

非す や。 

佛敎 も、 神道 も、 東京靑 年 會館を 有せざる なり。 基督 敎は 集會に 便なる 幾多の 會堂を 有す。 基督 

敎は 自己と 關 係の 密 なる 多く の敎セ §關 を 有す。 佛敎 及び 神道 は 此の 點に 於て 基督 敎 に 及ぶべく も 

あらす。 傳道者 その 人 を 得すとの 歎聲は 余輩の 々耳に する 所な りと 雖も、 多くの 人が 悲觀 する 程 

に甚 しきに 非ざる べし。 試みに 福音 同盟 會の 議場 を 見渡すべし。 愛嬌 ある 小 崎弘道 氏、 圓 滑なる 本 

多 席 一 氏、 明敏なる 井深 梶之助 氏、 鷹揚なる 平 岩惶保 氏、 辯才 ある 海老 名 彈正氏 等 を 始めと して 人 

村 雲の 如く、 事務家 を 以て 任す る 人 も あるべし、 思想家 を 以て 自ら 居る 者 も あるべし。 加 ふるに 田 

村直臣 氏の 如き は 市場に さ へ 優勢 を 占め 得べき 手腕 あり。 {a 地 某氏の 如く 代言人 を 慰 倒す るに 足る 

べき 性 を 有すと の 衆評 を 博した る 人 あ.^。 山路 彌吉 氏の 如き 能文に して 然も 議場に 奇璜 なる 言語 

福 音 同盟 食  =ー0 一 


H" 木お 教售の 解決すべき Si 題  三 〇 二 

と 態度と を 遠慮なく 振り 廻し 得る の 討論 家に も 乏しから す。 一 つの 意味に 於て 日本の 基督 敎は人 村 

に 富めり と 言 はざる ベから す。 剩へ 多くの 敎會 は外资 輸入の 便利 を 有す。 日英 同盟が 帝 m: の 勝利に 

與 かれて 力 ありし とせば、 日本の 基督 敎は 之に 劣らざる 多くの 便利 を 有する に 非す や。 一一 目 ふ 勿れ、 

日本の 基督 敎は 多くの 不利益の 下に 戰鬪 しつ、 ありと。 現今の 傳道 ほど 順境なる もの は 古今の 僚. 道 

史に 其の 類少 かるべし と 信す。 而 して 日本の 基督 敎が 目覺 しく 振起せ ざる は 何故 ぞゃ。 是れ 余輩の 

深く 自省して 祈り、 りて 研究すべき 大 問題に 非す や。 

思うて 玆に 到れば 余輩 は 福音 同盟 會が 信仰的 の 方面に 多く の 注意 を拂 はす、 靈的 の 修養に 力 を 用 

ふろ ことの 少か りし を殘念 に 感ぜ ざ る を 得す。 信仰 復興 の 問題が 福音 同盟 會に 重ん ぜ られざ るを悲 

むとの 不平 を、 聖餐 執行 前の 集會に 漏した る 議員 ありし を 記憶す。 余輩 は 之に 同情 を 寄す る ものな 

り 0  一九 〇 六 年 五 STCi 音 新報) 

日本 基督 敎會の 解決す ベ き 問題 

日本 基督 敎會は 昨年の 大會に 於て 爲 せる 其の 決議に 由り て 多くの 問題 を 引き受けたり。 來る 十月 

問 かる； F き 其 の大會 は 之が 爲に 多くの 熟議と 討；^厕と を 要する ことならん。 前日 大ノ t; が發 したる 教書 


を此 所に 根げ、 次 號には 1 一三の 問題に 就きて <^眾 の 所見 を IE 陳 すべし。 

『明 ュめ卅 八 十月 十一 日 束 京 芝 敎會ノ t; 堂に 開かれた る 日本 督敎 會大會 は祌の 恩命 を 被り、 21 じく 

耶穌^^^普の名を奉じて、 帝 國 及び 束洋 諸！； に 道を俾 ふるの 责 任を冇 する 我が 諸 敎會、 諸 國體、 及び 

兄お 姉妹に 書 を 寄す。 

n 木^ 督敎食 は 創立 以來年 を 閱 する こと 三十 三、 之に 馬す る敎會 及び 講義 所 一 一 に垂ん とし、 共 

の 倚. 迸の 勢力 渐く 海外にまで 膨胺 しつ、 あり。 初めより 宗派に 拘ら す、 聖徒の 歴史的 繼承を 尊重 

し、 加 \f、J の啓發 に. 5 りて 新たに 開展 する の精祌 を尙 ぶ。 其の 信仰 上の 主張 穩健 にして 進歩的な り。 

而 して 敎今獨 立 自給の 宿士れ 其の 組織の 根底に 存 する もの 甚だ 深し。 吾 儕 は 召 を 被りて 絡 を 此の 敎ノぽ 

に 列ね、 其の 信仰と 希望と に 與るを 光榮 とす。 之と 同時に 多く 與 へらる、 に 伴 ふ 責任の 假 かにして 

大 い. なる を覺 ゆ。 K 循姑 H 气 此の 恩寵 を 空う せ ざらん こと を 期せざる ベから す。 時勢 は 曰に 切； a せ 

り。 n 木 丼 i 督敎會 に 向 ひて 其の 刷新 を 促し、 其の 感奮 事に 當 らんこと を 要求す るの 聲 頻りに 至る。 

n 本 K 督敎食 は 明治 五 年 三 月 外國の 宗派 に屬 せす、 寬宏な る 信條を 基礎と し て 立せられ たり。 

nj" 倚 は當時 を冋 憶して 感謝と 希望と に充 さる、 に 非す や。 日本 基督 敎會 は明ュ め十ハ 牛、 日本 ii お 3 一  致 

敎舍 なる 名稱 の 下に 他 の 二三 の 團體と 合同せ り。 爲に其 の信條 の繁 雜に陷 りし 如き は 吾 倚 の 遗憾と 

する 所 なれ ど、 之に. て 敎舍の 擴張を 促進した るの 利益 叉 見るべき ものな きに 非す。 ffi:! 倚 は 日本 

督敎. t:、 一  致敎會 時代に 於ても 多くの 點に 於て 滿 足せ すん ば 有らざる なり。 

口 水 基お 敎 食の 解決すべき 問題  三 〇 三 


日本 基 6 敎會の 解決すべき 問題  一二  0 四 

明治 二十 三年 帝 國議會 創設の 歳、 日本 基督 敎會 は繁雜 なる 信 條をー 掃して 現行の 信條を 採用し、 

日本 甚瞥 敎會 なる 名稱の 下に 其の 新たなる 歷史に 入る こと を 得たり。 明治 一 一十三 年の 改革 は 菜斷決 

行、 其の後 世に 及ぼせる 影響 甚だ 大 いなる を認 むべ し。 

吾 軍 淸韓の 海陸に 戰 ひて 世界の 歷史に 於け る 帝 國 の 體面を 一 變 せしめた る 明治 一 一十 七 年、 R: 本 基 

督敎會 の 傳道局 は 生れ 出で たり。 是れ曰 本の 傳道史 に 8f 大書すべき 事實 とす。 日本 基督 敎會が 己 

の 責任と 勢力と を自覺 せる 意識の 此の 一大 發展は 其の 効力 旣に顯 著なる もの あり、 將來に 於け る 其 

の 影響 更 に大 いなる ベ きを 疑 ふ ベ か らす。 

以上 四つの 大 いなる 時期 を經 過せ る 日本 基督 敎會 は、 征 露の 戰、 國運 進展の 結 某、 甚だ 裕 かに 其 

の 終局 を吿 げたる 本年 に 於て、 其の 歷史に 第五 の 時期 を 劃す ベ き 重大なる 決議 を爲 せり。 

其の 第一 に 曰く、 

各 敎會の 自給 獨立は 從來 我が 日 本 基督 敎會 の 主義と する 所、 今 大會は 其の 趣旨 を 貫徹 せんが 

爲に各 中 會に向 ひ、 左の 方針に 從ひ實 行せ しむる こと を 決議す 

1 各 中會は 自今 其部內 に 於て 自給 獨立 する 力なき 信徒の 圑體を 敎會に 組織せ ざる 事 

二 自給 獨立 せざる 信徒の 團體を 傳道敎 會と稱 す。 

一 一 一 各 中會は 其の 部內 にある 敎會の 狀態を 調査し て 未だ 自給 獨立 せざる もの は 明治 四十 年 九月 

を 期して 自給 獨立 する こと を獎勵 する こと、 而 して 其 時期に 至る も尙ほ 自給 獨立 する こと 能 は 


ざる もの は 傅 道敎會 に 編入 の 手 辯き を爲す 事。 

其の 第二に 曰く、 

1 日本 敎 きと 各 ミツ ショ ン との il に 協力の 實存 せざる こと は旣に 明治 卅 年の 大.^ に 於て 

明かに 認めた る 所に して 雨來毫 も 改ま る 所な く 協力 の 3- 込な きも の と 判定す。 

一 一 大會は 三 名の 委員 を擧げ 協力 問題の 來勝を 明白に 叙述せ しめ 大會 議長の 名 を 以て n 本基赞 

敎者 全體に 通知し 又 從來關 係 を 有せる 各 ミツ シ" ン及其 本局に 通吿 する こと。 

蓋し 一 個の 敎會は 自己の 實カを 以て 禮拜を 維持し、 外に 向 ひて 傳 道の 責任 を盡 し、 内 は 信徒 を修 

- 養す るの 機關 及び 設備 を 有する ものなら ざるべ からす、 第一 の 决議は 此の 精神 を 具象せ しものに 

て-. 共の 効 si^ 概ね 次の 如し。 

一 日本 基督 敎會 に屬 する 各個の 敎會は 此の際 大いに 主 の爲に 克己 奮勵 して 其の 機關と 設倘と 

を 整へ、 眞 に敎會 たるの 體 面を完 うして 本 決議の-趣旨 を實 行す るを努 むべ きなり。 

1 一 明治！： 十 年 九月 ま で に斯く の 如く 實 行し 得 ざ る もの は 傳 道敎會 に 編入 せらる ベ し。 

三 各國の 敎會は 各自の 發達を 圖るを 以て 其の 能事 終れり とな さす， 他の 敎會は 相呼應 し、 互 

に 相 助く るの 道を講 すべし" 

四 自今 各 中 會は獨 立の 實 力なき 信徒の 集會を 組織して 敎會 となす ベから す。 

五 备中會 は 此 の 決議の 實行 せられん こ と を 督勵す る の 責任 を 負 ふ ベ し。 

n 本 基 „_8敎«： の 解決すべき 問 ia  三 0 五 


日 木 基 s 敎會の 解決すべき 問題  三 0 六 

第二の.. 決議 は 日本 基督 敎會と 各 ミツ シ 3 ン との 關係を 明かに 爲すを 以て 其の 目的と す。 而 して 其 

の 効力 蓋し 下の 如し。 

一 從來 曖昧の Si に 協力の-名 を 有せる 外國 ミツ ショ ンと 日本 基督 敎會 との Si に 其の 協力の 關係 

自今 絡 無な る 事實を 明白に せり。 

二 旣 に外國 ミツ ショ. ン にして 協力の 關係 絡え たる 以上 は、 之に 屬 する 外 國宣敎 g の、 曰 本 基 

督敎會 に 出入す る もの も、 常に 之と 協力す る こと 當然 不可能と なりたる を 以て、 今後 個人と し 

て も 協力す る ものと 稱 せらる &を 得ざる. 弗な り。 

三 協力 絕 えたる 外 國 ミツ シ 3 ンに 馬す る外國 宜敎師 は、 中會 大食に 於て nsr 外 議員た る こと を 

得す。 

四 各 中會は 其の 部內に 於け る 内外の 交涉 を嚴. 止に 調査し、 本 決議の 趣旨 を 貫徹して、 日本 基 

督 敎會獨 立 の 實を 完ぅ せんこ と を 圖る ベ きな り 。 

然れ ども 第二の 決議 は、 漫に 外人 を 排斥す る 精神に 非す。 又絕對 的に 總 ての 協力 を 担 否す る もの 

に 非ざる なり。 相 當の手 核 を 踏み、 健全なる 方法の 下に、 協力 を 提議す る もの あらば、 tn 本 基督 敎 

會は 茶督の 名に 於て、 神國擴 張の 爲に 他の 團體と 提携 事に 常る こと を辭 せす、 而 して 其の 提議 者の 

內國 人た ると 外國 人た ると を 問 はざる べし。 

日本 基督 敎會大 會は此 等 一 一つの 決議 をな せり。 吾 倚 は 之に 因りて 精神的 試金石 を與 へられたり。 


敎， $: は 克己 献身 自己の^ 備を充 資す る のみなら す。 他の 微 なる 國體を も 獎勵扶 被し て 獨立 自給の 

R 的を完 うせし めんこと を 努めざる ベから す。 微弱なる 敎會 及び 講義 所 は 此の際 大いに 裔 起して、 

露に 敎曾 たるの 體質を 具 ふるに 至らん こと を 園らざる ベから す。 其の 受く る 所 の 補助と 之 を受く る 

の 方法と によりて 日本 基^ 敎會の 精神 を 害する ことな からん こと を 期し、 主に 依りて 自ら 起つ の 志 

を e^- うし、 着々 健全なる 發達を 遂げん こと を心掛 くべ し。 

日本 基督 敎會は 此等ー 一つの 決議に S りて 投 掛けられ たる 責任と、 之より 生すべき 健闘と に 依りて、 

大に 其の 精神的 發质 を爲 すの 好機 會を與 へられたり。 其の 目覺 ましき 發 達を遂 ぐる も兹 にあり。 

其の 好機 會を 逸して 精祌 上の 敗？ たらん とする も亦玆 にあり。 主！：： く、 『汝尙 1 事を缺 く。 完 からん 

こと を 欲せば、 總 てのもの をき り、 之 を 貧者に 施して、 我に 從へ』 と。 當 年の 富める 靑年は 之 を 聞 

きて 悲み、 ffi 然として 耶穌の 下 を遁れ 去れり。 日本 基叔 敎食は 決して 斯 くの 如くなる ベから す。 大 

.^"は總ての兄^^^姉妹等が中會に於て、 敎會に 於て、 總 ての 團體に 於て、 發憤 興起、 克己 献身、 同心 

協力、 大小 强弱 相扶 けて、 以上 二つの 決議に 具象せられ たる 日本 基督 敎會の 宿志 を 成就 せられん こ 

と を 希望し、 且つ 熱心に 之 を獎勵 す。 敎會の 健全なる 發逹を 吾 倚に 負擔 せしめた る 基督の 聖 各自 

€： に裕 かに 注がれ、 兄弟 姊 妹の 主に 對 する 忠誠 及び 熱愛 能く 時勢 及び 責任の 耍 求と 一 致せん こと を 

敎會の 司牧大 監督者に 懇禱 す。 

去年の 大食に 於て 內外 協力の 正當に 存在す る もの 無き を 認め、 公然 各 ミツ シ 3 ン 及び 其の 宜敎師 

口 木 t^s 教 食の 解決すべき 問 n  三 ◦ 七 
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と 手を切る 事と なり し は讀者 の 熟知 せらる、 如し。 

然れ ども 因襲の 久しき、 情實の 其の 間に 纏綿す る 事の 深き、 大會の 明快なる 決議 も、 日本 基督 敎 

會の 全部 を 通じて、 其の 論理的 自然の 効力 を實 現す るに 至らす、 宛 かも 國 際の 關 係に 於け る 密輸入 

の 如き 事實 依然として 存 せざる に 非す、 或は 中 會の糾 織、 員外 議員の 選出 等に 就きて 1 有る まじき 

事の 责 際に 行 はれた るが 如き 疑 ひ 無き に 非ざる なり。 

一方に は 年來 日本 基督 敎會と 親密な る 關係を 有し 居た る 外國宜 敎師 にして 大會 去年の 決議 に. H り 

本國の 傳道會 社に 對 する 一 靴の 感情に 當 惑し、 自己の 進退に 行き 惱み、 其の傳道に^|5々の=1^^岡を生 

じて 煩悶す る 者叉少 からす。 彼等 は 事態 を 此の儘に 放任す る 事を好ます、 日本 基督 敎會 との 關 係に 

就きて 何等かの 活路 を 開かん 事 を 切に 希 51*^ しつ、 あり。 其の 有樣に 同情 を 寄すべき もの 無き に 非 

らす。 

此の際 外阔宜 敎師の 進退に 窮 せる を 奇貨と し、 之 を 利 川して 周旋 奔走、 餘り 尊敬すべからざる 動 

機と 手段と を 以て、 面 .01 からざる 行動 を恣 にし、 敎會の 中に 理. M も 無き 物議 を釀 し、 無邪氣 なる 信 

徒 を 惑 はさんと 八ん つる もの 或は 之 無き に 非ざる べし。 事態 斯の 如きなる 故に、 今年の 大會は 愈々 進 

んで 去年の 決議 を實 にし、 其の 精祌を 貫徹す るに 必耍 なる 方法 を 講じ、 成る 可く 敎會の 氣を淸 掃 

し、 一致 國結を 堅固に し、 其の 大 いなる 使命 を 全うせん 事 を圆ら ざるべ からす。 是れ 日本 基督 敎食 

が 自己に 對す るの 責任に 非す や。  - 


n 本 港： 敎 #は宽 大 なる 信 條と 日本に 於け る獨立 敎會の 健全な KM 立 を 期す る を 以て 创立 以來の 

主¥」 爲 せる ものな り。 然れ ども 外人 を 排斥す るの 意趣 毛頭 之 ある ものに 非す。 c: 山なる 信 條を重 

ん すると、 獨立敎 會の發 達 を 期 するとに 故障な き 限り、 何れの 人 にても 基！^ を 信じ、 せ. ハの聖 國の事 

實に 巾て 蓖 なる ものな らんに は 之と 親み、 事 を 共に し、 力 を ®^ る 事を辭 せす。 況 んゃ當 初より 淺か 

ら ざる 情： _ ゆ： を 結べる 人々 に 於て を や。 R 本 基督 敎 會が咋 年の 如き 決議 を爲 せる は 久しく 忍びた る 

末、 ^^^に於て！^已むを得ざるに至りしを以てのみ。 

故 に 日本 基 敎會は 正當 なる 方法 を 設け、 深厚な る 好意 を 以て 年来の 交情 を 溫め んと 欲す る.^ あ 

ら ば、 無碍に 之 を 斥け ざるの み ならす。 寧 ろ 自ら 進ん で 彼等 の 來り得 ベ き 門戶を f の ^散 無 か ら 

ざらん や。 是れ 日本 基督 敎會が 外に 對す るの 道な りと 謂 はざる 可ら す。 

ft の 裹情斯 くの 如く、 外の 事情 も 亦 彼が 如き もの あり。 旣に 宣教師の うちに も 事の 成り行き を 歎 

き、 虚心 坦懷、 之 を 救 ふの 途を 講ぜん と 欲する もの 少 からす。 日本 基督 敎會 其れ 自身 も 其の 主張の 

ヒに 立ちて 新たに 進路 を 開き、 以て 去年の 決議 を實 現せし むる の必 耍を感 する こと 切なり。 

今年の 大食に 褐 出せら るべき 案の 中に 1 敎 會の處 澄に 關 する もの あり。 此は 昨年の 決議より 生 

じ、 其 結 # 、を 滴 當に 陳述した るまでの もの なれば、 別段議論を煩はすほどに^^.-るまじと思はる。 

然れ ども 5! 力に 就きての 決議案 は、 し 多少の 議論 を 招くべし と豫想 せらる るな り。 或る 方面よ 

り は、 旣に 昨年の 如く 決議して、 明. G に 手切れと なりし もの を、 大食の 側より 進んで 協力の 門 戶を 

=木|.1^ほ敎食の解決すべき問題  ；11〇 九 
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開放す るが 如き は 其 の 烕信 に も關す べしとの 異論 を iP ふる 事な らん。 

此は 一 摩： 道理 ある 疑惑なる べし。 併し乍ら 昨年の 大會 の 決議 は 總て の 協力 を 排斥した るに あら 

す。 外國宜 敎師の 態度 穩 常なら す、 從來の 如き 關係を 維持す る は 日本 基督 敎 食の 將來に 害 ありと 認 

めて、 手切れの 決議 を爲 したる のみ。 場合によりて は 此の方より 雅景： を 以て、 彼等が 反省の 結 

其の 能い 度 を更 めて 來り 得べき 門戶を 開く は 基督 敎的友 道に 適へ り。 况んゃ 井深、 梳村、 ィムブ リイ 

其の 他 之.. V 賛成す る數 氏の 名 を 以て 配布せられ たる 建議案の 如き は、 其の 實、 宜敎師 側の 有志 者 熱 

心に 周旋 せられし に 起因す と 聞く に 於いて を や。 表面 は 大. 先づ 之れ を 決議して 彼 に 論告す るの 狀 

なれ ども、 其の 眞相は ィムブ リイ 氏 等に よりて 代表せられ たる、 外國 宣敎師 等の 發 意なる を 忘る ベ 

からす。 

或は IE く、 『假 令斯る 決議 を Is す も 各 ミツ ショ ン との 談判 意の 如く 運ぶ まじ。 よし 交渉 都合 好く 纏 

り 5£ たりと すろ も 之 を實 行す るに 至りて は 困難 巧 出、 却って 寄 を受 くる 事少 からざる べし。 旣に手 

切れと なりし こそ なれ。 更に 交 涉の端 を 開かん とする は、 思慮 淺き搌 舞な り』 と。 

餘程 勢力 ある 申 分なる を認 む。 然れ ども 是れ 過渡の 時代に 當り、 斯 くの 如き 事情の 下に は、 己む 

を 得ざる 一時的の 措 Ira なる を 思考せ ざるべ からす。 <AJM をして 腹藏 なく 首 はし むれば、 協力の 關係 

は 或る 意味に 於て 一種の 腐れ 緣 なり。 總 ての 腐れ 緣の 如く 全く 之を斷 絡す るに は少 からざる 辛抱と 

芋 と を 要すべし。 大^ は旣に 手切れの 通知 を發 したる に 相 遠な し。 然れ ども 彼に も 之 を 遣 憾に思 


ひ、 共の 3sra^ に 苦 il する の狀 察すべき もの あり。 此の方に も尙ほ 未練 (或は 『埃 及の 肉の 鍋』 に戀 

々たる 向き も あるな らん) を殘 して 新 秩序に 廿 心せざる 翠も なきに あらざる べし。 今年 大會に 指 出 

せられん とする 建議案 成立した る曉、 Ei- して 良好なる 協力 行 はるべき や、 外國宣 敎師 の團體 より 如 

何なる 提案 を爲 すべき か、 此等は 確かに 豫 測し 得べき 限りに あらす。 多年の 友！？，.^、 基蝥 者の 禮 5^ 及 

び 必然なる 結論に 達するべき 過渡の 隱序 として、 斯 る 建議 を爲 し、 若く は 之に 赞成 する も、 惡 しき 

車 あらざる べし。 建議案 は大會 をして 或る 定まりた る 協力 を 直ちに 決行せ しめんと する に 非す。 正 

當 なる 申出 あらば 此の 門戶を 開かし むる までな り。 總て の 其の 具體 的の 條件を 取^す る 如何に 在る 

なり。 今より 取 越して 苦勞 すべき 事に 非ざる べし。 

或は 曰く、 『協力の 機關を 大會 に 限り、 然も 傳道 局 をして 彼より 交涉を 受け a つ 之 を W. 行す る _s 任 

に當 らし めんと する が 如き は 最も 不可な り』 と。  . 

然れ ども 外國 ミツ ショ ン との 交涉 及び 協力 は 無論 日本 基督 敎會の 中心なる 大會に 於て 爲 すべき 事 

に 非す や。 各 中 龠が思 ひ 思 ひに 之 を 爲す時 は、 種々 の 行 違 ひ を 生じ、 日本 基督 敎會 全體の 利益と 體 

面と を 傷 ふ 事 も 起るべし。 之 を 大會に 於て 決し、 a つ 行 ふとき は處 置の 一 致 を 保ち、 秩序 を 維持 

し、 健全な 發達 を保證 する の 利益 明白な りと 一一 一一 〔 はざる ベから す。 北米 合 衆圃を 以て 之を譬 へん 

に、 外交の 談判 關稅の 問题、 及び 宜戰蹄 和の 如き、 皆 ワシントンの 政府 之 を處理 す。 各 州に 於て 恣 

に 之 を 決行す る 事 能 はざる なり。 然せ すん ば 合 衆 國は國 家と して 一 日 も 存立 せん 事 思 ひも 寄らす。 

H 本 K ほ 敎售の 解決すべき 問 三 一一 


日 木 の 解決すべき 問題  =1  一二 

鎮西 中會は 自己の 好む が 儘に 條件を 定めて 外國の 敎會と 協力し、 其の 結 * として 良 外 議員 を 大食に 

選出し、 浪花 中 會は叉 他の 方法 を 採りて 同様の 事 を 行 ふべ しと 云 ふが 如き 場合と なり、 各 中 會區々 

に 思 ひ 思 ひの 事 を 行 はビ、 日本 基督 敎食は 非常なる 迷惑 を感 すべし。 敎 會の獨 立、 祌舉の 自由なる 

發達、 憲法 上の 秩序、 傳 道の 一 致、 總 ての 活動に 於け る 調和 等 皆 之が ために^ 外の 紊亂 を來 たし、 

妨害 を 被る 事な らん。 協力 は 敎舍に 取りて は 外交の 大事な り。 大會に 之を統 一して 其の 秩序 を 保 

ち、 北ハの 健全なる 方針 を 維持す る は、 E!^ も 必要なる 事な り。 然る を 之に 異論 を揷 むは 解し 難き 所な 

り。 多く は 地方 的の 感情に ま 配せられ、 其の 近視 的 利害に 導かる るの 結 茶に て、 大體に 通じ、 敎會 

永遠の 發 達に 忠實 なる 霄議に 非す。 時として は 其の 情實卑 むべき もの あらん を 恐る。 日本 基督 敎會 

をして 支離滅裂 十八 省に 分れて 種々 の 害 を 被り、 進歩のへ  1^ 一 上に 行き 惱 める 支那 帝國の 如くなら しむ 

る 勿れ。 又此 等の 事 を傳道 局に 托する は 何故に 不可なる か。 余 M. は强 ひて 傅 道 局に 之 を 一 任す ベ き 

事 を 主張せ ざるべし。 之が 爲に 特刖 の機關 を^く る も、 或は 可な らん。 然れ ども 事 全く 傳道 に關 

す。 而 して 傳道 上の 統一 を 保つ を 望ましき 事と なさば、 傳道 局が 當然 之に 當 るべき 機關 たる は、 多 

くの 議論 を 要せ. f して 明白なる べし。 是れ 最も 自然に 適へ る虚 置に 非す や。 何故に 强 ひて 傳道局 を 

して 之に 任ぜ ざら しめんと する か、 余輩 は 其 の 理由 を 315- 出す に 苦むな り。 

1 九 〇 六 年 九 H- (福音 新報) 


日本 基督 敎會 大き 

余 _ ^をして 本 の 大食に 就きて 思 ふ 所 を 一一 目 は しむれば， 

^  „ 大食が 引き 緒き て 良き 議長 を たる を 好 遠と すべし。 前 議長 山 本 秀煌氏 は判斷 明晰、 意志 

堅 確、 議事の 進行 をして 流る \ が 如くなら しめたり。 今囘の 議長 井深 梶之助 氏 は 頭腦の 透明なる と 

共の 措置の g 熟なる とに 依りて 議場の 整理 殆ん ど遣憾 なきが 如く 感ぜし めたり。 斯の 如き 事に 懸け 

て は 二 氏 共に 多く 5：： 難き の才 なりと 云 ふ ベ し 。 

t 生 一 昨年の 大會に 於て 外國 ミツ ショ ン との 協力 全く 斷絕 せりと 決議せられ たるに も拘ら す、 外 

國 宣教師 は 長 外議， rM として 日本 基督 敎會の 諸 會議に 議席 を 有し 得べ しと 思 ふ ものな きに 非す。 現に 

或る 方面に 於て は 個人的に 協力 を爲 すと 云 ふ ロ實の 下に、 公然 其の 員外 議員た る を 認めた る もの あ 

りと 聞く。 此は 去年 決議せ る 大食の 方針より は 無論 不條理 に 相違な しと 雖も、 如何に せん 決議の 文 

字不 なりし 爲、 此の 不幸なる 事情 を 利用して 兎角の 異議 を 此の間に 挿む 徒 も、 或は 之な きに 非 ざ 

るべ し。 今年の 大食が 協力の 關 係斷絕 せる ミツ シ 3 ン の外國 宣教師 は 員外 議員た る 事 を 得すと 明白 

に^^議せるは， 快刀 亂麻 を斷 ちて 或る 種類の 紛擾 を 醸すべき 餘地 なから しめたる なり。 

:«木^^鬆敎《大^  三 一 三 


= 本 s&g 教會大 倉  三 一 四 

第三 大食の 議場に 於て は ィムブ リイ 案と して 知られ、 井深、 植村、 ィムブ リイ 其の 他赘 成者數 

氏の 名 を 以て 提出せられ たる 內外 協力に 關 する 決議案 は、 討論 を 重ねた る 末、 遂に 可決 せられた 

り。 決議の 趣意 は 日本 基督 敎會 は！^ 當 なる 意味に 於て 協力 を 申込む もの あらば、 强 ちに 之 を 担絕す 

る ものに 非す。 從來の 緣故も 深き 事 なれば、 其の 基礎 を 正しくし、 當然の 手續を 踏みて 協力 を 求む 

る もの あらば、 之 を歡迎 する に躊路 せざる べしとの 精祌を 表明す るに ありき。 此の 案の 決議せられ 

たる は、 外に 對 する 日本 基督 敎會の 友誼 的 態度 を發 揮す るの 効力 少なから ざるべし。 然れ ども 此の 

決議案 を黉 成せる ものの に 一 種の 迷信に 類せ る もの ありし は 一 つ の 遣憾 なりと 云 はざる ベから 

す。 8- は 思へ らく、 『今や 傳道 多事 而 して 资カ 欠乏 を吿 ぐるの 際、 協力 を歡迎 して 所謂 外 资輸人 を 

謀る に 若 かす』 と。 .^^輩は傳道に於ける外资輸人其れ自身の寳益を疑ふものなり。 然れ ども 此の 點 

は 暫く； m りと し、 一歩 を 進めて 外國 ミツ シ" - ンが 現在 日本の 傳 道に 使用し 居る 以上に 资金 を增 額す 

るの 兑込 あり や を 問 はんと 欲す。 余輩の 見る 所 を 以てすれば， 將來 ミツ ショ ンの 資金 は 漸次 減少す 

ベく 決して 增 額す るの 見込な し。 或る 外 國傳道 局の 如き は 旣に手 を 縮めつ、 あるに 非す や。 故に 協 

力の 方法に 依りて 资 金の 增加を 見ん と 欲する 人々 は 其の 餘ひ 立派なら ざる 目的に 於て すら 失望す る 

事な らん。 或は 現在よ ひ 以上に 增加 せざる も、 目下 使用せ られつ、 ある もの だけにても、. 之 を 利用 

すれば 莫大の 利益に 非す やと 言 ふか。 是れ 常識 を 銜ふ大 いなる 誤算な り。 外國宜 敎師の 日本に 於て 

使 W する 资 令-は 大抵 彼等 自身の ために 消費 せらる \ ものに て、 日本人の 傳道者 及び 彼等の 住宅、 其 


の他^^接傅道の爲に使用せらる-^は、 之に 比して 極めて 少額なる を 忘る ベから す。 統計表に 依れ 

ば、 日本 基 1^ 敎會 に緣故 ある 外國 ミツ ショ ンが、 實際斯 の 如き 用途に 费す 金額 は 僅かに 二 萬 六 千 六 

百卅 叫 圆に 過ぎす。 之 を 各 ミツ ショ ンに 分配 すれば、 協力 を 期し ら る.^ ミツ ショ ンの分 其の 半ば 

を も 越えざる べし。 假 りに 協力 傳 道の 用途に 當て 得べき もの 一 萬 五千圓 なりと せよ。 從來の 傳道地 

と傳道 者と は 行き 懸り上 其の儘 引き 繽く 可き もの 多 かるべし。 換ー 一目 すれば 一 萬 五 千 圓の中 一 莨 際 活用 

せられ 得べき もの 餘り 多き を 得ざる べし。 一 萬 五 千圓は 多く 活用 せらるべく、 共の 活用 せらるべき 

もの 三 11 千圆に 達する を 得ば、 上首尾な りと 云 はざる ベから す。 傳道資 余： を增 加す るの 目的 を 以て 

協力 を 必要と する もの は 其の 得 る 所 之 だ け の 金額 を 使用す るに ある を 記 憶す べし。 日 本 基督 敎會は 

今の 分に て 三年 を經 過せば、 之より 以上の 資金 を獨立 し て ま 出す る 事 を 得べ し。 

然れ ども 協力に 關 する 決議案 は 主として 資金の 問題に 非す。 友情の 義理に 基け る も のと 知る ベ 

し。 ？ 令资 金の 方面に 於て 益す る所少 かるべき も、 友 道を盡 すに よりて 之よりも 更に 優りた る滿足 

を 得べき なり。 

第 四 さる にても 大食が 其の 協力の 對手 として 提携す る は、 米 國傅道 局より 派遣せられ たる 外國 

宣敎師 等 の 團體な り。 日本 基督 敎會は 外國宣 敎師等 の屬 する 傳道 本局と 直 si 係 をお する ものに 非 

す。 其の 交涉 する 對手は 本局に 非す して、 其の 派遣せ る外國 宣敎師 なり。 玆に 於て 次の 修正案 は提 

出せられ たり。 

B 本 敎 會大會  三 一 五 


3： 木 基 e 敎售 大食  三 一 六 

『協力 傳 道と は 他敎 食より 派遣せられ たる ミツ シ" - ンが 其の 本 國敎會 若く は 其の 適當 なる 機 關と日 

本 基督 敎會傅 道 局と の 交涉に 基き、 且つ 大體に 於て 之 を 管轄す るの 榄利 日本 基督 敎會 に存 する こと 

を 承認して、 其の 部內に 於け る、 若く は 之と 關聯 せる 凡ての 傳道 事棄を 大食が 傳道 局に. 3 りて 承諾 

したる 方法に 從ひ、 實施 する 所の もの を 云 ふ。 實際斯 の 如き 傳 道に 從 事す る を 協力 ミツ シ 3 ンと 

す』。 

修正の 耍點は 同盟の 對手を 直接に 外 國敎會 若く は 其の 傳道 本局と し、 日本に 於け る 外 國宜敎 師 と 

協力す る は 無論 なれ ど、 必要に 應じ 直接に 本局に 向って 請求し、 時として は 在日 本 外 國宜敎 師を彈 

劾す るの 便利 を 有する にあり。 而 して 此の 種類の 協力が 唯 だ 宜敎. 師と 締盟 せらる、 よりも 一 暦 安全 

にして、 體面上 も 立派なる は 何人と 雖も 首肯す る 所なる べし。 此の 修正案に 反對 せる 井深 梶之助 氏 

の 如き は、 是れ理想上もっともなれども15^-^31:1むを得す殘念乍ら之に反對すとー百はれたり。 已むを 

得ざる 事情と は何ぞ や。 余輩 は 大事が 屡.^ 情實 の爲に 誤られし こと ある を 知る。 大食の 多數が 此の 

修正案 を 情 實の應 迫に 葬ら しめたる は、 大 いなる 失策なる べしと 信す。 該 修正案に して 成立したら 

んに は、 日本 S 督敎會 は 世界 傅 道 歴史に 一 新紀元 を 開き、 外國傳 道の 改良に 一 大 刺激 を與 ふる 事 を 

得たり しもの を。 

然れ ども 修正案の 通過せ ざり し 遣 憾は日 本 基督 敎會 に 於て 敢て 忍ぶべからざる 打擊 にも あらざる 

べし。 假令 交渉の 結 3^ 協力の 結^ 成立す とも、 此は 今日の 場合 臨機の 處置 にて、 過渡 時代の 約束に 


過ぎす。 断の 如き 議論 を 11 はすの 必要な き 時期 遠き に 非ざる べし。 日本 基 敎， に は 近き に 之 を 期 

待す るを容 すだけ の 健全た る實 カ^ すれば なほ。  .  一 0 六 年 1 0  ssiis 

外 國 宣 敎 師 

n 本に 於け る新敎 派外國 宣教師の 數 男女 合して 約 九 百 人。 彼等が 費す 所の 金額 は 每年ー 一 百 萬圓以 

上に も违 する ことならん。 外國 基督 敎者傳 道の 志 を 以て 斯の 如く 多數の 人と 多額の 金と を 我が 國民 

の 上に 投す。 利益と 侵略と を 事と する 世界に 此の 事實 ある は、 聊か 人道の 面目 を 維持す るに 足る の 

感 なくば 冇ら ざる な り 。 

ir 本の 基督に 在る 諸 敎會は 其の 淵源 を尋 ぬれば、 外國 宣教師の 道を傳 へたる に 基かざる もの、 餘 

り 多から ざるべし。 彼等 は 日本人の 信仰に 於け る 父な りと 謂 はざる ベから す。 日本の 基督 敎が、 外 

國宣敎 師に負 ふ 所 頗る 大 いなり。 

外 闕宣敎 師に對 する 責任 

日 本の 基督 敎 者が 外國諸 兄弟の 厚意に 酬ゅ ベ きの 道、 蓋し 一一 一 つ あ り。 
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彼等 は 某 督敎を 深く 其の 國 土に 扶植し、 其の 精祌を 消化し、 之 を 信す るに 於て 聖 まの 啓 發に由 

り、 自己の 特色 を發 揮して、 世界の 基督 敎に 貢獻 する 所 あらん を 期し、 獨 立の 信仰 獨 立の 敎會、 實 

に 外圃傳 道の 功鎮を 明かたら しむる は、 日本 基督 敎者 責任の 一 つなり と 云 ふべ し。 

自國 の傳道 を負擔 する のみなら す、 亞， 1 亞諸國 に 福音 を宜傳 する に 於て、 外國 基督 敎 徒と 其の 事 

業 を分擔 する こと 宛 も 北 淸の亂 に 日本の 國 旗が 同盟軍の 間に 輝け る 如くなら すん ば 有らざる なり。 

是れ 其の 義務の 第二な り。 

第三の 責任 は外國 諸兄お の 厚意に 出で たる 幾多 宜 教師の 努力と 共の 資金と が冇 益に 用ゐら れん 事 

を 望み、 苟 くも 彼 都の 傅 道に 誤 謹 あるに 於て は 忠寳に 之 を 論じ、 彼等の 本國に 在る 有志 者 をして 失 

望せ しめ ざらん 事 を 岡らざる ベから す。 日本の 恶督敎 者 は姨捨 山の 故事の 如く 老朽せ る外國 {d 敎師 

を 冷遇す べきに 非す。 之 をして 有終の 美 を 成さし め、 出來 得べ くんば 外國 宣敎師 をして 錦 を 着て 故 

鄕 に歸ら しむる の 高義を 全うす ベ きな り。 

第一 及び 第二の 責任 は 甚だ 明白に して 今更 論す るを俟 たす。 余輩 をして 第三の 責任に 就きて 聊か 

一一 一一 a ふ 所 あらしめ よ。 

曰 本 は 九 k:: 人の 外國 宣教師 を 要する や。 人口と 俾道 者の 割合より すれば、 之に 十倍す るの 多數ぁ 

りと も尙ほ 足らざる べし。 然れ ども 實際活 W せらる、 人數 より すれば、 九 百 人 は餘り 多き に 過ぎ 

て、 外 岡 諸兄 弟の 志 を 空しく する もの 多 からん を 恐る。 自ら 俾 道に 從 事して 効力 を冇 すべき 宜敎師 


幾人 か ある。 此 のぬ 例外と も 2^ 做す ベ き 少数 の外國 宣敎師 すら も 傅 近の 上に 冇 効なる を 得る の機會 

日 を 追 ひて 減少し つ. M めり。 日本の 醫舉 及び 軍務が 外 國人を 要する. の機會 極めて 少く なりし 如く、 

基 傅 敎も外 岡 {E; 敎師に つもの 次第に 雜ら ぎつ、 あり。 彼等の多數は殆んど^31接の俾迸に從15^する 

こと 能 はざる に 至れ.^。 彼等 は數 名の 口 本人 を 鹿 役して、 之に 實 際の 俾 道を爲 さしめ、 其の 報吿を 

調齐- し、 共の 結 を 本 國に申 連し、 其の 會計を 掌る に 於て 多忙なる の 外、 勞 する 所 甚だ 多し と 云 ふ 

を 得ざる なり。 彼等 は 地主の 如く 其の 傳道者 は 小作人の 如し。 斯る 事情が 多くの 外國宜 敎師に 精神 

上の 害 を 及ぼすべき は、 識者 を俟 たす して 明かな り。 彼等の 不幸 また 悲しから す や。 本國 基督 敎徒 

をして 斯の 如き 戕况 なる を覺 らしめ す、 人と 金と を {41 しからし むる は 嘆すべき ことに あらす や。 

:^^に外國{£;敎師の減少すべきを唱へ 、 漫 りに 之 を 派遣せ ざらん こと を 忠告し、 布 用なる 外 國宣敎 

師 をして 其の 方針 を 誤らし めす、 勞役 其の 所 を 得せし むる は、 日本 基督 敎 者の 責任な り。 才德と 語 

舉 との 力 ある 輩 は、 之 をして 驕態を 免る るに 困難なる 地主 傅 道を廢 止して、 お 接に 自ら 俾 道の 贲任 

に當 らしめ よ。 其の 祌擧 上の 智識 優に 他を敎 育す るに 堪 ゆる もの は、 之 をして 傳道 者の 養成に 任ぜ 

しめよ。 然れ ども 傅 近 者と して 外國に 派遣せられ たる ものが、 英語の 敎 授に從 事す るの 外、 能事な 

き 如き は、 <5^辈の採らざる所なり。 寧ろ 敎育專 門の 资格 ある もの を 派遣す るの 勝れる に 若かざる ベ 

し。 宜敎. 師舉校 の 短所 は漫 りに 傳道者 を 其 の敎 員に 任用す る に 起因す る もの 最も 多し。 外國 宜敎師 

にして 祌擧の 敎育を 施す の 力なく、 直接に 傳道 する こと 能 はざる もの は、 悉く 無用の 人な りと 謂 は 
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ざるべ からす。 無用の 人 多く、 從 つて 其の 割合に 事業 擧ら す、 剩 さへ 之が 爲に 不必要なる 紛擾 を 酸 

し、 處を 塞ぎ、 傳 道の 體面を 傷く るの 害、 一 百 ふに 忍びざる もの あるな り。 在日 本 外國宣 敎. 師は之 を 

現在の 一 割に 減す る も、 或は 多き に 過ぐ る や も 知る ベから す。 彼等の 數を滅 すべき 必要 旣に 久し。 

之 を 不^に 附 する は傳道 の 恩義に 酬 ゆる 日本 基督 敎 者の 本意に 非ざる な り。 

協力の 眞義 

內外 協力 を爲 す、 其の 方針 だに 誤ら すん ば、 素より 可な り。 然れ ども 協力と は何ぞ や。 人物 相 信 

じ、 其の 長短 相補 ひて、 力 を 協 はする ものなる べし。 日本の 基督 者が 其の 實際俾 道に 於て 才德、 擧 

力、 雄 辯 s< いに 信任すべき もの ある を 認めて、 眞 正なる 意味の 協力 を爲 すに 堪 ふべき 外 國宜敎 

師 極めて 少なし。 多くの 日本人 は 如何なる 意味に 於て 外國 宣教師と 協力 せんと 欲する か。 彼等の 人 

物 を 尊重し、 其の 擧識 及び 傳 道の 技倆 を 信す るに 依る か。 將た 彼等の 多 數は是 等の 點に 於て 餘り多 

くの 惯値を 4^ せざる を 知れ ども、 彼等の 金庫 を 重し とし、 . 彼等の 資力 を 目掛けて 之と 結 托せん こと 

を圖る ものなる か。 後者の 如くならば 其の 動機 卑しむべく、 其の 外國宣 敎師を 侮蔑す る 實にー 種の 

排外 論よりも 更に 甚だしと 謂 はざる ベから す。 外國宜 教師の 數適當 なる 度にまで 減ぜ ざれば、 精神 

的の 協力 を 見る こと 容易なら す。 若し 資力 を 目掛けての 協力 以外に、 其の 目的と すべき ものな しと 

11  一一 I； はビ、 歐米本 固 の 傅道會 社と 締盟し、 之 をして 適當 なる 商議 役と 會 計と を 派遣せ しむれば 足れ 


り。 ：^して你^^者の派造を要せざるなり。 

協力の 利害 

或る 遠大なる 計畫を 定め、 淸國 若く は 印度の 如き 地方に 向 ひ、 俾道を 試むべき 氣運列 達した る曉、 

內外 協力す るが 如き は 決して 害な かるべし。 內 Ei の俾 道に 於て 断の 如き 協力 を爲す も、 共の 約束 正 

しければ、 素より 差 支へ あるべき に 非す。 然れ ども 協力の 結 ral^ を 健全なら しむる は、 甚だ 困難の 事 

業た る を 忘る ベから す。 外國 宣敎. 師の繁 く 出入し、 深く 關係 する 敎會 は、 實際其 の發 達に 於て 不健 

全なる を 免 かれざる は、 識者の 夙に 憂 ふる 所と す。 日本の 敎 會が獨 立して、 自然に、 健全に 發 達せ 

ん とする に は、 之が 爲 めに 今後の 經營 困難なる べき 事情 ありと も、 成るべく 協力の 係 を 避け、 思 

ふま まに 理想的の 發達 を遂 ぐるに 若 かす。 多くの場合に 於いて、 組合 事業 は 不利益なる を 免れざる 

なり。 

然 らば 福音 新報 は 何故に 協力 の 申込 を 歡迎す ベ しと 言 ふや。 忌 揮な く 之 を 明言 すれば、 腐れ 緣已 

む を 得 ざれば なり。 丁寧に 之 を 言へば、 舊來の 情誼 俄かに 相 離る、 に 忍びざる もの ありて、 友- j^J の 

重ん すべ きを 感す れば なり。 或は 外國 宣教師 をして 其の 終り を 全うせし むる 事 あらん を 期す るを以 

てな り。 是れ傳 道の 恩義に 酬 ゆる 所以の 健全なる 道に 非す や。 彼の 因循姑息、 優柔 不斷、 偽善 的に 

金力の みと 協力して 博愛 人道 を 街 ひ、 寬 弘を裝 ふが 如き は、 大害を 後世に 遣すべく、 識者の 爪彈き 
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する 所と す。 

外國 宣教師 有終の 美 

組合 敎會は 今年 ァ メリ カン • ボ ー ルドより、 數年を 限り、 若干の 寄附 を受 くるの 條件を 以て、 其 

傳道地 を 引き受けたり。 組合 敎會の 總會は 玆 に 全く 外國傳 道會社 の 補助 を受 けざる に 至 れ りと 宣言 

せり。 ァ メリ カン っポー ルドより 指定の 寄附 金 を 受けて 維持す る 幾多の 敎會を 率 ゆるの みならす、 

組合 敎會 部內に は外國 宣敎師 管轄の 講義 所 及び 其の 他の 宗敎的 施設 を 含有すべし。 故に 組合 敎會が 

名實 共に 全く 獨 立す るの 日、 近 からん 事 は 余輩の 希望す る 所な り。 イスラ H ル旣に ヨルダンの 渡河 

を 終へ たれ ども、. 力 ナン 人 依然として 所々 に出沒 せり。 決して 油斷 すべきに 非す。 之 を 平定し a つ 

同化せ しむる に は尙ほ 多くの 時間と 努力と を 要する ことならん。 組合 敎 食の 有志 者 は 之が 爲に 奮鬪 

する の 必要 あり。 余輩 は 窃かに 其の 發 達に 祌の 祝幅裕 かならん こ と を 祈る。 

然れ ども 組合 敎會は 此の 點に 於て 疑 ひもな く 一大 成功 を爲 せるな り。 之に 就きて アメリカン • ボ 

1 ルドの 諸 宣敎師 が他敎 派の 其れと 異 りて 寛大なる 措置 を爲 せし は 識者の 敬服す る 所な り。 8- は 

外國 宣教師 有終の 美 を 成す に 於て 長大なる 一 歩 を 進めたり。 i が 更に 進んで 傳 道の 凱歌 を 揚げ、 

錦 を 輝かして： B に歸陣 する の 光 榮を荷 ふべき 年の 餘り 遠から ざる を 疑 はす。 アメリカン たポー ルド 

の 外國宜 敎師冇 終の 美 を 成さん とする か。 將た之 を 成さ しめられん とする か。 鬼に も 角に も 余輩 は 


日本人と して 組合 敎會 が外國 敎會傳 道の 恩義に 答 ふるの 道 を 全うせん 事 を 望まざる を 得す。 有 道の 

士に 富める 組合 敎# は 此の 點に 於て 萬 一 の 過失な かるべき を 信す。 

i, アメリカン *ボー ルドの 宜敎師 は 他諸敎 派の 爲に好 模範 を 示せり、 後者に して 此の 模範に 則る の 

寬弘と 赤誠と あらば、 外 國宣敎 師雞は 容易に 解決 せらるべき もの を。 然る 能 はざる は 一大 遗憾 なり 

と 謂 はざる ベから す。 

,.1 思 ふに 日本 基督 敎會も 其の 內 外の 關 係に 就き、 有終の 美 を 成さし めんと 試みつ、、 着々 其の 歩 を 

進めつ X あり。 其の 方法 組合の 其れと 稍々 同じから すと 雖も、 歸着 する 所 は 同 一 の點 にあり。 余輩 

は 切に 此の 二 大敎會 が、 尊敬すべき 競 爭場裡 に 相馳騁 して、 二 齊に 凱歌 を 奏する にいた らんこと 

を 望む。  一 九 〇 六 年 一 〇 „«( 福音 新報) 

果して 言 ふが 如き 害 あ 6N や 

人 或は 前號の 記事 を 非難して 曰く、 『外國 人の 敎會に 出 人す る を 以て、 - 概して 有害な りと 論す る 

は、 甚だ 酷な り』 と。 

若し 然か首 ひしなら ば 酷なる べし。 然れど 然か言 ひしに は 非す。 外國 人に して 篤信なる 人 は何處 

にあ りても 敎會の 誇りと す。 宜しく 之 を歡迎 すべし。 然れ ども 宣教師て ふ 職を帶 び、. 其の 勤務の 重 

犬なる 部分と して、 - 其の 慣用せ る 傳道法 を 踏襲し つ.^、 -敎會 に 附着し 居る とき は、 • 多くの 方面に 於 

$ 国宜 教師  三 二三 
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て 不健全なる 影響 を 遣す こと を 免れざる べし。 論よ ひ 證據、 斯る 不幸に 極り 居る 敎會 と然ら ざる も 

のと を 公平に 比較し 來れ。 福音 新報の 所說ー 々其の 肯綮に 當れ るを發 見すべき なり。 

一九 〇 六 年  一 0  H:(SSE 新報) 

基督 敎傳道 開始 五十 年紀 念傳道 

使徒 行傳ー の 一 九 11 三 〇 

同 一三の 一 -11 ニー 

是 より 先き H ルサレ ムに 基督の 敎會は 設立せられ たり。 當 時の 信者 は 日々 パ ンを 裂きて 兄弟の 交 

はり を-おくし、 甚 しき は 產業を 共に して 美しき 生活 を爲 したり。 ラムゼイ 之 を 評して、 エルサレム 

の 敎會は 社會舉 上の 試 驗を爲 しつ \、 溜り 水の 如く 遂に 沈滞せ る狀 態に 陷 りたり と 云へ り。 肘 政の 

整理、 兄弟の 親睦に 苦心し、 漫然 樂圚 を此 世に 現出 せんこと を 努め、 一種の 靈 魂の 道 樂に陷 り、 社 

會 改良の 試 驗を爲 し 居る うちに、 其 精神 衰へ、 其の 生命 枯る X に 至る こと は、 啻に 昔の 敎會 のみに 

あらす。 今日 も 同じ ことなり。 祌は 決して 斯る こと を 許さざる なり。 玆に 於て ステパ ノの殉 敎てふ 

儼 かなる 出来事 起れ り。 之に 由り て 溜 水の 如き 敎會 は. 覺醒 せり。 福 昔は獨 りよが りの 道樂 にあら 

す。 大に 天下に 向 ひて 盡 すべき 责任を 有す。 かくして エルサレム の 敎會は 神の 訓練の 下に 擴張傳 道 


を 行 ひ、 遂に ァ ン テ オケの 敎會を M ハすに 至れり。 

ァ ン テオ ケは 地中海の 東南、 ォ ロン テス 河の 南岸に あり。 其の 中. 央 なる へ ロデ 街の 如き は 三哩半 

に K れ りと いふ。 此の 一事 を 以て る も 其の 如何に 盛なる 都市な りし か を 想像す るに 足らん。 此の 

地方の 總督府 の 存在す る 首府に して、 五十 窝 以上の 人口 あり。 羅馬、 ァレキ サン デリ ャに 次ぎ、 第 

三の 首府に て ありし なり。 維 馬の シセロ も 此の 都 を賞譜 せる こと あり。 人民 は 氣カ旺 にして、 地靈 

の爲 めに 夥しき 災害 を 蒙りた る こと 屢々 なりし かど、 速 かに 之 を fe: 復 し？^ たり。 進取の 氣 象に 富 

み、 何事に も贯 かすん ば已 まざる のまけ じ 魂 ありき。 基督 敎は 遂に 此 所に 傳 はりたり。 敎會は 設立 

せられたり。 かくて 五十 年を經 過した ると き、 恰 かも 此の 使徒 行 は 書かれた るな り。 されば 使徒 

行 傅はァ ンテ オケ 傅 道 開始 五十 年 祝 謝の 記錄 とも 見るべき ものな り。 而 かも 此 はまた 當時基 5^ 敎の 

屮 心の 變動 せる こと を 示す 事實 なり。 基^^ほ敎の中心は昔も今も變りっ ^ぁり。 其の 中心 は已に エル 

サ レム にあら すして ァ ン テ オケに 移りたり。 擧 者の 說 に據れ ば、 『ァ ン テ オケ 出金なる 愛せられし 醫 

^ルカが 此の 記事 を 記き たるな り』 と說き 起し、 之 を我國 五十 年間の 傳 道に 比して 舉 ぶべき こと ど 

も を， ぱ i つて 口  く、 アン テオ ケ傅道 開始 五十 年の 記事 を 讀み、 第一に 注意 せらる、 は H ルサ レム 敎會 

との 關係 なり。 ァ ンテ オケの 傳道大 に 成功せ りとの 報道 は 三百 哩を 隔てた るェ ルサレ ム敎會 に 達し 

たり。 敎 #t にて は 其の 發達 にっきて 氣遣 ひたり。 宛 がら 家鴨の 水に 泳がん とする を 見て、 之 を 養育 

せる 牝雞の 危ぶみ 氣遣ふ 如くに て ありき。 今 此の 報に 接して 一 は 心配し、 一 は 喜びて バ ルナ バを遣 
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はし、 其の 模樣を 視察せ しむる さ とせり。 口  く、 『彼す でに 至り、 神の 恩 を 見て 喜び、 彼等に 心 を 

堅う し、 主に 屬 かんこと を勵 めたり』 と。 彼 は アン テ オケに 至りて 其の 傳 道の 意外に 進歩せ る を 見 

て、 祌の恩 を 感謝せ り。 彼等 は 神の 聖霞 溢れ、 信仰の 實驗 進み、 如何にも、 愉快なる 狀態 にて あ 

りさ 0 

故に バ ル ナバ は尙ほ 彼等が 心 を 堅く して 主に 事 へ ん こと を勸 めぬ。 之れ と 日本 基督 敎會の 事情と 

を對 照して 者 ふるに、 敎會 としても、 また 個人と しても、 祌の恩 の 經驗を 思 ひ 起して 感懷 極めて 

深き を覺ぇ すん ば あらす。 

アン テオ ケ敎 食の 事情 を 考へ來 りて、 語らん と 欲する 三つの こと あり。 クリス チヤ ンの名 は 始め 

てァ ンテ オケ 敎會に 於て 唱 へられぬ。 此は 種々 の點に 於て 趣味 深き 思想 を惹き 出すべき 事柄な り。 

殊に 基督 信徒が 斯る名 稱を與 ベら れ たる は、 敎會の 一大 進歩 を 意味し、 世界の 基督 敎 となりた る こ 

と を 表示せ り。 且つ アン テオ ケ敎會 は 外國傳 道に も 着手し、 叉 諸 敎會の 窮乏 を 見て 之 を 救助し、 世 

界 的の 慈善事業 を 起したり。 要するに 彼等 は 基督 を 中心とせり。 聖書 若く は 教義に あらす、 活ける 

基督 を 信じ、 之 を 愛し、 之に 事へ、 之に 信賴 する 意識 明白に なりたり。 其の 意識の 愈々 深くなる に 

從 ひて 世界的の 精神 盛んになり、 外 國傳道 を さへ 計畫 する に 至りし なり。 余 は 今日 我國に 於け る 傅 

道 開始 五十 年 を 祝 謝する に當 り、 ルカが 其の 故鄕ァ ン テオ ケ傳道 開始 五十 年の 記事に 同情 を 以て 書 

きたる を 思 ひ 起し、 深き 感慨に 滿 されざる を 得す。 我等 は實に 耶穌の 弟子な り。 其の 僕な り。 その 


信仰の 對 象た ひ。 B 本 基 蝥敎會 は 此の 信仰 を强 くし、 此の上に 立ちて、 アン テオ ケ敎會 が クリス チ 

ヤンと 唱へ られ たる 如く、 眞 に装督 者と 呼ばる るに 適 はしき ものたら ざる 可ら す。 

. 次に 我等の 注意すべき は、 バルナ バが アン テオ ケ敎會 に 来れる ことなり。 是れ 何等の 幸福 ぞゃ。 

然れ ども 當時傳 道の 發展 はバ ルナ バ のみ を 以て 滿足 する こと 能 は ざり き。 更に 一 曆大 なる 人物 を 要 

したり。 かくて バルナ バは海 を 超へ て タル ソに 渡り、 少なから ざる 苦心の 末、 遂に パゥ n を 尋ね 出 

せり。 

何 所 を それと 探が すべき 見 當も付 かざりし ならん。 敎會が 如何にもして 人 を 得、 人を迭 らんとの 

熱心 溢る るば かりなり し を 想像せ しめ すん ば あらす。 バルナ バの誡 意 誠心 さしから す、 途 にパゥ 

B を 探し出して 歸れ り。 日本 基督 敎會に 於ても、 神の 與 へらる i 人 を 得る ことに 熱心し、 精神 界適 

當 なる 人材 を 養成す る爲 めに 深き 同情 を 以て 神に 祈り 求む るの 急務なる を感 す。 バ ルナ バが バウ 口 

を 得ん として、 探し あぐまん ばかりな りしに も拘ら す、 之 を 見出す まで は已 まじとの 執 一誠 ありし が 

如く、 日本 基督 敎會に 於て は傳 道の 同 勞者も 長老 も、 兄お 姉妹 も、 總て 今後 五十 年間に は 更に 一 辰 

大 なる 人材 を 探し 求む るた めに 全力 を議 さざる 可ら す。 若し 此の 切實 なる 祈りと 熱誠と あらば、 必 

らす其 の 人 を與 へらる、 ことならん。 

更に ァ ンテ オケの 敎會は 基督に 對 する 態度 明白 確實 なるとと もに、 時勢の 必要に 對 して 茫然た る 

ことなく、 唯 だ 自ら 守る のみに て 已む能 は ざり き。 彼等 は 神の 召しに よりて パゥロ 及び バルナ バを 
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外 國に傳 道せ しめ、 又 H ルサ レム 敎會に 送りて 世界的 慈善 を 企てたり。 是れ 何等の 美事 ぞゃ。 五十 

iif を 祝す る s 本 S 督敎食 また 此際 漠然として 之 を 祝す るの みならす、 祌の大 なる 恩寵に 報 ひ、 之に 

射當 する 目醒 るば かりの 感謝の 獻げ もの をな さざる 可ら す。 金銀 は 我等に あるな し、 然れ ども ナザ 

レの耶 穌の名 を 有す。 主に 對 する 熱愛 を 以て 傳 道に 從 事し、 殊に 五十 年の 祝 謝と して 外 國傳道 を も 

經營 する に 至らん か、 之に 優る の 喜びな かるべし。 我等 は 今 之 を 明白に 企つ るの 準備な きを 遣憾 

とす。 

然れ ども 我等 は隣阈 支那、 朝鮮、 南洋に 對 して、 進んで 傳道 せざる 可らざる の 責任 を 有す。 我等 

は 非常の 覺悟 をな し、 之 を 遂行す る爲 めに カを盡 し、 常に 祈る こと を 忘る 可ら す。 

東京 基督 敎靑 年會 館に 於け る 祝 謝 傳道會 に 於け る 講演 

一 九 〇 九 年 三 0-(ー1 音 新報) 

傳道 開始 五十 年 

一 舊 日本に 於け る ー米國 婦人の 印象 

『舊 日本の 瞥見』 今 も 尙横濱 に 在住して 鋭意 傳 道に 力 を盡し 居らる」 ジ H ムス • バ ラ氏 は、 今 か 


ら 叫 十八 年 前 即ち 文久 元年 十一 月 十一 日祌奈 川に 上陸され た。 氏 は 新婚の 夫人 を 伴 ふて 萬 m の異鄉 

に 出かけられ たので ある。 其 夫人が 風俗も^ 慣も 全く 異 つた 日本、 然 かも 醤 日本に 足 を路み 入れら 

れた當 時の 感想 や、 la 聞な ど を 米國の 親しき 人々 に 書き送った 書翰 は數 多い。 而 して 其 書翰 は 昨た 牛 

グ リンブ セス • ォブ *ォ| ルド • ジャパン 

一 冊に 集められ、 『舊 日本の 瞥見』 と 題して 出版 せられた。 年若き 米國 婦人の 目に 映 じた 哲日 

本の 狀態。 または 當 時の 宣敎師 の 心 持 や、 其の 生活の 模様な どが 親 はれて、 ^^だ與味多ぃ。 今 其の 

うちより 數節 を抄譯 して 見よう。 

十字架の 傍に 立て バラ 氏 夫婦 は 紐 育 を 出帆して 希 swjt を 迂回し 遂に 上海まで 來た。 玆に上 降し 

て暂 らく 日本への 便船 を 待って 居らる、 うち 監督 敎會 の 監督 プ ゥン 氏に 逢った ことが 書いて ある。 

その 一 節に 

『プ ゥン 監督 我等の 近くに 住 はる。 敬愛す る 此の 善人 は 直ちに 我等 を訪 はれたり。 去らる、 に 臨み 

妾に 向 ひ、 御身 は 年い と 若し。 人生の 苦難の 爲め に氣を 挫き 力 を 落した まひ そ。 宣教師と して 必要 

なる は 忍耐な り。 飽 まで 忍耐せ よ。 百難に 撓 ます、 十字架の 傍 近くに 立 たれよ と 云 はれぬ』 と あ 

る。 此の I 一口 は 深く 夫人の 心に 徹した る ものと 見え、 其の後 も S ば 繰り返へ されて 居る。 

上陸 第一の 印象 千 八 六十 一年 (文久 元年) 十一月 十三 日の 曰附の #5 翰に 曰く 『希望 峯を經 

山して 日本に 來 りし 殆んど 六 ヶ月の 航海に 於て 孤獨と 倦怠の 感に堪 へ ざり し 妾 は、 假令異 敎の國 土 

にて、 すべての 丘の 頂に は 神々 を祀れ る神祠 ありと は 云へ、 始めて 此地を 見た ると き は 喜ばし さ 胸 
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に滿 ちぬ。 此の 地 は 將來の 家庭 を 造る に 適 はしき 多くの 趣味に 滿ち、 東洋の 美と 榮光 とに 包まれた 

り。 人民 は 決して 野蠻 ならす、 親切に して 禮儀 厚く 才智 ありて 進歩的な り。 斯る豐 富なる 美に 接 

し、 斯る 境遇の 下に あ ひて、 異敎國 の不體 裁と 道德 上の 荒 廢とを 忘れ、 之 を 家庭と 呼ぶ を 誇る も敢 

すま ひ 

て 不思議に は あらざる べし。 然れ ども 此は國 土 を 云へ るに て、 我等が 家庭と 稱 する 住處の 意に あら 

さ。 

す、 全く 家庭ら しからざる 我等の 宿 を 指せる にあら す。』 

成佛 寺の 光景 彼等の 神奈 川に 上陸す る ゃ成佛 寺と いへ る 寺院に 宿った。 此の 寺の 境 內は當 時の 

唯一 の 宣敎師 村であった ので ある。 『異敎 の 地に 於け る 生活の 端緒 を 佛敎の 寺院に 開く と 云 ふ は、 惡 

しき 場所 を 與られ たりと も 思 はれす。 休みな き 大海の 絕 えす 浪 立ち騒ぐ 中に 困 憑し、 其の 船 暈に も 

疲れ てた る 我等 は 夜に 入りて 此 所に 到着せ り。 されば 寺院 は 莊大と 云 はんよりも 快よ きと ころに 

見えぬ。 奇異なる 古寺に 於て、 われらの 爲 めに 備 へられた る、 淸潔 にして 居心地よ き 小窒に 入りた 

ると き は、 再び 愛する 故鄕の 地の、 何れ かに 落着きた らんが ごとき 思 ひして、 恍惚たら ざる を 得 ざ 

りさ。 

力ら は 

我等 は 寒風 凛烈た る 十一 月の 末に 到着せ り。 其の 日 は 妾が 二十 一 回の 誕生日に て ありけ る。 …… 

ブ ラ ゥ ン 氏 夫婦 は 寺に 接近 せ る 僧侶 の 住宅に 住 ひ、 バ プ テ ス ト 派の 宣 敎師ゴ ォ ブ ル 氏 は境內 の 小 さ 

き 家に、 且 ヘボン 博士  (宣 敎醫. 師) は 其の 家族 米 國に歸 りし 爲め只 一 人 寺院の 中に 宿れり。 彼は淋 

しければ とて 俱に住 ふやう 我等 を迎 へたり。 ブラウン 夫人 曰く 此は宜 敎師の 居留地な り。 此 所の 外 


は 曰 本に 見る こと を 得ざる 所な り。 此の 島國 の 家庭に 来れる 御身 ゆ を歡迎 すと。』 

高漫と 自負 著者 は 翌朝に 至り 其の 寺院の 住居の 甚だ 怏 からざる を 見出した £ を 書き、 『斯 る悲の 

令し も異敎 徒の 淸態を 目 ，すれば 大に輕 減せ しめらる るな り。 妾 は 無 と 悲慘と 貧窮と 汚穢 を 見 ざれ 

ども、 高慢と 间 執と 自負の 甚し きを 見る。 然 かも 今後 幾年 間 妾 は 如何にしても 此の 民 を 助け 其の 弊 

と戰 ふこと 能 はざる を 思 ふて、 云 ひ雞き 悲嘆の 情に 滿っ。 何と なれば 基督 敎は 厳禁され たるの みな 

らす、 たしき 猜疑の 念 を 以て 取扱 はれつ」 あれば なり』 とて 我國 民が 基督 敎を 誤解し 之 を 邪敎視 

する を 嘆いて m "る。 

多し 著者 は 荷物 を 開いて 取り出した 物品のう ちに 親しき 友人な ど の寫眞 ある を 見、 『妾 は 之 

を 妾の 窒に 飾れり。 され ど 妾 は 之 を 見る 毎に 其の 人々 の 葬式より 歸 りたる 如き 心地す るが 故に、 屢 

ば 之 を 見る を 欲せす。 六 ヶ月 前に 我等 は 結婚せ り。 今 我等 は 日本に 於け る 異敎の 寺院に 樂 しく 住 

ひ、 結婚 後の 生活の 爲 めに 備 へたる 器具 を 整理し つ」 あり。 我等 は 次の 週まで 日本語の 研究 を始む 

る 能 はざる ならん』 と 云って 居る。 我等 は 異鄕に 親友 を懷 ひ、 また 新婚の 生活に 着手す る 著者の 心 

中に、 深き 同情 を 寄せざる を 得ない。 

此の 弱き 器 を 選ばる バ ラ 夫人 は 更に 自己の 使命と 傳 道の 困難と を 思ひ來 り、 『妾の 如き 賤 しき 弱 

き 器 を 撰び 出し、 地球の 半ば を 無事に 横切り、 且つ 此の 事業に 對 する 趣味 を與 へらる」 祌は 如何に 

慈愛 深き かな。 是れ 恰も 無より 有 を 造らる、 神に 適 はしから す や。 彼のみ 獨り 凡て 世俗的の ことよ 
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り 心を络 からしめ、 麥が 未だ 充實し 得ざる 眞穴. -の 場所 を 其の 聖靈 もて 充實 せらる。 妾 は 神が 用 ひた 

まふに 足るべき 器た らんこと を 望む』 と 書いて 居る。 『富める 家庭に 成長せ る 妙齢の 米國 婦人が、 其 

の 生涯 を 獻げて 外 國傳道 に從 ふた 心懸の 健氣 さ よ 。 

二 

前々 號の 本紙に 報ぜられた 如く、 ジ H ムス .バ ラ氏 夫人 は 久しく 病床に 居られた， が、 去る 十六 日 午後 五 時 

牛 此の世 を 去られた。 享年 六十 九： 夫人が it 十七、 八 年 問 R 本の 《s めに 翁し、 逮に 其の 骨 をも此 所に 现 めら れ 

た こと を 思 ひ 合せて、 此の 書を讀 めば 一 層 感懐の 深き を覺 える。 

最も 近き 西 隣の 國 文 久ニ年 三月の 日附の 書翰に バラ 夫人 は、 先 づ米國 が 日本の 眞相を 知って 友 

邦の 好み をな し、 之が 開發に 助力せ ねばならぬ こと を 書いて 居る。 曰く 『御身 は 曰 本が 小說 にある 

如き 遙か 彼方の 東洋の 國 にあら すして、 最も 近き 西 隣の 國 なる を 知らざる 可ら す。 然れば 其の 阈の 

事^につ きて は 十分に 熟知 せらる、 べきな り。 此の 國の靑 年が 御身 等の 舉 校の 敎 室に 座す る は 遠き 

將來 にあら ざるべし。 其の 商人 は 已に紹 及び 茶 を 供給 せんこと を 準備し 居れり。 其の 美術家 は 御身 

いく 

等の 家庭 を裝 飾し、 幾何 もな く 其の 子女 は 御身 等の 市街 を 通行し、 又 御身 等の 助言 を受 くる 爲 めに 

御身 等の 傍に 座す るに 至らん。 され ど 御身 等 は 此の 國を 以て 難題と なし 居らる、 なり。 今や 此の 東 

洋の 難題 は 解決し、 隣邦なる 大日 本と して 見るべき 時な り。 先入の 偏見 を 去り、 同情 を 以て、 彼等 

が考へ 《^ っ感 すると ころ を 察し、 地上の 一等 國の 人お が 占め 居る 地位 を 獲、 且つ 之 を 保たん が爲め 


に 熱心に 努力す る 彼等 を拨 助すべき なり』 と。 

ハリス 公使に つきて 同じ *: 翰のう ちに 時の 米國 公使 タウン センド • ハ リ ス氏と物！？：^0れたこと 

が 記して ある。 『我 化サは 我等の 公使 タウン センド • ハリス 氏より 招かれた ひ。 北ハの 談話 は實に 快活 

にして、 動作 も氣難 かしき 所な くいと 打ち解けられたり。 妾 は 多大の 趣味 を 以て 此の 人に 接せ ひ。 

謀に 富み、 外交的の 懸 引に 巧みなる 日本人に 對 する 此の 人の 確乎 不拔 なる 行動 は、 米！： 及び 他の 國 

にも 多くの 利益 を與へ たり。 彼 は 又 基督の 名 を 甚く 嫌惡し 居る 此の 人民の 間に 基督 敎を擴 張 せんと 

する 我等に 力 を 添 ふるものなる を 知り、 我等 は眞に 一人の 友 を 得た る 心地せ り』。 其の 條の 次に 附 

記して 『其の後 サン ドウ イツ チ (布 哇) 島民が 日本に 於け る 最初の 敎會を 建つ る爲 めに 一千 弗 を 贈 

れる とき、 ハリス 公使 も 之に 趣味 を 有し 更に 一千 弗 を寄與 せり。 かくて 此の 外に も 寄附 金 を 募り、 

五 年間に して 舊の 横濱 居留地 附近に 五 千 弗 を 投じて 會堂を 建築す る を 得たり』 と ある。 即ち 今の 海 

岸敎 會の會 堂で ある。 

茶と 米の 水 バラ 夫人 は 間もなく 母と なった。 七月の 手紙に 其の 赤子 を懷 いて 之 を 養育す るに つ 

きて の 困難が 書いて ある。 『妾が 憐む べき 嬰 兒は此 の 世界 を堪 へ 難き と ころと 考 へざる 可ら す。 我等 

は 彼の 女に 適せる 食物 を與 ふこと 能 はす。 曰 本人 は 牛乳 を 用 ひざれば、 我等が 決心して 乳母 を 釐 く 

に 至る まで、 妾 は 茶と 米の 水と を與 へたり。 夜中 暑さに 堪へ かねて、 彼の 女 は目醒 むる こと あり。 

夜中 起 き 上る こと は 我等 の 生命 を 縮む る 心地したり.。 何と なれば 驚く ベく 恐る ベ き 蚊 群が り 飛び、 
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我等が 蚊帳 を 出 づるゃ 否や、 我等の 鼻先 を 目が けて 襲擊 せんと 待ち 構へ 居れば なり』。 恐ろしき 蚊 

の 襲 擊に對 して は隨分 辛き 目 を 見られた と 見え、 之 を 迫害者と 呼び、 或 ひ は 其の 戰爭に 苦心す と 云 

ひ、 其の 住へ る 寺を稱 して 蚊の 寺と 名 づけて 居る。 

憐 むべき 靈魂 一 曰 或る 怫 寺に 赴きて 其の 心に 滿 ちた 感慨が 記されて 居る。 『眼疾 を 息 ひ、 且 醜く 

き 皮膚病に 罹れる 老婆、 宛 がら 羅馬敎 徒の 如く 念珠 を 手繰りつ、 祈願し 居た ひ。 いと 敬虔に、 且つ 

熱心に 見えたり。 正面の 祭壇の 前にて 祈り 終る や、 老婆 は 北ハの 傍なる 撫で 減され て 醜くな りし 佛、 

即ち 佛陀の 最初の 十六 弟子の 一 人 賓頭廬 の 前に 行けり、 其の 佛は 汚く 脂染みた る 面 をな し、 其の 鼻 

は 磨滅して なし。 老婆 は 其の 塵に まみれし 木の 頭、 さて は 其の 手足な ど を： i で 廻 はし 其の 効 驗を受 

くるが 如くに 之 を 撫でて は 更に 己が 眼 及び 四肢 を 撫でぬ。 憐 むべき 靈 魂よ。 妾 は 只 一 人の 眞 正の 醫 

師を此 の 老婆に 敎 へん こと を 願 ふ』。 更に 夫人 は 其 の 寺院 を 出で 、 丘に 登 つた 時の 心 持 を 記して 曰 

く 『佛 寺の 閉め切り たる 窒 より、 神の 光 榮に滿 ちた る受造 物の 際涯な き 自由に 出で たる 時、 其の 祝 

福すべき 變化は 如何な りし ぞ。 此の 僧侶の 計略と、 貪愁 と、 盲目的 迷信の 鎖に よりて 縛られた る 人 

々を 釋き 放ち、 彼等 をして r 汝等 信仰に より 救 はるべし」 と 云 はる、 耶穌の 全き 自由に 人ら しめな 

ば、 その 祝福 は 如何に 大 なるべき ぞ』 と。 

先生の 受洗 バ ラ 氏の 日本語の 敎師 であった 神奈 川の 錶醫矢 野玄隆 氏の ことが 書いて ある。 『我等 

は 我が 良人の 敎師の 家を訪 ひたり。 彼 は 巳に 三年 間ば かり も 幅 音 を 聞き 居れ ど、 未だ 其の 謹 見を脫 


する こと 能 はざる な. cs。 我が 良人 は 更に 敎の 趣味 を 知らし むる 爲 めに、 彼に 約！ S を翻譯 する こと 

を 托せり。 かくて 近頃に 至り 彼 は 之 を讀み もて 行く ほどに 只に 趣味の みならす、 深く 考 へたる 上埶ー 

心に 之に 心 を 寄す るに 至れり。 然れ ども 此 程より 健康 を 害 ひ 居りし が、 ヘボン 博 十 之 を診斷 して 肺 

に 患 ひ ありと 云へ り』。 ：：： 『先生 は誡實 に 眞理を 求めつ、 ある こと 明白な り。 ヘボン 博士 は 彼が 

到」. 恢復の 見込みな しとす。 こ、 に 於て 十一月 第一 の 安息日 彼に 授洗 する ことに 決したり。 先生 

；? ぶる ひ 

がバプ テス マを投 けられた る 翌日、 我等 は 彼を訪 ひぬ。 妾 は 其の 容貌の いたく 變 りたる を 見て 慄 

せり。 

彼 は 我等の 姿 を 見る や、 肘 もて 辛うじて 起き 上り、 床に 頭 をつ けて 曰く 「余 は 袋 後の 御 暇 乞 を 申 

さ る 可ら す。 余 は 間もなく 耶稣に 見 ゆる ことならん。 見えた る 時、 余 は 御身と 御身の 親切なる 良 

人と が 余に 爲せ しこと を 耶穌に 語るべし」 と。 異敎國 の 改宗者に よりて 妾の 名の 耶穌 に吿 げらる. - 

ことよりも 更に 貴き もの 世に あるべき や。 妾 は 我が 全生涯に 於て 之 を 最も 幸福なる 出来事と 考ふ。 

主よ、 妾が 喜悅の 冕に 斯る寶 玉 を 多く 與へ たまへ。 十二月 五日の 夜 先生 は 遂に 世 を 去りぬ。 翌日の 

午後 其の 雜骸營 まれたり。 我等 は 彼が 異教の 儀式に よりて 葬らる、 を 見た ひ』。 

二 宣敎 師會、 敎會の 合同 を 決議す 

日本の 傅 道に 着手した 初代の 外國 宣敎師 の 多く は、 假令 其の 本國に 於て は 宗派 を 異にして 居て 
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も、 日本に 於て は 一 つの 基督 敎會 を糾 織せ ねばなら ぬと 云ふ考 へで 互に 協力して 居た ことで ある。 

明治 五 年 三月 十日 初めて 横濱に 日本 基督 公 會と稱 する 日本人の 敎會が 組織 せらる \ と 同時に、 宣敎 

師 たち も- fer は會 合して 宗派の 問題 を 協議した。 同年 九月 横濱に 開かれて 宣敎 師會に 於て は、 左の 如 

き 決議 をな すに 至った。 其の 意に 曰く、 

『基督の 敎會は 彼に 於て 一 つなり。 而 うして プ a テス タントの 間に 宗派の 分立す る こと は假令 信徒 

の 統一 に 影響な しと はいへ、 基督 敎國に 於ても 敎會の 一 つなる こと を瞹 味なら しむる 意外の 出来事 

なり。 んゃ斯 かる 分離の 歷史を 了解す る 能 はざる 異敎國 に 於いて を や。 我等 はプ C1 テ スタン ト宣 

敎師 として、 互に 區^ を 立つ る 所より 生す る 餘害を 能 ふべき だけ 避けん が爲 め、 我等の 傳 道の 遣り 

口と 方法と を 統一 せしめん こと を 希望す。 かるが 故に 我等 は 此の 含議に 於て、 今後 我等の 助力 を 求 

めら る 、日本人の 敎會の 組織せられ たると き は、 其の 名稱も 組織 も 成るべく 同 一 ならしむ るよう 我 

等の 感化 力 を 用 ふるに 同意すべき こと を 提議 せ られ し 最初 の 機會に 際す。 其 の 敎 食の 名稱は 基督 公 

會て ふ 公 同 的の ものにして、 其の 組織 は 各敎會 とも 牧師 及び 長老 會 員の 同意 を經 て總會 のこと に當 

るべき なり』。 

一一 一 組合、 日本 甚督兩 敎會、 合同 問題の 第一 の 蹉跌 

明： 六 年^ 京に 新 榮-檎 公， r か创立 させられてから、 橫濱の 基督 公會と は 一年に 二 相， して、 重 


なる 事件 を 協議して 居た。 明治 七 年 (千 八 巧 七十 四 年) 四月 七日の #議 では, ^CE を舉げ て、 リフォ 

ル ム ド 及び コング リダ H シ ヨシの ミツ シ ョ ン にも 交渉して 傳道 事業に 於け る 合同 を 中 込ます こと を 

決議した。 ：：： 此れが 日 本 基 1^ 敎 食と 糾合 敎 食と の 合同の 議の 起った W 取 初の もので あ る。 

其の ：9 神戶 に；！. え d けられた る 机 合敎會 は、 橫濱の 敎會と M じく 耶穌公 會と稱 し、 矢 張 幾 名 かのお 老 

を 選んで 事務 を 掌ら せて 居た。 问 年 三月 二十 九日 祌戶に n かれた コ ン グリゲ H ショ ナル， ミツ ショ 

ンのハ や \t: にて は 『我^ は ミツ ショ ン として 明白に 合同に 賛成し、 千 八 t: 七十 二 年 九 n 横濱 に^かれ 

たる 議會に 於て 表明せ る 如く 合 M を冀ふ 我^の 精神 は 毫も 變り たると ころな し。 我等 は 1:1:#議 に 於 

て 採^せる 基礎の 上に 我等の 敎會を 設立し、 又 將來も 之に 從 つて I ま乂 すべき こと を 議す』 との 趣 

意 を 決議した ことで ある。. 

かくて 横濱 及び 束 京の 敎會の 代表者と 數 名の 宣 敎師、 それに コ ン グリゲ ェショ ンナル • ミツ シ ョ 

ンが I せ乂 した 祌戶 及び 大阪の 敎會の 代表者 は、 明治 七 年 十月 三日 横 濱に會 合し、 各敎ノ けと もに 『日 

本蓝督 公會』 なる 名の 下に 合同すべき こと を 決議し、 翌年 四月 祌戶 にて 其の 合同、 團體の 2： 取 初の 會 

合 を爲す こと」 して 別れた。 然し 祌戶 及び 大阪の 敎會は 其の 集會の 開か る \ 前に 書面 を橫濱 及び^ 

京の 敎會に 寄せて、 我等 は相會 して 協議し 親睦す る こと を 希望す るが、 敎. SI" 政治に 於て は 合：： E する 

こと は出來 ぬと 云って 來た。 

新る 書面が 寄せられた にも 拘ら す、 横濱 東京の 敎會の 代表者と して バラ、 奥 野 3 曰 綱 二 氏 は 祌戶に 
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出かけた。 而 うして 彼等 は デビス、 新 島 襄のニ 氏と 食 見した。 新島襄 氏 等の 其 時の 言 分 は、 我等の 

敎會 は横濱 及び 東京の 敎會と 同一 の名稱 及び 信仰 筒條を 有する が、 敎會 政治に 至って は 異なった も 

の を 採 W して 居る から、 兩 者の 間に は 組織 合同 は 成立して 居ない とい ふに あった。 斯の 如き 始 未で 

其 の 會合は 要領 を 得すに 別れて 了った ので ある。 明治 五 年の 會議で 決議した 精祌は 斯の 如き 異 つた 

意見 を 以て 解釋 せられ、 日本に 於て 凡ての プ 口 テス タント 敎會 の大 合同 を 見たい と 望んで 居た 最初 

の 外國宣 敎師、 及び 日本の 基督 敎 徒の 希望 は 遂に 水泡に 歸 して 了った ので ある。 横濱の 最初の 基督 

敎徒 は敎派 問題に 就て 只 だ 基督に 從ふ のみ、 外國の 宗派に 關 する を 好ます と 主張して 居た。 其れで 

宣敎師 たち も 其の 意を諒 し、 寛容の 精神 を 以て 日本 は獨立 自治に して 唯 基督に 於て 一なる 敎倉を 建 

設 する ことにし たので ある。 若し 此の 志が 何の 妨げな しに 途 げられ たなら ば、 我國の 基督 敎は 世界 

に 類のない 無比な ものと なって 居た かも 知れぬ。  一 九 ：0 九 年 三 H-s 音 新報) 

一一 一 最初の 敎會と 合同 問題 

前號に 日本 基督 敎會と 組合 敎會 との 合同の 不成立に 了 つた 事情の 一 端 を 記した が 其の後 井深 梶之 

助 氏 は 日本 基督 敎會 の傳道 開始 五十 年 祝 謝 傳道會 にて、 同 問題に つきて 演說 せられた。 重複す る 所 

も あるが 一 歷 其の 事情が 明白に なると 思 ふから 之 を 記す。 曰く 

『明治 七 年に 创 立した る 日本 基督 公 會の條 例 第二 條に 曰く、 我が輩の 公會は 宗派に 屬 せす。 唯主耶 


穌^ 将の 名に 依り て^る 所 なれば 單に蛮 書 を 標準と して 之 を 信じ 之 を勉む る 者 は^ 是れ 基督の 僕 

我等の 兄？ 5- なれば 會 中の 各員 全世界の 信者 を 同視して 一 家の 親愛 を盡 すべ し。 是 故に 此會を 基督 公 

ノ ぼと 稱 すと。 是れ 即ち 日本 il^L 督敎會 創立 以来の 大 主義な り。 故に 其の後-; 京 築地に 起り し 敎會は 勿 

論、 神 戶大阪 等に 起り たる ァ メリ カン • ボ ー ルド に關係 ある 公會、 即ち 後の 机 合敎會 とも ^に 交通 

親睦して  一 ^^<^ロ冋せんことを勉め、 明治 七 年に は 神 戶大阪 の 兩公會 より 三 名の 代員 (前 M 泰ー 、 松 

山 高吉、 高木 玄眞の 三 氏) を 横濱に 派遣して 會議を 開き、 然して 此に 日本茶： 督公會 规則を 採用し、 

共通の 规則 とし、 之 を 遵守す る こと を 決議し、 次回の 大會を 翌年 四月 神 戸に 於て 開く ことと して 別 

れ たり。 

然るに 當 時外國 宣敎師 中に も 合同 論に 反對 して 宗派 分立 を 主張す る もの あり、 又 日本人 中に も漸 

く 其の 論に 倾 かんとす る もの を 生じぬ。 此に 於て 日本 基督 公會は 更に 非 宗派 的 .0: 治獨立 主義 を 固守 

する の 必要 を 認め、 誊を束 京 横 濱の諸 外 國宣敎 師に與 へ、 且つ 押 川 方義、 能 野 雄 七の 二 氏 を 委員と 

して 親し く 彼等 に面會 して 協和 寬容 以て 合同の 獨立 敎會を 扶助 誘 SHJ. るに 努力 せられん こと を蹈め 

たり。 其の 文に 曰く 『耶穌 降 世 一千 八 百 七十 二 年 (明治 五 年) 三月 日本 横 濱に會 合せる 同 國耶穌 の 

信者 即ち 我 W 總良 一致の 協議に 依り、 始めて 日本 國に耶 穌公會 を 確定せ り。 是外國 諸 洲の各 宗派に 

毫も 關係 する さなく、 單に 聖書 を 以て 標準と 爲し、 唯 我等の 主耶穌 基督の 名に 依る 而己。 故に 聖書 

に 適合 を 欲する もの は 皆な 是れ 基督の 僕 我 倚の 兄弟な り。 我輩 初 實公會 の 未熟 を愍 み、 宗派に 拘る 
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さなく 架 寄 純 全の 眞、 现 を敎訓 する 者 は 告是れ 我 牽 の敎師 な.^。 今 我輩 敬虔の 德を 以て 頤ふ所 は、 耶 

稣正敎 の：^ 國の諸 敎師， 諸 信者、 唯 主の 名に 依り 蛮 書 を 以て 標準と なして 其 宗派に 拘る ことなく、 

一 致 協和して 我が 微々 たる 此公ノ を愍 み、 其 足らざる を 助け 速に 我が 全國の 人民 を 耶穌救 暧の恩 下 

に 就かし むる やうに 盡カ あらん こと は、 我が 公會ー 銃の 志願す る 所な り。 誡實議 白』 と。 

之 を： ：13- るも當 時の 敎會 がー 致 合同 を 主張す るに 如何に 熱心な りし か を 知る に 足らん。 此の 如き 精 

神な る を 以て 撗濱公 會は共 の 頃 新島襄 氏が 米國 に 於て 神 舉を修 めて 將 さに 歸 g せんとす る を 聞き、 

總ノ齊 を 開き、 同氏 を 牧師に 招聘す る Hi を 決議し 鄭熏な 招聘 書 を 送りた ひ。 然るに 如何なる 行 達に や 

其の 招聘 #は 同氏の 手に入ら ざり しとい ふ。 鬼に 角に 同氏 は 歸 朝の 後 合同 一 致の 議には 全然 反對の 

意見., V 發 表した ゆ。 加 之 同氏 歸 朝の 後一 旦 合同 一致に 黉成 して 共同の 條例を 採用す る ことまで も 契 

約した る 神 戶大阪 の 兩公會 も 明治 八 年の 舂に 至. 9、 豫定の 會議に 先ち 甞を 橫濱 1% 京の 兩公 #に送 

り、 其の む 所の 一 致 合同 は單に 親交 上の 意に して 敎會 政治 上の 合同に 非す との 3in を 通知した.^。 

期日に 及び 撗濱 東京 兩公會 の 代員 バ ラ 奧野昌 綱の 一 一氏 祌戶に 至りし に祌戶 大阪の 公會は デビ ス新 

島襄の 一 一氏 を 代員と なし、 先に 橫濱の 會議に 於て 採 したる 公 ノぽ條 例の 简條に は 受納し 難き ところ 

あるに より 一 致 合同 を 爲す能 はすとの 意志 を 開陳したり。 是に 於て 當初 双方に 於て 埶 一望した る 合 一:1： 

は 水泡に 歸 したり。 

n つ 其の プ レス ビ テリア ン 派の 山 ほ； 敎師 中に も 教派 分立 論 を 主張す る 人 ありて、 ^に 日本 長老 敎 會 


なる ものの 設立 を兑 るに 至る。 是れ 純然たる プ レ ス ビ テリア ン 派の 敎會 にして、 I 國プ レ ス ビテ リ 

ァ ン敎會 の I 暴に M する ものに て ありき。 

此の 如く 諸 敎派を 八 して 唯 一 の 日本 基督 敎. $G を 建設 せんとす るの 希望 は容 3|~ に 成就し 難き 形勢 

となれ り。 然 らばせ めて は 合同し 得る だけの 範圍に 於て 合同 一 致 を 謀らん との 議內 外人の 問に 起り 

遂に 日本 基督 公會と ：《 本 長老 公會と 一 致して 日本 一 致 S 督敎 きを 建設す るに 至れり。 之と： IE 時に 蘇 

圍プ レス ビ テリア ン宣 敎師も 一 致 敎會に 加入す る Hi となり、 共の 後ゼ ルマン • リフ オル ム ド敎會 の 

宜 敎師、 米 國南プ レス ビ テリア ン 敎會 及び カム プル ランド • プレス ビ テリアン 敎 含の 宜敎師 も 加盟 

する に 至り、 外國に 於て 六^の 分立せ る 敎會の 宣敎師 は 我が 國に 於て は  一 ^の 基督 敎會の 中に 在り 

て 八：： zi: 協力す る ことと なれり。 是れ 不十分ながら も當 初日 本 基督 公會が 理想と せる ところ を. 資 行し 

得 る範圍 に 於て 實 行した るな り。 

一 致 敎< ^の 成立 は 明治 十 年 十月な り。 此時 初めて 新 規定に 從ひ 中會 なる もの を 開き、 小川 義綏、 

奥 野：： 曰 綱、 戶田忠 厚の 三 氏 は敎師 試驗に 及第して 按手 禮を 受領したり。 同 敎舍に 加盟せ る 敎會に 

日本 基督 公會 側に て は横濱 海岸、 束 京 新榮、 信 州 上田、 肥 前 長 崎の 四 敎會、 長老 敎會侧 にても 极激 

住吉町 (今の 指路) 、束 京 芝 露 月 町 (今の 芝)、 同 品 川、 千 大 森の 五敎會 なりき。 敎會の 代員 八 

名、 外闽 W ー敎師 十二 名に て ありき。 

此 時より 一 致敎會 は關ま を极據 地と して 四 方に 傳 道し、 組合 敎會は 關四を 中心として 亦朿 西に 發 
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展し、 其の 傳迸 地の 相接觸 する に 及び 時の 衝突に 徵候 なきに あら ざり き。 是に 於て か 兩敎會 の 有志 

之 を 愛 ひ、 W び 一致 組合 兩敎會 合同の 議起 るに 至る。 是れ實 に 明治 十 火 年な り。 然して 明治 二十 年 

五月 東京に 開かれた る 一 致敎會 大會は 五名の 交渉委員 を 擧げ、 組合 敎會に 合同の 議を 申込 ましめ、 

組合 敎會に 於ても IS ねて 交渉の 上 東京に 於て 同時に 總會を 開き、 同じく 亦 五名の 交涉 委員 を 擧げ双 

方の 委員 協議の 上 合同の 基礎 を 定め、 大會 及び 總會に 報告せ しめたる に、 双方と もに 大多數 を 以て 

之 を 可決し 更に 北ハの 細目 を 編成して 報告せ しめんが 爲め、 双方に 於て 各 十 名の 委員 を 選定したり。 

其の後 一 致 敎會は 委員の 編成せ る 憲法 及び 細則 を 採用して 合同す るの 決議 を爲 したれ ども、 組合 敎 

會に 於て は 反對の 議論^だ しく 再度の 合併 談も 組合 敎會 部- s: に 於け る 反 對の爲 めに 遂に 不調に 了り 

たり。 當時 組合 敎會 總會 議長より 日本 一 致 基督 敎會 大會 議長 宛に 贈りた る 書簡 は 左の 如し。 

『先年 來ー 致 組合 兩敎會 合併の 件に つき、 段々 御 協議に 及び 候と ころ、 種々 難 止 事情 有 之、 本 月 二 

日より 西 京に 開設した る 組合 敎會 總會に 於て、 右 合併 不得止 暫時 中止 致し 度 事に 決議 相 成、 何とも 

折角の 希望 今にして 中止 致す は、 t„ ^だ 遺憾に 候へ ども、 又々 合併 可 致 好 時期の 到來可 仕は必 す聖意 

に 違 はぬ 事と 深く 信じ 候』 云 *  1 九 0 九 年 111 SSI 音 新報) 


傳道 開始 五十 年の 所感 

余 は傳道 開始の 祝會 をして 史談 會 たらしむ る を 好ます。 傅 道の ジ ュ ビリィ は 常に iwl 曰 的なる を尙 

ぶべ し。 五十 年 を 回顧す る 吾人の 心 胸 は 希望 をして 之 を ま 配せ しめざる 可ら す。 然れ ども 『汝ら 昔 

し 光照 を 受けし 後、 大 いなる 苦の 戰爭を 忍びたり し 曰 を 憶 ひ出づ べし』 (To 伯の B)。 『我 この 幕屋に 

居る 間、 汝らに此の事を憶ひ出させて.、汝らを勵すは當然のことと意へり』(^flff)。 斯の 如く 感謝 

1. 及び 鑑戒を 其の 要素のう ちに 數 ふる 宗敎 は、 決して 記憶 を 輕んぜ ざるな り。 往時に 忠なる も 

の は、 來 事に 向って 發憤 興起す るの 機 會を與 へらるべし。 一千 八 百 五十 九 年 某の 月 以降 五十 年に 百 一 

れる 日本の 傳道 は、 感懐 極り なき 多くの 記憶 を 以て 滿た されたり。 リツ ギン ス" ゥヰ リア ムス、 フ 

ル ベ ツキ、 へボ ン、 ブ ラウ ン氏等 を 始めと して 其の後 傳 道の 爲め 日本に 来りし もの 引き も 切らす、 

現今 は 其の 數八 百 人に 垂ん とす。 4=- が 我 國の爲 め 精神的に 寄與 したる 者 © 莫大なる は 云 ふ を 待た 

す。 推測に 由り て 之 を 計算す るに、 外國 宣教師 及び 之に 伴へ る 多くの 機 關の爲 めに、 年々 費 さるる 

金額 を 以てせば、 平時に 於て 曰 本 陸軍の 一 師圑を 維持す る さ を 得べ く、 戰 時に 於ても 勁敵に 對 して 

有力なる 一 大隊 を數 ヶ月 間遠く 滿洲に 支 ふること を 得べ し、 吾人 は 此の 祝會に 於て 外國 基督 者の 主 
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に 於け る 博愛の 德を敬 重し、 五十 年間 日本の 精神的 發 達の 爲 めに 貢獻 したる ものの 多大なる を 感謝 

せ すん ば あらざる なり。 

五十 年の 回顧 は 吾人 をして フルべ ッ キ、 ブラウン、 クラ ァク (札 幌農舉 校)、 ジェ ンス、 ウイ リア 

ムス、 バラ、 タム ソン、 デビス、 グリ イン、 ピャ ソン (横濱 偕成 女 學 校 創立者)、 ミロ ル (夫 i*lo、 ィム 

ブ リイ、 ラァ ネッド 等 諸氏 其の 他 或は 教育に 或は 傳 道に、 日本の 基督 敎を 以て 今日 あらしむ るに 與 

りて 力 ありし を 記憶せ しむ。 ！ 5 の 或る 者 は已に 凱旋して 上なる 他界に 人れ り。 グリフィ スが 或る 

宜敎師 傳を著 はし、 之に 題して 日本の 建造 者た る 某と 云へ るが 如き、 餘り 仰山なる 讃美に は 遣憾な 

がら 同意す る こと 能 はすと 雖も、 吾人 は 同志 社、 明治 學院、 靑山 舉院、 共立 女舉 校、 フ H リス 女學 

校、 鬼 北 學院、 祌戶女 學院等 を 始めと して 其の 手に 成りし 男子 學校 十五、 女子 舉校 三十 七。 之に 敎 

育 せらる る 男女 學生七 千 人に 達せん とする を 兌、 ID に 旣往に 於て 幾多 俊秀 達德の 人士、 及び 良妻 賢 

母 を敎養 したる を 記憶して、 外國 宣教師 五十 年間の 成鎮 偉なる を 嘆 (A せ すん ば あらざる なり。 

文舉の 方面に 於て 日本 在留 外阔宣 敎師の 功績、 對 岸の 淸國 に勤勞 せる ものに 及ばざる こと 遠し と 

雖も、 聖書の 飜譯、 ヘボンの 辭典の 如き、 確かに 傳迸 五十 年の 史上 燦然た る 光を發 つに 足るべし と 

信す。 鐵 道の 各 停車場の 捐 示に 於て、 英和 對 照の 辭典に 於て、 其 他 多くの場合に 用 ゐらる \r 維 馬 宇 

の 用例 は、 外！： 宜 教師の 日本 文學に 留めた る、 小なる が 如くに して 其實 頗る 大 なる 痕跡た る を認む 

べきな り。 § 寺が 禁酒 等の 如き 社 #• 事業 を獎勵 し、 諸種の 病院 を^ 立した るが 如き も" 五" 人の 忘 


る まじき ところに あらす や。 日本^民 は 明治 初年 有名な りし 俳 3sl 澤村田 之 助に 外科 的 大手 術 を 施し 

たる米闽宜敎^^ へ ボ ン 博士が 我が 醫界を 照らせる 時代 ありし を 記 P する の 義務 を负 へ り。 口 本！： 民 

の 問に 基 2^ 敎 徒の 如く 淸潔 を贵 び、 衞生を 重ん する もの 少な かるべし。 宜敎師 社交的の 感化、 斯る 

此ー； 末 の點 にまで 深大 なる を 思 ふべ し。 

傳道 五十 年 は 決して 外阔 宣敎師 の藤史 のみに あらざる なり。 日本 獨 立の 敎會を 主 せる 架津高 

明、 同志 社の 創立者 新 島 襄、 自給 敎會の 鼓吹者 澤山 保羅、 軍人に して 神 § たりし 海軍 少將世 良田 

亮、 信仰に 由て 眞 正の n 由 を 味 ふに 至れる 衆議院 議長 片岡 健吉、 遼 陽の 役 首 山 I- に 基 赞敎的 戰死を 

遂げた る 陸軍 少佐 秋 山 助 六郞、 § の 典型と して 永く 世人に 惜 まるべき 山 崎 爲德、 大西祝 等の 如 

き、 其め 他 多くの 基 者の 品格 及び 事業 は、 五十 年の 歷史に 光彩陸離たる を覺 ゆるな り。 然れ ども 

人間の 眞 正なる 歴史 は 社 會に名 を 著せる ものの 占領すべき ものに あらす。 人 は 家庭の 奥、 敎 場の 

隅、 父母の 膝下に 基督に 由り て敎 育せられ、 救 はれし 傑人 雲の 如くなる を 想像すべき 理由 ある を祌 

に 感謝す るな り。 

吾人 は 日本の 基督 敎が 如何に 發 達せる や。 其の 敎會の 基礎が 如何に 堅固に なりつ X ある や を 顧み 

れば、 五十 年の 回顧 感淚堰 き あへ す、 前途の 希望 洋々、 胸に 漲り 來る を覺 ゆるな り。 

.  1 九 0 九 年 九 H; (福 普 新報) 

@5 道即始 五十 年の 所感  三 H 五 


我 國の傳 道 及び 教育に 閱係 最も 深き 米 s の 一 敎售 及び 其の SI 本傳道 開始 五十 年 紀念會  三 四 六 

我 國の傳 道 及び 敎育 に關係 最も 深き 米國の 一 敎會 

及び 其の 日本 傳道 開始 五十 年紀 念會 

日本に 於け るプ 。テスタ ント 基督 敎の傳 道に 從事 せる 外 國宣敎 師團體 多し と雖 も、 傳 道に 着手せ 

る 最も 古参なる 一 つと して、 また 其の 功績 甚だ 顯 著なる ものと して、 本邦の 傳 道-歴史に 永く 記憶せ 

ら るべき は、 ダ ツチ *リ フ オル ム ド敎會 派遣の 宣敎師 等なる べし。 同 敎會は 米國に 於け る 敎派中 左 ま 

で大 いなる ものに あらす。 人 a: より すれば メソヂ スト、 バプテスト、 長老 等の 諸派 は 勿論、 組合 若 

く は クリスチャン 敎 會も遙 かに 劣れる 敎會 なり。 然れ ども 日本の 外交 史に 最も 深き 緣故を 有し、 長 

崎港內 一 一 一千 餘坪 の 出 島に 蟄伏し つ、 隱然 多大 の 勢力 を 我が 國 の 開發に 及ぼ せる 和 蘭人 の 子孫 は 日 本 

開園の 當時 逸早く 傳道者 を 派遣したり。 其の 宣敎師 なる ブラウン、 フルべ ツキの 一 一人が 日本に 來り 

し は、 實に 安政 六 年 十一月 某の 日に て ありき。 同 敎會は 其れより 引繽 きて バラ、 スタウト、 ミス • 

キダ (今の ミ n ル 夫人) の 諸氏 を 遣 はして 傳 道の 勢力 を增 加し、 横 濱長崎 を根據 として 敎 育に 傳道 

に 貢献せ ると ころ^だ 多し。 日本 最初の プ。 テス タント 敎會を 組織す るの 名譽 が、 ダッ チ、 リフォ 

ルムド 敎會派 造の 宣敎師 の 手に： t したる は、 世人の 熟知す ると ころな り。 明治 五 年 三月 (一千 八 fn 

ちゃ- 0 し 

七十 一 一年) 横濱 海岸 日本 基督 敎會が 本邦 傳 道の 蒙 子と して 組織せられ たる は、 キ； として ダ ツチ • リ 


フ ォルム ド敎. ^の 宣敎師 なる ジェ ム ス，バ ラ 氏の f ぬ 力に 山れ り。 余楚は 正直に して f„: 信なる 此の 人 

の 事業が、 傅 道 11 始 五十 年の 祝 謝 を 機# として 吾人の 記憶に 鮮 かならん こと を 望む。 

フルべ ツキが 長 崎に 於て 其の 他 _ ^京 横 濱に 於て 直接 傳道 したる 功績に 至りて は、 余輩 多く 語る ベ 

きと ころ を冇 せす。 然れ ども 彼が 圭角 なき 好 紳士と して 維新 前後の 諸 名士と 交際し、 厘ば 彼^の 敎 

育に 與り、 舉 校の 敎師 として は 開成學 校の 進歩に 貢献す ると ころ 鮮 なから す、 彼の 器 m なる 頭腦 

と、 博 通なる 讀書は 日本 官吏の 調 1^ に 多大の 便利 を與 へ、 宛 かも 百科全書の 用を辨 じたる が 如き 功 

績に 至りて は、 日本 文明 創業の 當 時せ (の 匹敵 蓋し 少な かるべし。 熟誡燃 ゆるが 如く 多くの 人 を 悔い 

改めに g;^ くが 如き は、 彼に 望む ベ がらすと 雖も、 フルべ ツキ 自身の 範圍に 於て、 其の 功勞 また 犬い 

なりと 云 はざる 可す。 

文部小^^1の學監として日本敎育の發達に大功ぁりしと稱せらる、デビ ッド • モル レイ もダ ツチ .リ フ 

ォ ルム ド敎會 の 人に て ありき。 ^ 成學 校の 敎授 として 老實の 聞 ありし ヴィ ドル 博士 も 同じ 敎 派に 屬 

せし 學-ォ なり。 開成舉 校の 敎授 として ネ鋒 剃刀の 如く、 精確な りと 云 はんより 寧ろ 面. S しと 稱 せら， 

るべき 其の 多くの 著 *1 を 以て 夙に 我が 『皇 國』 を 廣く歐 米に 紹介せ る 例の グリ フィス 氏 も、 ダッ 

チ • リオ フル ムド敎 An の 人に て、 フルベッキの，？ g 介に よりて 日本に 来りし 人な り。 

福 井に、 横濱 に、 ^5^京に三十年 一 日の如く日本子^^の敎肓に從事して倦むことを知らざる忠赏な 

る 敎育者 明治 學院の ワイ コ フ 氏の 如き も、 フルべ ツキ、 グリフィス の 系統 を 引ける ダ ツチ • リ フォ 

我^の ^SSTCr ひ敎 jEii 關係 最も ffi き 米 閥の 一 敎 《 及び 其の 日本 15 道 開始 五十 年 ffi 念會  三 四 七 


我 固の 傳 及. ひ 教育に BE 係 最も 深き K-s の 一教 會及. ひ 其の 曰 本傳道 開始 五十 年 紀念龠  三 四 八 

ル ムド敎 會の學 者な り。 組合 敎會 の歷史 に 甚大なる 關係を 有する 熊 本 組の 敎師 ゼェ ンス 大尉 も、 フ 

ル ベ ッ キの 世話 を 受けて 日本に 來 りし 人な り。 之と \ も にダ ツチ • リフ オル ム ド敎舍 は 橫井小 楠の 

家族に 關係淺 からす、 隨 つて 熊 本人の 基督教に 深き 緣を冇 する を 記憶す。 此の 點ょ りすれば ダッ 

チ • リフ オル ム ド敎食 は 糾合 敎會の 成立に 向 ひても、 問 接ながら 貢献せ しもの ありと 云 はざる ベ か 

らす。 

之 をして 世に 在る の 日おから しめば 日本の 敎 育に 偉大なる 功 を^つ ベ か りし 開 成學校 の 校長 E3 山 

義成を 供給せ る も、 ダ ツチ • リフ オル ム ド敎會 の敎宵 機關 なる ラト ガル ス大學 なり。 今日 朝野に 勢 

力 を 有する 人士に して 大學に 緣故を 有する もの 少なから す。 過去の 或る時 代に 於て はラ ット ガル 

ス大 ST か、 N ィル よりも、 ハ アバ アドよりも、 日本の 文化に 密接なる 關係を 有した る HI ある を 記憶す 

べきな り。 余輩 は <WI て ダ ツチ • リフ オル ム ド敎會 の 機 關雜誌 『クリスチャン， インテリ ゼン サル』 

紙上に 於て 老 博士 フ， - リスが、 維新 前後に 於て 米國に 遊べる 幾多の 日本 留學生 (彼 は 余輩の 熟知せ 

る 多数の 姓名 を擧 げたり) を 介抱し、 厘ば 日本に 於け る 媒介 者たり しこと を 記せる 趣味 深き 記事 を 

讀み しこと あり。 米國に 於け るダ ツチ • リフ オル ムッ ド敎會 と 日本の 敎會 との 關係 だ 深し と 云 は 

ざる 可ら す。 

同敎舍 派遣 の 宣敎師 スタウト 氏が、 長 崎に 於て 傳 道に 從 事し、 遂に 日 本 基督 敎會鎭 西中會 の 基 を 

開きし は 云 ふまで もな く、 敎 育の 方面に 於ても 其の 功 勞埋沒 すべから ざる もの ある は、 余輩の 親し 


く兑 且つ 多く 問く ところと す。 

ミス • キクが fg: お市 野 毛 山の 女學 校に 於て、 常時 は 珍ら しかりし 女子 敎 育に 從 事し、 ミ 。ル 氏に 

嫁して 後、 フ， - リス 女學校 を创 立した るが 如き、 且つ 问學 校が 今日に 至る まで 本邦 女子 敎 宵に 於け 

る 有力なる 機關の 一 つと して 存在し つ 、ある はダ ツチ • リフ オル ム ド教 會の少 からざる 美事の 一  • 

なるべし。 

ァ メル マ ン敎投 が 築地の 一 致祌舉 校に 於て、 其の後 明治 學院 祌學 部に 於て、 怖？.川ー-ォの^_ハ成にカを 

i し、 井深 梶之助 氏と、 もに 幾多 神學 上の 書籍 を 著述せ し は、 今や 忘れられん とする 事實 にして 余 

が 之 を 忘れし むる を 欲せざる ところな り。 

之と、 もに 余 辈の 記憶に 上る は、 プライン 夫人な り。 彼はダ ツチ- リフ オル ムド敎 < ^の 派 造せ し 

人に あ らす と雖 も、 せパ の 熱心な る 敎會 員な り。 之 を 女子 敎育 の爲め 日本に 派 造 せ る 在 紐胄 婦人 信徒 

の 國體に 牛耳 を 執りし ド リイ マ ス 夫人の 如き、 ダ ツチ • リフ オル ム ド敎會 の錚々 たる 會 „ ほに て あり 

き。 曰 本 基督 敎 女子 敎 育の 創業と も兑 るべき 横濱 共立 女學校 は、 プライン 夫人の 經營に 出づる もの 

なる を 知らば、 此 もまた 日本の 恩人なる 彼の 敎會に 感謝すべき 一 つに 救 ふべき にあら す や。 

余 牽が设 後に 記戟 する、 然れ ども 他の 場合に 較べて 遜色 あるが 爲 めにあら で、 カナの 婚禮の 葡+划 

酒に 於け るが 如き 感 ある を 禁じ 難く 覺 ゆる は、 サミゥ ル •  a ビンス • ブラウ ンが ことなり。 彼 は 千 

八 百 五十 九 年 傅 迸 の 目的 を 以て 日本に 派遣 せられたり。 然れ ども 半途に して 其の 勢力 を 多く 敎 育と 

我國の_§道及び敎育に閱係最も深き^<國の 一 敎<|】 及び 其の 日 木 傅 as 始五卜 年紀念 <w  一二  SI 九 


我國の IS 道 及 Si 教育に 關係 最も 深き * 國の 1 教會 及び 其の 3 本傳道 開始 五十 年 紀念會  三 五 〇 

基督 敎文學 と に 費し、 直接 傳迸に 於て は 其の 事業と し て 記す ベ きもの 多 か らす。 然れ ども 其の 人格、 

及び 敎 育の 感化に. 2 りて、 間接に 日本 傳 道に 貢献す ると ころ 多 かりし は 衆目の 見る ところに して、 

成功 多き 傳道 者の 一人た る を 失 はざる べし。 殊に 彼 は 新約 £1^ 書の 飜譯 者と して、 ヘボン 博士と、 も 

に 多く 語らす、 また 然か爲 し 得すして 最も 多く 語り、 最も 廣く傳 道せ る 一 人な り。 其の 同情 厚き 親 

切、 其の 諧謔に 富める 機智、 其の 趣味 深き 文才、 其の 鋭利なる 批評、 其の 威 儼 ある 風采、 其の 曲折 

多き 生涯、 其の 奮闘 的 經歴の 如き は、 講堂に 於て、 會議に 於て、 聖書 飜譯 の委 ni; 會に 於て、 日本 亞 

紬 亞協會 々頭の 椅子に 於て、 其の 他す ベての 關 係に 於て、 之 をして 重大なる 威力たら しめたり。 

彼 は敎師 の敎師 たるべく 生れた るな り 彼 は 自ら 多く 爲 さすして、 其の 敎育を 受けた る 人 をして 最 

も 多く 爲 さしめ たり。 彼 は 日本に 来らざる 前に モリ ソ ン 紀念學 校の 主任者と して 淸國廣 東に 赴き、 

彼の 國の 子弟 を敎 育す るに 熟 中せ り。 而 うして 其の 門下より 出で たる ものに は 黄 勝、 容宏の 如き 傑 

出の 人物 あり。 後者 は H ィル 大學 出身の 法律 博士な り。 前者 は 淸國の 外交 宫 として 厘ば 重任 を擔へ 

りと iS く、 此等ニ 氏 現今 如何に 起居 動作し っ& あり や を 知らす と雖 も、 彼^が 淸 國の爲 めに 盡 せし 

事の 少なから ざる は 云 ふ を 待た す。 日本に 来りても ブラウン は先づ 普通教育に 從 事し、 次に 傳道者 

養成に 力 を It™; したり。 彼が 傳道者 を敎 育した る 日長から ざる もの ある を 見る。 サ ミ ウル •  ロビン 

ス • ブラウンの 獎勵と 刺激と に、 其の 生活の 行 徑を歸 する もの 敎會 の內 外に 人 多 かるべし。 

<^聚 は 彼が 日本人 をして 羅馬字 を 採用せ しむる に 熟 心し、 明六雜 誌の 紙上に 於て 西 周の 羅馬 字說 


を諫み 聞かせられ しとき、 慨然 諸 大家 を 集め 一大 會議を II きて 羅馬字 採用の 得失 を 討論し、 日本 敎 

育の 方針 を定 むる の 必要 を說 きたしと 云 ひし を 記憶す。 一 種の 功名心 眉宇の 間に 溢れ、 意氣 軒昂、 余 

の 志 を激勵 せり。 當 時の 風貌へ r 尙ほ 眼前 之を兑 るが 如し。 其の 周圍 多く は 共に 語る に 足らす、 其 

門 生 は尙ほ 幼稚、 其 境遇 志に 伴 はす、 有 爲の才 を 空う せる もの 沙 なから ざるべし。 若し 彼 をして 今 

の 時に 生存し、 之と 志 を 共に し、 力 を 協す る もの 多から しめば、 其の 造詣 何ん ぞ此 所に 止らん や。 

彼 はより 多く 爲 すべき ォを 抱きながら、 之を實 際に 施すべき 境遇と 機會 とを與 へられす、 其の 缺損 

を 天に 於て 補給 せらる る を 待てる 人な り。 外 國傅道 者のう ちに は斯の 如き 不遇の 有力者 殊に 多 かる 

べし。 豈に 同情に 堪 へん や。 

ダ ツチ， リフ オル ムド 敎會の 北部 ミツ シ ョ ンは、 ブラウン 博士が 五十 年 以前に 日本に 到着せ る こと 

K 千 八 百 七十 一 一年に 於て 日本 最初の プ 口 テ スタン ト敎會 の 創立 を紀念 せんが 爲め、 來る 十一月 一 

日 午後 三時 を 期し、 海岸 敎 食堂に 於て 一 つの 集 會を催 ほすべく 準備し つ-あり。 之が 爲 めに 設けら 

れ たる 一 侗の紀 念 碑の 除幕式 を 行 ふべ しと 云 ふ。 是れ 時に 取りて 最も 適當 なる 美擧 なり。 

1 九 〇 九 年 一 二  wt 福音 新報) 
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此の 後の 五十 年 

日本の 基督 者 は旣に 其の 傳道 開始 以来の 五十 年 を 祝 ひたり。 今年 は傳道 開始 第一 世紀 後半の 元年 

なり。 『また 羅馬を も 見ざる 可ら す』 との 聲を 聞く は、 實に然 か あるべき ことなり。 バウ n 力 亞翻 

グ リシ ャ 等の 傳道を 以て 滞 足す る こと 能 はす、 遙 かに 西の方 羅 馬 を n がけて 共の 執 ー誡を 漲ら 

せ、 顿 りに 彼 所に 傳 道の 事 葉 を 開拓 せんこと を 望みた るが 如く、 日本 甚脊敎 徒 も 今後の 五十 年に 於 

て、 彼と ともに 『また 羅馬を も ざる 可ら す』 と 叫ぶ の 意氣 なくん ば あらざる なり。 羅 25 と は 何 を 

意味す るか。 之を此 所に 明言 せんより は、 讀者 をして 各自 其の 指す ところ を解釋 し、 裔 つて 意中の 

羅 馬に 志 を 運ばし むる に 如かす。 

吾人が 意中の 羅馬何 所に ありと も バウ n の羅 馬に プリ ス キラ、 アクラの 如き 知己 旣 にあり て、 傳 

道の 準備 を爲 し、 其 他 多くの 朋友 之 を歡迎 しつつ ありし 如く、 傳道者 到る 所靑 山な からん や。 多く 

の 準備せられ たる 議魂 ありて 之 を 待ち設け、 舊 相識 も 未見の 友 も 熱 心なる 援 助 を 與 ふること なら 

ん。 悪逆 無 近なる- 1 。ゥが 宮廷に も、 バウ a の傳 道に 耳を倾 けし もの ありし な"。 彼の 拘§ロ 所 は 多 

くの 人 をして 福 昔の 光に 沐浴せ しむる ところの 傳道 所に て ありき。 道を傳 ふるもの、 世に立つ は 決 


して 豺： K の 群に 身を投 する 羊の 如きの みに あらす、 一 面に 於て は羅 馬に 於け る。 ハウ n の 經驗の 如き 

す 

もの ありと 知るべし。 『我 福音 を 傳 ふること を耻 とせす』 夷狄に もグ リシ ャ 人に も傳 道の 負 依 ある を 

感. f るの 赤誠 だに あらば、 『人 を 救 はんとす る 神の 大能』 之に 伴 ひて 必すゃ 意外 の 成功 期して 待 つ ベ 

きなり。 バウ n の 羅 馬 遂に 如何にな りし か を 記憶せば、 吾人が 意中の 羅 馬に 就きても、 思 ひ 半ばに 

過ぐ る もの あるべし。 彼が 羅 馬に 傳近 せんと 欲する の 素志 は、 線 ft の 身と なりて 彼 所に 護送せられ 

たるに よりて 遂げられ たりと 雖も、 自ら 之に 滿足 する ほどの 信仰 を懷き 居たり。 今日の 傳道者 若し 

之に 似た るの 精祌 あらば、 其の 任務 は 感謝と 喜びと を 以て 盈 さるべ く、 傅 道の 意 氣惡魔 を 走らし む 

るに 足る もの あるべし。 

來京 市內に 於け る 日本 甚督 敎會の 人々 は 此の 一 月 聯合 集會を 催 ほし、 一 方 に 於て は先づ バウ n が 

『また 羅馬を も ざろ 可ら す』 と 云へ る を 題 E とし、 a つ 一語り a つ 祈りて、 傳 道の 精神 を發揮 せん 

さま ざ-よ いの » ねな ひ 

と 試み、 他の 一 面に 於て は 以弗所 書 第 六 章 十八 節 『恒に 各 様の 禱吿と 祈 求と を 以て 鑿に 由り て 求 

め、 かの 諸ての 聖徒の 爲 めに も愼 みて 此の こと をな し 祈りて 倦まざる べし』 云々 と あるに He づき、 

羅馬を ：=: かけて 進む ものの 精神的 準備 を 整へ ん としつつ あり。 凡そ 羅馬を 見ん と 欲する もの は必す 

然 かすべき ことなり。 『我 や は 血肉と 戰ふ にあら す、 政 また 横. M また 此 世の 暗 黑を宰 る もの、 また 天 

あだ 

のと ころに ある 惡の 鍵と 戰 ふなり。 此の 故に 神の 武具 を 取るべし。 是れ惡 しき 日に 遇 ひて 敵 を 防 

ただしき むねあて 

ぎ、 凡ての こと を 成就して 立たん が爲 めな り。 汝等 立つ に 誡を帶 として 腰に 結び、 義を護 胸と して 
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お VIJl. か  くつ 

胸に 當て、 和平なる 福音の 備へ を鞋 として 足 は 穿き、 此の ほか 信仰の 盾 を 取るべし。 此の 盾 を もて 

あしき 5- の ひやけ 

悉く惡 者の 火箭 を滅す こ と を 得ん。 また 救 ひの 胄 および 聖靈 の劍 すな はち 祌の 一一 一一 2 を 取る ベ し』 是れ 

羅馬を 見ん と 志す ものの 武装な り。 此に 立つ と ある は 大敵に 當 りて 屈せす、 戰の 衝に當 りて 能く 踏 

み へ、 武者 板 天 晴に敵 を 切り 糜け、 W 心 隙間な く、 警戒 嚴 しく、 いざ 來れ、 然 知ったり とば かり 

に 身 構 ふる 狀 なり。 腰に は |^^】緊 と 締めたり。 義の護 胸 は 銀へ 好く 射 洞く の 憂へ 少しも 無し。 平和 

の 福音の 足 持へ も 甲斐々々 しく 見 ゆ。 此の 外信 仰の 盾、 救の 胄、 聖 靈の刽 なんど 武装 殘る かたな 

し。 斯くて は 如何なる 敵 も 破る に 難き ことか はと 思 はる。 然れ ども バウ a が 十八 節に 至り 『恒に 各 

いふ 0 ねが ひ  -  >  , 

様の 禱吿と 祈 求と を 以て 靄に 由り て 求め、 かつ 諸て の 聖徒の 爲 めに 愼 みて 此の こと をな し 祈りて 倦 

まざるべし』 と 云へ るに 注意せ よ。 曩に揭 げたる 武装 如何に 整 ひたりと も、 精神 は W 堵 にあり。 祈 

りこ そ綬も 肝要 なれ。 祌と聯 結す るの 祈りな くば、 鋭利なる 打 物 も、 堅固なる 甲胄 も 物の 役に立た 

ざるべし。 精神 上の 武装 は 祈りに 由り て 全うせら る ものな り。 羅馬を 兑んと 欲する 勇士、 敵と 戰 

-s  -I れ 二れ  一 2ぐ 

ひて 踏み 泳へ、 天 晴隙を 制せん と 思 は、. -、 云. -の 武装 を 整 ふること 肝要な り、 殊に 各 様の 禱吿と 祈 求 

え ぺモ 

と を 以て 靈に 由り て 求めざる 可ら すと は バウ a の 以弗所 人に 菊吿 せし ところな るが、 日本の 基督 者 

が 今日に 於て 最も 注意す べきと ころ また 此所 にあり と 云 はざる 可ら す。 各 様の 禱吿 と 祈 求 と を 以て 

すべし、 故に 吾人の 禱り 內容豐 にして 凡ての 方面に 行渡りた る ものた る を 要す。 曰く 『常に^ざる 

べし』。 是 睡^に 魅せられす、 坐 眠りて 祈 を 中絶す る さなかるべき を 戒めた る 一一 一一：： なり。 吾人 は 祈に 長 


く堪 へ、 末に 至る まで 赏 徹し 難き を ®~ ふ。 故に 祈 は 熱 切に して 久 きに 堪 ふるもの ならさる 可らざる 

なり。 E  く 『. おに. S て 求むべし』 故に 3 典の 祈 は 人の tIM 的狀 態に. つきて 神 如何に 嘆かる、 - やと 推測 

り、 人の 卵と 其滅 行く 様と に對 し、 祌の 愛の 打， 如何な らんと 恐れ、 天の 父の 失 はれた る もの を 尊 

ぬるの 慈悲に 同情 を. 寄せ、 人 の 惡を： In- る に祌の 眼 を 以て す る さ を 努め、 之 を約肯 す れば神 の 心に 

氣觸る 、の 祈 を 俾 ぐる を 云 ふ。 曰く 『諸ての 聖徒の 爲に 祈るべし』。 故に！^;: 人 は 他の 人に 代りて 私 

かに W るヌー を努む ベ し。 『吾が ため にも 祈る ベ し』。 彼 は 自已の 傅 道 に つ きて 祈らん こ と を 敎會の 借 

徒に 求めし な"。 總て 此の 如き 祈りに こそ 傳 道の 勢力 は^する なれ。 一九  一 0 年 1 a 

明治 四十 一 一年の 基督教 

新しき 年を迎 ふるに 當り、 先づ靜 かに 舊き 年の 經過 を點檢 する は、 思慮 ある ものの 忘る 可らざる 

ことならん。 明治 四十 二 年の 基督 敎界 は感懷 多き 年に て ありき。 千八百五十九年即ち安政六年の^^ 

を 以て リツ ギン ス、 ゥヰリ アム、 フルベッキ、 ヘボン、 ブラウンの 諸氏に 由り て 傳道を 開始せられ 

たる ことなれば、 B 木に 於け る 新敎派 基督 敎は已 に 五十 年の 歷. 6=^ を 書きたり。 然れば 日本の 新敎諸 

匠 は 外國宜 敎師と 合同し 十 月 五日より 十日 まで 東京 靑 年き 館に 於て 盛大な る紀 念の 祝會を 開き. U 
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り。 半世紀 問の 傳 道の 結 菜、 今日 新敎 各派の 會員は 八 萬に 垂ん とする に 至り、 年 を 追うて 發展 し、 

其の 宗敎 道德は 勿論、 思想の 上に も、 敎 育の 上に も、 また 社會 事業の 上に も 意外に 大 いなる 貢獻を 

爲 したる を 感謝せ ざる 可ら す。 現今 日本に 在住す る 外國宣 敎師は 七 百 六 七十 人なる が、 五十 年間に 

去來 せる もの を數 ふれば 夥しき 人數に 上るべく、 彼等の 勞 力と 投资と を考へ 来れば、 日本に 於け る 

基督 敎の 今日 あるが 爲 めに は 甚だ 廉 ならざる 價を拂 はれたり と 云 はざる を 得す。 

傳 道の 祝 會 をして 史談 會 たらしむ る 勿れと は 福音 新報の 警吿 せる ところに て ありし が、 同 祝會は 

豫想 外に 盛んなる 集會を 見たり しに 拘ら す、 具體 的に は 然した る 結果 を 見る に 至ら ざり き。 只 だ 

之に 引き 檨 きて (t 一一 一一？) 開かれた る敎龠 同盟 大會 は、 各派の 代表者の 意志 を 疏 通せし む る もの あり 

き。 且つ 『内外 聯合 大擧傳 道の 必要 を 唱道す るの § だ大 なる』 を 認め、 內外 協力して 全國柩 要の 

地に 大舉傳 道を爲 す HJ を 決議す るに 至れり。 更に 各派の 先輩 諸氏 は 蔡友會 なる もの を 開きて 交情 を 

溫 めたり。 之より 先き 東京 市に 於て は 各派 敎 役者の 親和 を圖 り、 且つ 力 を 協せ て 互に 傳 道の 應援を 

なし、 更に 聯合の 祈 禱會を 三日間 (は 一 バプテスト 中央 會 館に 開ら き、 年末 (tMS) に 至りて 東 

京巿敎 役者 食なる ものの 新に 組織 せらる ふ を 見る に 至れり。 此 等の 事 實に徴 しても 昨年 は 如何に 一 

致團 結の 精祌の 著しく 現 はれたり しか. を 見る を 得ん。 

昨年 の 敎勢は 甚だ 不振な り し と 悲觀す る もの 少なから す。 然れ ども 開敎五 十 年 に 相當す る を 以 て 

諸敎 派と も往を 顧み、 來を考 へ、 感謝 奮 勵の念 胸に 溢れ、 各々 思 ひ/ \ の 傳 道に 力 を 致したり。 其 


の 成鏔は 如何 あらんと も、 其の努カは過.^.^數年間に比するに擾るとも劣ることなかるべ し。 

日本 基 I§E 敎會は 傅 道 開始 五十 年 祝 謝 傅 道なる 名の 下に、 三月 十三 曰 東京 靑年龠 館に 於て 盛んなる 

を 問き、 次で 各地の 傅 道 を應援 したり。 其の後 十二 If まで 各地に 俾. 道 を 行 ひたる 日數 二百 四十 

餘日、 敎會 九十、 其の 回數 三百 六十 餘回 にて、 之に 當れる 傅 道 者 は 二十 五 人な りき。 其の 俺. 道せ る 

^域 は 北 は 北海道より 南 は 亳灣に 及び、 更に 滿韓 各地に も 一旦れ り。 其の 結果 として 金城、 田 邊のニ 

敎， lie は 已に獨 立 自給す る を 得たり。 岡 山、 靑山 兩俾道 敎會も 遠から す獨 立の 運に 至るべし とい ふ。 

问敎會 の 祝 謝 俥 道の 特色と も 見るべき は、 外に 廣く傳 道す るの みならす、 內に 信徒の 信仰 を 修養す 

るに ありき。 東京に 於て 一月 中 信徒 修養 # を 開きし を 始めと し、 各地に 同様の 集會を 催 ほし、 宛が 

ら 同敎會 に 於け る 露 的 覺醒會 た る の 觀ぁ りき。 三月 十五 日より 十九 日まで 富 士昆町 敎龠堂 に 於て 催 

ほされし 傅 道 修養 食の 如き は、 祝謝傳 道に 參 加すべき 各地の 敎 役者 相き して 使 道 上の 露 的堆備 をな 

し、 精神 高潮し、 新たに 神の 恩寵に 浴したり。 此 等の 事情 を 以て 觀察 すれば、 大體に 於て 日本 基督 

教會の 敎勢は 不振な りと 云 ふべ からす。 其の 集會 者の 數に 於ても、 前年度よりも 減少せ るが 如き 遣 

憾 なる 現象 を DD^ る ことな かるべし と 幹部の 人た ち は 語り 居れり。 殊に 昨年の 大會に 於て 同敎 會の統 

一 の 甚だ^ 固なる こと 明かに 證 明せられ、 且つ 多年 行き 惱 みたり し外國 ミツ ショ ン との 關 係ん 巾 合 

せ條款 なる ものに よりて 解決せられ、 同敎龠 の內政 は先づ 一段落 を吿 ぐる を はたり。 

翻って 日本 組合 基督 敎會の 狀況を 見る に、 昨年 は 重に 內 部の 充實に 意 を ffl ひ、 健全なる 敎 會の發 
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達 を 園り たるが 如し。 擴張傳 道なる 名 HI の 下に 各地に 集中 的 傳道を 試み、 幹部の 人々 は 南船北馬 是 

れ日も 足らざる 有樣 なりき。 十月 東京に 開かれた る 總會に 於て 報告せられ たると ころに 據れ ば、 九 

月末までに 擴張傳 道の 行 はれた る 敎食ー 一十 ケ所 其の 結果 百 九十 七 人の 受洗 者 を 出せり と あり。 前年 

に 比すれば 受洗 者の 數 甚だ 劣れる もの ありと 雖も、 是れ同 敎會が 内部 を充實 する に盡 力し、 巳に 人 

# せる 信者の 敎 養に 重き を 匿け るが 故な りと いふ。 然れ ども 十月 以來同 敎會は 殆んど 全國の 各地に 

盛んに 擴張傳 道 を 行 ひたれば、 年末に 於て は 蓋し 多くの 收穫を 見し ことならん。 また 昨年 は 獨立完 

成の 期限に て、 當局者 は 此の 邊 にも 力 を 注ぎたり。 總龠 の報吿 によれば、 卅九年 ミツ ショ ン より 引 

き繼 ぎた る 假敎會 は 三十 三ケ 所な りしが、 其の 中二 十三 は 已に獨 立したり と あり。 其の後 如何にな 

りし や を 知らす。 同 敎會は 一た ぴ關係 を 絶ちた る アメリカン， ボ ー ルドに 對し、 昨年 再び 新 傅 道 地 

開拓の 爲 めに 協力す るの 途を 開きたり。 昨年 中 同 敎會が 新たに 傳道を 開始せ る は IKii, 國名 寄、 早稻 

田、 及び 高 松の 三ケ 所な り。 叉米國 太平洋 沿岸 及び 布哇の 日本人 組合 敎會 とも 氣脈を 通じ、 組合 敎 

會長宫 川 經輝氏 は 昨 夏 同地 方の 傳道 を應援 したり。 

日本 メソヂ スト 敎會 は開敎 五十 年紀念 振興 運動と 號 して， 五月より 十 一 月 まで 東西に 俾道 せり。 

外部 の 發展を 圖 るよりも 寧ろ 信徒の 信仰 を 堅く する に 努めたり。 昨年 同 敎舞內 に 著しく 活動 せる は 

泶京 傳道隊 なる 敎職 外信 徒の 團體 なり。 市内 は 勿論、 東海道より 甲信總 等の 各地 方 を經、 更に 東北 

地方まで も傳 道せ り。 此せtの傳道の結ra^-は未だ明かに知るを得ざれども、 琉球 及び^ 國に 於て 多數 


の 悔改者 を 出し、 敎勢 大いに 振へ る もの ありし が 如し。 同效 食の 活動の 中心なる 監 本多庸 一氏の 

储^ 優れ ざり し は だ遣憾 とすると ころな り。 

此の 外 日本 聖公會 は官敎 開始 五十 年紀念 運動 を 行 ひ、 一 一月： ii 四日より 五日 問 各敎會 とも 之が 爲め 

に 特別の 祈 禱< ^を 開き、 三 四日より 先づ 九州 地方より 着手し、 中國 北海道の 各地 方に 及びたり。 

敎會 に. S りて は 附近の 傳道を も 行 ひ、 何れも 意外の 好結果 を牧 めたり とい ふ。 同 敎會に 於て 注意す 

べき は 昨年 中數 名の 新 監督の 任命せられ しこと なり。 シ セル 氏 は 南東 京 監督に、 アンド リュウ ス氏 

は 九州 監督に 聖^せられ、 また 長老 十一 名 新たに 任ぜられ、 傳 道の 上に も 新しき 勢力の 加 はりた る 

を 疑 はす 立敎大 學の擴 張、 及び 神學 大事の 新設の 議 ある を 聞し かど、 未だ 其の 運びに 及ば ざり き。 

英米 及び 濠洲 等に 於て 主の 王 國を擴 張す るに 目覺 しき 成功 ありし チヤ プマ ン、 ァレキ サン ドル 二 

氏の 一行 十月 下旬 來朝 せり。 不幸に して チヤ プマ ン 氏が 健康 を損ぜ し爲、 豫 期の 如き 活動 を 見る 能 

は ざり しも、 日本に 在住す る 多數の 外國人 を覺醒 せしめた る 功績 は 蓋し 少なから ざる ことならん。 

同氏 等の 傅 道の 方法 大いに 學 ぶべき ものな きに あらす。 聞く ところに よれば、 今後 も尙ほ 日本に 於 

て 斯る傳 道の 繼續 せらる る計畫 ありと いふ。 此の 外 東洋 偉 道 視察の 爲め來 朝せ る は、 米國北 長老 敎 

龠傳道 局の ブラウン 氏 あり、 英國シ •  H ム •  H スの インガム 監督 あり、 何れも 日本に 於け る 基！^ 敎 

會の 事情 を 明かに する を 得しぶ > ならん。 米國北 長老 敎會傳 道 局の 日本 偉 道に 對 する 方針の I 變 せる 

如き 其の 結 菜と も 見ら るべき か。 叉 シカゴ 大 攀敎授 ボルトン 博士が 敎育 事業 視察の 爲 めに 來 朝せ る 
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如き、 或は 他日 何等かの 形に 於て 其の 結 ra^ の 現 はる、 こ と あるべ しと 傳 ふるもの あり。 

昨年 は紀 念すべき 事の 多 かりし 年な りき。 組合 敎會、 パプ テスト 敎會、 聖公會 の 一派、 殊に 日本 

基督 敎會の 如き は、 歷. a- 的に 關係 深き カル ヴィ ンの第 四百 回 誕生日 に當 りし ことと て、 日本 

基督 敎會は 率先して 東京 を 始め、 各地に 其の 紀念會 を 催 ほしたり。 彼の 如き 人格、 精祌、 思想、 及 

び 事業 は 日本の 基督 敎會に 於て 學 ぶべき もの 多し と 思 はるれ ども、 之 を 追想す る の 情較ゃ 薄き 觀ぁ 

りき。 要するに 日本人 はルゥ テル ほどに 未だ カル ヴィ ンを 認識し 居らざる にあらざる か。 

一般に 祌擧 上の 議論 を 避く るの 氣味 ありて、 寧ろ 靈的 覺醒を 求め、 主の 王國の 事業 を擴張 せんと 

する 熱心 動きたり。 出版物に 就いて 見る も 聖書の 註解 多く， 年末に 及びて 說敎 ffi^ 及び 文集の 八ム けに 

せられし もの 二三 稷 あり。 聖公會 に 於て は 昨年よりも 出版 事業に 力 を 注ぎ、 神事 研究と 題す る 四季 

刊行の 雜 誌を發 行し、 また イイ リング ゥォ ルス 等の 著書 を數 種飜譯 せり。 其の 他 多少の 著書な きに 

あら ざり しも、 以て 大いに 基督 敎文 舉を钸 るに 足る ほどの もの を 見 ざり しは殘 念な りき。 昨年の 基 

督敎 文舉は 頗る 寂寥の 感な きを 得 ざり しなり。 

昨年 催 ほされた る 幾多の 集會 中、 殊に 注意すべき は國會 議員 禮拜と 新 # 感謝 禮拜 となるべし。 此 

等の 禮拜 は、 日本の 基督 敎會に 於て 常然行 はるべき 苦の ものにして 未だ 行 はれ ざり しなり。 富士見 

町 敎會が 逸早く 之に 氣 付きし は 真ぶべし。 叉 或る 方面に 於て 家庭 求道 歯なる もの を 設けられ、 傅 道 

上の：^！茶頗る良好なる所ょり、 日本 基督 敎< ^にて は 諸方に 之 を獎勵 したり。 昨年の 夏期 擧校は 平凡 


なりし かど も iii 書 研究に 力 を w ひ、 所謂 小團 研究 法 を獎勵 せる は 記憶せ ざる 可ら す。 ：^!^ ハの外 チヤ プ 

マ ン氏 一行が 懷中 in 害 同盟 を唱 へたる 如き、 iii 書 研究の 趣味 は 各方 面より 大いに 培養せられ たり。 

R$ 件 其の 他の 忌む ベ き 裁判 起 り 其の 濱職 代議士 中 に は、 曾て 基督 敎界に 名 を 走せ たる 某々 を 

兑 るの 悲しむべき 出来事 ありたり。 之が 爲 めに 世 或は 基督 敎の 信仰の 無力なる を 嘲る ものな きに あ 

らす、 叉 或る 地方に て は 多少 基督教 傅 道の 妨げと なりたり と傳 ふれ ども、 彼等 は 久しき 以前よ" 全 

く 基督 敎と 絕緣 せる 者、 然ら ざる も 信仰 甚だ 薄弱なる ものに て ありき。 されば 事實は 世の 批判と 全 

く 反對の 結論と なり、 不信仰の 危險を Ifiw 明す るの 外な からん。 然 かも 基督 敎會に 取りて は 自ら 省み 

て 其の 志 を振肅 すべき 好き 機 青を與 へられた りと 云 はざる を 得す、 一九  一 0 年 1 JK お 音 新 S 

世界 傳道大 會のー 一大 宣言 

ヱ デ ンボ D ォ に 開かれた る 世界 傳道 大會 は、 其の 最終の 會議に 於て、 基督 敎國の 基督 者國體 及び 

非 基督 敎國の 基 脊者國 體に對 する、 二つの 宣言 を 決議したり。 基督 敎國に 於け る敎 會に與 ふる 宣言 

の 大意に 口く、 

次の 十 年 は 人類の 應史に 於け る 一 大轉 機なる ベく、 其の 靈的 發展を 決定す るに 於て は 通常の 經驗 
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を以 つて 充 たさる &數 百年よりも 一 層 重大なる 運命 を 有する ものと 思考 せらる。 若しも 此十年 を 

fi- 當に 活用す る こと を 得ば、 之 をして 基督教 者の 歷史に 於て 最も 榮光 ある もの 、中に 箅へ られし 

むる こと を 得べ し。 故に 國 民の 生活 及び 感化 力の 全部 基督 教化せられ、 商業と 言 はす、 政治と 言 

はす、 東洋に 於け る 西洋の 影響 及び 弱 勢なる 人？^ に 於け る强大 なる 人種の 威力の、 總て 基督 敎傳 

道の 使命 を保證 する に 足るべく、 決して 其 妨害と なること 無 からん こと は、 最も 切迫せ る 今日の 

精 祌的耍 求な り。 

非 基督 敎國に 於け る 基督 者に 與 ふる 決議の： 耍點 に；：： く、 

世界 傅 道大會 は、 全世界に 於け る 外國傳 道の 大勢 を 見渡して、 熱 切なる 感謝 を 棒ぐべき 多くの 理 

.E を 見出せり。 殊に 新たに 覺醒 せる 諸國に 於け る 新興の 基督 敎會 の會 員數、 熱心 及び 勢力の 着々 

增 加す る を 見て 歡喜 に充 たされたり 云々。 

世界 俾道大 會は來 る 十 年間 は 世界に 於け る 基督教の 趨勢 を 決す る に 足る ベ き 價値ぁ る を 看取し 、 

歐 米の 先進 基督 者の 图體に 向 ひて、 東洋 其 他 總て傳 道範圍 の國々 に對 する 感化 及び 影響 を 全部 基督 

教化 せんこと を努 むべ しと 警告したり。 由来 歐米諸 國の攻 治 的 行動 及び 其 商業が 基督教の 精神と 背 

げんさい 

馳し、 福音の 宣傳と 矛盾せ る もの 多く、 之が 爲 めに 偉 道の 勢力 を 減殺し、 或る 場合に 於て は 之 をし 

て 殆んど 無効なら しめたる もの あるべし。 束洋傳 道の 西洋に 於け る 基督教の リバ ィパ ル に 待つ もの 

最も 多大なる 以て 兒 るべき なり。 歐 米の 基 sf 覺醒 し、 其の 國 民の 勢力 を 盡く霞 化せし めんこと を 


s^^f::するに至らば、 外^ 道、 殊に 淸圃 印度 及び 日本の 如き 國 民に 於け る 其 効 驚くべき もの あら 

んを疑 はす。 故に 日本の 基 5^ 者 は 歐米基 赞敎の 大勢に 注意し、 其の 覺醒 の爲 めに 祈る K 一 熱 切なら す 

んば ある 可ら す。 然れ ども ヱ デ ンボ D ォ に 於る 世界 9^ 大會 決議文の 詳細 を 知らざる が 故に、 遽か 

に然 かく 斷 一一 一一：： すべから すと 雖も、 若し 政治 及び 商業 方面に 於け る 注意の みに 止まりし ものと せば、 

余 W は 之に 加へ て 基将敎 闽 の舉問 文藝の ー脣靈 化せられ.， 其の 說く ところ、 敎 ふるところ、 _<^1^^!敎 

と 步調を 一 にして、 歐 米の 智的文 的の 威力 遂に 福 昔の宣 傳と 其の 歸趣を 同う する に 至らん こと を 望 

む 事 切なり。 日本 及び 印度の 如き 國 民に 向って 基督 敎を 宣傳 する に當 りて は、 此の 點 殊に 切耍 なる 

を感 す。 歐米基 者の 攀問文 藝が靈 的に 覺醒 し、 基督 敎 的の 特色 を發 揮し、 智識 文藝の 方面に 至る 

まで 其の 國 民の 勢力 を 擧げて 神の 王國に 忠誠なる ものと なる に 至らば、 世界 何れの 方面に 於ても 傳 

道の 氣勢 顿に揚 り、 せ、 の 進歩 驚くべき 程 迅速なる を 見るべし、 余輩 は 基 ^15: 敎的 舉問藝 術の 盛んに 發 

達し、 其の 最も 明白に 優勢なる を 示す に 至らん こと を 祈り 且つ 之が 爲 めに 努力せ ざるべ からす。 

世界 傳道 大會は 基督 敎國の 基督 者に 對 して 反省 發憤 努力す べき こ と を， 吿 したり。 次の 十 年間 を 

以 て 基脊敎 の 進歩に 最も 重大なる 關係ぁ る べしと い ふ を 以 て 之が 现. S となし たり 。 然れ ども 是れ決 

して 基^ 敎國の 基督 者の みに 與 へらるべき 注意に 非ざる なり。 次の 十 年間 は 支那 朝鮮 等の 傅 道に 取 

りて 其の 將來の 運命 を 卜すべき のみなら す、 就中 我國の 基督 敎、 此の 期間に 於て、 如何なる 進步を 

なすべき かの 問題 は、 直ちに 日本 遂に 靈 的に 救 はるべき かの 問題な りと 認 むる を 得べ し。 國民は 如 
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何なる 時代に 於ても 救 はるる こと を 得る ものに 非す。 或る時 代に 於て 改 て 祌の國 と 其の 義 とに 

立ち 歸ら すん ば、 永遠に 其の 機會を 逸する こと 無き を 保 11; ほす ベから す。 少く とも 十 年の 損失 數 百年 

の 遲延を 致す の悔を 遣す に 至らん。 余輩の 見る ところ を 以てすれば 次の 十 年 は 日本 傳 道の 決勝 期な 

るべ し。 世界 傳道 大食が 基督 敎國に 向って 與 へたる 激 勵の辭 は、 直ちに 之 を 取って 日本に 於け る 八 

萬の プ 0 テス タン ト 基督 敎 徒の 上に 應 用すべきな り。 日本 傅 道の 時期 益 急な り。 日本の 基督 者 は 其 

の 諸方 面に 於け る 勢力 を 盡く靈 化せし め、 全 震 全心 を 傾注して 國 民の 救 はれん こと を 努めざる 可ら 

す。 日本の 基督 者 は 世界 傳道 大會の 決議せ る 如く 全世界の 基督教 徒と 共に、 次の 十 年間 を 以て 未 曾 

有の 俺 道 的 努力の 一 大 時期たら しむる こと を心懸 くべき なり。 1 九  一 0 年 <  sol 音 新 5 

朝鮮の 傳道 

先日 述べた 如く 朝鮮に 於け る 基督 敎の 進歩 は、 其の 速力が 比較的に 大きい。 其の 理由の I つ は、 

朝鮮人 民 は、 種々 なる 原因から 慰安 を 求む る K- 痛切で あると 云 ふ 事情で ある。 彼等 は元來 事大思想 

を 抱いて 居る から、 歐米 人の 事と し 云へば 何でも 偉 さう に考 へる。 宣敎師 を 尊重す るの 念も從 つて 

深いに 相違 無い。 日 木で も 明治の 初年に は 稍 や 然ぅ云 ふ 風であった。 是れは 一時の § 現象で も. あ 


るが、 此の 弱點が 「し 惚强ぃ 日本人 を驅 つて、 穩順 しく 西洋の 事物 を 受け 容れ させた と I 般、 朝^の 

偉 道に も 非常なる 便利 を與へ て 居る かと 兑 える。 是れが 朝 傅 道の 速力 を强 めた 第二の 理由。 次ぎ 

に 日本の 政樓が 彼の 半島に 行 はるる 様になつ てから は然 うで もなから うが、 以前 は 殆んど 無政府の 

狀 態であった から、 i:? 政 虎の 如き 禍を 免るべき 一 乎 段と も考 へて、 外國宣 敎師の 庇 蔭 に 依らん とし 

た 者 も あるで あらう。 此の 非宗敎 的なる 動機から 宜敎師 の 門に 出入す る僞 信者 も 起った こと .， 容易 

に 想像され る。 斯くて 多くの 弊害 も 生じた かも 知れぬ。 然し 此處に 一言すべき は、 外國宜 敎師の 多 

くが 此の 事情 を 看破した 所から、 洗 禮を行 ふに^ 心し、 其の 動機 や 人物 を 吟味す るに 頗る 愼 まなる 

態度 を 取った ことで ある。 此の 點は 日本に 於け るよりも 鄭望 であった かも 知れぬ。 朝 ir の宣敎 は 

無暗に 此 の 弱 點を利 川す る 如き ものば かりだと 言 ひ、 少く とも 其の 類が 多 か つ たとまで 宣言す る 如 

き は 餘り淺 酷で ある。 斯の 如き 不公平なる 批評 は輕々 しく 口にした く 無い もの だ。 第 四の 现. S は 外 

阈宣敎 師が敎 育に 從 事し、 醫藥傳 道に 熟 心で あり、 又 益す 其の 方面に 盡カ する ことで ある。 10 

理. E は、 .e 來朝 酔に は 堂々 たる 宗敎が 存立して 居らす、 曰 本の 佛敎ゃ 神道の 様な 威力の 稍 や 逞しい 

ものが w:i く、 此の 點 だけで は宣敎 の傳道 殆んど 無人の境 を 行く が 如くであった。 一として 對 杭す 

る ものが 無い； S であった。 無論 罪惡、 無識、 誤解な どが 傳 道の 障害と なる は 何處も 同様で あるが、 

從 來の宗 は 乎 强ぃ對 敵 を 見出さぬ とい ふさ は、 傳道 上！ つの 大 いなる 利益で あつたと 考 へる さが 

出來 る。 第 六の 理由 は、 其の 第五と して 揭 げた 事情と 自然 聯帶 して 居る。 蓋し 人 は 生 來宗敎 的で あ 
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る。 若し 之 を^ 閑に して 久しく 其の 要求に 1: チる こと をせ すに 置くならば、 積 水の 堤 を：^ す 如く、 

何れ かに 其の 勢 を 漏らさねば ならぬ。 之が 爲 めに 非常なる 弊害 を 生すべき 危險が ある。 其 處で斯 か 

る 事情の 下に、 無せ^ 識 ながら 精祌 的の 飢渴甚 しき 人民が、 突如と して 新たなる、 然 かも 從 來の阜 

越せる 宗敎 に接觸 する 機 會を與 へらる るなら ば、 蟻の 蜜に 附 くが 如く、 水の 低き に 流る る 如く、 飢 

ゑた る嬰兒 が^ 房に 向 ふが 如く、 甚だ 猛烈に 信仰心 を發 揮す る 様になる。 抑 K せられた る 勢力が 驚 

くべ く强大 であると 问じ 道理 だ。 未だ 人が 手 を 入れない 沃野に 種子 を 薛 くと 同じく、 幾千 百年の 間 

蓄镇 せられた 肥料の 力の みで、 何の 苦も無く 山な す ほどの^ 穫を兒 る ことが 出来る。 朝^ 傳道は 宛 

かも 斯の 如き 場へ 口であった らうと 信ぜられる。 是れら の理出 (無論 外に も 有る だら うが) から 朝^ 

の 傳道 は 非常な る 速力 を 以て 進んで 來た。 然 し該半 島に 日本の 勢力 行 はるる は 遂に 傳 道に 便利な る 

是らの 事情 を 消滅せ しむる に 至る や、 將た 更に 大 いなる 利益 を 新たに 加へ、 若く は 從來の 利便 を增 

進す るに 至るべき か。 朝 S 併合と 基督 敎傳 道の 將來と は 一 つの 大ぃ なる 問題 を 世界に 投げ 懸けた の 

である。 此の 點は 未. 火の 問に 暫く 置く としても、 以上 記^せる 如き 朝^の 傳 道に 便利なる 事情 は、 

とても 長く 維持 せらるべき もので 無い。 此處十 年と 經 つか 經 たぬ 間に、 朝鮮人 民 は 宗敎界 の 擦ッ枯 

らしと なって、 容： レ 乎の 着けられぬ 有 樣に陷 るか も 知れぬ。 年若い 時に 擧 問せ ぬと 六十の 乎 習 ひ 

中々 難つ かしい 如く、 傳道も 其の 適當な 季節 を 過す と 困難になる。 ョ 本の 傳 道も旣 に 其の 季節 を 取 

り 損った と 思 はるる 點が 無き にし も あらす と 危ぶまれる。 偶人が 何時でも 救 はれる と は 望まれ 難い 


如く、 闽は 何時でも 好いた 時に 舉 つて 1: 心の 出來 べき 者で なから う。 朝. S の 傅 道 は 時が 後 るれば 後 

るる ほど W 難になる べき 恐れが ある。 今のう ちに！^ も 給與れ す、 隙 も あらせす、 大舉 して 傳 道す 

るが；：： 下の；^ 大<サ-^ 務 である。 在 朝鮮の 外 闕宜敎 帥 は 久しき 以前より、 ！ 百 人 傅 道なる もの を 計 畳 

して 2$ る。 一 擧 して n 萬 人の 信者 を 得ん と 欲する！ # 望 である。 彼等 は 日本の 甚醫 者に も 通牒して、 

同時に 在 朝 W の 日 木 人に 大擧傳 道す ベ きこと を 打ちへ 门 せて 來た。 i^I 來る 十：^ に赏行 せら る ベ き計畫 

である。 赏に快 心の 壯 11、 最もよ く 時{且 に 適した ものと 謂 ふべき である。 

一 百 萬 人と： おへば、 優に 朝 人口の 一 割に 當る。 朝鮮に 百 萬 人の 基督 者が 起るならば、 日本 帝國 

の 一部分に 人口 一 割の 基督 者が £來 たこと になる、 而 して 內 地の 其れの 如く 政治と 關聯 した 煩雜な 

る宗騎 ffi^ 無き 朝 酔 に 人口 一割の 基督 敎團體 が 興るならば、 基督 敎の M を 生 張し、 其の ra: 有な 

る 生 ii^ 狀態を 扶植し、 其 の 敎育的 现 想を赏 現 せし むる にも 事頗 る 容易で あ るか も 知れぬ 。 又 自然 日 

本傳道 の氣焰 を； „ 问め、 滿 潮に 乘す るの 勢 を 以て、 帝國の 全部 を 基督 敎 化する の 機.^ 3 到來 せざる にも 

限らぬ。 否然 かく 希望すべき 现 由が ある。 朝き 問題が 帝國の 勢力 を 前代未聞の 點に 進む る機會 とな 

つた 如く、 朝 ^傅 道が 帝國に 於け る 基督 敎發展 の 導火線と なる かも 知れぬ。 所 一  百 萬 人 大擧傳 道 

は帝國 の-! 的 運命 を II 閉 すべき 關鍵 であるか も 知れぬ。 日本の 基督 者 は 自ら 奮つ て 朝 の 傅 道に 努 

力せ ねばならぬ。 事情に して 許すべく は、 暫くの 間 高麗 島の 直接 傳 道に 全力 を 築 注す る も 亦 可な り 

では あるまい か。  一 九 一 0 年 九 音 新報) 
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敎會 合同の 聲 

諸敎會 合同す ベ しとい ふ 聲諸 方面に 響き 一旦れ り。 

國運 發展の 際、 H 本國 基督 者 自己の 責任 重大なる を感覺 する 漸く 切に して、 協同 事に 當 らんこと 

を 望む の 精神 自ら 勃 輿すべき は 自然の 順序なる べし。 朝鲜傳 道の 如き、 日本 基督 者の 精神 を 刺激し 

て、 其の 努力 を 促す こと^な り。 

然れ ども 合同すべき か、 聯合 事に 當 るべき か、 孰れが 最も. {且 しきに 適へ る ものなる や。 是れ 熟慮 

すべき 問題な り。 一 擧 して 正しく 4 口 同すべき 機會 あらば、 之に 越すべき 美事 少な からん。 然れ ども 

合同 直ちに 企て 及ぶ 可ら すと せば、 或る 場合と 方面と に 協力 事に 當 るの 機 會を增 加す る だけにて 

も、 實に 望ましき 事な りと 謂 はざる 可から す。 

今日は 合同 を 計畫す ベ きか、 將た 其れまでに 達せ ざ る 程度の も の を 企 つ る に滿 足す ベ きか。 

先づ メ ソヂス ト國體 の-方面 を 見渡す に、 彼等が 近年 形成れ る 自體の 圑結を 熟せし むる 最中に て 其 

れ より 以上の 事 は 到底 夢み 難き 有様な り。 殆んど 自體の 合同 を 持て 餘 さんと する もの \ 如し。 或は 

自己 を 保たん と 欲すれば 却つ 一」 其の 望む 所 を 得難 かるべき 道理 なれば、 奮って 大 合同に 從事 する こ 


そ 5? 策な れ とも 思 はる。 然れ ども かる 1^ 發を 期待す る は に 於 て 餘り に t^ffi な る や も 知れす。 

然 らば 其の 勢力 之と 伯仲の 問なる 聖 公會の 人々 は 如何ん。 圑體 どしての 彼等に 合同 を 期待す る 

は、 常識に 於て 不可能な り。 彼等 は 制度の ヒに 於て 斯の 如き 期待 を 容る& 程に 廣 f る餘 を冇せ 

ざるな り。 

傅 道 I? 始の^ H 淺 きが 爲め 或は 他の 止む を 得ざる 事情に よりて、 其の 勢力 是等 一 一 者に 及び難き 數 

多の 小 刚體に 至りて は、 自ら 合同 を 望む もの 少 からざる べし。 然れ ども 是 等の 方面に 於ても、 然て 

と 云 ふ 場合に 至 らば 實 際に 合同し 得 ベ きも の 案外に 少數 ならん も 測られす。 

遂に 合同の 問題 を寳 際に 解決し 得べ く 感ぜら る \ は 曰 本 基督 敎會 及び 日本 糾合 敎會の 一 一つの 外^ 

へ 難き に 似たり。 此の ニ圑照 して 如何ん。 是れ とても 約 二十 五 年 前の 經驗も 有れば、 輕々 しく 乘 

氣に はなり 難 からん。 組合 敎會 の總會 にて は、 廣く 合同 を 計るべき 意志 を 以て 大多数の 決議 右り し 

と 聞け ど、 成程 一 の 理想と してなら ば、 如何なる 團體 にても 容易に 決議 だけ は 纏め 得べき が、 實際 

問题 として は、 深く 思慮 を 費す べき 多くの 案件 を先づ 以て 明か にす る を 要す。 敎.^ ：舉の 研究 討論 會 

の 決議なん ど は 刻下の 急務に 非す。 日本 基督 敎會の 大勢 を 推測す るに、 HE 敎會の 主張と して 合同に 

赘成 する Kl 無論 なれ ど、 其の 重き を 置く は、 合同 其の ものよりも 寧ろ 合同の 性質な り。 如何なる 合 

同 にても、 大願成就と 云 ふ 如き 立場 は 日本 基督 敎會の 最も 好まざる 所なる べし。 曰 本 某叔： S 敎 會は寬 

宏 なる 信條を 有する にも 拘らす 一 々其の 信條の 如くなら すん ば 合同し 難しと 主張せ ざるべし。 然れ 
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ども 其の-基督 敎の根 本義と 思 はる、 點に 於て 不統 一 なる を すら 甘んじて 合同す べしと は 日本 基督 敎 

會の 夢る こと も爲し 難き 所な らん。 制度の 點に 於て は、 組合 日本 基督 殆んど 同 物 異名たり。 信仰の 

點に 於ても、 皮 相觀察 者の 想像す るより 多く の 同 主義者 雙方 に 存在す る ものと 察せら る ベ き理. S あ 

り。 然れ ども 有 體に言 へば、 組合 敎會 のうちに 主耶穌 基督 を禮拜 し、 之に 祈禱を 棒げ、 神に 事 ふる 

と 同一 に 之に 事 ふる K1 など を陳 なりと して 一笑に 附 する 如き 態度 を 取り、 其の 他の-一一 一一：： 論 主張 ュ 一一 

テリアンと 殆ん ど異る もの 無き 態度 を 取らる \ もの も ありし と 認めら る。 斯 くの 如く 認 むる は、 思 

ひ 僻めた るに 出る や。 將た 曲解な り や。 或は 是等 人士の 信仰 狀 態に 於て、 其の後 大 いたる 異動 を 生 

ぜ しもの なるや。 凡そ ナザレ Q 耶穌を 活ける 神の 獨子 基督な りと 信じ、 其の 十字架 上の 完全なる 贖 

ひに 信赖 し、 之に 神事し 之 を禮拜 し、 絕對 的に 之に 服從 し、 現在に も 永久に も 總てを 之に 托し、 總 

て を 之に 獻 ぐるの 根本的 信仰に 於て 一致す る ものなら ば、 日本 基督 敎會の 最多 數は 何れの 圑體 とも 

喜 ん で 合同 を 商議す るな らんと 豫 期せられ て 差 支へ なかるべし。 然れど も 其 の 結 * 或は 根本の 信仰 

を自. S 問題と し、 之 を 疑の 問に 置く に 非す やとの 恐れ を 抱きつ \、 敢て 事業の 爲 めに 合同す るは眞 

理を 重ん す る ものの 志に 非 ざ る ベ し。 

制度に 於て 異名 IS 物なる 如く、 根本の 福音 的 信仰に 於て 有力なる 多数の 一 致 ある MJ 明かなる を 得 

たらん に は、 日 本 基督 敎會 及び 組合 敎會の 合同 は 容易に 實現 せ られ 得 ベ きものな り。 

合同の 聲 高し、 然れ ども 其の 底力 幾何 ぞ。 其の 聲に向 ひて 沈思 良久し。 一九  一 0 年 1 0  3(2 曰 新報) 
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此の 話 は 耶稣が 僅少の 食物 を 以て 多くの 人 を 養 はれた 事實 である。 然し 是れ は.^々 深い 意味に 解 

釋さ. L る。 マセソン は 北ハの 基督 傳に 此の 事に 就て 與味 ある ニ窣を 害いて 居る。 即ち 前の 架 晩餐と 後 

の 聖晚餐 があった とて、 此の 事實と 最後の晩餐と を對 照して 面白く 書いて 居る。 デヴキ ッ. ド • ス £ 

スの 『彼の 肉の 日』 にも、 七つの パン を 多くの 人に 與 へられた こと は、 終りの 晚 I なの 预言 であると 

て 利 (价 ある 文章 を 書いて 尻る。 此の 時の 耶穌の 首 や、 其の 處作 などと 較べて！ れば、 成る ほど 聖晚 

餐と 何か緣 故の ある やうに 兑 える。 それに 耶 穌が此 事の あった 翌日 力べ ナウ ン で^された ところ 

(約 翰 傅 第 六 章 二十 二 節 以下) を 讀んで 見る と、 是れに は 唯なら ぬ 意味が 含丄で 居る やうで ある。 

耶 床の 胸中に は、 身 を 以て 人 を 救 はんとす る こと を、 考 へて 居られた と 思 はれる。 ^ん なと ころ 力 

ら考 ふれば、 此の 專實を 精神的に 解釋 して 色々 敎訓を 受け やうと する も、 あながち 率 强附會 ではな 

からう。 

此 時の 投様を 見る と 耶穌は 多くの 人の 有様 を 見て 憐れまれ、 いたく 同情 を 寄せられた。 之 を 養 は 

ねばならぬ 場合で あるが、 乎 近に ある 食物 は 1* だ 手薄で、 幾らかの パンと 魚と しかなかった。 ^子 

日 木 敎會 第二 十五 11 大食に 於て  一一 一七 一 


日 木 基督教 食 第二 十五 回 大食に 於て  •  三 七 二 

たち は だ當惑 をした。 目に 餘る 多数の 人が 集って 居て 何う する こと も 出来ぬ。 此の 事實は 日本 基 

# 敎會 現在の 有様に 好く 似て 居る。 年々 大會で 起る 問題 も 此の 事で ある。 傳道 局、 敎\^： 等の 苦心 も 

また 此の 點 にある。 多くの ものに 對 し是れ しきの もので 何う すれば 好いで あらう。 我々 は 耶穌の 昔 

の 弟子が 此の 場合に 當 惑した 有様 を 思 はざる を 得ざる ことで ある。 何う もなら ぬ、 是れぢ や 遣り 切 

れ ぬと 云 ふの は、 現在 我々 の 短 處弱點 かも 知れぬ。 是れ しきの 準備で 何ん としようかと 現在 を輕ん 

する 弊 はなから うか。 然し 我々 は年來 神の 祝福の 下に 一 つの 敎會を 組織して 遣って 來 たので ある。 

神が 爲て 下さった もの を兑 くびって は 可かぬ。 我々 は 之 を 軍： する こと をせ ねばならぬ。 神の 恩寵の 

下に 色々 感謝すべき ことが 多く ある。 自分の 狀態 について 考 へても 色々 感謝し、 現在の 有様に つ C- 

て もっと 尊重すべき ものが あらう と 思 ふ。 基督 敎と云 ふ もの は、 物を兒 くびって、 祌の惠 みたま ふ 

こと "へない やうな もので はない。 バウ。 はァ テンスに 往 つて 『知らざる 神に』 と 彫りつ けて あ 

る 石 を つけ、 奇貨 置くべし と 云 ふ 道现で 一道の 活路 を 開き、 傳 道の 方針 を 立てた ことで ある。 そ 

れ から 心機 一 轉 して、 新しい 道を發 見した。 罪惡 のこと でも 然ぅ である。 之 を活川 すれ. 苦くなる 

機.^: ともなろ。 耶 穌の敎 育の 下に 精神 上の 修養 をな せば、 罪惡 でも 七つの パン、 二つの 魚と なる。 

失敗に も 然ぅ云 ふ 意味が ある。 我々 は 牧師と して、 長老と して、 己が 爲 すべき 仕事が 中途半端で、 

だ不滿 足な ことが 多い。 然し 此に氣 が 着いて いたく 之 を き、 後悔す ると ころに、 活路が 5^ かれ 

あやまち 

るので ある。 過失 ゃ罪惡 でも 我等 をして 一生面 を 開き、 大いに 進歩せ しむる 端 絡と なり、 伏線と な 


り、 發端 となる。 

n 本^ 敎會に は 色々 の 善い ところが ある。 今日まで 傳 道して 來 たこと や、 C 給獨. N の爲 めに 骨 

を析 つたこと を： T へても 然ぅ である。 咽 元 過 ぐれば 熱さ 忘れる で、 敎 會の獨 立に ついては 隨分 騒い 

だ こと も あり、 面 を 赤らめ 合った こと も あるが、 其の 爲か k つたこと を 以前の 儘に しまって 置か 

す、 共れ 以上に 之を微 底せ ねばならぬ。 花が #、 いたならば 其の ra^ を ばねば ならぬ。 斯く^1=."へて來 

れぽ 感謝すべき ことが 淨山 ある。 "； 儿れ しきの ことで 何うなら うと 云 ふの みで、 大いに 發展 すべき も 

の を 放って置いて は 可かぬ。 一 千金を托された人のゃぅに藏って？^-ぃてはならゎ。 我々 の 敎舍は 信 

^上 健全なる 立場に 居る。 他人 も 許し、 我 も 其の K 價 より は 多く 然ぅ 思って 居る。 ー敎會 として 比 

較 的に 歩調が 揃って 居る。 然し 活動し ない 統一 は 可かぬ が、 共ん な s 々しい 意味で なく 信仰の 統一 

が ある。 余 は數年 前から 信仰 简條 なる もの は 無くても 好い もので はなから うかと 考へ て^る。 勿論 

信仰 其の もの は 大切で あるが、 之 を 文字に 现 はすこと は 何れ ほど 〔：！ が あるかと 思って ni^ る。 然し 若 

し 信仰 條が利 谷 ある ものと すれば、 確かに 我々 は 他よりも いもの を 有って 居る。 外！： あたりに 

ぁるものょりも優って！！；^る。 此の 位の 信仰 简條を 有しながら 我々 は 之を活 して 使って 居る か。 考ふ 

の有 って《^るものは五っ のパ ン、 二つの 魚 どころではない。 是れ ばかりと 云って T 威って 置 

いて、 之 を 以て pq- 千 人の ものに 與へ、 之 を 飽かせる ことが 乏く はなから うかと 思 ふ。 眾 純な 信投 S 

條 でも 之 を 使 ひこな せないで、 多くの 部分 は 持ち 窗れ になって 居る やうな ことがあり はせ ぬか。 敎 
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役者 會で多 E 氏が 述べられ たと 思 ふが、 デ H ルほ 或る 復活 架 日の 說敎を 準備して 居た ときに、 耶穌 

の 現在 を 痛切に 感じ、 审； の 中を往 きつ 戾 りっして、 全く 刖 世界に 人った やうな 心 持が した と^いて 

居る。 彼 は 巳に 久しく 傳 道して 居た 後の ことで あるが、 此の 經験を 明かに したので ある。 デ H ルの 

敎舍 では 毎日 曜日の 禮拜 に必す 主の 復 の 讃美歌が 加 へ てあつた さう である。 我々 は 信 ©3 條の何 

の邊 を审 -ん じて、 何の 邊を 輕ん じて 居る であらう か。 活ける 耶穌が 我々 の 心に 深く 徹底して 居ない 

こと はなから うか。 年功 を 積んだ デ エルで も 之 を 今更の 如くに 感じた。 是を 以て 見ても 生れ 更りは 

一度で はない、 幾度 も ある ことが 解る。 生れ 更りは 新しい 活動、 新しい 趣味、 新しい 志、 新しい 覺 

悟 を 起す ことで ある。 共れ で 此等は 幾度 も ある ベ き笞 であ る。 

斯の 如く 深く  へる とき は、 現在 我々 は贵 いもの を 有って おる。 時々 敎. vt: は 嫌な ものである、 集 

り は 幾人し かない、 此の 地方 は此ん なと ころ だ、 ノ In 堂 もない、 此の 五つの パン、 二つの 魚が 何に な 

らう かと 云ふ氣 になる ことがある。 然し 是れは 間違で ある。 考へ ると S 非 悪で も、 失肷 でも、 立" びで 

も、 悲しみで も、 バウ n が 我 弱き に 於て 强 しと 云った 如く、 是れが 我々 をして 新生面 を 開 かしめ る 

機會 であるが、 况んゃ 其の 他の こと を や だ。 廻り 合せが 惡 いと 思って 居る もので も、 尙ほ 五つの 

パンと 二つ 负は 有って る。 我々 は 此ぅ云 ふ 場合に、 神から 托せられた 賜物 を點撿 し、 是れも 彼 も 

と- -ム ふやう に 有り難く 感謝に 堪 へぬ 心 持に なりたい ものである。 乂 一  方に 於て は 大いに 自ら 耻ぢ、 

之 を 悔いて、 耶穌の 前に 已が 有って る もの を 持ち出す ことが 必要で あると 思 ふ。 耶穌は 七つの パ 


ンを 取って 之. V- 謝せられた。 謝する、 是れは 我々 の舉 ばねば ならぬ ことで ある。 五つの パン、 二つ 

の 角、 之 を 取って 耶穌 に献げ ねばならぬ。 祌の 賜物 を 取って、 また 之 を 神に 復 すので ある。 此の 大 

龠に 於て は iw: んな 此の 敎訓 を舉 びたいと 思 ふ。 記憶 を鮮 かにし、 現在 を JSi? へ、 惡 いこと でも 新しい 

ものになる 機會 となる こと を m わ ひ、 感謝に 滿ち、 自 分の 有って 居る もの を 祌に献 げる心 持で 萬 事相 

談を 進めたい ものである。 只 だ 不平したり、 弱り込んだり、 引 込み 思案な ど をせ す、 目にあ まる 多 

數の 人々 に對 し、 已が 有せる もの を 神に 感謝して 與 ふること を； = ^心したい。 然 うすれば 必す 意外に 

多くの もの を 助け、 生命 を與 ふること が 出来る ので ある。 

芝 敎會に 開かれた る 日本 基督 敎會 第一 一十 五 回大 會說敎 

一九 1 一年 一 0  H.  (SIS 新報) 

覺醒の 時期 

東京に 於て は數年 前の リヴァ イヴ ァ ルを 回顧し、 現在の 狀 態に 省みて、 聖 霜の 恩 化 を 請 ひ 求む る 

の 必要 ありと て、 有志 者 銀座 敎會に 祈 禱會を 開き、 日本 基督 敎會の 傅 道^ 數名 は、 毎土曜日 趣町敎 

會 堂に 同一 の 目的 を 以て 集會 し、 來る 4= 九日、 三十日に は 之と 一 致せる 目的 を 以て 同じ 敎會 堂に 多 

醒の 時期  三 七 五 
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數を 集めて、 大いに 精祌 的の 展開 興营を 見ん と 欲する の 企て あり。 大阪 にも 同じ 趣意の 集會催 ほさ 

れ たりと 聞く。 斯の 如き 希望 は何處 にも 基督 者の 祈禱を 勵 ましつ.^ ある ことならん。 自然界の 赛色 

渐く深 からん とする 今日、 靈界 にも 之と 對 等す る變 化の 生ぜん こと は、 基督 者の 切に 渴 望す ると こ 

ろなる べし。 

米國の 一新 聞に 『墮落 か、 リヴァ イヴ ァ ルか』 と 題す る 短篇 あり。 所謂 福 昔 的 信仰 を 標榜す る 諸 

敎會の 現 狀を觀 察して、 其の 危機 切迫せ る を 指摘し、 前途の こと； # 慮に堪 へざる もの ありと 說 きて 

n く、 『第 十八 世紀の 中頃 英國の 基督 敎は 超然 神 敎の弊 を 受け、 敎會を 擧げて 死灰の 如き 有様に 陷り 

たり。 時に ゥ H ス レイ、 ホ ヰ- トフ * ルド 免 t 出で \大 いなる リヴァイヴァル を 見. ろに 至れり。 蘇 格 蘭 

に 於ても 同一の 事實 ある を 見たり。 十八 世紀の 末より 十九 世紀の 初期に 一旦り、 所謂 穩和 主義 行 はれ 

て、 靈界は 秋風 落 寞の感 ありし が、 遂に 埶一情 燃 ゆるが 如き 正しき 信仰 興起して、 江 瀾 を已に 倒れた 

るに 返す こと を 得たり。 愛蘭 土の 長老 敎會 は、 十九 世紀の 半ば 頃ュ 一一 テリアン 主義に 陷 りて、 信仰 

の 命脈 殆ん ど危く 見えたり しが、 千 八 百 五十 年より 同 五十 九 年に かけての 大 リヴァ イヴ ァ ル起 りて 

之 を 救 ひ 出したり。 亞米利 加に 於いても 革命の 後、 佛蘭 西の 懷疑說 國民を 風靡し、 健全なる 信仰 危 

くも 地を拂 はんとす るに 際し、 千 八 百年より 千 八 百 十 年に  一 E 一れ る强烈 なる リヴァ イヴ ァ ル起 りて、 

信仰に 於ても 道德に 於ても、 國 民の 面目 を 一新す る を 得たり。 北米 合 衆國に 於け る 外 國傳道 及び 慈 

善事 業の 大多数 は、 源 を 此の リヴァ イヴ ァ ルに發 したりと 云 ふ も 誇大の 稱讃 にあらざる べし。』 云々 


今や 資 際に 於け る 超然 祌敎、 基 傅の 人格と 其の 贖罪と にっきて、 少く とも た暖 味なろ a- 解 及び 

熱くもぁらす^！^かにもぁらす。 微温なる 基 敎の 思想 は、 信仰 Q 生命 を 危害に 陷 らしめ つ k あり。 

思想 を 以て 思想と 戰ひ、 議論 を 以て 議論 を 制し、 研究 場 裡に纖 雄 を 決する は、 現今の 斗ャ 秋なる ベ 

し。 吾人 は 此の方 面に 於ても 努力す る こと を 怠る まじき なり。 然れ ども 罪に 就き、 義 にっき、 .^#判 

にっきて 熱烈なる 信仰的 實驗 燃え 上る にあら すん ば、 議論 も 其の 勢力 を發 揮す るに. E なく、 風な き 

に 帆 を揚 ぐるに 異なら ざるべし。 紛々 たる 議論 及び 懷 疑の 魑き」 魈魎を 退散せ しむる もの は、 宗敎的 

資驗の 熱 火に あらす や。 吾人 は 祌學に 由り て 宗敎的 實驗を 誘致 せんこと を sl^i む ベから す。 信仰生活 

の鮮 かなる 深き 經驗を 基礎と して， 健全なる 神舉を 組織すべき なり。 受難週に 主と 伴 ひ、 今週の 日 

曜 曰に 於いて 基督の 復活 を 祝した る 吾人 は、 全國の 同志と 共に、 覺醒を 促せる 粉れ なき 祌の 御聲に 

耳 を 傾け、 密窒 に、 公會 に、 思 ひ を 凝し、 祈り を續 け、 精神 奮起して 聖 霞の 恩 化に 接する こと を 心 

驟 けざる 可ら す。  一 九 一 三年 三 nT(ii 報) 

より 大 なる 事業 

企 は 此の 婦人 傳道會 社の 創立に 關 係の ある ものと して、 また 傳道局 理事の 一 人と して、 此の 事業 
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に 深い 舆味を 有して 居る。 まだ 幼稚な 會社 である。 牧人 も 月に 百圓 しか 無い。 お聞きの 通りの 事業 

や 計 畫を遣 つて 居らる- -の である。 然し 來年 年報 の 出る ときに は 感謝す ベ き 善き 事 がより 多く 聞か 

れる であらう と 思 ふ。 傳道 局から 云へば、 斯の 如き 善き 助け を與 へられた こと を 直： ぶ。 それで 余 は 

此の 總會に 傳道局 を 代表し て 祝意 を 述べる 譯 である。 

『誠に 實に汝 らに吿 げん、 我 を 信す る 者 は 我が 行す 所の 事 を 行さん。 且つ 此 よ.^ も大 なる 事 を 行す 

べし。 蓋 は 我 わが 父へ 注けば なり』 (f^ ，一一) 是れは 耶穌の 言で ある。 其の 弟子た ち は 耶稣の 世 を 去 

られた 後 も、 矢 張 主の 爲 さった やうな 事 をな し、 其れよりも 大なる 事 を爲す やうになる と 云 ふので 

ある。 『此れよりも 大なる 事を爲 すべし』。 此 よりもと は 何で あらう か。 即ち 馬 太傳第 十一 章 冗 *i に 

『替者 は 見、 跛 者 は 歩み、 癩病 人 は 潔 まり、 聲者は 聞き、 死た る 者 は 復活され、 貧者 は 幅 昔 を 聞か 

せらる』 と ある やうな こと あらう。 大なる 事と 云 ふ は 此らの 事よりも もっと 高尙な 仕事で ある。 

^51 者 や 跛 者 や St 者 を 救 はれた よりも 高尙な 仕事が 出来る ので ある。 慈善事業に は 種々 ある。 何れも 

善い こと だ。 耶稣も 病 を 癒 やされ、 不具者 を 救 はれた。 何も 之 を^す 理由 はない。 然し 此の方に 熱 

心なと ころから、 もっと 善い 事、 もっと 高尙な ことの あるの を 忘れ 易い 弊が ある。 それで 耶稣は 我 

が 世 を 去った 曉に は、 是れ よりも 大きな 仕事が 出來 ると 云 はれた ので ある。 罪 ある 者が 悔い改め、 

其の 靈 魂が 生れ 更 つて 新しい ものになる。 信す る 者に は 神の 子た る 力が 與 へられる。 人 問が 祌の子 

になる。 靈 魂の 革命が 起る。 驚くべき 事が 出來 るので ある。 此の 仕事 は耶稣 在世中 は 自身で もお 遣 


りになる ことが 出來 なかった。 何と なれば 其の 時には まだ 人 を 動す 手懸 り、 手順が 着いて 居な かつ 

た。 耶穌世 を 去られた とき、 其の 手順が 着いた。 主 自身で もお 遣りに ならなかった ことが、 ；？^ 子た 

ちに. S つて 赏行 せられる やうに なった。 耶穌は 十字架に 1- り、 死して 一， おかられ、 第三 日に 復活して、 

天に 昇り、 神の 右に 跑し たまうた。 之に 由り て祌、 世界、 人 IT すべての ことに 根本的に 新しい 考 

を與 へられ、 人の 心を顕 覆す ことが 出來 た。 世界 觀も 人生 觀も 根本から 變 つた ものが 出来た。 之が 

爲 めに 弟子た ち は 『此 よりも 大 いなる 事』、 より 高尙 なる 仕事が 出来る やうに なった ので ある。 

耶穌 はまた 約 翰 傅 第： i= 章廿 一節に 『汝ら 安 かれ、 父の 我 を 遣 はせ る 如く 我 も 汝を遣 はさん』 と 云 

はれた。 耶穌は 八 r 日 も尙ほ 其の 仕事 を 結け て 居られる。 之 を 完成す る爲 めに 其の 弟子 達 を 遣 はした 

まふので ある。 我ら は 此の より 大な る 仕事 、人 の 靈魂を 救 ふ 仕事に 與 かり、 耶穌の 相總者  1 とな つたの 

である。 愉快 な^だ。 昨夜 余 は 白痴 敎 育に 從 事した 人の 實驗談 を讀ん だ。 一人の. II 痴、 宛然 肉の 塊 

りの やうな もの、 手 も 足 も 碌に 動かし 得す、 手の 着け やうの ない もの を 托せられた。 何か敎 育の 手 

懸りを 獲たい と 思 ひ、 六 ヶ月 問 日に 半時 つ.^ 其の 傍に 横 は ひ 様子に 注意して 居た。 退屈な もの だ 

から 其 所で 讀書 する のが 習慣に なって 居た ところが、 或る日 非常に 疲れて、 其の 傍に 来ても 書 を 読 

む氣 になれ なかった。 すると 子供が 其れ を氣 にす るか しらと 思 はるる 氣 色が 見えた。 はてなと E《> う 

て 見て 居る と， 子供 は 動かし難い 手 を 辛うじて 口許に 持って行き、 平素の 如く 書 を讀ん で吳れ よと 

云 ふ 意 を 表した。 教育者 は 占めたと 叫んで 飛び立つ ほど 喜んだ。 此 所に 手 懸りを 得て、 一生懸命に 

より 大 なる 事業  三 七 九 
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骨折って 敎 育した ところが、 六 年後に は 講壇で 立派な 話 をす るに 至った。 其の 開發の 有様 を 天に も 

昇る やうな 心 持で 書いて 居る。 然し 人の 靈 魂の 救 はれる こと は 之よりも もっと 大きく、 嬉しい もの 

である。 此の 仕事 を爲 すべく、 耶 穌が祌 から 遣 はされ たまうた 如く、 我ら もまた 遣 はされ たので あ 

る。 何らの 光 榮ぞ。 

約 翰傳第 十四 章 十四 節に 『若し 汝ら 何事 にても 我が 名に 託り てお は 1- 我 之 を 行さん』 と ある。 此 

らの 仕事 は 取り も 直さ. f 耶 穌が爲 さるので ある。 我ら は 愈よ 耶穌と 一緒に 遺る の だ。 近頃 眾 西哥問 

題の 關 係から 新聞紙に 伊達 攻宗 や、 ま 倉 六 右衛門の ことが 出て 居る。 之と 共に 我ら は フランシス • 

ザヴヰ H を 思 ひ 出す。 また 耶穌の 名 を 世界に 傳 へた 多くの 忠義なる 傳道 者の こと を も 思 ひ 出す。 我 

らは 此の 事 を耶穌 と共にし、 また 多くの 精 祌界の 傑士 と共にす る。 寳に懾 快な ことで ある。 共れ は 

自分の 仕事で はない。 耶穌の 名に 於て と 云 ふの は 耶穌の 代表者と して 祈る ので ある。 信仰 深く、 耶 

穌に身 を 獻げ、 之と 一致し、 其の 仕事 を 引き受けて 祈る もの は 之が 出來 るので ある。 

婦人 傳道會 社の 事業、 其の 資金 も旣に 月々 百圓 になった さう だ。 確に 成功に 相 遠ない。 然し 隴 を 

得て 蜀を 望む。 此の 點 についても 同情 を 寄せねば ならぬ。 また 御 E と あらば 遣 はし 給へ と 云 ふ 志の 

ある 人 も 要る。 日本の 救 はれる 爲 めに. 祈り、 耶穌の 御 心に 一致し、 其の 愛せら る 人と こ ろ に 伴 ひ、 

其の 牧ふ ものな き 羊の 如き 世の 人を憐 まれた やうに 憐み、 . 失 はれた もの を 尋ね、 人の 靈 魂の 爲めを 

心配し、 又隣！： ま那 の精祌 上の ことに も 同情し、 之が 爲 めに 祈らねば ならぬ。 今 R の 總龠は 祈りの 


總.^ にしたい。 然 うなれば 大 なる 力が ある。 我ら は 此の 如き 祈り を 以てすべ て 此の 如き 事業 を 遣つ 

て 行き こ *^。  一九二 二 年  一 0  tecs:! 新報) 

今秋の 傳道 

協 冋傳道 大食に 就きて は 極 々の 批評 も 聞 ゆるが、 何人も 多くの 點に 於て 成功した ものであった こ 

と を 認めざる を 得ぬ であらう。 其の 結 菜 は 今秋の 傳 道に 現る、 ならん と 思 はる。 其の 席上に 發 表せ 

られた 縱結傳 道は柬 京、 大阪、 京都、 横濱、 祌戶、 名 古 岸-、 福 岡、 金澤、 仙 事、 札幌 などに 行 はる 

ベく、 其の 目的 は 敎，^ ；: を 堅固に し、 傳道當 局 者の 修養に 资し、 求道者 を敎育 訓練す るに ありと 云 

ふ。 過る 三年 間の 傳 道と は 其の 方面 を 異にし、 廣 さよりも 深さ を 主と する 傳 道の やうで ある。 事業 

の 順序と して は斯く あるが 當然 であらう。 

然し 敎會は 之と 同時に 傳 道の 他の 方面 を も g 却す べきで あるまい。 外に 向って 攻勢 的 努力 を も 弛 

めす、 精 祌界に 王 闽を擴 張す る こと を 怠る まじき である。 敎會は 益々 傳道 的に ならねば ならぬ。 繼 

1^ 傳 道の 深さ を  一 h とする 試み も、 暴竞 する に 攻勢 的 傅 道の 準備と なる がノ 其の 最後の 目的で ある を 

疑 はぬ。 
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繼繽 § は 上に 記した 場所に 行 はる、 ものであるが、 其の 効 は必. f よ ひ廣く 及ぶ であらう。 又 

成るべく 然か あらしむ る やう 意 を W ゐて總 ベて の 計畫を 立てられん ことこ そ S おまし けれ。 を 通 

じ て 共 の 計畫が 最も 賢く 有効 に實現 せられん こ と を 望む ので ある。 

旣設の 敎會を 堅固に する ことが 第一 に 注意 を 要する 點 である 0 此れ はた ^^敎<^" をして 經濟 上に 堅 

固なら しむる のみで は 無い。 所謂 自給 獨立 を爲 さしむ るの みで はない。 事務的に 之 を 整理す るの み 

では 無い。 鶴 的に 之 を充實 せしめねば ならぬ。 敎會の 信仰生活が 深く 强く なり、 聖書 研究の 趣味 を 

高め 之 を 行 ふの 機關を 整へ、 敎會 良の 傳道 精祌が 緊張せられ、 家 埃の 信仰的 習惯が 改善せられ、 其 

他敎 含が 總 ベての 點に 於て 其の 能率 を增 進して 帝國の 更生と 救と に 多大なる 貢， 獸を なすに 適する も 

のたら しめば ならぬ。 繼精傳 道が 此ら の點に 向って 有効で あり 得る に 至らん ことな 某督 者の 熱 切た 

る 祈 禱の題 とせられ たきもの である。 

旣 に 敎會 の 能率て ふ 語 を S ゐた。 何時ぞや 日本 繼續 委員 の 集會 に 基赞敎 能率^ 進 の 問題が 提出 せ 

られ たと 記憶す。 委員 は 其れ を 如何に 取り扱つ たか 知らぬ が、 確かに 基督 敎は 敎# 共の 他總 ベての 

方面に 於て 其の 能率 或 ひ は 低級の ものである かも 知れぬ。 或 ひはダ ラシな しと 云 ふ 非難 を 免れ 難き 

向が あろ かも 知れぬ。 其の 事務が 餘 りに 緩漫に 流れて 居り はせ ぬか。 滴-所 適 村の 道 を 得て 居る か。 

無能者 路を 寒ぎつつ あり はせ ぬか。 勢力 を しく 祖沒 せしめつつ あり はせ ぬか。 能率 增進は 刻下の 

急務で ある。 其れ か あらぬ か 先日 東山莊 に集會 せる 日本 某叔 E 敎含 大食に 於ても、 同 敎會の 能率 を 調 


i^: して、 旣 記の 報告-か 招 出せられ たので ある。 

然し 其ぶ：： 敎の 能率 は 此らの 方面に のみ 限りて 研究 せらるべき もので 無い。 組織 を 整， 如し、 *^ 務を 

简捷に 1/ 軍隊の 動作と 優劣 を爭 ふに 至らし めたり とも、 只 之 を 以て 滞 足す ろ MJ は 出来ぬ。 此らの 

能率^ 進して 某叔 3! 者の 口 § 性 次第に 衰へ、 戴 的 惯储を 低減し、 信仰の 趣味 を 引下げ 魂 をして 瘦せ衰 

へしむ る こと 必. f しも 之 無しと 斷ー 一一 E す ろ ことが 出来ぬ。 事務的 能率 と 反比例に -ぉ 的 能率 の- M ふる 憂 

なしと は保證 し 難いので ある。 寧ろ 前者 を 犠牲に して 後者 を 保つ が^ 叔 M. 敎の眞 面 IZ である。 故に 能 

率^ 進 は 必要に 相逮 ない が、 能率の 範圍と 深さと に 注意し、 根本的に 之 を 取扱 ひて、 第一 に 精神的 

能率 を 進す る こと を 心懸く 可で ある。 然ら ざれば 能率^ 進して 輕薄 の 氣敎會 に充滿 し、 相 率て 味 

を 失 ひたる となる に 至る であらう。 

殊に 敎< ^を 堅固なら しむる 上に 日本 某： 督 者の 大いに 心 を 川 ひねば ならぬ こと は、 敎會內 の 風紀で 

ある。 某叔 S 敎の 倫理 を 徹底せ しめねば ならぬ。 基督 敎は餘 り 漠然と 信ぜられて ろか も 知れぬ。 其 

の 趣 や 思想が 敎食員 の 間 に會 5 お せられて 居らぬ 氣遣 ひも 少く あるまい。 基将敎 の 道 德が嚴 ま に實 

行せられ て 居る や 否 やに 就きても 疑 を揷 むべき 餘地 ある を 恐る。 基督の 敎會は 主 耶蘇の 訓練に 基 

き、 其の 横 威に： りて 戒規 を嚴 かに 實行 せねば ならぬ。 之 を 怠りつ、 猥に祌 の 國の擴 張 を 呼號 する 

は大 なる 問逮 で あ る。 敎# を賊 する もの と 云 ふ を^らぬ。 

日本 其  1. 督敎の 統計に 依れば プ n テスタ ント 信徒 は 約 十 萬を算 する であらう。 然し 各個 敎會 の現狀 
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に 就きて 之 を 見る に、 有名 無實 の敎會 員が 頗る 多い。 某. 督敎の 勢力 調奄は 其の 數字を 目安と する こ 

と は出來 ぬ。 敎會の 名簿に 信 ffl を 置き 難き 場合 も少く あるまい。 其 所で 敎會の 名簿 を 整理し、 名と 

實と をして 餘 りに 多く 相途せ ざら しむる は、 敎會を 堅固なら しむる に 就きて 輕ん すべから ざる 一 項 

目で あらう。 

此らの 外尙ほ 大切なる 事項 多 かるべき では あるが、 此 所に は 一 々論及す る 遣が なに 繼繽傳 道が 

敎會を 堅固に せねば ならぬ と 云 ふ 問題 を 提げて、 其の 活動 を 試みん とする を機會 とし、 諸 敎會は 共 

に 此の 點に 注意し、 其の 敎會 の實 を 明かに し、 其の 病 を 救 ひ、 其の 短所 を 補 ふこと を努 むべき で 

ある。 

傳 道に 從 事す る ものの 修養に 就きて は 多く 語る こと を 要せぬ であらう。 傳 道の 輿 廢は、 之に 專ら 

從事 する ものの 價 値と 實 力との 如何に 由る ことで ある。 傳 道の 機會は 熟して 居る。 其の 人 さへ 有ら 

ば傳道 は目覺 ましく 與る であらう。 傳道當 局 者 は 其の 信仰に 於て、 其の 勤務の 方法 等に 於て、 相 共 

に 訓練せられ ねばならぬ。 滴當 なる 方法 を 以て 各地に 修養 訓練 切 境 琢磨 を 志す 集會を 催す は 甚だ 必 

耍 なる 企で ある。 弟子ら が 彼の 山麓に 於て 『我ら これ を逐ひ 出す こと 能 は ざり し は 何故 ぞ』 と 問 ひ 

し 如き 態度 を 以て、 基督 を 中心として 誡實 なる 祈禱 の集圑 とならば、 所謂 敎 役者 會 なる もの は エル 

サ レム 樓 上の 集會と 同じく 大 なる 動力 を發 揮す るに 至る であらう。 獲り に 氣焰を 吐く こと を 快と 

し、 野心 を 張る こと を 喜び、 奇を街 ひ 辯 論 を 弄び、 徒らに 理窟に 耽溺す るが 如き は斯る 目的の 集會 


に i-rf.: ましき ことで ない。 

傅近當局^!<;修養の1::的を以て集會する場合にぁらま欲しき 一 つの 研究 は、 十：： 今 福 昔 {ー=： 傅の 沿革で 

ある。 使徒 時代より 現今の ビリィ • サン ディに 至る まで、 福音 宣傳の 形式 千狀萬 態で ある。 時代に 

從 つて 各 其の 特徴 を 有して 居る。 傅 道の 動機、 其の 精祌、 勢力、 形式、 方法、 結 及び 沿革、 賴勢 

サに 至る まで 之 を 細かに 研究し、 其の 利害 を 明らめ、 之 を融攀 醇化して、 現在の 社會に 活用す るの 

道を講じ、 神の聖•iwのs^^に從ひて新生面をも開拓し、 ァ ンテ オケ、 ァ テンス、 n マにまで もと 彌 

が 上に 展す るが 基督 敎傅道 者の 抱負で なければ ならぬ。 當 なる 人に 依賴 し、 精し く 古今 福昔宜 

傅の 沿革 を 研究せ しめ、 其の 講話 を 端緒と して 眞 面目に 意見 を 交換して、 傅 道の 资に 供す る は た 

有益なる 事業で あらう。 

聖書 を 研究し 之 を 講義す る こと は 英國ゃ 米 國に. 於て 近 來餘程 進歩して 居る。 大ぃ に 新 機： f を 出し 

て 前日と 異る もの も 少なから. f 見 ゆる やうで ある。 傳道者 修養の 企 をな す 場合に は、 此の方 而 にも 

を 着けて 聖書 を敎ゅ る の 能率 を $p 進す る こ とが 大切で あらう と 思 ふ。 

新たに 敎會に 加 はる ものの 救と 比例して 其の 集 會の增 加せ ぬ 敎會が 頗る 多い。 底の 無い 囊に物 を 

容 るる 感が ある。 求道者 程に 受洗 者 は 無く、 受洗 者 程に 敎會の 集會は 無い。 此は 何故で あるか。 

人の 不眞 面目なる に 1^ 因す る ことで も あらう。 或は 國民 性の 缺陷 を 曝？， M する ものである かも 知れ 

ぬ。 或は 敎會 が：^ から 期待 さる、 - ほどの もので なく、 失望 を與 ふるの も 其の 原 ral の 一 に數 へられ 
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るので は あるまい か。 敎會に 於て 新進 者 を 訓練し、 會員を 養成す るの 道を盡 くして 居らぬ の も、 其 

の大 いなる 理由で あらう。 然し 善く 求道者 を敎 へぬ こと も必す 新る 現象 を說 明すべき 一 つの 侗條と 

見ねば なるまい。 諸敎會 はバプ テス マ を 行 ふに 先立ち、 求道者 をより 丁寧に 養成せ ねばならぬ。 之 

をして 基督 敎の 内容 實赏 を會 得せし め、 甚督者 生活の 方針 を 明かに せねば ならぬ。 就中 最も 大切な 

る こ と は悔改 の 實を 擧げ し め、 十字架 を 負 ひ て 基督 に從 ふの 志 を 堅固なら しむる ことで ある。 

1 九 一七 年 八 音 新報) 

敎會の 合同 

御殿場の 東 山莊に 開かれた 基督 信徒 修養 會は 、協同 傳道 の餘 波で はあった が、 其 の 結果 は なかなか 

餘波 どころ で 無く、 形の 小さき に 似す、 其の 將來に 及ぼす 影響 甚大なる 者が 有で あらう。 其の 席上 is 

說ゃ 懇談の 題目に 上った 事の なかで も、 敎會の 合同が 最も 深く 集會 者の 注意 を惹 いた 者であった。 

或は 敎會の 合同 は 委員長が 今回の 催しに 渡りに 船 を 得た る 心地して、 其の 宿志 を 遂げん が 爲專ら 

計畫 して 之 を 議題に 上せた もの k やうに 考へ たもの も少 くなかった らしい。 甚だしき は 之 を 以ての 


外の 遣り方と 做し、 逮に 委員長の 人格 ii; 题 なりとまで 一一 一 n 議する もの もあった と g く。 然し 此れ は 

大 いなる 誤解で ある。 t= 徒 修養 # は 協同 傅 道 や XHSi の 考案で あるが、 其の 催し を 決議した 席上 旣に敎 

した ご 一一ろ 

會の合 同 を 提案すべき 意兑が 出て 居った。 協同 俾道 委員 は 其の 底意で、 信徒 修養 會の 委員 をも^ 定 

した。 斯くて 長 半 平氏 も 其の 委員に 選擧 せられ、 該 委員 會は之 を 其の 委員長に 擧 げたので ある。 

敎會の 合同 は 長 尾 氏が 信徒 修養 會の 委員に 舉 げられ ざる 前からの 提案で ある。 而 して 該委員 が 執行 

順序 を 定めた とき も、 長 尾 氏な どならざる、 他の 側より 敎會の 合 IS を 一 つの 題目と すべく プ n グラ 

ム 委： ：：： に您涌 iJ たもの も あ つ た、 

耍す るに 敎會の 合同 は歐洲 大戰の 結果、 彼方で も 問題に なって 居る。 必す 盛んに 論議 せらる、 に 

至る であらう。 日本で は舊 くからの 懸案で、 日本 基督 敎會 及び 組合 敎會の 合同 は 成立す るば かりの 

程度に 進んだ のに も拘ら す、 途に 不調に 終った が、 永遠の 緣 切りで は あるまい。 ：！： とかした きもの 

と密に 考慮す る 向 も 皆無と は 云 はれぬ であらう。 メソヂ スト 諸派 は旣に 合同 を 成就した。 長老 政治 

の 諸派 も 其れより 先き 旣に 合同 を實 行して 居る。 此の 類 は 外に も 有る であらう。 其れば かりで 無く 

更に 進んで より 大 なる 合同 を 見たい と 云ふ氣 運が 次第に 熟しつ、 ある を 疑 はぬ。 とても 現在の 敎會 

同盟 ぐら ゐで滿 足の 出来る もので なから う。 加 ふるに 合同 は 世界の 大勢で ある。 其れ 此れの 事情 か 

ら早 晚敎會 合同の 問題が 基督 者の 間に 提議せられ ねばならぬ 勢に なって 居る。 東 山 莊の集 會は之 を 

提議す るに 好適の 機 會を與 へたので ある。 

教會の 合同  三 八 七 


iSl <8« の 合同  一 二八 八 

『我 は 葡萄の 樹、 汝らは 其の 枝な り』。 基督と 敎會と は 形に 於て 何程 相 分れて ありと も、 皆 基督に 

於て 一 つで ある、 露 的の 一致 は 宗派 や 形式の 異同に 依って 妨げられる もので なく、 諸敎會 現在の 形 

式に 於いても、 北ハの 的 一 致を認 むる ことが 出來 るので ある。 然し 若し 曰 本の 如き 異敎國 に 於い 

て、 然も 最寡を 以て 最多に 當ら ねばならぬ 狀 勢の 下に ありて は、 成るべく 多數の 敎會が 形式に 於い 

てまで 團 結し、 冗に 聯絡 を 保ちて 活動し、 相策應 し、 相 提携す る ことが 出來 るなら ば、 最も 望まし 

きこと で、 敎勢を 振起せ しむる に 於いても、 其の 實カ 頗る 大 いなる ものが あるで あらう。 無論 總て 

の 宗派 を 合同せ しめて ー敎會 t 見ん と 欲する 如き は、 到底 望み 難き ことで ある。 然し 若しも、 例す 

れば 日本 基督 敎會 及び tn 本 組合 敎會の 如きが 主として 合同の g£ 主と なり、 基督教の 本領 を 標榜し、 

一致 團結を 志す に 到る こと あらん か、 他に も 之と 歩調 を 共に する もの も 少なから ざるべく、 或は 曰 

本 基督 者の 三分の 一 ー强、 少 くも 其の 過半 を 一 旗幟の 下に 一 敎會 として 包含す る こと を 得る であら 

う。 之 を 現在の 狀 態に 比 ぶれば、 傳 道の 勢力と 効 5^ と を增大 せし むる に 於いて、 其の 利益 豫想 以上 

の もの あるで あらう。  ， 

此の 望ましき 合同 は 如何にして 之 を 事實に る こと を 得る であらう か。 或は 門 司に 於いて 試みた 

る 如き 所謂 合同 を 所々 に 企つ るが 其の. 最善の 方法なる べしと 思 ふ もの も あらう が、 其れ は大 いなる 

見當逮 ひで ある。 新くて は S 々敎 派の 數を增 じ、 分 举 の 種 を播 くこと になり い。 或 人が 斯る 遣り 

方 を バルカン半島の 事に 比した る も 道现、 低载！ ^の 伏在す ると ころと ならねば is^ 倖で ある。 最も 望 


ましき は敎 派と 敎派 とが 合同して 多くの 敎食を 聯 ぬる 一 つの 大 いなる 闺體を 形成る ことで ある。 急 

ぐの 餘り、 或る 一 地方に 割據 する 所謂 合 I:!: 敎會 なる もの 四方八方に 牛； するとき は、 應仁 後の 我が 國 

の 如き 狀 態となら う も 知れぬ。 宗派 嫌 ひが 最も 宗派 的に 陷る ことなき にも 限らぬ。 無宗派 を 標榜 

し、 合同 を 道す る敎 食が、 事赏に 於いて 最も 窃 屈なる 宗派 的圍體 となって 居る と 云 ふ事實 は 決し 

て 珍ら しくな い。 合同 を 唱 ふるもの は 此の 逢に 深く 注意せ ね ば なら ぬ 。 

眞 正の 合同 は 精 祌上相 近く、 主義 も 同じく 打って 一 丸と なすに 最も 好都合なる もの に 企てら 

るべき ものである。 信仰の 異同 を 問 はす、 根本的 主張の 異る にも 頓着す る ことなく、 た 淺 薄なる 

類似を1=^!礎として、 ュ 一一 テリアン にも 誰に も 受けの 好き 信條の 下に 合同 を 企つ る 如き は 砂上に 家 を 

建築す る 如き ものである。 合同 は 賢く 正しく 合同し 得べき もの k 合同で なければ ならぬ。 斯る 合同 

の 望み 難き 場合に 强 いて 合同す るに も 及ぶ まじき 次第で ある。 此が爲 め 千 の 宗派 を存 する も亦已 

むを5:-ぬ と^^？め ねばなら ぬ。 無論 現在 の 狀態 は斯く の 如き も ので はない。 當然 合同し 得 ベ き 敎會が 

實に數 多 ある。 其れ故に 合同の 議が 提出 せらるべき である。 

一一 

京 ゃ横濱 に外國 人の 設立した ュ 二 オン • チヨ ルチ (合同 敎會) が あると て、 同様な 計 a を實行 

する の 利 を 說く人 も あるが、 此れ も 見 當が餘 程 違って 居る。 所謂 ュ 一一 オン • チヨ ルチ など 云 ふ もの 
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は、 歐 米の 人が 遠く 其の 本國を 離れて 異鄉に 住居し、 本國の 敎會と はとても 聯繁を 保つ さが 出來 

す、 自己の 敎派 だけ で 立ち 往 くことの 難 かしきより 止む を 得す 應^ の 方法と して 設立 せらる るので 

ある。 本國 なる 一一 ユウ • ョ ルク、 n ン ドン、 サン • フ ラン シスコ 等に 然ぅ云 ふ敎會 を設 くる 必要 を 

感じない。 外國 出稼ぎの 玻民 地です る 事 を 他の 所に 於いて 眞似 ると 云 ふ は、 邸内に 於いて 態々 天幕 

生活の 企て を 庭の 隅に 試みる と 一般、 眞に 可笑しな 話で ある。 組合 敎會の 人 や 長老 敎會 の會 員が- 

ユウ • ョ ルク 等で、 ユー 1 オン • チョル チを 立つ るなら ば、 其れ こそ 變 調と 謂 はねば ならぬ。 必す別 

に 宗派 を 殖す結 ra^ となる であらう。 メ ソヂス ト敎會 、聖公 會と云 ふ 様な 敎 派が 存立して 居る 限り は、 

其の 組織 や 聯絡の 上から、 全國の 耍 所々々 に 小さく とも 敎會を 立て 」 置く 必 耍を感 する に 相違な 

い。 東京の 銀行が 目星し き 都市に 支店 や 出張店 を 置く の も 同じ 现由 である。 彼方此方に ュ 一 1 オン • 

チヨ ルチを 立てて 敎派 やうの もの を 殖やす より は、 寧ろ 所場敎 派の 根本的 合同 を圖 るに 如く はなが 

らう。 例へば 或る 一 地方に ある 支店の 支配人な どが saf 獨に 運動して、 冗に 合併 を圖 ると き は、 全く 

別な 暖簾 を揭げ ねばならぬ ことと なるやうな もので、 實際會 社が 更に 一 つ tg" える 譯 になる。 寧ろ 三 

菱 銀行と か 一 一 一井 銀行と か 云 ふ もの が 根本的 に 合同す る が 順序 である。 支お？ 举獨の 合同 は 备自 の 所屬 

本 i« 以外 に^の 圑 sg^vj 設 くる 結果に 陷らぬ を 得ぬ。 或る 種類の 合同 は 宗派 增 加の 弊に 陷る。 又 他所 

の 敎會と 聯絡 を 有せざる 爲に 種々 の 不利益 を來 さざる を 得ぬ であらう。 軍獨拔 け^け の 合同 は大ぃ 

なる 損失で ある。 自ら 損失に 甘ん する の-は も あれ、 ま；： を 他に 及ばす やうな 事が あって はならぬ。 


宗派 分立 は 牧師 ゃ傳道 者の 頑張つ て 居る 結 ra^ で、 職長 外信 徒 だけなら ば 諸派の 合同 も 容易に 出來 

かど め 

ベく、 敎職^ こそ 祌學 だの 何 だのと 云って 角 目 だって 居る が、 敎會 員の 間に は 然る 行き 懸りは 少し 

も 無く、 本來 親密な £1 柄で あると 云 ふ 人 も ある。 然し 敎會 員が 信仰生活に 練 熟し、 基督 者と して 思 

想 を も 耕し、 俥 道 事業に も 熱心 從事 する やうになる ならば、 敎職者 同様 或る 事柄に 就いては、 決し 

て惡 からぬ 意味に 於い 頑張る やうになる であらう。 實は餘 り 深く责 任 を 負 はす、 たビ受 身 的に 敎會 

に厲 して 居る から、 悪く 云 ふと 何でも 御座れの 無頓着 主義に 安んじて、 漫然 宗派 超絶 を 口にして 撣 

からぬ に 至る ので は あるまい か。 宗派 癖の 强 いのも 困る が、 然り とて 何 所で も 好い 流 義の弊 も 其の 

窖亦 少なから すと 謂 はねば ならぬ。 

のみなら す 現在の 敎派 にて 職員 外敎會 員の 所爲に 根ざす もの も少 くない。 教職 者 を 無？^ する 人た 

ちの 分裂に 陷る ことの 甚だしき はプ レマス • ブ レズ レ ンゃ 其の 他 之に 類似せ る 多くの 宗敎團 體を研 

究 しなば 明白で ある。 

成程 敎職 者の 相爭ふ が爲に 宗派の 城壁 を 益 高 か らしめ た 實例も あるが、 職員 外會 員の 爲に 敎會 の 

合同 を 破った 實例 も亦少 くない。 往年 組合 敎會と 一 致敎會 (今の-日本 基督 敎會) との 間に合 同の 計 

畫 せられ、 議 漸く 進んで 將に 成就 せんとした とき、 妨害して 之 を 不調に 陷 らしめ た 人々 は 職 员 外の 

敎 員であった。 敎職 者の 最多 數は 熱心 之に 贊成 したが、 當時民 友 社に 居った 人 見 一太郎、 竹 越與三 

郞 なんど 云へ る 職員 外の 人々 が やっきと なりて 反對 した。 無論 其の 藤に は 新 島 襄と云 ふ 反 對の張 本 
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人の あつたに は 相違な けれど、 結局 職員 外敎會 信徒の 運動 効 を 奏して、 可惜 合同 は 見事 失敗に 終つ 

たので ある。 此れ は レイ メン が敎職 者に 反對 して 合同 を 妨げた 實例 であると 謂って {且 からう。 今 H 

でも 合同の 議愈 進み、 事 漸く 其の 佳境に も 入らん する 場合と なったならば、 職員 外信 徒の 相談が 或 

は 甚だ 難 かしくな らう も 知れぬ。 レイ メンの 相談なら ば 事 容易に 纏るべし など 餘り 樂觀 する は、 或 

はず 人 蛇に 怯ぢ すの 敏類 であるまい かと 廳 念に 堪 へない。 何の 道 宗派 の 分立 を た 敎職 者の 責に歸 

する は 不公平で も あるし、 事實の 眞相を 穿った 見解で はない。 

敎會 の 合同な ど 云 ふ 問題 は 敎會 の 事 に 熟 心し、 偉 道 に も關係 最も 深き 人 々 を 主として 計 ffi せらる 

べき ことで ある。 敎會に 比較的 疎遠なる 仲間に 之 を 委せて 置くべき ことで は あるまい。 成る ほど 職 

員外 信徒の 價 値と 能力と は 充分に 之を認 むる 事で あるが。 たに 職員 外信 徒で あると 云 ふだけ では 滿 

足が出 來ぬ。 敎會の 事に 關係 最も 多く、 基督教の 思想に 興味 を 有する こと 深く、 信仰生活の 經驗に 

富んだ 人た ちな らんに は、 其敎會 合同 問題に 努力 せらる k を歡迎 すべきで ある。 今の やうな 時節に 

は 此れ 餘程 注意 を耍 する 一 事で あると 思 ふ。 敎會の 合同と 云 ふ 大切な 問題 を 敎會の 間に 出沒 する 破 

落戶者 流に 占領せ しめて はならぬ。 各 敎會の 健全なる 分子が 奮って 事に 當り、 其の 是非 や 利！ を 愼 

重に 研究し て 去就 進退 何れと も 決 せねば ならぬ 次第で ある。 

一二 


敎，^ の 合同 を 計！ する に 常り、 其の 必耍 條忭 として 解決せ ねばたら ぬ 幾多の 事柄が ある。 試みに 

其の 二三. V 舉 ぐれば、 信條、 敎#攻 治、 外！ >ッ ショ ン との 交： t 問題 等の 如きが 其の 首 要なる もの 

であらう。 

信條 にっきて は、 之 を 不文と すべき か、 成文と すべき かが、 先決問題 である。 敎舎ほ 大體に 於て 

信仰 を 同 ふす る もの \ 集合で あるから、 同じ 一つ 敎會に 列す る もの.^ 間に は、 祌、 基 5§i、 及び 人の 

救、 世界に 對 する 基 の 態度 及び 其の 抱負， にっきて、 根本的の 一致 存し、 信と と 愛と に 於て 

調^.. V 保つ ことが 必耍 である。 道 同じから ざれば、 志 をと もに 合 はせ る こと は出來 ぬ。 聯合 軍で も 

其の 軍 *n 仃動の 目的に つきて 諸國の 間に 申合せ ゃ吉 一明が 無くて はならぬ 如くで ある。 同じ 敎會に ® 

する 者に して 甲 は其负 を 以て 信仰 上の 先輩、 宗敎 生活の 好 模範に 過ぎす と 爲し、 舜 何人 ぞ我 何人 ぞ 

の 態度で あり、 乙 は 之に 向 ひて、 新約聖書の 信仰の 如く 只 だ 神に のみ さ、 ぐべき 信念 を 寄せ、 祈り 

を さ、 げ、 現在 にても 將来 にても 之と 直接なる 人格 的 聯絡 を 保つ を 以て。 己れ の 救 はるべき 唯一の 

條件 なりと 認め、 全身 全力 を 傾け 盡 して 之に 奉仕 せんと 欲するならば、 兩表祈 禱ゃ譜 美な どに 於て 

最も 奥深き あたり 1^:1 ひに 理 會を缺 き、 彼此 一 堂に 會し同 一 の 形式 を 表 はし ？ も、 冗 ひに 孤立 寂雾 

の感を 抱き、 例へば 愛な き 夫婦の 同棲す るが 如くたら ざる を 得ぬ であらう。 故に るべ し、 合同せ 

んと 欲する 諸敎會 は、 信仰生活に 於て 根本的に 一致して 居らねば ならぬ。 基督 者と して 神 一 つ、 基 

督 一つ、 信仰 一つ 、11 ハす所 一 つ 、『我が 、がける は 基督、 死 も 亦 益な り， 一一 と 相呼應 し、 『求む るに 餘れる ほ 

教售の 合同  三 九 三 


敎會の 合同  一 二 九 51 

ど を 主に 於て こそ 見出す なれ』 とて 一 齊に譜 美の 聲を揚 ぐる ことが 出來 るよう にしなければ なら 

ぬ。 如何にせば、 此の 如き 一致 を 保ち、 之 を 表明し、 之 をして 成るべく 現在よりも 深から しむる HJ 

を 得べき か。 敎# は意氣 を尙 ぶ。 同情者の 寄り合 ふところ、 同信 同志の 人の 相 集まる ところ、 氣脈 

自ら 相通づ べき i^fn であるに、 萬 一 信仰の 異分子 其の 間に 紛れ込み たれば とて、 全體を 通じて た 

る 剛健の 精神、 基督 靈活の 氣魄を 以て 之 を 淘汰し 去り.、 敎龠 をして 其の 本領 を 毀損 せらる、... 0 を 免 

れ しむる であらう。 此れ は 成文の 信條を 排斥し、 條項を 列ね たる 約束 を 要する ことなしと 主張す る 

と 或 人た. ちの  一一 一一 I： 分で ある。 否、 然には あらす、 繁文 It 禮间 より 不可な りと いへ ども、 すべての 形式 を 

なぃ^5しろ 

輕ん じ、 文章 を 蔑 如に し、 精祌 一つに 偏す る は、 基督 敎の 本質た るィ ン カルネ M ショ ン の 事 實を直 

んじ、 聖書 を尙ん で^ 世 不朽の 經 典と 仰ぎ、 兩三 人相 集る と 云 ふ 一 種の 形式 を 行 ひ、 以て 主と 相 見え 

^ な 

ん こと を 期待し、 異ロ同 昔 聖名を 呼ぶ こと を歡 びと する 基督 者の 特質に 背馳して、 だ危險 なる 左 

道に 趨る ことで ある。 信仰の 團體は 約束 を 重ん す。 現在の 世界に 於て すべて 約束 は必す 何ら かの 形 

式に 依らねば ならぬ。 人生 他の 諸方 面 s^. 然ぅ である。 獨 り敎會 のみ を 除外すべき 法 や ある。 如何に 

熱心に 不文 信條を 主張す る ものと い へど も 遂に は 事實に 於て 何ら かの 形式 を 探：？ する に 至る。 此れ 

十：！ 今 免れが たき 事實 である。 强て然 せざる とき は敎 食に 紫の 朱 を 奪 ふの 弊害 を 酸し、 其 分裂 を來 

し 、 福 昔 の 本 3；： を 坤： 沒し、 世人 をして 其 の適從 すべきと こ ろ を 知り 難く 感ぜし むる に 至る であらう。 

之 を 形に 表 はし、 文に 載せ、 一一 一一！： 辭に宣 明せ す、 叉然 うし 難き 信仰 は傳 道に 適した もので ない。 妄り 


に 以心 傳心 など， V 卨く構 ふる は、 世に 勝つ の 力 極めて 樣簿 で、 結局！^ 神 界の偏 隅に 高 嘯し 辛うじて 

姑 の 存在 を 保つ に 過ぎぬ であらう。 其れで あるから 簡 にして 要 を 得、 信仰生活の 實際を 叙して 餘 

り 論理的の 形式に 泥ます、 時代のお ^ 的 必要 を充 し、 進歩の 趨勢と 社.^: の 機 # 及び 危險 とに 對 する 基 

#^?の使命を{ー且し、 活ける 問題に 向 ひて 基督教の 活ける 解決 を 傅へ、 4、 の 主張 を 明らかにして、 一 

方に は 邪 を 破り、 他方に は 疋を顯 はすた めに 信條を 設定す るの 必耍 を認 む。 此 所が 成文 信條を 要請 

する もの どもの 主張す ると ころで ある。 信條は 不文なる べしと 稱 しても、 何ら かの 形式 を用ゐ ざる 

を 得まい。 成文に せよ と唱 ぶる もの も、 立法の 弊古來 齢らざる を 熟知す る ものから、 形と 精 祌とを 成 

るべ く 調和せ しめ、 成文に して 不文の 利益 を も 兼ね 收め 得る 樣に努 むべき 必要の 存 する こと は、 蓋 

し 之を認 むる に 杏なら ぬで あらう。 即ち 心と 形骸と 相 全うする が 人格の 本意、 其圓滿 なる 發 達の 必 

耍條 件で あると 同じ 道理で あらう。 信條を 設定すべき か。 將た 信仰的に せんか、 時々 刻々 移り行く 

社 # の活 問題、 靈 界の變 化に 對 する 永久なる 福音の 宣旨を 主と し、 時と 勢と に從 ひて 推し 移り、 し 

ばぐ 其 形式 を改 むべき を豫 てから 期待して 居る 稷 類の ものと 爲 すべき か。 または 時と 勢と に 頓着 

せす、 少く とも 其の 期待に 於て は 永久 を檫榜 すべき ものであるべ きか。 若しも 信 條の耍 が 福 昔の 本 

旨 を 揭げて 之 を 現代の 享實に 適用す る ことであるなら ば、 其の 形式 は 時々 改まらねば ならぬ。 そこ 

で 諸 敎會は 常に 活ける 生命と 活 問題の 解決と に 於て 合同 一 致す る u を尙ぶ さとなる ので ある。 無論 

イン カルネ， -シ ヨンの 事實と 救世の 福 昔と が 基督 敎の 本旨で は ある。 然し 應 用の 妙に 至りて は、 語弊 
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を 除き 去りた る 意味に 於て、 臨機 應變圓 轉滑脫 なりと 謂 ふこと も 出来る。 信條の 問題 は大耍 上に 述 

ベた 様な 方針 を 以て 決定せられ ねばた るまい。 斯くて 不文、 成文、 雙 方の 主張 を 何分 か 調和す る こ 

とも 出来る であらう。 然れ ばと て 如何なる 信仰 の^も 異存な く、 アリウス にも ァ タナシ ウスに も、 

超然 神敎 徒に も 基督 敎有神 宵に も、 統一 敎會 にも 聖公會 にも、 すべて 共通なる 條目 だけ を 存置し、 

他 は 之 を 自由問題 即ち 敎會 とし て は 必耍視 す ベ か らざ る 事柄な り と ：13- 做す 如き 信條の 設定 は、 基督 

に 於て 健全な る 敎會の 合同 を實 現せし む る 所以の 基礎と し て 甚だ 不適 當で あ る。 恐らく は 骨 拔のも 

の を 作製す るで あらう、 此れ 形の ために 魂 を 殺す ものである。 殊に 新たなる 宗 敎を舊 き 國に傳 へん 

とする 者 は 此の 称-類の 誘惑に 稱り 易い。 たと ひ 形に 於て は 一見 成功の 如く 見 ゆるに 至りても、 斯く 

て 在来の 迷信 や 邪 說をー 掃す る こと は 出来る もので ない" 反って 汎神說 や 自然 崇拜 のために 依然 國 

民の 生活 を 支配せ しむる に 終る かも 知れぬ。 否 な 必す然 う 云 ふ 不幸なる 結 ra^ になる であらう。 

或 ひ は E く、 レイ メン 基督 者は寳 際み な 信條に 於て 平等で、 彼此の 隔を爲 さぬ。 唯 だ 敎職者 あり • 

て 之 を 八 釜し く 議論す る を 見る のみ。 職員外基#者は斯の如き敎派なるもの 、^；；在せりとは夢にも 

知らなかった。 彼らが 洗禮を 受けた る は， 祌舉 者に 由り て 難つ かしく 解釋 せらる i 基督 敎を 信じた 

ので は 無かった。 極めて 簡翠 なる 基 s^cr 敎を 信じた ので ある。 故に 敎 職：？ の 干渉 さへ なくば、 諸派 共 

たち ど- |ろ 

通の 信 條は 立地に 其の 成立 を吿 ぐるで あらう。 隨 つて 敎 派の 合同 も 容易なる 仕事で あると。 僅かに 

聽 けば 此れ も 道理た 說の やうに 受け取られる かも 知れぬ が、 元来 甚だ 間逮 つた 考へ 方で ある。 第一 


レイ メン 基餐ガ を： w だしく 兑縊 つて 居る。 彼；^:^ は 洗禮を 受けた 當時 のま、 で、 の 後 は 絶えて 發達 

をせ ざる ものと 斷定 すれば こそ、 此の 如き こと を 言 ひ 出す ので ある。 中には 洗 禮の當 時旣に 基脊敎 

の複雜 なる 容 まで 略 ぼ 通達した 人 も あらう が、 多く は然 うは 行かぬ。 次第に 信仰の 經験を 積み、 

渐く染 • 書 にも 通じて、 此 所に 初めてせ ハの考 へが 熟して 來る。 斯 くの 如き 人 は 終に 信仰に つきて 其れ 

ぐ 主張 を 抱き、 alkj 識をも 具 ふる 様になる。 例 すれば 或 敎會の 如き 其の 敎 職の 間に は隨 分： i 端なる 

神 舉論を 持し 其の 信 條の餘 り 共通 的に して 淺 いものに な って居る人々も^^るでぁらぅ。 然し 彼らの 

在任す る敎， ^の 信徒に は、 中々 手堅い 福 昔 的の 信仰 を 抱いて 居る もの も 多く 見受けられる。 これら 

は 牧師に 拘 はらす、 感心に 福 昔 的で ある。 決して 洗禮當 時の ま、 になって 居らぬ。 彼ら は 極端なる 

自. W 祌 舉の說 明に 滿 足しない。 平素 其の 牧師の 說敎を 飽き 足らす 感じて 居る であらう。 斯 くの 如き 

事實を 肴 過し、 多くの レイ メン 基督 者が 洗禮當 時の 未熟なる 狀態を 保ち、 悪く 評すれば 信條 無頓着 

である を 以て 信仰に 於る 上乘の 程度な り と 曲解し 、 之 を 標準と して 合同 敎會 の 信條を 制定 せんと 擬 

する は、 いみ じき 僻說 では あるまい か。 洗禮當 時の 程度 を 云々 し、 其 時は然 かぐで ありし とて、 

漫然 所謂 共通 的 信條を 設定 せんと 欲する が 如き は、 頗る 不穩當 なる 遣り方で ある。 斯くて は あまり 

無色なる に 過ぎて、 信仰的 趣味と 慣値 とに 甚だ 乏しき 信條を 造り 出す 樣な結 となる であらう。 極 

端な る 例 を 取る 様な 嫌 ひも あるが、 試みに 之 を 佛敎 の 事 と 比較し て 見よ。 情 徒 Q 多く は 、念 佛讀經 の 

方法 や 年忌 佛 などの 慣例 を 異にする の 巧 八 宗九宗 何でも 有り 雜く、 別に 此と云 ふ 一？ il 別 を 立 つ る 
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HJ を 知らない。 之 を 理由に、 此ら レイ メン 佛敎者 流の 共通 點 こそ 緊耍 なれ、 日蓮の 所 說も法 然の主 

張 も、 たと ひ 念佛無 間、 禪 天魔、 眞言 亡國、 律國賊 と詛ふ 程の 相違 ありと も、 之に 一切 平^な りと 

の 極め を 付け、 山 を-: 朋 して 平地の 程度にまで 引下げて 了 はんとす る 試みと 一般、 以て 佛敎の 統一 を 

圆 らんと せば、 心 ある 佛敎者 は必す 泣く であらう。 或る 基督 者の 主張す る 共通 信條が 過って 之に 

さ ひ は：： 

類似せ る 結 に陷ら すん ば 甚だ 僥倖で ある。 健全なる 信條は 基督教の 藤史に 照らし、 信仰の 深き 實 

験に 徵し、 基督の 旨 を 承け て、 福 昔の 根 本義 を 簡明に 宣 明した、 個人 及び 社 會の實 生活に 對 する 上 

ょりの^？？勅で有らねばならぬ。 

然 らば 敎會 政治の 方面 は 之 を 如何に 處理 する を 以て 敎會 合同の 基礎と 爲 すべき か。 敎會 政治 は 便 

宜の 問題に！ » す。 加特カ敎の如きに對してすら其法王^^ァ ンテ クライストと 稱す るの 時代 は 旣に過 

ぎ 去って SG る。 或 ひ は 長老 敎會 ゃ會衆 敎會の 人々 にして、 所謂 歷 史的 監督 職 を 置くべし と 謂 ふ 提議 

に對 し、 時として は 同情の 意 を；^ す 者 も ある。 聖書の 一一 一一 EI に 特殊なる 敎會 政治の 基礎 を 求め、 他の 種 

類に！ 11； する 制度 や 組錄を 異端 左 道の 如く 兑る 時代 は 過去の 歷史に ：» す。 時の 必要に 應じ、 進歩の 趨 

勢に 鑑み、 祌 國 の 降昌を 第一 の 目標と して、 敎會 政治の 組織 は 取捨すべき ものである。 M ひに 偏見 

を 同 守す る を 避け、 行き 懸 ひの 勢 ひに 拘束せられ す、 從 來所羼 の敎會 系統に 執着す る ことなく、 虛 


心 s_ 懊、 日本 現在の 情勢に 於て、 如何なる 敎會 政治が 帝國を 基督 化し、 祌阈の 健全なる #展 のた 

めに 最も 適 常なる ものであるべ きか を 研究して、 其の 最も 良き 方に 一 致す るの 兄お 心と 鏊的 雅楚と 

を 有って 1H5 ら ねば、 合同の 問題 を議 する 程の 勞を 取る 必要 も ある ま い。 

赏 に敎會 の 制度 や 其 の 形式 は 表面 犬い に 相 違して， i5 る。 其の 内實に 至りて も 異な る 所が あるで あ 

らう。 然れ ども 寳 際の 傾向 を觀 察すれば、 ム會ゃ メソヂ スト 敎會の 如き 監 政：！ H を 採 W せる にも 

拘ら す、 民 本、 王義 共和主義 (或る 向きに て は 此らの 語 を すら 忌む と傳 聞す る も) の 大勢 は强大 であ 

るから、 衆の 力、 職員なら ざる 信徒の 聲が、 旣に 監督 制度の 下に 高まり、 また 多くの 會議に 於て 

次第に 其の 勢威 を 張りつ、 ある。 他の 一方に 於て は、 會衆 政治 を 主張す る 組合 敎會 にも 監督 制度に 

類似せ る ものが 寳 現せられ て 居る。 組合 敎會は 事實に 於て 純然たる 獨 立 敎 會 でない。 ！！！；^^老政治 

の 本質が 立派に 其 問に 成り立って 居る ので ある。 一 個 敎會の 事務 を處现 する に 至りても 日本 基督 

敎會 と餘り 多くの 相違 を 見出さぬ であらう。 日本 基督 敎會も 旣に會 衆 政治に 化せられて 居る 事實が 

少 くない 樣 である。 斯の 如く 諸 敎會の 政治 は 意外に 多くの 點に 於て 事實上 一 致して cig る。 虚しき 名 

稱に 拘泥す る 事な く、 形式の 行き 懸 りに 流れす、 實を 重んじ、 祌國の 發展を 主眼と して、 進まば、 

敎會 政治の 合同 は 餘り難 かしき 業で 有るまい と 思 はれる" 例へば 往年 今の 日本 基督 敎會と 組合 敎會 

との 間に合 同の 商議せられ たると き、 其 委員 會に 於て 議論の 最も 多かった の は敎會 政治の 方面な り 

しと 聞く が、 今日 に 至りて は 其 の爭點 たりし と ころの も の實 際に 於て 旣に 悉く 片付 いて 了って 居る 
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と 謂 ふで はない か。 

斯く看 来れば、 敎會 政治に つきて は 合同の 前途に 道理 上 甚だしき 障害 ある を認 むる ことが 出來 

ぬり 唯 だ 困難なる は 行き 懸 りと 感情と である。 若し 感情に 支配 せらる k ことなく， 行き 懸 りの ま、 

に 押し流さる、 こと さへ なくば、 合同 は少 くと も敎會 政治の 方面に 於て、 餘り難 でない と 謂 はね 

ばなら ぬ。 

然れ ども 敎會 合同の 前に は 外 國宣敎 使の 一 團が横 はって 居る。 組合 敎會 でも アメリカン • ボウル 

ド 及び 其 {ー 且敎使 の 意向 に對 して 多少 懸念 せねば なるまい。 道德 上然ら ざる を 得ぬ 關 係で ある" 日本 

基督 敎會に は 所謂 傅 道敎會 なる もの ありて 、 其 多 數は外 國宜敎 使圑の 管理に 屬す。 其の 有力者に し 

て 外 國宜敎 使團と 密接な る 關係を 有 つて 居る もの も ある" 夫 故 日 本 基督 敎會は 勢 ひ 外 國宜敎 使 の 意 

向に 對 して 敬意 を拂 はねば ならぬ 狀態 である U 情義の 上より する も然ら ざる を 得ぬ 理由が ある" 是 

等 二 敎會は 獨立を 以て 自任し、 日本人の 敎會 である 、と を 常に 標榜して 居る にも 拘 はらす、 旣に斯 の 

如き 次第であるなら ば、 他 は 推して 知るべき である) メソヂ ストの 如き、 バプテストの 如き、 其 他 

外 國宣敎 使 國と關 係丧だ 深く、 或は 根本的に 其の 宿緣 最も 密 なる ものに 至りて は、 到底 日本人 敎會 

員 や 牧師 傳道 者の 意見の みに て、 合同 問題の 如き 進退 を 決する こと は出來 ぬで あらう。 在日 本宜敎 

使團は 敎會 の 合同に 對 して 如何な る 意 3!: を 抱 いて 居る か。 其 の 黉否は 合同 の 成否 に對 して 重大な る 

影響 を 及 さ る を 得ぬ。 ある 意味に 於て は 阔際的 問題と 其の 趣 を 同う する の觀が ある" 或る 敎會の 


如き は 外！： 官； 敎使團 の反對 あるに も拘 はらす 多數 決に 依りて 合同の 問題 を 解決す る ことの 出来べき 

地位に ある。 然れ ども 他の 諸敎 派に 至りて は 何分に も 其の 運びに 至." 雞 きもの ある を 思 はねば なら 

ぬ。 故に 敎# 合同の 計 霰を實 現せし めんと 欲する 有志 者 は、 外國宣 敎使圑 との 交涉 にも 幾分 心 を 用 

ひねば ならぬ であらう。 彼等 の 問 に 有力な る 賛成者 を 得ね ばな るまい。 

然し 之に 就て 思 ひ 出す は 日本に 於け るプ a テス タント 敎 食の 創立に 與 つた 宜教使 等の 感嘆に 堪へ 

ざる 熊 度で ある。 アメリカ • リ. フォ ー ム ド敎會 の {ー曰； 敎使バ ラ、 アメリカ 長老 敎會の 宜敎使 タム プソ 

ン、 アメリカン • ボウ ルド の宣敎 使グリ イン 其 他の 人々 は、 彼等の 代表せ る 敎會の 相 異なる にも 拘 

はらす、 日本に は 一 つの 敎 き.. V 建？ 一 In すべく、 本國の 宗派 を 日本に 移梳 すべから すとの 意見に 一致し 

た。 公會 のゥ. - リア ムス (後に 監督に 昇任せ る) の 如き は 例外で あつたが、 彼等 は 明治 五 年 同 六 

年の 交に I 旦り、 日本 甚督 公龠 なる もの を 設立す る こと を 或は 唱道し 或は 黉成 したので ある。 簡 3^ な 

る 信條を 某， 礎と し、 代議政治に 本 づきて、 日本に はた 一  つの 敎會を 見ざる ベから すとの 志 を 標榜 

せる 日本 某， 赞公 は、 寶に此 ら官； 敎 使の 高 明 正大なる 意見と 其の 後援と に 依りて 成立す る こと を 得 

た。 惜しい かた 其の後 渡来せ る宣敎 使ら の內， に是れ ほどの 意氣と 精神と を 見出す ことが 出來た かつ 

た。 彼ら は 各自の 宗派 を 日本に 樹立す る こと を 主張した。 常時の 外 國宣敎 使 會議に は 此の 問題が 烈 

しく 討論せられ たと 聞く が 其 の 大勢 は 遂に 宗派 分立に 傾い たので ある。 そこで メ ソヂス ト敎 會も設 

立せられ、 カナダ •  メソヂ スト や バプテスト 敎會 も出來 たので ある。 若し 在日 本 外 國宜敎 使に して 
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曰 本 1^ 督公會 の 創立に 與 つた 人た ちの 如 き宏 毋； と 兄弟 心と を 有って 居るならば、 彼等 は 必. f 敎會 の 

合同に 黉 成すべき 害で ある。 時勢の 必要 及び 基督に 於け る 愛と 一致の 精神と は、 之を驅 つて 當然此 

處に 到らし めねば なるまい と 思 はれる。 

外 圃宣敎 使ら は 日本 帝國に 於け る 其 の傳道 151： 域 を-: li! むる に 就きて？ ir! 讓 協定す るの 雅量 を も 抱 い て 

居る。 其れ ほどの 精神 あらば、 敎會 合同の 議 にも 黉成 する ことが 出来べき 害で ある。 外 國宣敎 使 等 

が 敎會 合同に 黉 成す るに 至 る ベ き は 決して 望 みがた きこと であるまい。 

敎會の 合同 は 以上 說き來 つた 如く、 齢く とも ある 程度まで 可能 的の 計畫 なる を 疑 はぬ。 基督に 對 

する 忠誠と、 兄弟の 愛と、 熱心なる 祈と に 依りて 着々 進行すべき ことで ある。 

一九 一八 年 八 月 (SS 音？ I 報) 

日本 基督 敎會 創立 五 十 年禮拜 

日本 基督 敎會は 敎龠約 九十、 之に 準す る傳 道敎會 など を 合して 二百 二十、 會 員三 萬 五 千、 敎 g 傳 

道 者： 一 rnr 二十、 役員 八 百、 曰 曜舉校 四百 二十、 其の 敎員ー 千 二 IG 、會堂 其 他俾道 用の 建物 |E 六十 六、 

其の 價格約 Kg: 十 萬 圓獻金 年額 約 二十 三萬圓 である。 去年の 統計表が まだ 公に されて 居らぬ 故、 確 


と は 一一 E へない が、 常ら すと いへ ども 遠から す、 先づ 大差な きものと！ て 差 支 も あるまい。 單 なる 數 

字 4 餘り 多く 重き を S く は {=| しく あるまい が、 此れ もまた 考へ のうちに 置くべき I つで あらう。 

成る まど 進歩 は 思 ふ ほどでなかった らう。 傳 道の 成績に つきて 不滿 足の 感じ を與へ ら るべき 理由 

も冇 るに 相違ない。 然し 明治 五 年 舊三巧 十日、 其 日の 受洗 者 九 名に 他の 一 一三 人 を 加へ て 一 敎會を 創 

立した ものが、 多くの 不利益の なかに 此點 までに 來 たこと は 感謝すべき 事寳 である。 何人も 然か謂 

ふこと を 路 せぬ であらう。 

然し 過去よりも 大切なる は將來 である。 主此點 まで！ 3!^ きた まへ りと て 感謝す ると 同時に、 なほ 將 

來に 期待すべき、 より 大 いなる もの を 有って 居る かが 緊要な 問で あらう。 日本 基督 敎會の 素質、 其 

の 勢力の 分布な どかう 推測す る 時 は、 前途に 於け る 其の 發逹の 見込み 確實 で、 其の 現在のう ちに 胚 

胎 せる 將來 は、 過去よりも 大 なる もの あるべく 豫想 する ことが 出來 る。 默 示錄 三の 八ヒ ラデル ヒャ 

の条 に、 『視ょ 我なん ぢ のまへ に 開けた る 門 を 置く、 之 を閉ぢ 得る ものな し』 と ある 如く、 日本 基督 

敎會 のまへ に は 主の 御手に よりて 門が 廣く 開け放 たれて 居る。 四通八達、 之 を閉ぢ 得る もの あ ひと 

も覺 えぬ。 

ふさ は  3 

is^  く 看 来れば、 感謝し 大 に 期待して 之に 適應 しき 志 を 立 てつつ、 此 の 禮拜を 行 ひたき ものである 

ィザャ 第五 一 に 曰く 『義を 追 ひ 求め、 ^J ホバを尋ね求むるものょ、 我に 聽け、 なん ぢらの 斫り出 

さした る 磐と、 汝らの 堀 出された る 穴と を 想 ひ 見よ。 汝ら父 アブラハム、 及び 汝ら を產 みたる サラ 

E 本 基 e 敎！ 立 五十 年 S 拜  WIO 三 
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を 想 ひ 見よ、 我 かれ を 其のた^ 一人な りしと きに 召し 之 を 祝して 其の 子孫 を增し 加へ たり 云々』。 發 

達の 程度 や 品質に 於て 現在 は 十分に 滿 足すべき もので ないか も 知れぬ。 然し 其の 成立の 當初を 回想 

するとき は、 イスラ M ル 民族の 歷史も 同. 様、 大いに 人 意を强 くすべき 理. H が 見出され るので ある。 

ジ ョ ルジ • アダム .ス ミス、. ィザャ の 此の 語 を 釋 いて 曰く、 『吾人 倦み疲れて 望 を 失 はんとき は 宜しく 

坐して 記憶 を迪 るべき である。 將來 は暗儋 である。 然し 回顧して 過去に 於て 如何に 集 へられ 如何に 

刺激 を受 けた もので あるか を 想 ひ 見よ。 吾人 は 光輝 ある 徑路と 疑 ひもな き 增殖と 進歩と を 認 め 得る 

ので ある。 殊に 吾人 をして 袋 も 心强く 感ぜし むる は、 祌が 個人の 心 を 如何に 用ゐ させた まひし か を 

想 はし めら るるとで ある。 神の 着手 せられる は 何時でも 一 個の 人の 心で ある。 其 所に 將來の 源泉が 

もと 

ある。 多くの 民族の 原が 其 所に 存す るので ある。 汝 ら少數 者よ、 弱き ものよ、 汝らの 心 を 引き立て 

よ。 我が 彼 を 召び しとき 汝らの 先祖 は 唯一 人に て ありき。 我 之 を 多から しめたる なり。』 

寶石ゃ 玉が 听ひ 出されたり、 發 堀せられ たると こ ろ は 手 も 着けられぬ やうな 磐 や 懐恰き 穴で あ 

る。 如何なる 人た ちが、 如何なる 狀 態のう ちから 選み 出されて 基督の 敎會に 加 へられた ので ある 

か。 彼ら は元來 如何なる 價値を 有って 居た ので あるか。 神な く 望な くして、 しき は恥づ べき 精神 

狀 態の 下から、 ゆく りなく も 導き出されて、 神の 光 を 仰ぎ、 永遠の 生命の 實 験を與 へられ、 新たな 

る 道 德を其 の 胸間に 扶植せられ、 是れ まで は 夢にも 知ら ざり し 平和と Si た 文と を 感じ、 全く 異なりた 

る 天 地に 生れ 出で たる やうな 心地 をな すに 至 る こと を 得た ので ある。 共の 出 所を频 なば、 令 昔の 感 


に堪 へぬ であらう。 まさしく H ぺソ 二の 一 1  一 ニー、 同じく 一  九— ニニ、 同じく 三の 八、 九の やうで 

は あるまい か。 敎會 として 旣に然 り。 個々 の 基督 者と して、 北ハ の！ 一:^ 仰 生活に 人. = し 次第 を、 回想し 

來る とき は、 バウ 口が 我 神の 恩寵に. S りて 現の 有様に 達した るな りと 一一； ほった やうに、 唯 だ 天父の 愛 

に 感激し、 共の？^ きの 不 E 心議 なる に 驚き、 a 異に 『我が 生ける は 基督、 死ぬ る も わが 益な り』 と 叫ば 

ざる を 得ない ので ある。 

『天阔 は、 勞働者 を 葡萄園に a ふために、 朝 早 く 出で たる 主人の 如し。 一 日 一 デナリの約^5-をなし 

て 勞働者 ども を 葡萄園に 遣 はす』 (fj, 一  1)。 また 九 時 ごろ、 十二時 ごろ、 三時 ごろ、 つ ひに 五 時 ごろ 出 

でて 勞働者 を 蘇られた と ある。 敎含も 個々 の 基督 者 も 自ら 省みて、 共の 多くの 點が 此の 瞥喩に 類し 

て る こと を 見出す であらう。 或 ひ は、 『終日 そこに { 仝 しく 立』 ちて 居りし を、 忽ち 召された るの 

みか、 朝早く 勤務に 就きし ものと 同じ やうな 給與を 獲て、 殆んど 夢心地に 歡 喜し、 ひたすら 感謝し 

つつ ある もの も少 からぬ であらう。 今日は 日本 基督 敎# 創立 五十 年の 禮拜 であるの みならす、 各自 

の 信仰生活の 起 端、 經過、 及び 其の 現 狀等を 回想し 省察して、 且つ 謝し 且つ 悔いて、 大いに 志 を 振 

ひ 興す ベ き 機 會を與 へられた ので ある。  . 

斯て或 ひ は 『汝 初めの 愛 を 離れたり』 との 警 吿を受 くる もの も あるで あらう。 初めの 志ゃ氣 力の 

なき 敎食も 基督 者 も 有る であらう。 其の 素志 今 何 所に あるか。 ^^1だ心もとなき向のぁ.^もゃせん。 

初 め て俾 道に 從 事した とき の 心事と 今日 と を 思 ひ 比 ベ て 、 轉た 感慨に 堪 へ ざ る 敎職者 も 有る であら 

日 木 基 © 敎禽创 立 五十 年禮邦  so 五 
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う。 何れも 此の 機 食に 於て 基督に .5 り 悔いて、 奮發 せねば ならぬ T 汝何處 より 隊 一ち しか を 思 ひ、 悔 

い 改めて 初めの 行な ひ をな せ』 (？ fsT  一九  一二 年 1 1 nssis 
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宗派と 雅 量 

日本に 傅 道の 事業 を 創開 せられし、 外國 宣教師 等のう ちに は、 歐米諸 阔の敎 會歷史 を 此の 邦に ま 

で 移植して、 種々 の 宗派 を 樹立す るの 宜しから ざる を 認め、 唯一 つの 敎食を 設けん と 思 ひ 立ちし も 

の少 から ざり しなり。 然れ ども 其の 事 は、 昔時の 夢と 化し 畢ん ぬ。 

斯くて 宗派の 藩 難 は 追々 に 厳重に なりたり。 十 年 前、 府下に 於け る 各敎會 共同の 運動 は隨分 盛ん 

に 行 はれた る も、 今 は 其の 事 甚だ 困難なる が 如し。 宗派の 關係、 日々 に 甚だしき もの ある は 此の 一 

事 にても 知らるべし" 時運の 然 らしむ る 所、 基督 敎 徒の 發育 幼稚なる の 致す ところと はいへ、 嘆か 

はしき 次第な り。 

最早 少しく 後れた る やの 感無 きに 非ざる も、 宗派の 弊を豫 防す るの 方法 を講 する は、 * 吾人の 務む 

べきと ころな らん。 今 直ちに 宗派の 別 を 一 掃 せんとす る も、 架 穴. j の ュ ゥトピ ャ たる を 恐る X なれ 

ど、 共の 間に 相賁 むの 風 を 養 ひ、 互 ひに 長短 を 取捨す る を 務め、 外國の 宗派に 屬 する 事物 を 共の 儘 

に 探 用せ す、 また 其の 組織 習慣に 限られす、 勇猛に 他の 優 所を舉 び、 遠慮なく 自家の 體 形を變 化す 
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る 様心懸 くると き は、 目前に 於て 宗派の 弊を少 うする のみなら す、 後來に 一 つの 敎 命」 を 立つ るの 基 

礎と もな りぬべし、 日本の メソヂ スト 敎會は 熱 情感に 富み、 共の 禮拜に は 懇親の 分子 多し とす。 他 

敎會は 宜しく、 之 を 敬 重して、 擧ぶ 所な かるべ からす。 監督 敎會 の傲肅 秩序 は、 吾人の 欣 羨すべき 

所なら. f や。 其の 他 組合 敎舍 にも、 日本 基督教 ノ％3 にも、 種々 の 長所 ありて、 他の 模範と なるべき も 

の 無くん ば あらざる なり。 此の 各 敎會は 其の 創立 に 關係ぁ る 彼の 敎會の 遣傳惯 例に 束縛せ ら れす、 

有 ゆる 善き ことに 從 ふこと を 務めざる ベから す。 日本の 各敎會 中、 其の 創立に 緣故 ある 各 宗派の 慣 

例 習俗と 最も 離れて 運動した る もの を 日本 基督 敎會 とす。 我等 は 其の 自由 撰擇、 及び 長短 取捨の 發 

達 益 々正しく a つ 堅固 に 進歩 せん こと を 祈る。 また 今 ま で も 多少 右の 如き 心 懸け あ りたる メ ソヂス 

トも 監督 も 組合 も 成る 可く 銘々 が 宗派の 門戶を 開放して、 凡て 他の 長 を 取りて、 之に 從 ふことの 水 

の 低き に 就く が 如くな らん を 祈るな り。 其の 宗派の 遣傳、 然も 外國の 遣傳を 固執す るは附 なり。 我 

我 は 日本 國 基督教 徒が 疾 くに 此の 點に 注意し つ \ ある を 知る。 然れ ども 尙ほ 一 曆男猛 に 自ら を處す 

るに 至らん こと を 希望す。  一八 九 二 年  一 0  scsi 報) 

日本の 敎會 歴史に 於て 忘られん とする 事赏ー つ 二つ 

基督 敎 新聞記者 は 組合 敎會 が 非 宗派 主義た りし を 證據立 てんとして、 當初其 の 創立せ る 敎會に 宗 

派 的の 名 稱を附 せす、 單に某 地 第 一 敎會 若く は 第二 敎會 と稱 したる の 事 實を擧 げたり。 是 其の 非 宗 


派 主義の 1;^ 據 として 或 ひ は 勢力な きこ とに 非るべし。 然れ ども 余輩 は 之 に 勝れ る の ， 證據ぁ りと 思 ふ 

なり。 其の 初め 今 組合 敎會 と稱 する 神戶、 大阪の 二 敎# は 米國の 宗派 等に 屬 する こと 無く、 今の 日 

$S0 に 恩す る横濱 海岸 敎# 及び is- 京 新 榮敎會 等が 非 宗派 主義な る に 同意し、 共 に 簡 mf なる 信 

條及び 政治の 下に 相 結びて、 日本 基督 公會 なる もの を 組織し 居た るな り。 此の 事 1  霞 は 其の 非 宗派な 

りし 明， に 非す や。 < ^輩 は 此の 美 はしき 事實の 忘られ ざらん こと を-望む。 

^^記者また曰く、 日本 基督 敎會 (即ち 舊 一致 敎 $3) は外來 五六の 長老 政治 諸派 を 合した る ものな 

りと。 余楚 此の 事に 就きて、 世人に 記憶 せられん こと を 望むべき 一 事 あり。 舊 一致 敎^ なる もの は 

外來 五六 長老 政治 諸派の みの 合した る も ひに 非す。 即ち 五六の 長老 政治 諸派に 屬 する 敎# と简？ 単な 

る 信 條及ぴ 政治 を 有せる 日本 阈 基督 敎會 てふ獨 立せ る團體 (横濱 海岸、 東京 新榮、 信 州 上田) との 

合併した る ものな. =^。  一 八 九 三年 九 mi 音 新き 

.  獨 立の 傳道 局， 

, 初 合 敎會は 本年の 總會に 於て、 外 國傳道 局と 分離して 獨立 せり。 五 C らその 決. せ 5 を壯 なりと して 基 

昏て 感謝せ り。 

日本 基督 敎# は 昨年の 大龠に 於て、 外國の 傳道會 社と 分離し、 日本 基督 敎 徒の 獨カを 以て、 長 野 

#1； 城の 二 縣に傳 道 を 開始せ り。 其の 事業 甚だ 兒る べき もの ありと 雖も、 之 を 以て その 希望す る 所に 
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比すれば 遣憾 の點少 からす。 本年の 大會 は、 來 らんと する 一 年間に 三千 圓を慕 集し、 六 中 # の部內 

に 一 傳道地 を 置き、 .&i 幾 はく は 新 領地 臺灣 にまで も、 運動 を 試みる べしとの 計畫を 定めたり。 日本 

基督 敎 きの 信徒 は來る 一年間に 各 三十 錢宛獻 金し、 始めて 此の 三千 圓の額 を 充すを 得べ し。 大會の 

ST 當路 者の 決心、 甚だ 盛な りと 謂 はざる ベから す。 3 本 基督 敎.^ の會員 は、 非常なる 克己 獻身 

の 心 を 以て、 此の 計畫 を負擔 成立 せ しめざる ベ からす。 

彼の 區 々地方 的の 事情に 束縛せられ、 中.^ u の傳 道に 姑息して、 此の 大. の 計畫を 顧みざる が 如き 

兄弟 姉妹 は、 此の際 事の 輕重 利害の 大小 を 熟慮して、 飜然 悟る 所 ありて 可な り。 

一 八 九 五 年 七 音 新 新) 

日本 は 如何 

今外國 では 傳道 者と なる 者の 少 きを 叫んで 居る。 しかるに 今や 我が 國傳道 の氣運 大いに 熟して 人 

を 要する 事 甚だ 切迫なる 折 柄 余 は 傳道者 たらん と 心掛 くる もの ム少 く、 祌擧に 從 事す る もの 多 か 

ら ざる は 何故で あるかと 問 はねば ならぬ。 其の 答 は 第 I、 現在 傳 道に 從 事し つ i ある 連中が 餘り立 

派なる 圑體 でない。 牛 は 牛 連れ、 仲間， 第で 好い人 も 集って 來る。 ：i:S? の惡 いのが 好い人の 祌擧に 

從事 しない 一 つの 原因で ある。 第二、 敎 育の i が 好い人 を牧容 する だけに 調って 居らぬ。 第三、 

傳道 者の 生活が 餘り 羨ましく 見えぬ。 第 四、 基督 敎 徒の 理想が i 界の 事業に 英雄た る 事 を 偸 快に 


思 ふ ほど 進歩して 居らぬ。 笫五、 物質的の 誘惑 强大で 他の 利益と 評判の 好き 事業に 引きつく る 力が 

殆んど 抵抗すべからざる 如く 感ぜられる。 第 六、 好んで 其の 子女 を 基督に 獻 ぐる 親 達が 極めて 少ぃ。 

第 七、 高等 敎育 ゃ專 門の 藥 業に 從 事す る 者 は 大抵 職業に 有りつ かねば 困難す る 種類 の^ど もで あ 

る。 所が 職業と して は 基督 敎の傳 道 は 論外な 有様で あるから、 高等 敎育を 受けてから 敎 職に 志す も 

の は 起らぬ ので ある。 若し 職業より 牧人 を 得る の 必要 あらざる 程 財産 を 有する 信徒が 多く あつたな 

らば、 ItlE 仰の 進む に隨 ひ、 縱令收 入の 點 から 云 ふと 少しも 見所の ない 傳道 にも 從事 する ものが 澤山 

起る であらう。 併し 基督 敎 徒の 中には 斯 る財產 家が 少ぃ。 此の 場合の 何處 からか 黄金の 天降る か、 

將た 基督 敎 徒の 信念が 非常なる 高調に 達する か、 何れ かになら ねば 好き 傅 道 者 は 載 出し 難い。 さる 

に て も 健全なる 神 寧 校の 出来る のが 甚だ 大切で あ る。 赤裸々 で滿 足す る 精神的 事業て ふ 特色 を以 

て、 志士 を 引く のが 今日の 急務で あるから、 愁 ひに 少しば かりの 金力 を 光ら かし 舉費 給與 など を 看 

板に 掛けても、 餘り 役に立たぬ。 寧ろ 徹頭徹尾 獻身 的に 仕組 を 立て、 志 を 以て 志 を 引き、 同 氣相求 

むる 精神で、 唯 赤誠と 實 力と を 以て 有爲の 靑年を 招致す るに 若 かすで ある。 東京 祌舉 社の 如き は微 

微 たりと 雖も、 此の 種類の； s と 目的と を 有する ものである。 一 九 〇 六 年 九 音 新報) 

日本 メ ソ デス ト敎會 に 於け る 外 國宣敎 帥 

日本に 傳道 する 各派の 外國 宜敎師 は、 宛 も 協議 一決した るかの 如く、 曰 本 基督 敎 徒に 對 して 同 1 


の 方針に 出で つ V あり。 同一の 方針と は何ぞ や。 其の 事業-て なす 上に 於て 大いに 曰 本人に 譲り、 之 

と 協議して 事 を 執らん としたる 前日の 習慣 を棄 て、 日本人 をして 其の 事業に 千涉 する ことな からし 

め、 tl^ しき は 進んで 日本人の 敎會を も 支配せ ざるべ からすと なすに 至れり。 組合 敎會と 協力す るァ 

メリ カン • ボ ー ルドの 宣敎 M は 日本の 委員と 相 並んで 合議 的に 傳道 をな しつ A ありし を廢 めて 內外 

の 事業 全く 分立し、 外國宣 敎師 のみに て 傅 道 地 を 選み、 曰 本 傅 道 者 を 任免 使役す る ことと なりたり。 

唯 だ 彼等 は 直接に 組合 敎會を 支配 せんとす るに 至らす。 無論 其の 補助す る 敎會、 其の 使役す る傳道 

者を經 由して 多少 同 敎會に 影響を及ぼす こ と を 免れざる ベ きか。 日本 基督 敎舍 に 於ても 內 外の 傳道 

割 然と 別れ、 外人 は 外人の みに て傳 道す る ことと なりたり。 學校、 敎會等 凡て Q ことに 付き 外國人 

は く 其の 熊 度 を 一 變し、 日本人 をして 其の 間に 嘴を容 るる ことなから しめんとの 方針 を 取りつ \ 

あり" 此の 波 潤 は 日本 メソヂ スト 敎會 にも 推し 寄せ 來 りて、 刖 項に 記載す る 如き 變動 を：：^ るに 至れ 

り。 該敎會 は 其の 表面に 於て 日本の 敎會 たりし が、 將來 は名實 共に カナダの メソヂ スト 敎會に ま 配 

せらる るの 有様と はなり ぬ。 是れ 日本 基督 敎の發 達に 深く 注意すべき 出來 事な り。 して 一派 限り 

の變 動と 見做す べきに 非ざる なり。 外國宣 敎師と 日本 基督 敎 信徒の 關係は 一大 問題な り。 基督 敎徒 

の 一派が 外國の 敎會に 馬し、 彼の 支配 を 受けつ k あるの 利 寄 得失 如何。 此は外 國敎會 に對し 殆んど 

植民地の 如き 關係 ある 聖公 會、 美 以敎會 等の みならす、 獨 立の 敎會 たる 組合 敎會、 日本 基督 敎會等 

に 於ても 精細に 觀察を 下し、 將來の 方針に 付きて 愼 むべき 所と す。 一 §11 Isci 新き 


敎會 の獨立 

日本 港 督^ 食の 大會は {iw 志た る獨立 自給の 實を擧 げんが 爲に、 m 己の 力 を 以て 禮拜 し、 傅 道を爲 

す 能 はざる もの を 悉く 傅 道 敎會と 見做し、 敎會 の资格 無き ものと なしたり。 是れ W より 常然の 事な 

り。 昨年の 同大 會は 不幸に も 或る 事情の 爲に 此の 獨立 を獎勵 する 議案の 通過 を兑る 能 は ざり き。 さ 

れど问 敎會は 一 年 問 IS りつ 士執ー 慮したり。 而 して 今年の 大會は 大多數 を 以て 殆んど 何^の 異議 を揷 

む 者 もな く 之 を 決議し、 議眞 先づ 自ら 克己 獻 身して 此の 志 を 潔よ く途行 せん 事 を I す ひたり。 余 |_ ^は 

滿腔 の 同情 を 以 て 其 の 壯志を 喜 ぶ と 共 に、 之が 有終 の 美 を 見る を 得ん MJ を 切 に 祈ら ざ る 可 らす。 

内外 協力 問題 

n 本 基督 敎會は 去ん ぬる 明治 三十 年に 開かれた る 大會に 於て、 外國 ミツ ショ ン との 協力に 關 する 

交涉 熟議 を 凝した る 結果 遂に 公式 上 全く 協力せ ざる こと を 決議せ り。 然れ ども 爾來兩 者の 關係 頗る 

暖眯 にして 敎會の 發達を 害 する 點 なきに しも あら ざり き。 本年 の 同 敎き大 "^は 此の 關係を 明かに 

し、 些かの 紛ら はしき 所 もな きに 至らし めたり。 是 確かに 我が 國諸敎 會の現 狀に徴 して 英斷 なりと 

首 は ざる 可 らす。 組合 敎き の 幹部 ま た 此の程より 該問題 に 關し て ミ ッ ショ ン Q 委 DIE と 協議 を 重ねつ 

あるが 如し。 近 tn 開かん とする 同敎 参の 總會 は必す 何等かの 決議 を 見る ことならん。 余 si^ は諸敎 

會が 何れも 卒晚 起り 來 るべき 此の 問題に 關し、 凡ての 情實 を排 し、 專ら 基督の 王 國の發 展に利 せん 

片 四 ニニ 


こと を 慮り.. 斷然 たる 解決 を 下して、 我國に 於け る 敎會の 基礎 を 鞏固なら しめん こと を 望まざる を 

得す。 日本 基督 敎きは 之が 健全なる 解決の 先例 を 作りたり と 一！ 一一 ：！ ふ も敢て 過賞に あらざる べし。 

一九 0 五 年 一 0  Weill 新報) 


讃美歌 編輯の 事 を 記す 

頃日 府下に 開かれた る 一 致 敎會の 大食に おいて 從來の 諧美歌 改_, ^"編^の，^ ns を 置かれたり。 日本 

基督 各敎 舎の 事 はすべ て 創業に 係る を 以て 容易に 完全 を 期す ベから すと いへ ども 禮拜に 用うる 音樂 

譜美歌 の 如 き は 最も 不 #」 頓の 有様な りと 思 はる。 故に 彼の 大食が 左 る 委員 を 置か れ たる は 至極 目下 

の 察 情に 適切の 事なる べし。 近来 は 文部省 にても 頻りに 音樂の 事に 熱心せられ、 また 民間に は近體 

詩と 稱 ふるもの を 作る 舉者 ありて、 早 晚音樂 詠歌の 體裁を 一 變 する 支度 最中な りと 覺ゅ。 余 は 今日 

までに 遞 詩歌 昔 樂の事 を 論じた る こと ありし が、 聊か 感 する 所 あれば こ k に 又 一 一三の 考案 を 述べ て 

此 道に 志 ある 人 々 に 問 ひ 試みん と 欲す。 

第一 彼の 近體 詩と かいふ もの は往々 野卑に して 毫も 字句 首 語の 法則に 從 はす、 余 W をして 自ら 厭 

棄の情 を 起さし むる もの 少 からす。， 此は 余が ft に 六合 雜 誌に 批評した るが 如し。 左れ ど 此の 卑俗に 

流る、 は 一 方の 極端 なれ ど 之に 反して 他の 極端に 流る、 もの も 亦 好ましから す。 兎角 吾が 邦の 風と 

して 古に 泥み て 今 を 俗と する の 弊 は 萬舣の 事物 を^ 滞せ しめたる なり。 殊に 言語の ごとき は 日に 月 

に變遷 する もの なれば、 强 ちに 古書に ある もの、 みを雅 として 用うる は 大いに 不可なる べし。 臂へ 

K 美 歌 編輯の 事 を 記す  en 五 


讃美歌 編輯の * も 記す  E1 ニハ 

ば 吾が 眼前に 少壯 肥大 の 活物 あ る をも顿 みす、 深山 の靈を か きわ けて 十：： 代 の 遺 4r を 取り 築めて 之 を 

牛馬の 形に 組み立て 使用 せんと 欲する に 同じ、 また 陋 ならす や。 此誤 讚の. S 來を尋 ぬれば 雅俗の 意義 

を 解し 過 まりた るな り。 蓋し 雅とは 古 害に 用ゐ たるが 故に 雅に あらす、 一 m 際 今人の 耳に 品 良く 聞 ゆる 

を もて 雅 とすべし。 俗と は 後世の 害 露 俗間 の 野史な どに のみ ありて 古書に は 之な きが 故に 俗なる に 

あらす、 實際 今人の 耳に 聞ぐ を 厭 ふ を もて 俗な りと す。 故に 從來雅 一 百と 稱 へたる ものに も 俗語 ある 

ベく、 また 俗語と て 和學者 流の 卑しめた る もののう ちに も 吾が 所謂 雅首は 之 あるな らん。 此 緊要な 

る 差別 ある を 忘る、 より さま/^. の 弊風 を 生じた る ことなり。 讃美歌な ど 編輯 せんと 欲する もの 

は、 最も 此の 要點に 注意し 成るべく 卑 野なら ぬ 近代の 一 百 を 採り 用うる ことこ そよ けれ、 如何に 雅言 

r な ごと 

な れば とて 强 ちに 古書 の 語 を 使 ふ は 笑 ふべ き 僻事な り。 自ら は 雅首な りと 心得た る ことば も 世 移 り 

物換り て 、今 は 早 や 無 下の 俗語と なれる も 多 か る ベ し。 且す ベ て 詩歌と い ふ も の 殊に 讃美歌な ど は 聞 

く 人に 解し 易き を 要す。 十：： 今集阈 歌の 部に、 m- 斐が根 を さやに も 見し かけ、 れ (心) なく 云々 と あ 

るが 如き を 見 て も 知るべし。 & 斐 の！： 歌と し て 民 問に 流布せ しめんに は 心 字を訓 てけ、 れと爲 さ^ 

るべ からす。 一一 一一：： は け、 れは巾 斐の雅 一一 一一！ I なりと する も 可な り。 十 ：！ 來 吾邦の 歌人に して 國 歌のう ちに 

顯 はれた る此眞 理を會 得したら まし かば 詩歌 の 進歩 今までに 著し かりし なる ベ し。 

第一 一 吾邦の 首 語發音 の 風 は 極めて 平滑に して 抑揚に 乏し。 故に 一 句 を 五 文字 若く は 七 文字より 

多くな すと き は 句 調： ffi だ惡 し。 是れ五 文字 七 文字の 慣例 を 起せる  一 ！ ならん か。 然し 何 づれの 場 


合 にても 必らす 此の 制に 從 はざる ベから すと する は 膠 柱の 論なる べし、 時に よりて 他の 方法 を W う 

ぷ 

る も 苦しから すと す、 成る 程 今の 讚美歌の うちに 言の 稍难 にして 優なる もの は 唯 五 七の 數 首なる が 

如く 思 ふべ けれど、 際につ きて a れば、 八 八、 八. 六 等の 句に して 五 七に 優れる もの 少 からす。 故 

に 諧美歌 をす ベて- K:^ 七に 爲 さんと 欲する は 余の 與 みし 難 き 論な り。 

然れ ども 七の 體に 作る の 最も 容：： ^なる は 敢て論 を 待た す。 故に 此體に 適へ る 種 々の 調子 

を 新 創す る は 目下 の 与ん 務な りと す。 近 頃 流行す る 今様 の 節 の ごと き は 讃美歌 に 最も 不 似合な ひとい 

ふべ し。 余 之 を 米 人 フルべ ッ キ氏に聞くに五七 の調にても隨分^^：洋 の 『オウル ド、 ハンド レツ ド』 

『コ a ネショ ン』、 『ォゥ タム』 等の 如き、 或 ひ は 正大 嚴肅 にして 人 をして 襟 を. 止さし め、 或 ひは悲 

壯 慷慨に して 感淚を 催 ふさし むる 調子 を 新 創す る こと を 得 可し と。 5^ して 然 らば 余輩 の 最も 嬸 ぶ と 

ころな り。 

第 四 五 七と は 文字の 五 七と 心得べ からす 即 はち 音の 五 七 をい へるな り、 八 八 其 他の 體裁亦 同 

じ。 ョ ル ダン は 三 音よ ひ 成れる ものなる を 文字の 數に 泥み て 四つと 做し 之 を 歌 ふとき に 至りて ョ ル 

ダ ー ン などい ふ は 最も 聞 苦し。 およそ 今日の 詠歌に は 此の 誤謬 最も 多く 見えたり。 

第五 讚美歌の 完成 は 一 人の 手に 出る こと を 望む ベから す、 多くの 人 折に 觸れ感 する 所 あるに 從 

ひて、 情 を 歌に 述べ その 秀逸なる を 編輯す る を 最も 良策と す。 今日の 如く 一人して 一 卷の 讃美歌 を 

作れり などい ふの は 不都合と いはざる ベから す。 今や 基督 信徒 は 僅々 六 千 人な りと い へ ども 中には 

幽美敢 BSiS の 事 も-記す  四 一七 


s 息 m と 府下の 新 Si 紙  四 一八 

歌よ む 人 少なから す。 若し 斯の 人々 心 を 合 はせ て 其の 靈 魂の 所思 所感 を 讃美歌に 述べ、 之 を 『毎 周 J 

新報』 若しくは 『福音 新報』 に 載せて 江湖に 示されな ば 至極の 便利と 謂 ふべ し。 此を 取捨 編輯す る 

は 世 必らす 其 人に 乏しから す、 彼の 大會 委員の 若き 己に 之 を 期 望す る 者 あらん。 新聞 上 公示す る を 

好まれざる 人 は 其の 宿所 姓名 を 附記し、 東京 魏町區 一 番町七 番地 友人 奥 野 昌綱氏 宅まで 寄 送 せらた 

し。 吼眞 居士 謹んで 白す  一八 八ミ年 1 1 BTiioss! 新報) 

安息日と 府下の 新聞紙 

府下の 新聞紙が 年中 無 休刊の 方向 を 取りし より、 其の 勢の 波及す る 所、 かねて 基督 敎 主義 を 執れ 

る 新聞紙 雜誌 にして、 安息日 を 度 外に 置く の 21 を 見る に 至れり。 基督 敎社會 に 於て 之 を 云 ひ 甲斐 

無しと 思 ひて、 其の 非 擧を攻 むる の聲、 j 時 喧囂を 極めたり。 

余輩 は敢て ユダヤ 的の 安息日 を 固執す る ものに あらす。 然れ ども 安息日 は實に 人の た 6 C 設ナら 

,  ー>と ぢ 

れ たる ものなる を 信す。 琴柱に 膠す る は 余輩の 好まざる 所な り。 然れ ども 安息日の ごとき 制度 をし 

て 十分に 其の 効用 を顯は し、 社會を 益せ しめんと 欲せば 吾人 宜しく 公私の ために 小 不便 を 忍、 び て 、 

之 を 厳守す るの 風習 を 作らざる ベから す。 <： ^輩 は 妄りに 安息日に 業を營 み、 平生の 事に 奔走す る を 


以て、 世の ために 十字架 を 負 ふの 赤心に 欠く る 所 ありと 見做さる \ を 得す。 基督 敎を 奉す るの 新聞 

雜 誌と 安息日との 關係 は、 余輩 如上の 精神 を 以て 之 を 論ぜん と 欲す。 其の 他の 新聞 雜 誌の 類に 至. a- 

て は、 社會學 等の 示す 所に 由り て、 其の 無 休刊なる の 弊 を 論じて、 $ に勸吿 する を至當 とす。 

新聞 雜 誌が 無 休刊の 兢爭 をな せる はつ まひ 金錢 上の 競爭 なり。 商 |3； 上の 競爭 なり。 世人が 日曜日 

の 休業 を斷 行す るに St 路 する もの は、 實務の 差 支 を 生じ、 營 利の 上に 損失 あらん こと を 怖 るれば な 

り。 安息日に 業 を 休む と 休まざる と、 其の 營業 上の 利害 果して 如何。 余輩 は 久しく 聞 見せる 所、 經 

驗 せる 所に 據 りて 之 を考 ふるに、 曰 曜日の 休業が 一 個人 及び 社 會に與 ふる 所の 利益 甚だ 犬なる を 疑 

ふこと 能 はざる なり。 

世の 文明 的の 事業、 殊に 新聞 雜 誌の 類 は、 此の 試 驗を爲 すに 於て、 最も 便利 を 有する ものな り。 

府下の 新聞紙 は 年中 無 休刊と なりたる により、 如何なる 經驗 をな したる や。 

前日 改進 新聞 は 年中の 無 休刊 は 實務上 差 支 あ る を 以て、 從 前の ごとく 月曜日に は 休刊す ベ きぼ を 

廣吿 せり。 今 又 東京 新報 も 之と 大同に して 小異なる 理由 をロ實 にして、 月 暇 日の 休刊 を廣吿 する に 

至れり。 余輩 は 無 休刊の 害 は 世人が 思 ひ當ら ざる 所に ありて 最も 大 なる を 知る。 然れ ども その 金錢 

上、 資務 上の 損失 は、 其の 利得 を 超過す る もの ある を 確信す。 此れ 實に 新聞 營 業者の 一考 を烦 はす 

べき 惯値 ある ことならん。  一 八 九 0 年 五 福音 週き 

安息 H と 府下の 新 紙  .  en 九 
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自費 傳道 者の 模範 

ガ マリ H ルの舉 生、 基督 信者の 迫害者、 最後に 異邦人の 使徒たり し保羅 は、 幕屋 を 製造 販賣 して 

たつ き 

世 を 渡る 方便と はなしつ るな り。 使徒 行傳は 勿論、 その他 彼れ の 手に 成りし ま 最を讀 まば、 此の 事 

實は 瞭然と して 明かな りと す。 

保羅は コ リントに 往きー 一年間 此に滯 在して アクラ と 其 妻ブ リス キラと 相 知りし が、 此の 人 は 即ち 

幕屋 商に て ありき。 保羅は 『その 業 を 同じく する に 由り て』 その 家に 宿り 『ェを 作し ぬ』 

保 羅は刖 段 資本 を 所持せ ざり き。 無論 その コ リントに 往 きし は、 糊口の 途を 求めん とに は あら ざ 

りき。 され ど 彼 は 給料 を仕途 る 傳道會 社 を 有せざる なり、 道を傳 へんと する に は、 是非とも 一 の 業 

つ ひへ  わざ 

を 求めて 已が 日用の 費 を 得ざる ベから す。 その 勞 働の 順序、 方法に 至りて は 今 知り 難 けれども 『ェ 

を 作し ぬ』 との 一 言 能く 衆 問を盡 すべし。 

ウざ 

保羅 第三 回の 傳道 として H ぺソ にある ゃ尙も 天幕 作り を その 業と なしぬ。 使徒 行傳 二十 章 優 三、 

四の 兩 節に 曰く 『われ 人の金 銀 衣服 を 貪りし K- なし。 我 この 手 は、 我 及び 我と 偕に 在りし 者の 需^ 

に 供へ し 事 は； 爾曹が 知る 所 也』 と、 保 羅は雙 手 を 有せり。 能く 勞 働に 堪 へたり。 彼 は 之れ によりて 


已が需 w を充 せし のみなら す、 叉 他人の 必要に も應 じたり しなり。 其の H ぺソ にあり て、 コ リント 

-S  う么  か はき  はだか 

人に 第 一 の 書 を 送る や、 云 へ る こと あり。 『今の 時に 至る まで 我 倚は飢 また 渴 また 裸 また 娃れ 斯て定 

ず»  >  0^  わざ  せめ 

まれる 住處 なく 勞 りて 手 づ から ェを なし 罵らる.." 時 は 祝し、 i おらる- - とき は 忍べり」 と。 テサ n  二 

ケに 在りし 時 も 亦然 り。 帖搲羅 尼迴前 US 一章 九 節に 云く 『兄弟よ 爾曹 われらの 勞と苦 を 知る、 雨 育の 

うち I 人 を も累 はせ ざる 爲に、 夜 晝ェを 作して 神の 福音 を雨曹 に宣傳 へたり』 と。 更に 同 後書 三 章 

八 節 以下に 云く 『また 人の パ ンを價 なしに 食す る ことなく 唯 人を累 はせ ざらん 爲に勞 と 苦 をして 夜 

螯ェを 作り、 是 われら 權诚 なき か 故に 非ら す、 た 自己 を模 措と し、 爾曹 をして 傚 はしめ ん爲 なり、 

二.^ ま 

我ら 爾 普のう ちに 在りし 時、 人 もし ェを爲 す こと を 欲すば 食す ベから すと 雨曹に 命じたり』 と。 

保羅は 全額の 自給 傳道 者たら ざり しに もせよ、 亦 優 遊と して 他人の 補助 を 屑し とせざる 人なる 

は、 前文に 明白に して 毫も 疑 ふべき なし， - 彼 は 福音 宣傳 者た ると 同時に 一箇の 技術 家に て ありき。 

彼 は 好 說敎 家た ると 同時に、 亦 好 技術 家に て ありき、 彼が 傳道 をな しつる 時の 境遇 は、 是非とも！ 

身 此の 兩 事に 併せ 當ら ざるべ からざる ことなりき。 

余輩 は 古今 を 問 はす、 東西 を 論ぜす、 告 此の 保 羅を 以て 律 せんと 欲する 者に あらす。 彼が 如き 異 

邦人の 間に 起居して、 創業の 任に 當 りし 身に 取りて は、 勢應 に然ら ざる を 得 ざり しなり。 され ど そ 

の 精神に 至りて は、 萬 世萬國 の龜鑑 なりと いふべ し。  一八 九 一 年 10 月 S 音 新報) 

.Hiss 道 者の 校 e  E ニー 
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日本に 於け る 敎會の 維持 法 

信 條に關 する 問題 は已に 一部の 基督 敎徒を 激動せ り。 种 事の 議論 紛々 として 敎會を 混雜の 有様に 

陷 れんと したり。 思 ふに 我等 基督教 徒 は 絶えす 種々 の 難題に 遭遇し、 其の 解 說に頭 腦を悔 ますこと 

ある を 免 かれざる べし。 或る 一部の 基督 敎徒 は已に 信條の 問題 を解說 せり。 祌學の 議論 も 大いに 鎭 

靜 して 令 は 前日の 如く 粉雜の 有様 を 見す。 祌學の 議論 は 早 晚必す 沸騰して 大いに 日本の 神 學を生 立 

たす るに 至りて 初めて 止む ことならん。 今日の 鎭 靜は暫 らくの 間なる のみ。 然れ ども 鬼に 角 彼の ュ 

一一 テリア ンの ごとき、 倫理 敎の 如き ものに 聯帶 せる 祌學 上の 爭擾は 目下 鎮定の 姿な りと 云 はざる ベ 

からす。 

玆に 一 の 重大なる 實地 問題 あり。 日本の 基督 敎徒は 未だ 之に 對 して 細密なる 研究 を 試みす、 神學 

上の 議論、 實地傳 道の 奔走に 心 を專ら にして、 大いに 之 を 等閑に 附し 去りたり といへ ども、 彼等 は 

最早 嚴 かに 實 着に、 此の 問題 を 討論せ ざる を 得. ざる 時機と はなり ぬ。 

今の 敎會 維持 法 は、 已に 成熟した る 西洋 敎會の 慣例 を 校 做した るに 過ぎす。 今日の 基督 敎 徒が 敎 

會 維持 法 を 研究す る こと を 怠る 一 の 原因 は、 その 或る 一 部に 於て、 容易に 外國傳 道會社 Qlffl 助を受 


くる こと を 5;: るに より、 自ら 計 を ffi する の 必要 を 感ぜざる に 起因す。 

此の 贫乏 なる 日本 國に 於て、 小 舉敎員 は 其の お 科より 高等科に 至る まで、 そ 全國を 通じて 平 

均 十 M 以內の 給料 を 受けつ、 ある 日本 國に 於て、 數 萬の 僧侶、 平均 僅かに 六 七圓を 下る 收入を 以て 

一身 をい 乂 へつ & ある 日本 國に 於て、 如何にして 敎會を 維持し、 牧師、 德道者 を 支 ふべき か。 都會の 

敎會 は、 此の 難題 を 解く こと 稍 容易き に 似 たれ ど、 若し 基督教 をして 其の 徒が 常に 唱 ふる 如く 

津々 浦々、 寒村 僻邑に 侵 人すべき ものなら しめば、 地方の 敎會、 如何にして 牧師 を 支 ふべき や。 若 

し 日本の 敎會 をして、 一 日 も 早く 獨 立の 實を擧 げ、 能く 自ら を 維持し 得る の 有様に 進まし めんと 欲 

すれば、 今日の 維持 法 を 以て 此の 望ましき 成鑌を 期す る を 得べき や。 今日の 如く 富有なる 西洋の 敎 

會に校 倣し、 其の 維持 法 を その 儘に 移植して 能く 日本の 敎 會を獨 立せ しむる を 得べき か。 だ W 化朿 

なき ことなり。 此を 以て 考 ふるに、 今日は 日本の 基督 敎 徒が 大いに 其の 維持 法 を 講じ、 將來 のた め 

に 深く 慮るべき の 時な り。 習慣の 弊に 掩 はれて、 敎會 なる もの は、 今日 迄 襲せ し 制度の 外に は 之 を 

維持す るの 工夫な く、 別に 新案の 存 すべき 苦な しと 妄信し、 今日の 有様に 安ん する もの 多き は、 資 

に 此の 問題の 解說 をして、 大いに 困難なら しむる 一大 障害な りと 云 はざる ベから す。 祌は 日本 國に 

^同なる 獨 立の 敎會を 設け、 之 をして 東洋 を敎 化する の 一大 機關 たらし めんと 欲す。 豈 日本 國に特 

別の 維持 法 ありて その 民情 風俗に 協 ひ、 敎會の 隆盛 を 致すべき ものな からん や。 これな しとせば 

日本の 敎會は 何時までも 健歩 獨 立の 地位に 至る こと 能 はざる べし。 日本の 基督 敎徒は 祌の召 を 被む 

日本に 於け る 教<^ の 維持 法  四 二三 
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ひ， 東洋の 傳道 者と して 撰 まれた る ものな り。 此の 任命 を 負へ る もの 豈之 を負擔 する に堪 ふべき 計 

なくして 止まん や。 

曾て 蘇 國の自 .5 敎會は 资魔豐 かなる 國立 敎會と 分離し、 自由 獨 立の 實を舉 げんと する に 方り、 數 

百 名の 牧師、 數 百の 敎\ き 恰も 木より 落ちた る. 猿の 如く、 甚だ 憫然た る 姿な ゆしが、 其の 中の 有力者 

大いに 阖 りて 一 稀 特別なる 維持 法 を 設け、 大小 强弱を 問 はす、 すべ. ての 敎會 をして 或る 程度まで 时 

產を 共に し、 如何なる 敎會の 牧師 にても、 或る 程度まで は、 己の 敎會の 貧富に 拘ら すして 若干の 收 

入 を 得せし むる の 法 を 定めたり。. 而 して 人數 多く、 富める 會員を 有せる 敎會 は、 他の 敎會と 同じく 

此の 若干の 收人を 得、 叉 之に 加 ふるに 自己 特別の 醵金 をな して、 その 會堂を 美に し、 その 傳道 を擴 

張し、 その 牧師に 多額の 給料 を拂 へり。 叉 如何なる 貧弱の 敎會 といへ ども、 其の 牧師 は 必らす 若干 

の收人 あるの 規約な ひ。 此の方 法 は 蘇！： 自由 敎會 のために 大 なる 力と なりたり。 

我等 蘇！： 自. S 敎會の 維持 法 を 日本に 移 杭すべし とい はす。 或る 場合に 於て は、 特別の 計畫 をな す 

の 止むべからざる ー證 として 之を揭 げたる のみ。 日本の 敎會 は、 如何なる 方法 を 以て 牧師 を 維持す 

べき か。 各 敎會必 す 一 人の 牧師 を耍 する か。 敎會の 維持 は 個 立 主義 を 以て 計畫 すべき ものなる や、 

或は 一 大 中央 會社を 設けて 各 敎會に 若干の 金額 を 分配して 其れより 上の 支拂 は、 一 は 各會の 自由に 

任す る を 善しと する や。 監督 敎 含の 長所 を 探 川 する 時 は、 日本の 敎會を 維持す る こと 一 警容： なる 

にあら ざるべき か。 是等 は^ 目下 我等の 硏究 すべき 題目 中、 尤も 审 一大なる ものな らんと 信す。 敢て 


世の 識者の 敎を乞 はんと 欲すろ なり。  一八 九 一年  一 (お 音 新報)  • 

茶 話 會 • 親睦 會 

先年少壯なる俾道^^:^ 地方の 俾笾 地に 在りて 福 昔の 宣布に カを盡 し、 其 結 2^ 大いにせ しからん 

とする の 徴候 ありし が、 忽ちに して 土地の人 望 を 失 ひ、 其講 席に 列す る 者、 茶だ少 くな りたり。 其 

然る 所以 を究 むる に、 其 氏 思へ らく、 基督 信徒 は 互に 親睦せ ざるべ からす、 只會 堂に 參 集して 說敎 

を 聞き、 共に 祈 禱を捧 ぐるの みに て は 物 足らぬ 心地な き 能 はす、 親睦 會を 起す に 如かす と。 此に於 

て 男女の 信徒 を 集め、 茶話 會と名 づけて 茶菓 を 響し、 懇談に 時 を 移し、 或 時 は骨睥 などの 遊び を 試 

みるな ど 1^ 々親睦の 助けと なるべき 事 を 努めたり。 然れ ども 其 弊 や、 濫に陷 り、 嚴肅 を缺 き、 相狎 

れ、 相 戯れて、 從來 日本の 習俗より 見れば、 大いに 怪 まる X 程の 有樣を 現出す るに 至れり。 其の 茶 

話會に臨める£^^の有樣、 必す しも 醜き こと 實 際に 有 之り しとい はす、 然れ ども 其 身 を 甚だ 危險な 

る 地位に 置き、 加 ふるに 世間の 誹謗 を 招き、 基督 敎の進 步を傷 ひたる こと、 齢し とせす。 尤も む 

べき ことなり。 

此頃叉 一 二の 地方より 年少の 傳道 者、 牧師が 上の 如き 茶話 會 なる もの を 起し、 其 弊 また 甚だ 危疑 

茶 詰會、 親陸售  四 二 五 
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すべき もの ありとの 最も 戒心すべき 一報に 接したり。 思 ふに 遊戯、 骨牌：^;^ の 助け を假 りて、 敎會の 

親睦 を 全うせん とする は、 酒に 非 ざれば 親しむ 事 能 はすと する 世間の 習俗と 相距る こと、 五十 歩、 

百 歩の 間の み。 基督教 徒の 親睦 は、 此の 如き 輕 薄なる ものに 非ざる べし。 今の 社會に 於て、 男女 相 

混じて 狎戯 る、 が 如き は、 基督 教徒の 嚴肅 なる 精神に 於て 最も 忌むべき 事と 思 はる、 且つ 男女の 風 

習、 之より 亂 る.^ の 端 を 開き、 其 弊害い ふに 忍びざる もの あらんと す。 殊に 基督 信徒 は、 平常 己淸 

潔に 誇り、 其 相互の 德 義心 を 信す る こと 深く、 猜疑の 念を懷 くこと 少く、 男女 相 親しむ を 見て 之 を 

怪 むこと も、 世人の 如く 甚だし からざる もの あり。 故 を 以て 益々 嚴 正に 其 交際 を 取締り、 禮を 篤く 

して 男女の 間 を 謹み、 苟も 世人の 護 を 招く が 如き 事な き 樣に勉 むべき 苦な り。 基督教 及び 其 相互 ひ 

の 信用 は、 却って 罪悪 を 犯す の. 媒介と なる 事 あらん。 之 最も 愼 しむべき ことなり e 

かの 茶話 會の 如き、 又 骨牌 遊びの 如き は、 基督教 徒の 間に 於て、 最も 用心すべき ものな り。 其亂 

に陷 りて、 危 險に陷 らんより は、 寧ろ 一切 之 を 廢 止す るに 如かす。 親睦 を 全うして 其靈魂 を 危う 

し、 風俗 を紊 すの 前例 を 作り、 敎 外の 排りを 招く は、 之 無くして 嚴肅を 維持す ると 孰れ ぞ。 就中 敎 

會の不 折 合 を 調停し、 骨牌 遊び、 雜談 等に 心 を 用 ふる は、 取り も 直さす 眞现 其れ 自らの 力 を 疑 ひ、 

堂々 たる 德義 上の 運動に、 列 伍す るの 勇氣 なく、 靈のカ を 信す るよりも、 劣等な ろ 情慾、 愁望に 信 

を 置く こと 重く、 神の 權 威よりも、 落語家の 權威を 頼む こと 甚だしき ものな りと 云 はざる ベから 

す。 此の 如き は S 督の敎 を 信す る牧 ® 及び 有志 者 等の 恥づ べき 所な り。 正當 なる 順序 を 履んで、 


精 祌を保 t{ する こと をせ す、 物體 上の 魔力に 訴 へて、 言； ハの 心の 群 を 散 ぜんと 試みる もの は、 酒に 溺 

る、 者の 不心得に 非す や。 かの 茶話 會、 骨牌 會 及び 嚴 肅を缺 きたる 男女 混 港の 雜談會 を 以て、 敎會 

の 仲間 破れ を 癒し、 其の 親睦 を 回復 せんと 欲する は、 叉何ぞ 之と 異る もの あらん や。 余輩 は {41 中に 

發 砲す るが 如き 心 を もって、 此の 說を なす 者に 非す。 眼前に 最も 危險 なる 實例を 置き、 心中 深く 憂 

ひて 之 を 言 ふなり。 かの 茶話 會の 人、 及び 雜談、 骨牌 を 以て、 敎會の 不祈合 を 調停 せんとの 徒勞な 

る 企て をな しつ 、ある 者に して、 此 文を讀 まば、 願 はく は、 敎會 の爲、 道の 爲、 汝が 事業の ため、 

.0 他の 性のお、 之 を 熟慮して 大いに 省みる 所 あれ。 然 らば 是れ 余輩が 深く 神に 向って 感謝す ベ 

き 所な り。  一 八 九 二  fc., 一  ヌ ii 報) 

一 個人と 敎會 

今日の 敎會は 理想的に 希望す るが 如き 地位に 達せざる のみ か、 不十分なる 條々 頗る 多く、 遺憾 千 

萬なる こと も少 からす。 此の際 吾人 は、 基督の 敎會の 理想 を 明かに し、 整って 平凡に 安ん ぜす、 陳 

套を脫 却 十 る こと を 務めて、 たと ひ 迂愚と 云 はんも 常に 理想的 敎會を 夢み る 程の 志 を 抱くべし。 今 

や 敎會の 有様に つき、 不平の 聲 頻りに 揚り、 其の 缺點 を擧 ぐるの 議 其の 內 外に 喧 すし。 一方より 之 

1 個人と 敎會  0 二 七 
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を 昆れば 、 是實 に 理 想 的觀念 の 發 揮し たる 兆候に して 大いに 憤發 すべ き 時節 の 到來を 吿 ぐる ものな 

り と 謂 はざる ベから す。 

此れ 深く 考ふ べきの 時な り。 傳道者 も 敎會員 も 胸 瞭 を披 きて、 舊に 泥ます、 新に 媚びす、 先づ神 

の國と 其の 義とを 求めて、 制度の 改む べき もの は斷然 乎と して 之 を 改め、 組織の 變 すべき もの は惜 

し氣 もな く 之を變 する Q 信仰と 勇 氣とを 有せざる ベから す。 余輩 は 斯く云 ふといへ ども、 日本の 基 

督敎の 旣往に 於け る 成繽を 忘却す ベから す。 世人が基叔《^敎の進歩を非難し、 否 敎参の 信徒が 其の 結 

菜 を 蔑視して、 其の 缺點を 喋々 せし とき、 余輩 は 曰 本 評論 及び 福 昔 新報に 於て S 々其の 不當 なる を 

辯 じたり。 蓋し 吾人 は 理想的 敎會に 着 nil せざる ベから すと 雖も、 之が ために 敎會 として、 又 一個人 

として 旣に祌 より 受け 得た る 恩惠を 感謝し、 之を甚 ぶこと を 忘る ベから ざるな り。 吾人 願 はく は理 

想 境に 祌馳 せん。 然れ ども ゆめ 厭世的 现想 家と なる ベから す。 

止ん ぬる かな 敎會 のこと、 最早 如何と もす ベから すと て、 失望す るが 如き 人 は 宜しく 注意す ベ 

し。 吾人 は敎會 のこと をのみ 考 へす、 また 一個人 を觀 察する を 要す。 敎會獨 り 不十分に して、 之に 

列す る 信徒の 各自 は 立派なる 有様に 達した るか。 漠 たる 敎會 とい へる 集合 儷に 不平なる 理想家 其の 

人 は 如何。 今日に 至る まで 如何ば かりの 進歩 をな し、 幾何の 成 繽を擧 げし ぞ。 若し 敎會 にして 失望 

すべ くんば、 輝. 想 先生 自身 も „s だ 失望せ ざるべ からす。 若し 今日の 敎會を 去る ベ くんば、 理想家 は 

自身 を 憤りて、 ュダの 如く、 溢 死して、 H ルサ レムの 石垣より 墜落せ ざるべ からす。 敎 會に對 する 


失望 者 は 断の 如く 共の 失望 を^ 所まで も 徹底 せんこ と を 務め よ。 斯く の 如く するとき は 失望の 不當 

なる を 悟り、 大いに 憤發 すべき 现. H を發 3- し、 敎會 のために 大いに 爲す ところ あるに 至るべきな 

り。 吾人 は 社會は 一 個人の 反射な りとの 語 を 以て 甚だ 陳 極まれる ものと 思惟す。 然れ ども 亦 深く 

之 を E 心へば、 此の 现. S 中々 明らかにし 難し。 現に 敎會 に關 する 不平 失望の 徒 は 此の 明白なる 道理 を 

忘れつ 、あるな り。 .： 死 かも 一 個人 は 云 ふに 足らす、 ロハ 敎會 の缺點 こそ 憾み なれと 妥 想す るに 似た 

り。 さても 無理 極まれる 次第なる かな。 會員 各自が 己に 顧みて 其の 缺點を 感じ、 徒らに 敎會 をのみ 

咎めざる に 至る の 曰 は敎務 勃起す るの 曰な り。 故に 余鞏は 敎會と 信徒 各自と を 以て 全く 異れる もの 

ならん と！： 女 想す る 一 秘 奇怪なる 迷 謹 を 破らん と 欲するな り。 

1 八 九 二 年 六 a;(sl 音 新報) 

Si 細亞の 七敎會 

耳 を 有する もの は、 聖 戴が 諸敎 會に吿 ぐる 所 を 聞くべき なり (fj 一 |^)。 共の 眼光 火の 燃 ゆるが 如 

く、 盡く 人の 隱微 を^ 破し て^す 事な き 敎會の 司敎、 大 監督 は、 パト モスの 孤島に 於て 當 年の ョハ 

えが 示現に 見し 敎會の 問に 歩み、 其 勤惰、 冷 熱 を 察知し、 之に 向って、 或 ひ は 慰撫し、 或 ひ は 警戒 
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ゆきき 

したる のみに 非す、 彼 は 今 も尙ほ 我々 のうちに 立ち、 諸 敎會の 間に 往来し 給 ふ. - 其の 耳 を 開き、 主 

が 聖-幽 に 由り て 示す 所 を謹聽 して、 深く 省みる もの は 福 ひなり。 彼の 亞細亞 七敎會 のこと 豈 にた 

往昔の 基督 敎 者に 關す るの みならん や。 現今の 日本に 於け る 諸 敎會の 訓誡と すべき もの 其のう ちに 

含蓄せられ たる を 見る。 先づ 

第一に H ぺソ の敎 會を視 よ。 其の 情況 喜ぶべき ものな きに 非す。 蓋し ヱ ぺ ソ の 基督 敎者は 眞理を 

奉す る こと 嚴 正にして、 深く 異端 を戒愼 し、 善き 事業に カを盡 し、 道の ために 勤勞 して 敢 へて 艱難 

を くる ことなし。 此れ 稱賛 むべき 所な り。 然れ ども 聖靈は 此の 敎會に 向 ひて 言へ り。 我 は 汝に對 

はじめ 

して 責 むべき 所な きを 得す。 汝は當 初の 愛 を 失 ひしに 非す やと。 エペ ソの 敎會は 其の 信 條を阁 執 

し、 其の 定規の 働き を 怠る ことなく、 その 傳道 及び 慈善の 事業、 見るべき ものな きに 非す といへ ど 

も、 漸くに して 主の 爲に する 赤誠の 情 冷却し、 基督の 愛 之が 胸中に 王た る ことなく、 た 當 初に 抱 

きたる 熱 信の 惰力に m りて、 僅か y 機械的なる 宗 敎を務 むる のみ。 是 旣に墮 落した る ものな り C 比 

の 儘に して 日 を 空費せば、 更に 甚だしき 墮 落に 至らざる を 得ん や。 思 ふに H ぺソの 敎會の 如き も 

の、 今 も 尙ほ少 からざる べし。 吾人 はもろ ともに 主の まへ に 自ら を 省みざる ベから す。 

第二 は、 ベルガモ 及び テア テラの ニ敎會 に吿 げられ しこと に 注目せ よ。 其の 甲 は 艱難のう ちに 善 

く 堪え忍びて 信仰 を 維持して 失 はす。 其の 乙 は 愛に 富み、 篤く 主に 事へ、 忍耐して 善良なる 業を務 

むる こと 益々 盛んな り。 此の 二 敎會. の 有. 樣は然 く 美し。 然れ ども 主 は 之に 割して、 また 喜ばざる 所 


なき 能 はす。 ベルガモと テア テラの ニ敎會 は道德 上の 問题 にっき、 緩慢なる 語を唱 ふるもの を 深く 

も咎 むる ことなく、 所謂 自山 を唱 へて、 反って 腐敗の 奴 IS なりし もの を寬 待せ り。 自ら 惡を行 はす 

といへ ども、 ^：山 を 名と して、 種々 の 弊 ま；： を 1^ す もの を 過し にす る もの は 基督の 聖 慮に 適 はざる 

ものな り。 世に 諛ひ、 流 俗に 隨 ひて、 漫 りに 基督 敎の嚴 正なる 特色 を 失 ひ、 暫く人の好^!.5を貿はん 

あかし ぴこ 

とする が 如き は、 露 it: 大道の 證人 として、 世に立つべき 基督教 者の！^ づる 所な り。 愛な くして た 

あら- *  Aff 

暴かに 他の 非 を訏 くもの は 基督の 心 を 有せざる ものな り。 然れ ども SH; 现に 忠義 を 欠き、 義を 范んす 

るの 志に 北 H  くが 如き 宋襄 ！ 流の 仁者 も 亦 基督の 徒に 非ざる なり。 

第； 二に サル デスの 敎會を 視ょ。 主 之に 告げて 曰く、 汝は 生ける の 名 ありて、 其の 實は疾 くに 死せ 

る ものな り。 汝が爲 すべき 事 は 未だ 尙ほ 神の 前に 成就せられ ざるに 非す やと。 基督の 服 は 敎會の 外 

面 をのみ 見る ことなし。 其の 眞實 の價 値に 依りて 之が 可否 を定 むるな り。 是 たに サル デスの 敎會を 

警 しむる のみに 非す、 すべて 基督 敎者 たる もの は、 其の 個人なる と 集合 體 なると を 問 はす、 人の まへ 

にての 生死 如何と は、 其の 常に 問 ふべき ことなるべし e 現に 都合よ しと 認められ、 盛んな りと 稱 せら 

る、 敎會 は、 彼の + ノル デスの 信徒が 特に 目立ちて、 何の i 非惡 ありと 云 ふに は 非ざる も、 汝 生ける の 

名 ありて、 實は 死せ る ものな りとの 斷案を 下されし を 記憶せ ざるべ からす。 斯の 如き 敎會 及び 信徒 

は 51^ 然に 死せ る ものよりも 危險 なる 地位に 立 て りと 謂 ふべ し。 愼む ベ きこと なり。 

第 は ラオ デ キヤの 教， 0!； な り。 其の 非難 を 受 くる は 冷 熱 何れ と も 判然 せす と 云 ふの 一事な り。 ラ 
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ォデ キヤの 人 は微. 的 基督 信徒に て ありき。 主 曰く、 我 は 汝らが 冷 かなる か、 或 ひ は 執 一 からん か を 

ふと。 其の 信仰 熟 炭の 如く 燃 ゆるの 望ましき は、 左る ことなれ ど、 冷 かなる を 希 ふと は 抑々 如^ 

なること ぞ。 蓋し 冷 かなる ものと は稅 吏、 罪人の が 福音の 眞理を 知らざる に. E り、 少しも 之 を 念 

頭に 懸けす して、 日 を 過す 如き を 云 ふなり。 彼ら は  一 tH:^ 然として te, 「ると き は、 共の 胸 を 針 もて 刺 

るる 如くに 感じ、 哀 聲を發 ちて、 主に 救 はれん ために 何を爲 すべき やと 云 ふに 至らん とす。 此の 輩 

は 稍 や 將來に SH みを屬 すべきと ころ あり、 然れ ども 一 且眞 理を覺 りて、 之に 感服せ しとい へど も、 

徒ら に高尙 なる 眞现 及び 理想 を觀 念し、 唱道す る のみに て、 實際 之が ために 其の 心底 を 動され す、 

宛ら 藝妓 が釗 を觀、 其の 義理に 迫れる 段に 至り、 涕泣戯 欲する こと ある も、 其の 實際は 依然として 

人 を陷し 入る、 の 跑-^妓 たるが 如くならば 如何。 是 即ち 微. 溢 的 信徒の 眞 相に 非す や。 旣に 幾分 か 基督 

に 接しつ、、 3呉實 に 之 を 奉す る こと 能 はす、 時として 感服の 淚を 流す こと あるに も拘ら す、 斷 然と 

して 其の 生命の 方向 を轉 する の 志な くんば、 此れ 朽ちた る 木の み。 復た之 を 彫るべからざる ものに 

非す や。 其の 口にする 所の 模牲獻 身、 其の 讀む 所の 聖書、 其の 守る 所の 聖日、 其の 祈り も、 禮拜も 

悉く 此の W が. E ら 足れり と S 心 ひて、 己が 良心の 股 を 眩 ませ、 知らす 識らす 0 らを 欺きて、 態 性を必 

死の 地に 51! くの 媒介と なる。 今日の 敎會 及び 信徒 は ラオ デ キヤの 有様に 似た ると ころな きか。 吾人 

は 細心 之 を 熟慮 せざる ベ か らザ 。 

主耶穌 は亞細 亜の 七敎會 を見棄 てす、 尙ほ懇 * 之に 說 論して 止ます。 其の 恩 慈 は 之 を 何に 比ぶ ベ 


こらし u 

きか。 主 En く、 我れ 愛する もの を讁 むろな りと。 又 n く、 我戶に 立ちて 叩く。 人 若し 我が 聲を聽 き 

て、 戶を 開かば 我 之に 来りて、 之と ともに 食し、 彼 は 我と となに 貪 せんと。 人の 微溫 的なる も 時 

として、 己が 9? 性の 有様に 感じて、 慨然た る ことなき に 非す。 他人の 熱心な ろ を 兌、 其の 愛 心に 富 

める を M くと き、 若しくは 會 堂の 禮拜に 於て、 若く は 寂寥し き 秋の タ暮に 於て、 深く 己の 今昔 將來 

を 想 ひ、 身に 染み 百 一る の 感情 を 惹起す る こと あり。 あ、 此れ 基督 我の 戶を 叩く の 時な り。 神 實に在 

し、 基督の 愛 實に斯 の 如く 深からば、 吾人の 有様 斯くて あるべき に 非す と感 するとき は、 是 主の 我 

を 呼び 醒 すに 非す や。 個人 も 敎會も 何 ぞ戶を 開きて、 主 を 請 じ 人る、 こと をせ ざる。 

とぼ そに た、 乂 すむ まれび と を 見す や 

いと もの しづかに おとな ひた まへ り 

さきに もしば „.( \ た、 きた まひし が 

いま もた 、乂 すみて いらへ を 待た まふ 


いと も あいらしき たびびとの さまよ 

おのが あだ を さへ かくまでした ひぬ (讃美 欲 一九 八) 一八 九 三年 五 
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7" 妨害 を.^ れ りと 謂 はざる 可ら す。 鬼神に 仕 ふる を 事と す ァテ ンスの 民 は 其の 鐵 鉗の 如き 俗お に 

支 へられて、 ゾ クラ テ ス の高尙 なる 有； t 的觀念 を 是認す る こと 能 はす、 終に 之 をして 毒 を 欲 まし 

め，； 一る に 非. で や。 其の 類例 を 遠く 古の せ、 若く は 外の 圃に 求む るに 及ばす、 近く 我. か 邦 今日の 事 を 

見よ。 世人が 基 s^. 敎に 抵抗し 若く は 其の 他、 革新の 事業に 反對 する は、 道理の 觀念ょ する ぶ- 少く 

その 十が 七 八まで は、 所謂 コ ンべ ンシ 3 ナリ チイに 昧 され、 俗習の ために 虡 にせられ たるに 外なら 

す。 或る 一種の 人 は 封建的 武士道て ふ 俗習に 姑 して、 十字架 を 根本と せる 人物の 新 理想 を 認識す 

ること能はざるな.；^。 叉 他の 一種の 人々 は 神社の 祭禮 一般の 事物のう ちに 城して、 愛國の 本據國 

粹の 中心 是に 在りと 誤認し、 叨 りに 不敬 事 作禮 法論な ど を擔ぎ 出して、 新たなる 精神の 蟛 K する を 

妨げん と 試みるな り。 此の 楚の處 置は大 厦高樓 の經營 #3 築 まさに 成りて、 其の 周 園に 架け 百 一した る 

場 を 撒 去す るに 當り、 家の 破壊な りと 狼 狼して、 叫び 廻る 痴人に 異ら す。 そ の 落ちなん こ 

と を 憂 ひたりと 謂ふ祀 人よりも 甚だしき に 非す や。 

斯る 俗習の 竊 終 を 成る 可く 輕 くし、 精神の 自由 をして 綽々 餘裕 あらしむ る は、 社會 現今の 急務な 

り。 基将の 敎會は *1 に 俗習 を 破り、 漫然.； 1 るコ ンべ ンショ ナ リズムに 反抗して 起立せ る ものな り。 

其の 自らに 期す る 所 は 進歩の 源泉た るに 在り。 其の 得意と する 所 は 自由の 鄉 たるに 在り。 基 将敎徒 

は 露理に 由り て、 與 へられた る 自由 を 尊 道して， 毫も 之 を 毀投せ ざらん こと を勉 め、 神の 天地に 潤 

歩す る を 要す。 
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教會と 俗習  四 三 六 

共の 輕 ろん すべから ざる は歷史 習慣な らん。 然れ ども 其の 深 かく 重ん すべき もの は、 歷 習慣に 

非ら すして、 眞理 なり。 上帝の 意 旨な り。 人類の 進歩な り。 人生の 蘊蓄 をして 化 資せし むる に 在る 

なり。 俗習に 制限 せらる る 信條、 理義 より は ral 循 姑息に 基ゐ せる 惯行、 動 を 嫌 ひて 妄りに 安 止す る 

を 好し とする 祌擧 思想 等 をして、 基督 敎 徒の 自由 を 蹂躪せ しむる 勿れ。 禮拜 の後必 す祝禱 する の 俗 

習に 縛られて、 偶々 之を缺 くもの あれば。 之 を 見る に 山上 垂訓の 罪人よりも 甚だしき 過失 を 行へ る 

もの を 以てす。 あ、 是 何等の 怪 事ぞ。 雨が 祈る 如くに 祈ら ざれば 祈な しとす る 勿れ。 雨が 聖書 論 を 

容る、 ものに 非れば、 敬虔の 心なし と 妄想す る 勿れ。 爾も 進め。 然れ ども 我の 進む を 抑止す る 勿 

れ。 紛々 たる 俗^ 我 鼓 も 之 を 厥 ふ。 況んゃ 世間の 俗習 をして、 敎會 のうちに 横行せ しむる に 於ても 

を や。 敎會 をして 世 問の 俗習に 對 して は、 自由 獨 立の 刖 天地たら しめよ。 世人 俗習の 怒號 をして 敎 

會 の安靜 自由 を 害せし むる 勿れ。 假令ひ 世 は 如何に 圃粹に 狂し、 愛 國に關 する 一種 迷妄なる 俗習に 

溺る、 とも、 敎會は 超然と して、 獨 立し、 世 問の 亂 調子 をして、 基督 敎 徒の 理想 を紊 さしむ る 勿 

れ。 世の 熱狂に 脅かされ、 狂人 を 追 ひ 行く 不 狂人の 如く、 漫然 社會の 風潮に 雷同して、 俗 I 户紛々 た 

る 中に 敎會を 願り 入る、 が 如き は 吾人の 最も 深く 厭惡 すべき 所に あらす や。 

1 八 九 三年 九 H  (福音 新報) 


敎會の 諸會議 及び 事務 

何れの 敎 合に 於ても、 會員 若しくは 其の 職員の 相 集りて、 議事 を爲 し、 會務 を處现 する こと 無く 

んば あらす。 是 素より 敎會の 本質より 甚だ 必耍 なること なり。 然れ ども 其の 方法、 及び 殊に 其の 精 

r  き  ， 

神は敎 含の 利害に 關し、 其の 降 替に與 かる もの 少 からす。 宜しく 之 を 選ぶべきな り。 

第一 敎會 の會議 若しくは 事務 會 として 消極的に のみ 流る るの 弊に 陷 らしむ る こと 勿れ。 此の こ 

と を細述 すれば、 #ほ の 勤惰 を 調^し、 其の 怠れる もの、 其の 容 すべから ざる もの を 懲戒す る 等の 

ほかに 是ぞと 云 ふ 事務な く、 其會員 若く は 職員 をして 宛 かも 警官、 撿事、 統計 家の 如き 勤めに のみ 

心 を川ゐ しむべ からす。 會員 何の某 は近來 信仰 を 失へ り、 某 は 不品行な り、 また 某 は 奸娃の 罪 を 犯 

し、 詐 偽の 罪跡 明かな りな どの 如き は 吾 輩が 敎會 の會議 若く は 役員の 會に 於て 常に 聞く ところな 

り。 基督 敎徒 は斯る こと を 憂と 思 ひ、 R 々閉口して、 利己心 を 逞しう し、 自らの 靜和 潔白 をのみ 圖 

るべき ものに 非す。 基督が 榮 光の 赫灼 なる 變貌の 山上 を 去りて、. 顧癎、 罪惡、 喧啼、 謹 毀の 山 下に 

降りた るが 如き は、 其の 徒た る ものの 倣 ふべき 模範な り。 されば とて、 敎會の 會議、 事務 會 をして 

ロハ 解剖 室、 撿屍 所の 如くなら しむる は、 愚かなる ことなり。 

敎<0 の 諸 ま認及 び 事務  四 三 七 


教 食の 諸會議 及び 事務  sn 二八 

第二 故に 是 等の 嘆か はしき 事 實に對 して は、 勇猛に 之に 當 るの 覺悟 あるべき は、 勿論な ど 

も、 此の 外に 積極的の 分子 を 多くし、 信仰 を 進め、 傳道を 勤め、 魔 鬼の 陣營を 襲 ひ、 若く は 畑の 色 

づける を 見て、 基督と 共に 希望の 喜びに 充 たされ、 着々 進取 的の 方針に 進む こと 肝耍 なり。 今の-小 

會、 若く は 敎會の 會議に 於て 遣 憾と思 はる \點 は、 此事を 以て 第一 とす。 余り 消極的の 事務、 議論 

に 流れ、 且つ 純然たる 事務 會 にして、 銀行の 總會の 如く、 政治 上の 選 擧會の 如き 俗事 (此の 二字 甚 

だ 不穏 當 にして 好ましから ざれ ど) にの み專ら になり、 信仰、 祈禱、 感謝、 譜 美 等の こと 尠く、 人 

の靈魂 を 助け、 其の 憂愁 を 慰め、 共の 艱難 を 救 ひ、 悪の 勢力 を？ 权 がんと する が 如き 働きに 乏しき 

は、 最も W 心すべき 時弊な りと 思 はる 0 
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敎會內 の 唯物論 

余輩 は 『ピュ リ タン』 風の 安息 S を 主張せ す。 之 を 以て實 に 人の ために 設けられ しと 信す る もの 

なり" 獨 逸神舉 者の 多 數が唱 ふる 日曜日 論 は 其の 趣 皆に 於て、 余輩の 同意す る 所な り。 然れ ども 日 

曜 曰の 性質 は ともあれ、 之 を 聖別して、 休息 修養の 口と 爲 すに 至 ひて は、 餘程嚴 正にす るの 必要と 


た と 

私益と を認 む- 設如ひ 少しく 不便なる 事情 あ ひと も、 之 を 一身 一 { 水の 規則と して、 厳守 ざるべ か 

らす。 然ら ざれば、 到底 之 を 聖別して、 利益 あらしむ る こと 能 はざる べし。 今や 敎會 のうちに H 曜 

日 を輕ん する 風 日に 甚だし。 機械的の に 頓着せ すと いふ 美 はしき 口 實の點 より、 此の 傾向 を觀察 

せんより は、 靈魂 上の 泰に 比して、 世 問の 靠に 頓着す る こと：！：^ だしく、 よし、；； 性 修養の ため なれば 

とて、 肉體の 不便、 交際の 不都合 は 忍び 難しと する 唯 物的の 精神の 勝利と して、 其の 關係を 論ぜ ざ 

るべ からす。 斯の 如き は、 基督教の 精神に 正 反對に 非す や。 唯物論の 精神、 敎會 に跋恳 して 信徒の 

聖日 を蹂躏 す。 之 を 日曜日 の 事の みと 思 ふは大 いなる 間違 ひな ひ。 今や 吾が 邦の 情勢 を 察する に、 

哲舉 的の 唯物說 さまで 勢力 ありと 一一 一一 I： ふべ からざる も、 形體 上の 事物 を甚 しく 尙み、 利に 奔り、 快樂 

に溺 る、 の 唯 物的 精神 日々 に 盛んな り。 技藝 興り、 ェ藝振 ひ、 富 源 開け、 形體 上の 事物 旺盛 を 極む 

るに 連れ、 物の ために 靈を歷 せられ、 形の ために 心 を 役 せらる、 の 弊 甚だしき もの あらんと す。 此 

の 弊 や 政治. • 道德、 家庭 等に 害毒 を 流す こと 非常に 大 なるべし。 口 本 國將來 の 最大 危險は 此の 唯 物 

的 精神に 在り。 之 を 抑制して、 反對の 勢力 を 張る に 非れば、 邦家の こと、 終に 如何と も爲 すべから 

ざるに 至らん とす。 基督教が 此の 時に 興起す る は、 攝理の 妙 契、 正に 此の 流 弊 を 一 ^正す るの 天職 を 

擔 へる ものに 非す や。 世 は 皆 名利の ためにの み 奔走す。 基督 敎徒は 云く、 否 人 は パンの みに て、 

生くべき ものに 非す。 上帝の 道 を 以て、 其の 靈性を 修めざる 可ら すと。 世人 は 一年 三百 六十 五日た 

營 利と 快樂 とに のみ 耽る。 基督教 徒^ 六， 日の 間 務めて 其の 業を勵 み、 七日に は 休息して、 精神の 

教會 内の 唯物論    ,ぉー11 九 


敎食 内の 唯物論  SSO 

修養 を愼 み、 心 を 兌えざる の 世界に 馳 せんこと を 期す。 聖刖せられたる安息日は唯物；^|に對する反 

"にして、 飲食、 モ義を 非難す るの 一 大旗苦 } に 非す や。 

今や 此の 旗の 色 明なら す。 何 を 以て、 基督 敎徒 たるの 本分 を靈 さんと する か。 靈性 のために は 

身の 不便 を も 忍べ。 天下の ために は。 自家の 快樂 をも棄 てよ。 雨の 生涯 をして 天人に 給仕す るの 生 

涯 たらしめ よ。 そ は； 幅 音の 本旨に して、 吾 徒の 志 は 十字架に 在る に 非す や。 敎會の 日曜日 は 現に 此 

の 精神に 對 して。 如何なる 有様なる や。 之 を 日曜日と 稱 する 日の 論と 誤解す る 勿れ。 靈性を 重ん 

じ。 十字架 を氛 ふの 意 氣を尙 ぶべき 基督教の 消長と して、 之を觀 察する とき は、 實に 容易なら ざる 

ことなり。 

然れ ども 余輩 は 妄りに 敎會の 懲戒 を嚴 くして、 日曜日の 神聖 を 維持せ よと は 云 はす。 唯 物 說を非 

とする の 精祌を 盛んにし、 靄 性の 修養 を 重んじ、 神と 人と に 給仕せ よと 命す る 眞理の 高尙. なる に感 

激し、 自ら 害んで 一 身 一 家の 規則 を 設けて、 以て 其の 神聖 を 維持 せんと 欲するな り。 

敎會內 の道德 をして 出世間の 道德 たらむ しる 勿れ 

然れ ども 敎會內 の道德 をして、 全く 世と 離れた る 寺 門 的の ものたら しむる に 至りて は 益々 不可な 

りと 謂 はざる ベから す。 敎會內 に 行 はるべき 理想 は高尙 なり。 其の 精祌 自ら 世と 異る ものな きを 得 

す。 聖 害に E く、 また 此の世に 效ふ 勿れ、 雨ら 神の 全く a つ 善に して 喜ぶべき 31 を 知らん がた めに 心 


を 化へ て 斬た にせよ と。 そ 基 1^ 敎 徒の 心掛け は 平生 斯 くの 如くなる を 要す。 然れ ども 誤解す る 勿れ 

是 五；： 人の 近德 をして 倂侶 的 寺院 的たら しめよ と ふと 全 く異れ る ものなる を 忘る ベから す。 u:;: 人 は 

敎 <$： のうちに 行 はる、 道德を し て 高尙 ならし めん こ と を 熱 す。 共の {儿 しく 世 塵の 外に, IS 然獨立 せ 

ん こと を 願 ふなり。 然れ ども 之 を し て 寺院 的 の 狹 L 报な る iHi; 域に 止まらし めんこ と を 頸 は ざ る なり。 

安 c-^ 日に 會 堂に 行く は 可な り。 た 可なる のみなら す、 是れ 務めて 獎勵 すべき ことなり。 然れど 

も 基督 敎徒は 平素 北ハの 職業に 働 精せ ざる 可ら す。 敎會は 主の日 を 守る ことに 注意す るの みならす、】 一一- 2 

徒の 勤勉す る や 否やに 注意せ ざろ ベから す。 敎會の熱^5^する所讃美歌のみに在りて、 信 走 世に立つ 

の 進退 處？ 5- を 等 M に附し 去る こと あらば、 共の 道德は 寺院 的に なりたる に 非す して 何ぞ や。 或る 敎 

舎 は 烟草を 樊す. る を 咎め、 飮 酒に 至りて は 之 を 道德上 禁ぜざる もの 稀な り。 牧師に して、 酒に 醉は. 

んか、 信徒 は 鼓 を 鳴らして 之を攻 む。 ^.^.:だしきは公然此の飮酒牧師の職を刹奪す。 此れ 素より 可な 

り。 然れ ども 其の 牧師 戰陣に 臨みて 怯なる 行 爲を爲 す も敢て 之を咎 むる ことなく、 敎< ^の 制 栽 をし 

て 樊煙飮 酒 祌擧上 の 誤 謹 等の みに 止ら しめ、 其の 國人 公民と して 立つ 上の 失 行に 及ぶ ことなくば 如 

何。 これ 敎會 の道德 をして、 寺院 的たら しむる に 非す して 何ぞ や。 飲酒 は 大罪な り。 然れ ども 愛國 

は 問 ふ 所に 非す、 喫 烟は重 過な り。 然れ ども^ 實 混同の 一一 IE を 逞しうて、 自國の 恥辱 を 外人に 披. ャ路す 

る もの は恕 すべし。 觀劇は 非な り。 然れ ども 牧師の 落語 的 行爲は 可な りと。 世豈 に斯の 如き 道理 あ 

らん や。 敎會 現今の 弊 或 ひ は 之に 類す る ものな きか。 敢て之 を 問 ふ。 1 A 九 a 年 九 ncss 新報) 
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講 想の 雄 ss  四 四 二 

講壇の 雄辨 

同情 は ロ訥、 なる もの をして 雄 辯なら しむ。 唯 人に 向 ひて 同情 を 切に する のみが 我 を 雄 辯なら し 

むる ものに 非ざる なり。 人我に 向 ひて 同情 を 有するな らんと 信 するとき、 平素の 我に 優れる 爽快の 

辯 を 振 ふこと あるに 至る。 至誠 を 推し、 人 を 愛して、 同情 切實 なる 辯士の 一一 目 ふ 所 肺腑に 徹せざる も 

のな し。 然れ ども 辯 士のカ は 半ば 聽 者の 同情よ ひ來 る。 雨の 冷淡と、 輕 薄なる 批評と、 彼が 舌の 力 

を 奪 ひ、 訥 なる 彼 をして 益 酌なら しむるな り。 語る もの、 聽 くもの、 に 同情 を 交換す るに 非 ざれ 

ば 雄 辯 を ん と 欲す る も 亦 難 いかな。 

相識の 前に 立ち、 情意 を隔 つる 墻壁 を撤 して、 演說の 成敗 利鈍に 意を勞 する ことなく、 無 邪氣に 

して 談論 するとき に當 りて は、 其の 所說 自然に 出で、 擧動 多く は天眞 爛漫、 訥 なる も聽く ベく、 言 

々人の 胸中に 人るべし。 之に 反して、 聽 者の 意嚮 を 慮る に 過ぎ、 毀饗に 拘泥し、 成敗に 心 を 用 ふる 

に は、 甚 しき 時 は 巧な らん を 欲して 愈 拙、 精な らん を 期して 愈鋅 撰、 思想^り 舌鋒 鈍りて、 千 言 萬 

語と いへ ども 徒然に 歸 する を 免れす。 故に 雄 辯 は 自然 を尙 び、 無邪氣 なる に 基 かすん ば 非ざる な 


雨が 演說 (-^ としての 成敗 を 思 ひ 煩 ふなかれ。 爾が說 かんと 欲する 眞理に 意 を 尊ら にし、 毀 轡 の 上 

に 超然と して 境に 上るべし。 ^も 利己の 念、 名# の 慾に 縛 がれ、 成功 を 思 ひ 煩 ひて、 辯 舌 を 用 ふる 

は、 此れ 3肚 现を 利用して、 我が 事 を 成さん と 欲する ものな り。 近 を 蔑 如し、 ぽ〈 现を 蹂躪し、 上帝 を 

侮る もの 之よ り^しき は 4?- るべ からす。 自ら 道 を輕ん じて、 之 を 人に まし めんと 欲す、 矛暂も 亦 

此に 至りて 極まれり と 謂 はざる ベから す。 

銀鍊、 用意、 精 熟、 凝 思、 烕儀、 音^ は 雄 辯の 耍素 として："： e」 一 すべき ものなる こと 論す るを俟 

たす。 然れ ども 現今 最も 缺 けたり と 見 ゆる もの は 以上の 二 事に 非す や。 

故 澤山保 羅氏は 雄 辯の 人に 非り しなり。 然れ ども 其の 講壇の 力 稍 非凡なる 所 ありき。 或る時 余に 

告げて 曰く、 僕の 說敎を 立案す る や、 第一 に 此の 不肖の 身 をして、 神の 眞理 を發揚 せしめ 赐 ふを感 

謝し、 共の 聖靈に 由り て 扶助 せられん こと を 祈る。 而 して 後に 事情の 許す 限り、 カを盡 して 以て 材 

料 を 整へ、 思想 を鍊 磨す。 腹 i く 成る に 及びて、 此の 結 栗 を 恭しく 神に 獻 じて、 此れ 僕が 力 を 用 

ゐし 所、 祌ょ聖 靈のカ を 添へ て 之 を 聖旨の 儘に 用ゐ たまへ と 祈る。 斯くて 其の 成 股に 心を勞 する こ 

となく、 一  に 其の 成り 行く に 任す るな りと。 呜呼、 熱 信の 說敎者 澤山氏 は 此の 现 想に 適 はんこと を 

努めた る 人な りき。 講壇の 勢力 此ら 修業の 間に 潜める ものな り。 道 を 說く者 深く 之 を 思 はざる ベ か 

らす。 

一 八 九 四 年 五 nT(i 曰 新報) 

講 想の 雄 巧 四 三 


安息日- K  rags 

安 息 曰學校 

今や 德 育の 問題 盛んな り。 日本の 子弟の 德育を 如何にすべき。 之 を 小 舉の敎 育に 一 任すべき か。 

之 を 論難 討究す るの 聲 結えざる もの は、 社會が これ を 小學に 一任す るの、 不安心なる を感 すれば 

ならん。 

吾等 は 信す、 日本の 安息日 學校は 此の 問題 を解釋 する に 於て 一大 任命 を 負 は しめられし ものなる 

を。 之 を 以て 單 に宗敎 的の ものと 見做す ベから す。 其の 設立 を 利用して、 本邦の 倫理 教育の 難局に 

當ら しめざる ベ か らす。 

試みに 思へ、 安息 s 學 校の 組織 をー變 し、 其の 教科 を 精選し、 其の 教員 適當 にして、 信徒の 子女 

は 言 ふ も更ら なり、 未 信徒の 子弟にまで、 宗敎 及び 德育を 布く の 有力なる 機關 たらしめ なば、 國民 

の 利益、 敎會の 勢力、 基蝥敎 の聲價 如何に 高めら るべき か。 

本邦の 基督 敎徒 多く は歐 米に 模範 を 取り、 聖書の 藤史、 力 ー ドの Mr 經 文の 暗誦な どに のみ 汲 

々とし、 敎 CEi; を撰擇 する こと 宜しき を 得す、 好んで 其の 規模 を 小に し、 安息日 學 校の 利 を與す こと 

十分なら ざるに 似たり。 此れ 慨 すべき ことに 非す や。 


蓋し 安息日 舉校は 9? 性 を 養 ふの みならす、 本邦の 德育を 負 徹す る を 以 て 共の 现 想と なさ ざ る ベ か 

らす。 安息日 舉校 は闽民 的敎育 (無論 德 育の) の 利器、 基督 敎の 勢力 を 張る の外營 なり。 吾等 は 本 

邦 の 基督 敎 徒が 此 の I 大 利器 を 高閣 に 束ねて 之 を 空う せんとす るを兒 て、 深く 之 を 惟し み 、 切 に 其 の 

失錯 を哀 ますん ば あらざる なり。 此の 利器 棄 てて 川 ゐられ ざる こと 久し。 3^ の ロベルト • レー キ 

ス 何れに 在り や。 然れ ども 安息 曰舉校 をして、 其の 任命 を盡 さし めんと 欲すれば、 必らす 之 を 极抵ょ 

り 改革す るの 覺悟 ある を 要す。 此れ 容易の 事に 非す。 お 志の 人士 共の 方法 を 熟慮せ ざるべ からす。 

八 八 九 四 七 H-S 昔 新報) 

敎會と は 何ぞゃ 

敎會は 事務所に 非ざる なり。 敎會が 其の 建築 を議 し、 金銀の 出納 を 掌り、 ^^；^^：の方法を講じ、 慈 

善 救濟の 事務 を 執る こと 不可なる に f。 然れ ども 敎會の 勢力 主として 事！ の 一 方の みに 流れ、 

其の 同 有の 特性 を 忘 るるとき は、 所謂 鹽の 其の 味 ひ を 失へ る ものに て、 最早 何の 役に も 立つ ベから 

す。 唯 外に 棄 てられて 踏まれん のみ。 

敎 會は蔡 校に 非ざる なり。 吾等が 敎會を 結べる は、 專ら祌 舉を講 明し、 敎理を 研究し、 男女 老幼 

敎 食と は 何ぞゃ  四 五 


教 食と は 何 おや  Kra 六 

夫々 I と 方の 理窟 家と なりて 威張らん がた めに 非ざる なり。 今日の 說敎 は舉校 的な り。 敎.^ 員が 牧 

師傳道 者に 望む 所の もの も、 雄變 堂々、 識カ 高邁なる 攀士 先生た らんこと なり。 或る 意味に 於て 洗 

禮の試 驗も擧 校 的な り。 牧.^ 傳道 者の 及第 も 師範 擧校 的な り。 宗敎 の觀念 を 高 明に し、 眞理 を覺悟 

する の 切要なる は 我等 も 亦 之を認 む。 基督の 贖 ひ は 一 個の 事實 たるに 相違な し。 然れ ども 之 を解釋 

if 解す るの 方法 如何に 依りて、 此の 同一 の事實 遂に 雲泥の差 を 生ぜん と はするな り" 故に 我等 は 基 

督敎の 解釋を 重んじ、 敎理の 說明を 務めざる ベから す。 唯敎會 をして 敎理 專門擧 校の 如き ものたら 

しむる は 極めて 不可な り、 願 はく は敎會 をして 豫言 者の 多く 出入す る 所たら しめよ、 ラビ »• の 之 を 

.HI 領 する を容す 勿れ。 

會は國 家の 機關に 非す。 國事を 最大 HTS として 立ちし ものに 非ざる なり。 バウ n 曰く、 夫れ 敬 

虔の道 は 凡ての 事に 益 ありと。 然 れば敎 會は國 家に 對し、 又 社 # の 間に 立ちて 感化 を 布き、 良 結果 

を牧 むる ものな り。 然れ ども 耶穌が 曾て、 『吾が 國は 此の 世の 國に 非す』 と斷 言せ る 祌の國 こそ、 

敎 會の最 親しく 且 直接に 關係 する 所. なれ。 或る 點に 於て 敎會は 神の 國と 全く 同 一 なり， と 謂 ふ を 得 

べし。 

敎會は 救 はれし 聖徒が 耶穌 基督に 於て 結びた る團體 なり。 靈 なる 交通 を 基礎と し、 ：1M の 主に 事 

へ、 同 一 の 志望 を 抱き、 目前の 世界に も存 し、 且つ 將來は 更に 輝き 榮 えて 存 すべき 祌の國 を 慕 ふ も 

の、 之 を 基督の 敎.^ とす。 其の #员 は 召されし ものなら ざるべ からす。 其の 特徵は 柔和、 謙遜、 忍 


耐、 慈愛、 平和な り。 共の 體形は 一 心  一 ，； 一:r 一  信 一 主な り。 其の 现想 極めて 一 I 问く、 其の 志す 所、 甚 

だ大 なりと is はざる ベから す。 敎.^ 3 の現狀 は、 祌の國 の 理想に 及ばざる こと 遠し。 吾等 は 之が ため 

に應々 失 S エ落瞻 し、 俗世の 壓 力に 制せられ、 常識 を n 資 とし、 赏行に名を藉りて1^!>凡^陋なる陳套 

に滿 足す るに 至らん とす。 此に 於 て 敎<!« の 理想 日々 に微 にして 唯 喘ぎ 喘ぎ 其 の 形體の 保お を圖 り、 

生命の 元氣 次眾に 枯调赛 減の 悲述に 向 ふ。 吾等 使徒 バウ a の罄 翰を讀 むに、 彼が WW なる 現赏の 有 

^に 己の 精神 沮喪 せんこと を 怖れ、 勉めて 理想的 敎會の インス ピレ ー ショ ンを 求め、 北ハの 光明に 接 

して 慰撫 鼓吹 せられし を 見る。 曰く、 

彼已を 捨てし は 水の 洗 ひ を 以て、 言に. H りて 敎會を 潔め、 之を聖 なる ものと せんが 爲 なり。 

しみ  かく 

又： め點 なく、 皺な く、 凡ての 此の 如き 類な く、 聖 にして 瑕な き、 榮 なる 敎# を rtM ら 己の 前に 建て 

ん ためなり の)。 

吾等 動もすれば 薄志弱行 にして 此 の 理想の インス ピレ ！• ショ ンを受 くる こと をせ す、 徒に 光陰 を 

過さん とす。 豈慨 かざる ベ けんや。 

基督が 祌の國 と 呼ば はり、 使徒 等が 神の 敎會と 叫びた る 眞意を 味 ひ、 其の 公明正大なる 理想 を 仰 

がば、 此の 心 坐ろ に 躍り、 精祌 大いに 昂 りて 奮起す る 所 あるべき なり。 吾等 は敎 参て ふ も. のの 理想 

を 忘れた る こと 旣に 久し。 思 はざる ベ けんや 

一八 九 五 年 一 〇 K  (福音 新報) 

敎售と は 何 IV や  七 


吾人の 讚美 


吾人の 讃美 

新撰 讃美歌の 名 を 以て 世に 行 はる \ もの を 兌る に、 其の 體裁、 糾織、 精祌 やの 上に 付て、 尙ほ望 

ましき 點少 からす。 今 まさに 改正に 着手せ りとの こと 故、 遠から す 種々 の 改良 を る ことならん。 

然れ ども 此に余 華の 遣；^ なりと 3 心 ふ 一事 を揭げ て、 其の 當局 者の 參考に 供す る は 無 W の 業に 非る ベ 

し。 余 華の 見る 所に 巾れば、 今の 讃美歌 は餘 り敎訓 的に 流れ、 獎勵、 慰藉 を 専らに 務め、 其の 大主 

題た る 頌榮、 譜 美の 本意に 基き、 新撰 讃美歌 第三 十一^の 『§? なる 哉、 gl? なる 哉、 奇 しき 力の 祌 エホ 

バょ』 の 一 章の 如き 類ひ少 く、 大抵 は 基督 敎徒 自家の 心 を 探り、 其の 希望 を 歌 ひ、 せ：： の悔改 を咏す 

る ものな り。 是れ より 惡 しき 事に は 非す。 基督 者の 所感 經験を 以てすれば、 斯の 如き 歌の 存在す 

べき 害な り。 然れ ども 今の 讚美歌 は餘り 此の 一方に 偏して、 祌の gli^ 德を 仰ぎ、 其の 前に 我 を 忘れて 

讚美の 聲を 揚げ、 或は 其の 威厳に 接し 肅然容 を 正して 畏敬の 聲を發 する こと 少き は、 讃美歌と して 

大 ー缺點 なりと 謂 はざる ベから す。 敎 舎の 加で 歌に は 祌の靈 妙なる 行爲、 其の 永久 無限の 威德、 及び 

大 なる 勢力 公義 ゃォを 思念して、 之を肅 しみ、 之を讃 し、 之 を 歌 ふ もの 今より 多 かるべき を 望む。 


祈禱 にも 亦 右の 弊 ある を認む 

余 析る所 を 反省す るに 自己の 弱き を魄 き、 罪 を 悔み、 義に 進む の 難き を變 ひ、 世の 罪悪に 泣 

き、 滔々 たる 天下 相 率ゐて 不義に 溺る \ を悲 むこと は 之れ あり。 己の 受けた る 神の 慈愛に 感泣し、 

天父の 惠を 記憶して 之 を 謝する こと は 之 あり。 身の ため、 敎會 のた め、 國家 のために 號哭 して 求む 

る 事 は 之 あり。 然れ ども 祈禱の 間に 祌の 威德を 仰ぎ、 其の 聖と義 と を 思 ひ 畏れ 惶 みて 其の 前に 拜伏 

し、 時として は 我が 一身 一家 一 國は 殆んど 之れ を 忘れた るかの 如く、 唯 だ 神の 大な るに 心 を 打 たれ 

て 茫然自失す るの 感を 催す Hi 割合に 少 からん を 恐る。 余輩の 祈禱は 己が 短所、 缺點、 1§惡 過失、 災 

害、 凝 I ゼ」 滿ち、 己が 幸福、 利益、 進歩、 改蒂 等の 回顧と 感謝と に 専らなる のみなら す、 祌の 無限 

絕對 なること、 其の 至高 絕大 なること、 其の 極り なき 力、 ： ^(の 測るべからざる 智缀、 其の 凛と して 

犯す ベ か ら ざる 聖義、 其の 譬 ふる 物な き 慈愛 等に 關 する 觀念 及び 所感に 充 たされ 譜美 禮拜の 分子 今 

よりも  一 多 からん を 要す。 

古来 基督 敎 の 歴史に 此の世 ならざる 光 を 輝かせる 諸の 聖徒 を 見る に、 決して. E 家の 罪悪 悲境 に の 

み 思 ひを繁 がれ、 其の 靈肉兩 つながらの 利害得失に のみ 祈禱と 讃美 を 限りし ものに あらす。 彼等の 

歌と 祈り は 祌てふ へに て 溢れたり。 罪 を 悲しむ と共に 彼等 は遙 かに 神の 大 なること なること を 

吾人の 讃美  n 四 九 


何故 教會に 加入すべき か  四 五 0 

仰ぎ 之に 感激して 手の 舞 ひ 足の 蹈む所 を 知ら ざり しなり。 彼等 は 神 を 仰き 其の 威 嚴を肅 み、 其の 無 

限の 聖義に 感じて 自 つから 德を 建て、 道に 進み、 恩み に 成長して は 後世まで も 手本と なるべき ほど 

の 聖徒と は 成りに き。 主我 的の 祈禱、 讃美歌に 偏す るの 弊を排 して、 祌と 基督と に i 允ち たる もの を 

盛んにす る は 今日の 急務な りと 覺ゅ。  一八 九 七 年  一 一 scgi 報) 

何故 敎會に 加入すべき か 

我等が 敎會に 加入す る は、 

第一 是れ 基督に 對し て 負 ふ 所の 責任な る を 以てな り。 旣に 基督 を 信じ て 其 の 廣大 無邊な る @惠 

に 沐浴す る ものたら ば、 此事實 を 言 ひ 表して、 同心 同 主義の ものと 一 つになる は、 《お 然の務 なる ベ 

し。 世に 隱れ、 人の 眼 を 忍びて 基督に 從ふは 男兒の 恥づる 所に 非す や。 斯ては 一 旦起 りたる 信仰 を 

維持 せんこと 到底 覺束 なき ことならん。 パゥ 口が 羅馬 書の 十の 九、 十に 示せる 如く、 人 を 救 ふに 足 

るべき 信仰 は 明かに その 吿白 をな す ものな り。 今や 基督の 徒少數 にして 世に 攻擊 批評 せらる、 場合 

なる に、 他の 同志と 相 提携して 責任 を 分ち、 憂苦 を 共に する の精祌 なきもの は、 n にこ そ 言 はね、 

實行 上に 於て は 人の 前に 基督 を 知らす と 明言す るに 同じ。 


第二 是れ 已に對 する の 義務な り。 同 明 相 照し 问 志相扶 けて 業 を 成し 道 を 行 ふ は 人の 常道な り。 

たビ 宗教の ことのみ は 孤立して その 目的 を遂 ぐべき に 非す。 基 管 を 愛する もの は、 必す问 信の 人 を 

も 慕 ひて 之と 親 ま んと 欲する ことならん。 同信の 人 を視る こと 吳 越も靑 な らす して 獨り 指く 基督 を 

愛する もの は、 未だ 之 有らざる なり。 其 維持 せらる \ も 其 成長す る も、 敎，^ ；: のうちに 於て する の 外 

>  »  A  ちから な ひさめ 

あるべ 力ら す。 二三 人 その 聖 名に 於て 集るな かに 基督 も 其 の 能力と 慰藉と を 以てと もに 舍す ベ し。 

孤立 は微 なり。 餘り 久しき に 過 ぐれば、 終に 死に 至らざる を 得す。 

4^^三 是れ 他の 基督 信徒に 負 ふ 所の 責任な り。 我等 は、 他の 誘拔 扶助に. a りて 道 を 信す るの 端 を 

開き、 稍 その 味 を 知り 初む るに 至りし なり。 他人の 修德 經驗に 依りて 獲る 所 案外に 多し" 我等 は 社 

交 的に 發逮 せり。 我等 は 他より 與 へられし もの 夥しと 謂 はざる ベから す。 我等 自ら 然り。 他の 我等 

に 须っ所 あるべき を 疑 はす。 我等の 世に 寄附し、 同志に 分け 與 ふべき 祌の賜 また 之 無き に 非ざる な 

り。 然るに 已 孤立して 他に 與 ふべき もの を 分ち 與 へす、 種々 の ロ實を 構へ、 自家の 不都合 を 言 ひ 立 

てて 互に 相 助く るの 義務 を 怠る は、 是れ 他の 收 得すべき 分 を 私に 横領す る ことにて、 實に祌 の 賜 を 

{t^ うすと 謂 ひ つべき なり。， 

第 四 是れ 我等が 世界に 負 ふ 所の 責任な り。 視ょ 世界 は 救 はれん こと を 待ちつ & あり。 敎會 此の 

救 ひ を擴充 し、 神 國の經 綸を實 行す るの 機關 たり。 基督 信徒が 身 を 此機關 と 隔離す る は、 自ら を 無 

能爲 すなき の 地位に 置く ことなり。 然 らば 公然 所信 を吿 白し、 同志と 力 を 協せ、 基督 救世の 事業 を 

何故 敎 音に 加入すべき か  H 五一 
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助く る は、 即ち 我等が 世界に 負 ふ 所の 義務に 非す して 何ぞ や。 兵卒に して 若し 其の 部隊 を 離れ、 圑 

體の 計畫に 外れ、 相聯 りて 活動す る こと をせ す" 妄に 一騎 懸けの 功名 を 事と せば、 傲慢 不法の 最も 

甚 しきものと 謂 はざる ベから す。 大事 或は 之より 敗る るに 至るべし。 基督 は 確かに 救世の 事業に は 

敎會の 設立 を 必要と せられたり。 自ら 基督よりも 賢し と 思 ふこと 勿れ。 一- < 丸 七 年 一 一 報 > 

祈 禱 會 

何 所の 敎會 にても 難 かしき は 祈 ひ會を 盛なら しむる ことなり。 何 ごと か 際立ちし こと あれば、 一 

時 は 勢 付く 様 見 ゆれ ど、 頓 てまた 舊の 如くな りて 有る か 無き かの 姿と なる。 集り 來る者 は 何時も 同 

た. W ま 

じ 顔に て、 祈り 會には 一切 寄り付かぬ 人 夥し。 祈り 會の 讃美歌 は 祈りの 斷 間に 場の しらけぬ ための 

埋 草の 如し。 如何 見ても 其の 大切なる 耍素 なりと 思 はれて 居らぬ 樣 なり。 折角 列席せ し 人々 も 各自 

の 間に 鐵壁を 構へ し 如く、 石 地藏の 並び 立てる 如く、 無言の行 にても 修し 居る が 如く、 至極 窮屈に 

5っ； し 

餘り 四角張りて、 うかと は 物 も 得 言 はれぬ と 云 ふ氣色 甚だ 明白に、 終始 差し 俯向き 勝に、 上 を 仰ぎ 

て晴々 しく 見 ゆる こと 殆ど 稀な り。 我 は間斷 なく 前の 椅子に 凭れて 額 を 擡げぬ も あり、 目 も 合 は 

す、 額も兑 えす、 ^も 隔り、 傅 染病を 怖ろ るかの 如く、 互に 相 接する こと を， 物と す。 斯ては 電話 


にて 親 §s の 舍話を 試みる と 同じく、 祈り も 勸めも 拍子 拔 けして、 二階からの 目藥、 不便 千 萬に 非 

す や。 殊に 低聲 こ， て 祈りす る もの 多き に は 困却す。 祈り 會を 密室の 祈と 同一視す る にゃあらん。 問 

えぬ 祈なら ば、 一人して 默禱 する がよ きぞ かし。 

义 共に 主 の 祈な どを唱 ふ るに 當り、 司會者 の 低聲な る 最も 不都合な り。 (日曜 舉校 の 主の 祈の 如き 

は、 司. 者 を 始め 敎員 等、 儼 かに 高聲を 以て 生徒 を 先導せ ざるべ からす) 祈り 會 のこと に 就きて は 

心懸 くべ き點種 々 あれ ど 差 し 向 き 次 に揭 ぐる 如き は 目下の 場合 我 等 の 注意す べき ことなる ベ し" 

一 祈り 會は 持ち寄りの 宴會 なり。 司會者 その他 一 一三の 人 々 が 何時も 馳走す る を當て 込む ベ きに 非 

す。 兄 =f ^姉妹 等 は 各々 何 か 寄附す るの 責任 あるな り。 

二 祈り. S ぼ は 仕組の 下手なる 親睦 會に 於て、 來會 者が 三々 五々 思 ひくに なりて 一同 樂 しみ を 共に 

する ことなき 様なる 弊に 陷ら ざる を 肝要と す。 故に 祈り 會には 目的の 一致 を 保ちて、 話し をな す 

にも^ 乙 丙 丁 成るべく 首尾 を 合せ 長短 相補 ひて、 氣 脈の 善く 通す る 様に 爲さ ざるべ からす。 祈り 

と 話しとの 問に も 成るべく 隔絶す る 所な きを 要する こと 勿論な り。 唯 だ 一騎 驅 けの 話しに て、 並 

みゐる 兄弟 は 素 知らぬ 氣に、 相 顧みて 他 を 一一 一一 C ふの み。 戰 場なら ば 戰友を 見殺しに する に 同じ。 心 

細き ことなり。 話しの 乘 勢まぬ も 無理に は 非す。 故に 勇氣を 揮って 話し を 仕出す 人 あらば、 他の 

人々 も 之に 繼 ぎて、 己の 所感 を 洩らし、 自家の 經験を も 吐露し、 足らざる を 補 ひ、 遣ち たる を 拾 

ひて、 假令 一人の 語る 所 瓦の 如くなる も、 二人 三人 心 を 合せて 之 を 主に もな しつべ しと 心 懸け 
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よ。 斯く なさば 祈り 會の 話し 有益に 面白く なるべし。 

三 祈り 會には 話題 目 を 選ばざる ベから す。 實 地と 餘ひ緣 遠き 漠 たる 抽象的の 事柄の み を 語り 且つ 

祈る が 祈り 會の 通弊な り。 故に 罪 を 語らば、 實 地經驗 せる を 語れ。 神の 惠を 感謝せば、 事 實の上 

に 就きて 之 を 感謝せ よ。 一 敎會、 一個人の ことに 就き、 或は 哀れみ、 或は S へ、 或は 喜び 祝す ベ 

き 事柄 少 からす。 外阈の 新聞、 內園 政界の 模様、 社 會萬般 の 出来事に も、 祈るべき こと 及び 相 語 

るべき 題目 甚だ 多し、 祈り 會と活 世界との 間に 聯終を 通じ、 想 を 離れて 實際 的と なる は、 之 を 

盛なら しむる の 近路な りと 思 はる。 さりと て 公 首す まじき 秘密、 獨り 胸中に 藏め S  くべき こと ど 

も を 無遠慮に 語り 出で ざる も、 基督 敎徒 美德の 一 つならん。 

四 併し 何よりも 大切なる は、 各自が 平素 祈りの 習慣 を 養 ふこと なり。 祈り 會の 盛なら ざ K ^第一の 

原因 は、 信徒が 密室に 在りて 獨り 神の 前に 祈る こと を 忘る る もの 多き に 在り。 祈り を すろ こと 

切なら す、 獨り 祈りす る こと 稀に して、 家人 相 共に 神の 前に 額づ くこと 絶えて 久しき に、 唯 だ 祈 

り會 のみ 盛な らん を S する は、 レ 得 違な り。  一九 八 八 年 六月 ci 曰 新報，' 


安 自^  Ln と は 何ぞゃ 

日曜日に 業 を 休む は 基督 敎諸國 の^ 慣に倣 ひたる ことなり。 凡て 基脊敎 徒に 於て は、 日曜 をば 安 

曰と 稱へ、 公の 施設に か」 る 諸 糾織は 勿論、 一個人 辛うじて 其の 日く の烟を 立て 得る 者まで 

も、 凡そ は 此の 日に 日常生活の 業 を 休み、 或は 會 堂に 詣 りて 衆と 共に 禮拜 をな し、 或は 家庭に あり 

て 妻子 卷族 と共に 聖書 を讀 み、 祈禱を なし、 或は 慈善の 業に 一 日 を 獻 ぐるな り。 然れば 此の 日 は 唯 だ 

我が 國 在ゅ來 りの 習慣た る 毎月 一 日. 4- 五日 の 休み 日な どと 異り、 之と 比 狡す ベ からざる 意義の 籠れ 

る ある を 知らざる ベから す。 此の 日 を 以て 唯 だ無爲 安逸 を 貪るべき 時と 心得、 甚だしき は 汚ら はし 

き 諸々 の 罪悪に 耽 洒 する の機會 となす が 如き は、 此の 日の 意義 を 誤れる ものにして、 實に之 を濟す 

に 外なら ざるな り。 

一 定の日 を 以て 之 を 特に 祌聖 なる 日と なし、 或は 休息の 日と 定 むる こと は、 人類の 進歩に 於け る 

自然の 發 現と 見え、 古より 諸々 の阈 民の 習慣 制度に は頓る 基督 敎の 安息日に 似た る もの あり。 

比 ffi 人、 ピ シ - ャ 入， スラブ 人、 波斯 人、 ぺ ルビ アン 人、 羅馬 人、 希 職人、 埃 及 人な ど は、 皆 一 定 

の 口を^ち て 之 を 祝日と なし 居たり。 特に バビロン 人の 如き は 月の 七 曰、 十四日、 廿 一日、 廿 八日 

安息日と は 何 ぞキ  21 五 1 


安息 H と は；？ ぞ や  ei 五六 

を 安息 S と 定め、 是 等の 日に は國 民の 治者た る 者 は 或る 種の 食物 を 食 ふべ からす、 衣服 を換 ふべ か 

らす、 若し 之 を換 ふれば 白衣 を 着く る を 要すと せられ、 又 犠牲 を獻 ぐる こと も、 車 を驅て 走る こと 

も、 布令 を發 する こと も 禁ぜられ、 占 トを說 き、 者に 藥を 施す こと も 爲すを 得 ざり き。 

斯く諸 パ の 古代 民に 安息日 祝日 の 制度 は存 したる も、 基督 敎 徒の 安息日 は へ ブライ 人の 安息日よ 

り來 りたる ものな ひ。 へ ブライ 人の 安息 曰 は 七日 毎に 來り、 土曜日 即ち 之に 當る。 而 して 斯 かる 古 

代に 於て 七 曰 を 一 週と する 制 を 取りた る は、 殆ど バビ 口 ン 人と へ ブライ 人の みなりし と 言 ふべき 位 

な ひ。 斯 くの 如く. fc 代の 諸！： 民に 一 定の安 息 日 若く は 祝日 ありた るより、 基督 敎徒 安息日の 起源た 

るへ ブライん の 安息日 も、 之 を 他國に 模倣した るな りと 說 くもの あ"。 或は 埃 及 人より 取れり と 言 

ふ も あれ ど、 埃 及 人の 一 週 は 十 R なりし を 以て も、 此の 說の 立たざる を 見るべし。 或は 羅 馬の 神サ 

タ ルナ スを 祭れる 日より 轉 じて、 七- 曜 即ち サタデ ー を 安息日と する に 至れり と 言 ふ も あれ ど、 サタ 

ル ナス 神の 日 は 年の 農事の 終りし を 祝 ふ 日なる が 上に、 元来へ ブライ 人 は 一 週の 日 を 其れ/ \星 の 

名に 配す るが 如き こと を 知らす。 舊約 害 全部 を 通じて 安 魚 一日 に 農 の 意味 を 含 みし を 見ざる な 

り。 最も 有力なる は、 へ ブライ 安息日 はバビ 口 ン 人の 安息 G より 來れ るて ふ說 なれ ども、 バビ 口 ン 

人 は 七 曰、 十 叫 日、 廿ー RI、 廿八 B の 外に。 また 月の 第 十九 日 を 休 fi^ 日と せる と、 北ハの 週日に はま 

た を 祭る 宗敎 の 意義 を 結合せ ると に 於て へ ブ ラ ィ人 の 信仰 習慣と 相 異なれば、 之 もまた 成立し 難 

き說 なりと す。 


然れ ばへ ブライの 安息 曰は獨 立せ る 起源 を 有し、 選民の 歷史に 深く 其の 极を 人れ て、 其の 宗 ig: 生 

に拔 くべ からざる 基 を 置き、 以て 民の 特性 を 造る 大要 素と なれり。 而 して 其の 何れの 時より 始ま 

りし かに 付て は 種々 說を 異にし、 或は モ ー セが 十誡 第 四に 之 を 置きた るに. H つて 始まりし なりと 言 

ひ、 或は 十誡 第 四に は 『安息日 を 憶えて 云々』 と あり、 『憶えて』 と あるから に は、 旣に 前に 存在し 

たる ものなら ざるべ からすと 一一 E ふ あり。 ウェスト ミンス タ ー 信仰の 吿白 などに て は、 安息 曰 は 神の 

制定せ る ものにして、 神の 法律に 基し、 人類の 組織に 根ざし、 太初より 神の 定め 給へ る を、 モ ー セ 

わか 

に 託って 再び 命じ 給 ひし ものな りと せり。 曰く、 『神 を拜 する ために 適當 なる 時 を 別ち 置く は 概して 

自然の 法則に 合へ る ことなれば， 神 は その 言の 中に 積極的 道德的 及び 永 精 的の 戒律 を 以て 凡ての 時 

代の 凡ての 人に 命じ、 殊に 七日 中の 一日 を 安息の ために 定めて、 之 を 神の ものと して 深く 守らし め 

給へ り。 此の 日 は 創世の 時より 基督 復活の 時に 至る まで は 一 週の 最終の 日な りし も， 茶督 復活の 後 

は 一週の 初めに 變じ、 聖書に 主の日と 稱 へられ、 基督 敎 徒の 安息日と して 世の 終末にまで 績 くべき 

ものな り』 と。 是ー 般の 信仰と いひて 差 支へ なかるべし。 

さて モ ー セに 託って 命ぜられ たる 誡律を 通讀 する に、 安息日の 誡 の神髓 とい ふべき は、 『休息』 と 

いふ ことなり。 即ち 奴隸 たると 自主の 人た ると を 問 はす、 何れも あらゆる 平常の 業 を 廢す るの 意に 

も 

して。 特に 言 はざる 畜類 及び 助けな き 奴 義等を 其の 苦勞 より-^ れ しむる 仁 惠を含 めり。 叉 使 ふ 者に 

も 使 はるる 者に も 共に 主我 利己の 念な からしむ る を 期し、 人民が 創造の 神、 贖 ひの 祌に對 して 有する 
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關係を 示し、 斯くて 人民の 生活に 神聖なる 意義 を 含ましめ、 唯 だ 怠惰の 生活に あらす、 犬 働きの 生 

活 にも あらす、 又 全く 普通なる 世俗的の 生活 1 にも あら. f して、 眞 面目に 働きて 一定の 時に 休む の 生 

活 なる を 知らし めたり。 加 之勞を 休め、 人に 使 はる 者の 權利 を檐 保す るが 此の 誡の 明示す る 所な 

りと は 一一 一一 口へ、 其の 第一 の點 とい ふべき は 之に 宗敎 的の 意味. を 含む ことなり。 イスラ H ルの諸 制度 諸 

祝 節 一として 宗敎的 制定なら ざるな し。 休息 も實に 『主の ため』 の 休息な り。 十誡の 首に ある 此の 

日 を 憶 ゆるの 目的 は、 之 を 神聖に 守る にあり、 之 を 他の 日より 聖^して、 己の ためなら す、 他の た 

めに ffl うるに あり。 摘 太 國民は 他の 國 民より^ たれ、 特殊の 權 利と 特殊の 義務 を 課せられたり。 而 

して 猶太 國民中 レビの 族 は 他の 埃より^ たれ、 レビ 族中ァ D ンの統 は 他の 統 より 刖 たれて 祭司と な 

り、 祭司の 中 また 祭司 長 は 他の ものより^ たれたり。 聖 殿の 組綠 また 然り。 殿 は 神の 御在所と して 

他の 建築より^ たれ、 其の 内庭 はまた 他の 部分より^ たれ、 至 聖所は 神の 在し 給 ふ 所と して また 別 

れ たり。 之と 同じく 神 は ての 日 を 以て 各- 人の ffl に 供し 給 ひしが、 特に 一日 を 選み て 全く 神の も 

のとし 給へ り。 是 人間の 時 は 人間 自らの ものなら す、 神より 受けた る ものにして、 神の ために 聖別 

すべき を 示した るな り。 されば 宗敎 上の 組織と して 此の 日 を 以て 神 を 禮拜す べき 機龠 となすべき 事 

は、 モ ー セ の 律法 特に 之 を 制..： 疋 せり。 是 太古に 於て 如何に 高調なる 思想 ぞゃ。 イス ラエ ル 人民の 歷 

お を 書きし エワルド は 首へ り。 モ I セは 一週の 最後の 日 を 以て 全く 新しき もの、 其の 以前 如何なる 

國民 如何なる 宗敎 にも 未だ 曾て あらざる 性 1^0; の ものと せり。 此の 日に 於て 人 は 平常の 業 を 止め、 特 


に 休息して 一 日 を 祌に獻 する を 要す。 されば 彼 は 其の 平常の 職業 勞 力に 於て 求む る 所の 利益 を棄て 

ざるべ からす。 是 即ち 自ら 棄 つる 犠牲に して、 世の 曾て 思 ひ 及ば ざり し 類に 屬し、 人が 或は 貪婪 

なる より、 或は 生活の 奔堝 に沒し 居る より 行 ひ 難しと せし 所な りと す。 然れ ども 此の 日に 休む すら 

唯 だ 己の ためにして 無爲に 一 日 を 過し、 若く は 快樂を 取る ために 之 を 费 すが 如き こと をすべき にあ 

ら す。 律法 は 始めより 言へ り、 『安息 は 主 H ホバ のためにすべし、 此は エホバに 藤 し、 エホバの ため 

に 聖別すべき ものな り』 と。 されば 人 は 其の 精神と 身 體とを 平素 生業の 重荷より 解きて 自ら を淸く 

し、 心 力 を 集注して 神と 偕になる べきな り。 斯 くの 如く なれば 天地の 根本に 存 する 活動と 休息の 交 

替は兹 にも 存 して、 人 は 唯 だ 睡眠な どの 時に 於ての みならす、 煩 ひなき 靜 想の 日に 於て 眞の 安息 を 

見出だし、 之に 由って 心身 を 新に し、 其の カを强 くすべきな りと。 

安息日の 意義 精神 は斯 くの 如し、 此の 同一 の 主義に より モ ー セの 律法 中には 安 i 月、 安息 年、 重 

かりほず まひ 

安息 年な どの 定め あり。 安息 月 は 年の 第 七月に して、 喇叭 節、 贖の 日、 構盧 節な どの 大節 此の 月に 

あり。 安息 年 は 七 年毎に 來り、 扠隸に 自由 を 與へ、 田園の 耕作 を 休むな どの こと あり。 重 安息 年 は 

五十 年毎に 來り、 恰も 安息 年に 次ぐ を 以て、 二 年間 田園の 耕作 を 休む 等の こと あり。 是 即ちへ ブラ 

ィ 人の 律法に して 之 を 守らん ために は、 モ ー セの 律法 中 種々 禁止の 綱目 あり、 なすべき ことの 指示 

も あり。 一 一之 を擧 ぐる は複雜 なりと 雖も、 上に 陳述せ る 安息日 制定の 意義 精神 を茛 かんとす るに 

外なら す。 

安息日と は 何ぞゃ  四 五 九 


安息日と は 何ち や  四 六 〇 

雄 法に 於け る 安息日 は 以上の 如くなる が、 預言 書に 於ても また 之と 異る ことなく、 安. E-^ 日 は 神が 

イスラ H ルに與 へ 給へ る 賜 ものにして、 契約の 印と して 守るべき もの、 祌と 其の 民との 問の 惠 みと 

誓 ひとの 形 ある 記念な り。 之に 依て 祌は 自ら イスラ H ルの祌 たち を 許し 給へ るが 故に、 イスラエル 

はまた 己 を 神の 群と して. まする を 要する とのこと 顯れ たりと、 是 其の 觀念 なりき。 舊約 聖書 全體を 

通じて、 安息日 は 休 申-と 禮拜と を 二 大目 的と し、 仁愛 的と 宗敎 的の 精神 を 含み、 人の 生活に 重荷た 

ら すして、 却って 之 を 救 ひ 之に 喜び を與 へ、 弱き者 助な きもの、 横 利 を 護衛し、 人は靳かるもの/^ 

ために 時を與 ふること に付きて 神より 食 へ る债 ある こと を fs; ほし、 叉 祌に之 を獻 ぐべ きこと を il^ す る 

ものた ろ を說 きぬ。 安息日 は 又 神の 制定に して、 其の 祝福 之が 上に 在 b、 祌の創 一の 際の 休 安 を 其 

の 模型と したる ものにして、 祌は埃 及よ.^ イスラ ヱルを 救 ひ 出 だし、 之 を 一 の 民と して 勞作、 休 

息、 禮拜、 交々 其の 時 を 得せし むろ やうに し、 以て 神の 像に 肖せ て 造られ、 其の 同伴者た る を 許さ 

れし 人民 本来の 面目に 適へ る 生活 を 送らし めんと せりと 主張せ り。 

時代の 變邀 と共に 安息 曰に 關 する 猶太 國 民の 思想 も 亦 多少の 變化を 受け、 バビ 0 ン に俘囚 となる 

前に 至りて は、 之 を 守る の 精神いた く 弛みて、 ィ ザャ、 ヱレ ミヤ、 H ゼキ エルな どの W 言 者 は、 之 

を！： 民の 罪悪の 最大なる ものと せり。 されば 終に バビ 0 ンに囚 はれて 全く 自國の 宗敎を 守る 能 は ざ 

るに 至り、 長年 H: を經て 故國に 歸り來 りし 後 は、 大いに 戒めて 之を嚴 守し、 其の する 所所、 謂 猶太 

$ 粱 主義と なり、 終に 律法 制定の 精神 を 忘却し 徒らに 形式に 流れ、 煩雜 極まれる 細目に のみ 


汲々 として、 却って 人生の 重荷た るに 至りぬ。 例へば 業 を 休めと 云へ る を 5? 等 は解釋 して、 播 

穩、 耕 鋤 刈 人な ど は 勿論、 二 條の繩 を 合せ、 おく は 之 を 解く さも、 二 條の紐 を 結び 又 之 を 解く こと 

も、 二つの 書翰 を 書く ことな ども、 多少の 除外例の 外 皆 禁ぜら ると し、 木に 攀ぢ 馬に 乘る こと も 安 

息 曰 を 汚す ものな り、 戰爭 をな す は 其の 最大： 漬な りと せり。 此を 以て ジュ ダス • マ 力 ピウス の 時 

に は、 敵 此の 曰に 乘 じて 攻め 來り しこと あり。 戰はすして狗死するも安ま日をs^^に優れりとは 一 

般 の E わ 想に して 、 後 羅馬帝 國は已 むな く 稱太人 民の 兵役 を 免じた る 程な りき。 

基督が 世に 来りし 時 は、 十誡の 安息日 は廢 弛して、 此の S: 等の 安息日 獨り行 はれ、 神の 命令 は 

人の 傳說 によって 蔽 はれ 居たり。 基督の 来れる は 律法 を滅 さんため に 非す、 却って 之 を 全うせん た 

めな り。 然れば 彼 は 凡ての 誡律を 奉じて、 其の 精神 を發揮 せんた めに 力め、 安息日の 如き も 決して 

之 を 等閑に 附 する ことな かりき。 生れし 時より 凡て 律法の 命す る 所に 從順 なりし 如く、 安息日に は 

會 堂に 行く を 『常例』 とし、 其の 禮拜に 列り、 衆と 共に 聖書 を讀 み、 祈に よって 敎を なせり。 彼 は 

十誡 の 安息 日に 對 して は 少も 之 を 犯す ことなく 完全に 守りた るな り。 然れ ども 狹， 1^ なる 等 

の 安息日に 至て は、 彼 は 徹頭徹尾 之に 反對 し、 安息 曰 を パリ サイ 的 形式主義、 强附會 の解釋 より 

解き放ち て、 神が 初め 安息日 を 定め 給 ひし 精祌を 明かに し、 之 を 其の 本來の 面目に 挽き 回して、 其 

の 神聖なる 思想 を 最高なる 點に 達せし めんと 力めら れ たり。 此を 以て 自ら は 勿論、 其の 弟子 等 をし 

て も、 戰 戰兢々 sq; の 安息 曰 を 守る に 意 を 用うる が 如き ことなく、 進んで は 此の 口に 病 を 癒し 鬼 を 
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逐ひ出 だし、 時 俗の 攻擊を 受けて 自若たり き。 

師弟 或る 安息 曰に 麥の畠 を 通りし 時、 弟子 飢 ゑて 麥の穗 を 摘み 食 ひける に、 パリ サイの 人 等 見て 

以て 安息日 を 汚せり とし、 之 を 詰りし に當 り、 基督が 之に 答へ し 言 は、 以て 主が 安息日に 對 する 觀 

念 を 代表せ る ものと 言 ひて 差 支へ なかるべし。 馬太傳 十二 章 三 節 以下、 馬可傳 ニ章廿 五節 以下、 路 

加 傳六章 三 節 以下 を 見よ。 基督 は 其の 答へ に 於て 四つの 點 を攻擊 者に 指摘せ り。 

第一 イスラ H ルの 歷史は 彼等の 神聖な りと する ものなる に、 其の 中に 於て 祭司の 外食 ふま じき 供 

へ の 麵包を 彼等 自らの 王と 其の 從者 とが 飢 ゑて 食 ひしとの こと あるに あらす や。 斯 くの 如く 制定の 

低き 法則 は 必耍の 高き 法則に 讓ら ざる ベ からす。 第二 モ ー セの 律法と 雖も 全然 融通な きに 非す。 見 

.  a は れ》 

よ 祭司 は 安息 日 に 殿堂の 務を なす を 許さ る.^ に 非す や。 第三 預言者 等 は 神の 矜恤を 好んで 祭奠を 好 

まざる こと を 吿げ、 心の 忠 順なる は 外部の 柔順に 勝り、 道 德 上の 義務 は 祭奠的 義務に 勝る。 第 四 基 

督は 自ら 安息 曰に 主たり、 安息日 は 人の ために 造られた るに、 基督 は 自ら 人の子な りとの ことな 

り。 是實に 安息 曰 原初の 目的 を發 揮し、 其の 有する 權 威の 源と 範圍と を 明かに したる ものに て、 之 

に 反す る もの は 神の 定めし 安息 曰 に 非す と 雷 ひて 可なる なり。 

基督 は斯 くの 如く 安息日 を 崇め、. 之 を擧者 等の 掩蔽 附碍の 中より 救 ひ 出 だし、 其の 精神的の 意義 

を發 揮し、 人の ために 設けられ たる ものと して、 人の 之 を 用うる に當 りて 有する 自由 を說 き、 自ら 

模範 を 示して 必耍 なる 事業 は 之 を 行 ふべき こと を 示し 給 ひしが、 幾何 もな く 其の 事業 を 終へ 『聖善 


性に 出り て』 ill る や、 玆に 新なる 組織 出で 來 りて、 古き 制 {ル に 新 意義 を與 へぬ。 即ち 今の 主の 

日た る 日曜 之な り。 主 は 死の 力の 下に 安息日 (土曜 tn) は ヨセフの 墓の 中に 在りき。 婦人の 弟子 等 

が 『律法に 從 つて 安息日 を 休み』 て 後、 香 膏を携 へて 墓に 赴きし は、 『安息日の 過ぎし 時』 安息日 終 

りて 『七日の 首 日の 味爽』 にて ありし なり e 而 して 主が 此の 婦人 等に 顯れ、 又 他の 弟子 等に 顯れし 

も 此の 日な りき。 基督の 復活 は 新 組織の 始めにして、 璧 日の目 的 を 維持し 擴張 する 所の ものに て あ 

るな り。 

使徒 等 はよ く 安息日 を 守り、 後に バウ の 如き は 其の 條 道して 到る 所の 會 堂に入り、 安息 rn の禮 

拜に 列る を 習 ひとせ しこと、 使徒 行 傳に徵 して 明かなる 所なる が.. 彼等 はまた 一週の 首の 日 を 崇め 

て 時に 之 を 聖別し、 神聖の 意義 を附 して 神聖に 之 を用ゐ たり。 基督が 復活した る は 此の 日な り。 其 

の 婦人 等に 顯れ、 H マオの 途上に 顯れ しも 此の 日な り。 弟子 等の 集れる 所に 顯れし は 此の B の 夕方 

なり。 再び 彼等に 顯れて トマ スを？ i したる も 一 週間 後の 此の 日な り。 聖靈の 大いに 降りし ベ ンテ コ 

ステも 確に 此の 日な りと 考 へらる。 是 等の 事 實は 猶太 人の 實 行し 來れる 一 週の 最終の 日の 安息 を變 

じ、 基督 敎徒 をして 一週の 首の 日 を 主の 曰と し、 此の 日に 安息す るに 至ら しめたる 现. S として 十分 

なる ベ し。 北ハの 他ト 。 了 スに 在る 弟子 等が 一 週の 首の 曰に パン を 劈く ため に來 つて バウ 口 の 敎を聞 

きしと、 又 パゥ。 がコ リント 人に 勸 めて、 一週の 首の 日に 信者 各 其の 得る 所の 利に 循ひ蓄 へ 置け と 

言 ひたる が 如き を 見れば、 當時 一週の 首の 日が 禮拜、 說敎、 賑恤の 日と 定められ たる を 知るべし。 

安息日と は 何ぞキ  四 六 三 
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希 伯 來書十 章 二十 五節に 『集會 を 止む る 或 人に 傚 ふこと なく、 共に 相勸め 云々』 と ある 乂 之と I:!: じ 

方針に ある 敎訓 なり。 使徒 ョ ハネが 默示錄 に 『主の日に 我 霊に 感じて 云々』 (is) と (n へる も、 議 

論 は あれ ど 此の 一週の 首の 日 を 指せる とい ふが 中れ る 如し。 されば 使徒の 時代に 於て は、 信者 皆 一 

週の 首の 日 を 聖別して 之 を 守り、 土曜日の 安息 日 を も 之と 共に 守りた るな り。 

使徒 以後の 時代の 文擧 によれば、 猶太の 安息日と 主の日と は隨分 長く 相 並行した るな り。 第 七日 

は 西方の 諸 敎會、 特に f 維 馬の 敎會 にて は 祭 H とせられ しが.， 主の 曰の 方に 關 して は 十：！ 文書の よく 之 

を 傳 ふるもの あり。 晚 近の 發見 にか、 り、 第一 世紀の 末 頃に 出来しと 證 せらる.^ 『十二使徒の 敎 

訓』 によれば、 主の日 は 基督 敎 徒が 共に 集りて 麵包を 劈き、 感謝 をな し、 其の 罪を吿 白す るの 日に 

して、 又 二 世紀の 初め 頃に 成りし 『パル ナパの 書翰』 に は、 『我等 は 喜び を 以て 耶穌の 死より 甦りた 

る 第 八日 を崇 む』 との 首 あり。 紀元^；！！四十年頃に生存したるジャス チ ン • マル テル は 『日曜と 呼ば 

る X 曰に 於て、 凡て 市に 住む もの 田舍に 住む もの A 會合 あり、 使徒 等の 紀念の 害 及び！ 5 首 者の 書 之 

に讀 まる』 と 首へ り。 羅 馬の 著述家に して ビシ 一一 ァの方 伯 プリ -1 -が、 トラ ジャ ン 帝に 奉る の 書翰 

に は、 基督 敎 徒が、 『一定の 曰に 於て 未明に 集り、 祌と 基督に 讃美 を 歌 ふ を 習と する』、 こと を 載せ 

たり。 

然れ ども 時 漸く 進んで、 安息の 日に 關 する 猜太的 思想 厳しくな り、 異邦人 基督 敎徒之 を 苦しく 感 

する に 至り、 明白なる IR 別 一 週の 七日と B との^に 割せられ、 主の日 は 猶太の 安.： ：-』n より 別 


たれ 了り ぬ。 力 ルセ ，-、 シの大 tot 父 テル トリ アン は 三 世紀の 初めに 於て、 基 哲敎徒 は 安な 曰、 新月、 

其の 他 猶太の 祭 節 を 守る の耍 なし、 唯 だ 主の日、 ぺ ンテ コ ステの 如き、 基督 敎徒 自らの 禮典を 守る 

べき こと をき：： へり。 くて 七日 を 守る の 習惯は 猶太 人の 茶教 信者の 間に すら * 次 失せ ゆきぬ。 

コ ン スタン チン 大帝 紀元 三百 一 一十 一 年に 有名なる 布 吿を發 して、 『尊ぶべき 日曜』 に 於て、 耕作の 

衆に 從ふ もの は 自由 を 得べ く、 官吏 及び 市中に 住める 人民 は 休 fi^ し、 凡ての 商店 工場 は閉づ べき を 

命ぜり。 紀元 三百 六十 三年 頃の ラオ デ キア 龠議 にて は、 基督教 徒が 第 七日の 業 を 休む により 猶太 化 

する を 禁じ、 主の日 を 崇めて 基督 敎徒 として 此の 日 休息 する こと を敎 へたり。 

是基 傅敎徒 安息日 の. H 來 と精祌 なりと す。 

さて 安息日の 制定が 社會 に齋ら せる 幸福 は 如何と いふに、 此は眞 に 明白に して 火 を a るよりも 瞭 

然 たれば、 何人も 之 を 否定す る ものな く、 また 其の 必要 を 担む もの あらざる なり。 ルリく も 社 會の幸 

福 安寧 を 心に 驟 くる もの、 人生の 旅路 を 健全に 蹈み 越えて 成功の 名釋を 負へ る もの、 神と 最も 近く 

歩め る 者、 昝異 口 同音に 之を證 し、 詩人 之 を 讚し、 思想家 之を頌 す。 リ チヤ ー ド • フ ー カルの 如き 

祌舉者 は、 『英國 敎會の 装飾の 主なる 一 つ は、 國 人が 七日 中の 一 日 を 聖別して、 祌の 不易の 法律が 永 

久耍 求す る 所の 義務の ために S うる ことに あり』 と 言 ひ、 大科舉 者べ ー コ ンは 『祌は 我 や ザの 所得の 

十分の 一 を自らのために15^別して求め、 我等の 時の 七 分の 一 を 自らの ために IE!: 別して 求む』 と 一 K へ 

り。 更に 昔に 溯れば、 異敎羅 馬の 帝ジ ユリアン は、 共哀； ^ 敎 徒の 安息日 を 見て、 異 敎社龠 にも 之と Ei; 

安息 H! と は 何ぞキ  ra 六 五 
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様の 組織 を 定めん としたる こと あり。 凡ての 時代の 經驗は 之に 赘 成し、 文明 世界の 人道 はこれ を證 

明す。 

先 づ身體 及び 心意の 上に 及ぼす 之が 利益よ り 言 はんに、 醫擧の 大， 衆に て 之 を 確證す る 人 頗る 多 

し。 有名なる 生物 擧者 博士 カルペ ンタ ー は 其の 經驗 上、 I 週 一 回 全く 休みて 思想 を轉換 する 必要の 

甚だ 切なる こと を 吿げ、 博士 ファ ー ルは其 の 國龠の 委員の 前にて、 『夜間 は 血液の 循瑗 明かに 平均す 

と雖 も、 尙 一生の 長 日月 推し 進んで 可なる ほど 十分に 其の 平衡 を 回復す る 能 はす、 此を 以て 攝理者 

の惠 みに より、 七日の 中 一日 報酬の 日と して 與 へられ、 其の 休みに より 動物 組織 を 完全に する を 得 

べき やうに なり 居れり。 生物 擧 上より 考 ふるに、 節儉 したる 能力 は牧 得した る 能力な り。 凡て 感情 

を 刺激して 能力 を費耗 する は、 即ち 此の 日の目 的 を 損 ふなり  是唯 だ醫士 として の 言に 

して、 敢 て祌學 問題に 關 して 言 ひし ことに 非す。 然れ ども 若し 進んで 眞實 なる 基 5^ 敎の 感化、 即ち 

心の 平和、 祌に對 する 確信、 人に 對 する 柔和 善良に 付て 考へ なば、 心 を 新に し、 心より また 體を新 

にす る 活氣の 源の 中に、 聖 なる 休息と して 安息日 を 高尙に うるより 發 する 泉の 加 はれる を 見る ベ 

し』 と。 共の 他 科 事 者に して 之と 同じき 證言 をな したる 人 少しと せす。 而 して 文事 家 美術家 等の 之 

を證 したる も 亦 甚だ 多し。 蘇國の 大畫家 ダビ ッド *ゥ ヰルキ ー は、 『安息日に 勞作 する 美術家 は 其の 

働き 續 けたる により 速に 精力 を 失 ふ』 と 言 ひ、 詩人に して 哲舉 者た る コル リツ ヂは、 『神 は 安息日 を 

與 へて、 年に 五十二 回の 春を與 へたる が 如く』 感ぜり と 言 ひ、 アイザック *テ IB ルは、 『特に 擧問 


する 者に も、 老 ひたる ものに も少 きものに も、 善く 5^ りたる 安息日、 即ち 禮拜 及び 家庭に 於て、 心 

を 幸福に 働かし めて这 りたる 安息！！、 露 性に 與 へたる 安息日 は、 i:! 力 を 新鮮に する に 於て 此の上 も 

なき 良法な り』 と 言へ り。 

又 安息日が 社 會道德 の 健康と、 國 家の 繁榮に 及ぼす 影饗は 如何。 ^名なる 經濟 者 アダム • スミ 

スは 曰く、 ^息 日 は 其の 祌 の權烕 なりと の 要求 を 別に して 政治的の 組！！ とし て 無量の 價値 あり』 

と。 叉 同じく 大 經濟擧 者た るブ ラク スト ー ンは 曰く、 『道德 の 腐敗 は 概して 安息日 を 汚す より 來る』 

と。 勞働社 會の大 いなる 雇主 等 は、 其の 經濟上 安息日 を 守る とき は 此の 日に 勞 働せ しむる に 優り、 

多額に し て 善良なる 製造 物 を 得と 證 せり。 奴隸 解放 問題の 歷史に 於て 名高き ゥヰ ルベル フォ ルス 

は、 或る 戰爭の ありし とき 其の 必要品 を 製造す るに 當り、 臨時 緊急の 場合 は 格別 なれ ど、 常例と し 

て 安息日に 働き 績 くる を 免ぜら れんこと を 政府に 請 ひたる 者 は、 數月 にして 却て 他の ものよりも 多 

くの 事業 を 成し 得た る こと ありと 報ぜり。 近世の 大政 治 家中に も 此の 問題に 付きて 言へ る もの 頗る 

多し。 ジョ ン* ブライト は、 『英國 の 特質と 其の 種族の 進歩と は、 人類の 必要の 時に 設けられ たる 休 

息の 日 を 川ゐ、 又 守り 得る 法式の 上に 屬す』 と 言 ひ、 グラッドストン も 此の 曰 を 守る こと を 以て、 

園の 宗敎的 特質の 主なる ま 柱と し、 又道德 上、 社會 上、 生理 上より 見て、 全く 緊要なる 義務な りと 

せり。 マコ ウレ ー は 曰く、 『カンパ ニァと スピッツ ベルゲンとの 間の 自然の 差異 も、 之 を 心身の 活力 

充てる 人民の 住める 國と、 心身の 衰弱せ る 人民の 住める 國 との 差異と 比 ぶれば 數 ふるに 足らす、 さ 
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れ ば英國 人の 貧しから すして 富める は、 其の 長年 月間 七日 中に 一 曰 勞作を 休みた るが 故な り。 ■ 此の 

曰 は 失 はれし に 非す。 勤勞 止み、 鋤 畝の 上に 投げられ、 爲眷 通ぜ す、 煙 製造所 よれ 昇らざる 時、 進 

歩 は默々 の 裡に行 はれ、 其の 平常の 日の 舞 ふが 如き 日に 於け るよりも、 國 民の 財力 を $P しつ.. r ある 

なり。 器械の 器械た る 人 は、 力 を 回復して 活氣 湧き 来りつ X あり。 斯くて 月曜に 至り 更に 明快なる 

智力、 活 澄なる 精神、 新に なれる 力 を 以て 其の 事業に 就く』 と。 叉 曰く、 『若し 遇々 過る 三 世紀 間 日 

曜が 休息の 日と して 守られす、 各種の 勞作 毎日 縯 けられ 居たり しならん に は、 人民 は 今日に 於け る 

よりも 贫 しくして 開 進し 居らざる べし』 と。 

叉 古へ より 今に 至る まで、 凡て 敬 虞なる 人人 は 宗敎的 生活の 維持 及び 進歩の ため、 休息の 日の 必 

要なる を 證し、 之に 於け る 喜樂を 語り、 自ら 其の 感化に 負へ る 所 ある を 吿白 せり。 近古の 名高き 

裁判 {n サル • マシゥ • へ ー ル 其の 兒に與 ふるの 書に 曰く、 『余 は 長く 確た る經驗 によって、 安息日と 

其の 義務 を 適當に 守る は、 余に 取りて 格別の 慰藉と 利益と なる を 知りぬ。 我が 他の 時に 關る 祝， 福 は 

此を 守る ことの 中に 結合せられ 居れり』 と。 チン ダ ー ルは新 驛 全書 を 英語に 譯 せんとて 力 を 之に 盡 

し、 途に 暗殺の 毒手に 死せ し 傑士なる が、 其の アン ト ワルプに 在りし 時、 日曜に 多くの 商人の 集り 

來る 商家に 赴き、 聖書の 一 部分 を讀み 聞かせし に 第： く 成功し、 聽衆は 之 を 聞く を 以て 天よりの 慰樂 

となし ぬと 云 ふ。 ダ ン ブ レ ー ン の大 監督 tr 、ハルト • レ ー トン は 蘇 格 簡阈歩 艱難 の歷史 の 中に、 清 白 

なる 一輪の 花の 如く 聖 高の 生活 を 送りし 人なる が、 宗 敎の眞 生活 は 此の 日 を 守る に 馬す と說 き、 『試 


みに 一 年 問 之を廢 すと 想 ひ a よ、 極度の 褻 澄 は祌を 恐れざる 者の 間に 起らん。 今是 等が 悔 改めざる 

まで も、 褻 より 防がれ 居る は、 祌のー 一目の 說 かる、 と、 彼等が 外面に 於て 公共 禮拜に 列り おる とに 

由る 。然 り、 最も 精神的なる 人 は、 此の 日を廢 する に 於て 自ら 損失 者た る を 知るべし』 と。 マルチ 

ン • ル ー テ ルは 曰く、 『人 は 一 週間に 特刖の 日 を 守り 沈思し、 聽 聞し， 叉 學ぶを 善しと し、 必- „ ^と 

す。 何と なれば 人 は 凡て C 曰 を 己が ま、 にす る 能 はす。 自然 も 亦 一 週 一日 人畜の 勞作 なくして 靜か 

に 送るべき こと を 要求 すれば なり』 と。 ヘン リ ー • マ ルテ ン 等の 如き 異敎徒 間の {ー且 敎に從 事せ しも 

の は 此の 曰に 至上の 喜び を 感じ、 西 印度人の 使徒と 呼ばる、 ジョ ルジ、 H リオ ッ トは、 『宗敎 全體は 

我等の 安息日に 準じて 生育す。 貧しき 安息日 は 貧しき 基督 敎を 作る。 我等の 安息日 を嚴 守す る こと 

は Re て 他の 義務に 活力 を 鼓吹す る を 知る』 と 言へ り。 哲舉者 a ック は、 『人 は 未來を E わ はざる を 得 

す。 此を 以て 其の 心を宗 敎に繁 ぐ。 故に 自ら 之 を 正して 现 解し 正しく 推究 せざる 可ら す。 若し 勞作 

の 休止 を 善用し、 他の 不必要なる 多くの 物に 於け るが 如く、 執 一心に 智識の 進歩 を 計らば、 基督 敎世 

界に 於け る 七日 中の  一 n は、 此の 宗敎の 正 念 を 理解し 構成に 充て、 十分なる ものな り』 と 首へ り。 

萬！； 1=^ 丄将敎 徒 古今 の 譜美歌 中に 於け る 安息日 の 地位 は 一 百 はす もがな。 基督 敎國 の 家 庭 の 歌に 於 

て、 又 t 一 吋 人の 絶妙た る吟咏 に 於て、 安息日 即ち 主の R は 無 i の 榮光を 以て 輝き わたれる なり。 ヘン 

リ • ヴァ ゥ ハ ンは之 を 以て 眞の 安息の 輝け る俤、 祝福の 閃光、 一 週 一 回の 天、 来世の 喜びの 豫め取 

らる、 口、  ^ra の 巾に 永遠 を 求むべき 日、 あらゆる 時代の 以，^ に攀ぢ 上るべき 梯、 暗き 諸 日の 堆積 
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せる 中に 人 を 照す 燈光、 全 週間 失 ひたる 物の 豐 かなる 又 十分なる 贖 ひ、 と 歌 ひ、 ジョ ー ジ、 へ ルバ 

ルトは 其の 死に 近づきし 時、 此の 日 を 以て、 最も 靜 かに 最も 光輝 ある 日、 此の世の 菜に して 來 世の 

is なりと 咏じ、 汝の 光な くば 一 週間 は暗黑 なり、 汝の 炬火 は途を 照す と 言 ひ、 バ ルンス は 又、 靜け 

き 喜びと 聖 なる 感じの 時、 神の 靈が 上より 地に 向って 神の愛の 翼を擴 ぐるの 時、 聖 なる 想 天の 使の 

如く 我 宿の 戶に 訪づ る、 の 時、 あ、 天に も 地に も 七 曰の 最も 美しき 夕なる かなと 歌へ りノ 其の 他 

E、 ス ぺ ン セル、 ブラウ 一一 ング 夫人、 I、 グラ ハム、 H 、コ ルリ ッヂ、 c、  w、 ホル ムス、 ホ イツ 

チア ル等は 安息日に 關 して、 其の 美妙の 咏吟 をな したる 詩人 中の 最も 著る しき 者な り。 

斯 くの 如く 人類の 道徳的 及び 宗敎的 生活に 深き 感化 を 及ぼし、 社會の 福利、 國 家の 勢力 繁榮に 影 

饗を 及ぼせる 組娥、 豈 にた ビー 片 政略 的の 機智 若く は 普通の 宗敎的 感情に 出で しもの ならん や。 博 

士ク ロリ ー 曰く、 『安息日が 神より 出で しもの なること は、 其の 人類の 低き 性向に 反對 せる に 由て 證 

すべし、 何の 世 か 自然に 人類が 其の 勞 力の 七 分の 一 を棄 つる こと を敢 てすべき や。 立法者 斯 かる こ 

と を 定めしな らば、 民 は 決して 之に 耐 ふる 能 は ざり しなるべし』 と。 

以上 陳述せ る 所に 據り、 安息日の 起源、 歷史、 感化 及び 利益 は 明かな らん。 之に 於け る 神と 立法 

者の 耍 求と、 基督の 態度と を考 へな ば、 今日 基督 敎 徒の 間に 種々 の 議論 ある 安息日 問題 も、 自ら 正 

當 なる 解釋に 達せら るべ く、 信徒 生活の 上に も 確乎たる 繩墨を 見出だすべき なり。 

1 八 九九 年 七 月 (i 曰 新報) 


戰 爭の聲 なる か 

出 埃 及 記を按 する に モ ー セ 西 乃の 山に 登りて 還り 來る こと 通し。 之が ために イスラ H ルの 民心 

大いに 亂れ 立ち、 正しき 信仰 を 失 ひて 金の 積 を 鑄 成し、 其の 前に 祭壇 を 築き、 朝早く 起き 出で」 燔 

祭 を 獻げ酬 恩 祭 を 供 ふ。 衆 坐して 飮み食 ひ 且つ 起ちて 舞 ひ 踊る。 斯 かりし 程に モ ー セ 身を轉 らして 

山より 下り 来る。 

ョ シ ュ ァ 之に 隨 行して ありし が 途次 人民の 騷ぎ呼 はるを 遙に聽 き、 是を 依し みて モ ー セに言 ひけ 

る は、 『此は 必定 變 事の 起り たらん と覺 し。 營中戰 爭の聲 すなり』 と。 人民の 狂 ひ 呼 はる 聲常 時には 

あら じ、 戰爭 まさにた けな はなる べしと ヨシ ユア は 之 を 聞き取りし かど、 老熟れ たる モ ー セ云 ふ、 

『よく 耳を澄まして 之 を 聞くべし、 此は勝 閧の聲 にあら す、 叉 敗軍して 號び 呼ぶ ものと しも 聞え 

す、 我が 聞く ところの もの はう ち 戯れて 歌唱 ふ聲に 似たり』 と。 

今や 日本に 於け る 基 の敎會 色めき 一旦り て、 所謂 運動なる もの 頻りに 起らん とす。 傳 道の 營中氣 

色 立ちて 人々 の 相呼號 する 聲は聞 ゆ 老練なる モ ー セを して 之 を 聞かしめば、 傳道界 に 希望 滿ち、 

元氣振 ひ、 世 を 救 はんと 欲する の 志 盛に して、 勝 閧の聲 天地 を搖り 動かす の概 あり や。 我旣に 世に 
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勝てり と 呼 はりし 主 耶穌と 其の 復活と を 確信し、 神の 全能なる 主權を 誠實に 認識し、 我に あらす 基 

if?:!- と共に 在りて 活動す との 經驗に 富める ものに 非 ざれば 勝 閧の聲 を 以て 炼 道に 從事 する こと 能 は 

ざるな り。 士 氣萎微 せした め旣に 勝閧を 揚げて 打ち 懸る 程の 精 祌存せ すん ば、 如何に 奔走し 如何に 

罵り 騒ぐ とも 戰利 あらん こと 頗る 疑 はしと 謂 はざる ベから す。 基 督敎徒 の 間に 敗北の 叫び 聲聞 ゆる 

もの あり や。 敎會の 多く は 失敗の 嘆聲 を：^ らしつ \ あり。 曰く 會衆思 ふが 如く 增加 せす、 曰く 资金 

乏しき を 如何せん。 曰く 信徒の 品質 陋劣に して 見る に 足らす と。 然れ ども 敎會の 信徒が 罪惡 のた め 

に 仕て 遣ら Ir- たる を 悔恨し、 慚愧 嘆息して、 道 德 上 各自の 敗北に 泣き、 靈 性の 汚濁に 烦悶 する の聲 

甚だ 微かな り。 牧師の 維持、 敎會の 整理に 心を勞 する の外餘 念な く、 社會 の罪惡 及び 自家の 不義の 

ために 悲 みて 切なら す、 甘パの 痛悔の 念 甚だ 深 か ら ざると き は、 傅 道の 勢 振 は ざる を 惟し となす 勿 

れ。 是常然 のこと なる のみ。 罪悪の 方面に 敗北の 叫び 聲 天に 達する まで 聞えざる は傳 道の 最大 弱點 

にあら す や。 

更に^だ しき は 傅 道 者 を 首と し 敎會員 す ベて 漫然と して り 、 漠然 として 祈る に は 冇らす やと 疑 

はる \ もの なきに 非ざる なり。 熱心 無き 說敎は S しき 聲に 過ぎす。 講壇の 調子、 祈り 會の 有様 をし 

て輕 薄に 歌唱 ふ 如き ものなら しめば、 せ 〈の 勢力な きも 道理な り。 

モ ー セの 在ら ざり し 間に イスラエル 人 は 飲みつ 食 ひつ、 起ちて 舞 ひ 踊りたり。 遠近 を 驚かす に 足 

る べき 騷動も 其の 實男 ましき 勝閧に 非す。 道念に 促されて 眞 面目なる 痛快の 哀 聲を發 てるに も 非 


す、 彼等 はた^ 粉 * として 騷ぎ 興ぜし のみ、 而 して 敎 會の營 中に 聞 ゆる は 何事 ぞ。 ra^ して 勝 閱の聲 

なる 力 

兄弟よ、 耳を澄まして 之 を 聞くべし。 これ 將た 性 醒め 來 りて 其の 罪惡に 泣く ものなる か。 傳 

道^も 會 吏も愼 みて 之 を 思へ よ、 た 戯れて 歌唱 ふ 如くなら すん ば 福な り。 

一八 九九 年 一  一 „«s 音 新報. > 

『さ ん び か』 

豫 ねて 評判の 『さんびか』 が 愈々 出來 た。 歌の 數が總 計 四百 八十 五。 此の 一 點 だけで も 日本で は 

穴..； 前で ある、 數 ばかり 幾ら 多くても 歌の 品質が 劣等なら ば 仕方がない、 此 は精讀 した 上で 無ければ 

何とも 言へ ぬ 故、 先づ 他日の 事と したい。 然し チヨつ と 見たところ では 詞の遣 ひ 方な ど從 前のより 

も 幾分 か 善くな つた かと 感ぜられる。 中には 字句が 稍 や 美く つて、 詩趣が 滅 じて は 居 はせ ぬかと 思 

ただ 

はれる の も 有る やう だ。 音 樂に 至って は餘程 進歩して 居る やう だが、 何れ この 道に 堪能な 人に 質 

して 見なければ ならぬ。 何に せよ、 編 慕と 出版と に 用 ひられた 人の 數と、 其の 勞 力から 言っても、 

『さんびか』 は 一 つの 大作に 違 ひない。 中に 共通 譜美 歌と 言 ふの が 百 二十 五 首 ある。 其の 良否 はさ 
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て 置き 此ら が總 ての 敎 派に 用 ひられる と 閜くは 愉快で ある。 然し 各派 共通の 讃美歌が、 外國 宣教師 

たけで 專斷 に採擇 され、 專斷に 共通なる 名 を 之に 被らせられ たと 首 ふ は 大いに 間違って 居る。 今後 

聖書の 飜譯ゃ 出版な ど を、 此の 筆法で 遣られて は 甚だ 不都合で ある。 此の 邊は 一つ 論すべき 問題 だ 

と 思 はれる。 

兎に角 日本 基督 敎會、 組合 敎會、 美以 敎會バ プテ ス ト敎會 などが 一 致して、 一 つ の 『さんびか』 

を 用 ふることの 出来る は、 基督 敎徒 交通の 進 步で嬉 ばし い 現象と 言 はねば ならぬ。 日本の 基督教に 

して 外國に 誇るべき 所 ありと せば、 此 はたし かに 其の 一 つで あらう。 

茶： 督敎の 日本に 於け る 進歩 は遲々 として 遣憾 であるが、 明治 七 年頃で 有た、 熊 野 雄 七 氏が 十數首 

の讃 華、 歌 を 出版され た當 時より、 今度の 『さんびか』 に 至る までの 感 e,- は 明かに 進歩で ある。 昔 は 

本多庸 一氏の 如き も、 止む こと を 得す、 詩人の 役 を 勤められ たの であるが、 今日 は 外に 人 も出來 

た。 『耶穌 我 を 愛す、 左様 聖書 申す』 〔(？ ) の 歌は疾 くに 昔の 歷 となって、 日本 基督 敎 徒の 無邪氣 

なる 大瞻を 後世に 傳 ふる 好材料と なった。 然し 『さんびか』 第 四百 十八 を唱 へる とき、 『あ-. 耶穌愛 

す』 と，！！ つれ 昔 を 嬉しく 思 ふ 人 も ある だら う。 『あ A 耶穌 愛す』、 言 こそ 好くない が 情と 詩趣 は 反つ 

て 優って 居る。 此の 一 首 は 固より 意味の 淺ぃ兒 案 歌で、 殆んど 言 ふに 足らない 樣 であるが 蓋し 『さ 

ん びか』 の 短所 此の 邊 にあり はせ ぬか。 

, 、  かしらが *- 

不圖 『さんびか』 第三 百 六十 七 『さりに しひと を』 の 一 首 を 見たところ、 英語の 頭書に 作者未詳 


として ある。 此は 木村燈 子の 死なれた とき 或る人の ものされ たの を、 其の 葬式に も 今様で 歌った の 

である。 燈 子の 身の上 を 知る もの は、 斯の 歌の 意味 を 善く 解す るで あ. らう。 外 固に は譜美 歌の 作者 

ゃ緣 起な どに つきて 多くの 面 日 い 書物が 出来て 居る。 傳道日 尙ほ淺 き 日本で も 追々 之と 同様な 趣味 

が 起り つ. - ある。 或る 讃宰歌 は 歷史體 である、 親 や 子の 死ぬ とき 歌った とか 何とかで、 家族の 記憶 

に 神聖に なった もの も あらう。 現に 横 濱地藏 坂 上の 蓮 光寺に K.^ みつとい ふ 人の 墓が ある。 其の 碑 

面に 『1: 死す とも、 耶穌 天に ともな ふ』 と 彫って ある。 即ちみ つ 女が 死ぬ ときに 信仰 を 以て 唱 へた 

か >J み 

一節で ある。 之 を 妻 や 母の 記念 を悽 かしく 感 する 人々 が、 新版 『さんびか』 を 手に 5^ る や 直に 第 四 

百 十八 を 探って 見れば あな 無慘 彼の 一 句 は 影 も 無い。 此れ 『さんびか』 編！： 者 諸氏の 罪と 言 ふで は 

無い が、 大いに 注意すべき 一 つの 點 であると 心得る。 

i 讃美歌 『神 わがしろ なり』 は 今度の 『さんびか』 に 如何にな り 居る か。 わが 愛唱の 一 つ、 心 

もと^く a ひて 之 を 見れ. ま、 成る 程 字句 は穩 やかに なった が 詩の 勢 ひと 味と が 全く 脫 けた、 此れ か 

しり 

$s の 腰折と でも 言 ふので あらう。 Ware の譜で 遣る と 悪魔 を も 追 ひ 卻ぞけ さうな 勢り に 感ぜら 

れ たが、 『さんびか』 のま X では モウ 駄目 だ。 われら 一 々讀ん で 見ぬ から 强くは 言へ ぬが、 此ぅ言 

ふ 事 はたし かに 失望の 一 ケ 條に算 へられる だら う。 

然し 其の 代り 今度のに は 之と 意味の 近い、 ルゥ 千ルの Kin-  Fcstc  Rirg  (第 四百 二十 七) が 出て 

居る。 プ ヒア スタン ト 基督 敎の發 生に 大關係 ある 斯の歌 は、 此 から 曰 本 基督 敎 徒の 精祌を 動かす で 
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あらう。 此の 勢 ひで 傳 道し、 此の 敵 懷心を 以て 凡の 不義と 戰 ひたい ものである。 ル ウテ ルは千 五 百 

三十 年 コ ー ブル ヒに 於て 每 日の 様に 之 を 歌った。 千 五 百 四十 六 年 一 一月 十八 日 ルゥチ ルの 死んだ と 

き、 墓で 歌 はれた の は 此の 沈痛に して 信仰と 男氣 とに 滿 ちた 譜美歌 である。 千 六 百 三十 一 年 九 ：：：ト 

七 曰 ライプ ツイ ヒの戰〔1^にグ ス ターフ • ァ ードル フは 其の 全軍に 此 欹を唱 へさせた。 千 八 H 七十； ： 

年の 普 佛戰爭 に 普 魯西軍 は ルゥチ ルの 『祌 はわが やぐら』 を 合唱し っム、 EJ 里まで 敵 を 追 ひ 込んだ。 

ル ウー 1- ル のこと で 思 ひ 出した。 彼 は I 生の 問に ラテ ン語 より 三十 一 首の 歌 を飜譯 し、 五 首 を 創作 

し、 十三の 譜を 作った。 ルゥ千 ルの 首唱で 最初 出 來たプ ヒア ス タント 基督 敎の 讚美歌 は總計 僅かに 

そん な 

八 宵。 精神 上の 戰は 此れで 戰 はれた。 して 見る と： si に 多く 貪る に 及ばぬ、 精選が 大切で ある。 日 

本の 傳道 もル ウー 1- ルの歌 を 待って 居る。 信仰 ある 天才の 出で なんこと は 心 ある 人々 の 神に 祈る 處で 

ある。 

ルゥ テルの 言に 斯う ある。 『余 は 音樂を 祌學の 次に 置く。 余 は タビ千 其の 他の 聖徒が ® の 2 取 も 

神聖な 思想 を 詩に 詠 じた 理. e を 解す』 と。 故に 彼 は 詩と 音樂 とに 非常な 重き を 置いた ので ある。 
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新年と 基督 教徒の 家庭 

新年 は隨分 古い 昔より 我國 にて 一年中の 最も 幸福なる 日と して 祝 はれて 居る。 我々 は 子供の 時の 

レ め かざ リ 

事 を 思 ひ 出で て 今でも 胸の 躍る を覺 える ので ある。 曰く 七五三 飾、 曰く 門松、 曰く 福壽 草、 曰く 蓬 

菜、 曰 く 雜^、 曰く 屠蘇、 曰く 社參、 曰く 廻禮、 曰く 年玉の やりとり、 實に賑 かで 忙 がしくて、 而 

して 樂 しかった。 其れから 七日に は 人 日と いって 七草 汁 を 啜り、 十一 日は鏜 開きと いって 汁粉 を 作 

り、 十五 日に は 小豆粥 を 炊ぎ、 正月 は 實に御 祝 ひづめであった。 上下に 通じて 最も 一般に 樂 しまれ 

て 居る の は、 思 ふに 此の 新年で あらう。 

基 SE 徒 は 此の 新年 を 如何にして 送って 居る か、 叉 如何にして 送ったら 善い ので あるか。 多少 惑 

つ て 居る 人 のない でもな い か と 思 う。 そこで 少し く 之 に 付て 意見 を述 ベ た い と E め ふ。 

先づ 西洋の 基督 敎國 では 新年 は 如何に 見られて 居る か を 話さう が、 西洋で は 元日 は 矢 張 『新ら し 

き 年の 日』 と肯 はれて 居る。 然し 此頃 は旣に 所謂 クリス マ ス 休日の 中に なって 居る。 クリスマス を 

ば 家庭に 於て 非常に 樂 しく 祝す る HJ は 皆 人の 知る 所。 共の クリス マ スの 祝賀の 時に、 餘り 遠方なら 

ぬ 所に 行て 居る 者な ど は 父母 兄弟の 所に 歸 つて 来る。 小說 など を讀で 察する とに 身邊の 親族な ども 
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1 家 を 擧げて 尊ね て來る こと も ある やうで ある。 斯くて 此の 休暇 を 温かく 樂 しく 過す 內に 新年 を迎 

へる ので ある。 年贺 の狀 とて は 別に 出さない けれど、 クリス マ スの 時、， 其の 祝賀と 兼ねて 新年 を 祝 

すと 書て 達り 合 ふさう である。 煖爐 を圍ん での 睦 みの 狀は眞 に 思 ひ やられる。 敎會 では 如何す るか 

とい ふに、 プ。 テス タントの 多くの 敎會 では 定まった 事 も 無い やうで あるが、 天主 敎會、 希躐敎 

會、 及び 英國々 敎會、 即ち 聖公會 では、 元日 をば 『割禮 の 日』 として 一 の 祭日に 加へ て ある。 之 は 

基督の 誕生 を 十二月の 二十 五日と 定める と、 丁度 元日 は 八日 目に 常り、 基督が エルサレムの 神殿に 

伴れ 行 かれて 割禮を 受けさせられた 日に 常る からで ある。 

されば 西洋 の 基督 敎國 では 我國 ほどに 新年 を 重んじな いが、 鬼に 角 新年 を 幸 ひなる 日と したの 

は、 年賀の 口上 や 文が 『幸福なる 新年 を 祝す』 とい ふので も 分る。 唯 だ 其の 少し 前に 行 はれる タリ 

ス マスが 一 年中の 最も 偸 快な 日で、 一 同 歡を盡 す ことにな つて 居る から、 新年が 比較的に 淋しい の 

である。 

基督教の まだ 左程に 人心に 勢力の 無かった 昔、 羅 馬の 國 では 新年 は 非常に 重んぜられた。 此日は 

1" 嘩ゃ 訴訟 沙汰 は 禁ぜられ、 祭壞 では 香 を 焚き、 子分 は 親分に、 奴隸は 主人に 贈物 をな し、 友人 や 

親族 同志の 間に も i„i 物の やりとりが 行 はれ、 N ひに 廻 禮し合 ひ、 様々 の 面白い 遊戯 も 行 はれ、 實に 

娠 かで 人民  一 の樂の 日であった。 其れから 九日、 十一 日、 十五 日な どに も 祭が あった。 

斯 かる 習 惯が行 はれて 居る 所に、 基督 敎が 次第に 蔓 つて 行た ので あるが、 勢 ひ 基督 信徒 も 其 等の 


習惯を 其の ま&に 守って 行く とい ふ 風であった。 そこで 心 ある 者 は 非常に 之 を 忌んで、 如何 異教の 

惯 例に 從 ふの は (儿 しくない と 首て、 此の 新年 祭 を 守る こと \、. 共れ から 其の 直ぐ 前に 行 はれた サッ 

ル ナリヤ 祭 を 行 ふこと を 非常に 攻孿 したので ある。 所が 五 世紀に なって 如何しても 此の 習慣が 去ら 

すして、 共丄督 信徒 も往 々異教の 祭に 捲き こまれる のを慨 いて、 サ ツル ナリヤ 祭と 同じ 日 を 基督 降誕 

の 日と 定め、 之 を 基督 祭と して 祝 するとい ふこと になり、 一方で は 異教の 祭の 勢力 を 挫き、 一方で 

は 信仰 を 養 ふの 乎 段と したので、 クリス マ スも S 來た り、 割 禮日も 起った ので ある。 斯うい ふ歷史 

が あり、 叉 西洋の 基督 敎社會 では 前に 述べた やうな 習慣 も ある ことで あるから、 我々 日本の 基督 信 

徒 は、 善く 鑑み、 善く考 へて 新年 を迎へ 送りたい ものである。 

偶像 思想 は 全然 容赦して ならぬ が必 すし も 鏡餅 も、 雜煮 も、 S も、 全く 廢 して 仕舞 ふに は 及ば 

ない と 思 ふ。 特に 親族 友人の 家 を 音づる \ こと、 遠方に 在る 人々 と 年賀 狀を 取り 交 はすこと、 或は 

虚飾 虚禮に 流れない 範圍に 於て 贈物の やり取り をす る ことな ど は、 何れ かと 言へば 美 はしい 習慣と 

して 保存して 置きたい ものである。 基督 信徒 だからと 言て、 一 年に 一 度 も 親族 友人 を訪 はないで 平 

氣で 居る 者な ど は、 却て 困った 人物で ある。 敎會 員な どに は 動 もす ると 平素は 忙 がしい からと 言て 

御免 を 蒙り、 新年な どは舊 習慣 ゆ ゑ 從ふを 要せぬ と 言て 御免 を 蒙り、 牧師 や 兄弟 姉妹の 家に 幾年 も 

足踏みせ ぬ 人が ある。 恥 かしい 話 だ。 

然し 更に 願 はしい こと は、 訪問 も、 賀狀 も、 装飾 も、 視も、 贈答 も、 スック リ之を クリス マ スに 

新年と 基 g 教徒の 家庭  K 七 九 
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集中して 仕舞 ひたい ことで ある。 § や、 鏡餅 や、 福壽草 や、 其 他の 習慣が 歷 史的で 何だか 奧 ゆか 

しいならば、 其れ 等 も 繰り上げて クリスマスの 時に 合 はせ て 仕舞 ひたい もの。 お 正月に は 唯 だ 家族 

打ち 寄って、 新ら しき 年 を 祝 ひ、 神に 感謝し、 一年の 祝福 を 祈り、 雜煮を 共に 食 ふ 位の ことにし 

て、 心 ゆるやかに 叉 淸く之 を 守り、 後 は 家族の 者 や 極めて 親しき 者 ども 打ち 寄りて 歌留多な り、 雙 

六な り、 思 ひ/ \ に 遊んだら 善いで あらう。 而 して 新年 は 多く も 三日間 位で 締切と し、 日頃から 

は モウ 平常の 仕事に か乂 りたい ものである、 何 曰 も/ \ 遊びつ、. -け、 仕事 も 手に つかす に騷 いで 居 

るの は 實 に 下品の 至りで ある。 

尙又 家の 中の 遊戯な ど は餘程 注意して もら ひたい。 多勢 若い 男女な ど を 呼び 集へ て、 無禮講 とも 

何とも 一一 目 へ ぬ騷ぎ をす るな どは愼 むべき であらう。 基督 信徒 は 矢張濫 りゃ亂 に陷ら ない 工夫が 肝要 

である。 左様い つたから とて 何時も 鹿爪らしく 澄まして 居よ と 一一 目 ふので はない。 額 を 外す ばかりに 

笑 ふこと も、 歌ったり 彈 じたり する こと も 差 支ないで あらう。 唯 だ 智慧 を 以て 此 間に 處 せなくて は 

ならぬ ので ある。 

sf の 多くの 慣例 を クリスマスに 合 はせ ると いふ こと は、 一寸 出來 にくい やうに 思 はれる。 けれ 

ども 初の 內 少しく 辛抱して 斷行 するならば、 家の 定 つた 習慣と なる。 基督 信者で ない 親族 や 友人で 

も、 間もなく 之 を 認めて、 彼の 家 は ああい ふ 習慣 だとい ふこと を 承知し、 向 ふから 此方の 習慣に 合 

はせ て來る やうになる は受合 ひで ある。 特に 西洋と 同化す るの 勢が 非常に 强く なって 居る 今日 及び 


. r つ .u, ともお； e あらう。 現に クリス マ スと いふ ことが 如. やに. すノ 

此後 であるから、 之 は 左 ほど f らす とも. t^MS? 見て 驚く. よかり でない か、 我々 が 遠 

:T•、PK^>.A。 町みの！：；出し廣吿を見 新^の廣吿  ^ifc 

の 思想 を 駆逐して 基督教の 意 装 を 萬？"^ ォ  一九 〇 六 年 ニー  55 報) 
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然れ ども 主 は 『汝； t の圃 より 遠から す』 との 宜吿を 之に 與 へたり。 此は設 令 ひ 我 言 ふ 所に 然 かく 

黉成を 表する とも、 汝 未だ 祌の國 に 入りし ものに 非ら す、 其の 門外に 彷徨す るに 過ぎす と、 嚴 しき 

非難 を 之に 加へ しなる か。 な、 汝の 態度 大いに 好し。 更に 一歩 を 進まば 神の 國に 入る を 得べ し、 

今の ままに 過ぐ る は殘念 なり、 何ぞ 自ら 省みて 奮勵 せざる やと、 之を您 通せられ しなる か。 何人も 

後者の 如く 考 ふること を 好むな るべ し。 何れにせよ、 學 者が 未だ 神の 國に 入る こと 能 は ざり し は 事 

實な り。 

蓋し 神の 國は 嗜好に 非す、 興味に 非す、 賛成に 非す、 同感 を 表する に 非す、 斷然志 を 傾け、 意 を 

決して 主に 從ひ、 之が ため 多くの 犧牲を 供す る を も 厭 はす、 神の 國に 献身す るを誚 ふなり、 例 すれ 

ば 限りなき 生命 を嗣 がん ためにに 何を爲 すべき やと 問 ひしに、 耶穌の 『汝總 て の 物 を K りて 我に 從 

へ』 と 答 へられし 如し。 意 を 決し 斷 じて 行 ひ、 或る 活 問題 を 捉 へて 之に 伴 ふ權牲 を辭 する は 吾人の 

神の 國に 人る 唯； の途 なり。 此の-,^ e: より 入らす。 思想と 興味と をのみ 有し、 何の 苦も無く、 全く 

、  SJJ  、ニー 

十字架 を 忘れ 得て 入らん とする もの は窃盜 なり、 强盜な り。 決して 祌の國 の 市民た る こと 能 はす。 

バ プテ ス マ を 受けて 教 食に 加盟す るて ふ 事のう ちに 斯 くの 如き 意志の 與裔と 4 ぼ 身：^ 行爲と の鮮ゃ 

かに 含まれた らんに はバプ テス マは戰 場に 赴く ものの 水盃の 如く、 入會は 其の 隊に加 はり、 死 を 冒 

して 先登す る に 異ならす。 高潔な る 義烈 の 所爲、 自ら も 新ら し き 生， ゆに 入 ひたりて ふ感覺 確 かにな 

り、 之に 依りて 精神 上長 足の 進 步を爲 し、 他人 も 其の 行動に 感激して 大いに 敎 へらる ると ころ あ 


るべ し。 

然れ ども 現在の 1^ 様に て は、 敎 食に 於け る獻身 的の 同盟 典の 當然の 程度にまで 達せす、 犧牲 的の 

辜 業 だ 振 はす、 姑息の 泰平に 狎 れて戰 時の 心掛け 極めて 簿く、 バ プ テス マ も M 氣を iis ふだけ の 水 

盃を^1:5味せす、 敎.^ に 列す るも然 まで の 危險と 苦 勞とを 負 ふの 必要なし。 敎會は 風波な き. 港！； に 船 

の！^ れ 入りし 様に て 各； in 安心 の經 營に餘 念な く、 己が- 1 性 を 徒ら に 装飾す るの 外 他 le^ なきに 似た 

り。 =f.^ だしき は是 れバ プ テス マ に 用 ゆる 水の 少なき より 生す る 弊害な りと 解 釋 し、 多摩川の 水に 身 

を 浸して、 ：；：：！ ハの 9M„- に 一大 變 化の 起り たる を 感ぜん と 工夫す る 徒 # も あり。 此は 酒に 醉て元 を 興 

^せしめん と 欲する の 類 ひに て 識者の 與 みすべき 所に 非るな り。 

バ プ テス マ を： ぬする も の眞 に 基督 の 救 ひ を理會 し、 心中 新たな る 生命 の經驗 S やかに、 公然 信仰 

を il.:l.al し、 敎會に 加盟し、 之より！！ 身 的 事業に 着手して、 七 字 架の 徽窜 を.； 咼く揭 ぐるの 決心 堅 S な 

らば、 何ぞ 水の 分 3; を 論ぜん。 バプテ ス マ は 易 水に 壯士を 送る よりも 悲壯 なる 出來 事に てァ ブラ ハ 

ムが カル デャの ウル を 出で て 神 の 示 めす ベ き 新たな る 土地に 移住せ るに 異ならす。 意志 の 昂騰 之 よ 

り 盛なる ものな く、 忠 e?; 義烈 何もの か 之に 加 ふること を 得ん や。 現 八 r の パプ テ ス マと 入 會とは 嗜好 

を 表明し、 興味 を吿 示して、 然 まで 苦にならざる 約束 を 奉じ、 從來 と餘り 異ならざる 生活 を！. 椴 緩す 

るの にて、 僅かに； 擧手ー 投 足に も值 ひせざる 禁酒 禁堙を 無上の 犧牲 なりと 觀 念し、 食 車より 

落つ るパ ン の：：^ にも 等しき-ほ 金 を奮發 する の 外餘ひ 多くの 必要 を 感ぜざる なり。  • 

神の！： より 遠から チ  g; 八 三 
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佛 門に 入る もの は 出家し、 剃 髮し. 墨染めの衣に 身を變 する 等 忽ちに して 別天地に 入る 如き 革命 

を 促が さんと 欲す。 救世軍 は 赤色の 章 を 佩用して 自ら 世の 物 笑 ひたる に 甘んじ、 其の 士官 兵卒た る 

の 任務 を 明白に 負擔 して 精神に 背 水の 陣を 布かん とす。 此等は 皆 一 躍 神の 國に 入らし めんと 欲する 

の 工夫に て、 暫く 多少の 効力 ありし を 疑 はす。 然れ ども 機械的の 手段 利害 相 交りて 結局 無効に 51 

し、 害 多くして 利益 之 を 償 ふ に 足ら ざ る を發 見す ベ し。 

つ 更生の 意義 を 明かに し、 救 ひの 經験を 熱 切なら しめ、 敎會の 約 朿を儼 かにし、 之 をして 活力 充實 

し、 獻身 的の 事業 頓る繁 く、 戰 爭間斷 なく、  ^惰 なる もの、 臆病なる もの、 不忠なる ものの 片時 も 

辛抱し 難き 所たら しめば、 バ プテ ス マと 入會 とは大 いなる 意味の 出來 事なる べし。 然か あらざる は 

無敎， tE 論、 バ プ テス マ 無効 說 の唱 へらる る 所以に あらす や。  一 九 0 七 年 六 0;ハ^4音新報) 
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。ハウ a の 如く 天幕 を 造りつ 、傳 道に 從事 する 場合 は自 から 別問題に 屬す。 俸給 を 以て 支 へらる、 

傅 道 者と 金錢を 以て 維持 せらる \傳 道 機 關とを 用 ひて 傳道 を經營 する ものにして 自己の 資力 を 量ら 


す、 漫 りに 傅 近に 從 事せば せ 、の！^ 齊 t:^、  だしき は 罪悪に 陷る ことなき を 保せ す然れ ども 之より 

も 更に 惡 しき は、 之 を 托すべき 人物な くして 傅 道 を 開始し、 必要に 迫られて 已 むこと を 得す 主の 事 

樂を 品性、 學識 ともに 其の 人に あらざる ものに 托する ことなり。 傅 迸 は 人物の 撰擇を m しとす。 適 

常なる 人 を 得すん ば、 着手せ ざるに 如かす。 已に 着手した る も 之 を廢 止す る を^ すべから す。 苟 

くも 一時の 急 を 補 はんとして、 人を傳 道に 濫用す る は 主の 事業 を 害し、 良き 傅 道 者の 出づ べき 路 を 

杜絶す るの 結 粟 ある を 免れ 難し。 今日 傅 道の 急務、 良き 傳道者 を 養成す るより 甚 しきもの なし。 日 

本恶督 敎會に 就いて 之 を 見る に、 按手 禮を 受けて 傳道 する もの 百 十六 人、 傳道者 八十 六 人。 日本 基 

齊敎舍 は 男女 老幼 打 混じて 敎會六 七十 人 毎に 一人の 堂々 たる 敎師を 有す。， 敎師、 傳道者 を 合算 すれ 

ば會 nM 七 八十 人 毎に 一 人の 主任 敎職者 を 有する 割合な り、 而 して 無 牧の敎 少なから す。 主任者 を 

得ざる なり。 傅 道 界は實 を 結ばざる 無 花 樹を 以て 空しく 地 を-塞がれたり。 之が 爲 めに 力 ある 人、 

傳 道に 身を委 ぬる こと を禱隨 する に 至る。 多くの 彌次馬 入口に 充滿 せる が 故に、 非常なる 方法 を 採 

り、 『i^ 蓋 を 取り除』 かざれば、 傳 道に 身 を 寄す る こと 能 はざる なり。 不適 常なる 人 を 濫用す るの 

害 斯 の 如し。 良き 傳道者 を 養成 する の 必要：？^ だ 切迫せ る こと 以て 見るべきな り。 

日本の 基督 敎徒は 敎會の 獨立を 重んじ 多くの 敎會 をして 外 國宣敎 師の手 を 離れ 得る の 地位にまで 

進まし めんと 焦慮り つ \ あり。 然れ ども 敎會 及び 之に 從 事す る傳道 者が 日本人の 资カ によりて 維持 

せ られ 基督の 指？ gj: の 下に 自由 に 發展す る こと を 得 せし むる 事 必要な ると、 もに、 否 な必耍 の！ へれよ 
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り も 更に 甚だしく 切迫せ る は 傅 道 者の 養成と 之 を 養成す る機關 との 獨 立なる べし。 敎 食の 獨立を 圖 

ひ て、 祌舉 校經 營の獨 立なる べき を 忘る 、は 解す 可らざる ことなり。 

日本に 於け る 基督 敎會 の獨 立に して 健全なる 發達 は、 良き 傅 道 者 を 養成 する に 適 常な る 祌 舉敎ぉ E 

の 機關を 設立す るに あり。 傳道者 養成の 設備 獨立 する こと を 得す、 敎會を 培養す るの 根本 事業た る 

祌學 敎育獨 立せ すして、 僅かに 敎會の 維持に のみ 目 を 着け、 せ、 れ さへ 獨 立せば 可な りと 云 ふが 如き 

態度 は、 識者の 笑 を 招くべし。 

組合 敎會は 獨 立を檩 榜し て 誇と な す ものな り。 然れ ども 其 の 傳道者 養成 の 機關は ra^ して 健全 に 獨 

立し つ、 あり や。 日本 基督 敎會は 其の 年 未 腐心せ る 協力 問題に つきて 略 ぼ 解決した るが 如く 揚肯 す 

れ ども、 實 際に 於て は 其 傅 道 者 養成 樺關 な， = ^と H せらる、 一 一三の 有益なる 舉校は 全く 外國 ミツ シ ョ 

ン に依顿 しつ k あり。 彼等 は 外國人 敎授の 給料と 學 生の 资 金との 外 辛うじて 自身の 經營 によりて 維 

持 せらる \ と 聞 ゑた る 同志 社の 祌學 校に 比すれば、 少なくとも、 此の 點に 於て 劣れり と 云 はざる 可 

らす。 

日本の 基督 敎界 の： t 舉敎 育に 於け る 唯一 の獨 立機關 たる 束 京祌學 社の 如き も、 末だ敎 會の獨 立に 

然中 する 人た ちの 同情 を 得る こと 多から ざる は、 如何なる 故ぞ。 神學敎 育の 獨立 は敎. ^のせ、 れに次 

ぎて 起るべき 大 いなる 問題に あらす や。  一 九 0 八 年  一 0  acsis 


現今の 敎 會に對 する 期待 

一 祈 禱に滿 ちた る敎會 たるべし。 

或る人 旅 中 病に 摇り たりとの 報に 接し、 友人 等 之が 爲め 特に 神に 祈る ところ ありき。 病 癒えて 東 

京に 歸り、 此の 事實を 知りし とき、 口頭 直ちに 其の 好意 を 感謝し、 更に 懇篤なる 書狀を 送りて 其 意 

味 を 繰り返したり。 彼等の 屬 する 敎會の 牧師、 或る 夜の 祈 躊會に 此事を 語り で、 c: く 『祈 禱は斯 

の 如く 頼みに せられ、 感謝 せらる \ もの なり。 然る を 人の 爲 めに 祈らざる は 不人情の 至りに て 友 道 

に 背く こと 甚だしと 云 はざる 可ら す。 云々』。 敎會員 及び 朋友が 相互に 祈る こと を努 むる は、 愛の 

いふり  ね； ひ 

道、 人情 自然の 作用な り。 バウ 口 以弗所 人に 告げて 曰く 『恒 に备 様の 禱吿と 祈 求と を 以て 霞に 由り 

て 求め、 a つ 諸ての 聖徒の 爲 めに も愼 みて 此事 をな し、 祈りて 倦まざる べし。 a つ 我が 口 を 啓く と 

からず 

き！ 一一 一 口 を 賜り、 侃々 して 福音の 奥義 を 示し、 又 わが 云 ふべき 所の 如く 之 を 侃々 して 云 ひ 得る やう 我が 

爲め にも 祈るべし』 と。 彼 は 其の 友人の 祈り あらば、 傳 道に 力 を 得て、 其の 云 ふところ 必す効 ro!^ あ 

るべ しと 信じたり。 彼 は 友人の 爲 めに 捧 ぐる 祈りの 力 ある を 疑 はす。 深く 之に 期待す ると ころ あり 

しなり。 他人の 爲 めに 祈る ことの 有力なる を 認め、 祈らる、 を 深く 喜び、 之に 期； £ すると ころ 大ぃ 

現今の に對 する 期待  K 八 七 
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なる の 信仰 あらば、 敎會は 頓に其 の 勢力 を增 加し、 信仰の 振 ひ 起らん こと 期して 待つべき なり。 

二 倫理的 彈カを 強むべし。 

ウェス レイの 時代、 共の 徒に ジョ ン* ネルソンと 云へ る 說敎者 ありき。 或る I® 人 基督 者に 適 はしか 

ら ざる 品性 ありと て 敎會を 放逐せられ たり。 約 一年 を經し 頃、 件の 婦 死刑に 處 せらるべき 犯罪 あり 

と訴 へられて 法廷に 引かれたり。 ネルソン は證 人と して 召喚され たり。 判事 は 之に 向って 何故に 被 

吿人 を敎會 より 放逐せ しゃ、 其 次第 を 陳述す べしと 要求したり。 牧師 は 先 づ敎會 の 規約 を朗 讀し始 

めしが、 遂に 償却す るの 見込な くして 負 债を爲 す を する 條に 至り、 朗讀を 中止して 曰く、 閣下よ 

是れ 即ち 被告人が 余 等の 敎會ょ ひ 放逐せられ たる 理由な りと。 刺 事 曰く 諸君 是れ眞 正の 基督 敎 にあ 

らす やと。 一座 深く 之に 感激したり。 信仰の 盛なる 敎會 は會員 の 道念 覺醒 して、 罪 を 悔い、 過ち を 

改 むる こと 眞 面目に して、 祌の 前、 相 f»ri の 間に 熾 悔と吿 白と を 爲すを 憚らす、 一 個人と して、 家族 

として、 また ー敎會 として、 德義上 全く 其の 面目 を I 新すべき 害な り。 此は 信仰の 振 ひ 起れ る 結果 

なる のみなら す、 倫理 上の 注意 密 にして、 日常の 生活に 良心の 覺醒 する が、 リバ ィバ ルを來 すべき 

有力なる 動機な りと 云 は ざる 可ら す。 道德上 の 彈カ 弛み た る 敎會は 其の 存在 の 目的 を 無視した る も 

のにて、 味 を 失 ひたる お の 野に 棄 てられて、 人の 踏む に 一任 せらる、 の 外な かるべし。 

三 敎會は 新しき m 者 を 多く 産出すべき 害な り。  . 

新しき 信者の 多く 加 人せ ざる は、 敎舍の何れにか憂ふべき弱點の^^する證據なるべし。 信仰 だに 


振 ひ 居らば、 悔い改めて 基 者の 列に 加 はる もの 綾 出すべき^ なり。 前號に 見えた る 或る 敎會の 如 

き は 三百の 舎 員のう ち 七十 人 SS して 幾程 もな く 三倍の 增加を 見る に 至りし と 云 ふに あらす や。 多 

くの 你 m- 者が 漫 りに 自己の 境遇 を 訊 ひ、 傅 道の 便利 具 はらざる を 託言つ のみに て、 敎命.：不振の^因 

を^：^已に求めす、 侖.； 0: とともに 信仰 足らす、 祈る ことの 少なき を 顧る ことなく、 基督と 共の 十字架 

との 活力と に 信頼す る ことの 薄き は、 せ ハの傳 道に 効果な き 最も 大ぃな る现. H なるべし。 8- は 境遇 

を詛 ふの みなる が 故に、 神の 祝福 を 蒙る こと 能 はざる なり。 己れ の 罪と 祈 ひの 乏しき とを詛 ふこと 

ー歷 痛切なら ば、 俾 道の 効 菜 見る- (\. 從前に 二倍し 三倍し 十倍す る を 期待す る を 得べ し。 傳 道は統 

計 表に あらす、 共の 债値は 數字を 以て 代表す る を 得べ しとな すは大 いなる 僻事なる べし。 然れ ども 

活ける 敎會 にして 多く の 靈魂を 基督 に 導く 能 はざる こ と事寳 ならば、 是 牧師 を 始め 舎 員 全 體の神 の 

前に 深く 自ら を将 るべ き 時な る ベ し。 悔改 者な く、 バ プ テス マ を受く る もの 少なく、 求道者 乏しき 

は、 牧師 傅 道 者 若く は 其の 敎會の 何れに か 罪悪の 潜み、 不信仰の 伏在す るに 起因せ すん ば あらざる 

なり。 敎會は 多くの 健全なる 新 加 人 者 を 産出す るが 其の 本色に して、 之な き は 其の 衰弱の 兆候な り 

と 云 はざる 可から す。 

叫 復歸 者の 多き を 期待すべし。 

敎 會の靈 的覺醒 は從來 之に 遠 かり 居た る もの X 繽々 復歸 する 機，^ なり。 親 は 信仰 薄き 子の 爲 めに 

憂 ひ、 夫婦兄弟f^»iに信仰の覺醒を圖り、 朋友 は 精祌上 懈怠せ る 朋友の 爲 めに 悔改を 祈り 求む るな 

現今の sic: に對 すら 期待  巧 八 九 
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ど、 すべて 精神 上の 利害 を感 する こと 敏捷に、 之に 對 して 應 急の 手 當て拔 目な きを 要す。 かくて 所 

謂墮 落せる もの &敎會 に 歸り來 る こと 踵 を 接すべき なり。 加拉 太蚩最 三 章 四 節に 曰く、 なん ぢら斯 

い たヴ。 

く 多くの 苦しみ を 徒然に 受けし や、 實に 徒然に は ある まじと。 バウ。 は 加拉太 人が 純粹 なる 信仰に 

遠 かり、 精； * 上 危き存 様に 陷ゐれ る を 見て、 憂憤 痛惜に 堪 へす、 彼等が 曾て 多くの 闲難を 物と もせ 

す、 迫害に 堪 へて 能く 信仰に 進み、 其の 地位 を 保持す る こと 健氣 なりし を 想 ひ 起して 今昔の 感に堪 

へす、 彼 時 ほどの 戰 ひを經 しもの の斯の 如く 墮 落せん と は、 さても 遣憾千 萬なる かな。 彼等の 苦痛 

は 皆な 徒勞 水泡に 歸 せんとす るかと 危 みたり。 否な よも 然る こと は ある まじ。 加拉太 人の 如き 經驗 

ある 者が 全く 信仰 を 失 ふに 至るべし と は 想像す る だに 難し。 『實に 徒然に は ある まじ』 と 末 を賴む 

心事 如何 に も 哀れ に て 同情の 淚を禁 すろ ヌ I 能 は ざ るな り。 多くの 敎會 n ほ は 其の 朋友に 對し、 曾て 其 

の敎 み- 聽き、 共に 祈りて 主の 事業に 勤勞 せし ililE 仰の 戰友を 想起して、 バウ 口と 感を 同じう し、 密に 

喏淚に 咽び、 神の 前に 祈りて 嘆き 求む る こと 切なるべし。 リバ ィバ ルは斯 の 如き 祈りの 熱 切に して、 

基督の 下に 復歸す る もの 多 かるべ き機會 な り。  1 九 0 九 年 二" 3 音 新報) 


ユダヤに て は 地の 魔物な 神に 感謝す る 祭り、 一年に 三た び ありき。 四 巧頃逾 越 節の 後、 大 麥の牧 

穫 を 感謝し、 六月 冗 旬 節の 頃に 小麥 其の 他の 產物 にっきて 祝 ひ、 十月 若く は 十一月に 至. = 張 幕の 祭 

» わざ S9 

り と て 苟萄酒 及び 油の 造り 上げら る， - を 喜び 之 を 祝 ふ の 祭り あ り。 此 の 同 民 は 時 々に 神の 御 ェの實 

によりて 飽き 足る を 感謝す る 祭 り を 行 ひたり。. 是れ 美しき ことに あらす や。 曰 本 にても 十：； 來斯る 祭 

り少 なか らす。 ^お I 敎に於 て も斯る 祭り は 尊ぶ べき ことにて、 我等 も 成る ベ く 之 を 行 は んと 欲す。 

耶穌は ま 然の 景色 を昆て 無暗に 之 を 喜ぶ 所謂 自然、 王義 にて は あら ざり しか ど、 尙ほ之 を 樂み、 其 

の 意味 を 汲み取り、 贵 き敎訓 を擧 ばれたり。 今日の 自然、 王 義とー 致す ると ころ あり や 否や を 知ら ざ 

れ ども、 十：： へ のグ リシ ャ人は 自然の 美に 接して、 心 も 浮き立つ ばかりに 愤！^ れ た.^。 春 は^、 秋 は 

紅 紫、 夏 は 木立た ど 自然の 美に 感興 湧く が 如く、 更に 餘念 なきもの ありき。 己が 心より はたらき か 

けて 之に 深き 意味 を附 け、 新しき 美 を 加 ふること なく、 只 だ 現在の 有様に 醉ひ、 之に 愤憬れ て、 其 

の往 くと ころ を も 知ら ざらん とす。 吾阈 の元祿 年間 は斯 くの 如く 愤愫れ たる 時代に て は あら ざり し 

か。 遮 fdr ク リシ ャの 神話 はいと 興味深き ものな り。 日本の 古 察 記の 如き もまた 面白し。 然れ ども 耶 

新售 感謝  s 九 I 
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穌が 自然に 對 する 態度 は 稍 や 之と 趣 を 異にせり。 彼 は 自然界の 深き ところ を 汲み取り、 畑 を 見、 鳥 

を 聞き、 花 を 眺めて、 其の 美 を 喜び 之を樂 しまれし も、 其の 心は獨 立して 活動せ り。 受動的に 自然 

の 景色に 動 さる、 のみに あらす、 自ら はたらきかけて、 其のう ちに 新しき 美 を 見、 新しき 詩與 を發 

揮し、 新しき 敎訓を 味 ひたり。 例へば 稷播 きの 譬喻の 如き も、 耶穌が 自然の 美しき 景色 を 飽かす 眺 

めら れ たると きに 語られし ものな り。 『當日 耶穌家 を 出で て 海邊に 坐せ しに、 多くの 人々 彼に 集り 來 

ければ、 耶稣 舟に 登りて 坐し 凡ての 人 は 岸に 立てり』 と あり、 彼方に は 美しく 耕された る 畑、 種 

播く 農夫、 畔 行く 人、 群がる 鳥、 茂れる 棘な ど 一 幅の 活畫を 現 はし 居たり しならん。 斯る與 味 多き 

虱景 は、 牺が てまた 高き 敎訓 となり. しなり。 是れ眞 に 自然 を 味 ひ、 之を樂 しむ ものに あらす や。 隨 

神と 云へ る氣 風のう ちに は、 自然 を 味 ひ 之 を解釋 して、 自ら 樂 しみ、 人 をも樂 ません とする もの あ 

り。 然れ ども 動もすれば 受身に 流れ、 自然に 醉ひ、 勢に 乘じ、 古人の 所謂 燭を秉 つて 夜 遊ぶ 底の 調 

子と なり 了る もの ある を 免れす。 

福音書 を 耕く に 愚 かなる 富者 の 譬喩 あ り。 『或る 富 人 その 田畑よ く豐 りければ、 自ら 忖ひ云 ひける 

は 我が 作物 を藏る 所な きを 如何せん。 叉 日 ひける は 我 かく 爲 さん、 我 倉 を 毀ち 更に 大 なる を 建て、 

あま V  も Q 

すべて 我が 作物と 貸と を 其 所に 藏む べし。 斯くて 靈 魂に 向 ひ、 靈 魂よ 多年 を 過す ほどの 許 多の 货物 

を 有ち たれば 安心して 食飲樂 めよ と 云 はんとす。 然るに 神 之に 云 ひける は 無知なる 者よ、 今夜 汝が 

靈魂 取らる、 こと あるべし、 然 らば 汝 の^へ しもの は 誰が ものと なるや。 凡そ 己の 爲 めに 財 を 積 


へ 、神に 就て St; るお は 此の 如きな り』 (？ ^；ーー 一 一一)。 彼 は 幸運に も、 食 寐に充 るば かりに 牧獲 ありた 

り。 更に 新たに 食 靡な ど^ 築し、 靈 魂に 向 ひ 心安 かれ 云 々と 云 ひて 喜び 居た ひ。 され ど 祌は之 を 

見て 愚なる 者と 戒めら る。 是れ餘 念な く璺 作に 掣壤 鼓腹す る 民に 對 する、 耶穌の 敬 ：1 吿 にあら す や。 

耶穌 また ガリ ラャの 湖の 邊、 田舍の 景色 美 はしき 野に、 靑草を 禅と なし、 多くの 人 を 呼び 集へ 

て、 不思議なる 宴會を 催 ほせり。 僅かに 五つの パンと 二つの 魚 を 以て 五 千 人 を 饗 應 せられたり。 是 

れ不 &議 なる 慕 i5i なり。 然れ ども 不思議 は 之の みに あらす。 自然界に 活力の 滿ち 溢れ、 億兆の 人お 

が 之に 養 はれて 生存す る も亦大 いなる 不思議に あらす や。 考へ來 れば氣 も 浮き立つ ばかりな り、 或 

は； を 舞 ひて 騒ぐ に 至る も 理由な きに あらす、 而 うして 耶穌の 不思議なる 饗應を 受けし 人々 は、 

嬉し さ 遣る 方な く 浮れ 立ちて 遂に 耶穌を 立 て 王と 爲 さんと する に 至りぬ。 資に 途方 もな きこと を 企 

つるに 至りし なり。 是れ 自然主義の 結 raif^ り。 断る 場合に 臨み、 我 § ？-は 耶穌の 如く、 自ら 思慮 深く 

考 へて 其の 露實の 意味 を 了解す るに 努めざる 可ら す。 野蠻人 は果實 を 拾 ひて へ 及し、 鳥 や 魚 を 其の儘 

引き裂きて 野獣の 如くに 食 ふ。 され ど 文明 人 は 之 を 取りて 様 々に 美しく 料理し、 人間ら しく 禮俊を 

正う して 食す るな り。 cc 然 界に對 する 態度に もまた 斯る 差別 あるべ し。 

約 翰 傅 第二 章に 記された る カナの 婚禮の 席.^、 耶穌水 を 化して 葡萄酒と なしたり。 詩人が 此の 事 

實を歌 ひたる 詩歌 少 からす。 實に 聯想 多く 與味盡 きざる 物語な り。 中に 就きて 舉 ぶべ き 二つのと あ 

_  >_s さけ いだ  あし W さけ いど 

り。 一は i1. 應 の司會 者が 新郞を 呼びて 『凡そ 人 はま づ 3 曰 酒 を 進し、 酒酣 なる に 及びて； r?: 酒 を 進す 

^'000  四 九 三 
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に、 汝は 3!C 酒 を 今まで 留め置け り』 と へる ことなり。 他 は 之に. S りて 弟子の 耶穌 を！； ；5 ぜ しこと な 

ひ。 兩 者を對 照し 来れば 暗示 に 富みて 其 の 興味 湧く が 如き も の ある を覺 ゆ。 

ほと リ 

『衆人 神の 道 を聽ん とて 押 合け ると き、 耶穌ゲ ネサレ の 湖の 濱に 立ちて、 磯に 二 艘の舟 ある を 兌 

る。 漁る もの は 舟 を 離れて 網 を 洗 ひ 居れり。 共の 一艘 はシ モンの 舟な りしが、 耶穌 之に 乘り、 請う 

て 岸より 少許 はなれ 座して 舟 中より 衆人 を敎 ふ。 敎へ竞 りて シ モンに 云 ひける は、 澳へ 出て 網 を 下 

して 漁れ。 シ乇ン 答へ ける は、 飾よ、 我等 終夜 はたらきし かど 所得な かりき。 然れ ど汝の 一一 目に 從ひ 

て 網 を 下さん。 旣に 下して 魚 を圍 める 事 甚だ 多く、 網 裂 けんぱ かりなり き。 シ 乇 ンっへ テ 口 之 を て 

耶穌の 足下に 俯して、 主よ， 我 を 離れた まへ、 我 は 罪人な りと 云へ り。 是れシ モン 及び 偕に 在りし 

もの 侍な 漁りし 所の 魚の 夥しき に駭 けるな り。 シ モ ン の 侶なる ゼ ベ ダイの 子ャ コ ブと ョ ハ ネ も亦然 

り。 耶穌シ モンに 云 ひける は懼る  > 勿れ、 汝 今より 人を疲 べし。 彼等 舟 を 114 に 寄せ 置き 一切 を 捨て 

て耶 穌に從 へり』 (ff^JS。 是れ 海の幸な り。 神の 恩惪は 地に 充 ちたり。 出の 幸、 海の幸、 田 産物 

などす ベて 祌の攝 理の奧 妙 を 極む。 ガリ ラャの 漁夫 シ モン は 終夜 勞 せし かど 得る ところな かりき。 

粒々 辛苦の 農夫の 勞 もまた 思 ひ 遣らる. - なり。 然るに シ 乇 ンは 耶穌の 指導に 從 ひて W ぬひ 設けざる 璲 

物 ありき。 此に 於て 彼 は 駭き懼 れ、. 我 は 罪人な りと 叫びぬ。 ぺテ a の 心中 末 だ 至らざる ところな き 

にあら す。 然れ ども 此の 大漁のと きに 當り、 浮れ 立ちて 有頂天に なり 一 不 i を 傾けなん とのみ 考 ふる 

ものに 比すれば 大いに 共の 趣き を 異にせり。  . 


英 にゥ オルタ I  • ぺ イタ ー と 云へ るお 名なる 舉者 ありき。 (彼 は 千 八 t: 三十 九 年 倫敦に 生れ、 千 

八 九十 叫 年 オック ス フォ -ド にて 死せ り)。 近代に 於て 自然 を樂 しみ、 之に^！^ふことを獎勵する文 

聿家 なり" 然るに； 方に 於て じく 自然 を 味 ふこと を赏ぶ ラスキン あ-りき" 彼 は 只 だ 自然 其の もの 

に醉 ふの みならす、 其の 深き 敎訓 を學 び、 精神的の 方面に 注意して 新しき 意味 を 探らん と 努めた 

り。 耶穌は 大漁の 喜びに よりて 人の 眞 面目に 復 りたる ぺテ a に 向 ひ、 今より 人 を 漁るべし と 云 はれ 

ぬ。 更に 新しき 進歩 を 圖られ たるな り。. 日本の. fa 來の 趣味 を 見る に 面白き と ころ 少なから す、 之 を 

失 ふに 忍び ざ るな り。 然れ ども 隨神 の氣風 は、 耶穌が GI 然に對 せ られ たる 態度 を咪 ふこ によりて 

全うせら るべ し。 

耶穌は つの パ ンと 二つの 魚 を 取りて 神に 感謝せられ たり。 我等 は 耶穌の 心に 做 ひて 感謝す る こ 

とを舉 ばざる 可ら す。 僅少の パンと 魚と は 感謝に よりて 新しき ものと なれり。 我等 此 所に 集れる も 

の は 自ら 天地に 滿る神 の 恩惠を 感謝す るの みならす、 天地 の 成立 を 知らす、 北ハ の 深き 怠 味 を 解せ ざ 

る！： 民に 代 ひて 祌に 感謝せ ざる 可ら. す。 時に 應 じて 感謝す るの みならす、 々の 生活に 於ても 常に 

感謝す る こと を舉 ばざる 可ら す。 感謝の 力に よりて 我等 はまた 新しき 勢力と 生命と を m ハへ られ、 偉 

大 なる 事 を爲し 得る に 至る。 是れ 感謝の？：：^ なり。 我等 は新甞 祭の 如き 古き 習慣に、 新しく 深き 意味 

を 加へ、 自然に 現れた る 神の 恩 惠を耶 穌の心 を 以て 感謝 せんと 欲す。 斯て 我等の 日々 の 生活に も更 

に 新しき 方面 を 開く， 0 を 得ば 幸な り。  I 九 Q 九 年 一  一 ng 音 新報) 
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傳道 旅行の 家づと 

過般 來日暇 日の 禮拜を 三回 外で 行って、 斯く 諸君と 一 所に 禮拜 する こ と を. 得なかった ので ある 

が、 其 間に 自分の 親しい 人達の 葬式が 此敎會 で 行 はれた のが 大小 四 人 ある。 自分 は大變 悲しく 思 

つた。 僅かの 問に 斯様な 變動 があった。 今朝 先づ是 等の 事が 念頭に 浮び 出る ので ある。 

今日は 說敎 をす るよりも、 旅行 中に 昆 聞した こと を 話した 方が 利益に なり、 また 矢張り 禮拜の 目 

的に も 適 ふと W 心 ふので、 心 付いた 點を 少しば かり 申 上げたい。 

自分が 東京 を出發 したの は 先月の 十三 日で 歸 つたの は 一昨日 (八日) の 朝で ある。 神戶 から 船で 

大 連へ 行って、 大 連から 旅 順へ、 旅 順から 奉 天へ、 其處 から 安 奉 線で 安東 縣へ 來、 安柬縣 から 京拔 

を 經て釜 山 迄 陸路 韓國 を縱斷 し、 養 山から 下の 關へ 船、 其から 汽車で 此の 市に 歸 つたので あるが、 

其 問 此敎會 の 人々 北ハ他 此敎會 に關係 ある 人々 と 到る 處で 出逢 ふこと が出來 た。 久しく 信仰の 眠って 

居った 人が 目を醒 して 來た。 又 一人の 若い 婦人の 如き は、 嘗て 此敎會 の 日曜 舉 校の 生徒であった 

が、 其 時の 敎師 が楚倉 君であった とい ふので、 態々 瓦 房 店と いふ 所から 大 速まで 出掛けて 我々 を訪 

ねて 來た。 資に 愉快な ことであった。 1 大 連に 於け る傳 道の こと は悉 しく 述べる 必要がない。 自分が 


行く 前に 旣に n 冉 ならす 特^ 傅 道 を 行って、 人が 幾らか 疲れて IIW つた 爲め、 然ぅ涉 々しい 事な ど は 

出來 なかった。 

二十 五日 夜 迎く旅 順へ 行った。 翌日 は 丁度 日曜日で あつたが、 朝 禮拜の 前 .CIH- 山に 上って、 彼れ 

が 二 一一； な问 地で ある、 此れが 何々 砲臺 であると いふ 風に 遙 かに It: した 丈け で、 市街の 方 も 餘り見 

なかった。 .E 玉 山から 下り、 敎會の 禮拜に 出席して 說敎 をした。 午後に も鎮 命が あり、 其 翌日 は 早 

朝 十 人 許の 人々 と 祈 禱會を 開き、 其 日 叉 婦人 會も 開かれた が、 旅 順に 於て 一 つ 愉快な 事實に 出會っ 

た。、 丁度 自分の 乘 つた 船に 高等 法 院長の 職に 在る 人が 乘 合して 居た が、 (此人 は.：：； I 知の 人で、 自ら 基 

脊敎は 嫌 ひで あると 明言した) 共 人が 彼の 藤 公爵 を 殺した 安重 根の こと を频 りに (A め、 親しく 之 

を 極々 吟味した 結 £^ 彼. はどう も 正直な えらい 人で あると 立證 した。 ー體 彼. の 事件の 當時、 或る 力 

ト リツ ク 派の^ 侶が 彼 は 天主 敎の 信者で ない と横濱 ガゼッ ト 新聞に 投 害した。 自分 も 共 を眞に 受け 

て 福音 新報に @M せしめた ので ある。 鬼 角 彼の 様な 審が あると、 一 部の S 傅 者 は 無暗に 氣を 揉ん 

で、 卑しい 辯 明に 力める 倾が ある。 ところが 彼 を 裁判した 人 は、 被の 信仰に 感心して 居る。 それ か 

ら 自分が 旅 順で 三 浦 得 一郎 氏 (此敎 きの 人) の 家に 宿って 居る と、 一人の 辯 護士が 港^ 敎の 質問に 

出掛て 來た。 

此人 は安赏 根 を 辯 護した 人であった。 而 して 非常に 安重 根の 信仰の 篤い のに 感じて 居る。 此人は 

彼が 處刑 せらる 》 前日と かに、 何とも 挨拶の 致 方が 無い ので、 ホンの 御 愛想に 『天 國で又 相 見る こ 
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とも あらう』 と 言 ふと、 安重 根 は嚴然 答へ て 『自分 も 其 を 望む、 然 かし 天 國で逢 ふのに は條 件が 要 

る。 自分 は 基督 を 信す るから 宜しい が、 貴君 は 如何で あるか。 未だ 信じて 居ないならば 考へ なけれ 

ばなら ぬで あらう』 と 言った。 辯 護士は 喫驚した。 加 之 安重 根の 死 を 見る 事 宛 かも 自分の 家へ でも 

歸 るが 如くであった。 其から 左し も 宗敎に 疎遠な 彼. も 求道 心 を 起して 暫く は 好きな 酒 も 止め、 どう 

かして 信者に なりたい とい ふので 敎會へ 出入りす る 様になり、 自分と も 種々 話 をして、 令 後 は斷然 

酒も飮 ます 放蕩 もせす、 一心に 信仰の 道に 進みたい と 言った。 斯様な 譯で 安重 根の 事に は 自分 も 驚 

いたので ある、 後で 韓國へ 行って 或 人の 家に 宿って 居る と、 其 家の 主人の 話に、 近頃 一 つの 秘密 出 

版 物 を 見た。 其 は 安重 根が 獄中に 書いた 自傳 で、 父母の 事、 自分の 信仰の 由來其 他の 事が 悉皆 記し 

てあつて、 文章 も 記事 其 物 も 却々 立派で あるが、 韓國 人に 讀 ますと 大變 だと 懸念され る 所から 秘密 

になって 居る の だ。 其れ を讀 むと 彼が 精神の 立派であった さ、 信仰の 篤かった ことな どが よく 分る 

とい ふ。 成程 人 を 殺す こと は 悪い に 違 ひ 無い、 然し 彼れ の 心 を 云へば、 屢々 已は 堂々 戰爭 をして 居 

るの だ、 戰爭に 人 を 殺した とて 何が 悪い と 居丈高に 叫んだ さう である。 之が 彼の 立場で あったらう 

か。 問 遠 は 確かに 間違で ある。 併し 彼の 信仰に 立派な 所の 有った 事 は 認めねば ならぬ。 自分 は 其 出 

版 物 を 見たい と 思った が、 遂に 手に入れる ことが 出来なかった。 元 fi 快擧 錄が讀 まれたり、 時の 總 

理 大臣 井伊 掃 部 頭 を 斬った 櫻 田の 暴徒 を 祭ったり する 人た ち は、 安重 根に 對 して 同情 を担絕 すべき 

權利を 有って 居るまい。 


二十 七日の 夜 旅 順 を 立って 奉 IK に 向 ふと、 その 翌朝の 五 時 頃遼陽 近くに 差懸 つた。 共の 邊 一 面 眼 

も遙 かなる 平野、 實に 快き 氣色 である。 丁度 日露 戰 役に 從 事し、 今 は 憲兵の 隊長と なって 居る 人と 

一所であった ので、 種々 戰役當 時の 話を聽 いたが、 首山堡 は何處 であるかと 尋ねる と、 其 人 は 自分 

も當時 名古屋 の 聯隊に 屬 して 同所に 苦戰し たとい ふので、 汽車の 左の 方の 窓 側に 寄って 指して 敎へ 

て吳れ た。 但だ 見る 前面に 山が あって 三つ叉の 樣に 分れて 居る。 皆 小さい 山で ある。 共 一番 低い 前 

方の が即璺 橋 聯隊が 攻めて 苦戰 した 處 である。 豫々 心に 留めて 居る 彼の 秋 山 少佐の こと を 今更の 如 

く 想起せ ざる を 得す、 懷舊の 愦を禁 す る こ と を 得な かった。 

奉 天へ 着く と、 其處 から は 例の 難儀な 輕便鐵 道の 安 奉 線に 由り 安東 縣に 出た が (此の 改築 工事 出 

來 上れば、 即ち 来年の 今頃から は、 八 時間で 達する 所 を 今 は 二日 も 消費る)。 其 問に B^, 聞した 二三の 

事 を 話して 見よう。 

其 一 は英國 陸軍の 高級 武宫 某の 話で ある。 自分の 乘 つた 汽車の 中に 一 人 如何にも 質素な 服装 をし 

た 西洋人が 居った。 或處で 巡査が 電報 を 持って来て、 此 列車に 英國の 陸軍 中將が 居る 害 だと 言って 

搜 したが、 初めは どうも 其 様な 身分ら しい 人で も 無い やう だが、 若し やと 思って 自分が 通 辯して 尋 

ねる と、 其 人が 矢張り 然 うであった。 孽天 嶺の戰 ひに 就いて 調べに 来たので ある さう で、 靴から 地 

圖 など 引 張り出して 频 りに 調べて 居た が、 其 風采の 質素 謹嚴 なのに は大に 感心した。 问 じ 列車に は 

日本に 來 るべき 害の ま 那 公使、 其 他日 本の 役人 等 も 居 つたが 皆 却々 派手に して 居 つ て 比べ ものに な 
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ら なかった。 其 人と 種々 話す うちに、 大分 愉快な 事 を 聞いた が、 其 中に 日露 戰 役で 露 軍の 敗れた 原 

因と して 數 ふべき 事 二三に 止まらぬ が、 其大 いなる もの- - 一 つ は 露國の 士官 ほど 酒と 骨牌 遊の 好き 

もの は 無い とい ふこと である。 將 校の 未熟 や 怠惰な ど 何れも 失敗の 原因で あるが、 更に 之が 因 を 

爲す もの は 實に洒 と 骨牌 遊と である。 貴君 は 宗敎家 だからと言って 此の 話 をして 吳れ たが、 如何に 

も是は 事が 小さい 様で、 世 問の 人が 餘り目 をつ けなかった 點 であると 思 ふ。 自分 は 此話を 聞いて 淺 

からぬ 印象 を 受けた。 

一 體 此の 安 奉 線の 沿道 は 樹木 蔚蒼 として 景色が 大變に 佳い。 確に 奧羽 線より は：^ 快で あると 自分 

は 思 ふ。 線路 全部 を來 年の 八月までに は 竣工せ しめる とい ふので、 澤 山の 人が 入り込んで 目覺 まし 

い 工事 を 行って 居る。 沿道の 景色の 美し いのは 意外で あつたが、 然 かし 其 所に 極々 な惡ぃ 事の 行 は 

れて 居る こと を も 見た。 其邊に 働いて 居る 勞働 者の 生活 を 見る と實に 酷い。 思 はす イスラ H ル 人が 

埃 及で めら れ たお 様、 叉 モォセ がー 人の イスラ H ル 人が 餘り 酷く 背めら れ るの を はて 愤慨 に堪へ 

す、 遂に 埃 及 人 を 打ち殺し たこと など を 連想す る こと を 禁じ 得なかった。 此外 南滿鐵 道に も 種々 の 

問題が 隨 分お るが、 成程 是で は 日本に も 猛烈な 社會 主義な ど いふ もの が 起ら ざ る をお な いで あらう 

と 熟々 思った。 

すると 途中で 妙な 人が 汽享 に乘り 込んで 來た。 共 人 は 眞龍齋 巴 水と いふ 軍談 師で、 名刺に は 明 法 

舉士 とい ふ 肩書 もあった。 如何して 此 様な 人が 来て： るの かと 聞いて a ると、 =-^|は勞働者に樂みを 


與へ苒 ばせ て、 成るべく 惡ぃ事 を させない 爲に 巡回して 居る の ださう で、 此の 外に 同じ IH 的で、 紛 

ひ 道 德談か 何 か 遣る 速 中と 動 3 露の 一隊と、 も 一 つ 港^ 敎と、 (al れは祌 及び 丼」 赞拔の 体^で、 修 

身 談か何 かで^ isM: 盟 S 能ェを やらせぬ 様に 一一 一一 c ひ 聞かせた りする 位の 役で ある。 然し 中々 困難な 事で 

あるら しい。 南滿鐵 道の 或 人が 彼れ は 慰問が 、りで なく 苦悶が &り だと 云って た)。 断う 三 隊に分 

れ たの を 慰問が. > りと 名 付て 居る。 嘗て東京靑年きに關係せられた大塚素とぃ ふ人が世^^をして居 

られる さう だ。 南滿鐵 道が 此樣な 軍談 や 活動 寫 35- や 耶穌敎 傅 道の 成り 下った 一種 變 挺な 事業な どの 

必要 を感 するとい ふ こ とを考 へ ると、 今日 我 々 の 社 會には 察 情の 茶 だ 切迫せ る もの ある を覺ゅ る。 

彼の 幸德 秋水の ことな ど は 自分 もよ く 知らぬ が、 何しろ 物騷な 世の 屮 である。 南 滿錢、 近に 斯う 言 ふ 

妙な 組合が 驅り壤 めら れて 居る こと は 意味 深い こ とで ある。 

安 m 縣に は此敎 會に關 係の ある 人が 居られて 愉快に 一夜 を 過ごし、 共から 鴨 綠江を 渡って^！: に 

人った。 北韓 地方 は签 山から 京 城までに 比する と實に 景色が 美 はしい。 

京 城で は 種々 傅 道 をした が、 此處の 傅 道の 事 は 皆様 もよ く考 へねば ならぬ。 彼. 處の穴 教師と 少し 

話 合った ことがあ るので、 何れも 其 中に 手紙が 來 るかと 思 ふが、 共 上で ：！： か 日本の 方から 造. ろべき 

事 も あらう と S 心 ふ。 自分 は 韓國に 於る 外 國{ 一"： 敎師の 中、 或る 筋の 人々 から 幾分 忌れ て 居る 人 を 訪ね 

て 行った。 是は 日本 最 負の 宣教師の 意見 は旣 によく 理解って 居る から、 此上 尋ねる 必要が 無い から 

である。 自 分が 面會 した 人 は大變 好い人で ある、 信仰 も 篤く in 識も あり、 著 も ある 北 (夫人 は 殺さ 

傅 道 旅行の 家づと  五 01 


傳道 旅行の 家づと  五 0 二 

れた 王妃の 醫者 をして 居った 人で ある。 王妃が 殺される 前に、 どうも 形勢が 穩 かならぬ ので、 私の 

家へ 御出でな さる 方が 宜しから うと 云 ふと、 王妃が 答へ て、 まさか 王と 自分と に は 手 を 着ける こと 

は あるまい、 日本の 國 柄から 考 へても 其點 だけ は 安心して {且 しからう と 言った が、 共 も 空賴 であつ 

て、 遂に 彼 様な 事に なった と淚 ながらの 物語であった。 

韓國に は 種々 困った 事が あるが、 第 一 は寶藥 規則が 日本 內 地の 様に 嚴 重に 行 はれない 事で ある。 

自分 は 或 人の 爲 めに 藥と 機械と を 買 ひに 行った が、 醫 者の 證明書 も 無しに 何でも 賫 るの に は 驚い 

た。 試みに 阿片で も賫 るかと 問 ふと、 寶 ると いふ。 實に亂 暴な 話で ある。 殊に 困る 事 は モルヒネな 

どの 注射 ffl の もの を 誰に でも 寶る ことで、 其 害毒 言 ふに 忍びない ものが あると いふ。 當局者 は 其れ 

はま 那 人の 仕事 だとい ふが、 勿論 ま那 人が 重に 爲る 事で あらう と は 思 ふが。 然 かし 日本人の 大分 行 

つて るの も 明かな 事實 である。 第二 は 日本の 淫寶婦 である。 之が 夥しく 居って 殊に 韓國人 を も 相 

手に する。 第三 は 軍隊 や 警察な どに 於いて 拷問の 風が あると いふ 察で ある。 是に 付て は 種々 泰實を 

擧げ ての 話 を聽ぃ tl。 第 四 は、 韓國に は 便利な 假名 文字が ある。 (是は 先達て 宣敎 師のゲ H ル 氏が 來 

たと きに 一寸 言って 居った)、 長く 支那 敎 育に 壓 倒されて 顧みられなかった が、 宣教師が 来てから 廣 

く S ひられる 様になった。 所が 其 筋の 方針 は、 人 マ の 日本で m ひて 居る 様な 不便な 漢字 交りの もの を 

專ら ffl ひし めんと する にあって、 此點 意見が 合 はぬ 様で ある。 自分 は 日本で も 一 曆の 事、 專ら羅 馬 

字 を m ふる 方が 良い と 云 ふ 意見で あるが、 韓國で も 宣敎師 は 矢張り 其國の 假名 の 方が 便利で ある と 


主張して 尻る。 叉 或る 米 國{ 一  n: 敎師の 云 ふところ を 聞く と、 宜 敎師學 校に 師範 科 を 設けん としても、 

また 假名 文字 の み の 敎科書 を 作つ て 檢閱を 求め て も、 其の 進行が E 心 ふま &に なら や 甚だ 困 つて 居る 

と 云 ふこと である。 是れは 何等かの 行き 違 ひから 宣敎師 側の 誤解で あるか も 知れぬ。 其れならば 然 

う 云 ふ 誤解の 解ける やうに してやらねば なるまい。 其れでな いと 日本人が 無理な ことば かりして 居 

る、 進歩的の 文 攀を發 達せし むる に對 しても 妨害 を與 へて 居るな どと 世界に 取沙汰 せられて は、 迷 

惑 至極な こ とで ある。 自分の 見る と ころで は 何 か 此の 邊に當 局 者 の 反 す ベ き 點もぁ るかの やうに 

感ぜられる。 

. 斯う 云 ふこと を舉 げれ ば、 まだ 澤山 ある けれど 今朝 は 差し 控 ふべき 理由 ある こと を覺 える。 要す 

るに 日本の 基督 者た る もの は、 神 を 敬 ひ 人 を 愛する 人道の 上から、 滿韓 方面に 於け る阈 民の 责任を 

もっと 深く 考 へ て 、 盡カ すべき ことが 多い と 云 ふこと を 御同樣 記憶せ ねばならぬ。 

最後に 二つの 事 を 述べたい。 旅行 中 或る 所で 此の 敎會 に關 係の ある 一人の 敎育 ある 人に 面會し 

た。 彼 は 其 土地へ 行った 當座、 少々 品行 上に 過失が あつたと 閜 いて 居た。 自分が 行った とき、 其 所 

に 偉 道して 居る 人と 三人で 話し をして 居る と、 其 人の 言 ふのに、 自分は何時も§^晚^^の時には席を 

外して 居る。 其 は 自分の 品行 上の 失敗 を考 へる と、 どうしても 其 席に 列す るに 忍びす、 敎會の 面目 

を 傷つけ る ことで もあって はと 思った からで あると。 此人 はよ く 其 處の傳 道の 世話な どもして 居る 

人で あるから、 其 席に 居た 傳道者 は 初めて 聞 い て 喫驚した。 , 自分 は 其 人 の 心 懸け を 大變 喜んだ の で 
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ある。 共 聖晚餐 を 重んじ、 敎會の 體面を E わ ふ 誠心が 現れて 居る の を 愉快に 思 ひ、 感謝に 堪へ なかつ 

た。 自分 は此 事に. S つて 其の 人 を 尊 貧す るの 念を增 したので あるが、 どうか 我々 は 一廣 敎會 の體面 

を 重ん する の 精祌を 盛んにし、 其 淸潔を 保ち、 特に 男女 間の 關係を 正しくす る ことに 心 懸けたい。 

第二の 事 は、 昨年の 六月 自分が 京 城へ 傳 道に 行った とき、 敎を聽 いて 求道の 志 を 起した 婦人が 數 

名あった が、 其 中の 一人で 翌月に 入り 洗 禮 を 受けて、 今 は 攝州冇 馬の 近傍に 暮 して 居る 人が ある。 

此 人から 京 城へ 電報が 來た、 また 牧師へ も 手紙が 來て、 受洗 當時を 回想して 感謝す る 皆 懇ろに 中し 

越した。 誡に 愉快な ことで 自分 は少 からす 勵 まされた ので ある。 此 敎會员 で、 嘗て 十 年 許りの IT 

每年缺 かさす 受洗 當日を 記念して 手紙 を 寄越した 人が あった。 自分 は 其に よつ て 大 いなる 慰め を與 

へられた。 近來は 送らぬ 様になつ たが、 矢張り 信仰 を 保って 居る であらう と 思 ふ。 自分 は 何も 手紙 

を 送る 送らぬ とい ふこと を 取り立て... 言 ふので ない が、 斯うい ふ 風に 自分が 敎を聽 いた 時、 叉 受洗 

の赏時 を 回想して、 其 時の 精神 を 新しく 思 ひ 浮べ、 感謝して 記念 するとい ふ 氣風を 重ん する こと 

は、 信仰生活に 於て 甚だ 大切な 察で あると 思 ふので ある。  一 九  一 0 年 七 萏 新報) 
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竹て 或る 所に 於て ニコラス •  メ  H スの作 r 不斷の 祈』 と 題した 寄： を：：^ た。 唯 だ =5- る、 -1:^ び しげな 

小さい {*| に黑き 衣裳に 赤き 袖 を附 けた 着衣 をした 老婆が 座して 居る。 其の 前に は 何だか 食物が H ルす 

ぼらし く 置れ た。 彼 は 眼 を 閉ぢ、 恭々 しく 手 を 組み合せ 云 ふまで もな く 今し も 食前の 祈り を 捧げて 

祝. 幅 を 求む るので ある。 誠實 なる 性質 は 其の 面に^い て 居る。 然し 額 ゃ頓の あたりに 鮮 かなる 皺 を 

兑 ると、 生計の 苦勞 も左ぞ かしと 思 ひ 遣られる。 組んで 居る 手 は 貧乏 隙な く 稼ぎ 續 けたが 爲 めに、 

硬ば りて： だらけ、 是れ でも 祌經は あるかと 疑 はれ、 始終 リュウ マチス ムの 疼痛 を 感じて 居 はせ ぬ 

かと ：^湫 造 はれる。 幾何 働いても 報酬の 其れ程に 得られ ざった こと は 老婆の 生計の 機 子から 明白で あ 

る。 然し 彼 は 此の間に 信仰 深き 靈魂を 維持し 來り、 常に 祌の 恩寵 を 感謝して 居る の だ。 此の 圆を見 

ると 誰も 己が 輕簿 なる 心を耻 かしく m 心 ひ、 勿體 なき ことよと 危座： 止 念、 CI らも 感謝の 祈禱を 促され 

るに 相」？ 3 ない。 

ふさ 

盖し 感謝 は 美しき もの だ。 詩篇に は 『適 はしき もの』 と 云って あるが 之な きは醐 くして 弗 だ W な 

りと 云 はざる を 5^ ぬ。 只だ上機嫌で^1.^比.娘ゃぉ多福のゃぅに_!"しが っても、 仰いで 祌の德 を 讚し、 
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其の 恩 を 謝する 心なく ば、 少しも 高尙 なと ころ はない。 人物の 階級で 云へば、 すっと 下に 位する も 

ので ある。 ぉ世辭 たらたら 形式 一遍の 辭令 のみで、 其の 讃美 は 常に 割引の 多く 立つ 世界に 於て、 獨 

り 基 i^E 者が 赤誠 を盡 し、 心 を 傾けて 讃美す る ことの 出來 ると 云 ふ は、 大 いなる 特典で ある。 

基 普 者の 在る ところに は 何時も 此の 不斷の 祈が 捧げられて 居る。 吾人 は 今日 新嘗の 禮拜 日に 於 

て、 此の 光榮 ある 不斷の 祈に 仲間 入 をしたい と 思 ふ。 詩の 第 百 三篇は 歷史ゃ 人生の 經驗 から 祌に感 

謝する 心 を 歌 ふたもの なり。 口く 『^lホパは汝が凡ての不義を赦し、 汝の 凡ての 病 を 癒し、 汝の生 

ぼ 二い  た！ "しキ I さ W き 

命 を 滅亡より 贖 ひ 出し、 仁慈と 憐憫と を汝に 蒙らせたり。 凡て 虐ら る、 ものの 爲 めに 正義と {# 判と 

を 行 ひた まふ』。 是れ 人の 事 や 我が身の 上、 人生 幾多の 經驗に 照して、 深く 祌の 仁慈と 恩寵と に感 

じた 言 だ。 口く 『己の 途をモ ォセに 知らし め、 己の 作爲を イスラ ヱルの 子に 知らし めた まへ り』。 是 

れ 史上の 事 實を思 ひ 國民歷 世の 經驗 を根據 として、 祌を 讃め稱 へたので ある。 殊に 救の？ S3、 罪の 噴 

ひ の 事實に 於 て 神 を 讃美し 、 其 の 恩寵 を 感謝す ベ き 最も 大ぃ な る 理由 を 見出す べきで ある。 

次ぎの 歌なる 第 百 四篇は 之と 方面 を 異にして 居る。 天地、 山岳、 河 海、 草木、 禽^な ど を 引き 來 

り、 自然界の 景色 や 其の 現象 を 村 料と して 神に 感謝す る HI を 促す 歌な り。 神 は 『光 を 衣の 如く 纏 

ひ、 天を^：浙の如くに張り、 水の 中に 殿の 楝梁を 置き、 雲 を 車と し、 風の 翼に 乘る。 焰の 出る 火 を 僕 

とす。 …… 泉 を 谷に 湧き出した まふ。 其の 流 は 山の 間に 走る。 …… i 仝の 鳥 も 其の 傍に すみ 樹枬の 隙 

より 囀り 謠ふ』 などと 歌ひ續 け、 第 十四 節に 至りて 口 く 『エホバ は 草 を 生えし めて 家畜に 與へ、 田 


產を廢 えしめ て 人の 使用に 備 へた まふ。 人の 心 を 喜ばしむ る 葡萄酒、 人の 面 を 光澤 燦然たら しむる 

油、 人の 心を强 からしむ る賴 どもな り。 子ホバ の樹と 其の 植ゑ たまへ る レバノンの 香 柏と は 飽き 足 

りぬべし。 鳥 は 其の 中に^ を 造り、 鶴 は 松 を 其の 棲 ひとせ り』。 此の 如く 空の 鳥 ども は播す 種ら す 

して 其の 食 を 野の 百合 は 織らす；^ すして 其の 裝を 飾る、 然は あれ ど 人類 は然ら す。 ：： く 『人 は 

出で、 ェを 操り、 其の 勤勞は 夕にまで 至る』。 吾人 は 天 物 を 其の ま \ に 使用す るの みに あらす >  之 

に 工作 を 施して 後、 用 ゆる もの 寶に 夥しい。 料理 も あり 織り 紡ぎ も ある。 郁々 乎と して ハ憂々 文、 技 

藝 工業 K 々として 進む。 是が 文明と 云 ふ ものの 實質 なり。 新嘗の 禮 拜は 粒々 辛苦の 勞 {<. ^しからす、 

垂穗を 刈り 集め、 新穀 を 倉に 收め、 神の 恩寵 心に 飽き 足ら ひて 感謝す る ことなり。 祌は人 を 乞食の 

如くに 養 ふので はない。 孟 #： 君 の 如く 只 だ 鶏鳴 狗盜 ぐら ゐ の 眞似を させて 三千 人の 食客 を 飼 はれ は 

せぬ。 腎> き 仁者の 人 を 助く る や、 之 をして 自ら も勞 すると ころ あらしめ、 時として は 恩 惠に與 り 居 

ると 一； ム ふこと に氣付 かざらし むる, とが ある。 此に 於て 其の 惠に與 る もの 能く 人格の 體面を 保ち、 其 

の 才能 を發 揮せ しむる ことが 出来る。 神の 人に 與へ、 之 を 養 ひ、 之に 幸 ひする また 之と 同じく、 其 

の 恩惠の 奥床しく 美しき こ と譬 ふるに 物な し。 我ら も浙 くこ そ あり たけれ。 情 を 盡し愛 を 行 ふに、 

好く、 美しく、 奥床しく あらん 2J を 心 懸けたい もの だ。 

聖 簾の 作用 もまた 之と 其の 趣き を 同う す。 其の 何れより 來り、 何れに 往くか を 認め 難し。 『そ は 神 

その 善 旨 を 行 はんとて 汝ら の衷に 働ら き、 汝ら をして 志 を 立て 事 を 行 はし むれば なり』。 志 は 人の 
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はたら 

志、 行 ひ は 人の 行 ひで ある。 然れ ども 祌 其の 中に 作用かなくて はならぬ。 精祌界 のこと は 決して 露 

骨で ない。 木に 竹 を 接ぎ 合せた やうな ところ はない。 機械的な ところ は 少しもない。 そこで 聖靈の 

感化に 氣づ かす、 神の 助け を 受けつ，^ も 已れ獨 りの 手柄の 如く 心得る ものが 少 くない。 隠れた るに 

兑、 密々 に 作 W く 神の 恩寵の 美しき かな。 造化の 經營 も亦然 うで 餘り 奥床しき が爲 めに 氣づ かぬ こ 

とが 多い の だ。 耶穌 のお 譬へ にな つた 愚かなる 富豪の 如き もの 、出來 るの も 其れ故で ある。 『或る 富 

人 その 田畑よ く豐 りければ、 自ら 忖ひ云 ひける は 我が 作物と 貨を其 所に 藏む べし。 斯くて 靈 魂に 對 

ひ、 靈 魂よ 多年 を 過す ほどの 許 多の 貨物 を 有ち たれば、 安心して 食飲樂 しめよ と 云 はんとす。 然る 

に 神 これに n: ひける は 無知なる 者よ 今夜 汝の 靈魂 とらる、 こと 有べ し』。 金錢を 投げ付けられて 昔 

のす る ほどで 無うて は恩惠 とも 感じ 得ぬ と 云 ふ は 如何にも 情けなき 話で ある。 露骨なら ぬ 一 切の 恩 

惠は 忘れて 了 ふやう なら 非人 乞丐の 世界と 云 は ねば ならぬ。 せハれ だから 昔の ネ ブ 力 デ ネ ザ ル 王の 如 

く 『此の 大 いなる パピ 口 ンは 我が 大 いなろ 力 を もて 建て \京 城と なし、 之 を もて 我が 威光 を雠 かす 

ものたら す や』 と 云 ふ ものが 多い。 

祌の惠 は斯の 如く 奥床しき が 上に、 また 規則正しく、 間斷 なく、  . ^ノ しも 變 ると ころがない。 春 夏 

秋夂 A 迭 みに 更る。 夏 ゑ秋牧 む、 神の 約束の 阁 きこと よ。 吾人 は新嘗 祭に 於て 祌の 惠の滯 りなく、 

撓 みなく、 間斷 なく、 おの 順序 嚴 かに fi- し. きを 感ぜ すん ば あらす。 之が 爲め 神の 惠に 惯れ て、 其の 

.E つて 來る ところ を 問 ふの 暇な きもの k 如く、 之 を 自然に： S して、 物の 後に 祌の 在す に 心 付かぬ 


ので ある。 H  .. チプト 人 は ナイル 河 を祌の 如く 尊んだ。 彼ら は遙か 南の 方 アビシニアの 山々 に 降雨 あ 

るが はめ、 此 河の 漲る こと を 忘れた。 世に は 偶 ま 雨と 河との^ 係に 心 付きても、 祌の 在に E 心 ひ 至 

らぬ述 中が 夥しい。 若し 天變 地異、 疫瘸 艱難 不時の 出来事で もなかったならば、 世 は 全く ネ ブカデ 

ネザル 王 や、 かの 愚かなる 富豪の やうな 狀 態に w つて 了うた かも 知れぬ。 

また 祌の惠 みの 豐 かなる ことよ。 吾人 は 《s に 之 を 濫 W する ことが 多い。 もな く、 仕出した る 事 

もな く、 徒らに 祌の賜 を 用 ひて 居る。 然るに 尙ほ 其の 俊に 養 ひ 置かる。 今年 も 無 寧に 此秋 を迎へ 

た。 之に 比すれば 我らの 誇り 面な ス 所謂 慈善 や 恩惠は 見る に 足らす、 月夜の《^^の如き心地でぁる。 

せめて は 此の 感謝 日に 聊か 舉び 得た る 所 を 將來の 心 ともなして、 祌の 砍く大 いなる 御 心に 習 はば 

や。 觅 Iffl: 豪族、 權 家の 子弟が 物に 不自由な きと ころから 不良少年 になり 易き 如く、  }?:：： 人 は 通ば 祌の 

^界の 無 顿漢と なり 、 其の 不良 兒 となり はせ ぬか。 

耶穌の 教訓に 播種の 饕が ある。 物質 界の 牧穫を 祝 ふと 同時に 心は自 から 精祌 界の靠 柄に 連想せ ざ 

る を 得ぬ。 其、 れ だから、 巳に 聖靈の 作用に ついても 一 言した ので ある。 各自の 衷 なる 心^の 農事 今 

如何。 路傍に 落ちし か。 磽路に 生えし や。 將た荆 棘の 間 か。 幸 ひに して 肥えた る 土の 巾なる か。 實 

ると ころ 幾何。 また 之 を 使用し つ、 あり や 1 實れる 田の 面 は 見渡す 限り、 穏 波の 立ちつ、、 口 影に 

ぞ句 ふ。 德は色 づき、 利 鎌 を 待てり。 いざや 共に 刈らん、 時 過ぎぬ 間に。 かり人れ肩：^かにかり手 

は 乏し。 忙しむ 僕 を 主よ 增し 給へ』。 新 嘗禮拜 は 各自が 神の 恩寵に 感激し、 身 を 架 別して、 世の 爲 

新？^ « ：ル の宗敎  五 0 九 


3. 何ぞ 徒に 地 も 塞ぐ や』  五 1〇 

め 人の 爲め、 主の 御 國の爲 めに、 凡てを獻ぐべき5を志しー^^!1に其の約束を固めて、 忠誠 を 擢んづ ベ 

き機會 ではない か。  一九 0 九 年 一 1 (お 昔 新報) 

『何ぞ 徒に 地 を 塞ぐ や』 

暖爐 の 熟に 就ても、 空しく 消散して 窒內 の {仝 氣を 暖め るに 活 W されぬ ものが 少 くない。 H 業 世界 

に 於て も 電力 や 其 の 他の 動力 を 遣 漏な く活 用せ しむる の 方法 を 見出す が 大切な 問題で あると して 廣 

く 認められて 居る。 

精神 界も问 じこと である。 可惜 勢力の 効能 現 はるる を^す して。 之 を 空費し つ、 ある ものが 夥し 

きこと である。 北 地方 歉 のために 多くの 人が 飢餓に f- 吟し たと き、 識者 は 若し 耕作の 方法 だに 

科學 的に 改良され て 居ったならば、 斯る 悲慘な 出来事 を 見す に 了んだ であらう と 云った。 敎會 のこ 

とも 之と 一様で、 適當 なる 耕作 を 施し、 漑ぉ= 養 等に 注意し、 種の 改良 を 怠らぬならば、 諸事 モッ 

とお 効に 運んで 居る に逮ひ 無い、 勢力 を 有効なら しむる と 云 ふが 敎會 刻下の 大 問題で ある。 穴」 費せ 

らる \ ものが 餘 りに 多い。 耕 やさす して 捨て置かる、 沃野 千里と 云 はねば ならぬ。 多くの 人 をして 

.ilw 的の 飢餓に 衰：； ^し、 湖 死の 悲境に 陷 らしむ る も、 畢竞傳 道 上 耕作の 法 宜しき を 5：： す、 露 魂の 農政 


欠陷 多き^ 5^ ではない か。 之が爲 に 精 祌界の 活力 空しく 空^せら る、 もの 恐し ぃ稗澤 山で ある。 

n 十 い 話が 基督 者 の 所有す る會堂 を 見られよ。： 食堂の 容積に 比例して 之に #集 する ものの 數： W だ 少 

なく、 遊 だしき は 僅かに 其の 百 分の 一 を充た すに 足らぬ かも 知れぬ。 合 党 はより く 利 吊せられ、 

H、 の 容積 は た 空氣を 以て 充 たされる ので 無く 、活ける 靈魂を 以て 充 さる ベ き ^ではない か。 如何 

に すれば 會 堂が 其の 惯値を 充分に 發 揮し 得る であらう か。 

たビ 物ば かりの 問題で は 無い。 敎會は 活ける 人格の 勢力 を 如何に 活川 しつ k あるか。 ^の 潜 勢 

力 を 空しく 土中に！！ め 置く 資例 多き か少 きか。 七つの パ ン 一 一つ の魚を持てる少^<?は其邊に\ィみ居れ 

ど 之を兑 出して 主に 紹介すべき ピリ ボ、 アンデレ 無き を！ む 場合 は 無き か。 祈り 會の报 はざる、 献 

金の 少き、 何れも 潜勢力 餘り ありて、 之 を Mi 用に 放棄し 置く 場合 決して 稀な りと は 云へ ぬ。 此 所に 

横 はって 05 る 問题を 何とか 解決せ ねばならぬ。 

^に 氣； W 着けた いのは 講壇の 勢力で ある。 せ： (の 傳道 上の 生產 力で ある。 或は 過る 一 年 問 一 人 も 基 

督の もとに 紹介し 得な か つた 講壇 あるか も 知れぬ。 ^だしき は 此の 現象 を 己が 精神的な るに 歸 して 

淺問敷 も 安ん する もの 無き に 限らぬ。 精神 界は 一 方から 見れば 餘 り寬大 である 故、 暫 らく は 其れで 

も 通用す るが、 世の 實 業界なら ば然 うは 往 かぬ。 『何ぞ 徒に 地 を 塞ぐ や』 と 云 ふ聲が 忽ち 聞 ゆるで あ 

らう 0  1 九 1 三年 一 1 月(！！| 普 新報) 

『何お 徒に 地 も ぐ や』  五 1 一 


講 as の 調子  五 ニー 

. 講壇の 調子 

日本其.^^敎の講擅は如今何ぅ云ふ風になって居るか。 數年 前よりも、 餘程 宗敎 的に なりつ & あつ 

たが、 近 來は大 戰の結 ra^ でも あらう、 改造 を呼號 する 聲の 世間に i 曰. すしき 餘 響が 基督 者の 講壇に も 

鳴り渡り、 或 る t 類の 社會. 問題が 頻り に 說き立 てられて 居る 向 も あ る。 . 勞慟 者の P 、動 は 目下 天下の 

人 を換惱 せしめて 居る。 生活難 は 基督 者の 食議に 於ても、 其の 注意 を 其の 一 つに 集めた るかの 如く 

如何にして 傳 道すべき かと 云 ふこと よりも、 如何にして 敎會を 維持すべき か、 如何にして 敎職 者の 

生活難 を 救 ふべき かと 云 ふかと 云 ふ 問題が、 5:!^^ も 熱心に 論議 せられて 居り はせ ぬか。 總 ての ことに 

時期が ある。 時勢の 必要 上、 斯の 如くなる の も 止む を 得ざる 次第で ある。 今 E は 通常の場合 でな 

い。 平時の 事と は 遠って 居る。， 變 則で 行ねば ならぬ。 隨 つて 基督 者の 講壇 も變 調子に ならざる を 得 

難き 事情で あるか も 知れぬ。 世界 改造 ゃ勞働 問題 や 何 かで 專ら 講壇 を 占められても、 暫時 は 諦めて 

居らねば ならぬ と觀念 して 其の 缺陷を 自己が 密窒 の 祈に 由り て 填めて 居る 人 も あるで あらう。 

然し 辛抱 も 程度問題 である。 斯くてい くその 時 を經ん とする ので あるか。 社會 ゃ國 民に 關 する 

事 が、 根本的に、 水 遠 世界に 涉る 方面から、 基叔 E 者の 講壇に 說 かるべ ま 場合の ある こと は 確かで あ 


る。 敢て 之を咎 むる ので はない が、 或る 向きに 於て は、 基督 者の 講擅餘 り 多く 時代の 問題に 拘束れ 

て、 永遠 世界 を 疎略に して 居り はせ ぬか。 何時でも 根本 を 忘れて 枝葉に 走る は危險 である。 また 決 

して 傅 道の 効果 を 擧げ、 敎舍を 盛んなら しめ、 人に 眞 正の 慰安 を與へ 魂に 其の 精 食 を與る 所以の 

道で ない。 殊に 基督と 其の 十字架と を閣 却して、 山上 垂訓の 社 食的應 用の みに 忙 はしく、 寧ろ 之に 

加 へられた る トル ス トイな どの 如何 はしき 註 を宣傳 する だけにて 止む と ありて は、 連 だ 困った 話 

である。 其れで は 基督 者 講壇の 面目が 立たぬ。 斯くて は 臨 r か 其の 味 を 失な ひたる と 同様、 外に 棄て 

られて 民衆に 蹈 まる \ のみと なる であらう。 斯る傳 道 (若し 然か li ひ 得べ くんば) は 到底、 水く は 成 

功せ ぬで あらう。 

よ し社會 問題 に 講壇 を 横領 せしめぬ まで も、 其の 說く 所が 基督 敎 の 极本翁 に 緣 遠く パゥ n が 其、 の 

ほかに は 得 こそ 知る まじ けれと 斷 言した 基督と 其の 十字架と に 疎く して、 宗敎哲 學の講 釋、 學究的 

の神國 論、 訓詁 的 聖書 神 學の說 明、 バウ 口 や ヨハネ、 さて は カント、 へ H ゲル あたりの 思想の 解剖 

で 持ち切る 如き 有様で は、 たと ひ， 宗教の 領內 分に 出沒 したりと て、 活力 旺盛と 謂 ふ 結 は 難いで 

あらう。 また 人の 靈 魂の 要求 も 其ら より 寧ろ 純然たる 宗敎 其の ものである。. 講釋 よりも 福音 を 待ち 

受けて 居る。 料理の 献立表 や、 風味な どの 吹聽 よりも、 靈 魂の 慈 養になる べき 食物 其の 者の 供 せら 

る&を 望んで 居る。 彼ら は パン を 求めて 居る。 之に 石塊 を 投げ 與 ふる は 無情の 至りで ある。 魂の 

切なる 要求と 殆んど 待ち 草臥れた る 期待と を餘 所に し、 顧みて 他を言 ふ 基督 者の 講壇 は災 ひなる か 
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li la の 調子  五一 四 

な。 決して 神の 祝福が 無い。 種々 社會 のこと に 骨 を 折り、 人事の 世話 を燒 き、 パ ンの 給仕 をし、 餘 

舆の 取り持ち をす る も 善い 事で ある。 之に 携 はる も 厦餘 儀な きこと であらう。 然し 行傳 六の 二の 如 

かな 

く、 『吾ら 祌の言 を棄 て、、 飮 食の ことに 仕 ふる は 心に 協 はす』 と 主張して、 自己が 勢力と 時間と を 

適當に 使用し 得べき 手段 を講 すべきで ある。 傳道者 は 十字架の 言の 給仕 人で あるのに、 之 を 怠業し 

て、 他の 方面に 浮れ 出る やうな 事は爲 すま じき 害で ある。 日本に 於け る 基督 敎の 講壇が みな 其の 本 

領に歸 正し、 傳道 者が 基督と 其の 十字架の 意義と に 思 ひ を 潜めて、 其の 心 燃る ほどに なりな ば、 其 

れぞぺ ンテ コ ステ である。 傳道は 期せす して 舆る。 敎會は 急ち 充ち 溢る & ばかりの 狀 態に 進む であ 

らう 0  1 九 二  0 年 三 A 福音 新報) 


安息日に 關 する 諸説 

^ー說 に 云く、 モ ー セの 律法に 載せた る 安息日 は 人の 勤 勞に關 する 如き、 他の 命令と E じく、 基 

督敎の 更に 確定した る ものな り。 其の 異る ところ は 一 週の 終の 日 を 初の 曰に 轉 する にあり。 

第二 說に 云く、 安息日と は、 モ ー セ がへ ブル 人民に 與 へたる 成文律の 一 ケ條 なれば、 其の 國の制 

度を廢 したる と共に 今 は 全く 廢 せられたり。 例へば 割禮 のこと、 踰越 節の 如き 即ち 是 なりと。 是ゼ 

ル マ ンの 神擧者 等が 信す る 所な り。 

め15 三說に 云く、 安息日 は、 祌を 公然 禮拜 する 爲に、 敎 會の權 威、 約束 習慣に よりて 維持 せらる X 

敎會の 日な り 云々。 天主 敎徒、 ハイ • チヨ ルチの 信徒 等 多く 之 を 主張す。 

第 四說は 最も 我等の 意に 適する 者な り。 曰く 古の 猶太 的 安息日 は 希伯來 人民の 爲に 設けられ たる 

制度 こして、 其の 特殊なる 必要と 場合と に 能く 適合せ しもの なれば、 基督教の 自由なる 精神 新ら 

しき 律法に よりて 廢 せられた る ものな り。 然れ ども 新約 全書 中に、 主の日と 名づ けられた る 日 即ち 

基 俘敎徒 Qg^ii 日 は、 その 昔敎會 にて 謹み 守りた る ものな り。 法律上より 論 すれば 必 すし も乇 ー セの 


^  A  五 1 六 

立てた る 制度に 由る ものに あらす と雖 も、 十 誠の 第 四 項より 幾分 か 道德 上の 賛成 を 得る ものなら 

ん。 猶太 的の 安. c-u 日 も、 基督 敎 徒の 安 c-^ 日 も、 自然の 法則に 適 ひ、 人の 性質と 必耍 とに 適切なる も 

のと 思 はる。 基督 は 猶太 風の 厳重なる 制度 を 除き たれ ど、 此の 自然の 律法 を 更に 確定して 人類の 幸 

福を增 さんが 爲に、 休总禮 拜の時 を 定め 給へ り。 猶太 人 は 之 を 儀式 的と し、 基督 は 之 を 露 魂 的と 

す、 又 彼等 は 之 を 義務と し、 基督 は特樓 とす。 彼等 は 之 を 目的と し、 基督 は 之 を 方便と なせり。 

一八 九 〇 年 一 0  nT(ii 報) 

濫. 9 に 敎會の 事業 を 企つ る 勿れ 

敎會の 出 费何ぞ 其れ 多端 多額なる や。 今日の 敎會 は、 日本が 東洋の 貧乏 國 なる 割合に 比して、 甚 

だ鳌澤 なりと 云 はざる ベから す。 敎會は 爾後 如何にして、 其の 牧師の 給料 を拂 はんとす るか。 村落 

に 設けられつ \ ある 敎 會は、 如何にして 經費を 支給 せんとす るか。 此れ 目前に 迫れる 大 問題な りと 

す。 今日の 基督 敎徒は 決して あらゆる 事業 を負擔 すべき ものに あらす。 ^0般の慈善事業決して必ら 

すし も 今 曰に 與 すべき ものに あらす。 凡そ 事物に 緩急の 別 あり。 時には 利害の 差 あり。 此 Q 點は事 

纖豕の 深く 留意すべき ところな り。 今日の 基督 敎徒 は專 ら傳 道に 着目し、 靈 魂の 救に 盡 力し、 天國 

の 擴張を 務めざる ベから す。 今回の 震災の 如き 場合に 於て は、 揮って 救 恤の義 擧に與 せ すん ば あら 

すと い へど も、 大體の 精神 は 上に 述べた るが 如くなら ざるべ からすと 思 はる、 なり。 


故に 假令 米國に 何らの 慈善事業 ありと も、 また 英國に 如何なる 結社 ありと 聞く も， 吾が 國の 基督 

敎徒は 濫りに 動く ことな かれ。 今日に 於て 吾人に 不急なる 事業 を 企て、 妄りに 微 なる 信徒の 負擔 

を 重から しむる 勿れ。 吾人 基督；^ 徒 は、 洪圖遠 計な かるべ からす。 n 前の 小成に 區々 たるが 如き 

は、 ^だ 不可な り、 決して 策の 得た る ものに あらざる なり。 區々 たる 淚を 流す 勿れ。 妄りに 慈善 事 

業に 狂奔す る 勿れ。 某の 育 兒院、 某の 企業、 果して 今日の 急務なる か。 此れ 我らの 疑惑す ると ころ 

なり。 信徒の 事業に して 此の 如き もの 一 にして 足らざる は何ぞ や。 一  < 九 一年 1 1 ASI 音 新報： > 

果して 人の 救 はるる を 喜ぶ か 

一 人 罪を悔 ゆれば 天使の なかに 歡喜 ありと 謂 はす や、 今や 敎會の 兄弟 姉妹が 新たに 敎會に 加 人す 

る もの を 見る や 昔日と 異る もの あるに 似た ひ。 昔 は 新たに 信仰 を吿 白す る もの を 獲れば、 恰 かも 失 

ひし 羊、 見落せる 貨幣 を發 見した ろ ものが さ ざめ き歡 ぶが 如く、 慈父-か 蕩兒の しきに 歸 りし を迎 

へて 手の 舞 ひ 足の 踏む 所 を 知らざる が 如く、 會 中の 喜 悅溢 るるば かりにて ありき。 今や 然ら す。 斬 

たに 信徒 を 進る も 冷やかに 之を迎 へ、 其の 堕落せ し を 哀しむ や、 谷中靑 山の 穴 堀り 人足の 惊詞 より 

も 無味な らんと す。 たまたま 新進の 人 を 喜ぶ もの ある も、 多く は 敎會の $f 大を 祝す るの 意 あるに 過 

ぎす。 甚だしき は 敎會の 維持に 便利 を 加へ たりと て 僅に 之 を 喜ばん とす。 而 うして 共の 人の 救 はれ 

しを賀 し、 神 を 知り、 基督 を 愛する の 同感 者 を 新たに 獲たり しとて、 祝す るの 念 は 極めて 蘇し。 全 


世界 を 手に 人る る も、 靈魂を 失 は、.：^ 何の 签か あらん。 此の 心 厚からば 決して 今 曰の 如き こと 有る ま 

じき 害な り。 野中の 井の 傍に サマリ ャの婦 と 語りた る 主 は、 彼が 渐く 正しき に復 せんとす る を 歡び 

其の 弟子に 向 ひて、 我に は汝 等の 如らざる 糈 ありと 云 ひに き" 斯く ありて こそ、 傳 道の 事業 も 盛ん 

に 起る ことなれ。 今や 敎會の 人々 多く は 救 ひて ふこと を 忘却し、 靈 魂の 惯俯を 思 はす、 吾が 信仰 を 

感謝せ す、 人の 悔改を さまで 嬉しと もせす、 他の 信ぜざる を 深く 憂へ とせす。 基 だしき は傳 道に 從 

事す ろ ものす ら尙ほ a っ然 り。 斯 かる 有様に て 神の 國を 開拓 せんとす る は、 火事場に 於け る 彌次馬 

に異ら す、 ただ 喧擾 をな すの みに て 一 つと して 仕出す こと 叶 ふべ からす。 

救 ひとは 何ぞ。 救 ふと は 何ぞ。 何故に 傅 道す るか。 此等甚 督敎の 初歩 問題 を 研究す る は 目下の 急 

に r) ちるな り。  一 八 九 H 年 八 ほ (福音 新報) 

日本の 敎育は 如何にして 運轉 せらる るか 

支那の 軍艦が 西洋の 士官に 依頼して、 運轉 すると 云 ふ 一事 は 吾等の 嘲り笑 ふ 所な り。 自家の 技能 

と 精 鍊とを 以て、 船 艦 を 自在に 使用す る こと 能 は. f して 郯國に 誇り、 武威 を 四方に 輝かさん と擬す 

る は 誠に 心なき 次第な り。 斯く ありて は他圃 人の 侮り を 禦 がん こ と 思 ひも 寄らざる こ とならん。 

吾 や！ -は 支那 軍艦の 陋態を 視て之 を睃 しむに 當り、 日本 某叔 C 敎の 有様 を 思へば 背に 汗の 流る/' を覺 

ゆるな り。 五 萬の 基督 敎徒は 傳道敎 育 等に 於て 計畫 する 所少 からす。 中には 其の 事業に 誇らん とす 


る もの も あるな り。 然れ ども 彼等の 敎會は 如何にして？ fl: 轉 せられつ あるか。 彼^の 敎育 は^とし 

て 何人の 維持す る 所なる か。 吾等 は 其の 過半が：^ 圃 人に 依顿 すろ ものなる を 知る。 此に 於て 彼 甚督 

教徒の 無力なる、 何事 を爲し 得ん との 感想 は 識者の 問に 1^ めり。 此れ 社會の 具眼 者が 某. 督敎徒 を 重 

んぜ ざる 一 原因な りと す。 斯の 如くして 日本の 傳道を 成就 せんとす ろ も 維い なか。 故に 吾等 は外國 

ふ =: 敎師 の傳道 事業と 同時に 日本人の 獨立傳 道の， 成 M んな らんこと を^む 切なり。 

1 八 九 四 年 九 月 c 福音 新報) 

傳 道の 爲 資財 を 失 ひし もの あ. 5 や 

政治の ために 时產を 失 ひし もの 之 あ ひ。 舉問 のために 貧苦に 陷り しもの 之 あり。 然れ ども 傳 道に 

至りて は斯の 如き もの 極めて 少なし。 此れ 外國 傳道會 社に 便りて、 保險附 き傳道 を爲 せる を 以てな 

り。 斯くて 日を經 なば 日本の 基督 敎徒は 殉敎的 精 祌を發 起すべき 機會 を與 へられす して 止まん と 

す。 然れ ども 今や 獨立傳 道の 精祌 大いに 起らん とす。 日本 基督 敎の發 達兹に 於て 其 正路 を 得る に庶 

幾らん か。  ,  一八 九 S lij- 九 H; (福音 新報) 

獨立敎 會を立 てんと 欲する もの は 精神 のみに 偏す ベ からず 

敎會の 獨立は 最も 望ましき ことなり。 吾ら は 日本の 諸敎會 がー 日 も 早く 獨立 せんこと を 希 ふ。 然 
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れ ども 今の 如く 一  敎會 毎に 一 牧師 若く は 一 傳道者 を 置き、 各 傳道地 必す專 任の 布 敎師を 有する の 習 

惯は歐 米諸國 の 發達 せ る敎會 に 於 て こ ュ ) 行 は る ベ きこと なれ。 吾が 邦の 如き 幼 稚敎會 にて 斯 る S 澤 

制度 を 摸 做しつ、 之と 同時に 獨立 自給 を圆る は、 宛 かも 他人に 助けられて 負 ひ 難き 荷物 を橹 ひなが 

ら其の 儘に て獨行 せんと 促 迫る に 異ならす。 其の 精祌は 善み すべき も、 其の 所爲は 愚か 千 萬な りと 

謂 はざる ベから す。 故に 牧舎の 方法に 大 改革 を 施さ すん ば、 吾が 國敎會 の獨立 得て 望むべからざる 

なり。 ゥ H ッ ス レイの 起ちて 新に 敎會 を舆 すに 方り 有力なる 傳 道者少 く、 资 金^だ 乏しき にも 拘は 

らす、 着々 獨 立を實 行して、 大 メソヂ スト 敎會を 創設した る は、 全く 其の 時と 場合と に 適へ る 方法 

を 設けた るに 由る。 トマス • チャル メ ルス、 ヒゥ • ミ n ル等の 人士 非凡なる 信仰と 堅 同なる 志氣を 

抱きし に 相 遠な しとい へど も、 敎 役者 維持 資金 精 立の 新 方案微 りせば、 蘇 國の自 出 長老 敎會 は與る 

こと を 得 ざり しならん。 苟 くも 敎 會の獨 立を談 する もの は 深く 此の 問題 を 研究して、 長 計 大策を 建 

てざる 可ら す。  一 八 九 s 年  一 0 月(塑 曰 新報) 

敎會の 除名 + 

つつ レ 

敎會の 屈 紀を肅 み. 其 健全な らん を 求む るが ために、 有名 無實 なる 會員を 除名 放逐す る は 敢て不 

可な りと せす。 然れ ども 輕々 しく 之 を爲す もの あらば、 余 S? がた めに 心 を 痛めざる を 得す。 一人 

罪 を 悔 ゆると き は、 天使の 間に 大 いなる 喜び ありと かや。 人の 初めて 基督教に 人る や、 牧師 傳道者 


細かに 之に 注意し、 先輦 なる 兄弟 姉妹の 誘引 丁寧 至らざる 所な し。 共久しく敎會に在.„:^て、 渐く信 

念 を 冷 かにし、 次第に 其 紫 會に遠 かる や、 牧師 傳道者 其 他の 兄弟 姉妹 は、 前日の 熟 心 を 以て、 之 を 

かへ  f 

引き 冋 すに 盡 力せ ざるべ からす。 失 ひし 羊を尋 ぬる 熱愛な く、 漫に 會規を 弄して、 輕々 會员を 除名 

する は、 た 悪しき ことなり。 近 某敎俞 は、 殆んど 百 人の 會員を 除名せ りと 聞く。 余 華 同より 其 

っまら か 

s^^* に せ ざ る を 以て、 敢て之 を 是非す る こと 能 は ざるな り。 然れ ども 除 名 は 極めて 重大な り。 

*1 或は 之 を輕々 しく 觀る もの もや あらん。 故に 之 を 一言す る こと 然り。 一 八 九 S 年  一 0 ま覊 音 新報 ：> 

基督 敎 徒の 會堂は 十分に 利用せられ るか 

^督敎 徒の 會堂は 大柢俾 道と 云へ る 特別なる 目的の ために 設けられ しものに て、 R 曜に 二回、 週 

口に 一 问位 其の 戶を 開き、 公衆 を 請 じ 人れ て、 說 敎祈禱 等に 之 を 用うる のみ。 其の 他の 日 は 晝夜之 

を 鎖し 置きて、 何の 用に も 供す る こと 無し。 折角の 利器 一 月の 間 一 一十 日計り は 何の 役に も 立た す。 

左り と は 心外 千 萬に 非す や。 

多 數の人 を 築めて た^ 說敎 を爲 し、 祈. =會 を 催 ふす の 外、 會 堂に て爲し 得べき こと 無しと m 心 ふ は 

大 いなる 間逮 ひなるべし。 毎日 時 を 定めて 牧師 若く は 其の 他の 人々、 其 所に 出勤して、 たと ひ 一人 

にても 來 らん もの を 相手に、 道の ために 盡カ せんと 欲せば、 事業 山の 如く、 求めざる に傳 道の 機會 

を 得る こと 多 からん。 斯る 志な きを 以て、 此の 種類の 事業 極めて 多き に 心 付かざる もの か。 


若し 會 堂の 構造 之 を 爲 すに 不都合な りと 云 は i -、 余輩 此れ も 大いに 改革すべき 一 つなり と 云 は 

ん。  一八 九 五 巾  一 0  曰 新報) 

盤根錯節 は 基督 敎會の 期す ると ころなら 

天は自 から 助く る 者 を 助く、 基督の 敎 會は自 から 助く るの 必 耍な き 有様 にて 設けられ ざり しな 

り。 主耶 穌茶督 は敎會 の司敎 監督と して 之 を 統治し 給 ふに 相違な し。 然れ ども 其の 僕 をして 自 から 

種々 の 經驗を 積み、 多くの 險路を 踏み、 ；得 一失 一起 一 倒の 間に 德を 建て 道 を 修めて、 漸次 聖域に 

進まし むる もの、 如し。 彼の ペンテ コステ のとき、 聖霊の 感化に 滿ち 溢れた る 使徒の 敎會を 見よ。 

恩 惠に與 かる こと 薄き を怨 める 寡婦 等 は 不平 を唱 へ たり。 霞 性 上 の 事業に 專 任すべき 使徒た ち は、 

俗 18^ の 繁雜に 僻 易して、 其の 苦情 を訴 ふるの 必要 を 感じたり。 羊の 皮 を 被りた る镇の 如き 傳道者 も 

其內に 入ひ來 ゆぬ。 使徒 等 すら 互に 分爭 して 相 離れん とせり。 軋 櫟、 黨爭、 誤解、 失^ 等 は績々 其 

の 問に 起り 来れり。 ペンテ コステ 後の 使徒の 敎 會は是 等の 險路 を經 て、 主の 聖旨 を 成就 せんこと を 

努めたり。 基督の 敎會は 常に 斯る 境遇に 處 して 自 から 助け、 自 から 計り、 自 から 處 する の 覺悟 なか 

る ベから す。 敎會を 以て 安逸 を樂 しむ の 桃源と なす も の は 基督 の 本 3e を 知ら ざ るに 坐す。 

一八 九 六 年 1 月 (福音 新報) 


如何にして 傅 道の 寧 業を贊 くる か 

財 を 投じ 金を醵 して 傅 道 を 助く る は 基督 敎徒 の赍 任な り。 吾ら は 此の 點 に付きて 尙獎勵 すべき も 

の ^ すべき もの ある を認 む。 然れ ども 之に 比すれば 更に 急 要なる もの を眞の 同情な りと す。 吾ら 

は it 督の傅 道に 對し 同. 情 切なる か。 亡びん とする 魂 を 哀しむ こと 切なる か。 吾ら の 祈禱は 世界の 

殊に 日本の 傳道を 以て 其の 重 も 立ちた る 題目と 爲 すか。 バウ a は 傅 道の ために 捧 ぐる 兄弟の 

-  かリ 5^  ！！た ら tati と 

祈りに 助けられ しこと 多し と 一 W へり。 耶穌 また 吾ら に 一 百 を 遣され たり。 曰く、 牧稼 多くして 工人 少 

なし。 故に 其の 所有 主に 工人 を牧 場に 達らん こと を 願 ふべ しと。 

日本の 丼せ 督敎徒 皆な 其の 密室に 於て、 家族の 集會に 於て、 また 祈り 會に 於て、 H 本の 宗敎 的更 

生、 傅 道の 興隆、 傳道 者の 精選 及び 成功 等の ために 懇切に 祈る こと を 怠ら すん ば、 敎 化の 進歩 幾 倍 

か 勝る もの あらんと す。 

之と ともに 吾ら は 日本 傳道 の 事業 は 俾道者 の 事業に 非す。 日 本 基督 敎徒 の 事業な る を 常 に 記憶す 

るの 切なる を感 す。  一 八 九 六 年 1-  As 曰 新報) 

基督 は 敎會の 首な. 9 

バウ n 曰く、 『敎會 は 彼の 體 にして 彼 は その 首な り』 と。 同志 社の 問题は 如何にして 決すべき や。 
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之 を 何等の 法廷に 訴へ、 誰 を 裁判人と して 钊 決すべき ことなる や。 唯 同志 社の 事の みならす、 敎會 

の 間に 起る 所の 內 外交 涉 事件、 其 他 不幸に して 紛議の 生す る 場合に 於て、 余輩 は 唯 敎會の 首なる 基 

督の 意志 如何に 由 ひて 之 を 決定 せんと 欲す。 或は 人情に 訴へ、 或は 內 外の 均勢 を 理由と し、 或は 從 

来の 行懸り をロ實 とし、 或は 卑俗なる 體面論 を 提起し 來り、 或は 喧嘩 兩 成敗 說を 主張し、 或は 難易 

得失 を 標準と し、 或は 苟 a の 感情に 驅られ て、 漫然 之 等 問題 を處 決せん とする もの あり。 余輩 は 之 

等の ものに 聽 かんより、 寧ろ 敎會の 首なる 基督 を 仰ぎ、 最上の 刺 決 者 及び 事物の 總裁 として 之 を 奉 

じ、 肅 みて 其 意 旨の ある 所 を 窺 ひ、 其 聖斷に 任すべき 害な り、 法王に 非す、 監督に 非す、 總會に 非 

す、 我に 非す、 彼に 非す、 舉說に 非す、 舆 論に 非す、 慣習に 非す、 人の 額 色 喜 怒に 非す、 唯 基 5^:- の 

僕と して 虚心 平氣、 主の 賛同す る 所、 認可す る 所、 指令す る 所に 從 つて 進退 去就 を 決すべき のみ。 

その 宣吿 だに あらば、 敎會も 去るべし、 友 をも棄 つべ し、 論 戰をも 挑むべし、 降參を もすべし，^ あ 

あ、 敎會 にして 實に 基督 その 首た る こと を 認識す るに 至らば、 その 內に 流通す る 所の 大氣 淸鮮、 精 

# 活動して、 百難 立 所に 定まり、 粉亂の 解く る、 庖丁の 牛に 於る よりも 速 かなる を 見ん とす。 

1 八 九 七 年 九 月(ー2 曰 新報) 

手續に 終る 傳道 

生硬の 醫§ 流 は 病の 理を 論じ、 人體の 構造、 其の 他 諸 部の 關係 を說 くに 於て は囊 中に 物 を 探る 


が 如く、 宛 も 手に 取りて 之 を 見たり と！ 一目 はんば かりに 辯 明 すれ ども、 i&i 際 病 を 治す るに 至りて は、 

全く 無能力の 誹 を 免れざる こと あり。 曾て 本邦 未だ 醫舉の 開けざる に當 り、 蘭 翳の e: 人 等 は 其の 習 

ひ^えた る 人身 究理、 解剖 上の 智識 等 を 以て 漢法醫 者の 前に 獨り時 を 得 顔に 振舞 ひし かど、 共の 實 

地の 力 は 草根木皮 のみ を 用うる 先生に 劣る こと 珍しから す。 講 釋 は 善く 爲せ ども、 乎 は 一向 利かぬ 

と は、 當時 古風なる 人々 の 唱道す る 所に て、 事寶上 否と 言 ふこと を 得ざる さまに て ありき。 

ベ r 日 基督教の 傳道を 見る に、 西洋 基督 敎文舉 の 御蔭に 由り、 其の 靈性上 及び 倫理 上の 作 川 詳細に 知 

ら るるの 便 ある を 以て、 贖 ひの 手繽、 信仰 發 達の 順序、 靈性 上の 實驗を 試みる の 方法 等に 至る まで 

€3 水練の 如き 講釋は 甚だ 盛ん なれ ど、 實際は それほど にも 行かざる を 嘆息す るの み。 此は 事情の 止 

む を 得ざる もの ありて 免 れ 難き 弱點 なるべし と 雖も、 斯 る 弊害 の 存在す る こと を 記憶し て 用 心 怠 り 

なき こと 肝要な り。 特に 注意すべき は 說敎の 調子に ぞ ある。 多く は 基 # 如何にして 人 を 救 ふや、 信 

仰 は 如何にせば 養 はるる や 等の 順序 方法 を 分解的に 講釋 する に 止まり、 基督 自身 を 紹介し、 其の 惠 

を 虞 正 面より 宣 偉し て 人の 信仰 を 催す の 氣合 に 乏しと 謂 は ざ る ベ か らす。 宛ら 席醫 が 病人 の 傍に て 

病理 解剖の 講釋 のみ 事と する に 同じ。 余輩 は說敎 及び 凡ての 傳 道が 今一 段 直接に なりて、 切に 人 を 

勸め誘 ふの 分子 多 からん こと を 望む。 即ち 人を敎 へんと する よりも、 寧ろ 人 を 悔改に 導かん と 試み 

る ものなら ざるべ からす。  一八 九 八 年 一 1 月 (ii 報) 


片々  五 二 六， 

何 ど 事業な きを 患 へん 

敎會 にて よく 聞く は、 人々 が爲に 活動すべき 事業な して ふこと なり。 靑 年會、 婦人 會 などの 組織 

にて は 特に 多く 此の 訴へを 聞く。 禁酒 II 風な どの 弄ば る、 も 多く は 之に 由るな らん。 事業の ある は 

固より 赛し、 禁酒 嬌 風の 述動も 盛んに 力むべき なり。 會堂 建築な どの 計 劃 は、 會 員の 奮 發を來 た 

し、 信仰に も活 氣を與 ふること 少 からす。 然 れど會 員の 惰眠 を醒 まさん ため 態々 平地に 波瀾 を 起さ 

んと 力む る 如き こと ある は 如何に や。 成る 程 太閤が 諸侯の 無事に 苦しむ を惡 しき こと ム思 ひて、 兵 

を 朝鮮に 用 ゐた る 如き 政略 も惡 しき に は 非ざる ベ けれど、 元 來敎會 は 常 に 大事 葉 をな しつ- - あり。 

即ち 神の 國の擴 張是れ なり。 此は會 堂 建築よりも、 德 風 運動よりも、 更にく m 大 なる 靠 業に 非す 

や。 會 cn; が 此の 事 を 思 ひて 心意 を兹に 注ぎ、 外に は傳道 をな し、 內には 信仰 を 養 ふ あらば 敎< ^は 

實に 絶大の 事業 をな し 居るな り。 断く の 如く なれば 信仰 は活 澄なら ざらん と 欲する も 、へからす。 

敎 會何ぞ 事業の なき を忠 へん や。 吾人 は 今日の 基督 信者に 向って、 彼等が 此の 大事 業の 遂行 者の 一 

人な るを自 せんこと を 望ん で 已む 能 は す。  一八 九九 年ミ 月 (福音 新報) 

戒規の 目的 

近頃 世 の 新聞紙に、 基督 教徒と 稱 する 者の 非行 を 暴いた 向が あって、 之が ため 信者の 迷惑 一方 


ならない ので ある。 中ね 某の ことの 如きが 普通の 様に 思 はれ はせ ぬかと 氣遣ふ 人 も ある。 3： にせよ 

基 傅の 敎會 に關 係の ある ものに 斯んな ことがあって は資に 困る。 其の 傅 道 上に 害 を 及ぼす こと 意外 

に 多い ので ある。 共 所で 油斷 はならぬ と考 へる 所から、 敎會 内の 取締 を嚴 重に せねば ならぬ とい ふ 

論が 大分 起って 來た。 無論 敎會 の內 は 彼の 機な 事件で、 代表され る 程 悪くな つて 居らない が、 然 

し 大いに 注意して 信徒の 道德 を振肅 し、 高潔な 風儀 を 一勝 盛んに 興す ことが 必要で ある。 之 を 動機 

として 敎會 內の戒 規を勵 行し、 ド シく處 分すべし とい ふ意氣 込が 强く なって 來た。 之に 付て 注意 

すべき ことが 一 つ ある。 世 問の 批評 を 恐れて 處分 をす ると 言 ふ は餘り {且 しくない。 I 能り 間逮 ふと、 

惡 くない 者 迄 も、 世間への 氣 兼から 罰する 様な こと も 起って 來 よう。 恐ろしい ことで ある。 世 5? が 

何と 一一 目 はふと も 構 はす、 公義 上から 一人の 弱い 信者 を 保護すべき 場合 も ある。 之が 爲に は敎 含が 火 

の 中に 投ぜ られ て、 粉碎 せられる 様な 悲境に 陷 つても 仕方がない。 世 11 の 非難 は 懲戒 を 行 ふに 適當 

な 動機 を 供給せ ぬ。 叉 敎會の 淸潔を 保ち、 其の 健全 を 維持 するとい ふ 必要から、 悪 分子に 外科 療治 

を 加へ ねばなら ぬと 一 一目 ふ 考へも ある。 之 は 敎會の 道德を 重ん する 上からの 話 だから、 前のに 較 ぶれ 

ば餘程 立ち 優って 居る。 然し 到底 信者 自身の 害 を 除く のが 其の 動機の 主點 である。 無論 戒規を 行 ふ 

に は 之 等の 考 もあって 差 支へ ない。 けれども 正義なる 神に 對 して 恐縮す る 所から、 此の儘に 棄て置 

くべ からすと て、 神と 其の 義を 重ん する 精神で、 處分 する のが 正式で ある。 之が 戒規を 行 ふ 本統の 

動機で ある。 断くな うて は、 事によると 狼 狼へ 騒いで 事の 輕重を 過り、 綏急を 測り 損ねて、 動 もす 


れば 不公平な こと をせ ぬに も 限らぬ。 故に 今日 神の 前に 敎會の 不完全 を 嘆き、 基督の 思 召に 恐縮す 

る 精神 を 振起し、 之 を 懲戒の 動機と する が 最も 肝要で ある。 1 九 0  二 年 1 0  si 昔 新報) 

敎會 の道德 的大氣 

サイ， モン 博士の 中に、 敎 会 m が 人 會者を 精選す るの 標準 甚だ 嚴格な ら ざる を 歎じ、 愛らしき 風 

采と擧 動と を悔 改 に 代用す るの 傾き ある を 指摘す るの 語 あり。 豈に 唯だ英 國の會 衆敎會 のみなら 

んゃ。 日本の 基督 敎は 殊に 此の 點に 深く 心 を 用 ひ、 成るべく バ プテ スマ 及び 入會の 標準 を 高め、 敎會 

の淸潔 及び 1 ^義を 保つ の 取締 を假 かにし、 基督の 樓烕に 依りて 敎會の 腐^ 分子 を 淘汰せ ざるべ から 

す。 就中 男女 間の 道 德に關 して は 精細に して 厳重なる 注意 を 加 ふべき なり。 青年 男女の 出入 最も 頻 

繁 なる 基督の 敎食 は、 病的 感情 を 排斥す る こと を 努め、 美 はしき 禮節 を獎勵 し、 剛健なる 氣風を 振 

作し、 愛の 高潔と 神聖と を 維持す る こと を 怠る ベから す。 之に 就きて 注意 深から す、 敎養 その 宜し 

きを 得す、 制裁 儼 かなら す、 淘汰 甚 しく 怠慢に 流る- - もの あるが ために、 多くの 病的 傾向 を 有する 

靑年 男女 敎會に 潜伏す るの 疑 ひなき を保證 する こと 能 はざる に 至れり。 禁煙 禁酒 の 如き も 基督 敎徒 

の 主張 甚 しく 弛みて、 是等 有害なる 習慣 敎會の 中に 渐く 其の 根據を 固めん とする に 似たり。 之れ 末 

節の 小事な ひと 云 ふ 勿れ。 以て 敎會に 於け る 精神的 傾向 を 察すべ きなり。 

1 九 0 六 年 六 H;(i 曰 新報) 


敎  保 

某の 敎會に は數年 前より 敎 保と 名付けら るる もの 設けられ、 洗禮を 受け 新に 敎會に 加 はる 人々 の 

友と なり、 其の 信仰 上の 相談 相手と なり、 靈 性の 後見 を爲 すなり。 北 ハの敎 食 員に 信仰 厚き 一 家族 あ 

り。 此程 其の 家の 主人 夫婦が 敎保 となり 居る 男女の 靑年十 數名を 招きて、 一夕い と 睦まじく 美 はし 

き 集 會を催 ほしたり。 其の 靑 年の 中には 斯る 親切なる 敎保を 得た る爲 め、 t5*C の 誘惑に 臨みても 之 

に 打ち勝ち、 靈 の危 機に 際して 能く 信仰の 道 を 踏み 誤らす、 今日 ある を 得たり とて、 心より 喜び 

IK1 たる もの ありし とぞ。  - 

古へ 封權の 時代に は 烏帽子 親と 稱 する もの あり、 男子 元服の 式に 親しく 烏帽子 を 冠ら せ、 名 を 付 

け、 其の 靑 年の 出世に 何に くれと 心 を 配ば り、 靑年も 亦 北 ハの人 を 親の 如く 師の 如く 敬 ひ 且つ 頼みと 

せる 風^ あり。 敎保 のこと 又 之に 似たり。 敎保は 己が 責任 ある 人々 の靈 魂に 注意し、 常に 之が 爲め 

に 祈り、 其の 喜び を 喜び、 悲しみ を 悲しみ、 其の後 見と なりて 共に 道に 進む こと を心歷 く。 敎保を 

賴 みたる 人々 も 之 を 信仰 上の 兄の 如く 姉の 如く 敬 ひて 頓母 しがり、 己が 爲 めに 祈り „k るる 人 ある を 

m3 ひて 如何なる 境遇に も 慰めと 力と を 得べ く、 叉 共の 同情に 酬 ゆる 心 も 湧き出で なん。 斯くて こ 

そ、 欺 徒 の 美 はしき 交り は 全う せられ 基 替者的 生活 の興味は^!^ 々 として 盡く る ことな きを 覺ゅ るな 

らん。 に 皮 等が 折々 に 相 集りて 親しく 語り、 f«i に 祈る 問に 得らる る 稗 5 徒と 樂 しさと は 如何に 大な 

片 々  五 二 九 
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るべき。 之が 爲 めに 敎保も 亦 之を賴 める 人-"、 も、 共に 德を 建て 信仰 を 養 ふの みならす。 延いては 敎 

會の氣 風 も 美 はしから しむべし。 敎保 のこと 一 部の 敎會 にも 行 はるれ ど、 一 般には 未だ 知られざる 

が 如し。 我等 は廣く 此の 美風の 行 はれん こと を 望ましく 思 ふなり。 

一九 0 七 年 一  一 nT(i 曰 新報) 


基督 敎徒 靑年會 

基督 敎徒靑 年會の 事業 大に 起らん とす。 歐 米に 於る 靑年會 の 結果 は 如何なる も のぞ。 共の 敎會及 

ぴ { 一"； 敎師と の 關係 は當 に 如何なる を 以て 利 5 分-多し とす る や。 我が 日本 基 赞敎徒 靑年會 は 何 を 以 て 其 

の 標準と す ベ き や。 是れ余 K. が 今日 に 於て 深く 注意す ベ き 所な りと す。 

數年 前より 歐米 諸國の 都市 非常に 大を 加へ、 少年子弟の之に築る^!<;*^だ多く、 大抵 は隨 巷に 件 居 

し、 怪しげなる 下宿屋に 寓り、 親戚な く、 故舊 なく 一家 M 欒の偸 快な し。 其の， 所に 在る も恼 く、 

往 きて 遊ばん とする に 良家の 知れるな し。 さりと て 交際 を 求め 怏樂を 欲する は 人情の 常な り。 此に 

於て か に 出入し、 賭博場に 往来し、 はて は 品行 をく づし身 を 亡ぼす に 至る もの 其の 幾人なる を 

知る ベから す。 

然るに 敎會に 於て は、 斯る 事情に 注意す る こと 綿 { おならす。 隨 つて 都市の 少年 子弟 次第に 敎會に 

遠 かり 行き、 彼ら は 殆ど イスラ H ルの民 籍を脫 したる 者の 如くに 成り、 無 顿亂雜 なる 敎育は 之 をし 

て 愈々 無 賴亂雜 なる 境遇に 陷 らしめ たり。 其の 狀實に 迷へ る 羊に 異ら す。 また 憐れむべき ものな 

り。 此に 於て 博愛の 士、 篤志の 人發 企して 會を 結び、 方法 を 設けて、 此等靑 年 を 集めて 之に 一の 家 

ほ 教徒 萄年ま  五三 一 


基 6 教徒 青年 售  五三 二 

庭 を與 へ、 快樂 を與 へ、 福音 を敎 へて 以て 純良の 小 Z 年たら しめん こと を 岡れ り。 此の 會を 名付けて 

^=^.螫敎徒靑年會と云ふ。 

靑年會 は 此の 如き 必要 あるよ 起 れるも のな り。 会 輩 は 此の 食の 成り 立てる *v 喜ば. f んば あら 

す。 また 其の 發起 者の 志 を咸： 佩せ やん ば あらざる なり。 然れ ども 我が 邦に 靑年舎 を 設けん とする に 

は その 方法 必十 しも 西洋に 則るべからざる もの ある を 記憶せ ざるべ から や。 其の 第一 に 則ろ ベから 

十と す もの は、 靑年會 をして 全く 敎龠 よ. C 獨 立せ しむる の 一事な り。 歐米 諸國に 於て は 前に 述べ 

し 如く、 曾て 敎會 が靑 年子 弟を棄 て、 觀み ざり しのみ ならす。 一種 迷信 的の 風 ありて、 敎會 の內に 

つと め 

靑年 の 爲に 書籍 窒を 設け、 運動場 を き 其 の 勤 任の 媒介 を爲す の 局 を 立て、 其 の 他 靑年會 の 專業を 

敎會に 於て 執り行 ふ を 不可と す。 此を 以て 靑年會 は 自然 敎會の 外に 糧立 する ことと なりぬ。 理肘上 

より 昆る もまた 事務の 都合よ. S すろ も斯の 仕組 は 頓る失 ありて 谷： 少 きものと 謂 はざる ベから 卡。 

吾が 邦に 於て は是の 如き 事情 未だ 起らざる なり。 .^-輩は敎會を以て佛徒の寺院の如くならしむる 

を 好ます。 これ をして 靈界 にも 社會 にも 其の 平 知のお- 氣 li^ 善の 精神 を 流通せ しめん こと を む。 恰 

も 某 督が 鎮魂 を 救へ ると 同時に 肉 體の飢 を 救 ひ、 病 を 癒せる が 如くなる を 要す。 余輩の 考案に よれ 

ば 各 敎會に 靑年會 を 設け、 牧師 若く は敎師 なきの 敎食 にて は、 命 吏 肉ら 之が 長と なりて 其の 窠 業 を 

擴 張し、 場合の許すに至れば特に之が爲に塞務^！^數人を置きて、 靑年 會の寨 業 を 撸當 せし む 可し。 

會 堂に 附屬 せろ 家屋に 書籍 窒を 設け、 贌操場 を 置く、 何 を 以て 之 を 不可と する や。 此の 仕組に 據れ 


ズ、 牧師 は 社き 改良の 中心と なり、 良好なる 感化 力 を廣く 世上に 及ぼす の Iffii 機に 立ち、 之 をして 坊 

主然 たらしむ る ことなく、 常に 活 世界に 近き 活潑 有爲の 人たら しむる を 得む。 敢て之 を 世の 識者に 

wl^o  一  八 九 0 年 S  ntCSS 音 a 報) 

社會 的の 基督 敎 

基督 敎を 世に 弘 布す るに 方り、 傳道 者の 武器と して 用 ふべき もの 一 にして 足らす。 保 羅がァ テン 

ス にあり て、 道を傳 ふるや、 人の 靈 性に 根ざせる 宗教心に 訴へ、 其の 哲學 思想に 照らし、 其の 文學 

の英 華に 徵 して、 基督 敎の 採擇を 促が さんと 試みたり。 我等 は 今の 日本に 於て、 ァ レオ 山の 說敎法 

を 用 ふるの 不可な きを 知る。 

然れ ども 今や 日本の 傳道 上、 此の 他に 一 の 利器 ある を 見る。 基督 敎を 社會 的に 辯 明す る ことこれ 

なり。 

前年 世論 は 大いに 歐化 主義に 傾き、 其の 齢 や 何の 思慮 もな く、 西洋の 事物 を 輸入 せんこと を 力む 

るに 至れり。 其の 時に 方り、 基督 敎と國 家と 何の 關係 あり や。 日本の 將來の 福利 は、 基督 敎 により 

て 如何なる 助け を受 くべき もの ある や。 此 等の 事柄 は、 緻密に 考 ふるこ ともなく、 漫然 基^ 敎は文 

a€ 的の 基 g 敎  五三 三 


钍 食 的の 基 s 敎  五三 SI 

明に 必要な りと て、 其の 採擇を 促が せる 敎 外の 識者、 即ち 有志 者なる 者 少なから ざり き。 こ は 深く 

悟りた る 所 あるに も あらす。 國 民の 狀況を 見て 大いに 感じた る ものに も あらす。 一時の 流行、 長き 

を 持す る こと 能 はす。 彼の 有志 者 も その 雷同 者 も、 程なく その 言 を 忘却し、 その 喧しく 贊 成した る 

こと を も、 記憶のう ちょり 削り 去る こと、 はなり たり。 

然る を 近頃に 至り、 世の中の 有様、 何となく 安から ざる 心地せられ、 社 會の狀 態 は、 此の ま、 に 

て 長く 繼積 すべき ものに あらす。 大に變 化する 所な くんば、 國 民の 將來 如何 あらんな ど 思 ふ 族も少 

なから ざるに 似たり。 國會 は^ 立せられ たり。 法治 主義の 人々 が 熟 心せる 法律の 整備 も、 稍々 全き 

に 近 からん とす。 學生も 大いに 進歩せ り。 然れ ども 社會の 有様 は、 ■ これが ために 善き 方に 向へ りと 

も 見えす。 政治 上の If 敗 日に 甚だしく、 子弟の 德育は 其の 方針 一定せ す。 此の 民 をして 殆ど ふ 者 

無き 羊の 觀 あらしめ たり。 男女 間の 敗德、 紳士の 汚行 は、 日を經 るに 隨て 愈々 多く、 世人の 耳目に 

達し 来れり。， 遊 だ 痴鈍に なりたり と兑 ゆる 日本の 良心と いへ ども、 此 等の 事 實を觀 察して、 幾分の 

刺激 を 被りた る ものな きに あらざる べし。 これ 基督 敎 徒が 深く 考 ふべき ところな りと す。 前日の 日 

本 は、 淺 薄に 基 哲敎の 必耍を 感じたり。 今日の 日本 は 深く 其の 必要 を 感じ 得る の 時機、 まさに 到來 

せりと いはざる ベから す。 

彼の 四 福音 を 兌す や。 著者の 目的 相異 り、 其の 敎 へんと 欲する 人 同じから ざるが 故に、 著者の 用 

ふる 引例、 證據又 異同 ある を 見る。 グ リシ ャ人 にはグ リシ ャ人 を說 くの 手段 を 用 ひざる ベから す。 


猶太 人に は將太 人に 應す るの 法 を 採らざる ベから す。 此れ 使徒 保 羅の傅 近 法に あらす や。 

我 ォは敎 舎の 講壇に 於て 常に 社會 的の 說敎， ある を 好ます。 政治 上の 批評 を 以て、 安息日の 講席を 

專ら にせし むる は、 最も 不可な りと す" 然れ どもへ r 日の 傅 道 者 は、 宜しく 曰 本の 國狀 時勢 を 察 

し、 深く その 情實に 熟し、 自ら 感激す ると ころ ありて 熱心に 基督 敎の 必要 を、 社 含に 向って 說 明す 

るの 任を负 へる ものな り。 此の ー點 より 議論 を 起して 世 を 敬；.〕^ する は敎 食の 義務な り、 宣敎師 の 任 

すべき 所な り。， 現に 日本 は 此の 如き 說敎を 要する こと 連 だし。 故に 演說 に、 又 時として 講壇の 說敎 

に、 基 1^1; 敎を 社交的に 論 辯す る こと 甚だ 必要な り。 人民 をして 己の 狀況の 悲しむ べきと、 基督 敎の 

力 能く これ を 救 ふに 足る を 悟らし めよ。 福音の 傳播は 大河の 決する が 如くなる に 至らん。 

或は HI く、 吾人が 基督 敎の功 能を說 くや、 一日に あらす。 世人 も旣に 之に 倦み疲れ たりと。 此の 

言 一 理 なきに あらす と 云へ ども、 前日の 事み な淺 薄に して、 敎 外の 賛成者 はいふ も 更なり、 基督 敎 

の傳道 者と いへ ども、 西洋の 文明 史を 受け 賣 りし、 一 甚だしき は歐化 主義の 輕 薄なる 風潮に 誘 はれ 

て、 思慮 も 無く これに 雷同 附 和した る ものに て、 毫も 痛切に 國 民の 有様 を 悲しみ、 基督 敎の 必要 を 

眞實 に 感じ たる ものに あ らざ るな ひ 。 磽确 に 播か れし稀 焉んぞ 能く 發生 の 矮 なる を 望む ベ けんや、 

日出 づれば 忽ちに して 枯れ m;- てんの み。 これ を 旣往の 失敗と す。 若し 基督 敎 徒にして、 緻密なる 觀 

察に よりて、 大いに 今 曰の 國勢を 悲しみ、 熱淚を 以て 神に 祈り、 至誠の 言葉 を 吐いて 此の 人民 を警 

^する 時 は、 時 も旣に 熟せり。 日本 國 民の 政治、 商業、 敎育 等に 於け る 經驗も 稍々 進みた る こと 

ft 會 的の iiag 教  五一 一一 五 


孤 as 院の 設立に 付いて  五三 六 

故、 必らす 耳 を 傾く る もの 多く、 其の 結 2^ 前日の 比に あらざる べし。 我等 時勢に 就きて 深く 感す る 

所 あり。 之 を 書して 基督 敎 有志 者 諸氏に 吿ぐ。  1 A 九 一年 1 1 acsi 音 新報) 

孤 兒院の 設立に 付いて 

近來、 我が 基督 敎 徒の 慈善事業、 着々 として 其の 步を 進む る を 見る。 我等の 喜び 何者か 之に 加へ 

ん。 昨冬の 震災に 付いて 我が 敎 徒の 運動、 何ぞ 其の 活潑を 極めた る や。 而 して 震災の 前後に 起り た 

る 許 多の 孤 兒院に 至 ひて は、 其の 事業の 偉大に して 立派なる、 敎外者 を 感動せ しむる こと 更に 著し 

き 者 あらん。 敎會 不振の 聲、 囂 すしき 中に、 斯の 活ける 精神的の 運動 を兑 る、 我等の 喜び 何者か 之- 

に 加  へん。  從來、 慈善事業に 付いて は、 (少 くも 我が 日本に 於て は) 我が 新敎 徒の 動もすれば 天主 敎 

徒に 讓る所 ある を覺 えたる に 今 夥多の 有志、 犠牲的、 獻身 的の 毒に 從ひ、 奮って 孤兒孤 女の 爲にカ 

を盡す もの、 我が 新敎 徒の 中に 輩出す るを兒 る。 我等の 喜び 何者か 之に 加 へん。 

滔々 たる 世間の 慈善事業 は、 名 を 慈善に 藉 りて 私利 を營 むに あらざる もの 殆ど 稀な り。 公立の-お 

院、 貧院の 如き も 規則と _K 金の 爲に驅 使 せらる、 所の 人物 を 以て 之 を 組織す。 よし 幸 ひに して 賤し 

むべき 弊害の IR 出す るな きも、 慈善の 本旨 を 全うする こと 頗る 難しと 云 ふべ し。 凡そ 救恤、 敎誨、 


懲： や > の 働ら き は 活ける 信仰 を 待って 始めて 其の 目的 を 達する を 得ん。 北海の 監獄に 於け る 敎海 

師、 東京の 贫院に 於け る 看護 者、 漸く 基督 敎 徒の 信用 せらる、 に 至る、 豈 1 ならん や。 思ふに^:!! 

今、 敎外 者の 設立に 係る 種々 の 組織 は 先 づ必耍 に 迫 まられ て、 基督 敎徒 を聘 用し、 また 之に 由り て 

其 の 感化 を 受け。 終に 自ら 基督 敎 主義 の 組織に 變 態す るに 至らん。 

昨冬、 fj{ 地に 於け る 運動の 直しき を 得た るに より、 敎外 者の 信用 を 博した る こと ii^ に 少しと せ 

す。 然れ ども 其の 運動 や 瞬間 的に 腸す。 孤 兒院の 設立に 至りて は、 其の 專篥 固より 永遠 的の 性質 を 

有す。 彼に ありて は 其の 失敗す る も 一 時な り。 其の 凱歌 を唱 ふる も 亦 一 時な り。 此れに 在りて は 共 

の 成收、 期 年に して 決すべき にあら す、 況んゃ 其の 組織の 廣大 にして、 其の 事業の 新奇なる、 變災 

救恤の 述勒と 比すべ からす、 敎外 者の 注意 を惹 くこと 一 暦 深き もの あるに 於て を や。 佛敎徒 も亦必 

す 我に 倣 ふ 所 ありて 許 多の 養老院、 許 多の 孤 兒院を 興す に 至らん。 之 を 要するに、 孤 兒院の 事業 

は、 其の 成否、 大に 我が 装督敎 徒の 信用 如何に 關係 する ものなる こと を記惊 せざる ベから す。 其の 

成る ゃ實 際の 隊 道に 於て 効力 ある こと、 宣教師 數千 回の 說敎に 優る もの あらん。 而 して 其の 畋る、 

や、 徒に 世人の 嘲笑 を 招く のみなら す、 永く 基督 敎徒 輕卒の 讒を賠 さん。 余 は 孤兒院 の鑌々 設立せ 

らる、 を a て、 我が 教徒の 生命 ある 運動と して 深く 之を麼 する ものな り。 而 して 之と 同時に、 局に 

當る 者、 叉 深く 其の 責の 重き を 感ぜん こと を 望まざる ベ からす。 

余の 獨り 恐る」 所 は、 孤兒院 設立が 一 種の 流行 物と ならん こと 是 なり。. 多 數の孤 兒院が 春 草の 如 

孤 兒院の 設立に 付いて  五三 七 
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く 各地に 生 ひ 出 でん こと 是 なり。 而 して 初めより 非常の 決心と 覺悟 なく、 輕<- 之 を 設立して、 輕タ 

之 を破壞 する こと あらば、 基 Jl^cl 教徒の 信を內 外人に 失 ふこと 極めて 大 なり。 余 は 旣にー 二の 孤兒院 

の 甚だ 榮ぇ 行く を 認めたり。 願 はく は 自餘の 孤 兒院も 亦、 斯 くの 如く 神の 恩惠を 蒙らん こと を。 唯 

望む、 將來 新たに 孤 兒院を 興さん とする 者 は、 斷然 其の 計畫を 止め、 其の 權牲獻 身 的の 精神 を以 

て。 旣設の 孤 兒院を 補助 せんこと を。 我等の 事業の 成る と 成らざる と は、 祌の攝 理し給 ふ 所な り。 

然れ ども 我 々 は 人間と して 相當の 智惠を 迥らさ る ベから す。 無謀の 擧は 我等 の 深く 愼 しむ ベ き 事 

なり。 許 多の 不完全なる もの を 造らん より は 一 筒の 完全なる 物 を 造る に 若 かす。 一 の 事業 を 完成し 

たる 後、 他の 事業に 移るべし。 是 余が 將來孤 兒院を 起さん との 計晝を 抱かる、 兄 第に 對 して 望む と 

ころ 也。  八 九 二 年 一 0  3(1 音 新報) 

外國 宣教師に 關 する 批評 

近來內 村鑑三 氏、 浮 田 和 民 氏 を 首め として、 外國宣 敎師を 論す る もの 少 からす。 而 して 其の 多く 

は 8, を 排斥して、 與に 謀る に 足らす とい ふ 見解 を 抱け り。 或 ひ は 外國宣 敎師の 資格 品位 を 評價し 

て、 吾が 日本人 民を敎 導す るに 足らす と 云 ひ、 或 ひ は外國 宣敎師 のうちに 金 錢を權 能と なし、 之に 


由り て漫 りに 日本の 傅 近界を 支配 せんとす る もの ある を 憤慨して、 此れ 全く 宗教の 精 祌 に^ける こ 

とに て、 . ^傳道 者の 心 術を陋 ならしむ るの 結 あらんと 云 ひ、 或 ひ は外國 宣教師が、 ひたすらに 

其 本國 の宗敎 及び 制度 を 其の儘に 吾が 日本に 移植 せんこと を 努め、 甚だしき は傳道 補助^の 存廢を 

以て 日本 傅 道 者の 進退 を 拘束 せんとす るに 至れる を 非難して、 此れ 神の 定め 給 ひし 邦土の 界 と各國 

民の 特異なる 天 资とを 無視し、 曰 本 基督 敎の發 達 を 健全なら ざら しむる ものな りと 論じ、 或 ひ は 彼 

等が 妄りに 日本人 民の 短所 を歐 米に 暴露して、 陋劣なる 基督 信徒の 傳 道心 を 鼓舞 せんとす る を愤り 

て、 其の 所爲の St なる を 咎め、 或 ひ は 8- の 多數は 日本に 在りて 如何な る傳 道を爲 しつ \ あり 

や、 六 百 五十 餘 人の 男女 宣教師、 一年 三百 餘 萬の 资金は 如何に 活動し つ X あり やと 皮肉 的の 難問 を 

提出し、 或 ひ は 外國宣 敎師が 日本に 於け る 事業 は 最早 引揚 ぐるの 時期に 達したり、 否、 最 n 十 理に於 

て も 勢 ひに 於ても 維持すべからざる なりと 極論せ り。 中に 就きて 內村、 浮 田 二 氏の 如き は 外 國宣敎 

師 排斥 論者 の M も 力 ある もの、 また 最も 極端な る ものと して 世に 知らる- 1 なり。 

外國 宣教師の 身 に 只 短所の みならん や。 之 を 非難す る もの あれば、 自ら 之 を 辯 護す る もの X 起 

るべき は豫 ねて 期すべき ことならん。 故に 吾等 は 女 學雜誌 記者の 如き もの ありて、 外國 宣敎師 のた 

め に 辯疏す る を 惟し まざるな り。 た 、.- 女 學雜諸 記者が 外國宣 敎師を 排斥す る 諸 論 の 要 3 曰と 共の 精神 

を 知る こと 淺く、 其の 辯 護の 或 ひ は 矯激に 失する もの ある を遣憾 とする のみ。 

此の 重要なる 問題に 付きて 吾等の 所見 を 略記 すれば 蓋し 左の 如し。 

宣教師に 関 する 批評  五三九 


宜敎師 に 開す ろ 批評  五 0〇 

第 一 外 國宣敎 師の事 論ぜざる ベから す。 此れ 吾が 歐 米の 博愛 義俠 なる 基 «1! 敎 徒の 志に 報いん が 

ため、 また 其の 傳道者 を 日本に 派出せ る 厚意 を { 仝し うせ ざらん が爲 めに 爲 すべきの 義務な り。 外國 

宜敎師 の所爲 如何なる こと ある も、 之 を 不問に 附し 去る は 基督 敎 徒の 本意に 非ざる なり。 次に 外國 

宣敎師 は 日本の 傳 道に 利害 を 及す こと 少 からす、 吾が 邦の 救 ひに 熱衷 する もの 豈に 其の 爲す 所に 注 

目せ すして 可な らん や。 a つ 外 國宣敎 の 事業 開始せられ てよ ひ 此に幾 十 年。 歐米 諸國に 於て は傳道 

會 社の 施設 宛 も 銀行 もしくは 生命 保 險會社 等と 一般、 社會 普通の 現象と はなり ぬ。 其の 規模 大 にし 

て、 手 を 延ばす 所の 廣き は實に 驚くべき ことなり。 唯 物的 傾向の 盛んなる 今日に 此の 心 靈界の 偉業 

を觀る は、 基督 敎の榮 ir,、 人類の 冠 冕な りと 謂 はざる ベから す。 然れ ども 外 國宣敎 の 事業に 疑 ひ を 

揷み、 稍々 同情 を 冷 かに せんとす る もの 熱心なる 基督 信徒のう ちに 漸くに して 起らん とする も事實 

なり。 吾等 は 外 國宣敎 師に對 し、 長 計 大策を 建て 以て 銀行 商社 的の 諸 傳道會 社の 注意 を 喚起す るの 

義務 ある を感 す。 

第二 外國 宣教師の 多 數は、 其の 所 爲計畫 に 於て、 十年一日の 如しと いへ ども、 日本の 國勢 人情 

は 進歩 變遷 して 疾雷 耳を掩 ふに 暇 あらす。 $- の 多數が 今の 日本に 傳 道して、 勢力 を 占むべき の資 

格 を 具へ す、 適 當に攻 むる こと も 守る こと も 爲し能 はざる は (中には 謝すべき の 例外な きに 非ざる 

も) 著明なる 事實 なりと す。 多くの 宣敎師 の 偏理的 異端の 行 はれん とする を 嘆く は 殆んど 適度に 過 

る もの あり。 然れ ども 堂々 之 を 討論して、 以て 此の 弊 を 救 はんと 試みし もの 幾人 あり や。 之 を爲す 


の舉カ ある もの 蓋し 之 あらん。 然れ ども 事實に 於て 此等 討論に 與 かりし もの は 舶来の 逢 i と 日本人 

の 筆 ありし のみ。 

ハイル 三 其の 傳道 せんとす る國 民の 應 史的 精神に 暗く、 之に 向 ひて 同情 を 表する こと 能 はざる もの 

は 之を敎 化す るの 资 格な きも の な り。 I 冬數 の 外國宜 敎 師が說 く 所、 及び 其の 本 國の傅 道會社 等の 報 

道す る 所 を 見 るに、 此の 點に 於て 欠 點の最 とも！ 者し きも の あり と 謂 は ざるべ か らす。 

第 四 近 來外國 宜敎師 と 日本 基督 教徒と の 間 に 感情 の溫 かならざる もの ある は掩 ふべ からざる 事 

實 なり。 而 して 外國 宣教師と 善らざる もの、 及び 之と ともに 察 を 成し 難き を 感じつ 人 ある もの は、 

大抵 日本 基督 敎徒 中の 精鋭に して、 其の 最も 健全なる ものた る もまた 明白なる 事實 ならん。 

其の 他 外國宜 敎師の 措置 擧 動に 付て は、 非難 を 加 ふべき もの 辯すべき もの 多し といへ ども、 吾 や 

は 之 を 公一 百す る こと を 好まざる なり。 

日本の 基督 敎徒は 外國官 ー敎師 の 事 を 論じ、 兄弟 の 愛を以 て 之 を警； i す る こ と を 怠 る ベ か らす。 然 

れ ども 日本 基督 敎發逹 の 時期 は 全く 外人 外资 に拘ら すして 傳道 する もの 、起らん こと を 促せり。 終 

に 協力 せんこと を 期し、 或 ひ は 調和 せんこと を 希 ひて 之 を 議論す るは陋 なけ、 徒勞 なり。 今日の 急 

務は 日本 基督 敎 徒の 有力者が 奮起 協同して 自らの 肩に 傳道 を負擔 すべき ことなり。 福へ？ in 新報 は 前 H 

來此 の 精祌を 以 て 握 闺 する 所 あり き。 然れ ども 妄 り に 外 國宣敎 師を排 斥す るが 如き は 共の 深 く耻 づ 

る 所な り。 吾^ は 海外 傅 道の 光 榮を欣 仰す。 吾等 は外國 基督 敎徒 0, 厚意 を It 佩す。 而 うして 之を批 
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評する も專ら 兄弟 相 助く るの 赤誠より 發し、 苟 しくも^ 隨 なる 心な からん こと を 期す。 只 吾等 は C! 

本 基督 敎 徒が 妄りに 外國宣 敎師と 協力す る こと を 努めす、 傳道 事業に 於て 斷然手 を 分ち、 相 立し 

て 運動す るの 必耍 を說 くの み。 彼の 外 W 宜敎師 は 其 金力 時間 才能 舉識及 信德を 以て 自ら 傳道 せよ。 

之に 雇 はれて 傳 道す ろ もの は 不平 を 言 はす して 之と とも に傳 迸せ よ 。 只 吾等 は 日本 基督 敎徒中 の ^ 

も 有力なる 圑體 が獨. N して 運動す る を 兒んと 欲する こと 切なり。 一 八 九 s 年 九 l«(si 一昔 新報) 

救世軍の 來着 

新聞紙 は 報じて HI  く、 救世軍の； 行 十四 人、 去ぬ る 四日 獨逸 船に 搭 じて 横 濱に來 着せり と。 

先年の 事な りき、 仙 臺邊に 救世軍と か 云へ る もの、 五六 輩出 現せし との 報 ありし が、 仔細に 之 iVJ 

聞き 亂 せば、 似た る は 名のみ にて、 吾等の 驚 奇心は 稍 失望 を 免れ ざり しなり。 

其 後長 坂毅と 云へ る 人、 救世軍 を 外國 にて 調練したり とて、 折々 一人の 行軍 を爲 し、 處々 に 押出 

して 軍歌な ど を 謳 ひしが、 其 模様 は賨 際に 於て、 歐 米の 救世軍と だ 相違せ しもの の 如し。 

觸れ込みの^^^なりしため、 此度 こそ は、 救世軍て ふ ものの 成 ま を 見る ベ けれと 思 ひし 多くの 世人 

は、 び 徒に 喇叭の 聲に 驚かされ しのみ。 


今 tEl 本！： に せる 救？ i 軍 は， 相 本 も 一 Is しかと せる ものなる べし。 如 例なる 有力^が、 北 ハ將校 

にて あるか。 日本人に して 之が 慕 僚た る もの は 如何なる 人なる か。 等 は 可憐なる 救世軍の 健兒健 

女が 日本に 來 りて、 山師 惡漢 どもに 込まれ ざらん こと を 神に 禱吿 せざる ベから す。 

彼等 は 日本に 來 りて、 如何なる 種類の 運動 を爲 さんと する か。 社會の成^：^も異り、 宗敎の 素養 も 

異り、 禮式 風俗 も異 りたる 日本に、 英國 同様の 模範に 從ひ、 救世軍 を 机 織して、 活潑 なる 運動 を 試 

みん とする にや。 日本 基督 信徒 は 如何なる 態度 を 執りて、 之に 應 ぜんとす ろか。 此れ 吾等の 注 EE す 

べき 疑 題な り。 

吾等 は 基 # の 名 を 揚げて、 一 人 にても 罪 ある 者 を、 祌の國 に isli" くもの あらば、 假令其 形式 は 如何 

に 不思議な りと も、 假令其 習惯は 驚かる る こと 多し とも、 基督の 愛に 於て、 之 を寬容 する の 胸襟 を 

開かざる ベから す。 

今 を距る こと 凡そ 三十 年、 英國の メソヂ イス ト敎ノ ぼに、 牧師 ブ ー スと 云へ ろ 人 ありし が、 下：^ 人 

民の 慘狀 を慨 し、 之を敎 化する の途、 杜絶せられ 居る を薆 ひて、 斷然從 来の 敎< ^：關 係 を 絶ち、 多 

くの 舊惯を 放棄して、 破天荒の 傳道策 を 開き、 其 妻 カザ リンた フ ー ス (此 烈婦 今 は旣に 死にたり) 

と共に、 倫敦の 貧民 市街に 救世軍の 旗 機を樹 てたり。 自來其 勢滔々 として 四方に 擴 がり、 歐 米の 大 

陸 は 固より、 濠洲 及び 印度の 遠き にまで 波及し、 宗教 上社會 上の 一 大火 熱と して、 述 動の 目 g:^ まし 

き は、 本 世紀の 著しき 現象な りと す。 無智 不文の 賤民 を 感化して、 福 昔の 光 を 被らし め、 深く 最喑 
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黑の 社會に 人り て、 着實に 貧民 を救濟 するな ど、 實 効の 見るべき もの 少 からす。 其 運動 は 多少 敎會 

に 動 搖を與 ふること 無き に 非ざる べしと 雖、 彼等 は 決して プ レモ ス • ブ レズ レ ン の 如く、 妄りに 敎 

會を惡 口して、 破壞 的の 所爲 ある ものに 非す。 其 運動の 盛なる 所に は、 福音の 活力 全體に 振起し、 

其 感化せ る もののう ちに は、 敎會に 加 人す る 輩も少 からす。 是れ歐 米に 於け る實 験の 保證 する 所な 

りと 云 ふ。 

救世軍 は 力. サリン *ブー ス が其荖 書に 於て、 2« 主張せ る 如く、 事業 的に 傳道を 務め、 結果 を 目的 

として、 緻密に 計畫を 立つ る ものな り。 彼等 は 言 ふ、 熱心に 祈りて 日夕 說敎譜 美を爲 したれば と 

て、 事務的に 考案 を 定めす、 其 計畫ー 々實 際に 適せざる とき は、 勞 多くして 功 極めて 少し。 敎會の 

通弊 此 におり と 謂 はざる を 得す。 新約聖書に は、 偉 道の 方法、 敎會の 組織 を 明示せられ ざるな り。 

傳 道の 機械的 組綠 は、 時代に 依り、 場合に 應 じて、 隨 意に 之 を變更 せざる ベから す。 基督の 活氣、 

世に 運動して、 人 を 祌の國 に 導く に 便利なる 方法 は、 何 にても 一切 之 を 用 ふる も 可な り。 喇叭 も 可 

なり。 威勢 善き 讃美歌 も 可な り。 行軍 も 可たり。 露 營說敎 も 可な り。 軍隊 組織 も 可な り。 た，. - 形式 

に 拘泥し、 品格に 屈託して、 新 機 if を 出す を 知らざる 如き は甚 不可な り。 商業 家が 如何に 新奇の 考 

案 を 工夫して、 其 利 運 を 計る に 熱心な ろ を 見よ、 企業 的の 計畫、 組織 を 定め、 之に 適 ふだけ の 運動 

を 何處 まで も 活# ^に 試みる は、 救世軍 持 前の 一 なりと 一 百 はざる ベから す。 吾等 は 救世軍の 方法 を 探 

用 せんと 欲す ス ものに 非す。 たぐ 舊套を 墨守し、 之に 姑息して、 傳道 不振の 嘆 聲を靑 き 呼吸と とも 


に：^ すの 外、 爲す所 を 知らざる 現今の 基 條敎徒 も、 救世軍の 新奇な ス 方法に 刺激せられ、 傅 道の 世 

界 もお 外に 成き ものなる を 3- 出し、 自ら 密 つて 新创の 組織 を 案出し、 改革の 方針に 同意して、 傅 道 

の 活氣を 盛なら しむる に 至る の 利益、 少 からざる ベ きを&！^；む の み 。 

救世軍 は 基 5_:： の 福 昔 を 確守し、 悔改 して 義に 進む の 近を專 一に 說く ものな り。 彼等 は 祌舉を 講ぜ 

ざれ ども、 福 昔の 眞现 を直說 せんこと を務 む。 彼等 は 徒に 感情的の 信仰 を說 かす、 悔 改作 善の 寳行 

を獎勵 する に 熱中せ り。 其 流 弊 多き が 中に、 此等は 救世軍が 日本の 基 # 教徒 を驚醒 する を 得べき 所 

に 非す や。 

愼 道なる 監赞 ライ トフ ゥト： ：： く、 救世軍 は勢猛 く、 凡ての 露. 魂に 向 ひて 悔改を 促さん と 欲する も 

のにて、 基 #敎# が 久しく 忘 れゐた る 现想を 記憶せ しめたり と。 此ー 一一 一口 事？ 霞に 的中せ りと 思 はる。 基 

^敎徒 は に攻戰 的の 姿勢 を 取り、 あらゆる 方面に 向 ひて 進擊 せざる ベから す。 日本の 基 2_1敎 徒の 

現狀 は、 此點に 於て、 如何なる 批評 を受 くべき ものなる か。 攻戰的 救世軍の 來着 は、 日本の 基 5^ 敎 

徒 をし て 、 其 忘れた る 理想 に 立歸 らし むる 機會に 非す や。 

救世軍 は 全體の 信徒 を 活用して、 祌の國 の 事業に 任ぜし むる の 組織な り。 1 帝！： の 壯丁资 兵なる が 

如く、 救世軍の 圑 體は资 主の 丘 〈として、 其 軍用に 任ぜざる ベから す、 救世軍が 其 幽體に til する 老幼 

男女 を ，活 川して、 傳道 行軍に、 露 營演說 に、 譜 美に、 貧民 救濟に 從 事せ しむる こと 驚く に 堪 へた 

り。 日々 勞 働して 僅に 糊口す る 人々 が、 其 招集に 應 じて、 主の 戰に 赴く 有様の 目覺 しさよ。 殊に 救 
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世 軍が 婦人の 勢力 を 活用す るの 盛なる は、 最 注意すべき ことなり。 救世軍の 來着 は、 日本の 基督 敎 

徒 をして、 せハ 惰眠 を 破らし むべき 曉鎵に 非す や。 

救世軍の 弊事少 からざる べし。 其 爲す所 奇怪なる もの 多 からん。 然れ ども 吾等 は、 彼等が 主の 名 

に 於て、 爲す 所の 美事 を歡迎 せざる ベから す。 祌が 彼等の 事 を 以て、 吾等に 與 ふる 所の 敎訓 は、 謹 

んで 之を受 くるの 覺悟 あるべき 苦な り。  一 A 九 五 年 九 月 S 音 新報) 

基督 敎 徒の 教育 問題 

靑山學 院の本 多庸ー 氏 は米國 より 歸 朝せられ しのち 間もなく 一 一-同志 敎育』 の 紙上に 於て 近頃 また 

『護 敎』 に 於て、 其の 敎育 上の 立脚 點を宜 言し、 力 を 極めて 之 を 辯 護せられ たり。 滔々 數千 首、 說 

き 去り、 說き來 りて、 また 餘蕴 なきに 似たり。 我ら 其の 觀 察の 老實 にして 用意の 懇 到なる に 感ぜす 

ん ば冇ら す。 

は 米國に 於け る 天主 敎 徒の-地位に 就きて 深く 悟りし もの あるが 如く、 日本の 基督 敎 徒が 餘り毛 

色の 異なりた る 人お とならん こと を 心配し、 戰々 兢々 として 其の 用心 を 怠らざる なり。 氏の 如き 心 

配 を， 包き つ. 1 日本に 傳 道し、 且つ 基督 敎 主義の 敎育を 施す 者と 神武 來征の 時代に 於け る 日本の 祖先 


がー 種の 異分子と して 世に立ち、 天孫人：！；^を以て自任せるが如く、 邁往 直前して、 た^ 吾が 士字所 

を 贯 徹せん こと を 期して、 餘り斯 る 事情に 頓 着せざる ものと、. 二者の 問に は、 自 から 非常に 大 なる 

差 與 あり。 廿： ハ站 も-中； H 泥 f: ならざる を 記せざる ベから す。 我ら は 今日までの 經 験に 徴 して、 氏の 心 

配 は 徒らに 祀 凝に する ことなる を 知る。 ！^^：！が 國 に 於 て ^^督 敎 の 精神 及 び ^育 が 氏の 一一 一一：： ふ 如き 4::^ け 

も の を 養成 せりとの 事實 何處に 在りと する か。 又 將來に 於て 斯る 事實 起ら ん とする の徵候 何れに 在 

り や。 北ハの祀^！-は米！：の經驗 (若し 彼の 國 8; に 氏の 報吿 する 如しと すれば) に 丼お きし ものに て、 

日本に は 在る 心配 を ！！^ 起す ベ き 事情 殊 に存 すべし とも 思 は れす 。 

過度なる 敎育を 機械 §- に 施し、 凡べ ての 生徒 をして、 唯だ國 家中 心 主義の 奴隸 たらし めんと する 

は 文部 者の 規 〔儿せ る敎 育の 大患に 非す や。 此際 少數の 基督 敎 者が 毅然として 其の 主義 を 堅守し、 兎 

に 角 其の 现想 とす る 所 を 主 張し、 其 の 力に 應 じたる 分限に 於て 之 を 實際 に應 m せんこと を SI る は、 

豈 に の 鹿 事 に 非す や。 割 一 の 弊 横 流 せる 八， 日に 於て， 健全なる 方法 を 以 て 特殊なる 異分子 を 養 

成す ベ き敎宵 は 甚 だ 必要な りと 謂 はざる ベ からす。 

{n; 立の 舉 校に 入りお く は舉士 の 稱號を 瘦んと 欲する もの は、 其の 措梯 として 文部省の 規定せ る學 

制に 依る を 便と すべし。 斯の如き志ぁるものは文部省の主義に則りて敎靑をー^>{くるも可なり。 基督 

敎 徒が 小 舉 より 大學に 至る まで 己れ の现 想に 從 ひて 敎 育を實 施し 得 るまで は斯る 不便 を 忍ぶ の 外お 

るべ からす。 然れ ども： 大 下の 廣き、 人事 Q 频繁 なる、 豈に 大學に 入りて 其の 擧士 たるの 外、 有爲靑 
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年の 馳 すべき 競走 場な しと せんや。 社會 の實況 を 看破して 深く 思慮 を 運ら すと き は、 文部省 學 制の 

規定 外に 飄逸 高踏して 天下の 人 村を敎 育す るの 餘地、 綽々 として 裕 かなりと 謂 はざる ベから す。 

今日は 文部省 の 規.： ：^^ に 外れ、 獨立 の 主義 を 操り て 敎 W す る の 施設 を 必要と する 場合な る に も拘ら 

す、 且つ 基叔 E 敎 徒の 資金 甚だ 裕 かなら す、 同志の 人物 常に 乏しき を吿 ぐるに も拘ら す、 故ら に 尋常 

中學の 如き ものにまで 手 を 擴げ、 其の 經營に 忙殺 せらる \ は 策の 得た る もの. に 非ざる なり。 況んゃ 

文部省の 規定に 從ひ、 官の 認可 を 受けて 尋常 中舉 の敎； 宵 を 施す に當 りて は、 常に 宗敎の 事に つき 意 

の 如く 行 ふこと 能 はざる もの 多き に 於て を や。 

或 ひ は 基督 敎 主義の 特殊な る 敎育を 施す が 上に、 文部省 規定 の 如き 尋常 中 學科を も 設けた る の み 

と 云 ふ 乎。 斯の辯 解に 對 して は 我ら 敢て 不同意 を 表する を 好まざる なり。 然れ ども 今日の 場合に 於 

て 日本の 基督 敎徒は 云 ふ も； 史ら なり、 外國の 傳道會 社が 其の 多から ざる 资 金と 人物と を斯る 事業に 

投じて、 其の 力 を專ら 他の 方面に 用ゐ ざる は 決して 策の 得た る ものに 非ざる なり。 

或 ひ は 文部省の 規定に 準據 して 敎 W を 施す も、 聖書 を敎 へ、 宗敎の 精神 を鈹 吹す るの みか、 叉 我 

が 理想に 近き 敎： 育 を 布く に 於て 毫も 遣憾な し と說か ん とする か。 論者の 說く 所果し て 事 一 莨なら ん こ 

と は 我らの 切に 望む 所な り。 之 をして 事實 ならしめば また 何 を か 一 百 はん。 たビ斯 くの 若き 言議 は、 

事實を 曲解して、 强 ひて 辯 論 を 弄する ものな らん を 恐る-のみ。 

曰く 餘り 毛色の 異なりた る 人物 を 養成す る 勿れ。 此の 一 言 敢て现 なしと せす。 然れ ども 此の 用心 


よりも 必要なる は^ 傅に 同化 せらろ る 人物 を 養生す る を 第一 義 とし、 世論の 如何に # 、： fpw する ことな 

く、 露 正の 敎育 を爲す ことに 非す や。 事物の 輕 重を轉 倒し、 資際 的と 云 ふに 溺れ、 處世的 老成 を以 

て自ら^^-欺き、 た 時と 云 ふに 都合よ き 敎育を 施さん とする もの は、 近く 聖公會 の 設立せ りと 聞 ゆ 

る奈良 尋常 中 祭 校に 鑑みよ。 其の 校長に して 且つ 基叔： L 敎徒 たる 河 村 九 淵 氏 は、 敎 ns 生徒 を 引率して 

氷 { ザ： 祌 社に 參拜 せり、 (去廿 m 日の 『日本』 所載 河 村 氏の 自白に 據 る)。 妄りに 世と 推し 移る より， 基 

齊敎 の 神 も 終に 此 の點 にまで 墮 落せり。 豈に思 はざる ベ けんや。 

所謂 ミツ シ ヨン • スク ウルが 男女の 敎 育に 關 して、 世に 大功 ありし は、 蔽 ふべ からざる 事實と 

す。 北 〔の 缺點を 摘發 し、 其の 不完全なる を 非難す るの 聲 のみ 多く 聞 ゆる 今日に 於て、 我等 は ミツ シ 

ョ ン* スク ウルの 功德 を稱 へ、 幾多の 點に 於て、 其 寃を雰 がざる ベから す。 或は 曰く ミツ ショ ン*ス 

ク ウルの 有用なる べき 時代 旣に 去れり。 昔日 は 兎 も あれ、 將來は 勿論、 今 H に 於て は ミツ シ ヨン • 

スク ウルの 利； 一 分-甚だ 少 かるべし と。. 斯くて 此 の說 をな すの 輩 は、 次第に ミ ッショ ン • ス クウ ル舊來 

の 組織 を棄て k、 世の 流行に 隨ふ 有様に 變更 せんとす るに 至れるな り。 然れ ども 我等 を 以て 之 を 見 

れば、 ミツ ショ スク ウル をして 今一 層 深切に 基督 敎の 精神 を 傅へ、 品性の 陶冶 を 主眼と し、 欽 

食 梨よりも 修養の 舉を 重し とする の 目的 を 確定し、 頻りに 西 歐文舉 の眞味 精華 を 紹介し、 靑年 子弟 

をして 外 圃 の書竊 に. E り、 又 多くの 外人と 親交す るに. m り、 東西 融和し、 內外 相補 谷： する の 便 を 得 

しめ、 北 〈他 種 V の 方法 を 以て、 天下の 人材 を 養成す る を 得せし むる とき は、 功利の 學を勉 め、 科舉 

基 ほ 教徒の 育 問題  五 EE 九 


徒の 教育 問題  五 五 〇 

の维 備に 意 を專ら にし、 過度の 敎育を 施し、 井蛙 自大の 婢 習 を 成し、 阈粹に 偏 安す るの 氣風を 養 

ひ、 開 1； 進取の 大目 的 を 挫折す るの 弊 を 馴致し、 人民 を 擧げて M 家の 機械た るに 終らし めんと する 

現今の 教育界に 於て、 實に雞 群の 孤 鶴、 最も 贵前 すべき ものな りと 謂 はざる ベから す。 我等 は 今日 

の ミツ ショ ン* スク ウルが 此の 確實 にして、 王義 ある 敎育を 十分に 寶 行し つ」 ありと 一一 一一：： はす。 然れど 

も 其 の 常 局 者 をして 大 い に啻發 して 斯に從 事せ しめし は、 敎育 機關と して 特殊なる 有用 的 事業 を 成 

就 せんこと 決して み 難き ことに 非す。 唯 だ 彼等が 生徒の 少 きを 憂 ひ、 外國宜 敎師が 本國に 報告書 

を 这る 問に 感 する 苦心 を 偶 笑し つ」、 自ら も 同， 樣の 弊に 陷り、 妄りに 生徒の 多數 ならん こと を渴 §11- 

し，. 左頻 右^ あたかも 『時の もの 商 害、』 をな すが 如き 陋態 を演 す。 我等 は 最も 之 を 嘆息す るの み。 

又 IM 本 甚督敎 徒の 間に 神學 校なる もの あ ひ。 是れ靈 性 を 開拓し、 天 國を擴 張し、 曰本俾 道の 大事 業 

を ^5? 携 すべき 人物 を 養成す る もの 故、 其の 組織 を愼 しみ、 其の 制度 を 明かに し、 北ハの 基礎 を 堅 同に 

すべき こと！ i する を俟 たす。 然れ ども 毘 渡す 所、 祌學 校に して 純然 nn 本 基督 敎 徒の 手に 成れる もの 

なし。 同. 志 社神舉 校の 如き 稍 之に 近し と雖、 我等 は 世人と、 もに 之に 對 して 多くの 不滿足 を 抱く も 

のな り。 之 を 要するに R 木に 於け る 茶 督敎 祌舉校 は^な 外人の^ 立す る 所と す。 R 本の 將來に 於て 

某， 督敎 の發逹 に付き、 是は 最も 慨嘆すべき ことに 非す や。 漫に 自給 獨立を 主張す と雖、 此の！ 大缺 

點を ゃマ閉 にす るが 如き は、 唯 だ 枝葉に 目 を 着けて 根本 を 忘る、 ものに 非す や。 曰 本 基督 敎 徒の 合同 

に. m り、 ； の 有力なる 祌舉校 を 設立 せんこと 必す しも 望むべからざる 企てに あらす。 我等 は 日本 入 


の基1^敎祌^校$;^>ーを緊与4問題として各派の敎友に提出せんと欲す。 

我等が 場 じたる 如く、  口 曜舉校 は 茶 替^ 徒の 敎育 機關 として、 非常に 力 ある ものな り。 北 ハの組 

織 を擴 張し、 北 ハの敎 育の 蹄圍 を湖大 にし、 基督の 幅 音 を說 くと 同時に、 R 下 教育界の 難題た る德 

育に 從審 せば、 n 曜舉 校は國 家の ために も 莫大なる 利益 を 興す こと を 得べ し。 特に 未だ 基督 敎を信 

ぜ ざる 家の 子 nij^ を 生徒と する もの 故、 決して 西洋の 曰曜學 校 を 以て 校範 となす ベから す。 敎 M を 精 

選し、 必要なる 場合に は 多くの 報酬 をも拂 ふまでの 啻發 をな し 签督敎 の 精神 を 以て 德育を 施す の 

計賓を 定め、 其の E 的 を廣く 世人に 吿 白し， 着 la なる 組織 を 立て k 此の 種類の 事業に 盡 力せば、 其 

の 成功 意外に 多 かるべく、 之が ために 基督教の 勢力 も  一！ 著る しきもの あらん。 日曜^ 校 を 以て 敎 

舎の 閑 事業の 如く 毘 做し、 經歷 史の赖 呑み 話、 十 誠の 暗誦 を 第一と し、 力- ドの 引力 や を广、 韜三 

略と して 俊 かに 其のん 叩 脈を繁 ぐが 如き は、 活物 を 死 用す るの 甚だしき もの、 基督教 の 損失 之より 大 

なる も の少 からん。 故に 我等 は 日曜 舉校 の 改革 を 基督 敎徒敎 育 問題 の內 に特笨 大書 せんと 欲す。 

：!： れ の敎會 にも 婦人 會 なる もの あり。 靈性 を鍛鍊 し、 祌に 近づき、 讚美 祈 fit. をな す は、 共の 眼 

n とする 所な り。 然れ ども 日 木 今日の 社會に は、 I® 人の 敎育 最も 缺乏 せし 折 柄、 此の 婦人 會を利 W 

して 女子 教育の 便法 を 設け、 家庭の 趣味 快樂 を高尙 にし、 婦女の 精神 を開發 する の 一 助と ならば、 

其の 利益 不完全な る 女 舉校を 設立す るよりも 却て 大 いなる もの あらん。 各敎食 の 婦人 舎に て 趣味 あ 

る 談話に 伴 はれた る 昔樂鎗 畫の說 明、 其の 實地 演奏 及び 展覽會 を 催し、 或は 文 學會を 開き、 名士 を 

ほ 教徒の 教育 問 五 五一 


某 g 教徒の SSIB 問題  五 五 二 

聘 して 歷 史小說 等の 講演 を 開き、 僻遠の地方に在^^ては牧師傳道者、 若く ば會 中の 適任者 をして 每 

週 一 回 位雜誌 新聞紙 等の 讀會な る もの を 開きて 婦女子に 聞かしむ るな ど、 其 の： 方法 一 にして 足ら 

す。 我等 は 人 が 袋 も宗敎 的なる を 望む と 同時に、 傍ら 斯る 計畫 にも 心 を 用ゐら れんこと を 望 

む。 基督 敎 徒の 敎育 問題と して 是れ 決して 輕ん すべき ことに 非ざる なり。 

基督教 徒が 自ら 手 を 下して 敎 育す る こと を のみ 其の 注目す ベ き敎育 問題な りと 心得る は大ぃ な る 

間違 ひなるべし。 日 水 到る 處 基督 敎 徒の 子弟 は、 公立 官立の 舉校は 一 百 ふ も 更なり。 私立の 舉 校に 於 

て も 屡 不利益なる 待遇 を受 くるの 事情 あり。 基督 敎徒 は敎員 として 屡々 困難 を 感じ、 一種 無名の 迫 

害に 苦しめら る \ に 非す や。 叉 生徒と しても、 基督 信者の 子弟が 舉 校に 於て 不自由 を感 する こと 少 

からす。 其の 外敎 育の 科目 多き に 過ぎ、 生徒 をして 過度の 勞を爲 さしめ、 日曜日の 休暇に も 快く 樂 

むこと 能 は ざら しむる が 如き 事實 多し。 斯の 如く 數へ 来れば、 基督 教徒が 日ぶ 國民 として、 a つ 基 

督の 僕と して、 大いに 論じ、 a っ活 澄に 運動すべき 問題 頗る 多 からん。 我等 は敎ノ ％ に屬 する 父兄 を 

はじめ、 人の 母た る もの、 妻た る ものが 是 等の 問題に 注意し、 ， ^中の兄 弟 姉妹 相 一 致し、 諸 敎會互 

ひに 相 聯絡して 弊 を 禱め害 を 除く の 運動 を活潑 にせら れんこと を 望む。 若し 基督 敎 徒の 團體 にして 

此れ等の 問題 を 提出し、 兄弟 姉妹 當局 者に 迫.^ 郡 一 £11 役所に 推し かけ、 學務 委員に 談判す る 等 盡カ到 

ら ざる 所な くんば、 其の 成功 菜して 如何 ぞゃ。 斯の 如き 意氣 込みに て 推し 行かば、 敎 會は大 いなる 

活動の 中心と なり、 改革の 牙營 となる を 期すべし。 唯 だ 自ら 計畫 せる 敎育 事業の み を 以て 基 1^ 敎徒 


の 問題と 兑 做す は、 不利益 千 萬な りと 謂 はざる ベから す。 天下の敎^：；はみな我等の論すべき問題な 

其-: 傅 敎徒は 未だ 社 舎に 於て 實 際の 植カを 有せす。 彼等 は處士 横議の 時代に 立てる ものな り。 資力 

なくして 々たる 小 機關を 造らん より は、 寧ろ. _ 仝 論 を 唱へ縱 横に 批評 を 試み、 策 を 建て 主義 を說 

き、 精祌 的の 準備 を 整へ て 他日 實 力の 發逹 せんこと を 待つ は、 今日の £0 水 恶！^ 敎 徒の 豫て覺 悟す ベ 

き 所に 非す や。 我等 は 日 水 基瞥敎 徒の 相 率ゐて ー歷敎 育の 主義 を 論じ、 縱 横にお 論 を 上下す るに 熱 

心ならん こと を 希望す る ものな り。  一八 九 六 1 1、 一 二  H;C2 曰 新報) 

同志 社 

京都の 同志 社 は我國 私立 學 校の 中に 於て、 ニーの 優等 地位 を 占む る ものな り。 共の 教育界に 於る 

勢力 見るべき もの あり。 其の 人物 を 養成した るの 功 また 多と する に 足る。 故 新 島 一 襲 氏 を 首め、 志 

社が 精祌的 方面に 向って 寄與 せし 所少 からす。 殊に 同志 社が 當 初よ ひ 基督教の 信仰 を 基礎と し、 北 

米新英 同の 氣 風と 因緣淺 からす、 日本 帝 國の敎 化 を 以て 自ら 任じ. 福音 を 天下に 宣傳 せんと 欲する 

の 志壯ん なり， し は、 余輩が 上帝に 感謝す ると 共に 遺憾の 念 を 懐きつ 、追憶す る 所な り。 

同 M 社  五 五三 


同志 社  五 五 四 

余輩 は 新 島 襄氏を 敬す る ものな りと 雖も 或る 一 派の 人々 が稱 道す る 程に 偉大なる 人物な りしと 信 

する こと 能 はす。 故に 同志 社の 精祌的 衰退 を 一に 新 島 氏の 死に 被 歸す. ふこと 能 はざる なり。 加 之、 

企 輩 は 更に 一 歩 を 進めて 同志 社 今日の 悲運 は、 新 島 氏 等 其の！ ffl を 作りし に 由る と斷 一一 一一 C せんと 欲す。 

新島氏は血性の日.|^^男兒にして、 之に 多少の 基督 敎的耍 素 を 加味せ しもの なり。 功業の 念 熾ん し 

て、 常に 其の 志を遂 ぐるに 熱心し、 頻りに 之 を 苦慮す るの 結 rar 巧に 外人と も 結 托し、 日本の 非 基 

督敎 徒と も 相 提携し、 異 主義者 異分子 を 操縦して 其 目的 を 達せん と 試みたり。 之が ために 內 外の 間 

に 行き 違 ひ を 生す るの 種 も 蒔かれ、 將來の 禍根と もなる べき 一種の 情實も 生じ、 純然たる 基督教 主 

義に 非ざる 勢力 も 侵 人した るな らん。 一部 基 敎 徒の 牙 營 とも 見るべき 同志 社が、 基督 敎徒 として 

此ー； の 素養 もな く、 鍍 鍊經驗 もな く、 又 健全なる 露 性の 發達 を圖 らんた めに 計 畫を定 むる に 必要なる 

べき 標準 もな き 輩、 ：！：^ しき は 基督 教徒なら ざる もの をまで 選擧 して、 其 主權を 握らしめ たる 如き、 

4rs^ 因 多く 此 に^す と 謂 は ざ る ベ からす。 

小 1^ 氏 また 此弊を 受け 繼ぎ、 前人の 計 書： を 踏襲し、 一 方 に 於て は 非 基督 敎 的 人物 及び 勢力と 結 

び、 他の 一方に 於て は、 その 自ら 確信す る 所の 基督 敎、 王義を 維持 せんと 試み、 知ら. f 識らす ー擧し 

て 二 鬼 を 獲ん と 欲す. ろ の 迂に陷 りし こ" て殘 念な れ。 同志 社の 紛絵は 他に も 多くの 原因 を 有し、 その 

處理に 苦しめる 内 外の 難題 一 にして 足ら ざろ べしと 雖、 以 上述ぶ る 所の 如き は、 共 根本的 誤 證 と認 

むべ く、  I 一：； ふべ からざる 多くの 弊害 そのうちに 伏在す と 認め ざろ をお す。 


小^ 弘济 "氏 は 忠誠 堅實 な. ろ 某傅敎 徒な り。 今や 同氏 去りて、 彼の 椅 井^雄 氏 其 後任 者と して 同志 

社の 頭 I？ となりし 以上、 新 島、 金 森兩 氏の 時代に 其 前 指 を ける 率 物の B ジ ック、 更に 其 勢 を猛に 

し、 其.^^然の結m5f.vl示すにl^^るべきは、 M!^ も a- 易き 道理な りと 謂 はざる ベから す。 小 氏 やが 今に 

して 同志^の 組織 を 改革し、 純乎たス、某将敎の勢カを其の中に張らんと試みらろろは^>^〕し。 然れど 

も 企 W は 其の 旣に遲 きに 失すろ なきや を 疑 ふ。 同志 社は甚 #敎 の 一大 利器な りしに、 測らす も斯の 

如き 結 ra^ を 昆 るに 至れる は豈に 千秋の 恨事に 非す や。 ああ 同志 社 一 一十 餘 年の 沿 iB- は 我等に 向って 大 

なる 敎訓 を與 へたり。 所謂 基 螫敎界 の 有志 家 之に 鑑みて、 其の 出處 進退 聚散 離合 を愼 まば 可な り。 

一 八 九 七 年 九 曰 新報) 

再び 同志 社に 就いて 

同志 社 は 主として 米國 甚督敎 徒の 替： 助に 依り、 基督 敎 主義の 眞 理を甚 礎と して 其の 宣傳に 伴 ふの 

良友た らんた めに f," 立せられ たる ものな り。 其の 間 變遷も あり、 改革 も あり、 口約 も あり、 窻法も 

設けられ、 社員の 更迭 も ありし なり。 之 を 法律 的に 一一 一一 口 へば、 如何な ろ處分 をな して 差 支へ なき か、 

此 問題 は 余輩の 重き を 置く 所に 非ざる なり。 

余 華 は法银 的の 權利 問題よりも 寧ろ 德義を 重し とす。 世問赞 通の 所謂 道德 及び 情義よりも、 基督 

敎の 信義 公道 を审： しとす。 余 翠 は 同志 社が 外 國宜敎 飾に 對 して 爲 せし こと を不當 なりと 信す。 前の 

同志； M  五 五 五 


n ぬ 0.  五 五六 

社長 小. t 弘道氏 は 基督 敎の lii 義を 執りて 動かす、 福音 を 日本に 宣傳 する の 大目 的に 對 して、 深厚な 

る 同情 を 抱き、 設立者、 及び 赞助 者の 志望に 負かざる の 精神 を 以て、 同志 社 を經營 せんと 企てられ 

たけ。 余輩 は その 取りし 所の 手段 及び 方法に 於て、 m 家 撞着の 點 なしと は 一一 一一 II はす。 (余輩 は 前 號の紙 

上に 言 ひし 如し) その：^ 圃宣敎 師に對 して 取りし 所の 政策 は、 宜しき を 得たり と 謂 ふべ からす。 然 

れ ども 氏 は 甚督敎 徒と して 同志 社 を統督 し、 その 主義に 基き て 之 を經營 し、 大體の 歸着點 に 於て 創 

立の 趣意に 房る ことなく、 設立^ 並に 賛助 者の 志 を 貫徹 せんこと を 計りし なり。 此は 何人と 雖も明 

か に 認識す K" 所なる ベ し。 会 輩 は 此點に 於 て 小 氏に 同情 を 表する ものな り。 

然るに 今や 同志 社 は、 基眷敎 と 相 適せざる 椅井時 雄 氏 を その 校長と して 戴き、 その 主權 者た る も 

のの 內に、 基 S^M 敎 より 一一 一一 口へば 多くの 異議 者 を 擧げ、 その 敎員 として 非 基督 敎 的の 分子 を 有する こと 

多き に 過ぐ るを昆 るに 至れり。 

同志 社が 今後 純然たる 基 将敎の 主義. V. 奉じ、 その 設立者 黉助 者の 志 を 貫き、 能く 主 基督に 忠誠な 

ろ ものと なり 得る やに 付て は、 何人と 雖も 疑惑の 解き 難き もの あらん。 否、 其の 結 ra^ に 付て は旣に 

悲 みつ/. 確信す る 所 あるな らん。 今後の 同志 社 は 假会基 骨敎に 付て 爲す所 あらん も、 又 精神 上に 運 

動す る 所 あらん も、 その 性質 は 結局 現今の 六合 雜 誌と 餘り 多く 異る もの あるべ からす。 余 S は 六合 

雜餘 がその 當 初の 目的 及び 性質と 似 も 付かざる ものと なりし 如く、 同志 社が 同様の 運命に 陷 らんと 

しつ、 あらん を 恐ろ。 旣に斯 の 如き 悲境に 沈みたり と斷言 する を^ら す。 六合 雜 誌が 某 # 敎の常 


道 を 離れ、 基督 敎文舉 の ー妖虽 として 存在す る 如く、 同志 社 も 亦內外 基督 敎信 徒の 餘僮を ® り、 そ 

の 恩 を 私し、 その 志 を 蹂躪して 以て 奇怪なる 存在 を 維持し、 基 将敎に 非す して 一種の 宗敎 部位の も 

の を 其の 內に設 くる こと あらん も、 到底 基督 敎の 精神 を 保全す る ものに 非ざる なり。 余 ffi. は 信す、 

『同志 社の 宗敎は 基督 敎に 非す して 宗敎 なるべし』 と。 甚 しき は宗敎 的に 非す して、 一 の^ 理的施 

設に 過ぎざる に 至らん を 恐る。 

余 の斯く 一一 一一：； ふ 所 をして 誤りな からしめば、 同志 社 今日の 地位 は 背德を 極め、 內 外に 向って 言 義 

を跺躏 し、 日本 某叔  1 敎 徒の 體面を 汚し、 延 いて 國 際の 友誼 を も 破り、 基督の 精祌 に悖戾 したる もの 

と 謂 はざる ベから す。 个、 輩 は 名 を 基督 敎 徒の 內に 置く 輩に して、 斯 くの 如き こと あるに 至れる を 

しむ。  一八 九 七 年 九 S  (塑 i 報) 

同志 社の 逆 櫓 

同志 社 は 徴兵 猶豫の 特典 を 得ん と 熱中し、 社員の 運動し つ、 ある こと は、 余楚の 倚へ 承 はりし 所 

たり。 

其の 筋の 內意を 鋭 ふに、 基督 敎 主義の 徽章 を餘り 高く 押し立て.. は、 此の 特典の 利益 を 蒙らん こ 

と 思 ひも 寄らす。 然り とて 基！^ 敎の 金看板 を 取り 卸して は 世間の 手前、 特に 同志 社の 創立と 大關係 

ある アメリカン ボ ー ルド を 首め、 基督 敎 主義 諸 有志 家に も 面目なし。 所謂 河 驟は喰 ひたし 生命 は 
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惜し、、 同志 社の 社員 は 難 俵なる ディ レム マ に 撞着して 頗る 當 惑の 模樣に 見えたり。 

然れ ども 彼 やの 勇氣と 工夫と は 凡ての 機.^ に 匹敵す るの 餘裕 ありし なり。 彼等 は先づ 同志 社の 通 

則 第 六條を 削除せ り。 此は 基督 敎 主義 內 外の 有志 者に 向って 同志 社の 基脊敎 的に 繼績 せらるべき を 

保證 し、 彼等 をして 心 を 安んじて 寄附 金 をな さしむ るに 必要な りし ー侗條 なる が、 共 文に！ II く、 本 

社の 綱領 は 不易の 原則に して 決して 動かす ベから すと。 彼等 は 此の 一條 を 刪り て 同志 者の 精 を拔き 

iC= を 抜き去る 底の 修正 をな すの 餘地を 作りた るな り。， 

次に 進んで 彼 や.^ は、 同志 社の 設立した る 擧校は 凡て 同志 社 某 校と 稱し、 悉く 本社の 通則 を 適 W す 

云々 の 一 項に 付きて、 悉く 以下の 十一 字 は 刪 除せ り。 此は 同志 社の 尋常 中舉校 等に も、 S 督敎 主義 

の 德育を 適 川 すとの 意味 に當る 明文 を 其の ま- - になし g きて は、 例の 特典 を 得 ん こと を s-pi む ベ か ら 

す。 故に 共の 祌事校 等に は 基. 脊敎 主義 を 適 川す とも、 尋常 中擧 校な どに は 毛頭 左様なる ことなしと 

の 儀 を當局 者に 理解せ しめて、 其の 本願 を 達せん との 下心な り。 

然れ ども 彼^の 勇氣は 全く 基督 敎 主義 を棄 つる 程に 大 ならす。 其の 通則の 中に 基督 敎 主義の 文字 

を存し sa  くこと に 決定せ りと かや。 

彼等 は斯の 如く 政府に 向 ひても 都合 善く、 基！^ 敎 主義に 對 しても 體面を 維持し つ..、 巧みに 此の 

難题 を解釋 せんと 試みたり。 其の W 心 深き 勇氣、 其の 同 滑なる 智慧 は、 余輩 をして 一驚 を 喫せし め 

たり。 


m 心 ひき や、 捉" ぬの 逆松戰 略が、 ^昏敎主^^の旗下に奥りたる：：！：志社の社員に由りて， 今日 實行さ 

れんと は。 誰か Zi: 志 社の ために 嘆息せ ざる を んゃ。 

名 は實の 賓なリ 

I:E 志 社 は 3 呉に 共丄 1$； 敎 主義なる か。 111； 志 社の 社 nM なる、 即ち 共の 主腦 なろ 金 森 通 倫、 巿原 盛宏、 德 

常银ー 0, 近 入社せ しと 聞く 伴 直 之 助 氏 を 首め、 横 井 時 雄 共 他の 諸氏に 至る まで、 同志 社 創立 當 

初の 精祌の 如き 意味に て、 丼 敎 主義 を敎育 上に 實行 する を 得べき ものな り や。 余輩 は 同志 社の 中 

心 は實際 基督 敎 主義の 人々 に 非す と斷 言す る を 躊躇せ す。 同志 社 は 基督 敎 主義の 敎 育を眞 面目に 確 

實に 授け 得る ものに 非ざる なり。 同志 社資 際の 有様 旣に然 りと せば、 彼等が 基條敎 主義の 招 脾を撤 

回して 日本 主義と なり、 世俗主義 となり、 實利、 王義 となり、 權謀 主義と なり、 {：1；1 立 主義と なり、 折：： 

舉 主義と ならん も敢て 驚べき 事に あらす。 余輩 は 名と 實と相 適 ふに 至りし を 真ば すん ば あらす。 1:1： 

志 社は寶 に 於て 久しき 以前 疾 くより 基督 敎 主義 を 撤回した る も のな り。 企 輩 は 基骨敎 主義の 先 が 

今更の 如く 同 志 社の 變 化に 驚き 怪しむ を 驚かざる を 得す。 余輩が 曾て 本紙に 此の 事 を 論ぜし 時、 馬 

耳^ 風の 觀 ありし こそ 遣憾 なれ。 

天 下の 事、 露實 より 善き はなし。 余輩 は 同志 社が 表面に 於ても 3具 實の 立場に 立たん としつ- - ある 

を 喜ぶ。 彼等の 近時 嘆息すべき こと 多き 中に、 此の 一事せ めても の 慰めな りと 謂 はざる ベから す。 

明白なる 主義の 上に 立てられ たる 施設に 對 する の道德 

！ M 志 a  五 九 
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同志 社 は 何人も 明かに 知る 如く 非 基督 敎 主義と して 設立せられ しものに 非す。 其の 創立者 はュ 一一 

テリ ヤンと 相容れ す、 現今の 同志 社の 宗敎 主義と も 相容れ ざる 精神 を 基礎と し、 赘成者 も斯く 理解 

して 之 を 設立せ しものに 係る。 同志 者 は 明白なる 主義 精祌を 有せし ものな り。 先輩に 代り 其の 繼繽 

に從事 せんと 欲する 者 は、 其の 創立の 精祌に 感服し、 其の 約束 を 奉じ、 其の 精神 を繼 承す との 誓 ひ 

を 立て X 其の 職に 就く ことなり。 異 主義 を 抱き、 同志 社と 異る 方針 を 取らん とする もの は、 初めよ 

り 其 の 社員と な る の 權 利な し。 否 德義上 社員と なる ベ からざる ^「なり。 

一 日 一 斯る關 係 あるに 心 付かす して 社員と なりし ものなら ば、 決然 其の 職を辭 して 創立者の 志 を 重 

んじ、 自家の 出處 進退 を 明かに せざる ベから す。 同志 社の 社員 近来の 擧動 は、 此の 睹 易き 普通の 道 

德を 蹂躪し、 其の 約束 を 破り、 同志 社 本来の 立場 を 棄て& 創立者、 賛成者、 出金者 等の 志 を 蹂躪し 

つ \ ぁ る ものに 非ざる を 得ん や。 古人 は 他人の 置きた る 基礎の 上 に 自己の 家屋 を 建築す る こ と を も 

恥と せり。 況ゃ 他人の 家 星に 閬 人して 自己の 目的の ために 其の 便利 を縱 ま、 にす るの みならす、 何 

時し か 其の 鐵 石の 基 を も拔き 去りて、 瓦 を 以て 之に 代 ふるに 至りて は、 其の 無 道理 此上ゃ あ る ベ き。 

余輩 は 同志 社の 近事 は 決して 巧拙の 問題に 非す して 正邪の 問題な りと 斷言 す。 

鹽の味 ひなき もの は躁 擁せら る 

巧に 過ぐ る もの は 其の 結果 迂 拙に 劣る こと あり、 よし 梶原 主義 を 以て 一時 を 都合よ くせんと 謀る 

とも、 其の 岡 有の 味 を 失 ひたる は 外に 棄 てられて 踏まれん のみ。 基督 敎 徒の 同志 社に 對 する 感情 


は 人ん 史 一一 n ふ を 待たざる なり。 余 は 世間の 識ネ と雖も 同志 社の 近事 を 見て 或. H 之を憫 むこと あらし 

ゆ 

も、 努め 之 を 敬す るの 念 を增す ことな かるべき を 信す。 社會は 存外に 疋 Jg- なり。 迂回す るお 一ま1る 

し。 一お 線に 行く こそ n 的に 建す るの 捷徑 なれ。 

敢て 基督教 主義の 教育者に 吿ぐ 

基银敎 主義の 敎有齐 は、 同志 社 社員の 如くな さす、 己に 不利なる、 又 道理 上不當 なる 制度 あるに 

當 りて は、 先 づ之を 打破し、 之 を 改正す るの 運動 をな し、 自己の ため 後世の ために、 弊 を^き 義を 

行 ふの 擧に 出で ざるべ からす。 苟且 偷安、 決して 制度の 不正なる に屈從 し、 剩へ自 {V ベの 主義 4V- 抂ぐ 

るが 如き こと をな すま じきな り。 自家 立脚の 地 を 守，^ て、 堂々 其の 主義の 行 はれん こと を務 むべき 

のみ。  一八 九 八年ミ nt(in 新報) 

基督教 徒と 內務 省令 

從來基^_»!敎の{";敎師傳導者は、 神官 惜 侶の 如く 政府と 特別なる 關係を 有せす、 宗 敎上ュ H 外法 權を 

有した る 如き 有様に て、 其の 社會に 於け る 地位、 其の 官府 及び 人民より 受 くる 待遇に つきて は SI -々 

不平の Bai も ありし かど、 如何た る 千涉も 受け ざり し 一事に 至りて は、 聊か 滿足 すると ころに て あり 

基ぉ§!;徒と内^2?1令  五六 一 
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き。 基 将敎徒 は 世間 及び 官府な どより 特別の 保護 をう くるの 必要なし。 その 宗敎 上の 用に 供す る 家 

屋 堂宇の 如き、 必す しも 神社 佛閣の 例に 傚 ひて 免稅の 特典に 與 らんこと を 望む を耍 せざる なり。 そ 

のか はり 一 切 干渉が ましき 關 係に 人らざる 用心 堅固に、 信敎 自由の 意義 を 成るべく 擴充 して、 社會 

に 獨立濶 歩した きものな り。 これ 基督 教徒の 社 食と 官府と に對 する 將來の 方針たら ざるべ からす。 

日本の 基督 敎は內 に 於て は 此の 如く 政治 法律上の 係累 を 生す る rj なく、 たと ひ 時勢の 必要より 幾分 

かか- -る關 係 を 生じた る 場合に も、 なるべく 其の 係累 を輕 からしむ る やう 勉 めざるべ からす。 叉 外 

に 於て は 外 國敎會 との 關係 を輕 うし、 本邦 基督教 思想 及び 制度 習 惯の發 達に つ き 故障と なる べき 係 

累を晚 す る の 方針 を 取らざる ベ か らす。 日本の 基督教 徒 は 內國に 於け る 其 の すべての 關 係に 於て 獨 

立 自由 を標 幟と して 去就 進退すべきな り。，' 外 國諸敎 會に對 して は 少しも 彼の 關 係に 累 はさる 、こと 

なく、 基叔 H の 靈氣に 導かれて 自由 獨 立の 進歩 發達を 遂げ、 神の 與 へられた る 賜を發 揮して 世界に 於 

ける 基督教の 開 發に向 ひ、 大いに 貢獻 すると ころ あらん を 期すべし。  - 

務ぉ令 第 四十 一 號 により、 基督 敎徒も 官府と 關係を 生す る こと \ なりぬ ノ 時勢の 然 らしむ ると 

ころ 此の 如くな らざ る を 得 ざ るべき もの か。 之が ために 基 敎徒 の 利益と な る ベ き點も 見出しが た 

きに あ らす。 傳道上 の 便宜 之 に 伴 ふこ とも 少か らざ る ベ し。 其 の 規定す る と こ ろ 必 すし も千涉 がま 

しきと ころ ありと 做す こと 能 はざる なり。 然れ ども 會 堂の 設置、 說敎 所の 開設 等 を屆け 出で、 地 

方畏官 の 認可 をう く ベ き こと を 規定 せ る 項目 にいたり て は、 行政官 の 手心 次第 に て 隨分 千涉を 試み 


^接 接 に 信敎 の 自. H を 妨碍す る ことな きを 保證 する こ と 能 は ざ るべ し。 

此の. 2： 務^ 令が 如何に 運用 せらる \ か は 基赞敎 徒が 張膽明 目、 以て 深く その 成 行に 注意す ベ きと 

ころと す。 この 點に 於て 日本 基督 敎徒は .0 己の 權利 自由 を S んじ、 寸分 も 猥りに 之 を 侵され ざるの 

を 堅め、 進攻 守衞、 共に 怠る こと あるべからざる なり。 法律と 關係を 生じ。 官府と 交涉 する の 

必要 起り たる 場合に 於て、 この 邊の 注意 肝要なる こと より 論す るまで もなかるべし。 余輩 は 内務 

お 令が 基 敎 の 進歩 發违 に 利益 あ る やう 適當に 運用 せられん こと を、 萬 物の 主宰な る祌及 び 敎會 の 

司 牧^なる s 督に 祈る こと 切なり。  一  <  九九 年 八 曰 新き 

宗敎 法案 世評 まちく 

マ 乂府は 去る 九日 宗敎 法案なる もの を 貴族院に 提出し 十一 一日 を 以て 其の 議事に 上りぬ。 提出の 理由 

は當日山縣^！：：相の演說に微するに、 第一 從來宗 敎に關 する 各種の 規則な きに 非す と雖 も、 大 體に關 

して 規定した る 法律な し。 已に 憲法 第 卄七條 に 於て 信敎の 自由 を 認めた るの みならす、 社， の風敎 

に 至大の 關係を 有する 宗敎 をして、 國 家に 於て 相當の 地位 を 保た しむる ため 一 の极本 法な かる 可ら 

す。 第二 宗敎の 事た る 他の 社 團財國 と 大いに 其の 性質 を 異にする を 以て、 民法 を定 むる に當り 故ら 
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に 他の 法規の 定 むる 所に 委ねた るが 故、 今日に て は 寺院 及び 敎會の 如 き宗敎 團體は 其 の 財產 管理 の 

方法 を闕 き、 隨 つて 便宜 を 失 ふこと 少 からす。 第三 信敎の 自由 は 憲法の 保證 する 所に して 其の 由來 

の 如何 を • 論ぜす、 宗義の 異同 を 問 はす、 國家は 其の 信仰 上の 內 部に 立ち入り 干涉 せざる は 勿論、 

又 力めて 其の 自由 を 保た しめざる ベから す。 され ど 外部に 現れた る 行爲、 例へば 寺院 敎會の 設立、 

信徒の 結集、 其の 他 敎規宗 制 等總て 外部に 現る &形體 に 至って は、 之 を 監督して 社會の 安寧秩序 を 

妨げす、 臣民た る の 義務 に 背か ざら しむる こと を 務 むる は國家 の 權 利に して せ、 の 職責 に 屬 すと 言 ふ 

にあり き。 貴族院に て は 第一 讀會を 開きた る 迄にて 委 ：3 を 擧げ之 を 調 杏せ しむる こと 、なり、 委員 

會も 僅かに 一 回 開かれた るの みに て、 其の 意向 も 十分 確定し 居らざる 模様な り。 

該 法案 一 たび 提出 せらる \ や、 府下の 諸 新聞 は 概ね 其の 大體を 賛成し、 政府が 一 視 同仁の 主義 を 

取り、 治國の 要具と して 之に 格別の 優遇 を與 へたる を 以て 公 平穩當 の 措置と 成せり。 

然るに 佛敎徒 間に は 東 本願 寺を始 とし、 之が 反 對を唱 ふる 者 多く、 先 IS 開かれた る 各派 委員 會に於 

て は 反對の 決議 を 成した る 程な りし も、 西本願寺の 手強き 不同意 ありした め、 遂に 本山と 末寺との 

關 係に；^ き 政府案よりも 明瞭なる 規定 を 設けて 其の 關係を 破らざる 様、 修 する ことに 纏り たりと 

一一 一一：； ふ。 素 彼等の 反對は 宗敎の 公法人と し、 宗派の 自治 を繁 固に し、 * 末の 關係を 明かに し、 佛敎と 

外敎と 取扱 を 別たん との 希望に 出で たるな り。 卄 一 一日 午後 錦 輝 館に 會 合せる 佛敎徒 上京 委員 大食に 

於て は、 此ゃ ：- の 條項を 決議して 法案に は 絕對的 反對を 成す こと、 なれり。 


是 より 先 怫敎を 公認 敎と 成さん と 熟 中す る 一 派 は、 此に於て^=?>、の運動益々激甚を加 へ、 贵 衆兩院 

に 提出 せる 請願書の 如 き 百 萬 通 に もヒ る ベ き 勢に て、 多数の 信徒 を 引率して 上京す るな ど 示威運動 

めきた る こと 少 からす。 かの 石 川舜台 氏の 如き は、 該 法案 を 以て 佛敎 撲滅 、な と豫 一一 一一；： したりと 傳 

ふ。 屮々 の騷ぎ 方と 言ぶべし 

哀 E 敎徒も 亦 直接 其の 影響 を li ー豕 り、 基督教の 將來 に付きて ffi 大の 11 係 を 有する ことなれば、 該法 

案に 對 する 意向 を { えめ 且つ 耍求 する 所 を 明かに せんとて、 先般 來 府下の 有志 家 數回僉 合して 協議 を 

凝らせる もの ありき。 去る 十八 日夜 靑年食 館に 會 合せし 者は敎 役者 及び 片岡、 根本、 齋藤 三代 議士 

や！； - 凡て 三十 名 ほどに て、 片岡氏 を 議長と し 種々 協議せ し 末、 尙貴 族院の 委員 會の 意向 を 確め、 社寺 

局長に 法文の 質問 をな したる 上、 重ねて 會 合する ことと なり、 越えて 4" 一日 夜 再び 靑年會 に 相會せ 

り。 出席者 は 前回よりも 數 名を增 し、 片岡氏 引 精き て 議長 席に着き、 訪問者の 報吿 あ."。 次に 法案 

の大體 を可認 する や 否や を 協議し、 反 對もぁ ひ 賛成 も ありし が、 討議の 末 多數を 以て 此の 法案に 十 

分 修正 を 加へ て 通過せ しむる を 望む こと.^ なゥ、 委員 五名 を擧 ぐる ことに ；=^ しぬ。 委 1 は 議長の 指 

名に て 西原淸 束、 押 川 方義、 小崎弘 道、 井深 梶之 助、 本多庸 一 の 五 氏 選ばる。 多 數の意 兌と して 修 

正 を 希 する 所 は、 ^1、 敎師は 政治 上の 意見 を發 表し、 其の 他 政治 上の 運動 を 爲すを 5:- ざる こと 

にて、 此は實 に 人權を ふ 所以と なし、 次に 敎師の 资格を 勅令 を 以て 定める が 如き、 宗敎 委員 會を組 

織して 爭議を 裁決せ しむる が 如き、 公衆 を會 合する 時 は 二十 四時 間 以前に 行政 官廳 に屆 出で しむる 
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が 如き、 . ^りに 干渉に 過ぎて 迷惑 を感 すと なし、 敎會 外の 宗敎 團體 (即ち 靑年會 の 如き) を 維持す 

る：^ 阁 及び 时 團は 法人た る を 得すと あ る は 頗る 不都合な る こと、 及び 徴丘 ハ猶豫 は 兵役 を 免す るに 非 

す、 只 心」 接佛敎 徒に 取りて は 有難 や も 知れす と雖 も、 基督教 徒に 取りて は 敎師は 概ね 徴兵 適齢 を 過 

ぎた る 者 なれば 炳豫 の 必耍 を兑 す、 假令是 ありと す る も國民 の 義務 を盡さ る 如き は 決し て 喜 ぶ ベ 

きこと に 非す。 故に 寧ろ 傳道者 養成 所に 學ぶ 者の 爲、 徵 兵の 猶 豫を與 へられな ば 便 {几 多 かるべし と 

成す に 在り。 因に 言 ふ、 時事 新報に は該 有志 會が該 法案 を可認 したりと あれ ど、 そ は 聊か 相 逮の廉 

あり。 

天主 敎、 希敝敎 等の 方面に 於て は I： 示敎 法案に 對 して 如何なる 姿勢 を 取るべき か、 未だ 確聞す る 所 

あらす。 天主 敎徒は 必定 大いに 反對 する ことなるべし。 

露國に 於て 政府より 緻密なる 監督 を受 くる 希 職敎會 と因緣 深き 日本の 該敎派 信徒 は、 無論 宗教 法 

案に 反對 する こと 能 はざる ベく 思 はるれ ど、 如何の ものに や、 今日まで 此の 問題に つき 靜 まりかへ 

りて 兑 へたる 祌道者 流の 間に も 追々 述動 する もの 現れ、 贵族 院議 員に て 神道に 關係 する 人々 は 此の 

法案に 反對 する の 準備と り/^ なりと 傅 聞す。 

憲政 黨員は 此の頃 其の 政務 調^ 會に 於て、 斯波 社寺 局長より 宗敎 法案の 說明 をき & たり。 江 原素 

六 氏より 修正 を必耍 とする 點を 提出す るな ど 種々 意見 を述 ぶろ もの ありし かど、 當日は 重に赏 問に 

s^-りたる投様なり。 該黨員 中の 所謂 佛敎： 者 は 議員の 內外を 問 はす 有志 者 を 網 維して 佛敎 m 樂 部な 


ろ もの を 設け、 芝 公園 內に ies- 務所を 置きたり。 其の 目的 は宗敎 法案 を 講究す るに あ.^ とい ふ。 

一. 八 九九 年  一 二  n:(》- 音 新報) 

宗敎 法案に 付きて 

宗敎 法案 政府より 議 に 提出せられ たる 以來、 世論 紛々、 なかく の 問題と はなり ぬ。 基督 敎徒 

を はじめ、 世の 公平なる 人の 之 を歡迎 する 现由 は、 該 法案が 從來の 佛敎、 神道と 全く 同様に 基督教 

を 取り扱 ふこと になり しとい ふ點 なり。 怫敎徒 若く は 神道 者 流が 此の 法案に 慊ら ざる は、 其の 公平 

なる に 苦む にある ぞ 不思議なる。 

余 wf 基督 敎徒 として 此の 法案 を 論す るに 當り、 前以て 注意す ベ き ことと 感 する は、 我が 國の 宗 敎 

的現狀 た俊雜 にして 僧侶 神官の 外に 天理、 蓮 門、. 金 光、 ま、 敎、 其の 他 何 講何敎 會と稱 して 種々 雜 

多 頗る 瞬 味なる もの 多く 存在す る ことなり。 凡て 是等を 取り 締る 法案なる が 故に、 唯 基督 敎 徒の 事 

を i„ ^礎と して 之が 當否を 論斷す ベ きに あ らす。 此 の 事情 を 參 酌す る 時 は 、 宗敎 法案 の缺點 にして 當 

分 忍ぶ べしと 思 はる & ものな きに あらざる なり。 

然れ ども 我が 國人は 今 tn 權利 自由の 觀念 甚だ 淺く、 人權の 問題 を輕ん する Q 風 あり。 宗教 法案に 
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付きても 利害の 問題、 便 {且 上の 關 係に 專ら心 を用ゐ て、 權利自 ，5 等の 事柄 を輕々 に 看過す る ものの 

如し。 淫^^迷信等を攻擊するに當りても、 其の 誤謬 を 厭 ひ 迷信 を 忌み 其の 弊害 を惡 むの 餘り、 權 

利 自由 等に 付きて 分別 W 捨 する 所な く、 隨分亂 暴なる 議論 をな す もの 少 からす。 何れの 世に も 迫害 

なる もの は、 迷信と 見做し 弊害と 認 むる もの あれば こそ 起り しこと なれ。 議論 を愼 み、 自由 を 重ん 

じ、 人權を 尊ぶ ことな くんば、 玉石 を 混 滑して 恐る. べき 迫害 を隨 成す るに 至らん。 今や 僧侶の 弊、 

淫祠 迷信 の 害 を 忌み嫌 ふ の 結果、 之 を 締る の 規則 を歡迎 して 自由 人髌の 上に 差し 閊へ ある を も 

厭 はす、 漫 りに 其の 可決 せられん こと を 望む も Q 少から す。 今日の 事情 內 外の 關 係な ども ありて、 

容易に 然る ことの 出來 難き こそ 幸 なれ。 余輩 窃かに 恐る、 事情の 之 を 許す に 至らば、 極力 基督 敎を 

迫害して、 殘 忍なる 擧動 をな す や も 測られざる 精神、 社會 に充滿 すと いふ も 不可な かるべし。 不幸 

にして 斯る 出来事 の 起れ る曉 にも さまで 之 を 不思議と も 思 は ざ る ベ き氣風 依然 として^す るに 似た 

り。 基督 敎 徒の 安全 は、 人お の 進歩に 歸 せんよりも 寧ろ、 之 を 時勢に 歸 する を適當 とす、 故に 信敎 

自由の 大義 を 明かに し、 敎， 自治の 權利を 主張し、 毫も 之 を 侵害せられ ざる やう 細心 注意す る は、 

基督 敎 徒にと りて 安全の 道なる のみなら す、 國 家の 進歩、 人心 發逹 のために も 甚だ 必要なる ことな 

るべ しと：；^ す。  • 

宗敎 法案の 如き もの 果して 必要な り や 否や、 一 の 公 問題に 屬 すと 云 ふべ し。 假念之 を 必要と な 

すと も、 断の 如く 細密に して 翁 屈を感 する 點 多き 法律 を 必要と する か。 また 大いに 論すべき 點 なる 


べしと：；！； E す。 然れ ども 斯る 問題 は 暫く さしおき、 今日の 場合 先づ 忍び 得らる，^ だけ を 忍び、 其の 廢 

止 若く は 大改- 止 は、 之を將 來に歸 する こと. - なして、 今 直ちに 修. 止 を 加へ ざるべ からすと 思 ふ數點 

を 左に 揭ぐ。 

第一 敎.^ ：； の權能 自治と 衔突 する 如き 點を刪 除し、 若く は改. 止すべし。 は植賴 の觀念 に 基け 

る ものにして、 。ハウ B の 言へ る 如く 神の 設立 せられし 所な り。 敎， &は 法 上の 關 係に 於て 闽 の 管 

路に 服し、 其の 命令に 從 ふべき こと 勿論 なれ ども、 心靈 上の 事柄、 禮拜、 聖禮 典、 敎 職の 任免、 會 

議の 召集 開閉 等に 就きて は、 毫も 國 家の-干 涉を容 るべき にあら す。 余輩 は 近頃 公に せられた る自 -S 

敎，^ S の 問答に 3- ゆる 敎會の 定義 を、 鉋く まで 主張して 一歩 も 譲る 所な からん を 期す。 たと ひ 直ちに 

主張 を 賞 行す る こと 能ざる にもせ よ、 强 固なる 杭-印 者と して 立たん と 欲する ものな り。 自由 敎 #3 問 

答に 曰く、 

自. m 敎. &と は何ぞ や。 

基！ $E のみ を 首領と 認め、 國 家の 抑應、 支配 以外に 立ちて 基督の 法律 を解釋 し、 之 を 施行す る權 

利を？^:1^川する敎#1即ち是なり。 

1. ^^禮典の執行、 敎 職の 任免 等に 付きて は、 »督 の 敎會唯 基督に 對 して 贵任を ftl: ふの み。 此 

の 權利を 主張す るが ため！： 法に 問 はれ、 迫害 を 受け、 甚 しき は 刑戮 せらる-に 至りし 例少 からす。 

蘇 格 蘭敎ノ ゆ" の 如き 其の 一 例な り。 阈 家の 干 涉 あまり 害 ある 點 にまで 達す まじき が 故に、 之 を 不問に 
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措く ベ しと 1" ふ も の あ り。 實利を 起點と し て 斯か る こと を 論す る もの あ る は 嘆息す ベ き ことな り。 

此は 利害の 多寡に 非す、 實に 主義の 問题 なり。 害 It く 利 を 殺が るく こと 少しと て 主義の 侵害 せらる 

る を 忍ぶ ベから す。 余 W は カイ ザ ルの物 を カイ ザ ルに歸 し、 神の もの を 祌に歸 すべし との 変 33 によ 

り、 斯くの如き|»^^柄にっきては、 基督の 意志の ほか、 敎# の 5^ 奉すべき ものな しと 信す。 

故に 主務. {R 廳の 監督に 歸 する 範圍を 明かに し、 敎會 自治の 權利を 侵害せられ ざる やう、 凡ての 點 

を 修正せ ざるべ からす。 特に^ 令 を 以て 敎師 の资 格を定 むべ しと ある 條の 如き、 第-一 に 刪 除すべき 

も のな り。 之 を 辯 解す る 者 曰く、 『此は 年齢 及び 齊通舉 の 程度 等 を 規定す る 位 の 意味な るべ し、 而し 

て斯る 規定 は、 昨日 の 左宫 忽ち 變 じて 今日 の 敎導職 住持と なる が 如き 弊 を杜？ する に设も 便利な 

り。 宗敎 保護の 意に 外なら す』 と。 然れ ども 宗敎は 最も 精神的なる を 尊ぶ。 決して 器械 的に 之 を 律 

す ベ きも のに 非す。 『我が 靈を 凡ての 人に 注が ん、 汝^ の 息子 息女 も豫 言す ベ し、 汝 等の 幼 者 異象 を 

Ia、 老者 夢を見るべし』 と あるが 如く、 徴兵 撿 杏の 如き 法條を 以て 敎 職の 任免 を 規定す ベから す。 

斯る 無益 有害なる 法 偉 の實 施せられ たれば こそ、 ベッド フォ ー ド の鏡褂 g バ ン ャ ン は敎 職た るに 堪 

えす とて、 久しく^ 固に 繋がれた。 基督の 敎會 は學校 卒業の 布 無に か、 はらす。 バン ヤン、 ム ー デ 

ィ ー の 如き もの を 崇めて 之 を 牧師， U なす を 悼らざる べし。 天现、 門 等の K 例 を擧げ て、 斯の 如き 

規定の 必 耍を說 くもの あらば、 余輩 は 之 を 自然淘汰、 優勝 劣 收の結 raK に 放任す べしと 勸吿 せんと 欲 

す。 剝奪 公權者 及び 停. 公 横 者 は 牧師と なること を 得すと ある 如き も、 刪 除す る を 適當 とす。 何と 


なれば 法雜の 罪人 必す しも 神の 罪人に 非す。 公 樓を剝 恋せられ たる 者に して、 道德上 毫も 非難す ベ 

からざる もの きに あらす。 敎會は 非常なる 場合に 於て 公樓を 1: 奪せられ、 若く は 停止せられ たる 

も の を げ 、 丼.！ I^s の 名に 於て 之 を敎師 たらしむ る の權 利を冇 す。 迎常 の 場合に 於 て は 無論！： 錄公權 

者 もしくは 停止 公權者 を敎師 とせざる ことな らんが、 此は 敎會の 自家 防衞 の感覺 に 一 任して 可な 

り。 何ぞ 故ら に 倏文 を I おけ て 之 を 規定す る の 必要 あ らん や。 

宗敎 法案 委員 (两^、 本 多、 小+^- 井深、 押 川) 諸氏 は 去る ニト八 rn と 二十 九日と に 於て、 西 

原 氏 宅に 會議を 開き、 修正 筒條を 確定した る 由。 

第二  ffi^1uの^^.Eを妨ぐるの點を修_止するを耍す。 法案 第 八條に 『惯 例の 許す 所に 係る もの を 除 

く 外、 宗敎 上の 事項に 關し 公衆 を會同 するとき は、 發起人 は 開會ー 一十 叫 時 問 以^に 舍 21. の GZ 的 5;吻 所 

及び 年 R: 曰 時期 を 行政 廳に 屈け sr つ べし』 と あり。 是 現行の 集 會法を 以て 政治 演說を 取り 締れ ると 

SI 筆法に て、 宗教家に とりて は 頗る 意外に 感ぜら る.^ 所な り。 政治 演說 すら 其の 取締 を寬 にし、 或 

は ^會 一一 一時 ii 前に 届け出 づる ことに 改正 せらる べしと 傅 へらる、 程なる に、 獨 り宗敎 上 に關す る 公 

含 を 催す 場合 を斯の 如く 規定す る は、 a しきに 適 はざる ことなり。 特に 基督教の 如き は 新進の 宗敎 

にて、 至る 處 進取の 態度 を 取りて 事業 を 開拓す る もの なれば、 二十 四時 il 以前の nil 出 を だ に 

感 する 場合 多 かるべ し。 或は 『認可 を 得た る 宗教 團體に 於て 公衆 を會 同. する 如き は此 の 限に あら 

す』 と ある を 指し示して 不都合な きを 說 くもの あれ ど、 余輩 は 之が ためにます く 共の 不都合なる 
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现由を 見出す。 槪 して 此の 法案 は 認可 を 得た る宗敎 圑體を 保護し、 新たに 現 はれた る ものに 對 して 

は 何となく 嫌疑 を揷み 其の 方針 を 危ぶみ、 また 成る ベく 共の 發逹に 便利 を與 へざる の 意 を 含めり と 

認めら る。 宗派の 增加、 新 宗敎の 現出 等に 餘り 懸念す る 如き こと ありて は、 自然 精神 上の 發達 を妨 

げ、 信仰の 自. S を 害する こと あらん も 知る ベから す。 今日まで 宗教 上の 集會を 催す に當 ゆ、 他の实 

會、 親睦 會、 懇談 會、 學術 演說會 等と 一 般、 何の 出 を もな さすして 來ひ、 また 之が ために 何等の 

害 を 生 ぜ しと も 聞かす。 故に 此 の條は 無論 之 を 削除して 可な る ものと 認 むるな り。 

第三 宣教に 從 事す る もの をして 政治 上の 意見 を發 表し、 其の 他 政治 上の 運動 をな さしめ すと 法 

案の 第三 十七 條に 定めた る 如き、 宜しく 之 を 削除すべし。 之が ために 辯す る もの 曰く、 『僧侶の 政治 

に容喙 する は 最も 恐るべき ことなり。 衆議院議員 などの 中に も、 怫敎の 盛んなる 選擧區 より 出で し 

もの は、 僧侶の 勢力 を 恐る X こと 意外に 甚し。 をして 政治 上の こと を說 きまた 運動せ しめば、 

容易なら ざる 困難 を 生すべし。 僧侶が 政治 上の 問題に 關係 する 如き こと ありて は、 ； t 怫耶穌 その他 

混雜 極まれる 際、 政治 上 弊害 百出、 之 を 如. 何ともす ベから す。 宗敎 は宗敎 なり。 斯る ことに 關 係せ 

す、 靈界 にの み 立つ が 宗教 自身 の 利益な るべ し』 と。 

商業 者の 政治 上に 容噪 し、 農民の 政治的 運動 をな すより 政界の 複雜 いよく 甚 しく、 勞働 者の 自 

覺カ增 加し、 また 一 團 となりて 運動 を 試みる に 至らば、 更に 一 歴複雜 なる 關係を 生す る ことなら 

ん。 而 して 其の 弊 もまた 從 つて 甚 しかるべし。 是勢已 む を 得ざる ことなり。 宗教と 專ら 之に 從 事す 


る；^ 官 愤^、  i# ^敎 教師 等が 政ュ m 上に 一 の 動力と なるとき は、 政界の 關 係複雜 を^し、 從 つて！ 一目 ふ 

ベ から ざ る 弊害 を も 生. f る こと も あらん。 是 また 自然の 勢の み。 唯 此の 故 を 以て 宗教に 從 事す る も 

の は 政治 を談 すべから す、 又之が爲には述動すべからすと規定するの必要何^^^に在りゃ。 北陸地方 

佛敎の成^^なる所ならば、 其の 效カ 政治 上に 顯 るが 當然 ならん。 余葷は 共の 佛敎 たるの 故 を 以て、 

^化が 民と して 政治 上 に關 係す るの 權利 を^がる、 を 見る に 忍びざる ものな り。 議員 選舉 の 上に 

も 大關係 あ る ほどに 勢力 あ る怫敎 信者 を して、 其の 欲す る 所 を 自由 に 行 は ざら しむ べき 道理 何處に 

在り や。 余 5^ は 此の 點に 於ても、 政治家が 唯 自己の 利害、 黨 派の 關係、 目前の 懸引 等に のみ 着す 

る ことなく、 人の 權利を 直ん する こと ー曆 深切な らん を 望む。 彌陀の 利益に 溺れ、 或は 之 を 街 ふ 僧 

侶の 勢力 政治 上に 加 はると、 拜金宗 に溺る X 輩の 勢力 跋厦 すると、 其の 何れ か 犬なる。 識者 は容 

0^ に 之 を 判 斷し難 かるべし。 余輩 は 寧ろ 今 は 金力の 跋扈 恐るべし とな さ、.^ ろ を 5t す。 a つ 祌官佾 

仍、 諸 宗敎師 等 をして 政治 上の 事 を 一一 目 は ざら しめば、 獨逸、 佛蘭西 等に 於け る 宗教より 生す る 政治 

上 の 困難 起ら ざ るべ しと 思 ふは大 いな る 謬見な り。 宗教に 熱 心する もの ありて 共の Si に 異同の 點を 

する 場合に は、 共の 關係必 す 政治 上に も顯 はるべき 害な り。 日本に 宗敎の あらん 限り、 如何に 敎 

師の ロを箝 制すと も、 宗教の 問題 政治 を累 はすに 至らざる を 得す。 基督 敎 特に 羅 a? 敎の 如き は、 如 

何に しても 政治 上の 難題 を精發 せし むる ことならん。 敎師の 口 を 抑 ふる 如き 一條 例 を 以て 之 を杆が 

ん とする は、 笑 ふべき 姑息の 手段なる べし。 ストライキ、 職工 組合な どの 起る と 同時に、 勞働 問題 
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が 日本の 政界 を複雜 ならし めんと しつ \ぁ るが 如く、 宗敎も 將來に 於て 政治 上に 多くの 題目 を與ふ 

る ことならん。 然れ ども 寛大なる 日本の 政界 は、 兩者 共に 之 を容れ て、 乎 際よ く 料理す るの 技倆 を 

示さ、 にる ベから す。 妄りに 危疑 猜 忌して 因循の 策 を 取る は 余輩の 與 せざる 所な り。 宗教家に は宗敎 

家の 本領 あり。 共の 敎師 たる ものが 黨派的 政治家の 仲間に 人り て 漫然 蹯起 運動 を 試みる 如き は、 同 

より 余 の黉 成せざる 所 なれ ど、 是等は 常識の 分^に よりて 決せし め、 宗教の 利益 を 保護す るの 必 

耍に 一任し 匿き て 可な り。 敎師の 口 を 抑へ て 宗教の 利益 を 保護 せんと 計る は、 老婆心の 極、 角を矯 

めて 牛 を 殺す の 結果に 陷る ものと 謂 はざる ベから す。 之 を 要す る に 本願 寺の 石 川 舜台氏 等の 如き 

が、 遠 藤秀景 氏、 岡 本 柳 之 助 氏 等 を 初め、 政界の 浮浪 分子 を驅り 催して 好ましから ぬ述動 沙汰 をな 

ししな ど、 古來 此の 類の 事 多く ありした め 世人の 厭惡 する 所と なり、 所謂 坊主 を 悪み て 袈裟にまで 

及びた る 一種の 感情 ありて、 宗敎法案|^5三十七條を保護するの现.5となりほるのみ。 蓁に 懲りて 臉 

を 吹く の智 にあらざる 限り、 此の 案 は 道理 ある 思想に 基 かすと 斷 すべき ものな り。 

夫れ 基督 敎 の 宜敎 は舊約 時代の 豫雷 の 如き も のな り。 而 して 國の審 に付きて 祌 の 蛮 旨 を 宜霄す る 

は、 豫言の 一 大耍 3H なり。 今日の 基督 敎傳道 者 また 然り。 時 ありて 國 家の 述命、 政界の 趨勢 動作に 

付き 神の 聖 3;n を說 きて 世 を 啓 道し、 人 を 警戒す る 所な かるべ からす。 眞正 の傳道 者なら ば 之を肯 は 

すして 『あ i 我禍 ひなる 哉』 と 自ら 詛 はざる を 得ざる べし。 敎師 にして 少しも 政治 上の 意見 を發表 

する 所な くんば、 時として は 天に 對 して 曠職の 罪 免れ 難き もの あらんと す。 米國の 南北 戰爭に 際 


し、 ブシ ネル、 チャン- 1 ング、 ビ ー チヤ ー 等が 敎師 として 如何なる 事 をな せし かを考 へな ば.、 基督 

敎宣 教師 をして 政治 上に ロを噤 ましむ る 損害、 國家 のために 多大なる を 知り 易 かるべし。 從 つて 其 

の不當 なること 明かな らん。 社會 改良 も 時として は 之 を 政治 上の 問題と せ ざれば、 佛 造りて 魂 を 人 

れ ざる 類と なり 了るべし。 或る 稷 類の 倫 f§ ^題 また 然ひ。 然れ ども 丼」 赞敎々 師は 政治 上にまで 共の 

S の？ I^H^ を 延長せ しむ る こと 能 はすと 此の 法案 を規 ヘル せんとす。 現 に 人の 熟知す る 問題に い て 

之 を 言 は 1-、 一夫 一； M の 問題の 如き も 之 を 本 一 論す る は 可な り。 然れ ども 其の 富 行 を 試みて 議院に 建 

{I すべし と說 き、 若く は獎勵 する に 至らば、 忽ち 一 ヶ月 以下の 輕禁 銅、 三抬圆 以下の 罰金に 處 せら 

るべ しとな す は宗敎 法案な り。，. 基督教の 敎師は 議員 選舉 法に 於て 選 舉權を 有す。 然れ ども 彼等 は 唯 

沈默 を， 以て 選舉 せざる こと を 得す。 宛 も啞 の選舉 場に 臨む 如くな らんと す。 或は 之 を 辯 じて 肯は 

ん、 裁判 も亦然 りと。 然れ ども 被 選舉權 なき も、 選 舉權を 有する と共に、 政治 上の 意兑を 公表し 

得る 類の もの も 亦お す。 何故に 基督 敎敎師 は 後者の 種類に 属する こと 能 はすと なす か。 況んゃ 余輩 

は 敎師の 被 選 舉權な きをす ら 改正す るの 必要 ありと 認む るに 於て を や。 

比の 他宗 敎 法案の 中に 修正 を 加 へ んと 欲する 點少 からすと 雖も、 今日の 場合 以上 論述せ る 三 個の 

點を 主お とし、 他 は漸を 以て 之 を 修正す るに 若 かすと 思考す。 一九 00 年 1 3 へ S 普 新き 
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去る 十九 日 は 全 圃敎會 の 多くに 於て、 監獄 日曜日 禮拜 なる もの を擧 行せ り。 共の 後 二； 日 を 經て赤 

十字 社の 大會 は、 上野 公園に 其の 設立 二十 五 年の 祝典 を擧 げたり。 諸 工場の 悲惨なる 狀况に 付て 世 

人の 注意 稍 深くな りて 職工 を 保護し、 殊に 愁 もべき 女工 を 救護す るの 方法 を講 する もの 大いに 增加 

し來 り、 昨今の 新聞紙に 之に 關 する 記事の 少 からざる は、 斯の 種類の 問題が 同情 を 以て 讀 者に 歡迎 

せらる、 ー證に 非す や。 牛馬 を 虐待す る を 憎む の 念 漸く 强く なりつ、 ある は、 懲： 察 事務の 傾向と 新 

聞 紙の 聲に よりて 其の 一端 を 窺 ふに 足るべし。 廢娼の 運動 は 多くの 點に 於て 知 曰 慮を缺 きたる の 非難 

を 免る ベから すと 雖も、 其の 動機に 至りて は 誰か 同感の 情なき もの あらん や。 娼妓 は 最も 惡 しき 意 

味に 於ての 奴隸 使役な り。 社會の 良心 漸く 其の 無道なる に 氣附き 初めし は、 人道の 進歩と して 慶賀 

すべき 現象な りと 謂 はざる ベから す。 鎗毒 事件 は 田 中正 造 氏 等 一 派の 人々 が 主張す る 如き 意味に 於 

て、 足 尾の 銅 鶴に 從事 する もの を 油と すべき ものなる や、 輕々 之 を斷 行す ベから すと 雖も、 兩 毛の 

野に 其の 田園の 荒廢を 歎きて 菜 色 ある 多くの 人民に 對 して、 天下の 同情 殆んど 狂す るば かりに 沸騰 

せし は、 其の 當 時个、 a. が氣遣 はしく 觀 察して 之が 解決に 苦心せ し 所に て ありき。 


取る より 生じた るお 惯 にて 誤りた る 心 舉 に起囚 する 點 多く、 其 意義 を 外國. 認に譯 出す る 事^る 困 

難な りと 述べたり。 叉 曰く 死^の $1? は 生存者 に依賴 する 者に て 其 の 存在 は 之が 爲 に 或 る 俊 式 を 行 ふ 

に 紫れ る 者と 想像 せらる。 祖先 禮拜は 宗敎の 劣等なる 狀 態に 属して、 „54、の開發の^^た不完全なる者 

なり。 或る 意味に 於て は獨 一 の 祌 を禮拜 すると 相 一 致せざる 所 ありと IS はざる 可ら すと。. 無論 彼 

は 祖先 禮拜を 是認す る 者に 非す。 敎 育の 力、 信仰の 開發に 山り て、 之れ を 除き 去ん と 欲す。 然れど 

も 或る 一 派の 宣敎師 の 如く 之に 就きて 猛烈なる 態度 を 取らざる なり。 即ち n くプ C1 テス タント 基督 

敎徙は 天、 王 敎に對 する 反動に， 誤られて、 死者の 事 を輕ん する の 風 あり。 吾人 は 淸國の 傅 近に 於て 此 

醉を改 むる の 急務なる を感 す。 敎會に 於て は 死せ る會員 を紀 念し、 舉校 などに 於て はせ、 の 創立者 を 

記憶す る 等の 習惯を 作り、 信仰な くして 死せ る 祖先に 對 して 基督 敎は 何等の 使命 を冇 せす と說 くが 

如き ことなき 様 注意せ ざる 可ら す。. 殊 に 敎會 及び 學校 に 於て 孝道 に 關し接 極 的の 敎訓を 施す こ と自 

今一 & 5 肝要なる を覺 ゆと。 是れら は數年 前に 於て、 宣敎師 の 口より 聞くべし と は 想像し 難き 語に あ 

らす や。 其の 當否は 暫く 措き、 支那に 於け る 外國宣 敎師の 態度 は ー變 しつつ あるな り。 而 して 其の 

變化は 日本の 基督教に 由來 せる もの ありとの 形跡な きに あらざる なり。 

ジャクソン 氏 は 祖先に 物 を 供へ、 之 を禮拜 する が 如き は、 聖書の 訓練と 神の 靈 とに. E りて 良心の 

明かなる に 任 かせ 置かるべき ものな りと 主張し、 之れ なくば 其 を 公式に 禁 する は 無益な り、 之 あら 

ば禁 する は 無用な り と暖 味なる 說を 述べ、 クリス チア ンが填 墓に 注意す ベ きを 敎へ、 墓參 を獎勵 
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源と して、 耶穌と 其の 精祌 とに 立ち返り、 大いに 博愛 慈善の 志を淸 め、 其の 動機 を！^ しう し、 其の 

方法 を 賢く する の m 心、 最も 肝要な りと Si は ざろ ベから す。 慈善事業 は 失 はれた る もの を尋 ぬる 天 

父の 愛に 板 ざし、 十字架の 血に バプ テス マ を 受けし ものなら すん ば、 其の 主義 を完 うし、 其の 目的 

を途 ぐる こと 能 はざる なり。 赤十字の 事業 は、 其の徵章に標榜せらる/^主義にょり實際に於て保護 

せられ すん ば、 其の 盛大のう ち旣に 腐敗 を 胚胎せ る ものな きを 保證 する こと 能 はざる なり。 日本に 

かぶと 

於け る 慈善事業の 發達 は、 基督 敎 主義の 勝利 を 意味す。 然れ ども 勝利 を 祝す る 間に、 甲の 緒^ 緊め 

ざるべ からす。 其の 精； t を勵 まして、 平生 蕴蓄 せる 主義の 實 行に 對し、 更に 發憤與 起す る は、 凡て 

の 慕 敎が、 神の 恩寵に 對 して 擔ふ 所の 責任に 非す や。  一九 0  二 年  一 0  nsi 新報) 

上海 宣教師 大會に 於け る 祖先 禮拜 

上海に 開かれた る 外 國宣敎 師大會 に 於て は ra^ 然 祖先 禮拜に 就きて 議論 稍 ゃ活潑 なりし ものの 如 

し。 ノン ャ クソン 氏まづ 討論の 端緒 を 開きた"。 彼 は 之 を 論す る 宜し く 公平に して 同情 的なる ベく 

賢明に して 平和的なる べしと 說き、 淸國人 民 を 躓かし む る 事情 を 取り除く と 共 に 敎會の 純潔 を 保た 

ざ るべ か ら すと 論じ、 禮\«： なる 語 を 之に 適用す る は 穏當に 非す と 首 ひ、 此は 淸國人 か 家族、 王義を 


^るより 生じた る習惯 にて 誤りた る 心 輝. 學に 起因す る 點 多く、 其 意義 を 外國語 に 譯出 する 事 頗る 困 

難な りと 述べたり。 叉 曰く 死者の 靈は 生存者に 依頼す る 者に て 其の 存在 は 之が 爲に 或る 儀式 を 行 ふ 

に 紫れ る 者と 想像 せらる。 祖先 禮拜は 宗教の 劣等なる 狀 態に 属して、 其の 開發の 甚だ 不完, 全なる 者 

なり。 或る 意味に 於て は獨 一 の眞祌 を禮拜 すると 相 一 致せざる 所 ありと 謂 はざる 可ら すと。. 無論 彼 

は 祖先 禮拜を 是認す る 者に 非す。 敎 育の 力、 信仰の 開發に 由り て、 之れ を 除き 去ん と 欲す。 然れど 

も 或る 一 派の 宣敎師 の 如く 之に 就きて 猛烈なる 態度 を 取らざる なり。 即ち 曰く プ a テス タント 基督 

敎徒は 天主 敎に對 する 反動に 誤られて、 死者の 事 を輕ん する の 風 あり。 吾人 は淸 國の傳 道に 於て 此 

餘を 改む るの 急務な る を感す 。 敎會に 於て は 死せ る 會 員を紀 念し、 學校 など に 於て は 其の 創立者 を 

記憶す る 等 の 習惯を 作り 、 信仰な くして 死せ る 祖先に 對 して 基督 敎 は 何等の 使命 を 有せす と說 くが 

如き ことなき 様 注意せ ざる 可ら す 。殊に 敎會 及び 學校 に 於て 孝道 に關し 積極的 の 敎訓を 施す こと 自 

今 一展 肝要なる を覺 ゆと。 是れら は數年 前に 於て、 宣教師の 口より 聞くべし と は 想像し 難き 語に あ 

らす や。 其の 當否は 暫く 措き、 支那に 於け る 外國宣 敎師の 態度 は ー變 しつつ あるな り。 而 して 其の 

變化は 日本の 基督教に 由來 せる もの ありとの 形跡な きに あらざる なり。 

ジャクソン 氏 は 祖先に 物 を 供へ、 之 を禮拜 する が 如き は、 聖書の 訓練と 神の 靈 とに 由り て 良心の 

明かなる に 任 かせ 置かるべき ものな.^ と 主張し、 之れ なくば 其 を 公式に 禁 する は 無益な り、 之 あら 

ば禁 する は 無用な り と 曖昧なる 說を 述べ、 クリス チア ンが 墳墓に 注意す ベ きを 敎 へ 、 墓參 を獎勵 

ト：： 敎師 大會に 於け る 祖先 禮拜  五 七 九 
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し、 復活祭の 禮拜を 重ん する こと 必要な りと 論じ、 且つ 曰く 祖先 禮拜は 西洋に 於ても 容 に 絡 減し 

たるに あらす。 迷信 ほど 之 を 除く に 困難なる 者な し。 我 黨の戰 は 唯物主義、 無 信仰、 及び 實際的 無 

神 主義に 向 ひて 挑まるべし。 迷信 的な る 衆 民に 處 する よ り も 敎育ぁ る 不可 識 主義 の 階級 を 取扱 ふ は 

甚だ 困難な り。 吾人 は獨 一の 神 及び イン カルネ M シ ヨン を 敎へ、 人 は アダムの 子供に あらす、 天に 

在る 神の 子 類な りと 敎へ ざるべ からすと。 

ギブ ソ ン 博士 はジャ クソ ン 氏の 說に 一 歩 を 進め、 淸國の 祖先 禮拜 なる もの は 決して 外 國のゥ オル 

シップと M 一  に 非す、 紀 念の 禮 式と 解 釋 すべし と 論じて 大に 調和 的の 態度 を 推薦したり。 斯くて 議 

論紛々 たりし が 大會は 遂に 次 號に揭 ぐるが 如き 決議案 を 通過したり。 1 九 0 七 年 五 H:si 報) 

神道 非 宗教 

內務 省の 一 吏、 此頃 鹿兒島 市に 巡回し 演說 して 曰く、 

『抑 も 神社 は 我が 國體と 密接の 關係を 有し、 日本 國民 として 之を崇 翁せ ざる もの はなく、 古 來到處 

に 神 を 祈って 土產祌 とか 氏神と かの 名前 をつ けた ものである。 御 承知の 通り 我國の 神社 は 神代の 昔 

我！： を 御開き 下す つた 神々 や、 建！： 以来の 天皇 や、 國 家に 功勳 のあった 人々 やら を 祭って 誰し も 其 


功緒 を 追慕し 其 感化 を亨 けんこと を ひ、 朝夕 敬虔の 念 を 捧げ 崇拜の 禮を盡 しつ、 ある 次第で、 彼 

の 宗教と 稱 する ものと は 全然 別個の ものである。 凡そ 信仰の 自由 は 憲法の 明示せ ると ころ 何人と 雖 

ども 自己の 信仰 を 妨げら る、 事 はない。 同時に 他より 之を强 ひらる- -の氣 遣 ひもない。 けれども 祌 

社に 對 する 崇敬の 念 は 他に 之を强 ふる 事が 出來る 云々』 

祌道 は宗敎 なり やと 問 は^、  一一 一一 C ふまで もな く宗敎 としての 耍 素に 甚だ 缺 くる 所 あり。 され ども 祌 

道に 全然 宗敎 の耍 素な しと 云 ふ もの あらば、 未だ J?^ に 首肯し 難き もの 無くん ば あらす。 祌 道に は禮 

拜 あり 祭^ あり。 不完全ながら も 宗教の 形式 を備 ふれば なり。 是故に；s非{ーl^敎をi?へんとせば、 

先づ 之より 1 切 宗教に まぎら はしき 分子 を 除き 去らざる ベから す。 若し 不完全な るが 故に 宗敎 にあ 

ら すと 云 はば 不具なる 人 は 人に あらす と 言 ふこと を 得む。 是れ 不通の 論な り。 

此 明.； II なる 道 现に氣 付かぬ 苦 もなか るべき を、 『彼の 宗教と 稱 する もの は、 全然 別侗の もので あ 

る』 と 公言せ る は、 畢竟 信仰の 自由 を 保障す る 憲法の 明文に 顧慮す る 所 あるが 爲 にて、 十：： 人の 所謂 

耳 を掩 うて 鈴を盜 むの 類に 近 かしと 謂 ふべ し。 

され ど事實 は どこまでも 事實 なり。 現 時の 祌 道に 宗敎の 分子の 存 せる は、 首 ひ 消さん とする も 能 

はす。 是 故に 國家 若し 信仰の 自由 を 重ん すると 共に 之を國 民に 强 ひんと 欲せば、 宗 敎的對 象に まぎ 

ら はしき 名 稱を棄 て、 且 其の^ 式より 宗敎的 分子 を 一掃し、 名實 共に 宗教なら ざる こと を 明に せ ざ 

るべ からす。 然ら すん ば 憲法より 信仰 自由に 關 する 一 ケ條を 除かざる ベから す。 我 t;;^ は 糊塗 瞹味を 
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好ます。 爲政 者の 方針 织 らく 直截 明白なる べし。  一 九 0 九 年 七 nsl 音 新報) 

實に堪 る もので ない 

葷酒 山門に 人る を 許さす と嚴 めしく 標榜しながら、 庫裡 にて は 泥猶は 踊り子、 鶴 卵 は 遠眼鏡、 蛸 

は 天蓋、 酒 は 般若 湯な りと て飮 食す る 者 は、 佛敎の 風紀から 見て 腿 臭 坊主た る こと を 免る.. を 得な 

かった。 

回 敎徒は 豚 を 食 はぬ 習慣で あるが、， 其が 中には 其の 尾 は 豚に 非す、 豚 は 頭に 非す、 股 は 其れに 非 

すと て、 遂に 豚の 全部 を 食ひ盡 したと 云 ふ英國 詩人 誰 やらの 滑稽 詩が あつたと 記憶す る。 世に は斯 

の 如き こと を爲す 連中が 少 くない 様で ある。 

神道 は宗敎 であるか。 祖先 禮拜は 基督教と ともに 存 する こと を 得る や。 誰も 疑 ふことの 出來 ぬの 

は、 神道 は 原始 日本人の 間に 行 はれた 自然 禮拜 などの 遣 物で あらう。 宗敎の 階級から 言へば 甚だ 不 

完全な 低い 程度の ものが、 今日にまで 傳來 したので ある。 故に 其の 起原から 論 すれば、 一 つの 宗敎 

と斷ぜ ぬば ならぬ。 又 現在の 神社 ゃ祭禮 などに 行 はれて 居る 習慣な ど を 仔細に 吟味 すれば、 何處ゃ 

ら宗敎 らしい 心地せられ ざる を 得ぬ。 餘り眞 面目に 考 へす、 鎖 式 一片の 骨董 的の 風習と 見 故す もの 


が 多い から 左程に も 感ぜぬ ことで あらう が、 然し-! ：3： 際は宗 みた 所が 少 くない。 現に 或る 筋の 人 

人 は、 宗敎の 獎勵を 必耍と 明言し、 之が 爲に； t 道 をお 11 に 行 はせ 様と して 居る。 之が 何よりの 證 

據、 神道 は何處 か 宗教 染みた 所が あるに 相違ない。 菜して 然 らば 政」.^ g から 神道 を獎 働し、 ^しき 

は强 ひて 之に 與 からし めんと 企つ る は、 信仰の 自. 2 を 妨害す. る ことで、 帝國の 憲法に も牴觸 する 不 

都合な 行爲と 謂 はねば ならぬ。 

基督 者 は多祌 主義と 正反對 で、 幾多の 宗敎を 胸の 中に 併 立せ しむる こと を 許す こと を 3^ ぬ。 基督 

敎の禮 拜は獨 占 主義で ある。 禮拜は 決して 二人の 主人に 事 ふること が S 來ぬ。 實に十 誠の 意味に 於 

て 嫉妬深い ものである。 祌 道が 宗教であるなら ぱ 固より 基督 敎と併 立すべき もので ない。 進歩の 大 

勢から 肯 へば、 跡 方 も 無く 消滅し 去る が 其の 運命と 定 つて 居る。 世に 行 はる.^ 神道に は 淫祠 迷信が 

中々 多い。 是れら は 無論 基督 者と 永 炭 相容れ ざる ものであるが、 中には 或る 向きに 行 はる \ 鎮 式 

など。 國 史上 由緒 深き 社 や、 さて は 審美的に も 教育 上から も 幾分の 趣味 ある 何 祭と か 云 ふ 如き は、 

若し 其のう ちから 宗敎の 分子 を 取り除き、 偶像 禮拜 染みた 所 や、 靈 魂の 本尊と 粉 ふ 如き 點 など を拔 

き 去って 了 ふなら ば、 即ち 消毒 を 了したなら ぱ、 基督 者 も 之に 參加 する ことが 出來 る。 また 基督 敎 

が 勢力 を 得たならば、 祌 道の 美 はしき 所 は 悉く 高尙な 意味に 消化し 去って、 古物 保 在の實 を 示す に 

至る であらう、 外 同に も旣に 其の 寳 例が 甚だ 多い ので ある、 古代 宗敎 の遗 物にして、 今 は 基！^ 敎の 

儀式に な つ て c;^ る ものが 澤山 ある。 

s に堪 i る *- のでない  五八 三 
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然 かし 現在の 所では、 神 を輕ん じ、 禮拜の 神聖 を も 玩弄物 待 ひして 憚る こと を 知らす、 雜祭 同様 

に 招魂 祭な ど を 行 ふ 人々 が 多い ゆ ゑ、 禮拜 にっきて 良心の 感覺 敏捷で 祭典の 儀式な どに 主義 上 の 禱 

8g 多き にも 心 せ かす、 ：！：^仰の自由が何の逢まで關係する者でぁるかをも問はす、 甚 しき は 時として 

二宮 尊德、 また 時として 漢學の 機 制 的 倫理、 また 時として 產 土神のお 祭と 其の 祌 輿と を 擔ぎ 出し、 

一時の 流行 熱に た わい もな く 浮かれて、 大抵 一と 季節 毎に 教育 主義の 洗 ひ 張り を 試み、 天下の 人 を 

して 進退に 迷 はしむ る 世の中で ある。 基督 者 は 此の際 世上 見識 高き 多くの 人士と 共に、 流行 を 監視 

し、 禮拜の 神聖 を 保ち、 信 敎の自 .H を 維持し、 國 民的憐 式より 苟も 宗教 臭き 分子 を 除き 去る こと を 

努め、 永く 保存すべき 美風の 累を爲 すべき 害 物 を 一掃し 去らん ことに 注意せ ねばならぬ。 之が ため 

に は 議論 もせねば ならす、 抗爭 もせねば ならす、 處 世上 幾多の 不便 を も 刃.； ばねば なるまい。 此の 邊 

の 決心 堅 同で なく、  ^臭 坊主の 様な 行り 方 をして、 一時の 都合 を圖る 如きで は、 汝等は 地の 堕、 世 

の 光な りと 一一 目 は れた 主の 大罪 人で あると 謂 はねば ならぬ。 

祖先 禮拜 のこと に 就いても 其の 道理 は 一 つ ことで ある。 祖先 禮拜は 確かに 宗敎 的の もので あ つ 

た。 或る§ は 之 を 以て 宗教の 起原と した 位で ある。 是れは 受け取り 難き 說と しても、 兎に角 祖先 

禮拜と 云へ ば 疑 も 無く 宗敎 的の もので あ つ た。 昔宗敎 的で あ つ て も 今 は 全く 宗敎的 無意味に な つ て 

居る もの も あ るから、 其の 或る 習慣 を 以 て 必す しも 宗敎 であると は斷 一一 一一" し 難 い かも 知 れぬ 。否 な然 

か斷 1  一一 c すべきで ない とする 方が 善い かと も 思 ふ。 然 かし 其 所に. 何だか 紛ら はしい 疑 はしい ものの 存 


してお ろ こと は 誰し も 認める であらう。 故に 祖先 を 敬す る こと は 無論、 之に つきて 或る^ 式 を 行 ふ 

ことも^ 支 無から う。 然れ ど禮邦 染みた こと、 偶像 敎 染みた ことに 對 して は、 猶太 人が 踰越 節に！； 

^を 家の 中から 一掃した 如く、 嚴^311なる態度を取らねばならぬ。 吾人 は パリ サイなら ぬ 內務ぉ だの 

文部お だの、 神. 王なん どの 麪^ を戒， M まねば ならぬ。 殊に 記憶すべき は、 祖 * 禮拜は 日本の 特ぉ物 

で 無い。 十：！ へ は 欧羅巴に も 行 はれた ので ある。 基督 敎は 共の 成^お する こと を 許さす、 之 を 撲滅し 

て 了った。 其れが 日本に 於ても 基督教の 使命で ある。 

我が！： 民の 敎育を 以て 任す る 人た ちに は、 支那 人の 禮 記に 事 甚く 规 i; ル せられた パ リサ ィ的禮 成 作 

法の 如き もの を 大和民族の 精神 敎 育に 應 用して、 祖 if^ 崇拜の 氣風を 涵養 せんと 試る もの も ある やに 

傅 へらる。 (八日の 新聞に 見えた る全國 聯合 敎育會 に關 する 記事 を 見よ)。 以ての外なる 話で はな 

かんななら 

いか。 然し 健全なる 生命 を 活動せ しめて、 我が 國粹の 所謂 隨 神の 妙味 を 保た しむべき 信仰 を 有せ ざ 

る 今 口の 場合、 策の sr つる 所 を 知らす、 遂に 斯る 拙悪 極まった 乎 段 を さへ 講す るに も 至った ので あ 

らう。 して 兌る と 基督 敎は 帝國 人民の 切迫せ る 要求で ある。 然るにても 斯の 如く パリ サイ 的^ 式 や 

道德 を試驗 的に 應用 せらる る 舉校ゃ 家庭 こそ 迷惑 千 萬、 施 忠 者が 無情なる 翳 者の 硏究 材料と なつ 

て、 切斷の 辛い m: に 逢ったり、 大切な 生命 すら 縮められる 様な 次第で は 實に堪 る もので は 無から 

う 0  一九 一 一 4f 五 巧 21 音 新報) 

ほに 堪 i る もので ない  五八 五 
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靑年會 の 回顧 及び 希望 

別項に 見 ゆる 如く 日本の 靑 年.^ 3 は 齢 三十 五に 達した。 之 を 人に 臂 ふれば 旣に 成熟の 期に 入った も 

の だ。 其の 健康 は 吾人の 祝す る 所 又 祈る 所で ある。 此 間の 歷史を 顧みれば、 東京 靑年 倉の 會 長に 

は、 多くの 尊敬すべき 人物が あった。 現任. 江 原素 六 翁が 世故に 老け、 淸節 高く、 敬虔の 氣 風に 富ま 

るる は 云 ふに 及ばす。 物故せられ たる 人々 に は 先 づ三好 退藏氏 あり。 其 紳士 振りの 典雅なる、 其 精 

神の 老實 にして 莊 重なる、 皆 人の 推服す る 所であった。 世 良 W 亮氏は 明敏に して、 基督 敎の 思想に 

於て 造詣 深く 信仰の 篤い 海軍の 將官 であった。 尙ほ 世に 在らし めたならば、 精神 界 にも 良將 とし 

て、 其 力が 益々 多く 發揮 せられた であらう。 片 岡 健 吉氏は 良く へたる 宗 敎の資 験と 謹嚴 なる 氣風 

と を 具へ、 人に 長た る こと を 得る の资格 十分な 人であった。 衆議院の 好 議長で 有り得た のみで は 無 

かった。 

靑年， t: の 創立に 大功の あつたの は 米 人スゥ * フト 氏で ある。 神 田の 館 は 彼の 賜物で あると 云つ 

て も 差 支へ 無い。 之と 共に 其 功 勞を遺 忘すべからざる は 丹羽淸 次郞 氏で ある。 朝 梯の靑 年 會總理 と 

して 今尙ほ 重き をな して 居らる。 フィ シャァ 氏が 溫厚 にして、 計靈に 富み、 經 營の才 侮り 難き もの 


ある は、 內 外人の 認 むる 所で ある。 日本の 靑年會 は 今後 も此 人に 負 ふ 所 少なからぬ であらう。 

來京靑 年會の 現任 主事 山 本邦 之 助 氏が 赏 業界に 雄飛し 得べき 經應と 才能 を 持 たれ つつ、 身 を 挺し 

て 今の 事業に 勤勞 せらる る は 敬服に 値 ひす。 此 外来 京に も 其 他の 所に も、 靑年 # 發逹の 史 に功勞 

あった 人 も あるで あらう が、 此 所に 記載す るの 便 { 几 なき を 遣憾 とす。 

然し 斯る 場合に 見落す まじき は、 松 村 介 石 氏 だ。 數 年間 東京 靑年 會の講 g としてお 週 一 回 3^ 滿堂 

の 盛況な りし 聽衆を 惹き付け、 其の 一 風變 つた 雄 辯 を 以て 青年に 一 種の感化を與へたことは^^憶す 

べき*^^^3!でぁる。 靑年會 に は 其の 氣魄 辯舌當 年の 松 村 介 石 氏の 如くで、 而も 信仰の 穏健な、 人格の 

高 尙な講 g が 5^ 其の 講擅を 占めたなら ば 好から うにと 思 ふ 人 も少く あるまい。 

靑年會 の 事業 は隨 分手廣 く、 一 々之 を 列擧し 難い。 其の 一部分 を擧 ぐる を 以て 滿足 せねば なら 

ぬ。 ^1 建築で ある。 靑年會 は 三府 を 始め 神 戶長崎 等に 大 いなる 建物 を 持って 居る。 此點 について 

て は 日本に 於け る 基督 敎 の 施設 の 中で も、 最も 優る と 云 ひ 得る であらう。 官 梁の 其れ の 如く 靑年會 

の 建築物 は 規校も 稍 大きく 見 ゆる。 矢張资 本の 出 所に 依る かも 知れぬ。 そこでき 然の發 達からで な 

く、 大きな 會 社が IS を 作って、 小 商人に 之 を 宛が つた も 同様、 共の 維持に 大分 骨が折れる。 爲に無 

輝-な 工面 をす る こと を 餘 儀な くせら るる 場合 も あ る やう だ。 然し 何と- ム つて も靑 年會 の 建物 は 日 本 

の S 督敎に 多大なる 便宜 を與 へて 居る に相逮 ない。 

此の ほか 夜舉 校、 寄宿 所、 職業 案內、 娛樂 場、 社交 機關 など 靑年會 の 事業 は 其 項目が 頗る 多い。 

の 回顧 及. ひ 希 望  五八 七 
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其の 世 を 益す る こと 多き は 何人も 之を認 むに 吝か であるまい。 然し 靑年會 は S 督敎 的の 施 で、 信 

仰 を 基礎と した 精神 界の 事業で あるから、 北ハ のす ベての 經營 が眞面 EI なる ：一：2 仰 及び 氣 風と 一 致す ベ 

き 種類の ものである 害なる は 申す まで も 無く、 直接に 靈的 生命 を發揚 する こと を 心 懸け、 信仰の. I 仝 

氣を うちに 充滿 せしめ、 靑 年の 問 に 道 を 偉へ、 敬虔なる 氣風を 鼓吹して、 之に 出入す る ものに 大ぃ 

なる 精神的 感化 を 及ぼさねば ならぬ、 此 逢に 注意 を さ.， 怠り 無き 様で は あるが、 隴を 得て 蜀を望 

む、 より 深く 此方 面 を 開拓せられ たい ものである。 靑年會 は神學 校で も、 敎會 でもない。 自ら 異な 

る 所 も あるべき^ であるが、 靑年會 の 1&S 靈的 になり、 信仰生活 を扶殖 する 上に 於て 効力の 更に 大 

いならん こと を 望む の 餘地は 尙ほ裕 かで ありさう だ。 其の 發行 する 雜誌を 『開拓者』 と 云 ふ。 結構 

な 名： 稱だ。 靑 年，^ は靑 年の 間に！ 1:!? 仰 を閒柘 し、 正しい 思想 を發揚 する 方面に 向 ひ、 も そっと 努力 さ 

れた いもので ある。 

靑年 # の 三十 五 年 を 記念す るに つきて、 心づく 一 つの 事は靑 年會 が、 之 を 世間に 比 ぶれば 當然な 

れ ども、 基督 敎の 他の 事業に 於け るよりも、 多くの 給料 を拂 ふこと である。 其 機 關が傳 道 所 ゃ敎會 

堂より 規模 も 大きく、 設備 も 整って 居る ことで ある。 敎會 の當事 者が こ&に 注意して、 現今よりも 

多くの 給料 を 支出し、 其 設備 を 更らに 改善 擴張 する こと は、 傳 道の 効力と 成功と に 大切なる 條 件の 

一 つで ある。 荒野 は 天 慕で も 可い が、 日本 は 荒野で ないから 幕の みで は 注かぬ。 又 バウ 。をして 

.大 幕 を 製造せ しむる に滿 足す る も 得策で はおるまい。  1 九  一 s 华六 AiDS き 
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で 起った ものと 思って？. れる 方が 少， 、なから う i ふが、 共の 起り は横濱 U 

し あつたと ころから、 曰 本人 間に I 起し、 Isfl 

:,;"長は|吉郞氏で あった。 li る j の snnwj 東 

北、 の f 出し i た。 靑年會 も 横濱 の外阈 人の 間に は 明治 七 年頃 已 I けられて 5- , の 二 

桥、 ま會 の 近傍に 外國 人の 富が あって、 lio^^^? 

小！ が I に 来られた i. 治 十一、 二 年頃、 ill^H0^H 

ま 41 の 事情 は 小 崎 氏の 話された f. だ、 最初の 相談の あつたと ころ は IF 南 ま It 1 

P 階 M あ pil 費用き 養、 多くの I した 一 人であった u^:^ 

P れた ー つた。 iHlHIU  "：": 

の 離に モウ ルスと 云 ふ 人が て、 ま § 術の I 力ら M"j:f;tYOS をした 人 ま 2* 

術 や I の 方面から、 S 敎に對 して 不 sf こと を 云ひ觸 らした SI, をし// rf 

难、 石 川 千代 松、 菊 地大麓 寺の 諸氏であった。 

五ハ九 

tl!£ 年 立紀念 に 於て 


苦年售 創立 紀念會 に 於て  五 九 0 

はソ きひ 

叉 福 澤論吉 氏 は宗敎 の 立場が 刺然 せす、 レ H ランドの モラル • サイ H ン スを 鼓吹し、 一 方から 見 

ると 基督 敎に贊 成した やうで もあった が、 一 貫して 居なかった。 其の 國權論 や 時 小言 を 見る と、 

其後跋 した 阔粹論 見た やうな 議論が あって、 大いに 佛敎を 助ける 風 も 見えた。 外 山 正！ 君 は 『耶 

穌辯惑 序』 たど 公け にし、 井上哲次郎 君な ども 常に 基督 敎 排斥に 務めた、 其の 他當 時の 新聞紙な ど 

にも反對5^|が見ぇた。 それで 詰り 常時の 青年 會は紛 々たる 我國の 思想界に 對 して 大いに 戰ひ、 且つ 

靑 平の 思想の 根本 問題に 對 して、 解決 を與 ふべき 責任 を 感じて 居た ので ある。 雜誌を 出したり、 集 

食 を 開いた ひして、 勢力 は微々 たる もので あつたが、 鬼に 角 日本の 思想界 を 相手に して 奮鬪 した も 

の で あ る。 是れが 其 の、 王なる 仕事で あ つ た。 後に 大 きな 建物が 出来て 色々 な 仕事 を爲す 様にな つ た 

ので ある。 

勿論 剖立當 時に 於て ％• 文庫 や 新聞 縱覽所 を 設け、 印度の ナラヤン • シシャ ド リイ。 米國 のジョ セ 

フ • クック. 蘇！： の乇 ルレ ィ • ミツ チ ヱ ルな どと 云 ふ 名士の 來 朝した ときには、 之 を 歡迎も すれば 

講演 も 依頼した ことで ある。 然し 其 の 時分 は 社會的 娛樂方 面の こと を餘り 問題に して 居なかった。、 

之よりも 寧ろ 精祌 問題、 根本 問題に ついて 大いに 遣らねば ならぬ と 云 ふ意氣 込が あった。 今日 の靑 

年會の 創立 時代に 力を入れた 方面 を 後に して、 其の 頃 後に して 居た もの を 先にして 居る 倾 きがあ 

る。. 何れが 好い か は 問題で ある。 其の 判決 は暫 らく 措き、 又外國 のこと も 別問題と して、 日本に 於 

ける 基督 敎靑 年會 は、 其の 當 初の 精神に S きを iml かれる ことが 大切で はなから うか。 基督 敎に對 す 


る 疑惑 を 解き、 共の 思想 を 發揚し 又 廣く靑 年の 間 に 健全なる 精神 を 鼓吹す る は、 今 曰の 日本に 最も 

必要で あると 思 はれる。 雜誌 『開拓者』 は 之に 努めて Sir- ると 云 はれれば 其れまで だが、 また 他に 大 

い に 開拓 せらる ベ き餘 地が あると 思 ふ。 下宿屋 や 玉 突 や 娛樂ゃ 口人な ども 好 い ことに 逮 ひない が、 

其の 外に 一 歷 努力すべき 點が あり はすまい か、 創立 當 時と 今 H と 比較 せら るれば 敎訓 となる ものが 

あるで あらう。  一九  一 £ 年 三 nrcsasf) 

基督 敎靑 年會  . 

基督 敎靑 年會 は、 國 民の 間に 一 つの 有力なる 社會 的機關 として 認めら る 人に 至った。 敎會と 一般 

社會 との^に 立ちて、 一種の 取 持ち を爲す 如き 性質 を帶、 び、 餘り靈 的で なく、 十字架 丸出しの もの 

の やうに は 世 問より 忌み嫌 はる、 氣遣 ひなく、 然 りと て必す しも 世俗的に 化せられ 了らざる ようの 

心懸を 抱き、 何處 となく 高 尙に見 ゆる、 精神的の 組織と も考 へられる やうで ある。 そこで 靑年會 の 

經營は 世 問 と S 督敎 とに 對 して、 附 かす 離れす 餘程 巧く やらねば ならぬ。 隨分難 か 敷 仕事で ある。 

經營 者の 苦心 も 察せられる。 正しい 信仰 を 基礎と し、 靑 年の 爲に靈 的の 寄 與を爲 すべく 固く 志し、 

高遠なる 理想 を 深く 藏 めて、 . 常識的に 輕 快に 精神的 事業 を營 むと いふ ことで あるから、 畏 るべき 難 

t^BSMr 年 g  五 九 一 
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事で ある。 社 會が旣 にある 程度まで S 督敎 化され 居る 外國に 於ても 靑年會 が 信仰的に 經營 せらる る 

こと は、 容易な 所爲 でない。 まして や 日本に て は 更に 難 か 敷い ことで ある。 木乃伊 取りが 木乃伊に 

なるとい ふやうな 蓄 にか、 らす、 不信仰なる 社會に 立ち交りて、 俗悪の 勢力に 同化せられ す、 能く 

基督 敎の 精神 を 保ち 了す る こと は 勝れた る 聖徒の 力に 非れば 覺 束ない。 言 ひ換 へれば、 普通の 場合 

にて は 俗化され る 機 會の餘 り 多 からん こと を 恐る-" ので ある。 吾人 は 此の 難局に 當る 人々 に 同情し 

四十 年を經 過せ る 靑年會 が 愈々 健全に 發展 して、 より 好き 狀 態に 進み、 其の 存立の 目的 を遂 ぐるに 

至らん こと を 切に 祈らざる を 5£ ない。，. 

束 京 基督 敎靑 年會が 明治 十三 年に 創立 せられた 時 は、 形に 於て 甚だ 微々 たる もので あつたが、 そ 

の 精神と 抱負と に 於て は大に 見るべき ものが あったら しい。 その後 米國靑 年會と 聯絡が 着き、 外國 

の 人と 金との 援助 豐か になり、 日本人の 力 も 餘程加 はり、 東京の 母 靑年會 は 同より 大阪 京都 橫濱祌 

戶長崎 その他 各地 方の 靑年會 に 至る まで、 建物 や 設備な ど大に 完備して、 事業 も 頗る 擴張 せらる X 

に 至つ 亿。 靑年會 は 漸次 日本人の 事業に ならん としつ.^ ある。 然し 今のところ では 事業に 於て 日本 

人 の 力 を 代表し て 居らぬ。 外國の 御藤 を 蒙らねば とても 現在の 如き 狀 態に は 立ち 到る こ と を Br: なか 

つたで あらう。 是れは 靑年會 のみで はない 基督 者の 敎育事 紫の 多くが それで ある。 遗憾 ながら 敎會 

の 多く も それで あ ろ。 日本に 於け る 基傅敎 の 事業 は 日本基^^者 の實カを代表す るも の と は 謂 はれな 

い。 殊に 靑年會 の 如き は その ^備萬 端が 日本の * 督 者よ り 寧ろ 外國の 基督 者 を 代^す るの みならす 


日本の 非 s 帑者を 代^して 居る。 時として は 龠館を 天理 敎に 赏货 したり、 稍 如何 はしく 感ぜら る. - 

他の 等に 供 S したりす るに より、 その 維持 资 金の 幾分 を算. 段せ ねばならぬ やに も 傅 聞す る。 創 

立 四十 年 を 祝った 靑年會 は 之 を 一 紀元と し， 更に 精神的の 飛躍 を 試みて、 全く 新な ものに なるやう 試 

みるべき 責任が ある。 

四十に して 惑 はすと 謂 ふから、 靑年 會は兹 に 或る 發達 を爲 さねば ならぬ 時期に 入った ので ある。 

今のところで は靑 年會の 事業が 餘り與 行 ものの やう で、 其の 局に 當る人 は 寄席 や 貸 席の 主人の 如 

く、 淺草 公園に 最も 似合し いやうな 心地が する。 もっと 現代 靑 年の 生活 問題と 接觸 し、 其の 精祌上 

の 援助 者と なり、 彼等の 爲に 永遠なる 生命の 開拓者と ならねば ならぬ。 此の方 面 或は 多少 閑却 せら 

れて 居る ではなから うか。 靑年龠 存在の 第一 の 目的 は 實際兹 にある。 何 ほど 他の 方面に 發 達して 

も、 それの みで は 設立の 趣意が 立たない。 基 餐敎の 精神 旺盛なら ざる 社會 事業 は 靑年會 の 目的で は 

あるまい。 

外 國の靑 年 會は數 年 前まで ム ウディ 風な 信仰 氣 分で 充 され、 其の 演 說の體 裁から 讚美歌に 至る ま 

で 皆 悉く 其の 型であった。 日本で も 最初 は 稍 然ぅ謂 ふ 風であった。 其れ も 一 得 一 失で ある。 吾人 は 

必す しも 其の 昔に 戀々 たる もので ない。 然し 近 來靑年 會の宗 敎がム ウディ 等の 信仰と 幾分 か 遠 かり 

行き、 其の 經營 が餘り 社龠的 業に のみ 偏し 露 的 方面 を 疎に する やうに 見え、 甚 しき は 井 敎の三 字 

を、 其 名稱 より 取り除く に 如かす と 思 はる. - やうな 倾 向の ある こと は 甚だ 造憾 である。 第 四十 年に 

K ぉ教！ fw 年 S  五 九 三 
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達した る 靑年會 が 此點に 於て 覺醒 する を 見た きもので ある。  一 九 二  0 年 六 Aii 音 新き 

神道との 軋櫟 

加 特カ敎 徒 は從ひ 得る か 

先週 土曜日の ジャバ ン* アド バ タイ ザァ に倫敦 にて 發 行せ ら る-加 特カ 敎ノぼ 機關紙 所戦兑 出しの 如 

く 題した 一 文章が 轉戰 せられて る。 先 づフラ ン シス • ザビ H に 由り て 日本に 傳 近の II 始 せられた 

る 時より 說き 起し、 基督 敎傳播 の 現狀に 餘り滿 足し 難き もの ありと 謂 ふこと を 一 言し、 進んで 日本 

に は 他の 自由 は ともあれ 宗教の 自由にい たりて は 存在して 居らぬ と 論じ 普通教育に 於て 祌社 禮拜の 

强 制せら る- -事寳 を擧げ 神道の 性質 及び 其の 過去の 消長、 現在の 有様 等 を 叙し、 終に 加 特カ敎 徒 は 

右に 關 する 日本の 制 虚に從 ひ 得る かとの 問題 を發 して、 神社の 禮 拜は實 に宗敎 的な ものである とい 

ふ HJ を l:,^ 證 せんが 爲に 招魂 祭の 次第、 其に W ひらる i 就 や、 御魏 移し や、 供物 や、 祈の 意味 明. K な 

る 祝詞な ど を引證 し、 政府 當局 者は頻 に； t 道 は宗敎 にあら す、 之が ために 內務 省， 文部 翁と 分けて 

祌 社と 神道と を 管轄す るので あ ると 主張 すれ ども 東京 帝 國大舉 の 寛 教授が 神社 禮拜 は 明に 宗敎的 で 

ある、 之 を禮拜 する が 日本の 國民 宗敎 である、 祌道 がー つの 宗敎 である, i は 宗敎學 の 硏究に 由り て 


も 明で あると 論じた 事と、 同敎投 井上 竹次郞 氏が 神社に 行 はる、^ や^ 物 や 其 他の m 式は鍤 に宗敎 

の 意味な しとい ふ は 不可能で ある、 祌 社禮拜 は實に 一 つの 宗敎 であると iP 道した ことな ど を 引いて 

祌社禮 は宗敎 的で あると 斷案を 下した。 更に 進んで 日本の 祌社 禮拜と 古の 羅_ おに 於け る 帝王 禮拜 

と を 比較し 北ハの 問に 餘り 多く 相 遠す る もの ある を 兌 出し 難く、 羅馬 帝國は 之が ため 如何に 當 時の 基 

者 を 取り扱つ たかを 追憶し、 日本に 於け る 加特カ 敎會は 如何なる 述，" ^を 其の 前に 控 へて 居る や。 

これ 5;- して：？」 害で あらう か。 過去に 於て は 迫害であった。 再び 然ふ いふ 場合に 立ちい たるま じと は 

斷肯し 維い。 此の ことに 就き 日本の 政治-：!^ の 思想 を 攻め しむべく 努力す る は 全世界の 加 特カ敎 者 0 

こ 英 國 の 加 特カ敎 者 にと りて 急務 である。 英國は そ の 同盟 國 として 日本に 强大な る 勢力 を 持って ゐ 

る こと を！ ：^^ 憶す ベ きで ある。 

此は英 國加特 カ敎會 の意兑 であるが 其の 大體に 於て は 福音 新報 年来の 主張と 一 致して 居る C?H- 

の)。 先日 も宫 廷に闢 する 所謂 S 大事 件から 遠山 滿、 仰 信 夫、 押 川 方義， の 諸氏が 發起 人に な 

り 明治神宮に 參拜し 祈禱文 を讀み 上げた 事な ども 新聞紙に 見えた。、 何人も 之 を 宗敎的 行爲と 認めな 

いもの はなから う。 如何に 之を說 明し 去らう と 試みても 祌宫 ゃ祌社 は宗敎 的の 意味 を もって 居り、 

之と 關 i^l して 行 はる. - 多くの ことが 實 に宗敎 的で ある 事 は 疑 を容れ ぬ。 少 くと も宗敎 的の ものが 隨 

分 多く 之に 混 人し 居る。 斯の 如く 宗敎 的で あり 且つ 宗敎 的の 假定を 是認せ ねば 少しも 意味 を 成ざる 

；&: t-fjl_ ^を 人民に 强耍 する こと は 明に 信敎の 自由 を毀掼 する ことで ある。 一 種の 宗敎的 制度 ゃ習惯 

i^^i  五 九 五 
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と 皇室と を 結び 着く る こと は 詰り 不忠に 陷る のみなら す國 民の 不利益で ある。 玆に 於て 吾人の 前に 

橫 はって 居る 仕事. は祌 社禮拜 を强耍 する 如き 事 なきやう に 改革 せられん こと を 要求す るか、 若しく 

は 神社の 中より 總 ての 宗教 的 意味 を 取り除き、 靈魂 不滅の 信仰 や 神 靈の冥 助 や、 祓ゃ 祈禱の 分子 を 

名淺 なく 一掃して 國旗、 記念 銅像、 填 墓、 史 0 など i 異る ものな きにいた らしむ るか、 此れら 二つ 

の 外に 出づる こと は 出来ない であらう。 旣に 此れが 外國に 於いても 問題に なって 來た。 德川 時代の 

如く 此の 問題 を 國內に 閉鎖して 置く こと は 出来ぬ。 神社 問題 は 理性に 訴へ、 歷史に 基き、 科 學的硏 

究に资 り、 宗敎的 意識に 贊し、 及び 道念の 光明に 照して、 判斷を 下すべき ものである。 或る 意味に 

於いて 世界の 問題と して 之 を 取り扱 はねば ならぬ  1 九 二 1 年 二  nsl 音 新報) 

基督 者と 社會 事業 

社會 事業なる， ば i は 如何なる 範圍の もので あるか。 此は 容易に 決す 可らざる 問題で ある。 然し 世界 

の 平和、 軍備の 撤廢 若く は 縮少、 勞 資の關 係、 窮民の 賑恤、 犯罪者の 救濟、 其の 他 矯風 廓淸 などの 

如き を、 すべ て社會 事業と 謂 ふ 領域に 屬 する ものと しても 大 いなる 間違で は あるまい。 

之に 對 して 基督 者が 不熱心で、 其の 方面の 活動が 餘り 乏しい と 謂 ふ 批評が 折々 聞 ゆる。 凡そ 善き 


こと、 止しき こと、 如何なる 德、 如何なる 大事で あらう とも、 之 を 等閑に 附 して は、 基哲 者の 道に 

脫れ る。 天下の 愛 ひ を 憂 ひ、 國の 難局 や 社會の 疾患 を 心に 懸けて、 其の 處 置に 力 を 致す が 基督 者の 

责任 であらう。 ただ 自己の 鍪 魂の 事に のみ 屈託し、 來世 ばかり を氣 にす る やうで は、 基督 者の 耻で 

あ る。 然し 之に つ き て も 次 の 事柄 は 記憶した いもので ある。 

第一 基督 者の 公け の 禮拜ゃ 其の 敎 擅が、 専らに 或 ひ は 純 宗敎 的の 方面に 比して 餘り 多く 所謂る 

社 含問题 に 占 鍋され る やうで は 行く ま い 。 敎壇は 主と して 宗敎 的な るが $1 であら う。 

第一 一 四； i 昔 書 や 使徒た ちが 書翰な ど を 見ても 然ぅ である。 今日 の 社會的 基督 敎を 呼號 する 人た 

ちの 氣分ゃ 仕方と は、 大いに 異なって 居る やう だ。 若 も バウ 口が、 此ら 人々. の やうに 奴隸 問題 や 政 

治の こと、 さて は；^ 人 問題 (彼 は 必要なる だけ 之に 言及した こと も あるが) などに 餘り 多く 力 を 入 

れ たなら ば 如何い ふ 結 2^ になった であらう か。 パゥ P の 如き は 斯くて 多く 社會 問題の 解決に ほ獻す 

る こと を 得た ので ある。 

第三 基督 者に は 商人 も ある。 敎育家 も ある。 政治家 ゃ社會 事業 專 門 の 人 も ある。 此らは 各々 其 

の 使命 を 重んじて、 基督の 意 3 曰な りと 思 ふところ を 平生 世に 行 ふべき である。 必す しも 他の 基督 者 

をして 皆 己れ に 同から しめ、 だしき は、 敎會 全體を 其の 流儀に せんとす るに も 及ぶまい。 

第 四 基督 者 は 割合に 多く 社會 事業に 骨 を 折て 居る。 人員の 比較 か， ら すれば 日本の 基督 者 程、 社 

會の 問題に 關 心し、 努力して 居る 者は國 民の 中 他に あるまい と 思 はれる。 一九二 二 年 五 wosi 報) 

五 九 七 
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片  々 

何ど廣 島に 行かざる 

日淸 事件 起り て 車 駕は廣 島に 向へ り。 大 Hi 行き 武將 行き、 攻客 行き 新聞記者 行き、 ル な旣に 行き 

て 貴 衆 兩院六 百の 議士 も 亦 行かん とす。 此を 以て 見れば 廣 おは 哲 くの^ 日本 帝國の 中心と なりし も 

のに 非す や。 基 敎徒も 亦 其の 勢力 を 暫くの 問廣 島に 集中して、 大いに 運動すべき 寄な らん。 同志 

會の 所謂 健全なる 國論 も、 基 信徒 平生の 懷抱 も、 彼 虚に吉 ：傳 せらる るを耍 す。 廣 iiS に 在る 諸派の 

會堂 は、 以て 共の 川に 供すべし。 其の 敎會員 は何ぞ 主人公と なりて 此の 運動 を 首唱せ ざる。 基 敎 

の 諸 名士、 何ぞ 自ら 起ちて 此の 運動 を 首唱せ ざる。 此れ 黄金の 時機に 非す や。 ス九 5! 年 (ss.t 報) 

唯だ戰 をのみ 談 ずるの 日に 非ず 

敎友 某し 慨然と して 語りて 曰く、 慶應年 問よ ひ 明治の 初年に 一 n: 一り、 rn 本の 社會 兵馬 佟 偬の 問 に 狼 

狠 へたり。 此の 時に 當り 福澤氏 深く 時勢に 見る 所 あり、 獨り靜 に慶應 塾を创 立して、 その 力 を 開 

明の S 礎に 注げり と。 その 卓見 英虱 永く 後世の 鑑戒 たる もの 多 からん。 家庭に も、 新閜 にも、 叉敎 


にも 戰ひ を談じ 外交に 熱心なる ものの み 最も 意 氣揚々 たるの 今日。 之 を 憶す るの 必要 を感 する 

こと， 深し。  一八 九 21 化 七 H.  (？ S 音 新報) 

平和 會 

並 H 速 土敎會 の 人々、 平和 會の 會 nsi は 戰氣^ 天の 今日に 公然 共 の 主義 を {If 一一 一一！： し、 共の 會規 の 制裁 を 

嚴 かにして、 #員 を 淘汰し、 非戰 論の 爲 めに 氣焰を 吐かん とす。 吾等 もとよ. =其 の 主義に 反對 す。 

然れ ども 彼等の 主義に 忠 赏 にして、 勇氣の 盛んなる を 見て は、 之 を 感嘆せ ざる を はす。 何れも 國の 

ため 主義の ために 議論す るな り。 吾等 其の 人 を 愛して、 其の 說に 反對 せんと 欲す。 

.  1 八 九 R 年 一 〇 nr(sl 音 新報) 

彼の 神道 を 如何せん 

祌 近の 將來 こそ 深く 慮るべき ことなれ。 皇室に 關係 ある 魏式禮 典の 內に 宗教の 分子 を 混 人し、 忠 

君と！ 敎とを 一なら しむる が 如き こと ありて は、 闽 家將 來の大 不幸に して、 累を 皇室に 及ぼす も 

の 多 からん とする を 恐る。 神道と は 如何なる も のぞ。 世に 所 _l5;t 主、 ； 1 官等の ip ふる 所 は 皇室の 將 

來と 如何なる 關係を 有する や。 今に 於て 心靜 かに a つ 公平に 之 を 論究して 方針 を 定め ざれば、 帝國 

憲法に 見えた る 信 敎の自 .3 にも 差 支へ を來 し、 宗敎 上の 紛爭 をも隨 生す る ことなき を 保せ す。 

片 A  五 九九 
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伊勢 神苑の 如き は 之 を 全く 宗敎の 意味と 分離せ しめ、 帝國の 一大 紀念 物と して 保存 すれば、 今よ 

り も 一 曆 利益 多く 其 威嚴 をも增 すべき ことに 非ざる か。 世の 守舊： 迷の 徒 如何に 反抗 すれば とて、 

世界の 進 蓮 は 得て 防ぎ 返む ベから す。 曰く 條約 改正.. 曰く 内地 雜居、 曰く 基督 敎の 進歩、 曰く 人智 

の發 達、 皆 神道 をして 從來の 有様に 安ん する こと 能 は ざら しむる に 非す や。 それ か あらぬ か、 神道 

者 流の 間に 改革の 運動 次第に 起 ひ、 種々 の風說 世上に 流布す るに 至れり。 就中 神宮 教派の 如き は、 

條約 改正の 後 他の 諸 宗教と 同一 の 待遇 を受 くる を 厭 ふとの 理由 を 以て、 全く 宗教の 範 圍を脫 し、 單 

に 祖先 の 記念 を營 み、 以 て 阈 家 的 觀念を 養成す るの 一助に せんとの 議を 政府 に 提出す べしと て 評議 

最中な りと 聞く。 余輩 は 神宮 教派なる 者の 性 赏を詳 知せ す。 叉 其 勢力 如何に 大 なるや を 知らす。 其 

計る 所 果して 行 はるべ き や 否や は 余輩の 闻 より 豫知 する 所に 非す。 然れ ども 何様 此方 面に 改革の 雲 

行き 与 わにして 宗敎上 幾分 か 波瀾 を 生ぜん とする は事實 なる が 如し。 一 A 九 七 年 三 Hciir- 

偶像 破. 9 

加 藤弘之 氏が 史舉龠 の演說 に、 中， K 兄 皇子、 及び 中臣謙 足が 蘇 我 入 鹿 を， 珠 したる を 非難して、 之 

を 兇暴の 所爲 と斷 じ、 又 赤穗の 四十 七十 を 論じて 闩 く、 『淺野 氏は吉 良に 殺されし に 非す、 殿中 刃傷 

の 結果、 國 法に 照して 罰せられ たる ものな り。 彼等の 仇 討 は 仇 討に 非す、 淺野 氏が 吉良を 殺す 能 は 

ざり し を遣憾 とし、 共の 志を耱 ぎて 之 を 粒せ り。 吉良を 殺さん とせる 淺野 氏の 志 固より 護れ り。 共 


の 誤 I ばの 意志 を紹 ぎた る 四十七士 も 到底 非難 を 免る ベから す』 と。 余輩 は斯の 如き 議論 を歡迎 す。 

加 藤氏の 所論 を 適確な りと して 歡迎 する よりも、 寧ろ 中； 孝に 關 する 「來の 迷 想 を 打破し、 网 K 道德 

の 標準 を 訂正すべき 時節 到 來の微 候と して 之 を歡迎 す。  1 九 0  0 年 五 報) 

■  ル敎 局と 祌社局 

政- W は從來 の^ 寺 W を 分ち て、 宗敎、 祌 社の 兩局を 設置せ り。 而 して 其の 祌社 局なる もの は、 神 

官、 社、 府縣鄉 村 社、 招魂 社 其の 他 神社に 闢 する 事項 及び、 神社 祌 職に 關 する ことども を 掌 

る。 之に 付きて 余楚基 1^:!!% 徒と して、 大いに 注意すべき 二つの 大問题 ある を認 む。 第一、 祌 道は宗 

敎に 非ざる か、 人 に 向 ひて 殆ん ど强ぃ 付けられ 居る 國 家の 祌事 及び 禮典 は、 して 宗敎 的の 分子 

を 含まざる か。 神社 n;? は宗敎 局に 非す と 云 ふ も、 此の 理由 を 以て 之 を宗敎 局に 非す と認 むる を 得べ 

きか。 現在の 事寳を 見れば、 神道の 一部 は國立 宗敎に 非るな きか。 少く とも 之に 類似せ る ものに 非 

す や。 t を  一、 w 家と； 1 道との 關係 は、 其の 現在の 有様に 於て 信教の自由と 彼觸 する の 恐な きか。 斯 

の 如く 氣遣は しきもの ある にも 拘ら す、 國家 の 骸式禮 典と し て 保存す る を 必要な り， と認む ベ きもの 

あらば、 其のう ちょり 悉く 宗敎 的の 分子 を 除き 去りて、 信教の自由 を 保全し 毫も 良心 を 拘束す るが 

如き ことなから しむべし。 神社 局と 宗敎 局と を 分割せ る は 善し。 然れ ども 國 家の 禮 典よ ひ宗敎 的の 

分子 を 排除す る は 之よりも， 更に 必要なる ことに 非す や。  1 九 0  0 年 五 trssn 新報 ：> 
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片 A  六 O 二 

時勢と 基督 敎の 佛敎に 及ぼせる 影響 

. 基督 敎 我が 邦に 人り てより 佛敎に 及ぼせる § 頗る 著しく、 獨り 其の 形式の みならす、 其の 敎现 

の 根本主義 にも 變化を 及ぼさん とせり。 基督 敎會の B 曜擧 校に 傚 ひて 兒童を 寺院に， 集めて 佛敎の 初 

步 を敎授 する 者 あり。 結婚 を佛 寺に 於て 行 ひ、 葬儀に 說敎 をな すな ど、 皆範を 基督 敎會の 制度に 取 

れる ものに 非す や。 近時 傳 道て ふ 語の 彼の 徒に 依って 用 ひられ、 向上と か 人格と か 云 ふ 文字 多く 其 

の 文 裂に 現 はる A は、 又 基督 敎の 影響に 非す とせん や。 惟 ふに 其の 用語 を 精密に 調奄 したらん に 

は、 基督 敎の 影響 意外に 大 いなる に 驚くな らん。 新 佛敎を 主張す る 少壯氣 鋭の 士に は眞 如の 人格 を 

主 張す る 者 ありと 言 ふ。 斯く て も尙佛 敎 の 城壘を 維持し 得 べき や 否や。 嚴 正な る 論理 は 胄を脫 ぎ て 

基督 敎の 軍門に 降る の 外な きを 知 らしむ るの 日 あらん。 佛敎界 の 驍將村 上 專精氏 は 今後の 佛敎の 執 

る 可き 方針に 關し、 一、 悲觀 的に 敎理 を說 くを廢 めて 樂觀 的に 講 すべき こと、 二、 世間 門に 重き を 

置くべき こと、 三、 社會 事業に 盡 力すべき こと を 論ぜり と 言 ふ。 時勢の 潮流 を 察し 流に 從 ふて 禅 さ 

さんと する の W 意 至れり と 言 ふべ く、 其の 所論 又 時務に 適切なる 者 ありと 言 ふべ し。 然れ ども 唯 疑 

ふ、 如此 にして 尙 能く 藤 史的に 發展し 來れる 佛敎の 特色 能く 維持せられ 得べき かと。 而 して 又 疑 ふ 

時勢に 調和 せん 事 を 求む るに 急なる 彼等 は、 遂に 時勢の 大潮に 掃蕩し 去らる ム こと 無くして やむ ベ 

きか を。  . 一九 0 五 年 一  一 ntcs 曰 新報) 


孔ー T なら 

孔子 生れて 一 一千 四百 年に なった とて 先日 盛んなる お祭りが 行 はれた。 ポケット 論語 を宣傳 した 實 

業 家 や、 子薛漉 澤榮ー の 如き 講師 を 有する 孔子の 學風、 之に 馬す る 人物の 種類、 概して 其の 國民性 

に 及ぼす 感化 や 影響 は どんな もので あるか。 之 を科學 的に 研究し、 歷 史的に 證明 する は、 日本 文明 

の 過去 を 判斷す るの み ならす 將來の 進歩 を 指南す る に 大關 係の あ る こと、 思 ふので ある。 ■ 現代人 を 

以て 自ら 任じ、 孔子と 其の 學風 を觀る 茶人の 玩ぶ 骨董の 如き 或る 先生た ち も、 其の 自ら 現世 的で、 

露 的 *f 物 を 敬遠し、 せ.： だしき は 無遠慮に 之 を 侮蔑し、 餘 りに 常識 一方に のみ 偏して、 攻治 や、 經濟 

や、 文化 事業の ほかに 世界 ある を 全く 忘却し つ ある 邊り、 依然 孔子の 門人で は あるまい か。 

1 九 ニニ 年 1  一 R:(-il!!lr 新報) 
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